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気象庁は、気象業務の健全な発達を図ることにより、災害の予防、交通

の安全の確保、産業の興隆等公共の福祉の増進に寄与するとともに、気象

業務に関する国際協力を行うことを使命としています。

また、ビジョン（今後の取組構想）として、「安全、強靱で活力ある社会

を目指し、国民とともに前進する気象業務」を掲げ、

・産学官や国際連携のもと、最新の科学技術を取り入れ、観測・予報の

技術開発を推進する。

・社会の様々な場面で必要不可欠な国民共有のソフトインフラとして、

気象情報・データが活用されることを促進する。

に取り組んでいます。

近年は、顕著な気象等による大規模災害が頻発しており、防災・減災へ

の対策がより一層求められています。気象庁は、気象防災の関係者と一体

となって、地域の気象防災に貢献する取組を進めています。また、生産性

の向上にむけて、気象データが様々な産業分野において利活用していただ

けるよう産学官連携のもとに取り組んでいます。

本書は、気象庁の業務についての最新情報や発表している情報などにつ

いて、幅広く簡潔にまとめた解説書です。本書を様々な場面で手軽にお使

いいただき、気象庁の情報を一層有効に利活用していただければと願って

います。

令和 5年 4月

気象庁広報室
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気象情報のྲྀΕ･･･････････････････････････････････193-194ۭߤ
気象情報のछྨ･･･････････････････････････････････････195ۭߤ

ଌ؍৅ؾۭߤ��
ॺ等一覧･･･････････････････････････････････････196׭気象ۭߤ
ॺ等の഑ஔ･････････････････････････････････････197׭気象ۭߤ
ଌ･････････････････････････････････････198؍る気象͚͓ʹߓۭ
ଌ･･･････････････････････････････････････199؍ಛԽしたʹۭߤ
ଌछ໨･････････････････････････････････････200-201؍気象ۭߤ
ཕࢹ؂γスςϜ･･･････････････････････････････････････202-203
･････････････････････････････気象υοプϥーレーμーߓۭ 204-205
気象υοプϥーϥΠμー･･･････････････････････････206-207ߓۭ

৅༧ใؾۭߤ��
の予報・警報・気象情報･･･････････････････････････208-209ߓۭ
ۭ域の気象情報･･･････････････････････････････････････210-211

փ৘ใࢁ࿏Րۭߤ��
࿏火山փ情報･････････････････････････････････････212-213ۭߤ

7**�ຽؒ౳ʹ͓͚Δؾ৅৘ใར׆༻ͷਪਐ
気象σーλར活用の現状･･･････････････････････････････････214
気象σーλΞφϦスト･････････････････････････････････････215
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気象ϏδωスਪਐίϯιーγΞϜ（89#$）･･････････････････216
ຽ間気象業務とຽ間気象業務ࢧԉηϯλー･･･････････････････217
気象や地震動等の予報業務の許可制度･･･････････････････････218
気象予報࢜ʹͭいͯ･･･････････････････････････････････････219

ྗڠࡍࠃ�***7
世界気象220････････････････････････････････････（8.0）ؔػ
8.0౷߹全؍ٿଌγスςϜ（8*(04）･･････････････････････221
8.0情報γスςϜ（8*4）･････････････････････････････････222
೤ଳ௿気ѹʹؔ͢る国ࡍత໾ׂ･････････････････････････223-224
全ٿ大気ܭ（8")）ࢹ؂ըを௨͡た国225･･････････････････ྗڠࡍ
気象ଌثのਫ਼度ҡ࣋・্޲ʹؔ͢る国226･････････････････ྗڠࡍ
気ީ業務্޲ʹؔ͢る国227･････････････････････････････ྗڠࡍ
Ξルΰܭը･･･････････････････････････････････････････････228
津波ʹؔ͢る国230-229･････････････････････････････････ྗڠࡍ
火山ʹؔ͢る国231･････････････････････････････････････ྗڠࡍ
気象庁が୲͏主な国ࡍత໾ׂ･･･････････････････････････････232
開発్্国΁のٕज़ࢧԉ･･･････････････････････････････････233

৅ிͷ૊৫౳ؾ�9*
気象庁の予234･････････････････････････････････････････････ࢉ
気象庁૊৫･･･････････････････････････････････････････235-236
全国気象׭ॺ等一覧･･･････････････････････････････････237-239
気象庁ϩΰϚーΫとΩϟονίϐーɹ気象庁ϚスίοトΩϟϥΫλー「はΕるΜ」････240
気象ڀݚॴ･･･････････････････････････････････････････････241
੒Ռの活用･･･････････････････････････････････････････242ڀݚ
気象Ӵ੕ηϯλー･････････････････････････････････････243-244
૚気象台･･･････････････････････････････････････････245-246ߴ
地࣓気؍ଌॴ･････････････････････････････････････････247-248
気象大ֶ249-250･･･････････････････････････････････････････ߍ
気象庁のԊֵと主なग़དྷ事･････････････････････････････251-257
気象庁ਤ書ؗ･････････････････････････････････････････････258
ఱ気૬ஊॴ･･･････････････････････････････････････････････259
気象庁ϗーϜϖーδɹ気象Պֶؗ･･･････････････････････････260
報ಓ発表･････････････････････････････････････････････････261
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竜巻等突風と日本版改良藤田スケール･･･････････････････284-285
近年発生した主な竜巻等突風･･･････････････････････････286-287
日本の気象記録（極値）･････････････････････････････････288-290
「平年値」とは･････････････････････････････････････････････291
主な都市の平年値･････････････････････････････････････292-298
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津波予報区･･･････････････････････････････････････････308-309
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防災気象情報の伝達手段

気象庁が発表する大雨警報や津波警報などの防災気象情報

は、様々な伝達手段を用いて防災機関や住民へ伝達されます。

例えば、気象庁では、防災気象情報をテレビ・ラジオ等の

報道機関や気象庁ホームページなどを通じて住民へ提供して

いるほか、都道府県や消防庁を通じて市町村等防災機関に伝

達しています。市町村からは、地域の実情に応じて防災行政

無線や広報車の巡回、ケーブルテレビなどを用いて防災気象

情報が周知されます。また、携帯事業者の協力を得て、緊急

地震速報や津波警報を、該当する地域にいる一人ひとりの携

帯電話に一斉に配信する「緊急速報メール」等を用いた伝達

も行っています。さらに、最近では携帯電話やスマートフォ

ンなどの各種アプリケーションを用いて、一人ひとりがその

地域で必要な防災気象情報を手軽に手に入れることが出来る

ようになっています。

気象庁は、防災気象情報を防災機関や住民に効果的に伝達

することにより、地域における防災力の強化や気象災害に伴

う被害の防止・軽減を図っています。

住民への情報伝達手段の例

気象庁・気象台

自治体

放送局

テレビ・ラジオ等

気象会社

携帯電話会社
携帯電話・
スマートフォン

パソコン・
タブレット端末

ＦＡＸ

防災行政無線等

防災機関

コミュニティ
ＦＭ局

データ放送

緊急速報
メール

ホーム
ページ

プル型
情報

プッシュ型
情報

マルチメディア放送

電子メール・
アプリ

防災気象情報の発表・伝達

気象庁は、気象・海洋や地震・火山などの自然現象を常に

監視・予測し、的確な情報を提供することによって、自然災

害の軽減、国民生活の向上、交通安全の確保、産業の発展な

どを実現することを任務としています。気象庁では、これら

の自然現象に関する防災気象情報を、防災関係機関にオンラ

インで迅速に伝達すると同時に、テレビ・ラジオやホームペ

ージ、SNS等を通じて広く国民に発表しています。

�
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防災気象情報の伝達手段

気象庁が発表する大雨警報や津波警報などの防災気象情報

は、様々な伝達手段を用いて防災機関や住民へ伝達されます。

例えば、気象庁では、防災気象情報をテレビ・ラジオ等の

報道機関や気象庁ホームページなどを通じて住民へ提供して

いるほか、都道府県や消防庁を通じて市町村等防災機関に伝

達しています。市町村からは、地域の実情に応じて防災行政

無線や広報車の巡回、ケーブルテレビなどを用いて防災気象

情報が周知されます。また、携帯事業者の協力を得て、緊急

地震速報や津波警報を、該当する地域にいる一人ひとりの携

帯電話に一斉に配信する「緊急速報メール」等を用いた伝達

も行っています。さらに、最近では携帯電話やスマートフォ

ンなどの各種アプリケーションを用いて、一人ひとりがその

地域で必要な防災気象情報を手軽に手に入れることが出来る

ようになっています。

気象庁は、防災気象情報を防災機関や住民に効果的に伝達

することにより、地域における防災力の強化や気象災害に伴

う被害の防止・軽減を図っています。

住民への情報伝達手段の例

気象庁・気象台

自治体

放送局

テレビ・ラジオ等

気象会社

携帯電話会社
携帯電話・
スマートフォン

パソコン・
タブレット端末

ＦＡＸ

防災行政無線等

防災機関

コミュニティ
ＦＭ局

データ放送

緊急速報
メール

ホーム
ページ

プル型
情報

プッシュ型
情報

マルチメディア放送

電子メール・
アプリ

防災気象情報の発表・伝達

気象庁は、気象・海洋や地震・火山などの自然現象を常に

監視・予測し、的確な情報を提供することによって、自然災

害の軽減、国民生活の向上、交通安全の確保、産業の発展な

どを実現することを任務としています。気象庁では、これら

の自然現象に関する防災気象情報を、防災関係機関にオンラ

インで迅速に伝達すると同時に、テレビ・ラジオやホームペ

ージ、SNS等を通じて広く国民に発表しています。

2

Ⅰ ๷ؾࡂ৅৘ใ Ⅰ ๷ؾࡂ৅৘ใ



GUIDEBOOK2023_1001�00�_3L�13�2023年2月1�日 午後3時04分

特別警報

気象庁は、大雨、地震、津波、高潮などにより重大な災害の起こ

るおそれがある時に、警報を発表して警戒を呼びかけます。これに

加え、警報の発表基準をはるかに超える大雨や大津波等が予想され、

重大な災害の起こるおそれが著しく大きい場合、「特別警報」を発表

し最大級の警戒を呼びかけます。

特別警報が発表された場合、重大な危険が差し迫った異常な状況

にあります。ただちに命を守る行動をとることが重要です。

■特別警報を発表した事例・相当する過去の事例(主な事例)
気象等 R2.7

R1.10

H30.7

H29.7

H27.9

H24.7

H23

S34

7月豪雨（大雨）

東日本台風（大雨）

7月豪雨（大雨）

九州北部豪雨(大雨)

関東・東北豪雨（大雨）

九州北部豪雨(大雨)※

台風第 12号(大雨)※

伊勢湾台風(大雨･暴風･波浪･高潮)※

死者行方不明者 88人

死者行方不明者 108人

死者行方不明者 271人

死者行方不明者 44人

死者 20人

死者行方不明者 32人

死者行方不明者 98人

死者行方不明者 5,000人以上

津波 H23.3

H5.7

S58.5

東北地方太平洋沖地震※

北海道南西沖地震※

日本海中部地震※

死者行方不明者22,000人以上

死者行方不明者 230人

死者 104人 いずれも地震を含む

火山 H27.5

H12

H12

H3

口永良部島

三宅島※

有珠山※

雲仙岳※

全島民避難

全島民避難

15,000人以上避難

死者行方不明者 43人

地震 H30.9

H28.4

H23.3

H20.6

H16.10

H7.1

北海道胆振東部地震

熊本地震

東北地方太平洋沖地震※

岩手・宮城内陸地震※

新潟県中越地震※

兵庫県南部地震※

死者 43人

死者 273人

死者行方不明者

22,000人以上(津波を含む)

死者行方不明者 23人

死者 68人

死者行方不明者 6,437人
※は特別警報の発表に相当する過去の事例                （令和４年 12月現在）

■特別警報の発表基準
現象の種類 基準

大雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合※1

暴風
数十年に一度の強度の台風や

同程度の温帯低気圧により

暴風が吹くと予想される場合※1

高潮 高潮になると予想される場合※1

波浪 高波になると予想される場合※1

暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合※1

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合※1

津波
高いところで 3 メートルを超える津波が予想される場合

(大津波警報を特別警報に位置づける)

火山噴火
居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合

(噴火警報(居住地域)※2を特別警報に位置づける)

地震

(地震動)

震度 6弱以上または長周期地震動階級 4の大きさの地震動が予想される場合

(震度 6弱以上または長周期地震動階級 4を予想した場合の緊急地震速報を特別警報に位置づ

ける)
※１ 過去の災害事例に照らして、指数（土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数）、積雪量、台風の中心気圧、最大風速などに関

する客観的な指標を設け、これらの実況および予想に基づいて発表を判断します。

※２ 噴火警戒レベルを運用している火山では「噴火警報（居住地域）」（噴火警戒レベル４または５）を、噴火警戒レベルを運用してい

ない火山では「噴火警報（居住地域）」（キーワード：居住地域厳重警戒）を特別警報に位置づけています。

平成 23年

東北地方太平洋沖地震

平成 30年 7月豪雨

平成27年口永良部島噴火

防災気象情報と警戒レベルとの対応

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府（防災担当））において、

住民は「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自らの判断で避難行動

をとるとの方針が示され、この方針に沿って自治体や気象庁等から発

表される防災情報を用いて住民がとるべき行動を直感的に理解しやす

くなるよう、５段階の警戒レベルを明記して防災情報が提供されてい

ます。

住民は自治体から警戒レベル４避難指示や警戒レベル３高齢者等避

難が発令された際には速やかに避難行動をとる必要があります。一方

で、多くの場合、防災気象情報は自治体が発令する避難指示等よりも

先に発表されるため、避難指示等が発令されていなくてもキキクル（危

険度分布）や河川の水位情報等を用いて自ら避難の判断をすることが

重要です。

特に、警戒レベル５の状況では、すでに安全な避難ができず命が危

険な状況となることから、警戒レベル３や４の段階で避難することが

極めて重要です。
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防災気象情報と警戒レベルとの対応

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府（防災担当））において、

住民は「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自らの判断で避難行動

をとるとの方針が示され、この方針に沿って自治体や気象庁等から発

表される防災情報を用いて住民がとるべき行動を直感的に理解しやす

くなるよう、５段階の警戒レベルを明記して防災情報が提供されてい

ます。

住民は自治体から警戒レベル４避難指示や警戒レベル３高齢者等避

難が発令された際には速やかに避難行動をとる必要があります。一方

で、多くの場合、防災気象情報は自治体が発令する避難指示等よりも

先に発表されるため、避難指示等が発令されていなくてもキキクル（危

険度分布）や河川の水位情報等を用いて自ら避難の判断をすることが

重要です。

特に、警戒レベル５の状況では、すでに安全な避難ができず命が危

険な状況となることから、警戒レベル３や４の段階で避難することが

極めて重要です。
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気象庁防災対応支援チーム（ＪＥＴＴ）

気象庁は、近年相次ぐ災害をふまえて、地方公共団体の防

災対応への支援を強化すべく、災害が発生した場合または災

害の発生が予想される場合に、都道府県や市町村の災害対策

本部等へ気象庁職員を派遣する気象庁防災対応支援チーム

（ＪＥＴＴ：JMA Emergency Task Team）を平成 30年５月１

日に創設しました。ＪＥＴＴは、現場のニーズや各機関の活

動状況を踏まえ、防災気象情報等の「読み解き」の支援や市

町村長が避難指示等を行う際の助言等、地方公共団体や各関

係機関（自衛隊、警察、消防等）の防災対応を支援します。

なお、ＪＥＴＴは国土交通省の緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ

－ＦＯＲＣＥ）の一員であり、国土交通省一体となって支援

を行っています。

令和４年は、前線や台風に伴う大雨等の災害に対してのべ

約 700人の職員を派遣しました。

気象庁防災対応支援チーム（ＪＥＴＴ）について

�
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気象警報ࠊ気象᝟報➼

気象ᗇは、気象⅏ᐖの㜵Ṇ・㍍ῶのため、特別警報・警報・注意報

や気象情報などの㜵⅏気象情報を発表しています。

ẁ㝵ⓗ࡟Ⓨ⾲ࡿࢀࡉ㜵⅏気象᝟報࡜ᑐᛂࡿࡍ⾜ື

気象特別警報・警報・注意報ڦ

㜵⅏㛵ಀᶵ㛵の活ືやఫẸのᏳ඲☜ಖ⾜ືのุ᩿をᨭ᥼するため、

発生のおそれが࠶る気象⅏ᐖの重大さや可能性にᛂࡌて特別警報・

警報・注意報を発表します（対ᛂするఫẸの⾜ືは、上ᅗのとおり）。

特別警報 ᭀ㢼㺂ᭀ㢼㞷㺂大雨(ᅵ◁⅏ᐖ㺂ᾐỈᐖ)㺂大㞷㺂㧗₻㺂Ἴᾉ 㔜大࡞⅏ᐖの㉳ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡇ

ⴭࡃࡋ大࠸ࡁሙྜ࡟Ⓨ⾲

警報 ᭀ㢼㺂ᭀ㢼㞷㺂大雨(ᅵ◁⅏ᐖ㺂ᾐỈᐖ)㺂大㞷㺂㧗₻㺂Ἴᾉ㺂

ὥỈ

㔜大࡞⅏ᐖの㉳ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡇ

⾲Ⓨ࡟ሙྜࡿ࠶

注意報 ᙉ㢼ࠊ㢼㞷ࠊ大雨ࠊ大㞷ࠊ㧗₻ࠊἼᾉࠊὥỈࠊ㞾⃰ࠊ㟝ࠊ

஝⇱ࠊࢀࡔ࡞ࠊ㟖ࠊప ࠊ╔㞷ࠊ╔ịࠊ⼥㞷

⅏ᐖの㉳ࡿ࠶ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡇ

ሙྜ࡟Ⓨ⾲

警報・注意報の基準は、㐣ཤの⅏ᐖ発生ࢱ࣮ࢹをㄪᰝした上で、

౛えࡤ「ὶᇦ雨㔞指ᩘがこの್以上に到達すると重大な（ཪは㍍ᚤ

な）ὥỈ⅏ᐖが発生するおそれが࠶る」という್をὥỈ警報（ཪは

注意報）の基準にタᐃしています。また、特別警報の基準はᩘ༑ᖺ

に୍度というᴟめてᕼで␗ᖖな現象を対象とするようᐃめています。

�
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気象特別警報・警報・注意報の例

そして、特別警報、警報、注意報は、基準以上に到達する現象が予

想されるときに発表しています。

なお、大雨特別警報は、避難指示に相当する気象状況の次元をは

るかに超えるよ

うな現象を対象

に発表するもの

ですので、大雨特

別警報を待つこ

となく、キキクル

（危険度分布）や

市町村からの避

難情報等を活用

して避難することが重要です。

■気象特別警報・警報・注意報の内容

警報級の現象は、ひとたび発生すると命に危険が及ぶなど社会的

影響が大きいため、警報は警報級の現象が予想される概ね３～６時

間前に発表しています。また、まだ警報を発表する段階ではないが

警報級の現象が

概ね６時間以上

先に予想されて

いる場合には、

「警報に切り替

える可能性の高

い注意報」（発表

状況に「！」の

アイコンで表

示）を発表し、

警報級の現象が

予想される時間

帯を明示してい

ます。

大雨特別警報の位置づけ・役割

�
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■気象情報

気象庁は、警報・ὀព報の発表に先❧って㸯日㹼数日前から警戒

を呼びかけたり、≉ู警報・警報・ὀព報の発表中に現象の⤒㐣、

予想、㜵災上の␃ពⅬなどを解説したりするたࡵに「気象情報」を

発表します。また、長ᮇ間にࢃたり♫఍に大きなᙳ㡪を୚えるኳೃ

についての「気象情報」ࡶ発表します。

気象情報には、඲ᅜをᑐ象とする「඲⯡気象情報」、඲ᅜを 11 の

地᪉に分けた「地᪉気象情報」、㒔㐨ᗓ┴（໭ᾏ㐨やἈ⦖┴では更に

細かい༢఩）をᑐ象とする「ᗓ┴気象情報」が࠶ります。

ᗓ┴気象情報の発表例（ୖ㸸ᩥ❶にࡼる情報ࠊୗ㸸ᅗにࡼる情報）

ᆅ᪉気象情報のᑐ象ᆅᇦ（ᆅ᪉ண報༊）࡜発表ᐁ⨫
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気象情報の一種として、大雨による災害発生の危険度が急激に高
まっている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で
降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解
説する「顕著な大雨に関する気象情報」を発表します。この情報を
発表する可能性が高いと予想された場合には、半日程度前から、気
象情報において「線状降水帯」というキーワードを用いて呼びかけ
ます。また、数年に一度しか起こらないような記録的な短時間の大
雨を観測し、より一層の警戒を呼びかけるときには「記録的短時間
大雨情報」という情報を発表します。

■キキクル（危険度分布）

土砂災害、浸水害、洪水災害発生の危険度の高まりを地図上で５
段階に色分けして示す「キキクル（危険度分布）」を常時 10分毎に
更新しています。雨が強まってきたとき、又は大雨・洪水警報が発
表されたとき等には、実際にどこでどのような災害の危険度が高ま
っているのか「キキクル（危険度分布）」で把握することができます。

■早期注意情報（警報級の可能性）

警報級の現象が５日先までに予想されるときには、その可能性を
［高］［中］２段階で発表しています。

早期注意情報（警報級の可能性）の発表例

顕著な大雨に関する気象情報の発表例 記録的短時間大雨情報の発表例

■早期注意情報（警報級の可能性）の [高]及び [中]の利活用

■警報等を解説･見える化する情報の利活用

気象庁は、危険度の高まり等を伝える「気象警報」等を提供し、
それを受けた市町村職員や住民が自ら「危険度を色分けした時系列」
や「キキクル（危険度分布）」等によって自分の地域に迫る危険の
詳細について納得感を持って把握できる仕組みを構築し、市町村長
の避難情報の判断を支援し、住民の主体的避難の促進を目指します。

�
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気象情報の一種として、大雨による災害発生の危険度が急激に高
まっている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で
降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解
説する「顕著な大雨に関する気象情報」を発表します。この情報を
発表する可能性が高いと予想された場合には、半日程度前から、気
象情報において「線状降水帯」というキーワードを用いて呼びかけ
ます。また、数年に一度しか起こらないような記録的な短時間の大
雨を観測し、より一層の警戒を呼びかけるときには「記録的短時間
大雨情報」という情報を発表します。

■キキクル（危険度分布）

土砂災害、浸水害、洪水災害発生の危険度の高まりを地図上で５
段階に色分けして示す「キキクル（危険度分布）」を常時 10分毎に
更新しています。雨が強まってきたとき、又は大雨・洪水警報が発
表されたとき等には、実際にどこでどのような災害の危険度が高ま
っているのか「キキクル（危険度分布）」で把握することができます。

■早期注意情報（警報級の可能性）

警報級の現象が５日先までに予想されるときには、その可能性を
［高］［中］２段階で発表しています。

早期注意情報（警報級の可能性）の発表例

顕著な大雨に関する気象情報の発表例 記録的短時間大雨情報の発表例

■早期注意情報（警報級の可能性）の [高]及び [中]の利活用

■警報等を解説･見える化する情報の利活用

気象庁は、危険度の高まり等を伝える「気象警報」等を提供し、
それを受けた市町村職員や住民が自ら「危険度を色分けした時系列」
や「キキクル（危険度分布）」等によって自分の地域に迫る危険の
詳細について納得感を持って把握できる仕組みを構築し、市町村長
の避難情報の判断を支援し、住民の主体的避難の促進を目指します。
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土砂キキクル
大雨警報（土砂災害）の危険度分布

土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）は、大雨に
よる土砂災害発生の危険度の高まりを、地図上で１km四方の領域ご
とに５段階に色分けして示す情報です。常時 10分毎に更新しており、
大雨警報(土砂災害)や土砂災害警戒情報等が発表されたときに、土
砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）により、どこで
危険度が高まっているかを把握することができます。避難にかかる
時間を考慮して、危険度の判定には２時間先までの雨量及び土壌雨
量指数の予測値を用いています。

色が持つ意味 住民等の行動の例※１ 相当する警戒レベル

災害切迫
命に危険が及ぶ土砂災害が切迫。土砂災害がすでに発生している可能

性が高い状況。直ちに身の安全を確保する。

５相当

危険
命に危険が及ぶ土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況。土砂災

害警戒区域等の外へ避難する。

４相当

警戒

土砂災害への警戒が必要な状況。高齢者等は土砂災害警戒区域等の外

へ避難する。高齢者等以外の方も、普段の行動を見合わせ始めたり、

避難の準備をしたり、自ら避難の判断をする。

３相当

注意

土砂災害への注意が必要な状況。ハザードマップ等により土砂災害警戒区域

等や避難先、避難経路を確認する。今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に

留意する。

２相当

今後の情報等に留意 今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に留意する。 －
※１ 自治体から避難指示（警戒レベル４）等が発令された場合には速やかに避難行動をとってください。

「災害切迫」（黒）が出現した場合、土砂災害警戒区域等では、命
に危険が及ぶような土砂災害がすでに発生している可能性が高い状
況となります。また、災害が発生する前にいつも「災害切迫」（黒）
が現れるとは限りません。このため、土砂災害警戒区域等の住民等
は、可能な限り早めの避難を心がけ、遅くとも「危険」（紫）が出現
した時点で速やかに避難開始を判断することが重要です。

土砂キキクルの例

２時間先までの予測
※「災害切迫」には予測は用いない
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浸水キキクル
大雨警報(浸水害)の危険度分布

浸水キキクル（大雨警報(浸水害)の危険度分布）は、短時間強雨

による浸水害発生の危険度の高まりを、地図上で１km四方の領域ご

とに５段階に色分けして示す情報です。常時 10分毎に更新しており、

雨が強まってきたときや大雨警報(浸水害)等が発表されたときに、

浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度分布）により、どこで

危険度が高まっているかを把握することができます。危険度の判定

には１時間先までの雨量予測に基づく表面雨量指数の予測値を用い

ています。

色が持つ意味 住民等の行動の例 想定される周囲の状況例

災害切迫
直ちに身の安全を確保する。

【警戒レベル５相当】

重大な浸水害が切迫。浸水害がすでに発生している可能性が高

い状況。

危険
周囲の状況を確認し、各自の判断で、

屋内の浸水が及ばない階に移動する。

道路が一面冠水し、側溝やマンホールの場所が分からなくなる

おそれがある。道路冠水等のために鉄道やバスなどの交通

機関の運行に影響が出るおそれがある。周囲より低い場所に

ある多くの家屋が、床上まで水に浸かるおそれがある。

警戒

安全確保行動をとる準備が整い次第、

早めの行動をとる。高齢者等は速やかに

安全確保行動をとる。

側溝や下水が溢れ、道路がいつ冠水してもおかしくない。
周囲より低い場所にある家屋が、床上まで水に浸かるおそれが
ある。

注意

今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に

注意。ただし、各自の判断で、住宅の地下室

からは地上に移動し、道路のアンダーパス

には近づかないようにする。

周囲より低い場所で側溝や下水が溢れ、道路が冠水する

おそれがある。住宅の地下室や道路のアンダーパスに

水が流れ込むおそれがある。周囲より低い場所にある家屋が、

床下まで水に浸かるおそれがある。

今後の情報等に

留意

今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に

留意。

普段と同じ状況。雨のときは、雨水が周囲より低い場所に

集まる。

周囲より低い場所（窪地など）にある家屋など、浸水で命が奪わ

れる危険性がある場所では、遅くとも「危険」（紫）が出現した時点

で屋内の浸水が及ばない階に移動するなど、各自の判断で速やかに

安全確保行動をとることが重要です。

浸水キキクルの例

１時間先までの予測
※「災害切迫」には予測は用いない
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洪水キキクル
洪水警報の危険度分布

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）は、指定河川洪水予報の
発表対象でない中小河川（水位周知河川及びその他河川）の洪水災
害発生の危険度の高まりを、地図上で概ね１kmごとに５段階に色分
けして示す情報です。常時 10分毎に更新しており、洪水警報等が発
表されたときに、どこで危険度が高まっているかを把握することが
できます。危険度の判定には３時間先までの流域雨量指数の予測値
を用いています。令和５年からは、国が管理する指定河川洪水予報
の対象河川の危険度分布「水害リスクライン」も一体的に表示し、
地域の詳細な洪水危険度をひとめで把握できるようにしました。

色が持つ意味 住民等の行動の例※1・2 相当する警戒レベル

災害切迫
重大な洪水災害が切迫。洪水災害がすでに発生している可能性が高い状況。直
ちに身の安全を確保する。

５相当

危険
水位周知河川・その他河川がさらに増水し、今後氾濫し、重大な洪水災害が
発生する可能性が高い。水位が一定の水位を超えている場合には※3、安全な場
所へ避難する。

４相当

警戒
洪水災害への警戒が必要な状況。水位が一定の水位を超えている場合には※4、
高齢者等は安全な場所へ避難する。高齢者等以外の方も、普段の行動を見合わ
せ始めたり、避難の準備をしたり、自ら避難の判断をする。

３相当

注意
ハザードマップ等により災害が想定されている区域や避難先、避難経路を
確認する。今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に注意する。

２相当

今後の情報等に留意 今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に留意。 ―

※１ 自治体から避難指示（警戒レベル４）等が発令された場合や河川管理者から氾濫危険情報等が発表された場合には速やかに避難行動をとってください。
※２ 洪水予報河川の外水氾濫については、洪水警報の危険度分布ではなく、河川管理者と気象台が共同で発表している指定河川洪水予報等を踏まえ

て避難指示等が発令されますので、それらに留意し、適切な避難行動を心がけてください。
※３ その他河川では水位を観測していない河川がありますので、その場合は、早めの避難の観点から、速やかに避難を開始することが重要です。
※４ その他河川では水位を観測していない河川がありますので、その場合は、避難の準備をして早めの避難を心がけてください。

特に「災害切迫」（黒）が出現した場合、重大な洪水災害がすでに
発生している可能性が高い状況です。中小河川の水位上昇は極めて
急激なため、水位上昇の予測を示す「危険」（紫）が出現した時点で、
洪水により命に危険が及ぶ場所（山間部の幅の狭い谷底平野を流れ
る河川の氾濫流により流失が想定される家屋等）では河川の水位情
報等を確認し、速やかに避難開始を判断することが重要です。

洪水キキクルの例

３時間先までの予測
※「災害切迫」には予測は用いない
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キキクル（危険度分布）の確認方法

キキクル（危険度分布）は、気象庁ホームページで公開して

おり、パソコンやスマートフォンから簡単に確認できます。ト

ップページのバナーやインターネット検索からアクセスしてく

ださい。

位置情報機能を活用して現在地を中心に表示することや、見

たい地域を自由に拡大・縮小することができます。また、メニ

ューから他のキキクルや雨の予想（今後の雨（P34 参照）・雨雲

の動き（P36 参照））に、地図の表示範囲を変えずに切り替えら

れます。

洪水キキクル

（P13参照）

浸水キキクル

（P12参照）

土砂キキクル

（P11参照）

下のコードからも

アクセスできます。

キキクル（危険度分布）を 1ページにまとめて表示

気象庁ホームページ
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キキクル（危険度分布）の通知サービス

土砂災害や洪水等からの自主的な避難の判断に役立てていただくた

めに、危険度が高まったときにメールやスマホアプリでお知らせする

プッシュ型の通知サービスを、気象庁の協力のもとで、事業者が実施

しています※。

この通知サービスでは、登録した地域のいずれかの場所で、キキク

ル（危険度分布）の「危険」（紫）が出現したとき等に通知します。キ

キクル（危険度分布）で「災害切迫」（黒）となってしまうと、道路冠

水等で避難が困難な状況となるおそれがあるため、遅くとも「危険」

（紫）が出現した時点で、速やかに避難の判断をすることが重要です。

通知を受信したときには、市町村からの避難情報を確認するとともに、

避難情報が発令されていなくても、市町村内のどこで危険度が高まっ

ているかをキキクル（危険度分布）の地図や河川の水位情報等で確認

することで、自主的な避難の判断に活用いただけます。また、離れた

場所に暮らしている家族に避難を呼びかけることにも活用いただくこ

とができます。

この通知サービスは、５段階の「警戒レベル」のうち、どのレベル

に相当するかを示して提供します。避難にあたっては、あらかじめ指

定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離

れた、近くの頑丈な建物の上層階に避難するなど、自らの判断でその

時点で最善の安全確保行動をとることが重要です。

※ 詳細は、次のリンク先をご確認ください。

（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html）。

予報と㆙報࣭ὀព報の細分区域

予報と警報・注意報は、都道府県などの防災機関と協議し、都道府県を区域に

分けて発表します。天気予報は一次細分区域を、警報・注意報は市町村等（二次

細分区域※）を対象にしています。また、警報・注意報の発表には市町村等をま

とめた地域を用いることもあります。

（※二次細分区域についてはＰ267の細分区域一覧表を参照）

札幌管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

␃ⴌ北部

ୖᕝ北部

北✵▱

᐀㇂北部

฼ᑼ䞉♩ᩥ

᐀㇂南部

␃ⴌ南部

␃ⴌ୰部

ୖᕝ南部

ୖᕝ୰部

Ώ島北部

ᚋᚿす部
⨺㋟ᒣ㯄

ᚋᚿ北部 南✵▱

୰✵▱

▼⊁南部

▼⊁୰部

▼⊁北部

᪥㧗東部

᪥㧗୰部

᪥㧗す部
⫹᣺東部

⫹᣺୰部

ᷓᒣዟᑼ島

⫹᣺す部

ᷓᒣ南部

ᷓᒣ北部

Ώ島東部

Ώ島す部

▼⊁ᆅ᪉

␃ⴌᆅ᪉
ୖᕝᆅ᪉

ᷓᒣᆅ᪉

Ώ島ᆅ᪉

᪥㧗ᆅ᪉⫹᣺ᆅ᪉

ᚋᚿᆅ᪉

✵▱ᆅ᪉

᐀㇂ᆅ᪉

ୖᕝ䞉␃ⴌᆅ᪉

Ώ島䞉ᷓᒣᆅ᪉

⫹᣺䞉᪥㧗ᆅ᪉

▼⊁䞉✵▱䞉ᚋᚿᆅ᪉

᐀㇂ᆅ᪉

⣠ู南部

⣠ู北部

⥙㉮南部

⥙㉮東部

⥙㉮す部

༑຾南部

༑຾୰部

༑຾北部

㔲㊰南す部
㔲㊰南東部

㔲㊰୰部

㔲㊰北部

᰿ᐊ南部

᰿ᐊ୰部

᰿ᐊ北部

᰿ᐊᆅ᪉

㔲㊰ᆅ᪉

北ぢᆅ᪉

⥙㉮ᆅ᪉

༑຾ᆅ᪉

⣠ูᆅ᪉

⥙㉮䞉北ぢ䞉⣠ูᆅ᪉

㔲㊰䞉᰿ᐊ䞉༑຾ᆅ᪉

ᢥᤊ島

Ⰽ୹島

ᅜᚋ島

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
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キキクル（危険度分布）の通知サービス

土砂災害や洪水等からの自主的な避難の判断に役立てていただくた

めに、危険度が高まったときにメールやスマホアプリでお知らせする

プッシュ型の通知サービスを、気象庁の協力のもとで、事業者が実施

しています※。

この通知サービスでは、登録した地域のいずれかの場所で、キキク

ル（危険度分布）の「危険」（紫）が出現したとき等に通知します。キ

キクル（危険度分布）で「災害切迫」（黒）となってしまうと、道路冠

水等で避難が困難な状況となるおそれがあるため、遅くとも「危険」

（紫）が出現した時点で、速やかに避難の判断をすることが重要です。

通知を受信したときには、市町村からの避難情報を確認するとともに、

避難情報が発令されていなくても、市町村内のどこで危険度が高まっ

ているかをキキクル（危険度分布）の地図や河川の水位情報等で確認

することで、自主的な避難の判断に活用いただけます。また、離れた

場所に暮らしている家族に避難を呼びかけることにも活用いただくこ

とができます。

この通知サービスは、５段階の「警戒レベル」のうち、どのレベル

に相当するかを示して提供します。避難にあたっては、あらかじめ指

定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離

れた、近くの頑丈な建物の上層階に避難するなど、自らの判断でその

時点で最善の安全確保行動をとることが重要です。

※ 詳細は、次のリンク先をご確認ください。

（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html）。

予報と㆙報࣭ὀព報の細分区域

ணሗ࡜㆙ሗ࣭ὀពሗࠊࡣ㒔㐨ᗓ┴ࡢ࡝࡞㜵⅏ᶵ㛵࡜༠㆟ࠊࡋ㒔㐨ᗓ┴ࢆ༊ᇦ࡟

分け࡚Ⓨ⾲ࠋࡍࡲࡋኳẼணሗ୍ࡣḟ⣽分༊ᇦࠊࢆ㆙ሗ࣭ὀពሗࡣᕷ⏫ᮧ➼㸦஧ḟ

⣽分༊ᇦͤ㸧ࢆᑐ㇟ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ࡟㆙ሗ࣭ὀពሗࡢⓎ⾲ࡣ࡟ᕷ⏫ᮧ➼ࡲࢆ

ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶ࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆᆅᇦࡓࡵ࡜
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札幌管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

␃ⴌ北部

ୖᕝ北部

北✵▱

᐀㇂北部

฼ᑼ䞉♩ᩥ
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    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
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仙台管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）
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    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け

東京管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

（㛵東⏥ಙ地᪉ࡣ次࣮࣌ࢪ）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
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東京管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

（㛵東⏥ಙ地᪉ࡣ次࣮࣌ࢪ）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
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㛵東⏥ಙ地᪉のヲ細図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
小笠原諸島東京都

東京都

新島

三宅島

八丈島

大島

伊豆諸島北部

伊豆諸島南部

大阪管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け

㛵東⏥ಙ地᪉のヲ細図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
小笠原諸島東京都

東京都

新島

三宅島

八丈島

大島

伊豆諸島北部

伊豆諸島南部
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㛵東⏥ಙ地᪉のヲ細図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
小笠原諸島東京都

東京都

新島

三宅島

八丈島

大島

伊豆諸島北部

伊豆諸島南部

大阪管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
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沖縄気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

細分区域数（令和５年４月１日時点）

全国
管区気象台別

札幌 仙台 東京 大阪 福岡 沖縄

府県予報区 ５６ ７ ６ １７ １４ ８ ４

一次細分区域 １４２ １６ １７ ４３ ２９ ３０ ７

市町村等を

まとめた地域
３７５ ４６ ５０ １１４ ８５ ６６ １４

二次細分区域 １７８７ １８６ ２３３ ６７０ ４０１ ２５６ ４１

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け

福岡管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け

福岡管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
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沖縄気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

細分区域数（令和５年４月１日時点）

全国
管区気象台別

札幌 仙台 東京 大阪 福岡 沖縄

府県予報区 ５６ ７ ６ １７ １４ ８ ４

一次細分区域 １４２ １６ １７ ４３ ２９ ３０ ７

市町村等を

まとめた地域
３７５ ４６ ５０ １１４ ８５ ６６ １４

二次細分区域 １７８７ １８６ ２３３ ６７０ ４０１ ２５６ ４１

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け

福岡管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け

福岡管区気象台管轄地域の細分区域図
（令和５年４月１日時点）

    ：一次細分区域名

    ：府県予報区境

    ：一次細分区域境

    ：市町村等をまとめた地域色分け
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指定河川洪水予報

国が管理する河川のうち、洪水により国民経済上重大な損害を生

ずるおそれがあるものとして指定した河川については、国土交通省

と気象庁が共同で指定河川洪水予報（以下、「洪水予報」という。）

を発表しています。この洪水予報は昭和 30年から始まり、令和５年

４月１日現在、109水系 298河川について実施しています。

また、都道府県が管理する河川のうち、洪水により相当な損害を

生ずるおそれがあるものとして指定した河川についても、都道府県

と気象庁が共同で洪水予報を発表しています。平成 14年から始まり、

令和５年４月１日現在、35 都道府県の 66 水系 129 河川について実

施しています。

これらの洪水予報の予報文には、河川の水位または流量に対応す

る標題と、それに相当する警戒レベルを示しており、住民の避難行

動等との関連が明確になっています。

また、令和２年３月にとりまとめられた「河川・気象情報の改善

に関する検証報告書」に基づき、国土交通省と共同で洪水予報を実

施する河川においては、大雨特別警報を警報等に切り替える際、切

り替え以降に河川の増水・氾濫の危険性が高くなると予測した場合

等に臨時の洪水予報を発表し、警戒を促します。

洪水予報の標題

（種類）
求める行動の段階

相当する

警戒レベル

○○川氾濫発生情報

（洪水警報）
氾濫水への警戒を求める段階

警戒レベル５

相当

○○川氾濫危険情報

（洪水警報）

いつ氾濫してもおかしくない状態

避難等の氾濫発生に対する対応を求める段階

警戒レベル４

相当

○○川氾濫警戒情報

（洪水警報）

避難準備などの氾濫発生に対する警戒を求め

る段階

警戒レベル３

相当

○○川氾濫注意情報

（洪水注意報）
氾濫の発生に対する注意を求める段階

警戒レベル２

相当

土砂災害警戒情報
土砂災害警戒情報は、大雨警報(土砂災害)の発表後、命に危険を

及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となったときに、
市町村長の避難指示の発令判断や住民の避難開始の判断を支援する
よう、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道
府県と気象庁が共同で発表しています。危険な場所からの避難が必
要な警戒レベル４に相当します。
土砂災害警戒情報は、過去の災害発生データを調査した上で「こ

の基準を超えると、土砂災害警戒区域等において命が奪われるよう
な土砂災害が発生するおそれがある」という基準を設定しています。
避難に要する時間を確保するため、２時間先までに基準に到達する
ことが予測されたとき、すなわち、土砂キキクル（大雨警報（土砂
災害）の危険度分布）において「危険」（紫）の危険度が出現したと
きに速やかに土砂災害警戒情報を発表しています。このため、土砂
災害警戒区域等の住民等は、土砂災害警戒情報が発表されたら、土
砂キキクルを確認し、遅くとも「危険」（紫）が出現した時点で速や
かに避難を開始することが重要です。また、市町村の避難情報のほ
か、周囲の状況や雨の降り方にも注意し、危険を感じたら躊躇する
ことなく自主避難をすることが大切です。
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指定河川洪水予報

国が管理する河川のうち、洪水により国民経済上重大な損害を生

ずるおそれがあるものとして指定した河川については、国土交通省

と気象庁が共同で指定河川洪水予報（以下、「洪水予報」という。）

を発表しています。この洪水予報は昭和 30年から始まり、令和５年

４月１日現在、109水系 298河川について実施しています。

また、都道府県が管理する河川のうち、洪水により相当な損害を

生ずるおそれがあるものとして指定した河川についても、都道府県

と気象庁が共同で洪水予報を発表しています。平成 14年から始まり、

令和５年４月１日現在、35 都道府県の 66 水系 131 河川について実

施しています。

これらの洪水予報の予報文には、河川の水位または流量に対応す

る標題と、それに相当する警戒レベルを示しており、住民の避難行

動等との関連が明確になっています。

また、令和２年３月にとりまとめられた「河川・気象情報の改善

に関する検証報告書」に基づき、国土交通省と共同で洪水予報を実

施する河川においては、大雨特別警報を警報等に切り替える際、切

り替え以降に河川の増水・氾濫の危険性が高くなると予測した場合

等に臨時の洪水予報を発表し、警戒を促します。

洪水予報の標題

（種類）
求める行動の段階

相当する

警戒レベル

○○川氾濫発生情報

（洪水警報）
氾濫水への警戒を求める段階

警戒レベル５

相当

○○川氾濫危険情報

（洪水警報）

いつ氾濫してもおかしくない状態

避難等の氾濫発生に対する対応を求める段階

警戒レベル４

相当

○○川氾濫警戒情報

（洪水警報）

避難準備などの氾濫発生に対する警戒を求め

る段階

警戒レベル３

相当

○○川氾濫注意情報

（洪水注意報）
氾濫の発生に対する注意を求める段階

警戒レベル２

相当

土砂災害警戒情報
土砂災害警戒情報は、大雨警報(土砂災害)の発表後、命に危険を

及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となったときに、
市町村長の避難指示の発令判断や住民の避難開始の判断を支援する
よう、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道
府県と気象庁が共同で発表しています。危険な場所からの避難が必
要な警戒レベル４に相当します。
土砂災害警戒情報は、過去の災害発生データを調査した上で「こ

の基準を超えると、土砂災害警戒区域等において命が奪われるよう
な土砂災害が発生するおそれがある」という基準を設定しています。
避難に要する時間を確保するため、２時間先までに基準に到達する
ことが予測されたとき、すなわち、土砂キキクル（大雨警報（土砂
災害）の危険度分布）において「危険」（紫）の危険度が出現したと
きに速やかに土砂災害警戒情報を発表しています。このため、土砂
災害警戒区域等の住民等は、土砂災害警戒情報が発表されたら、土
砂キキクルを確認し、遅くとも「危険」（紫）が出現した時点で速や
かに避難を開始することが重要です。また、市町村の避難情報のほ
か、周囲の状況や雨の降り方にも注意し、危険を感じたら躊躇する
ことなく自主避難をすることが大切です。
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洪水予報を行う河川の図

（上）国土交通省と共同で洪水予報を行う水系

109水系 298河川

（下）都道府県と共同で洪水予報を行う河川

35都道府県 66水系 131河川

（令和５年４月１日現在）

気象警報等の避難への活用（ᅵ◁⅏ᐖ）
ᅵ◁⅏ᐖからの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避難情報

に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次のよう

に整理されています。

ᅵ◁⅏ᐖからの避難が必要となるタイミングとエリア

気象警報等の避難への活用（ᅵ◁⅏ᐖ）
ᅵ◁⅏ᐖからの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避難情報

に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次のよう

に整理されています。

ᅵ◁⅏ᐖからの避難が必要となるタイミングとエリア

2�
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洪水予報を行う河川の図

（上）国土交通省と共同で洪水予報を行う水系

109水系 298河川

（下）都道府県と共同で洪水予報を行う河川

35都道府県 66水系 129河川

（令和５年４月１日現在）

気象警報等の避難への活用（ᅵ◁⅏ᐖ）
ᅵ◁⅏ᐖからの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避難情報

に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次のよう

に整理されています。

ᅵ◁⅏ᐖからの避難が必要となるタイミングとエリア

気象警報等の避難への活用（ᅵ◁⅏ᐖ）
ᅵ◁⅏ᐖからの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避難情報

に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次のよう

に整理されています。

ᅵ◁⅏ᐖからの避難が必要となるタイミングとエリア

2�
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気象警報等の避難への活用（洪水ண報河川の洪水）
洪水ண報河川の洪水からの避難の判断基準・対象区域の考え方は

「避難情報に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）におい

て次のように整理されています。

洪水ண報河川の洪水からの避難が必要となるタイミングとエリア

気象警報等の避難への活用（水఩࿘▱河川の洪水）
水఩࿘▱河川の洪水からの避難の判断基準・対象区域の考え方は

「避難情報に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）におい

て次のように整理されています。

水఩࿘▱河川の洪水からの避難が必要となるタイミングとエリア

2�
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気象警報等の避難への活用（洪水ண報河川の洪水）
洪水ண報河川の洪水からの避難の判断基準・対象区域の考え方は

「避難情報に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）におい

て次のように整理されています。

洪水ண報河川の洪水からの避難が必要となるタイミングとエリア

気象警報等の避難への活用（水఩࿘▱河川の洪水）
水఩࿘▱河川の洪水からの避難の判断基準・対象区域の考え方は

「避難情報に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）におい

て次のように整理されています。

水఩࿘▱河川の洪水からの避難が必要となるタイミングとエリア

2�
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気象警報等の避難への活用（その他河川の洪水）
その他河川の洪水からの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避

難情報に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次

のように整理されています。

その他河川の洪水からの避難が必要となるタイミングとエリア

気象警報等の避難への活用（高潮）
高潮からの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避難情報に関

するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次のように整

理されています。

高潮からの避難が必要となるタイミングとエリア

2�

ᶘ ؾ৅༧ใ ᶘ ؾ৅༧ใ

GUIDEBOOK2023_100�_10���12��2022年12月24日 午લ�時�2分



気象警報等の避難への活用（その他河川の洪水）
その他河川の洪水からの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避

難情報に関するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次

のように整理されています。

その他河川の洪水からの避難が必要となるタイミングとエリア

気象警報等の避難への活用（高潮）
高潮からの避難の判断基準・対象区域の考え方は「避難情報に関

するガイドライン」（令和３年５月、内閣府）において次のように整

理されています。

高潮からの避難が必要となるタイミングとエリア

3�
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竜巻注意情報

竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバーストな

どの激しい突風に対して注意を呼びかけるものです。竜巻などの激

しい突風が予測される場合には、時間経過や発生の可能性に応じて

気象情報、雷注意報、竜巻注意情報を発表し、段階的に注意を呼び

かけます。

竜巻注意情報は、竜巻発生確度ナウキャストで発生確度２が現れ

た地域を天気予報と同じ区域（Ｐ16～22参照）を対象に発表してい

るほか、目撃情報が得られて竜巻等が発生するおそれが高まったと

判断した場合にも発表しており、有効期間は発表から約１時間です。

竜巻注意情報が発表された場合には、気象庁ホームページのナウ

キャスト（雨雲の動き・雷・竜巻）において、竜巻等の激しい突風

が発生する危険度の高まっている領域をこまめに確認してください。

竜巻などの激しい突風は積乱雲の下で発生するので、竜巻注意情報

が発表されたら周囲の空の様子に注意を払い、空が急に暗くなる、

大粒の雨が降り出す、雷が鳴るなど、積乱雲が近づく兆候を確認し

た場合には、近くの建物の中に移動するなど、身の安全を図ること

が大切です。

竜巻発生確度ナウキャスト
竜巻発生確度ナウキャストは、竜巻やダウンバーストなど激

しい突風の発生する可能性を、気象ドップラーレーダーの観測

と数値予報を組み合わせて判定し、発生確度１及び２として表

します。10km 四方で解析した結果を分布図で表示し、1 時間後

までの移動予報と合わせて 10分ごとに常時提供します。

雷ナウキャスト
雷ナウキャストは、雷の活動度を 1～4で表します。１km四方

で解析した結果を分布図で表示し、1時間後までの移動予報と合

わせて 10分ごとに常時提供します。雷の活動度は、雷監視シス

テムによる雷放電の検出及びレーダー観測を基に、雷の激しさ

を表したものです。予報は、解析結果の移動予測が主な手法で

すが、雷雲の盛衰の傾向も加味します。

これらのナウキャストは気象庁ホームページの「雨雲の動き」

ページ(P36参照)で確認できます。

解析

解析時間 10分毎
格子間隔 10km

予測

予報時間 10分毎に
60分先まで

格子間隔 10km

60分後
解析
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竜巻注意情報

竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバーストな

どの激しい突風に対して注意を呼びかけるものです。竜巻などの激

しい突風が予測される場合には、時間経過や発生の可能性に応じて

気象情報、雷注意報、竜巻注意情報を発表し、段階的に注意を呼び

かけます。

竜巻注意情報は、竜巻発生確度ナウキャストで発生確度２が現れ

た地域を天気予報と同じ区域（Ｐ16～22参照）を対象に発表してい

るほか、目撃情報が得られて竜巻等が発生するおそれが高まったと

判断した場合にも発表しており、有効期間は発表から約１時間です。

竜巻注意情報が発表された場合には、気象庁ホームページのナウ

キャスト（雨雲の動き・雷・竜巻）において、竜巻等の激しい突風

が発生する危険度の高まっている領域をこまめに確認してください。

竜巻などの激しい突風は積乱雲の下で発生するので、竜巻注意情報

が発表されたら周囲の空の様子に注意を払い、空が急に暗くなる、

大粒の雨が降り出す、雷が鳴るなど、積乱雲が近づく兆候を確認し

た場合には、近くの建物の中に移動するなど、身の安全を図ること

が大切です。

竜巻発生確度ナウキャスト
竜巻発生確度ナウキャストは、竜巻やダウンバーストなど激

しい突風の発生する可能性を、気象ドップラーレーダーの観測

と数値予報を組み合わせて判定し、発生確度１及び２として表

します。10km 四方で解析した結果を分布図で表示し、1 時間後

までの移動予報と合わせて 10分ごとに常時提供します。

雷ナウキャスト
雷ナウキャストは、雷の活動度を 1～4で表します。１km四方

で解析した結果を分布図で表示し、1時間後までの移動予報と合

わせて 10分ごとに常時提供します。雷の活動度は、雷監視シス

テムによる雷放電の検出及びレーダー観測を基に、雷の激しさ

を表したものです。予報は、解析結果の移動予測が主な手法で

すが、雷雲の盛衰の傾向も加味します。

これらのナウキャストは気象庁ホームページの「雨雲の動き」

ページ(P36参照)で確認できます。

解析

解析時間 10分毎
格子間隔 10km

予測

予報時間 10分毎に
60分先まで

格子間隔 10km

60分後
解析
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熱中症警戒アラート

国が行う熱中症予防対策の一環として、熱中症の危険性が極めて

高い暑熱環境が予測される際に、その危険性に対する国民の「気づ

き」を促し、予防行動に繋げることを目的に発表する気象情報です。

熱中症警戒アラートは、全国を 58に分けた府県予報区等を発表単

位とし、発表区域内の環境省の暑さ指数算出地点のいずれかで暑さ

指数（WBGT）が 33以上＊1となることが予測された場合に環境省と気

象庁が共同で発表します。

発表基準を超えると予測された日の前日 17時頃又は当日 5時頃＊2

に最新の予測を元に情報を発表します。予測対象日の前日に情報を

発表した都道府県では、当日の予測が発表基準未満に低下した場合

でも 5 時頃にも情報を発表し、熱中症への警戒が緩むことの無いよ

うに注意を呼びかけます。

＊1：発表基準は全国一律の基準です。

＊2：当日の暑さ指数（WBGT）の実況値に基づく発表はありません。

高齢者においては安静
状態でも発生する危険
性が大きい。
外出はなるべく避け、
涼しい室内に移動する。

運動は原則中止
特別の場合以外は運動を中止する。
特に子どもの場合には中止すべき。

厳重警戒（激しい運動は中止）
熱中症の危険性が高いので、激し
い運動や持久走など体温が上昇し
やすい運動は避ける。10～20分お
きに休憩をとり水分・塩分の補給
を行う。暑さに弱い人※は運動を
軽減または中止。

外出時は炎天下を避け、
室内では室温の上昇に
注意する。

すべての
生活活動で
おこる危険性

中等度以上の
生活活動で
おこる危険性

強い生活活動で
おこる危険性

運動や激しい作業をす
る際は定期的に充分に
休息を取り入れる。

一般に危険性は少ない
が激しい運動や重労働
時には発生する危険性
がある。

警戒（積極的に休憩）
熱中症の危険が増すので、積極的
に休憩をとり適宜、水分・塩分を
補給する。激しい運動では、30分
おきくらいに休憩をとる。
注意（積極的に水分補給）
熱中症による死亡事故が発生する
可能性がある。熱中症の兆候に注
意するとともに、運動の合間に積
極的に水分・塩分を補給する。

暑さ指数に応じた注意事項等

（＊1）日本生気象学会指針より引用（＊2）日本スポーツ協会指針より引用
※暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など。

暑さ指数
（WBGT）

注意すべき生活 日常生活における
活動の目安（＊1） 注意事項（＊1） 熱中症予防運動指針（＊2）

31以上

28～31

25～28 

21～25

解析雨量、降水短時間予報
解析雨量は、国土交通省水管理・国土保全局、道路局と気象庁

が全国に設置している気象レーダーと、アメダスおよび自治体

等の地上の雨量計を組み合わせて、雨量分布を１km 四方の細か

さで解析したものです。気象レーダーと雨量計の両者の特長を

活かした精度の高い雨量分布情報で、解析雨量は 30分ごと、速

報版解析雨量は 10分ごとに、1時間雨量として作成します。解

析雨量は、降水状況の監視への利用のほか、解析積雪深・解析降

雪量、降水短時間予報や土壌雨量指数・表面雨量指数・流域雨量

指数の計算にも利用されます。

降水短時間予報は、雨量の実況分布と解析雨量による雨域移

動速度、地形による雨雲の発達や衰弱などから雨量を予測し、数

値予報による予測と組み合わせて６時間先までの各１時間雨量

を１km四方で予報します。降水短時間予報は 30分ごと、速報版

降水短時間予報は 10分ごとに作成します。また、７時間先から

15時間先までは、５km四方で１時間ごとに予報します。

気象庁ホームページの「今後の雨」ページで解析雨量と降水短

時間予報を連続して確認できます。

… … … …

現在 １時間先 ３時間先 ９時間先 15時間先

図はスマートフォンにおける「今後の雨」

ページの表示例です。上図のように、15時

間先までの雨の分布が確認できます。

また、左図のように、見たい地

域を自由に拡大・縮小して確認

できます。「今後の雨」は右のコ

ードからアクセスできます。

解析雨量、降水短時間予報
解析雨量は、国土交通省水管理・国土保全局、道路局と気象庁

が全国に設置している気象レーダーと、アメダスおよび自治体

等の地上の雨量計を組み合わせて、雨量分布を１km 四方の細か

さで解析したものです。気象レーダーと雨量計の両者の特長を

活かした精度の高い雨量分布情報で、解析雨量は 30分ごと、速

報版解析雨量は 10分ごとに、1時間雨量として作成します。解

析雨量は、降水状況の監視への利用のほか、解析積雪深・解析降

雪量、降水短時間予報や土壌雨量指数・表面雨量指数・流域雨量

指数の計算にも利用されます。

降水短時間予報は、雨量の実況分布と解析雨量による雨域移

動速度、地形による雨雲の発達や衰弱などから雨量を予測し、数

値予報による予測と組み合わせて６時間先までの各１時間雨量

を１km四方で予報します。降水短時間予報は 30分ごと、速報版

降水短時間予報は 10分ごとに作成します。また、７時間先から

15時間先までは、５km四方で１時間ごとに予報します。

気象庁ホームページの「今後の雨」ページで解析雨量と降水短

時間予報を連続して確認できます。

… … … …

現在 １時間先 ３時間先 ９時間先 15時間先

図はスマートフォンにおける「今後の雨」

ページの表示例です。上図のように、15時

間先までの雨の分布が確認できます。

また、左図のように、見たい地

域を自由に拡大・縮小して確認

できます。「今後の雨」は右のコ

ードからアクセスできます。
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熱中症警戒アラート

国が行う熱中症予防対策の一環として、熱中症の危険性が極めて

高い暑熱環境が予測される際に、その危険性に対する国民の「気づ

き」を促し、予防行動に繋げることを目的に発表する気象情報です。

熱中症警戒アラートは、全国を 58に分けた府県予報区等を発表単

位とし、発表区域内の環境省の暑さ指数算出地点のいずれかで暑さ

指数（WBGT）が 33以上＊1となることが予測された場合に環境省と気

象庁が共同で発表します。

発表基準を超えると予測された日の前日 17時頃又は当日 5時頃＊2

に最新の予測を元に情報を発表します。予測対象日の前日に情報を

発表した都道府県では、当日の予測が発表基準未満に低下した場合

でも 5 時頃にも情報を発表し、熱中症への警戒が緩むことの無いよ

うに注意を呼びかけます。

＊1：発表基準は全国一律の基準です。

＊2：当日の暑さ指数（WBGT）の実況値に基づく発表はありません。

高齢者においては安静
状態でも発生する危険
性が大きい。
外出はなるべく避け、
涼しい室内に移動する。

運動は原則中止
特別の場合以外は運動を中止する。
特に子どもの場合には中止すべき。

厳重警戒（激しい運動は中止）
熱中症の危険性が高いので、激し
い運動や持久走など体温が上昇し
やすい運動は避ける。10～20分お
きに休憩をとり水分・塩分の補給
を行う。暑さに弱い人※は運動を
軽減または中止。

外出時は炎天下を避け、
室内では室温の上昇に
注意する。

すべての
生活活動で
おこる危険性

中等度以上の
生活活動で
おこる危険性

強い生活活動で
おこる危険性

運動や激しい作業をす
る際は定期的に充分に
休息を取り入れる。

一般に危険性は少ない
が激しい運動や重労働
時には発生する危険性
がある。

警戒（積極的に休憩）
熱中症の危険が増すので、積極的
に休憩をとり適宜、水分・塩分を
補給する。激しい運動では、30分
おきくらいに休憩をとる。
注意（積極的に水分補給）
熱中症による死亡事故が発生する
可能性がある。熱中症の兆候に注
意するとともに、運動の合間に積
極的に水分・塩分を補給する。

暑さ指数に応じた注意事項等

（＊1）日本生気象学会指針より引用（＊2）日本スポーツ協会指針より引用
※暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など。

暑さ指数
（WBGT）

注意すべき生活 日常生活における
活動の目安（＊1） 注意事項（＊1） 熱中症予防運動指針（＊2）

31以上

28～31

25～28 

21～25

解析雨量、降水短時間予報
解析雨量は、国土交通省水管理・国土保全局、道路局と気象庁

が全国に設置している気象レーダーと、アメダスおよび自治体

等の地上の雨量計を組み合わせて、雨量分布を１km 四方の細か

さで解析したものです。気象レーダーと雨量計の両者の特長を

活かした精度の高い雨量分布情報で、解析雨量は 30分ごと、速

報版解析雨量は 10分ごとに、1時間雨量として作成します。解

析雨量は、降水状況の監視への利用のほか、解析積雪深・解析降

雪量、降水短時間予報や土壌雨量指数・表面雨量指数・流域雨量

指数の計算にも利用されます。

降水短時間予報は、雨量の実況分布と解析雨量による雨域移

動速度、地形による雨雲の発達や衰弱などから雨量を予測し、数

値予報による予測と組み合わせて６時間先までの各１時間雨量

を１km四方で予報します。降水短時間予報は 30分ごと、速報版

降水短時間予報は 10分ごとに作成します。また、７時間先から

15時間先までは、５km四方で１時間ごとに予報します。

気象庁ホームページの「今後の雨」ページで解析雨量と降水短

時間予報を連続して確認できます。

… … … …

現在 １時間先 ３時間先 ９時間先 15時間先

図はスマートフォンにおける「今後の雨」

ページの表示例です。上図のように、15時

間先までの雨の分布が確認できます。

また、左図のように、見たい地

域を自由に拡大・縮小して確認

できます。「今後の雨」は右のコ

ードからアクセスできます。

解析雨量、降水短時間予報
解析雨量は、国土交通省水管理・国土保全局、道路局と気象庁

が全国に設置している気象レーダーと、アメダスおよび自治体

等の地上の雨量計を組み合わせて、雨量分布を１km 四方の細か

さで解析したものです。気象レーダーと雨量計の両者の特長を

活かした精度の高い雨量分布情報で、解析雨量は 30分ごと、速

報版解析雨量は 10分ごとに、1時間雨量として作成します。解

析雨量は、降水状況の監視への利用のほか、解析積雪深・解析降

雪量、降水短時間予報や土壌雨量指数・表面雨量指数・流域雨量

指数の計算にも利用されます。

降水短時間予報は、雨量の実況分布と解析雨量による雨域移

動速度、地形による雨雲の発達や衰弱などから雨量を予測し、数

値予報による予測と組み合わせて６時間先までの各１時間雨量

を１km四方で予報します。降水短時間予報は 30分ごと、速報版

降水短時間予報は 10分ごとに作成します。また、７時間先から

15時間先までは、５km四方で１時間ごとに予報します。

気象庁ホームページの「今後の雨」ページで解析雨量と降水短

時間予報を連続して確認できます。

… … … …

現在 １時間先 ３時間先 ９時間先 15時間先

図はスマートフォンにおける「今後の雨」

ページの表示例です。上図のように、15時

間先までの雨の分布が確認できます。

また、左図のように、見たい地

域を自由に拡大・縮小して確認

できます。「今後の雨」は右のコ

ードからアクセスできます。
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解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報
解析積雪深・解析降雪量は、現在の積雪の深さと降雪量の分

布を解析したもの、降雪短時間予報は、６時間先までの１時間

ごとの積雪の深さと降雪量の分布を予測したもので、それぞれ、

約５km四方の細かさで１時間ごとに発表されます。

積雪の深さは、解析雨量や降水短時間予報、LFMの気温等を積

雪変質モデルに与えて推定しますが、解析積雪深ではアメダス

の積雪計の観測値で補正し、降雪短時間予報では新たに積もる

雪の量の予測値を統計的に補正しています。降雪量は、積雪の

深さの１時間毎の増加量を表し、減少する場合は０となります。

気象庁ホームページの「今後の雪」ページで解析積雪深・解

析降雪量と降雪短時間予報を連続して確認できます。

降雪短時間予報の描画例（令和２年 12月 30日 15時初期値。日本時間）

左図はスマートフォンにおける「今後の雪」ペ

ージの表示例です。24時間前から６時間先まで

の雪の分布を一体的に確認できます。過去から

現在の時刻では、アメダスの積雪計の観測値が

重ねて表示されます。また、見たい地域を自由

に拡大・縮小して確認できます。「今後の雪」は

下のコードからアクセスできます。

「今後の雪」の描画例（令和２

年 12月 30日 15時。日本時間）

数字はアメダス積雪計の観測

値。単位はセンチメートル。

降水ナウキャスト

降水ナウキャストは、５分間の降水量と降水強度の分布を

250m四方の細かさ（30分先まで。35分から 60分先までは１km

四方）で予報するもので、５分毎に更新されます。降水ナウキャ

ストには全国 20カ所の気象ドップラーレーダーのデータに加え、

気象庁・国土交通省・地方自治体が保有する全国約 10,000カ所

の雨量計の観測データ、ウィンドプロファイラやラジオゾンデ

の高層観測データ、国土交通省レーダ雨量計のデータも活用し

ています。また、最新の技術を用いて降水雲の内部を立体的に解

析することにより予測精度向上を図っています。

降水ナウキャストは気象庁ホームページの「雨雲の動き」ペー

ジで確認することができます。

※ 従前の「降水ナウキャスト」（1km四方で 1時間先までの降水強度（更

新頻度５分毎）と 10分間降水量（更新頻度 10分毎）を予測）は令和

３年２月の気象庁ホームページリニューアルにより気象庁ホームペ

ージ上での提供を終了しましたが、気象業務支援センターからの配

信は継続しています。

現在 15分先 30分先 45分先 60分先

図はスマートフォンにおける「雨雲の動き」ページの表

示例です。１時間先までの雨の強度分布を５分ごとに確

認することができます。「雨雲の動き」は右のコードか

らアクセスできます。

… … … …

解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報
解析積雪深・解析降雪量は、現在の積雪の深さと降雪量の分

布を解析したもの、降雪短時間予報は、６時間先までの１時間

ごとの積雪の深さと降雪量の分布を予測したもので、それぞれ、

約５km四方の細かさで１時間ごとに発表されます。

積雪の深さは、解析雨量や降水短時間予報、LFMの気温等を積

雪変質モデルに与えて推定しますが、解析積雪深ではアメダス

の積雪計の観測値で補正し、降雪短時間予報では新たに積もる

雪の量の予測値を統計的に補正しています。降雪量は、積雪の

深さの１時間毎の増加量を表し、減少する場合は０となります。

気象庁ホームページの「今後の雪」ページで解析積雪深・解

析降雪量と降雪短時間予報を連続して確認できます。

降雪短時間予報の描画例（令和２年 12月 30日 15時初期値。日本時間）

左図はスマートフォンにおける「今後の雪」ペ

ージの表示例です。24時間前から６時間先まで

の雪の分布を一体的に確認できます。過去から

現在の時刻では、アメダスの積雪計の観測値が

重ねて表示されます。また、見たい地域を自由

に拡大・縮小して確認できます。「今後の雪」は

下のコードからアクセスできます。

「今後の雪」の描画例（令和２

年 12月 30日 15時。日本時間）

数字はアメダス積雪計の観測

値。単位はセンチメートル。
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解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報
解析積雪深・解析降雪量は、現在の積雪の深さと降雪量の分

布を解析したもの、降雪短時間予報は、６時間先までの１時間

ごとの積雪の深さと降雪量の分布を予測したもので、それぞれ、

約５km四方の細かさで１時間ごとに発表されます。

積雪の深さは、解析雨量や降水短時間予報、LFMの気温等を積

雪変質モデルに与えて推定しますが、解析積雪深ではアメダス

の積雪計の観測値で補正し、降雪短時間予報では新たに積もる

雪の量の予測値を統計的に補正しています。降雪量は、積雪の

深さの１時間毎の増加量を表し、減少する場合は０となります。

気象庁ホームページの「今後の雪」ページで解析積雪深・解

析降雪量と降雪短時間予報を連続して確認できます。

降雪短時間予報の描画例（令和２年 12月 30日 15時初期値。日本時間）

左図はスマートフォンにおける「今後の雪」ペ

ージの表示例です。24時間前から６時間先まで

の雪の分布を一体的に確認できます。過去から

現在の時刻では、アメダスの積雪計の観測値が

重ねて表示されます。また、見たい地域を自由

に拡大・縮小して確認できます。「今後の雪」は

下のコードからアクセスできます。

「今後の雪」の描画例（令和２

年 12月 30日 15時。日本時間）

数字はアメダス積雪計の観測

値。単位はセンチメートル。

降水ナウキャスト

降水ナウキャストは、５分間の降水量と降水強度の分布を

250m四方の細かさ（30分先まで。35分から 60分先までは１km

四方）で予報するもので、５分毎に更新されます。降水ナウキャ

ストには全国 20カ所の気象ドップラーレーダーのデータに加え、

気象庁・国土交通省・地方自治体が保有する全国約 10,000カ所

の雨量計の観測データ、ウィンドプロファイラやラジオゾンデ

の高層観測データ、国土交通省レーダ雨量計のデータも活用し

ています。また、最新の技術を用いて降水雲の内部を立体的に解

析することにより予測精度向上を図っています。

降水ナウキャストは気象庁ホームページの「雨雲の動き」ペー

ジで確認することができます。

※ 従前の「降水ナウキャスト」（1km四方で 1時間先までの降水強度（更

新頻度５分毎）と 10分間降水量（更新頻度 10分毎）を予測）は令和

３年２月の気象庁ホームページリニューアルにより気象庁ホームペ

ージ上での提供を終了しましたが、気象業務支援センターからの配

信は継続しています。

現在 15分先 30分先 45分先 60分先

図はスマートフォンにおける「雨雲の動き」ページの表

示例です。１時間先までの雨の強度分布を５分ごとに確

認することができます。「雨雲の動き」は右のコードか

らアクセスできます。

… … … …

解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報
解析積雪深・解析降雪量は、現在の積雪の深さと降雪量の分

布を解析したもの、降雪短時間予報は、６時間先までの１時間

ごとの積雪の深さと降雪量の分布を予測したもので、それぞれ、

約５km四方の細かさで１時間ごとに発表されます。

積雪の深さは、解析雨量や降水短時間予報、LFMの気温等を積

雪変質モデルに与えて推定しますが、解析積雪深ではアメダス

の積雪計の観測値で補正し、降雪短時間予報では新たに積もる

雪の量の予測値を統計的に補正しています。降雪量は、積雪の

深さの１時間毎の増加量を表し、減少する場合は０となります。

気象庁ホームページの「今後の雪」ページで解析積雪深・解

析降雪量と降雪短時間予報を連続して確認できます。

降雪短時間予報の描画例（令和２年 12月 30日 15時初期値。日本時間）

左図はスマートフォンにおける「今後の雪」ペ

ージの表示例です。24時間前から６時間先まで

の雪の分布を一体的に確認できます。過去から

現在の時刻では、アメダスの積雪計の観測値が

重ねて表示されます。また、見たい地域を自由

に拡大・縮小して確認できます。「今後の雪」は

下のコードからアクセスできます。

「今後の雪」の描画例（令和２

年 12月 30日 15時。日本時間）

数字はアメダス積雪計の観測

値。単位はセンチメートル。
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土壌雨量指数

土壌雨量指数とは、大雨による土砂災害リスクの高まりを把握す

るための指標です。

大雨に伴って発生する土砂災害（がけ崩れ・土石流）には、現在

降っている雨だけでなく、これまでに降った雨による土壌中の水分

量が深く関係しており、土壌雨量指数は、降った雨が土壌中に水分

量としてどれだけ溜まっているかを、タンクモデル※を用いて数値化

したものです。土壌雨量指数は、各地の気象台が発表する大雨警報

（土砂災害）や土砂災害警戒情報等の判断基準に用いています。

土壌雨量指数そのものは土砂災害リスクの相対的な指標ですが、

土壌雨量指数を大雨警報等の判断基準と比較することで絶対的な危

険度（重大な土砂災害が発生するおそれなど）を評価することがで

きます。これらの判断基準は過去の土砂災害発生時の土壌雨量指数

を調査した上で設定しているため、指数計算では考慮されていない

要素（地盤の崩れやすさの違いなど）も判断基準には一定程度反映

されています。土砂災害発生の危険度を判定した結果は、土砂キキ

クル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で確認できます。

※「タンクモデル」とは、下図のように降った雨が土壌中を通って流れ出る様子を孔の開

いたタンクを用いてモデル化したもので、３段に重ねた各タンクの側面には水がまわり

に流れ出すことを表す流出孔が、底面には水がより深いところに浸み込むことを表す浸

透流出孔があります。土壌雨量指数は、各タンクに残っている水分量（貯留量）の合計

として算出します。

土壌雨量指数のイメージ

表面雨量指数

表面雨量指数とは、短時間強雨による浸水リスクの高まりを把握

するための指標です。

降った雨が地中に浸み込みやすい山地や水はけのよい傾斜地では、

雨水が溜まりにくいという特徴がある一方、地表面の多くがアスフ

ァルトで覆われる都市部では、雨水が地中に浸み込みにくく地表面

に溜まりやすいという特徴があります。表面雨量指数は、こうした

地面の被覆状況や地質、地形勾配などを考慮して、降った雨が地表

面にどれだけたまっているかを、タンクモデルを用いて数値化した

ものです。表面雨量指数は、各地の気象台が発表する大雨警報（浸

水害）・大雨注意報の判断基準に用いています。

地中への
浸透が多い。

傾斜地は
水が溜まり
にくい。 地中への

浸透が少ない。

地中に水がしみこみやすい山地や

水はけのよい傾斜地では雨水が

溜まりにくい。

浸
透
を
考
慮
し
た
流
出

都市部
直列五段タンク
モデルを使用

都
市
域
の
流
出

タンク流出量 × 地形補正係数＝表面雨量指数

都市化率に応じた重み付き平均

その場の表面流出流の強さ 傾斜でみた排水効率 その場で降った雨による浸水危険度

アスファルトに覆われた都市部や

平坦で水はけの悪い場所では

雨水が溜まりやすい。

非都市部
直列三段タンク
モデルを使用

表面雨量指数そのものは浸水リスクの相対的な指標ですが、表面

雨量指数を大雨警報（浸水害）等の基準値と比較することで絶対的

な危険度（重大な浸水害が発生するおそれなど）を評価することが

できます。この大雨警報（浸水害）等の基準値は、過去の浸水害発

生時の表面雨量指数値を調査した上で設定しているため、指数計算

では考慮されていない要素（下水道等のインフラの整備状況の違い

など）も基準値には一定程度反映されています。浸水害発生の危険

度を判定した結果は、浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度

分布）で確認できます。
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土壌雨量指数

土壌雨量指数とは、大雨による土砂災害リスクの高まりを把握す

るための指標です。

大雨に伴って発生する土砂災害（がけ崩れ・土石流）には、現在

降っている雨だけでなく、これまでに降った雨による土壌中の水分

量が深く関係しており、土壌雨量指数は、降った雨が土壌中に水分

量としてどれだけ溜まっているかを、タンクモデル※を用いて数値化

したものです。土壌雨量指数は、各地の気象台が発表する大雨警報

（土砂災害）や土砂災害警戒情報等の判断基準に用いています。

土壌雨量指数そのものは土砂災害リスクの相対的な指標ですが、

土壌雨量指数を大雨警報等の判断基準と比較することで絶対的な危

険度（重大な土砂災害が発生するおそれなど）を評価することがで

きます。これらの判断基準は過去の土砂災害発生時の土壌雨量指数

を調査した上で設定しているため、指数計算では考慮されていない

要素（地盤の崩れやすさの違いなど）も判断基準には一定程度反映

されています。土砂災害発生の危険度を判定した結果は、土砂キキ

クル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で確認できます。

※「タンクモデル」とは、下図のように降った雨が土壌中を通って流れ出る様子を孔の開

いたタンクを用いてモデル化したもので、３段に重ねた各タンクの側面には水がまわり

に流れ出すことを表す流出孔が、底面には水がより深いところに浸み込むことを表す浸

透流出孔があります。土壌雨量指数は、各タンクに残っている水分量（貯留量）の合計

として算出します。

土壌雨量指数のイメージ

表面雨量指数

表面雨量指数とは、短時間強雨による浸水リスクの高まりを把握

するための指標です。

降った雨が地中に浸み込みやすい山地や水はけのよい傾斜地では、

雨水が溜まりにくいという特徴がある一方、地表面の多くがアスフ

ァルトで覆われる都市部では、雨水が地中に浸み込みにくく地表面

に溜まりやすいという特徴があります。表面雨量指数は、こうした

地面の被覆状況や地質、地形勾配などを考慮して、降った雨が地表

面にどれだけたまっているかを、タンクモデルを用いて数値化した

ものです。表面雨量指数は、各地の気象台が発表する大雨警報（浸

水害）・大雨注意報の判断基準に用いています。

地中への
浸透が多い。

傾斜地は
水が溜まり
にくい。 地中への

浸透が少ない。

地中に水がしみこみやすい山地や

水はけのよい傾斜地では雨水が

溜まりにくい。

浸
透
を
考
慮
し
た
流
出

都市部
直列五段タンク
モデルを使用

都
市
域
の
流
出出

タンク流出量 × 地形補正係数＝表面雨量指数

都市化率に応じた重み付き平均

浸透が少ない。
地中への
浸透が少ない。

流
出

地中への
浸透が多い。

慮
し
た

傾斜地は
水が溜まり
にくい。

傾斜地
水が溜まり
にくい

タンク流出量 × 地形補正係数

都市化率に応じた重み付き平均

浸透が少ない。浸透が少ない。浸透が少ない。
にくい。

その場の表面流出流の強さ 傾斜でみた排水効率 その場で降った雨による浸水危険度

アスファルトに覆われた都市部や

平坦で水はけの悪い場所では

雨水が溜まりやすい。

非都市部
直列三段タンク
モデルを使用

表面雨量指数そのものは浸水リスクの相対的な指標ですが、表面

雨量指数を大雨警報（浸水害）等の基準値と比較することで絶対的

な危険度（重大な浸水害が発生するおそれなど）を評価することが

できます。この大雨警報（浸水害）等の基準値は、過去の浸水害発

生時の表面雨量指数値を調査した上で設定しているため、指数計算

では考慮されていない要素（下水道等のインフラの整備状況の違い

など）も基準値には一定程度反映されています。浸水害発生の危険

度を判定した結果は、浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度

分布）で確認できます。
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流域雨量指数

流域雨量指数とは、河川の上流域に降った雨により、どれだけ下

流の対象地点の洪水リスクが高まるかを把握するための指標です。

流域雨量指数は、全国の約 20,000河川を対象に、河川流域を１km

四方の格子（メッシュ）に分けて、降った雨水が地表面や地中を通

って河川に流れ出る量（流出量）と、流れ出た雨水が河川に沿って

流れ下る量（流量）を計算し、数値化したものです。流出量の計算

には表面雨量指数と同じタンクモデルを、流量の計算には運動方程

式と連続の式を用いており、こうして計算される流量の平方根をと

った値を流域雨量指数としています。流域雨量指数は、各地の気象

台が発表する洪水警報・注意報の判断基準に用いています。

流域雨量指数そのものは洪水リスクの相対的な指標ですが、流域

雨量指数を洪水警報等の基準値と比較することで絶対的な危険度

（重大な洪水災害が発生するおそれなど）を評価することができま

す。この洪水警報等の基準値は、過去の洪水災害発生時の流域雨量

指数値を調査した上で設定しているため、指数計算では考慮されて

いない要素（堤防等のインフラの整備状況の違いなど）も基準値に

は一定程度反映されています。洪水災害発生の危険度を判定した結

果は、洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）で確認できます。

台風情報

Ẽ㇟ᗇは台風や発㐩する⇕ᖏపẼᅽのᐇἣと㸯᪥㸦24᫬㛫㸧ඛま

での 12᫬㛫้ͤࡳ㸯の㐍㊰࣭強ᗘணሗを㸱᫬㛫ẖに発⾲します。ࡑれ

よりඛの㸳᪥㸦120᫬㛫㸧ඛまでの 24᫬㛫้ࡳの㐍㊰࣭強ᗘணሗを

㸴᫬㛫ẖに発⾲します。台風が᪥ᮏに᥋㏆し、ᙳ㡪するࡑ࠾れがあ

るሙྜ、ᐇἣはẖ᫬発⾲し、24᫬㛫ඛまでは㸱᫬㛫้ࡳの㐍㊰࣭強

ᗘணሗを㸱᫬㛫ẖに発⾲します。また、㸳᪥㸦120᫬㛫㸧ඛまでのᭀ

風ᇦにධる☜⋡㸦ᆅᇦࡈとの☜⋡、☜⋡のศᕸ㸧を㸴᫬㛫ẖに発⾲

します。

ͤ㸯 台風のືきが㐜いሙྜ 12᫬㛫ணሗは┬␎することがあります

実況と５日（120時間）進㊰・強度予報   暴風域に入る確率（確率の分布）

            暴風域に入る確率（地域ごとの確率）

台風情報で⏝いられる⏝ㄒ

予報円 70%の確率で台風の中心が位置すると予᝿される⠊ᅖ

強風域 10分間平均風速で 15m/s以上の風が྿いているか、྿ྍࡃ⬟ᛶがある⠊ᅖ

暴風域 10分間平均風速で 25m/s以上の風が྿いているか、྿ྍࡃ⬟ᛶがある⠊ᅖ

暴風警戒域 台風の中心が予報円内に進ࢇだときに暴風域に入るおそれがある⠊ᅖ

5日先までの
台風予報

予報円

暴風警戒域

強風域

暴風域

現在の台風
の中心位置
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流域雨量指数

流域雨量指数とは、河川の上流域に降った雨により、どれだけ下

流の対象地点の洪水リスクが高まるかを把握するための指標です。

流域雨量指数は、全国の約 20,000河川を対象に、河川流域を１km

四方の格子（メッシュ）に分けて、降った雨水が地表面や地中を通

って河川に流れ出る量（流出量）と、流れ出た雨水が河川に沿って

流れ下る量（流量）を計算し、数値化したものです。流出量の計算

には表面雨量指数と同じタンクモデルを、流量の計算には運動方程

式と連続の式を用いており、こうして計算される流量の平方根をと

った値を流域雨量指数としています。流域雨量指数は、各地の気象

台が発表する洪水警報・注意報の判断基準に用いています。

流域雨量指数そのものは洪水リスクの相対的な指標ですが、流域

雨量指数を洪水警報等の基準値と比較することで絶対的な危険度

（重大な洪水害が発生するおそれなど）を評価することができます。

この洪水警報等の基準値は、過去の洪水害発生時の流域雨量指数値

を調査した上で設定しているため、指数計算では考慮されていない

要素（堤防等のインフラの整備状況の違いなど）も基準値には一定

程度反映されています。洪水害発生の危険度を判定した結果は、洪

水キキクル（洪水警報の危険度分布）で確認できます。

台風情報

Ẽ㇟ᗇは台風や発㐩する⇕ᖏపẼᅽのᐇἣと㸯᪥㸦24᫬㛫㸧ඛま

での 12᫬㛫้ͤࡳ㸯の㐍㊰࣭強ᗘணሗを㸱᫬㛫ẖに発⾲します。ࡑれ

よりඛの㸳᪥㸦120᫬㛫㸧ඛまでの 24᫬㛫้ࡳの㐍㊰࣭強ᗘணሗを

㸴᫬㛫ẖに発⾲します。台風が᪥ᮏに᥋㏆し、ᙳ㡪するࡑ࠾れがあ

るሙྜ、ᐇἣはẖ᫬発⾲し、24᫬㛫ඛまでは㸱᫬㛫้ࡳの㐍㊰࣭強

ᗘணሗを㸱᫬㛫ẖに発⾲します。また、㸳᪥㸦120᫬㛫㸧ඛまでのᭀ

風ᇦにධる☜⋡㸦ᆅᇦࡈとの☜⋡、☜⋡のศᕸ㸧を㸴᫬㛫ẖに発⾲

します。

ͤ㸯 台風のືきが㐜いሙྜ 12᫬㛫ணሗは┬␎することがあります

実況と５日（120時間）進㊰・強度予報   暴風域に入る確率（確率の分布）

            暴風域に入る確率（地域ごとの確率）

台風情報で⏝いられる⏝ㄒ

予報円 70%の確率で台風の中心が位置すると予᝿される⠊ᅖ

強風域 10分間平均風速で 15m/s以上の風が྿いているか、྿ྍࡃ⬟ᛶがある⠊ᅖ

暴風域 10分間平均風速で 25m/s以上の風が྿いているか、྿ྍࡃ⬟ᛶがある⠊ᅖ

暴風警戒域 台風の中心が予報円内に進ࢇだときに暴風域に入るおそれがある⠊ᅖ

5日先までの
台風予報

予報円

暴風警戒域

強風域

暴風域

現在の台風
の中心位置
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波浪、高潮に関する情報

波ᾉには、㢼によってその場ᡤに発生する「㢼ᾉ（ふうろう）」と、

௚の場ᡤで発生した㢼ᾉがఏわってきた「うࡡり」があります。㢼

ᾉは㢼がᙉい࡝࡯、㛗く吹き⥆ける࡝࡯、㛗い㊥㞳を吹きΏる࡝࡯

高くなります。

天気予報な࡝で౑われている波の高さは、あるⅬで୍ᐃᮇ間連⥆

ⓗに㏻㐣する波をほ したときにこれらの波を高い᪉から඲యの㸯

㸭㸱までᖹᆒした「᭷⩏波高」という್です。᭷⩏波高は、┠どで

ほ される波高とࡰ࡯等しいとゝわれていますが、100 波に㸯波は

その⣙ 1.5ಸ、1000波に㸯波は㸰ಸ㏆い高波がฟ現することがあり

ます。

気象庁では、天気予報で波の高さを発表している࡯か、高い波に

よる災害が発生するおそれがあると予想された場合、波ᾉ（特別）

警報や波ᾉ注意報を発表して警戒・注意を呼びかけています。また、

㸯᪥㸰ᅇ(᪥ᮏ時間の༗๓㸷時ཬび༗後㸷時)、᪥ᮏ沿岸域ཬび໭す

ኴᖹ洋における波ᾉの実ἣと 24時間予想ᅗを発表しています。

2018年９月４日９時の沿岸波浪図（左）及び外洋波浪図（右）

高潮は、ྎ㢼や発㐩したప気ᅽにకって、潮位がⴭしく上昇する

現象です。これは୺に、ྎ㢼やప気ᅽの୰ᚰ௜㏆のపい気ᅽにより

海㠃がᣢち上ࡆられる効果（྾い上ࡆ効果）と、海上でᙉい㢼がἈ

から岸にྥかって吹くことで表㠃の海水が岸ഃに㞟められる効果

台風の強さや大きさを明示するのは、防災的な警戒事項をわかりやすくす

るためです。強さは、通常の台風に比べてより大きな災害が発生する恐れがあ

ることを、大きさは、通常の台風に比べてより広い範囲で災害が発生する恐れ

があることを示唆します。

台風の平年値

台風情報・暴風域に入る確率の内容

内容 発表頻度 時間刻み 発表時間 発表要素

実況
３時間毎

１時間毎※１

正時後

約 50～90分

台風の中心位置、進行方向・

速度、中心気圧、最大風速、

最大瞬間風速、暴風域、強風域
１時間後

推定※１
１時間毎

１日(24時間)

予報
３時間毎

12時間刻み※２

３時間刻み※１ 予報円の中心・半径、進行方向・

速度、中心気圧、最大風速、

最大瞬間風速、暴風警戒域
５日(120時

間）

予報

６時間毎 24時間刻み

暴風域に

入る確率
６時間毎 ３時間刻み

正時後

約 60～ 110

分

５日（120 時間）先までの 3 時

間ごと及び 24・48・72・96・120

時間先までの確率について、地

域ごとの確率、確率の分布

※１ 台風が日本に接近し、影響のおそれがある場合に発表

※２ 台風の動きが遅い場合 12時間予報は省略することがある

気象庁の発表する台風の強さ・大きさ

強さ 最大風速※３ 大きさ 強風域の半径

（表現しない） 33m/s未満 （表現しない） 500km未満

強い 33m/s以上 44m/s未満 大型（大きい） 500km以上 800km未満

非常に強い 44m/s以上 54m/s未満 超大型（非常に大きい） 800km以上

猛烈な 54m/s以上

※３ 台風域内の 10分間平均風速の最大値

台風の発生数、接近数、上陸数の平年値※４（1991～2020年の 30年平均）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10

月

11

月

12

月
年間

発生数※５ 0.3 0.3 0.3 0.6 1.0 1.7 3.7 5.7 5.0 3.4 2.2 1.0 25.1

接近数※６ 0.2 0.7 0.8 2.1 3.3 3.3 1.7 0.5 0.1 11.7

上陸数※７ 0.0 0.2 0.6 0.9 1.0 0.3 3.0

※４ 値が空白となっている月は、平年値を求める統計期間内に該当する台風が 1例もなかったことを示す。

※５ 台風の発生時刻については協定世界時を基準にしている。

※６「接近」は台風の中心が国内のいずれかの気象官署等から 300km以内に入った場合を指す。また、各月の接近数の

合計と年間の接近数が一致していないのは、丸め誤差および接近は 2か月にまたがる場合があるため。
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波浪、高潮に関する情報

波ᾉには、㢼によってその場ᡤに発生する「㢼ᾉ（ふうろう）」と、

௚の場ᡤで発生した㢼ᾉがఏわってきた「うࡡり」があります。㢼

ᾉは㢼がᙉい࡝࡯、㛗く吹き⥆ける࡝࡯、㛗い㊥㞳を吹きΏる࡝࡯

高くなります。

天気予報な࡝で౑われている波の高さは、あるⅬで୍ᐃᮇ間連⥆

ⓗに㏻㐣する波をほ したときにこれらの波を高い᪉から඲యの㸯

㸭㸱までᖹᆒした「᭷⩏波高」という್です。᭷⩏波高は、┠どで

ほ される波高とࡰ࡯等しいとゝわれていますが、100 波に㸯波は

その⣙ 1.5ಸ、1000波に㸯波は㸰ಸ㏆い高波がฟ現することがあり

ます。

気象庁では、天気予報で波の高さを発表している࡯か、高い波に

よる災害が発生するおそれがあると予想された場合、波ᾉ（特別）

警報や波ᾉ注意報を発表して警戒・注意を呼びかけています。また、

㸯᪥㸰ᅇ(᪥ᮏ時間の༗๓㸷時ཬび༗後㸷時)、᪥ᮏ沿岸域ཬび໭す

ኴᖹ洋における波ᾉの実ἣと 24時間予想ᅗを発表しています。

2018年９月４日９時の沿岸波浪図（左）及び外洋波浪図（右）

高潮は、ྎ㢼や発㐩したప気ᅽにకって、潮位がⴭしく上昇する

現象です。これは୺に、ྎ㢼やప気ᅽの୰ᚰ௜㏆のపい気ᅽにより

海㠃がᣢち上ࡆられる効果（྾い上ࡆ効果）と、海上でᙉい㢼がἈ

から岸にྥかって吹くことで表㠃の海水が岸ഃに㞟められる効果

台風の強さや大きさを明示するのは、防災的な警戒事項をわかりやすくす

るためです。強さは、通常の台風に比べてより大きな災害が発生する恐れが

あることを、大きさは、通常の台風に比べてより広い範囲で災害が発生する

恐れがあることを示唆します。

台風の平年値

台風情報・暴風域に入る確率の内容

内容 発表頻度 時間刻み 発表時間 発表要素

実況
３時間毎

１時間毎※１

正時後

約 50～90分

台風の中心位置、進行方向・

速度、中心気圧、最大風速、

最大瞬間風速、暴風域、強風域
１時間後

推定※１
１時間毎

１日(24時間)

予報
３時間毎

12時間刻み※２

３時間刻み※１ 予報円の中心・半径、進行方向・

速度、中心気圧、最大風速、

最大瞬間風速、暴風警戒域５日(120時間）

予報
６時間毎 24時間刻み

暴風域に

入る確率
６時間毎 ３時間刻み

正時後

約 60～ 110

分

５日（120 時間）先までの 3 時

間ごと及び 24・48・72・96・120

時間先までの確率について、地

域ごとの確率、確率の分布

※１ 台風が日本に接近し、影響のおそれがある場合に発表

※２ 台風の動きが遅い場合 12時間予報は省略することがある

気象庁の発表する台風の強さ・大きさ

強さ 最大風速※３ 大きさ 強風域の半径

（表現しない） 33m/s未満 （表現しない） 500km未満

強い 33m/s以上 44m/s未満 大型（大きい） 500km以上 800km未満

非常に強い 44m/s以上 54m/s未満 超大型（非常に大きい） 800km以上

猛烈な 54m/s以上

※３ 台風域内の 10分間平均風速の最大値

台風の発生数、接近数、上陸数の平年値※４（1991～2020年の 30年平均）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年間

発生数※５ 0.3 0.3 0.3 0.6 1.0 1.7 3.7 5.7 5.0 3.4 2.2 1.0 25.1

接近数※６ 0.2 0.7 0.8 2.1 3.3 3.3 1.7 0.5 0.1 11.7

上陸数※７ 0.0 0.2 0.6 0.9 1.0 0.3 3.0

※４ 値が空白となっている月は、平年値を求める統計期間内に該当する台風が 1例もなかったことを示す。

※５ 台風の発生時刻については協定世界時を基準にしている。

※６「接近」は台風の中心が国内のいずれかの気象官署等から 300km 以内に入った場合を指す。また、各月の接近数

の合計と年間の接近数が一致していないのは、丸め誤差および接近は 2か月にまたがる場合があるため。

※７「上陸」は台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を指す。ただし、小さい島や半島を横

切って短時間で再び海に出る場合は「通過」としている。また、一度上陸した後に再上陸した場合は含まない。
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（吹き寄せ効果）によって発生します。

実際の潮位には、天文潮位（満潮、干潮、大潮、小潮）と呼ばれ

る潮の満ち引きがこれに加わります。さらに、黒潮大蛇行のような

海洋変動の影響も受けています（異常潮位）。

高潮が満潮と重なると、潮位がいっそう上昇して広い範囲で浸水

被害が発生する可能性が高まります。また、高い波が重なると、ふ

だんは波が来ないところまで波が押し寄せ、浸水被害が拡大するこ

ともあります。

気象庁では、高潮による災害が発生するおそれがあると予想され

た場合、高潮（特別）警報や高潮注意報を発表して警戒・注意を呼

びかけています。これらは警戒レベルに対応しており、住民のとる

べき行動や市町村の対応との関連を明確にしています。

高波と高潮は重なって現れます

また、沿岸域での適切な防災対応に資するため、大潮や異常潮位、

および短時間に潮位が上下する「副振動」という現象により被害が

発生するおそれがある場合や、潮位の状態について解説等を行う必

要がある場合、 気象庁では「潮位情報」を随時発表しています。潮

位情報が発表された場合は、その後に発表される高潮警報・注意報

にも十分留意してください。

天気予報の種類と内容

種 類 内 容 対象地域 予報期間
発表

時刻

府県天気

予報

天気、風、波の高さ、

降水確率、

最高･最低気温

都府県を1～4つに分けた地

域。

北海道は16の地域。沖縄県

は7つの地域。

今日(発表時刻

か ら 24 時 ま

で)、明日・明

後日(0～24時)

5時、

11時､

17時

天気

分布予報

3時間ごとの天気、気

温、降水量、降雪量、

最高・最低気温

全国を5㎞四方に分けた地

域ごと

発表時刻の1時

間後から明日

24時まで

5時、

11時、

17時

地域

時系列

予報

3時間ごとの天気、風

向・風速、気温

都府県を1～4つに分けた地

域。北海道は16の地域。沖

縄県は7つの地域。（気温は

各地域内の代表地点）。

降水短時間

予報

（P34参照）

1時間ごとの

1時間雨量

観測時刻から6時間先までは全国を1km 四方に分けた

地域ごとで発表時刻は30分ごと。

観測時刻の7時間先から15時間先までは全国を5km 四

方に分けた地域ごとで発表時刻は1時間ごと。

速報版降水

短時間予報

（P34参照）

1時間ごとの

1時間雨量

全国を1km 四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

6時間先まで

10分

ごと

降水

ナウキャスト

（P36参照）

5分間ごとの

5分間雨量、

降水強度。

誤差情報。

観測時刻から30分先までは全国を250m 四方

に分けた地域ごと。

観測時刻の35分先から60分先までは全国を

1km四方に分けた地域ごと。

5分

ごと

竜巻発生確度

ナウキャスト

（P32参照）

10分間ごとの

竜巻などの激しい突

風の発生確度

全国を10km四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

1時間先まで

10分

ごと

雷

ナウキャスト

（P32参照）

10分間ごとの

雷の活動度

全国を1km 四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

1時間先まで

10分

ごと

降雪短時間

予報

（P35参照）

1時間ごとの

積雪深、降雪量

全国を5㎞四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

6時間先まで

1時間

ごと

週間天気

予報

日ごとの天気、最高･

最低気温、降水確率、

予報の信頼度

原則、都府県単位。北海道

は7つ、沖縄県は4つ、東京

都・鹿児島県は2つの地域。

翌日から7日先

まで

11時、

17時

天気予報の種類と内容

種 類 内 容 対象地域 予報期間
発表

時刻

府県天気

予報

天気、風、波の高さ、

降水確率、

最高･最低気温

都府県を1～4つに分けた地

域。

北海道は16の地域。沖縄県

は7つの地域。

今日(発表時刻

か ら 24 時 ま

で)、明日・明

後日(0～24時)

5時、

11時､

17時

天気

分布予報

3時間ごとの天気、気

温、降水量、降雪量、

最高・最低気温

全国を5㎞四方に分けた地

域ごと

発表時刻の1時

間後から明日

24時まで

5時、

11時、

17時

地域

時系列

予報

3時間ごとの天気、風

向・風速、気温

都府県を1～4つに分けた地

域。北海道は16の地域。沖

縄県は7つの地域。（気温は

各地域内の代表地点）。

降水短時間

予報

（P34参照）

1時間ごとの

1時間雨量

観測時刻から6時間先までは全国を1km 四方に分けた

地域ごとで発表時刻は30分ごと。

観測時刻の7時間先から15時間先までは全国を5km 四

方に分けた地域ごとで発表時刻は1時間ごと。

速報版降水

短時間予報

（P34参照）

1時間ごとの

1時間雨量

全国を1km 四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

6時間先まで

10分

ごと

降水

ナウキャスト

（P36参照）

5分間ごとの

5分間雨量、

降水強度。

誤差情報。

観測時刻から30分先までは全国を250m 四方

に分けた地域ごと。

観測時刻の35分先から60分先までは全国を

1km四方に分けた地域ごと。

5分

ごと

竜巻発生確度

ナウキャスト

（P32参照）

10分間ごとの

竜巻などの激しい突

風の発生確度

全国を10km四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

1時間先まで

10分

ごと

雷

ナウキャスト

（P32参照）

10分間ごとの

雷の活動度

全国を1km 四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

1時間先まで

10分

ごと

降雪短時間

予報

（P35参照）

1時間ごとの

積雪深、降雪量

全国を5㎞四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

6時間先まで

1時間

ごと

週間天気

予報

日ごとの天気、最高･

最低気温、降水確率、

予報の信頼度

原則、都府県単位。北海道

は7つ、沖縄県は4つ、東京

都・鹿児島県は2つの地域。

翌日から7日先

まで

11時、

17時
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（吹き寄せ効果）によって発生します。

実際の潮位には、天文潮位（満潮、干潮、大潮、小潮）と呼ばれ

る潮の満ち引きがこれに加わります。さらに、黒潮大蛇行のような

海洋変動の影響も受けています（異常潮位）。

高潮が満潮と重なると、潮位がいっそう上昇して広い範囲で浸水

被害が発生する可能性が高まります。また、高い波が重なると、ふ

だんは波が来ないところまで波が押し寄せ、浸水被害が拡大するこ

ともあります。

気象庁では、高潮による災害が発生するおそれがあると予想され

た場合、高潮（特別）警報や高潮注意報を発表して警戒・注意を呼

びかけています。これらは警戒レベルに対応しており、住民のとる

べき行動や市町村の対応との関連を明確にしています。

高波と高潮は重なって現れます

また、沿岸域での適切な防災対応に資するため、大潮や異常潮位、

および短時間に潮位が上下する「副振動」という現象により被害が

発生するおそれがある場合や、潮位の状態について解説等を行う必

要がある場合、 気象庁では「潮位情報」を随時発表しています。潮

位情報が発表された場合は、その後に発表される高潮警報・注意報

にも十分留意してください。

天気予報の種類と内容

種 類 内 容 対象地域 予報期間
発表

時刻

府県天気

予報

天気、風、波の高さ、

降水確率、

最高･最低気温

都府県を1～4つに分けた地

域。

北海道は16の地域。沖縄県

は7つの地域。

今日(発表時刻

か ら 24 時 ま

で)、明日・明

後日(0～24時)

5時、

11時､

17時

天気

分布予報

3時間ごとの天気、気

温、降水量、降雪量、

最高・最低気温

全国を5㎞四方に分けた地

域ごと

発表時刻の1時

間後から明日

24時まで

5時、

11時、

17時

地域

時系列

予報

3時間ごとの天気、風

向・風速、気温

都府県を1～4つに分けた地

域。北海道は16の地域。沖

縄県は7つの地域。（気温は

各地域内の代表地点）。

降水短時間

予報

（P34参照）

1時間ごとの

1時間雨量

観測時刻から6時間先までは全国を1km 四方に分けた

地域ごとで発表時刻は30分ごと。

観測時刻の7時間先から15時間先までは全国を5km 四

方に分けた地域ごとで発表時刻は1時間ごと。

速報版降水

短時間予報

（P34参照）

1時間ごとの

1時間雨量

全国を1km 四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

6時間先まで

10分

ごと

降水

ナウキャスト

（P36参照）

5分間ごとの

5分間雨量、

降水強度。

誤差情報。

観測時刻から30分先までは全国を250m 四方

に分けた地域ごと。

観測時刻の35分先から60分先までは全国を

1km四方に分けた地域ごと。

5分

ごと

竜巻発生確度

ナウキャスト

（P32参照）

10分間ごとの

竜巻などの激しい突

風の発生確度

全国を10km四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

1時間先まで

10分

ごと

雷

ナウキャスト

（P32参照）

10分間ごとの

雷の活動度

全国を1km 四方に分けた地

域ごと
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10分

ごと
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積雪深、降雪量

全国を5㎞四方に分けた地

域ごと

観測時刻から

6時間先まで

1時間

ごと

週間天気

予報

日ごとの天気、最高･

最低気温、降水確率、

予報の信頼度

原則、都府県単位。北海道

は7つ、沖縄県は4つ、東京

都・鹿児島県は2つの地域。

翌日から7日先

まで

11時、

17時
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天気予報の精度

気象庁では日々発表した天気予報の精度を統計的に検証し、予報

精度の向上に努めています。また、その検証の結果を気象庁ホーム

ページで公表しています。

天気（降水の有無）の検証
天気は降水の有無に着目し、その適中率を検証しています。降水

ありと予報して実際に降水があった回数と、降水なしと予報して実

際に降水がなかった回数をそれぞれ適中とし、これらの合計が全体

の予報回数に占める割合を「降

水の有無」の適中率として計算

します。適中率は高いほど精度

が良いことを示します。各月の

適中率は、天候の状況の違いに

よる予測難易度の変化にとも

なって大きく変動しますが、過

去 30 年以上にわたる適中率は

右グラフに示すとおり向上し

ています。

気温の検証
最高・最低気温は、予報誤差に着目して検証しています。予報し

た気温と実際に観測された気温

とを比較して、RMSE（二乗平均

平方根誤差）を予報誤差として

計算します。予報誤差は小さい

ほど精度が良いことを示します。

最高・最低気温の予報誤差につ

いても各月の値は大きく変動し

ますが、過去 30年以上にわたる

予報誤差は右グラフに示すとお

り小さくなっています。

予報用語

気象庁では、天気予報や防災気象情報等が正確に伝わるよう、予報用

語を定めています。予報用語は、「明確さ」「平易さ」「聞き取りやすさ」

「時代への適応」の４つの観点を基本としています。

予報用語の例

１．１日の時間細分の用語

天気現象の時間変化をわかりやすく表現するために、１日の時間を３

時間きざみに分けて、それぞれの時間帯を表す用語を用いています。       

１日の時間細分図

２．天気予報で使用する「一時」「時々」「のち」は次の定義です。

一時 現象が連続的に起こり、その現象の発現期間が予報期間の1/4未満のとき

時々 現象が断続的に起こり、その現象の発現期間の合計時間が予報期間の 1/2未満のとき

のち 予報期間内の前と後で現象が異なるとき、その変化を示すときに用いる

特に、今日・明日の予報では予想される現象をより明確に示しています。

  例：晴れのち曇り夜のはじめ頃一時雨

  

予報用語
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4�

ᶘ ؾ৅༧ใ ᶘ ؾ৅༧ใ

GUIDEBOOK2023_100�_10���14��2022年12月24日 午લ�時�2分



天気予報の精度

気象庁では日々発表した天気予報の精度を統計的に検証し、予報

精度の向上に努めています。また、その検証の結果を気象庁ホーム
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天気は降水の有無に着目し、その適中率を検証しています。降水
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際に降水がなかった回数をそれぞれ適中とし、これらの合計が全体

の予報回数に占める割合を「降

水の有無」の適中率として計算

します。適中率は高いほど精度

が良いことを示します。各月の

適中率は、天候の状況の違いに

よる予測難易度の変化にとも

なって大きく変動しますが、過

去 30 年以上にわたる適中率は

右グラフに示すとおり向上し

ています。

気温の検証
最高・最低気温は、予報誤差に着目して検証しています。予報し

た気温と実際に観測された気温

とを比較して、RMSE（二乗平均

平方根誤差）を予報誤差として

計算します。予報誤差は小さい

ほど精度が良いことを示します。

最高・最低気温の予報誤差につ

いても各月の値は大きく変動し
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雨の強さと降り方
（平成 12年８月作成、平成 29年９月一部改正）

1時間雨量

(mm)

10以上～

20未満

20以上～

30未満

30以上～

50未満

50以上～

80未満

80以上～

予報用語
やや強い

雨
強い雨 激しい雨

非常に

激しい雨
猛烈な雨

人の受ける

イメージ

ザーザーと

降る。

ど し ゃ 降

り。

バケツをひ

っくり返し

たように降

る。

滝のように降

る（ゴーゴーと

降り続く）。

息苦しく

なるよう

な圧迫感

がある。

恐怖を感

ずる。

人への影響

地面からの

跳ね返りで

足元がぬれ

る。

傘をさしていてもぬれる。傘は全く役に立たなくな

る。

屋内(木造住

宅を想定)

雨の音で話

し声が良く

聞き取れな

い。

寝ている人の半数くらいが雨に気がつく。

屋外の様子

地面一面に水たまりがで

きる。

道路が川の

ようになる。

水しぶきであたり一面が白

っぽくなり、視界が悪くな

る。

車に

乗っていて

ワイパーを

速くしても

見づらい。

高速走行時、

車輪と路面

の間に水膜

が生じブレ

ーキが効か

なくなる（ハ

イドロプレ

ーニング現

象）。

車の運転は危険。

風の強さと吹き方
（平成 12年８月作成、平成 29年９月一部改正）

風の強さ

（予報用語）
やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風

平均風速

(m/ｓ)

10以上

15未満

15以上

20未満

20以上

25未満

25以上

30未満

30以上

35未満

35以上

40未満

40以上

おおよその時速 ～50km ～70km ～90km ～110km ～125km ～140km 140km～

速さの目安 一般道路の自動車 高速道路の自動車 特急電車

人への影響

風に向かっ

て歩きにくく

なる。

傘がさせな

い。

風に向か

って歩け

なくなり、

転倒する

人も出

る。

高所での

作業はき

わめて危

険。

何かにつかまっ

ていないと立っ

ていられない。

飛来物によって

負傷するおそれ

がある。

屋外での行動は極めて危険。

屋外・樹木

の様子

樹木全体

が揺れ始

める。

電線が揺

れ始める。

電線が鳴

り始める。

看板やト

タン板が

外れ始め

る。

細い木の幹が折れたり、根の張っ

ていない木が倒れ始める。

看板が落下・飛散する。

道路標識が傾く。

多くの樹木が倒れる。

電柱や街灯で倒れる

ものがある。

ブロック壁で倒壊する

ものがある

走行中の車

道路の吹

流しの角度

が水平にな

り、高速運

転中では

横風に流さ

れる感覚を

受ける。

高速運転

中では、

横風に流

される感

覚が大き

くなる。

通常の速度で

運転するのが困

難になる。

走行中のトラックが横転する。

建造物

樋(とい)が

揺れ始め

る。

屋根瓦・

屋根葺材

がはがれ

るものが

ある。

雨戸やシ

ャッター

が揺れ

る。

屋根瓦・屋根葺

材が飛散するも

のがある。

固定されていな

いプレハブ小屋

が移動、転倒す

る。

ビニールハウス

のフィルム(被覆

材)が広範囲に

破れる。

固定の不十分

な金属屋根の

葺材がめくれ

る。

養生の不十分

な仮設足場が

崩落する。

外装材が

広範囲に

わたって

飛散し、

下地材が

露出する

ものがあ

る。

住家で倒

壊するも

のがあ

る。

鉄骨構造

物で変形

するもの

がある。

おおよその

瞬間風速（m/s）
20      30           40          50     60
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雨の強さと降り方
（平成 12年８月作成、平成 29年９月一部改正）

1時間雨量
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20未満
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30未満

30以上～
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80未満

80以上～

予報用語
やや強い

雨
強い雨 激しい雨

非常に

激しい雨
猛烈な雨

人の受ける

イメージ

ザーザーと

降る。

ど し ゃ 降

り。

バケツをひ

っくり返し

たように降

る。

滝のように降

る（ゴーゴーと

降り続く）。

息苦しく

なるよう

な圧迫感

がある。

恐怖を感

ずる。

人への影響

地面からの

跳ね返りで

足元がぬれ

る。

傘をさしていてもぬれる。傘は全く役に立たなくな

る。

屋内(木造住

宅を想定)

雨の音で話

し声が良く

聞き取れな

い。

寝ている人の半数くらいが雨に気がつく。

屋外の様子

地面一面に水たまりがで

きる。

道路が川の

ようになる。

水しぶきであたり一面が白

っぽくなり、視界が悪くな

る。

車に

乗っていて

ワイパーを

速くしても

見づらい。

高速走行時、

車輪と路面

の間に水膜

が生じブレ

ーキが効か

なくなる（ハ

イドロプレ

ーニング現

象）。

車の運転は危険。

風の強さと吹き方
（平成 12年８月作成、平成 29年９月一部改正）

風の強さ

（予報用語）
やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風

平均風速

(m/ｓ)

10以上

15未満

15以上

20未満

20以上

25未満

25以上

30未満

30以上

35未満

35以上

40未満

40以上

おおよその時速 ～50km ～70km ～90km ～110km ～125km ～140km 140km～

速さの目安 一般道路の自動車 高速道路の自動車 特急電車

人への影響

風に向かっ

て歩きにくく

なる。

傘がさせな

い。

風に向か

って歩け

なくなり、

転倒する

人も出

る。

高所での

作業はき

わめて危

険。

何かにつかまっ

ていないと立っ

ていられない。

飛来物によって

負傷するおそれ

がある。

屋外での行動は極めて危険。

屋外・樹木

の様子

樹木全体

が揺れ始

める。

電線が揺

れ始める。

電線が鳴

り始める。

看板やト

タン板が

外れ始め

る。

細い木の幹が折れたり、根の張っ

ていない木が倒れ始める。

看板が落下・飛散する。

道路標識が傾く。

多くの樹木が倒れる。

電柱や街灯で倒れる

ものがある。

ブロック壁で倒壊する

ものがある

走行中の車

道路の吹

流しの角度

が水平にな

り、高速運

転中では

横風に流さ

れる感覚を

受ける。

高速運転

中では、

横風に流

される感

覚が大き

くなる。

通常の速度で

運転するのが困

難になる。

走行中のトラックが横転する。

建造物

樋(とい)が

揺れ始め

る。

屋根瓦・

屋根葺材

がはがれ

るものが

ある。

雨戸やシ

ャッター

が揺れ

る。

屋根瓦・屋根葺

材が飛散するも

のがある。

固定されていな

いプレハブ小屋

が移動、転倒す

る。

ビニールハウス

のフィルム(被覆

材)が広範囲に

破れる。

固定の不十分

な金属屋根の

葺材がめくれ

る。

養生の不十分

な仮設足場が

崩落する。

外装材が

広範囲に

わたって

飛散し、

下地材が

露出する

ものがあ

る。

住家で倒

壊するも

のがあ

る。

鉄骨構造

物で変形

するもの

がある。

おおよその

瞬間風速（m/s）
20      30           40          50     60
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２ 週間天気予報の信頼度
週間天気予報の信頼度は、３日目以降の降水の有無の予報について

「予報が適中しやすい」ことと「予報が変わりにくい」ことを表す情

報で、次に示すとおり、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で表します。

信頼度 内容

Ａ

確度が高い予報

•  適中率が明日予報並みに高い

•  降水の有無の予報が翌日に変わる可能性がほとんどない

Ｂ

確度がやや高い予報

•  適中率が４日先の予報と同程度

•  降水の有無の予報が翌日に変わる可能性が低い

Ｃ

確度がやや低い予報

•  適中率が信頼度Ｂよりも低い

もしくは

•  降水の有無の予報が翌日に変わる可能性が信頼度Ｂよりも高い

信頼度Ａのとき、明日に対する天気予報と同程度の予報精度になり、

また、雨が降るという予報が、翌日発表の週間天気予報で雨が降らな

いという予報に変わることはほとんどありません。一方、信頼度Ｃの

ときは、雨が降るかどうかの予報の適中率が低いか、もしくは、翌日

に予報が変わる可能性がやや高いことを意味します。利用者は、行事

や旅行の計画を立てるときなどに信頼度を確認することで、信頼度の

高い日に予定を入れたり、信頼度が低い日の場合は、雨が降るかどう

かの予報が変わることがあっても臨機応変に対応できるような予定を

組む、最終決定を翌日以降に引き延ばしたりするなど、状況に応じて

予定を計画することが可能となります。

週間天気予報の一例

アンサンブル予報と週間天気予報の信頼度

１ アンサンブル予報
週間天気予報は、数値予報を応用した「アンサンブル予報」の手法

で計算した資料を基に、全球モデル（GSM）や海外気象機関の数値予報

資料も参考に作成しています。

アンサンブル予報は、数多くの数値予報（個々の予報をメンバーと

いいます）を並行して実行します。その際個々のメンバーは、少しず

つ異なった誤差を人工的に加えた初期値から出発して、それぞれ異な

った予想結果を導き出します。

このとき、予報時間が長くなってもメンバー間で予想に大きな違い

がないときは、もとの数値予報は初期値の誤差に影響されないので信

頼性が高いと考えられます。逆に、メンバー間で予想が大きく異なる

ときは、数値予報の結果は偶然性が強く信頼性が低いと考えられます。

18日先の予測までの全球アンサンブル予報システムについては、令

和３年３月にメンバー数を 51に増強し、令和４年３月には水平方向の

格子間隔を約 40kmから約 27kmに高解像度化しました。これらによっ

て、週間天気予報の改善を図っています。
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組む、最終決定を翌日以降に引き延ばしたりするなど、状況に応じて

予定を計画することが可能となります。

週間天気予報の一例

アンサンブル予報と週間天気予報の信頼度
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アンサンブル予報は、数多くの数値予報（個々の予報をメンバーと

いいます）を並行して実行します。その際個々のメンバーは、少しず

つ異なった誤差を人工的に加えた初期値から出発して、それぞれ異な

った予想結果を導き出します。
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船舶向け気象情報の伝達経路

船船船舶舶舶 港港港湾湾湾

気気気象象象庁庁庁

全般海面水温･海流予報

地方･府県海氷予報･情報

全般海上予報･警報

火山現象に関する海上予報･警報

地方海上予報･警報

テレビ、ラジオ

無線ファクシミリ
（気象庁気象無線模写通報）

漁業気象通報
（NHKラジオ第２放送）

無線電話
（海上保安庁所属通信所）

漁業無線

ナブテックス
（海上保安庁ナブテックス送信所）

セーフティネット
（インマルサット衛星）

GMDSS*

* GMDSS (Global Maritime Distress and Safety System)
海上における遭難及び安全に関する世界的な制度

気象･波浪等の実況図･予想図

全般海氷情報

海面水温･海流等の実況図･予想図

津波に関する海上予報･警報

海上分布予報

インターネット

船舶向け予報警報の種類と内容
種 類 内 容 対象海域

有効

期間
発表時刻

全般海上警報

船舶の運航に必要となる気象

(風・霧)に関する警報。

種別には、台風警報、暴風警報、

強風警報、風警報、濃霧警報、警

報なし、がある。

東経100～180度、

赤道～北緯60度の

海域

観測時刻

から

24時間

１日４回、３時、

９時、15時、21時

(最大風速48ﾉｯﾄ

以上の暴風が存

在または予想さ

れる場合は更に

０時、６時、12時、

18時)の観測に基

づき、観測時刻の

概ね２時間30分

後に発表。

全般海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その

他の概要(種類・位置・移動)及び

予想。全般海上警報の概況報とし

て発表する。

地方海上警報

船舶の運航に必要となる気象

(風・霧・着氷）等に関する警報｡

種別には、台風警報、暴風警報、

強風警報、一般(風・濃霧・着氷・

うねり)警報、警報なし、がある。

日本の海岸線から

300 海 里 ( 約

560km)以内の海上

を12に分けた海域

(更に37に細分)

対象海域に警報

の対象現象が発

現しているか、ま

たは24時間以内

に影響があると

予想した場合に

発表。

地方海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その

他の概要(種類・位置・移動)及び

予想、代表的な地点の気象実況、

対象海域の気象(風・天気・視程)、

波の高さなどの予想。

７時発表

は明日ま

で、19時発

表は明後

日まで

１日２回、３時と

15時の観測に基

づき、７時と19時

に発表。

海氷予報

海氷の状況及び予想

（地方海上予報に含めて発表）。

北海道周辺の

海域

海上分布予報

６時間ごとの風、視程（霧）、波の

高さ、着氷、天気。対象海域を緯

度経度0.5度に区切った格子ごと

に発表。

日本の海岸線から

概ね300海里（約

560km）以内の海域

観測時刻

の６時間

後から

24時間後

まで

１日４回、３時、

９時、15時、21時

の観測に基づき、

観測時刻の概ね

３時間後に発表。

漁業気象通報

陸上の主な地点及び船舶の気象観

測報告と、むこう24時間以内に船

舶の航行に影響を及ぼす気圧系、

前線系、警戒を要する海域及び予

想等。

東経100～180度、

赤道～北緯60度の

海域

観測時刻

から

24時間

１日１回、12時の

観測に基づき、16

時からNHKﾗｼﾞｵで

放送。

津波に関する海

上予報・警報

日本の沿岸を66に分けた津波予報

区の津波の高さの予想。

津波予報区 解除まで 必要と認める

場合に随時。

火山現象に

関する

海上予報・警報

警報の原因となる火山及びその位

置、並びに現象の予想。

全般海上警報

または地方海上警

報に同じ

解除まで 必要と認める

場合に随時。

船舶向け予報警報の種類と内容
種 類 内 容 対象海域

有効

期間
発表時刻
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(風・霧)に関する警報。

種別には、台風警報、暴風警報、
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赤道～北緯60度の
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観測時刻

から

24時間

１日４回、３時、

９時、15時、21時

(最大風速48ﾉｯﾄ

以上の暴風が存

在または予想さ

れる場合は更に
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18時)の観測に基

づき、観測時刻の

概ね２時間30分

後に発表。

全般海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その
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を12に分けた海域

(更に37に細分)

対象海域に警報

の対象現象が発

現しているか、ま

たは24時間以内

に影響があると

予想した場合に

発表。

地方海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その

他の概要(種類・位置・移動)及び

予想、代表的な地点の気象実況、

対象海域の気象(風・天気・視程)、

波の高さなどの予想。

７時発表

は明日ま

で、19時発

表は明後

日まで

１日２回、３時と

15時の観測に基

づき、７時と19時

に発表。

海氷予報

海氷の状況及び予想

（地方海上予報に含めて発表）。

北海道周辺の

海域

海上分布予報

６時間ごとの風、視程（霧）、波の

高さ、着氷、天気。対象海域を緯

度経度0.5度に区切った格子ごと

に発表。

日本の海岸線から

概ね300海里（約

560km）以内の海域
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後から
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陸上の主な地点及び船舶の気象観

測報告と、むこう24時間以内に船

舶の航行に影響を及ぼす気圧系、

前線系、警戒を要する海域及び予

想等。

東経100～180度、

赤道～北緯60度の

海域

観測時刻

から

24時間

１日１回、12時の

観測に基づき、16

時からNHKﾗｼﾞｵで

放送。

津波に関する海

上予報・警報

日本の沿岸を66に分けた津波予報

区の津波の高さの予想。

津波予報区 解除まで 必要と認める
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火山現象に

関する

海上予報・警報

警報の原因となる火山及びその位

置、並びに現象の予想。
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または地方海上警

報に同じ

解除まで 必要と認める

場合に随時。
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* GMDSS (Global Maritime Distress and Safety System)
海上における遭難及び安全に関する世界的な制度

気象･波浪等の実況図･予想図

全般海氷情報

海面水温･海流等の実況図･予想図

津波に関する海上予報･警報

海上分布予報

インターネット

船舶向け予報警報の種類と内容
種 類 内 容 対象海域

有効

期間
発表時刻

全般海上警報

船舶の運航に必要となる気象

(風・霧)に関する警報。

種別には、台風警報、暴風警報、

強風警報、風警報、濃霧警報、警

報なし、がある。

東経100～180度、

赤道～北緯60度の

海域

観測時刻

から

24時間

１日４回、３時、

９時、15時、21時

(最大風速48ﾉｯﾄ

以上の暴風が存

在または予想さ

れる場合は更に

０時、６時、12時、

18時)の観測に基

づき、観測時刻の

概ね２時間30分

後に発表。

全般海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その

他の概要(種類・位置・移動)及び

予想。全般海上警報の概況報とし

て発表する。

地方海上警報

船舶の運航に必要となる気象

(風・霧・着氷）等に関する警報｡

種別には、台風警報、暴風警報、

強風警報、一般(風・濃霧・着氷・

うねり)警報、警報なし、がある。

日本の海岸線から

300 海 里 ( 約

560km)以内の海上

を12に分けた海域

(更に37に細分)

対象海域に警報

の対象現象が発

現しているか、ま

たは24時間以内

に影響があると

予想した場合に

発表。

地方海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その

他の概要(種類・位置・移動)及び

予想、代表的な地点の気象実況、

対象海域の気象(風・天気・視程)、

波の高さなどの予想。

７時発表

は明日ま

で、19時発

表は明後

日まで

１日２回、３時と

15時の観測に基

づき、７時と19時

に発表。

海氷予報

海氷の状況及び予想

（地方海上予報に含めて発表）。

北海道周辺の

海域

海上分布予報

６時間ごとの風、視程（霧）、波の

高さ、着氷、天気。対象海域を緯

度経度0.5度に区切った格子ごと

に発表。

日本の海岸線から

概ね300海里（約

560km）以内の海域

観測時刻

の６時間

後から

24時間後

まで

１日４回、３時、

９時、15時、21時

の観測に基づき、

観測時刻の概ね

３時間後に発表。

漁業気象通報

陸上の主な地点及び船舶の気象観

測報告と、むこう24時間以内に船

舶の航行に影響を及ぼす気圧系、

前線系、警戒を要する海域及び予

想等。

東経100～180度、

赤道～北緯60度の

海域

観測時刻

から

24時間

１日１回、12時の

観測に基づき、16

時からNHKﾗｼﾞｵで

放送。

津波に関する海

上予報・警報

日本の沿岸を66に分けた津波予報

区の津波の高さの予想。

津波予報区 解除まで 必要と認める

場合に随時。

火山現象に

関する

海上予報・警報

警報の原因となる火山及びその位

置、並びに現象の予想。

全般海上警報

または地方海上警

報に同じ

解除まで 必要と認める

場合に随時。

船舶向け予報警報の種類と内容
種 類 内 容 対象海域

有効

期間
発表時刻

全般海上警報

船舶の運航に必要となる気象

(風・霧)に関する警報。

種別には、台風警報、暴風警報、

強風警報、風警報、濃霧警報、警

報なし、がある。

東経100～180度、

赤道～北緯60度の

海域

観測時刻

から

24時間

１日４回、３時、

９時、15時、21時

(最大風速48ﾉｯﾄ

以上の暴風が存

在または予想さ

れる場合は更に

０時、６時、12時、

18時)の観測に基

づき、観測時刻の

概ね２時間30分

後に発表。

全般海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その

他の概要(種類・位置・移動)及び

予想。全般海上警報の概況報とし

て発表する。

地方海上警報

船舶の運航に必要となる気象

(風・霧・着氷）等に関する警報｡

種別には、台風警報、暴風警報、

強風警報、一般(風・濃霧・着氷・

うねり)警報、警報なし、がある。

日本の海岸線から

300 海 里 ( 約

560km)以内の海上

を12に分けた海域

(更に37に細分)

対象海域に警報

の対象現象が発

現しているか、ま

たは24時間以内

に影響があると

予想した場合に

発表。

地方海上予報

むこう24時間以内に船舶の航行に

影響を及ぼす気圧系、前線系その

他の概要(種類・位置・移動)及び

予想、代表的な地点の気象実況、

対象海域の気象(風・天気・視程)、

波の高さなどの予想。

７時発表

は明日ま

で、19時発

表は明後

日まで

１日２回、３時と

15時の観測に基

づき、７時と19時

に発表。

海氷予報

海氷の状況及び予想

（地方海上予報に含めて発表）。

北海道周辺の

海域

海上分布予報

６時間ごとの風、視程（霧）、波の

高さ、着氷、天気。対象海域を緯

度経度0.5度に区切った格子ごと

に発表。

日本の海岸線から

概ね300海里（約

560km）以内の海域

観測時刻

の６時間

後から

24時間後

まで

１日４回、３時、

９時、15時、21時

の観測に基づき、

観測時刻の概ね

３時間後に発表。

漁業気象通報

陸上の主な地点及び船舶の気象観

測報告と、むこう24時間以内に船

舶の航行に影響を及ぼす気圧系、

前線系、警戒を要する海域及び予

想等。

東経100～180度、

赤道～北緯60度の

海域

観測時刻

から

24時間

１日１回、12時の

観測に基づき、16

時からNHKﾗｼﾞｵで

放送。

津波に関する海

上予報・警報

日本の沿岸を66に分けた津波予報

区の津波の高さの予想。

津波予報区 解除まで 必要と認める

場合に随時。

火山現象に

関する

海上予報・警報

警報の原因となる火山及びその位

置、並びに現象の予想。

全般海上警報

または地方海上警

報に同じ

解除まで 必要と認める

場合に随時。
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地方海上予報区細分図

40N

30N

20N

40N

30N

20N120E

130E 140E

120E 130E 140E 150E110E

50N

サハリン東方海上
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サハリン
西方海上

北海道
西方海上

日本海北部及び
オホーツク海南部

北海道南方
及び東方海上

北海道東方海上

釧路沖日高沖

津軽
海峡

沿海州南部沖

日本海中部

秋田沖

佐渡沖

能登沖

日本海北西部

日本海西部

山陰沖東部
及び若狭湾付近

山陰沖
西部

対馬海峡済州島西海上

長崎西海上

女島
南西海上

九州西方海上

三陸沖

三陸沖
西部

三陸沖
東部

関東海域北部

関東海域

関東海域南部

東海海域

東海海域
東部

東海
海域

東海海域
南部

瀬戸内海

四国沖
北部

四国沖及び
瀬戸内海

四国沖
南部

日
向
灘

鹿児島
海域

九州南方海上
及び日向灘

奄美海域

東シナ海南部

沖縄東方海上

沖縄南方海上

沖縄海域

西部

檜山
津軽沖
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天気図作成の流れ

データ収集

速報解析

再 解 析

気象衛星観測
高層気象観測

速報解析後に入ったデータを含めた各種資料から
台風や高・低気圧、前線等の推移を綿密に検討し、
再解析を行います。
この解析結果をもとに永年保存版の天気図を作成
し、各種資料とともに気象庁天気図として提供します。

天気図の案をもとに、予報官が気象現象等を考慮
し、台風や高・低気圧、前線等をペンタブレットを用
いて手動で解析し、速報版の天気図を作成します。
また、実況天気図の他に予想天気図も作成します。
さらに、船舶関係者向けに、海上警報や悪天情報を
掲載した天気図も作成します。

スーパーコンピュータ

気象庁天気図

テレビ・ラジオ・新聞等

インターネット

天気図（速報版）

天気図（永年保存版）

国立公文書館（天気図原本の保管）

各種観測資料やスーパーコンピュータによる
計算結果を天気図解析システムに入力し、実
況および予想天気図の案を自動作成します。

・一般利用者
・大学・研究機関
・海外気象局

観測時刻から
２時間30分程度

観測時刻から
45分程度

天気図解析システム

気象衛星観測

海上気象観測

地上気象観測

無線ファクシミリ
（気象庁気象無線模写通報）

地方海上予報区細分図
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北海道南方
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北海道東方海上

釧路沖日高沖

津軽
海峡

沿海州南部沖

日本海中部

秋田沖

佐渡沖

能登沖

日本海北西部

日本海西部

山陰沖東部
及び若狭湾付近

山陰沖
西部

対馬海峡済州島西海上

長崎西海上

女島
南西海上

九州西方海上

三陸沖

三陸沖
西部

三陸沖
東部

関東海域北部

関東海域

関東海域南部

東海海域

東海海域
東部

東海
海域

東海海域
南部

瀬戸内海

四国沖
北部

四国沖及び
瀬戸内海

四国沖
南部

日
向
灘

鹿児島
海域

九州南方海上
及び日向灘

奄美海域

東シナ海南部

沖縄東方海上

沖縄南方海上

沖縄海域

西部

檜山
津軽沖

�4

ᶘ ؾ৅༧ใ ᶘ ؾ৅༧ใ

GUIDEBOOK2023_100�_10���1�3� GUIDEBOOK2023_100�_10���1�4�2022年12月24日 午લ�時�2分



速報天気図
一般利用者向けの日本域の実況天気図
です。夜12時を除く３時間毎に作成します。

アジア太平洋地上天気図
船舶関係者向けの、海上警報の情報が掲載されている
アジア太平洋域の実況天気図です。６時間毎に作成します。

アジア太平洋海上悪天24時間予想図
船舶関係者向けに、アジア太平洋域の24時間予想
天気図に、海上の悪天情報が掲載されています。12
時間毎に作成します。 この他、アジア太平洋海上悪
天48時間予想図も提供しています。

台風５日予報図
船舶関係者向けに、台風の進路や強さの今後５日
間の予報が掲載されています。台風存在時に６時間
毎に作成します。

アジア太平洋地上天気図（原図）
再解析後に確定したアジア太平洋域の実況天気図
です。６時間毎に作成します。

各種天気図

日本域地上天気図
再解析後に確定した日本域の実況天気図です。
12時間毎に作成します。

※天気図は画像形式のほか、容易に計算機で処理できるXML形式、SVG形式のベクトルデータも提供しています。
また、気象庁ホームページではカラー版の天気図も提供しています。

天気図 （速報版 ）

天気図（永年保存版）

数値予報

昭和 34（1959）年、気象庁として初めての大型電子

計算機を導入し、現業業務としての数値予報を開始しま

した。当時、大型電子計算機は国内でも数少なく、わが

国の官公庁では最初の導入でした。

数値予報は、大気や海洋・陸地を対象に、将来の状態

を予測する｢数値予報モデル｣と、現在の状態をできるだ

け正確に把握する「解析（データ同化）システム」をス

ーパーコンピュータを用いて実行しています。電子計算

機の高性能化とともに気象学の研究成果に基づく新し

い計算手法の開発・実用化、新しい観測データの利用な

どが進められ、予測精度の向上、予測期間延長などの改

良が図られてきました。

この結果、天気予報の精度向上のほか降水確率予報、

分布予報・時系列予報、力学的モデルによる季節予報、

台風５日進路予報など時代の要請に応じた予報の高度

化を実現してきました。

平成 30 年６月からは、台風や集中豪雨に対する予測

精度の向上や防災気象情報の高度化、天気予報・季節予

報の精度向上、航空機の安全運航のための気象情報の高

度化を目的として、第 10 代目のスーパーコンピュータ

システムを運用しています。加えて、令和５年３月に、

線状降水帯予測スーパーコンピュータを導入し、線状降

水帯の予測精度向上等の早期実現をめざしています。

数値予報の結果は、各地の気象台に送られて、天気予

報や注意報・警報等の発表に使われるほか、民間気象事

業者にも民間気象業務支援センターを通じて提供され

様々な分野で広く活用されています。さらに、アジア地

域をはじめとして世界各国に提供され、防災活動等に貢

献しています。

速報天気図
一般利用者向けの日本域の実況天気図
です。夜12時を除く３時間毎に作成します。

アジア太平洋地上天気図
船舶関係者向けの、海上警報の情報が掲載されている
アジア太平洋域の実況天気図です。６時間毎に作成します。

アジア太平洋海上悪天24時間予想図
船舶関係者向けに、アジア太平洋域の24時間予想
天気図に、海上の悪天情報が掲載されています。12
時間毎に作成します。 この他、アジア太平洋海上悪
天48時間予想図も提供しています。

台風５日予報図
船舶関係者向けに、台風の進路や強さの今後５日
間の予報が掲載されています。台風存在時に６時間
毎に作成します。

アジア太平洋地上天気図（原図）
再解析後に確定したアジア太平洋域の実況天気図
です。６時間毎に作成します。

各種天気図

日本域地上天気図
再解析後に確定した日本域の実況天気図です。
12時間毎に作成します。

※天気図は画像形式のほか、容易に計算機で処理できるXML形式、SVG形式のベクトルデータも提供しています。
また、気象庁ホームページではカラー版の天気図も提供しています。

天気図 （速報版 ）

天気図（永年保存版）
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数値予報

昭和 34（1959）年、気象庁として初めての大型電子

計算機を導入し、現業業務としての数値予報を開始しま

した。当時、大型電子計算機は国内でも数少なく、わが

国の官公庁では最初の導入でした。

数値予報は、大気や海洋・陸地を対象に、将来の状態

を予測する｢数値予報モデル｣と、現在の状態をできるだ

け正確に把握する「解析（データ同化）システム」をス

ーパーコンピュータを用いて実行しています。電子計算

機の高性能化とともに気象学の研究成果に基づく新し

い計算手法の開発・実用化、新しい観測データの利用な

どが進められ、予測精度の向上、予測期間延長などの改

良が図られてきました。

この結果、天気予報の精度向上のほか降水確率予報、

分布予報・時系列予報、力学的モデルによる季節予報、

台風５日進路予報など時代の要請に応じた予報の高度

化を実現してきました。

平成 30 年６月からは、台風や集中豪雨に対する予測

精度の向上や防災気象情報の高度化、天気予報・季節予

報の精度向上、航空機の安全運航のための気象情報の高

度化を目的として、第 10 代目のスーパーコンピュータ

システムを運用しています。加えて、令和５年３月に、

線状降水帯予測スーパーコンピュータを導入し、線状降

水帯の予測精度向上等の早期実現をめざしています。

数値予報の結果は、各地の気象台に送られて、天気予

報や注意報・警報等の発表に使われるほか、民間気象事

業者にも民間気象業務支援センターを通じて提供され

様々な分野で広く活用されています。さらに、アジア地

域をはじめとして世界各国に提供され、防災活動等に貢

献しています。
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数値予報モデルの概念図
数値予報では、大気や海洋・陸地の状態を気温、風などの

気象要素や海面水温・地面温度などの物理量で表し、物理法

則に基づいて将来の状態を予測します。この予測計算に用い

るプログラムを「数値予報モデル」と呼びます。

数値予報モデルは、大気や海洋・陸地を立体の格子で区切り、格

子上での大気の状態を計算します。（下の図は全球の大気を格子で区

切ったイメージ図です）
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ᶘ ؾ৅༧ใ ᶘ ؾ৅༧ใ

GUIDEBOOK2023_100�_10���1�7�2022年12月24日 午લ�時�2分



数値予報モデルの領域･地形

全球モデル（GSM）
全球アンサンブル予報システム（GEPS）

メソモデル（MSM）
メソアンサンブル予報システム（MEPS)

局地モデル（LFM）

格子間隔が狭いほどより詳細な地形を表現することができます。

そのため、局地的な地形によって引き起こされる気象現象の

表現は格子間隔が狭いモデルほど正確になります。

領域の比較

地形の比較

MSM,MEPS（格子間隔: ５km）の地形 LFM（格子間隔: ２km）の地形

GEPS（格子間隔: 約 27km）の地形 GSM（格子間隔: 約 13km）の地形

モデル地形作成に用いた標高データセットは、MERIT DEM（東京大学准教授 山崎大氏作成）＋RAMP2（米国国
立雪氷データセンター配布）、または GTOPO30（米国地質調査所配布）
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データ同化
データ同化は、直近の予報値と空間的、時間的に不均一な観測データとを、それぞれの誤差

の大きさを考慮して利用し、物理的整合性をもった最適な解析値を格子点値（GPV）の形で求

める技術です。気象庁では現在、ハイブリッド同化手法を用いた全球解析システム(注１)、４

次元変分法を用いたメソ解析システム及び気候データ同化システムと、ハイブリッド同化３次

元変分法を用いた局地解析システム(注２)を運用しています。

全球解析、メソ解析、局地解析、気候データ同化に使用するデータ一覧

△：一般気象レーダーのデータのみを利用

(注１) 予報の不確実性の見積もりに気候値を用いる４次元変分法と、気象条件に応じた不確実性

を考慮できる全球アンサンブル予報システムで使用している技術とを組み合わせた手法を使用。

(注２) ３次元変分法の予測誤差に、アンサンブル手法から算出した気象場に応じた値を考慮する

手法を使用。

データの種類 解析に使用する観測要素

使用先

全

球

メ

ソ

局

地

気

候

直
接
観
測

固定観測点の地上観測

（アメダスを除く）

気圧 ○ ○ ○ ○

湿度 － ○ ○ －

船舶・ブイ 気圧 ○ ○ ○ ○

ラジオゾンデ・

レーウィン
気温、風、湿度 ○ ○ ○ ○

航空機
風 ○ ○ ○ ○

気温 ○ ○ ○ －

アメダス

降水量（解析雨量） － ○ － －

気温、風 － － ○ －

湿度 － ○ ○ －

レ
ー
ダ
ー

ウィンドプロファイラ 風 ○ ○ ○ ○

一般・空港気象レーダー

反射強度（解析雨量） － △ － －

反射強度から算出した相対湿度 － △ △ －

ドップラー速度 － ○ ○ －

衛
星
観
測

可視・赤外イメージャ
画像上の雲や水蒸気パターンから算出した風 ○ ○ ○ ○

輝度温度 ○ ○ ○ ○

マイクロ波イメージャ

輝度温度から算出した降水強度 － ○ － －

輝度温度 ○ ○ ○ ○

輝度温度から算出した土壌水分量 － － ○ －

赤外サウンダ 輝度温度 ○ ○ ○ ○

マイクロ波サウンダ 輝度温度 ○ ○ ○ ○

マイクロ波散乱計
後方散乱断面積から算出した海上風 ○ ○ ○ ○

後方散乱断面積から算出した土壌水分量 － － ○ －

二周波降水レーダー 反射強度から算出した相対湿度 － ○ － －

GNSS掩蔽観測
大気による電波の屈折率 － ○ － －

大気による電波の屈折角 ○ － － ○

GNSS地上観測
大気遅延量から算出した可降水量 － ○ ○ －

大気遅延量 ○ － － ○

GNSS船舶観測 大気遅延量から算出した可降水量 － ○ ○ －

他 気象庁台風解析データ
海面気圧 ○ ○ － ○

風 ○ ○ － ○

数値予報の流れ

数値予報システム一覧
数値予報システム

(略称)

水平

分解能

鉛直層数

(最上層)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

初期値 主な利用目的

全球モデル(GSM) 約 13km
128 層

(0.01hPa)

5.5 日間 (06,18UTC ､毎

日)

11 日間(00,12UTC､毎日)

全球

解析

台風予報、天気予

報・週間天気予報、

航空気象情報、MSM

の側面境界条件

メソモデル(MSM) ５km
96 層

(約 38km)

78 時間

(00,12UTC、毎日)

39 時間

(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

メソ

解析

防災気象情報､降

水短時間予報､航

空気象情報、天気

予報、LFM の側面

境界条件

局地モデル(LFM) ２km
76 層

(約 22km)

10 時間

(毎時)

局地

解析

航空気象情報、

防災気象情報、

降水短時間予報

メソアンサンブル

予報システム

(MEPS)

５km
96 層

(約 38km)

39 時間、21 メンバー

(00,06,12,18UTC、毎日)

メソ

解析

防災気象情報､

航空気象情報、

天気予報

全球アンサンブル

予報システム

(GEPS)

18 日先ま

で約 27km

18～34 日

先まで

約 40km

128 層

(0.01hPa)

5.5 日間、51 メンバー

(06,18UTC、台風等が存在

する時)

11 日間、51 メンバー

(00,12UTC、毎日)

18 日間､51 メンバー

(12UTC､毎日)

34 日間､25 メンバー

(12UTC､火・水曜日)

全球

解析

台風予報、

週間天気予報、

早期天候情報、

２週間気温予報、

１か月予報

季節アンサンブル

予報システム

大気

約 55km

海洋

約 25km

大気 100 層

(0.01hPa)

海洋 60 層

７か月間､５メンバー

(00UTC､毎日)

全球

解析

３か月予報、暖候

期予報、寒候期予

報、エルニーニョ

監視速報

気
象
観
測
成
果
の
収
集

関
係
機
関
へ
の
提
供

天
気
予
報
作
業

予

測

計

算

予

測

計

算
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デ

ー

タ

同

化)

客

観

解

析

客

観

解

析

品

質

管

理

電

文

解

読

応

用

処

理

配

信

処

理

数値予報の流れ

数値予報システム一覧
数値予報システム

(略称)

水平

分解能

鉛直層数

(最上層)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

初期値 主な利用目的

全球モデル(GSM) 約 13km
128 層

(0.01hPa)

5.5 日間 (06,18UTC ､毎

日)

11 日間(00,12UTC､毎日)

全球

解析

台風予報、天気予

報・週間天気予報、

航空気象情報、MSM

の側面境界条件

メソモデル(MSM) ５km
96 層

(約 38km)

78 時間

(00,12UTC、毎日)

39 時間

(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

メソ

解析

防災気象情報､降

水短時間予報､航

空気象情報、天気

予報、LFM の側面

境界条件

局地モデル(LFM) ２km
76 層

(約 22km)

10 時間

(毎時)

局地

解析

航空気象情報、

防災気象情報、

降水短時間予報

メソアンサンブル

予報システム

(MEPS)

５km
96 層

(約 38km)

39 時間、21 メンバー

(00,06,12,18UTC、毎日)

メソ

解析

防災気象情報､

航空気象情報、

天気予報

全球アンサンブル

予報システム

(GEPS)

18 日先ま

で約 27km

18～34 日

先まで

約 40km

128 層

(0.01hPa)

5.5 日間、51 メンバー

(06,18UTC、台風等が存在

する時)

11 日間、51 メンバー

(00,12UTC、毎日)

18 日間､51 メンバー

(12UTC､毎日)

34 日間､25 メンバー

(12UTC､火・水曜日)

全球

解析

台風予報、

週間天気予報、

早期天候情報、

２週間気温予報、

１か月予報

季節アンサンブル

予報システム

大気

約 55km

海洋

約 25km

大気 100 層

(0.01hPa)

海洋 60 層

７か月間､５メンバー

(00UTC､毎日)

全球

解析

３か月予報、暖候

期予報、寒候期予

報、エルニーニョ

監視速報

気
象
観
測
成
果
の
収
集

関
係
機
関
へ
の
提
供

天
気
予
報
作
業

予

測

計

算

予

測

計

算

」「

（
デ

ー

タ

同
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客

観

解

析

客

観

解

析

品

質

管

理

電

文

解

読

応

用

処

理

配

信

処

理

ᩘ್ணሗࡢὶࢀ

数値予報の流れ

数値予報システム一覧
数値予報システム

(略称)

水平

分解能

鉛直層数

(最上層)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

初期値 主な利用目的

全球モデル(GSM) 約 13km
128 層

(0.01hPa)

5.5 日間 (06,18UTC ､毎

日)

11 日間(00,12UTC､毎日)

全球

解析

台風予報、天気予

報・週間天気予報、

航空気象情報、MSM

の側面境界条件

メソモデル(MSM) ５km
96 層

(約 38km)

78 時間

(00,12UTC、毎日)

39 時間

(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

メソ

解析

防災気象情報､降

水短時間予報､航

空気象情報、天気

予報、LFM の側面

境界条件

局地モデル(LFM) ２km
76 層

(約 22km)

10 時間

(毎時)

局地

解析

航空気象情報、

防災気象情報、

降水短時間予報

メソアンサンブル

予報システム

(MEPS)

５km
96 層

(約 38km)

39 時間、21 メンバー

(00,06,12,18UTC、毎日)

メソ

解析

防災気象情報､

航空気象情報、

天気予報

全球アンサンブル

予報システム

(GEPS)

18 日先ま

で約 27km

18～34 日

先まで

約 40km

128 層

(0.01hPa)

5.5 日間、51 メンバー

(06,18UTC、台風等が存在

する時)

11 日間、51 メンバー

(00,12UTC、毎日)

18 日間､51 メンバー

(12UTC､毎日)

34 日間､25 メンバー

(12UTC､火・水曜日)

全球

解析

台風予報、

週間天気予報、

早期天候情報、

２週間気温予報、

１か月予報

季節アンサンブル

予報システム

大気

約 55km

海洋

約 25km

大気 100 層

(0.01hPa)

海洋 60 層

７か月間､５メンバー

(00UTC､毎日)

全球

解析

３か月予報、暖候

期予報、寒候期予

報、エルニーニョ

監視速報

気
象
観
測
成
果
の
収
集

関
係
機
関
へ
の
提
供

天
気
予
報
作
業

予

測

計

算

予

測

計

算
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析

客

観

解

析

品

質

管

理
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理
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データ同化
データ同化は、直近の予報値と空間的、時間的に不均一な観測データとを、それぞれの誤差

の大きさを考慮して利用し、物理的整合性をもった最適な解析値を格子点値（GPV）の形で求

める技術です。気象庁では現在、ハイブリッド同化手法を用いた全球解析システム(注１)、４

次元変分法を用いたメソ解析システム及び気候データ同化システムと、ハイブリッド同化３次

元変分法を用いた局地解析システム(注２)を運用しています。

全球解析、メソ解析、局地解析、気候データ同化に使用するデータ一覧

△：一般気象レーダーのデータのみを利用

(注１) 予報の不確実性の見積もりに気候値を用いる４次元変分法と、気象条件に応じた不確実性

を考慮できる全球アンサンブル予報システムで使用している技術とを組み合わせた手法を使用。

(注２) ３次元変分法の予測誤差に、アンサンブル手法から算出した気象場に応じた値を考慮する

手法を使用。

データの種類 解析に使用する観測要素

使用先

全

球

メ

ソ

局

地

気

候

直
接
観
測

固定観測点の地上観測

（アメダスを除く）

気圧 ○ ○ ○ ○

湿度 － ○ ○ －

船舶・ブイ 気圧 ○ ○ ○ ○

ラジオゾンデ・

レーウィン
気温、風、湿度 ○ ○ ○ ○

航空機
風 ○ ○ ○ ○

気温 ○ ○ ○ －

アメダス

降水量（解析雨量） － ○ － －

気温、風 － － ○ －

湿度 － ○ ○ －

レ
ー
ダ
ー

ウィンドプロファイラ 風 ○ ○ ○ ○

一般・空港気象レーダー

反射強度（解析雨量） － △ － －

反射強度から算出した相対湿度 － △ △ －

ドップラー速度 － ○ ○ －

衛
星
観
測

可視・赤外イメージャ
画像上の雲や水蒸気パターンから算出した風 ○ ○ ○ ○

輝度温度 ○ ○ ○ ○

マイクロ波イメージャ

輝度温度から算出した降水強度 － ○ － －

輝度温度 ○ ○ ○ ○

輝度温度から算出した土壌水分量 － － ○ －

赤外サウンダ 輝度温度 ○ ○ ○ ○

マイクロ波サウンダ 輝度温度 ○ ○ ○ ○

マイクロ波散乱計
後方散乱断面積から算出した海上風 ○ ○ ○ ○

後方散乱断面積から算出した土壌水分量 － － ○ －

二周波降水レーダー 反射強度から算出した相対湿度 － ○ － －

GNSS掩蔽観測
大気による電波の屈折率 － ○ － －

大気による電波の屈折角 ○ － － ○

GNSS地上観測
大気遅延量から算出した可降水量 － ○ ○ －

大気遅延量 ○ － － ○

GNSS船舶観測 大気遅延量から算出した可降水量 － ○ ○ －

他 気象庁台風解析データ
海面気圧 ○ ○ － ○

風 ○ ○ － ○

数値予報の流れ

数値予報システム一覧
数値予報システム

(略称)

水平

分解能

鉛直層数

(最上層)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

初期値 主な利用目的

全球モデル(GSM) 約 13km
128 層

(0.01hPa)

5.5 日間 (06,18UTC ､毎

日)

11 日間(00,12UTC､毎日)

全球

解析

台風予報、天気予

報・週間天気予報、

航空気象情報、MSM

の側面境界条件

メソモデル(MSM) ５km
96 層

(約 38km)

78 時間

(00,12UTC、毎日)

39 時間

(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

メソ

解析

防災気象情報､降

水短時間予報､航

空気象情報、天気

予報、LFM の側面

境界条件

局地モデル(LFM) ２km
76 層

(約 22km)

10 時間

(毎時)

局地

解析

航空気象情報、

防災気象情報、

降水短時間予報

メソアンサンブル

予報システム

(MEPS)

５km
96 層

(約 38km)

39 時間、21 メンバー

(00,06,12,18UTC、毎日)

メソ

解析

防災気象情報､

航空気象情報、

天気予報

全球アンサンブル

予報システム

(GEPS)

18 日先ま

で約 27km

18～34 日

先まで

約 40km

128 層

(0.01hPa)

5.5 日間、51 メンバー

(06,18UTC、台風等が存在

する時)

11 日間、51 メンバー

(00,12UTC、毎日)

18 日間､51 メンバー

(12UTC､毎日)

34 日間､25 メンバー

(12UTC､火・水曜日)

全球

解析

台風予報、

週間天気予報、

早期天候情報、

２週間気温予報、

１か月予報

季節アンサンブル

予報システム

大気

約 55km

海洋

約 25km

大気 100 層

(0.01hPa)

海洋 60 層

７か月間､５メンバー

(00UTC､毎日)

全球

解析

３か月予報、暖候

期予報、寒候期予

報、エルニーニョ

監視速報

気
象
観
測
成
果
の
収
集

関
係
機
関
へ
の
提
供

天
気
予
報
作
業

予

測

計

算

予

測

計

算

」「

（
デ

ー

タ

同

化)

客

観

解

析

客

観

解

析

品

質

管

理

電

文

解

読

応

用

処

理

配

信

処

理

数値予報の流れ

数値予報システム一覧
数値予報システム

(略称)

水平

分解能

鉛直層数

(最上層)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

初期値 主な利用目的

全球モデル(GSM) 約 13km
128 層

(0.01hPa)

5.5 日間 (06,18UTC ､毎

日)

11 日間(00,12UTC､毎日)

全球

解析

台風予報、天気予

報・週間天気予報、

航空気象情報、MSM

の側面境界条件

メソモデル(MSM) ５km
96 層

(約 38km)

78 時間

(00,12UTC、毎日)

39 時間

(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

メソ

解析

防災気象情報､降

水短時間予報､航

空気象情報、天気

予報、LFM の側面

境界条件

局地モデル(LFM) ２km
76 層

(約 22km)

10 時間

(毎時)

局地

解析

航空気象情報、

防災気象情報、

降水短時間予報

メソアンサンブル

予報システム

(MEPS)

５km
96 層

(約 38km)

39 時間、21 メンバー

(00,06,12,18UTC、毎日)

メソ

解析

防災気象情報､

航空気象情報、

天気予報

全球アンサンブル

予報システム

(GEPS)

18 日先ま

で約 27km

18～34 日

先まで

約 40km

128 層

(0.01hPa)

5.5 日間、51 メンバー

(06,18UTC、台風等が存在

する時)

11 日間、51 メンバー

(00,12UTC、毎日)

18 日間､51 メンバー

(12UTC､毎日)

34 日間､25 メンバー

(12UTC､火・水曜日)

全球

解析

台風予報、

週間天気予報、

早期天候情報、

２週間気温予報、

１か月予報

季節アンサンブル

予報システム

大気

約 55km

海洋

約 25km

大気 100 層

(0.01hPa)

海洋 60 層

７か月間､５メンバー

(00UTC､毎日)

全球

解析

３か月予報、暖候

期予報、寒候期予

報、エルニーニョ

監視速報

気
象
観
測
成
果
の
収
集

関
係
機
関
へ
の
提
供

天
気
予
報
作
業

予

測

計

算

予

測

計

算

」「

（
デ

ー

タ

同

化)

客

観

解

析

客

観

解

析

品

質

管

理

電

文

解

読

応

用

処

理

配

信

処

理
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数値予報による予報事例

令和４年台風第 14号の事例。局地モデル(LFM)による前３時間積算雨量の予測結

果（右図）に見られる西日本の強雨域は、同時刻の解析雨量（左図）とよく対応し

ています。

天気予報ガイダンス
ガイダンスとは、天気、最高気温、雨量などの予報要素を直接示す予測資料です。

数値予報データ及び観測・解析データを利用し、統計手法を用いて作成します。

現在、作成している天気予報ガイダンスは、以下のとおりです。

天気予報ガイダンスの一覧

ガイダンス 要素 形式

降水

平均降水量

20km格子(GSM)

５km格子(MSM･MEPS)

降水確率(注１)

最大降水量

大雨発生確率(注２)

降雪 降雪量 ５km格子(GSM･MSM･MEPS)

気温
時系列気温

アメダス地点(GSM･MSM･MEPS)
最高・最低気温

風
定時風

アメダス地点(GSM･MSM･MEPS)
最大風速

天気 天気
20km格子(GSM)

５km格子(MSM)

発雷確率 発雷確率 20km格子(GSM･MSM･MEPS)

湿度 最小湿度 気象官署(GSM･MSM)

視程 視程
20km格子(GSM)

５km格子(MSM)
(注１)MEPS では作成しない。 (注２)GSM では作成しない。

（令和４年９月 18日午後９時）

解析雨量
（前 3時間積算降水量）

局地モデルによる予測結果
（前 3時間積算降水量、海面更正気圧

（９月 18日正午初期値の９時間後の予報））

数値予報に用いる計算機の変遷

��
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数値予報による予報事例

令和４年台風第 14号の事例。局地モデル(LFM)による前３時間積算雨量の予測結

果（右図）に見られる西日本の強雨域は、同時刻の解析雨量（左図）とよく対応し

ています。

天気予報ガイダンス
ガイダンスとは、天気、最高気温、雨量などの予報要素を直接示す予測資料です。

数値予報データ及び観測・解析データを利用し、統計手法を用いて作成します。

現在、作成している天気予報ガイダンスは、以下のとおりです。

天気予報ガイダンスの一覧

ガイダンス 要素 形式

降水

平均降水量

20km格子(GSM)

５km格子(MSM･MEPS)

降水確率(注１)

最大降水量

大雨発生確率(注２)

降雪 降雪量 ５km格子(GSM･MSM･MEPS)

気温
時系列気温

アメダス地点(GSM･MSM･MEPS)
最高・最低気温

風
定時風

アメダス地点(GSM･MSM･MEPS)
最大風速

天気 天気
20km格子(GSM)

５km格子(MSM)

発雷確率 発雷確率 20km格子(GSM･MSM･MEPS)

湿度 最小湿度 気象官署(GSM･MSM)

視程 視程
20km格子(GSM)

５km格子(MSM)
(注１)MEPS では作成しない。 (注２)GSM では作成しない。

（令和４年９月 18日午後９時）

解析雨量
（前 3時間積算降水量）

局地モデルによる予測結果
（前 3時間積算降水量、海面更正気圧

（９月 18日正午初期値の９時間後の予報））

数値予報に用いる計算機の変遷

�2
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数値予報システムの変遷 〈凡例〉
モデル名称 モデル略称(水平分解能 鉛直層数 アンサンブルメンバー数)

運用開始年．月 運用終了年．月

　　　　　1982.3

GSM (T63 L40 M31)

03 .3 GSM (TL95 L40 M31)

北半球バランス・バロトロピックモデル (381km) GSM (TL95 L40 M51)

59 .6 72 .5 07 .3 大気海洋結合モデルJMA/MRI-CGCM1 (M51＃)

北半球バランスモデル (381km L3) 10 .2 JMA/MRI-CGCM2 (M51＃→M13)＊４

70 .4 北半球プリミティブモデル NHM (381km L4) GSM (T63 L30 M10＃)  (大気: TL95 L40) 15 .6 JMA/MRI-CPS3(M5)＊５

75 .1 NHM (381km L8) GSM (T106 L40 M26＃)  (海洋: 1x(0.3-1)deg L50)  (大気: TL159 L60) 22 .2

北半球スペクトルモデル HSM (T42 L12) GSM (TL159 L40 M50＃)  (海洋: 1x(0.3-0.5)deg L52+海底境界層)

83 .3 88 .3 GSM (TL159 L60 M50＃) (大気:TL319 L100)

08 .3 GSM (TL319 L60 M50＃) (海洋:0.25deg L60)

GSM (T106 L40 M25) 17 .3

GSM (TL159 L40 M51)

GSM (TL319 L60 M51)

07 .11

08 .2 GSM (TL479 L60 M27)＊３

GSM (TL319 L60 M11) 17 .1

全球モデル GSM (T42 L12) 17 .1 GSM (TL479 L128 M51)（11日先まで）

GSM (T63 L16) GSM (TL479 L60 M25) GSM (TL479 L128 M51)（11～18日先まで）

88 .3 GSM (T106 L21) 17 .1 GSM (TL319 L128 M25)（18～34日先まで）

台風バランス・バロトロピックモデル (381km) 89 .11 GSM (T213 L30) GSM (TL479 L100 M27)（11日先まで） 21 .3

63 .9 台風3次元モデル MNG (381／191／95km L3） GSM (T213 L40) GSM (TL479 L100 M13)（11～18日先まで） 22 .2

台風モデル TYM (50km L8） GSM (TL319 L40)＊２ GSM (TL319 L100 M13)（18～34日先まで） GSM (TQ479 L128 M51)（18日先まで）

アジア準地衡風モデル (304.8km L4) 88 .3 05 .2 GSM (TL959 L60) GSM (TQ319 L128 M25)（18～34日先まで）

61 .9 70 .4 TYM (40km L15) 07 .11 GSM (TL959 L100)

アジア・プリミティブ・ファインメッシュモデル FLM (152.4km L6) TYM (24km L25) GSM (TL959 L128)

73 .10 FLM (127km L10) 21 .3 GSM (TQ959 L128)

FLM (127km L12)

83 .3 アジア域モデル ASM (75km L16)

88 .3 96 .3

日本域微格子モデル VFM (63.5km L11)

83 .3 VFM (63.5km L13)

84 .11 日本域モデル JSM (40km L19)

88 .3 JSM (30km L23)

92 .3 領域モデル RSM (20km L36)

RSM (20km L40)

MSM (5km L76 M21)

19 .6 MSM (5km L96 M21)

メソモデル MSM (10km L40) 22 .3

MSM (10km L38)＊１

04 .9 MSM (5km L48)

MSM (5km L76)

17 .2 MSM (5km L96)

22 .3

局地モデル LFM (2km L58)

12 .8 LFM (2km L76)

21 .3

MXXX＃：複数の初期時刻の予測を組み合わせた全アンサンブルメンバー数 ＊１ 非静力学モデルを導入 ＊３ 実行頻度を増強（1日1回から2回へ） ＊５ 実行頻度を増強(半旬1回から1日1回へ)

＊２ セミラグランジュ法を導入 ＊４ 2019年11月より運用方式を変更（月51メンバーから半旬13メンバーへ）

IBM 704 HITAC 5020/5020F HITAC 8700/8800 HITAC M-200H
HITAC S-810/20K

HITAC M-680H

週間アンサンブル

予報システム

1か月アンサンブル

予報システム

1959.3 1967.4 1973.8 1987.9 1987.12 1996.3 2006.3

HITACHI SR8000 E1 HITACHI SR11000 K1 HITACHI SR16000 M1

2001.3

HITAC S-3800/480
FUJITSU PRIMEHPC FX1000

07 .11

07 .11

2012.6

14 .3

台風アンサンブル
予報システム

14 .3

14 .2

14 .3

2018.6

Cray XC50

23 .3

2023.3

季節アンサンブル
予報システム

全球アンサンブル
予報システム

全球モデル

メソモデル

局地モデル

メソアンサンブル
予報システム

TXXX,TQXXX ：切断波数（二次格子） LXXX：鉛直層数

TLXXX：切断波数（一次格子） MXXX：アンサンブルメンバー数

切断波数と対応する水平分解能

T42 / 約270km TL95, T63 / 約180km

TL159,T106  /  約110km         TL319,T213 /  約 55km

TL479,TQ319 / 約 40km         TQ479      /  約 27km

TL959 /  約 20km         TQ959 /  約 13km

数値予報システムの変遷 〈凡例〉
モデル名称 モデル略称(水平分解能 鉛直層数 アンサンブルメンバー数)

運用開始年．月 運用終了年．月

　　　　　1982.3

GSM (T63 L40 M31)

03 .3 GSM (TL95 L40 M31)

北半球バランス・バロトロピックモデル (381km) GSM (TL95 L40 M51)

59 .6 72 .5 07 .3 大気海洋結合モデルJMA/MRI-CGCM1 (M51＃)

北半球バランスモデル (381km L3) 10 .2 JMA/MRI-CGCM2 (M51＃→M13)＊４

70 .4 北半球プリミティブモデル NHM (381km L4) GSM (T63 L30 M10＃)  (大気: TL95 L40) 15 .6 JMA/MRI-CPS3(M5)＊５

75 .1 NHM (381km L8) GSM (T106 L40 M26＃)  (海洋: 1x(0.3-1)deg L50)  (大気: TL159 L60) 22 .2

北半球スペクトルモデル HSM (T42 L12) GSM (TL159 L40 M50＃)  (海洋: 1x(0.3-0.5)deg L52+海底境界層)

83 .3 88 .3 GSM (TL159 L60 M50＃) (大気:TL319 L100)

08 .3 GSM (TL319 L60 M50＃) (海洋:0.25deg L60)

GSM (T106 L40 M25) 17 .3

GSM (TL159 L40 M51)

GSM (TL319 L60 M51)

07 .11

08 .2 GSM (TL479 L60 M27)＊３

GSM (TL319 L60 M11) 17 .1

全球モデル GSM (T42 L12) 17 .1 GSM (TL479 L128 M51)（11日先まで）

GSM (T63 L16) GSM (TL479 L60 M25) GSM (TL479 L128 M51)（11～18日先まで）

88 .3 GSM (T106 L21) 17 .1 GSM (TL319 L128 M25)（18～34日先まで）

台風バランス・バロトロピックモデル (381km) 89 .11 GSM (T213 L30) GSM (TL479 L100 M27)（11日先まで） 21 .3

63 .9 台風3次元モデル MNG (381／191／95km L3） GSM (T213 L40) GSM (TL479 L100 M13)（11～18日先まで） 22 .2

台風モデル TYM (50km L8） GSM (TL319 L40)＊２ GSM (TL319 L100 M13)（18～34日先まで） GSM (TQ479 L128 M51)（18日先まで）

アジア準地衡風モデル (304.8km L4) 88 .3 05 .2 GSM (TL959 L60) GSM (TQ319 L128 M25)（18～34日先まで）

61 .9 70 .4 TYM (40km L15) 07 .11 GSM (TL959 L100)

アジア・プリミティブ・ファインメッシュモデル FLM (152.4km L6) TYM (24km L25) GSM (TL959 L128)

73 .10 FLM (127km L10) 21 .3 GSM (TQ959 L128)

FLM (127km L12)

83 .3 アジア域モデル ASM (75km L16)

88 .3 96 .3

日本域微格子モデル VFM (63.5km L11)

83 .3 VFM (63.5km L13)

84 .11 日本域モデル JSM (40km L19)

88 .3 JSM (30km L23)

92 .3 領域モデル RSM (20km L36)

RSM (20km L40)

MSM (5km L76 M21)

19 .6 MSM (5km L96 M21)

メソモデル MSM (10km L40) 22 .3

MSM (10km L38)＊１

04 .9 MSM (5km L48)

MSM (5km L76)

17 .2 MSM (5km L96)

22 .3

局地モデル LFM (2km L58)

12 .8 LFM (2km L76)

21 .3

MXXX＃：複数の初期時刻の予測を組み合わせた全アンサンブルメンバー数 ＊１ 非静力学モデルを導入 ＊３ 実行頻度を増強（1日1回から2回へ） ＊５ 実行頻度を増強(半旬1回から1日1回へ)

＊２ セミラグランジュ法を導入 ＊４ 2019年11月より運用方式を変更（月51メンバーから半旬13メンバーへ）

IBM 704 HITAC 5020/5020F HITAC 8700/8800 HITAC M-200H
HITAC S-810/20K

HITAC M-680H

週間アンサンブル

予報システム

1か月アンサンブル

予報システム

1959.3 1967.4 1973.8 1987.9 1987.12 1996.3 2006.3

HITACHI SR8000 E1 HITACHI SR11000 K1 HITACHI SR16000 M1

2001.3

HITAC S-3800/480
FUJITSU PRIMEHPC FX1000

07 .11

07 .11

2012.6

14 .3

台風アンサンブル
予報システム

14 .3

14 .2

14 .3

2018.6

Cray XC50

23 .3

2023.3

季節アンサンブル
予報システム

全球アンサンブル
予報システム

全球モデル

メソモデル

局地モデル

メソアンサンブル
予報システム

TXXX,TQXXX ：切断波数（二次格子） LXXX：鉛直層数

TLXXX：切断波数（一次格子） MXXX：アンサンブルメンバー数

切断波数と対応する水平分解能

T42 / 約270km TL95, T63 / 約180km

TL159,T106  /  約110km         TL319,T213 /  約 55km

TL479,TQ319 / 約 40km         TQ479      /  約 27km

TL959 /  約 20km         TQ959 /  約 13km
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数値予報システムの変遷 〈凡例〉
モデル名称 モデル略称(水平分解能 鉛直層数 アンサンブルメンバー数)

運用開始年．月 運用終了年．月

　　　　　1982.3

GSM (T63 L40 M31)

03 .3 GSM (TL95 L40 M31)

北半球バランス・バロトロピックモデル (381km) GSM (TL95 L40 M51)

59 .6 72 .5 07 .3 大気海洋結合モデルJMA/MRI-CGCM1 (M51＃)

北半球バランスモデル (381km L3) 10 .2 JMA/MRI-CGCM2 (M51＃→M13)＊４

70 .4 北半球プリミティブモデル NHM (381km L4) GSM (T63 L30 M10＃)  (大気: TL95 L40) 15 .6 JMA/MRI-CPS3(M5)＊５

75 .1 NHM (381km L8) GSM (T106 L40 M26＃)  (海洋: 1x(0.3-1)deg L50)  (大気: TL159 L60) 22 .2

北半球スペクトルモデル HSM (T42 L12) GSM (TL159 L40 M50＃)  (海洋: 1x(0.3-0.5)deg L52+海底境界層)

83 .3 88 .3 GSM (TL159 L60 M50＃) (大気:TL319 L100)

08 .3 GSM (TL319 L60 M50＃) (海洋:0.25deg L60)

GSM (T106 L40 M25) 17 .3

GSM (TL159 L40 M51)

GSM (TL319 L60 M51)

07 .11

08 .2 GSM (TL479 L60 M27)＊３

GSM (TL319 L60 M11) 17 .1

全球モデル GSM (T42 L12) 17 .1 GSM (TL479 L128 M51)（11日先まで）

GSM (T63 L16) GSM (TL479 L60 M25) GSM (TL479 L128 M51)（11～18日先まで）

88 .3 GSM (T106 L21) 17 .1 GSM (TL319 L128 M25)（18～34日先まで）

台風バランス・バロトロピックモデル (381km) 89 .11 GSM (T213 L30) GSM (TL479 L100 M27)（11日先まで） 21 .3

63 .9 台風3次元モデル MNG (381／191／95km L3） GSM (T213 L40) GSM (TL479 L100 M13)（11～18日先まで） 22 .2

台風モデル TYM (50km L8） GSM (TL319 L40)＊２ GSM (TL319 L100 M13)（18～34日先まで） GSM (TQ479 L128 M51)（18日先まで）

アジア準地衡風モデル (304.8km L4) 88 .3 05 .2 GSM (TL959 L60) GSM (TQ319 L128 M25)（18～34日先まで）

61 .9 70 .4 TYM (40km L15) 07 .11 GSM (TL959 L100)

アジア・プリミティブ・ファインメッシュモデル FLM (152.4km L6) TYM (24km L25) GSM (TL959 L128)

73 .10 FLM (127km L10) 21 .3 GSM (TQ959 L128)

FLM (127km L12)

83 .3 アジア域モデル ASM (75km L16)

88 .3 96 .3

日本域微格子モデル VFM (63.5km L11)

83 .3 VFM (63.5km L13)

84 .11 日本域モデル JSM (40km L19)

88 .3 JSM (30km L23)

92 .3 領域モデル RSM (20km L36)

RSM (20km L40)

MSM (5km L76 M21)

19 .6 MSM (5km L96 M21)

メソモデル MSM (10km L40) 22 .3

MSM (10km L38)＊１

04 .9 MSM (5km L48)

MSM (5km L76)

17 .2 MSM (5km L96)

22 .3

局地モデル LFM (2km L58)

12 .8 LFM (2km L76)

21 .3

MXXX＃：複数の初期時刻の予測を組み合わせた全アンサンブルメンバー数 ＊１ 非静力学モデルを導入 ＊３ 実行頻度を増強（1日1回から2回へ） ＊５ 実行頻度を増強(半旬1回から1日1回へ)

＊２ セミラグランジュ法を導入 ＊４ 2019年11月より運用方式を変更（月51メンバーから半旬13メンバーへ）

IBM 704 HITAC 5020/5020F HITAC 8700/8800 HITAC M-200H
HITAC S-810/20K

HITAC M-680H

週間アンサンブル

予報システム

1か月アンサンブル

予報システム

1959.3 1967.4 1973.8 1987.9 1987.12 1996.3 2006.3

HITACHI SR8000 E1 HITACHI SR11000 K1 HITACHI SR16000 M1

2001.3

HITAC S-3800/480
FUJITSU PRIMEHPC FX1000

07 .11

07 .11

2012.6

14 .3

台風アンサンブル
予報システム

14 .3

14 .2

14 .3

2018.6

Cray XC50

23 .3

2023.3

季節アンサンブル
予報システム

全球アンサンブル
予報システム

全球モデル

メソモデル

局地モデル

メソアンサンブル
予報システム

TXXX,TQXXX ：切断波数（二次格子） LXXX：鉛直層数

TLXXX：切断波数（一次格子） MXXX：アンサンブルメンバー数

切断波数と対応する水平分解能

T42 / 約270km TL95, T63 / 約180km

TL159,T106  /  約110km         TL319,T213 /  約 55km

TL479,TQ319 / 約 40km         TQ479      /  約 27km

TL959 /  約 20km         TQ959 /  約 13km

数値予報システムの変遷 〈凡例〉
モデル名称 モデル略称(水平分解能 鉛直層数 アンサンブルメンバー数)

運用開始年．月 運用終了年．月

　　　　　1982.3

GSM (T63 L40 M31)

03 .3 GSM (TL95 L40 M31)

北半球バランス・バロトロピックモデル (381km) GSM (TL95 L40 M51)

59 .6 72 .5 07 .3 大気海洋結合モデルJMA/MRI-CGCM1 (M51＃)

北半球バランスモデル (381km L3) 10 .2 JMA/MRI-CGCM2 (M51＃→M13)＊４

70 .4 北半球プリミティブモデル NHM (381km L4) GSM (T63 L30 M10＃)  (大気: TL95 L40) 15 .6 JMA/MRI-CPS3(M5)＊５

75 .1 NHM (381km L8) GSM (T106 L40 M26＃)  (海洋: 1x(0.3-1)deg L50)  (大気: TL159 L60) 22 .2

北半球スペクトルモデル HSM (T42 L12) GSM (TL159 L40 M50＃)  (海洋: 1x(0.3-0.5)deg L52+海底境界層)

83 .3 88 .3 GSM (TL159 L60 M50＃) (大気:TL319 L100)

08 .3 GSM (TL319 L60 M50＃) (海洋:0.25deg L60)

GSM (T106 L40 M25) 17 .3

GSM (TL159 L40 M51)

GSM (TL319 L60 M51)

07 .11

08 .2 GSM (TL479 L60 M27)＊３

GSM (TL319 L60 M11) 17 .1

全球モデル GSM (T42 L12) 17 .1 GSM (TL479 L128 M51)（11日先まで）

GSM (T63 L16) GSM (TL479 L60 M25) GSM (TL479 L128 M51)（11～18日先まで）

88 .3 GSM (T106 L21) 17 .1 GSM (TL319 L128 M25)（18～34日先まで）

台風バランス・バロトロピックモデル (381km) 89 .11 GSM (T213 L30) GSM (TL479 L100 M27)（11日先まで） 21 .3

63 .9 台風3次元モデル MNG (381／191／95km L3） GSM (T213 L40) GSM (TL479 L100 M13)（11～18日先まで） 22 .2

台風モデル TYM (50km L8） GSM (TL319 L40)＊２ GSM (TL319 L100 M13)（18～34日先まで） GSM (TQ479 L128 M51)（18日先まで）

アジア準地衡風モデル (304.8km L4) 88 .3 05 .2 GSM (TL959 L60) GSM (TQ319 L128 M25)（18～34日先まで）

61 .9 70 .4 TYM (40km L15) 07 .11 GSM (TL959 L100)

アジア・プリミティブ・ファインメッシュモデル FLM (152.4km L6) TYM (24km L25) GSM (TL959 L128)

73 .10 FLM (127km L10) 21 .3 GSM (TQ959 L128)

FLM (127km L12)

83 .3 アジア域モデル ASM (75km L16)

88 .3 96 .3

日本域微格子モデル VFM (63.5km L11)

83 .3 VFM (63.5km L13)

84 .11 日本域モデル JSM (40km L19)

88 .3 JSM (30km L23)

92 .3 領域モデル RSM (20km L36)

RSM (20km L40)

MSM (5km L76 M21)

19 .6 MSM (5km L96 M21)

メソモデル MSM (10km L40) 22 .3

MSM (10km L38)＊１

04 .9 MSM (5km L48)

MSM (5km L76)

17 .2 MSM (5km L96)

22 .3

局地モデル LFM (2km L58)

12 .8 LFM (2km L76)

21 .3

MXXX＃：複数の初期時刻の予測を組み合わせた全アンサンブルメンバー数 ＊１ 非静力学モデルを導入 ＊３ 実行頻度を増強（1日1回から2回へ） ＊５ 実行頻度を増強(半旬1回から1日1回へ)

＊２ セミラグランジュ法を導入 ＊４ 2019年11月より運用方式を変更（月51メンバーから半旬13メンバーへ）

IBM 704 HITAC 5020/5020F HITAC 8700/8800 HITAC M-200H
HITAC S-810/20K

HITAC M-680H

週間アンサンブル

予報システム

1か月アンサンブル

予報システム

1959.3 1967.4 1973.8 1987.9 1987.12 1996.3 2006.3

HITACHI SR8000 E1 HITACHI SR11000 K1 HITACHI SR16000 M1

2001.3

HITAC S-3800/480
FUJITSU PRIMEHPC FX1000

07 .11

07 .11

2012.6

14 .3

台風アンサンブル
予報システム

14 .3

14 .2

14 .3

2018.6

Cray XC50

23 .3

2023.3

季節アンサンブル
予報システム

全球アンサンブル
予報システム

全球モデル

メソモデル

局地モデル

メソアンサンブル
予報システム

TXXX,TQXXX ：切断波数（二次格子） LXXX：鉛直層数

TLXXX：切断波数（一次格子） MXXX：アンサンブルメンバー数

切断波数と対応する水平分解能

T42 / 約270km TL95, T63 / 約180km

TL159,T106  /  約110km         TL319,T213 /  約 55km

TL479,TQ319 / 約 40km         TQ479      /  約 27km

TL959 /  約 20km         TQ959 /  約 13km
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気象情報の基盤情報システム

気象庁では、国内外の気象機関などから気象などの観測データを収集し、

これを解析、予測することで、天気予報や特別警報・警報・注意報などの様々

な情報を作成し、国内外の気象機関、防災関係機関、報道機関などに伝達して

います。こうした気象情報は国民生活の安全に欠くことのできないものであ

り、迅速かつ確実に作成、伝達するシステムを構築しています。

情報基盤の中核となる気象庁のネットワークには、異なる複数系統の広域

LANを採用して信頼性（耐障害性）を高め、拡張性のある国内基盤通信網を構

築し、全国各地の各種データを、同ネットワークを介して、気象資料総合処理

システム（COSMETS）で収集・解析・配信しています。COSMETS は気象庁の中

核的な情報通信システムである気象情報伝送処理システム（アデス）とスーパ

ーコンピュータシステムから構成されています。

アデスでは、気象情報の国際的な交換・配信を行うために構築された全球通

信システム（GTS）、国際航空固定通信網（AFTN）と接続し、これらに接続され

た諸外国の気象機関等とデータ交換を行っています。また地域気象観測シス

テム（アメダス）、地震活動等総合監視システム（EPOS）などの庁内諸システ

ムと接続し、気象庁のデータ交換中枢の役割を果たしています。

スーパーコンピュータシステムでは、アデスによって集められた国内外の

観測データを使い、大気の力学や熱力学などの物理法則に基づく数値予報モ

デルにより大気の状態を数値的に予測しています。予測値としては、数時間先

のきめ細かな予測から数ヶ月先までの全球規模の予測を行っています。  

収集・作成された各種気象情報は、天気予報や特別警報・警報・注意報など

の作成に利用されるほか、行政機関、報道機関並びに船舶・航空機等へも提供

しています。また、防災情報提供システムにより、首相官邸をはじめとする防

災関係機関へきめ細かな各種防災情報を提供している他、一般の方々へ直接

情報を提供するため、気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp）におい

て、大雨や暴風などに関する特別警報・警報・注意報、地震や津波、火山に関

する情報、天気予報、気象レーダーやアメダスの観測結果の分布など、多種多

様な情報を提供しています。
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気象情報の基盤情報システム

気象庁では、国内外の気象機関などから気象などの観測データを収集し、

これを解析、予測することで、天気予報や特別警報・警報・注意報などの様々

な情報を作成し、国内外の気象機関、防災関係機関、報道機関などに伝達して

います。こうした気象情報は国民生活の安全に欠くことのできないものであ

り、迅速かつ確実に作成、伝達するシステムを構築しています。

情報基盤の中核となる気象庁のネットワークには、異なる複数系統の広域

LANを採用して信頼性（耐障害性）を高め、拡張性のある国内基盤通信網を構

築し、全国各地の各種データを、同ネットワークを介して、気象資料総合処理

システム（COSMETS）で収集・解析・配信しています。COSMETS は気象庁の中

核的な情報通信システムである気象情報伝送処理システム（アデス）とスーパ

ーコンピュータシステムから構成されています。

アデスでは、気象情報の国際的な交換・配信を行うために構築された全球通

信システム（GTS）、国際航空固定通信網（AFTN）と接続し、これらに接続され

た諸外国の気象機関等とデータ交換を行っています。また地域気象観測シス

テム（アメダス）、地震活動等総合監視システム（EPOS）などの庁内諸システ

ムと接続し、気象庁のデータ交換中枢の役割を果たしています。

スーパーコンピュータシステムでは、アデスによって集められた国内外の

観測データを使い、大気の力学や熱力学などの物理法則に基づく数値予報モ

デルにより大気の状態を数値的に予測しています。予測値としては、数時間先

のきめ細かな予測から数ヶ月先までの全球規模の予測を行っています。  

収集・作成された各種気象情報は、天気予報や特別警報・警報・注意報など

の作成に利用されるほか、行政機関、報道機関並びに船舶・航空機等へも提供

しています。また、防災情報提供システムにより、首相官邸をはじめとする防

災関係機関へきめ細かな各種防災情報を提供している他、一般の方々へ直接

情報を提供するため、気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp）におい

て、大雨や暴風などに関する特別警報・警報・注意報、地震や津波、火山に関

する情報、天気予報、気象レーダーやアメダスの観測結果の分布など、多種多

様な情報を提供しています。
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地上気象観測種目

観測種目 観測方法 観測場所

気圧、気圧変化の型と量、日最低海面

気圧・同起時

電気式気圧計
観測室

気温、水蒸気圧、露点温度、相対湿度、

日最高気温・同起時、日最低気温・

同起時、日最小相対湿度・同起時

電気式温度計

電気式湿度計

携帯用通風乾湿計

露 場

風向、風速、日最大瞬間風速・同風向・

同起時、日最大風速・同風向・同起時

風車型風向風速計

測風塔

又は屋上全天日射量 全天電気式日射計

日照時間 回転式日照計

太陽電池式日照計

降水量、降水強度、日最大 1時間

又は 10分間降水量・同起時、

大気現象（降水現象の有無）

転倒ます型雨量計

感雨器

露 場積雪の深さ 積雪計

雪尺

降雪の深さ 積雪計

雪板

視程、現在天気、大気現象 視程計

感雨器

電気式温度計

電気式湿度計

露 場

(無人の場合)

視程、現在天気、大気現象 視程計

感雨器

電気式温度計

電気式湿度計

気象レーダー

雷監視システム

露場等

(有人

(自動観測)

の場合)

視程、現在天気、大気現象、

雲量・雲形・雲の向き（雲片又は雲塊

の進行してくる方向）

観測者による目視

又は聴音

露 場

(有人 (観測者

による観測 )

の場合)

観測システムの全体像

気象観測は、雷雨や集中豪雨といった短時間で局地的に発生する現象

から、高・低気圧が日本を通過するような長時間に渡る現象までを的確

に把握するため、それぞれの現象スケールに合わせた時間と間隔による

観測データを集める必要があります。

このため、気象庁は地上・高層気象観測装置を全国に配置してポイン

ト毎の観測を行うとともに、レーダーやウィンドプロファイラ、気象衛

星などのリモートセンシング観測（遠隔により広範囲の状況を把握する）

と組み合わせて、時間的、空間的にきめ細かな観測ネットワークを構築

し、大雨などの顕著な現象はもとより総合的な気象現象の監視を実施し

ています。

観測の水平分解能 (ｋｍ)
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地上気象観測種目

観測種目 観測方法 観測場所

気圧、気圧変化の型と量、日最低海面

気圧・同起時

電気式気圧計
観測室

気温、水蒸気圧、露点温度、相対湿度、

日最高気温・同起時、日最低気温・

同起時、日最小相対湿度・同起時

電気式温度計

電気式湿度計

携帯用通風乾湿計

露 場

風向、風速、日最大瞬間風速・同風向・

同起時、日最大風速・同風向・同起時
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観測システムの全体像
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地上気象観測装置の概要

地上気象観測装置は、地方気象台などの気象官署及び特別地域気象観

測所において、気温・気圧・湿度・風向・風速・積雪の深さ・日照時間

などの地上気象観測を行う装置で、各種の測器及び信号変換部で構成さ

れています。このうち、気圧計を除く測器は観測露場や庁舎屋上等に設

置し、気圧計及び信号変換部は観測室内に設置しています。

地上気象観測装置では、電気式温度計・電気式湿度計・転倒ます型雨

量計・感雨器・電気式気圧計・風車型風向風速計・全天電気式日射計・

回転式日照計・積雪計（光電式）・視程計といった測器を使用しています。

地上気象観測装置の概要

地上気象観測装置は、地方気象台などの気象官署及び特別地域気象観

測所において、気温・気圧・湿度・風向・風速・積雪の深さ・日照時間

などの地上気象観測を行う装置で、各種の測器及び信号変換部で構成さ

れています。このうち、気圧計を除く測器は観測露場や庁舎屋上等に設

置し、気圧計及び信号変換部は観測室内に設置しています。

地上気象観測装置では、電気式温度計・電気式湿度計・転倒ます型雨

量計・感雨器・電気式気圧計・風車型風向風速計・全天電気式日射計・

回転式日照計・積雪計（光電式）・視程計といった測器を使用しています。

地上気象観測網
（令和５年４月１日現在）

管区・沖縄気象台

施設等機関

地方気象台

測候所

特別地域気象観測所

６か所

３か所

50か所

２か所

94か所

南鳥島 父島

石垣島 宮古島
南大東島

沖縄

鹿児島 宮崎

稚内

網走

釧路

旭川

札幌

室蘭

函館

青森

秋田

盛岡

山形新潟

仙台

福島

水戸

銚子

宇都宮前橋長野

横浜

東京

熊谷甲府

静岡

富山
金沢

福井鳥取松江

岐阜

名古屋
津

彦根

奈良
徳島

高知

岡山広島下関
福岡

松山 高松

京都

神戸

大阪
和歌山

大分
熊本

長崎

佐賀
高層気象台

地上気象観測網
（令和５年４月１日現在）

管区・沖縄気象台

施設等機関

地方気象台

測候所

特別地域気象観測所

６か所

３か所

50か所

２か所

94か所

南鳥島 父島

石垣島 宮古島
南大東島

沖縄

鹿児島 宮崎

稚内

網走

釧路

旭川

札幌

室蘭

函館

青森

秋田

盛岡

山形新潟

仙台

福島

水戸

銚子

宇都宮前橋長野

横浜

東京

熊谷甲府

静岡

富山
金沢

福井鳥取松江

岐阜

名古屋
津

彦根

奈良
徳島

高知

岡山広島下関
福岡

松山 高松

京都

神戸

大阪
和歌山

大分
熊本

長崎

佐賀
高層気象台

��

GUIDEBOOK2023_10�7_10���1���2022年12月24日 午લ10時27分

ᶙ ؾ৅؍ଌ ᶙ ؾ৅؍ଌ



地上気象観測装置の概要

地上気象観測装置は、地方気象台などの気象官署及び特別地域気象観

測所において、気温・気圧・湿度・風向・風速・積雪の深さ・日照時間

などの地上気象観測を行う装置で、各種の測器及び信号変換部で構成さ

れています。このうち、気圧計を除く測器は観測露場や庁舎屋上等に設

置し、気圧計及び信号変換部は観測室内に設置しています。

地上気象観測装置では、電気式温度計・電気式湿度計・転倒ます型雨

量計・感雨器・電気式気圧計・風車型風向風速計・全天電気式日射計・

回転式日照計・積雪計（光電式）・視程計といった測器を使用しています。

地上気象観測装置の概要

地上気象観測装置は、地方気象台などの気象官署及び特別地域気象観

測所において、気温・気圧・湿度・風向・風速・積雪の深さ・日照時間

などの地上気象観測を行う装置で、各種の測器及び信号変換部で構成さ

れています。このうち、気圧計を除く測器は観測露場や庁舎屋上等に設

置し、気圧計及び信号変換部は観測室内に設置しています。

地上気象観測装置では、電気式温度計・電気式湿度計・転倒ます型雨

量計・感雨器・電気式気圧計・風車型風向風速計・全天電気式日射計・

回転式日照計・積雪計（光電式）・視程計といった測器を使用しています。

地上気象観測網
（令和５年４月１日現在）

管区・沖縄気象台

施設等機関

地方気象台

測候所

特別地域気象観測所

６か所

３か所

50か所

２か所

94か所

南鳥島 父島

石垣島 宮古島
南大東島

沖縄

鹿児島 宮崎

稚内

網走

釧路

旭川

札幌

室蘭

函館

青森

秋田

盛岡

山形新潟

仙台

福島

水戸

銚子

宇都宮前橋長野

横浜

東京

熊谷甲府

静岡

富山
金沢

福井鳥取松江

岐阜

名古屋
津

彦根

奈良
徳島

高知

岡山広島下関
福岡

松山 高松

京都

神戸

大阪
和歌山

大分
熊本

長崎

佐賀
高層気象台

地上気象観測網
（令和５年４月１日現在）

管区・沖縄気象台

施設等機関

地方気象台

測候所

特別地域気象観測所

６か所

３か所

50か所

２か所

94か所

南鳥島 父島

石垣島 宮古島
南大東島

沖縄

鹿児島 宮崎

稚内

網走

釧路

旭川

札幌

室蘭

函館

青森

秋田

盛岡

山形新潟

仙台

福島

水戸

銚子

宇都宮前橋長野

横浜

東京

熊谷甲府

静岡

富山
金沢

福井鳥取松江

岐阜

名古屋
津

彦根

奈良
徳島

高知

岡山広島下関
福岡

松山 高松

京都

神戸

大阪
和歌山

大分
熊本

長崎

佐賀
高層気象台

��

GUIDEBOOK2023_10�7_10���1��� GUIDEBOOK2023_10�7_10���170�2022年12月24日 午લ10時27分

ᶙ ؾ৅؍ଌ ᶙ ؾ৅؍ଌ



地域気象観測システム

（アメダス）観測網

  （令和５年４月１日現在）
■ 気象官署 155か所

（特別地域気象観測所を含む）

○ 四要素観測所 687か所

（雨・気温・風・湿度）※湿度観測所は 274か所

○ 三要素観測所 74か所(臨時観測所１か所を含む)

（雨・気温・風）

○ 雨量観測所 370か所(臨時観測所１か所を含む)

＋ 積雪深観測所 333か所

地域気象観測システム

（アメダス）観測網

  （令和５年４月１日現在）
■ 気象官署 155か所

（特別地域気象観測所を含む）

○ 四要素観測所 687か所

（雨・気温・風・湿度）※湿度観測所は 274か所

○ 三要素観測所 74か所(臨時観測所１か所を含む)

（雨・気温・風）

○ 雨量観測所 370か所(臨時観測所１か所を含む)

＋ 積雪深観測所 333か所
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地域気象観測システム

（アメダス）観測網

  （令和５年４月１日現在）
■ 気象官署 155か所

（特別地域気象観測所を含む）

○ 四要素観測所 687か所

（雨・気温・風・湿度）※湿度観測所は 274か所

○ 三要素観測所 74か所(臨時観測所１か所を含む)

（雨・気温・風）

○ 雨量観測所 370か所(臨時観測所１か所を含む)

＋ 積雪深観測所 333か所

地域気象観測システム

（アメダス）観測網

  （令和５年４月１日現在）
■ 気象官署 155か所

（特別地域気象観測所を含む）

○ 四要素観測所 687か所

（雨・気温・風・湿度）※湿度観測所は 274か所

○ 三要素観測所 74か所(臨時観測所１か所を含む)

（雨・気温・風）

○ 雨量観測所 370か所(臨時観測所１か所を含む)

＋ 積雪深観測所 333か所
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レーダー気象観測網

               
気象庁は、全国 20か所に気象ドップラーレーダーを設置し、降水の強

さと降水域内の風の三次元分布を観測しています。

令和２年３月に運用を開始した東京レーダーを皮切りに、降水の強さ

をより正確に推定することが可能な「二重偏波気象ドップラーレーダー」

への更新を進めています。

各レーダーによる観測データは、品質管理処理を行った上で、気象レ

ーダー観測処理システムに集められ、全国合成データなどが作成されま

す。レーダーは、できるだけ少ない数で日本全国をほぼ網羅できるよう

に配置しています。

（令和５年４月１日現在）                                       

地域気象観測システム (アメダス)

                                       

センターシステム
（東京）

バックアップシステム
（大阪）

センターシステム

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
気
象
観
測
所

特
別
地
域
気
象
観
測
所

気
象
官
署

地
域
雨
量
観
測
所

地上気象観測装置

地上気象観測装置

気象計

雨量計

・ 地域気象 (雨量) 観測所の観測データを１

分又は 10分毎にセンターシステムに集信し

ています。

・ 集信したデータに対しては、自動品質管理を

行い品質を保っています。

・ 集信・処理したデータをセンターシステムか

ら 10分毎に配信しています。
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レーダー気象観測網

               
気象庁は、全国 20か所に気象ドップラーレーダーを設置し、降水の強

さと降水域内の風の三次元分布を観測しています。
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気象レーダー観測処理システム

               
気象レーダー観測処理システムは、全国 20 か所の気象レーダーを遠

隔制御・監視する中央監視局、各レーダーの観測データを集信・処理し、

全国合成レーダーエコー強度データや頂高度データ等を作成する中央処

理局、並びに中央処理局の障害時や被災時に処理を代行するバックアッ

プ局で構成されます。また、災害時でも観測データの集信を安定して継

続できるよう通信回線の冗長化を図っています。

処理したデータは、数分以内に予報や注警報等の防災気象情報発表の

ための実況監視資料として利用できるほか、数値予報の初期値解析や解

析雨量、土壌雨量指数をはじめとした各種指数など様々なプロダクト作

成に活用しています。

気象レーダーの測定原理

ドップラーレーダーによる風の測定原理

二重偏波レーダーの測定原理

送信周波数
受信周波数

高くなる

低くなる

レーダーに向かって吹く風

レーダーから遠ざかる向きに吹く風

受信周波数

受信周波数の変化から降水域のきめ細かな風の三次元分布を観測

レーダー

反射される電波は
粒が大きく、数が
多いほど強い

アンテナの回転に
より全周を観測

拡大図

発射された電波

雨や雪

雨や雪を
降らせる雲

電波を発射して戻ってくるまでの
時間から雨や雪までの距離を測定

雨や雪

反射される電波の強さから、
降水強度の三次元分布を観測

雨や雪の粒

気象レーダーの測定原理

ドップラーレーダーによる風の測定原理

二重偏波レーダーの測定原理

送信周波数
受信周波数

高くなる

低くなる
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受信周波数の変化から降水域のきめ細かな風の三次元分布を観測

レーダー
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多いほど強い

アンテナの回転に
より全周を観測

拡大図
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降らせる雲

電波を発射して戻ってくるまでの
時間から雨や雪までの距離を測定

雨や雪

反射される電波の強さから、
降水強度の三次元分布を観測

雨や雪の粒
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気象レーダー観測処理システム

               
気象レーダー観測処理システムは、全国 20 か所の気象レーダーを遠

隔制御・監視する中央監視局、各レーダーの観測データを集信・処理し、

全国合成レーダーエコー強度データや頂高度データ等を作成する中央処

理局、並びに中央処理局の障害時や被災時に処理を代行するバックアッ

プ局で構成されます。また、災害時でも観測データの集信を安定して継

続できるよう通信回線の冗長化を図っています。

処理したデータは、数分以内に予報や注警報等の防災気象情報発表の

ための実況監視資料として利用できるほか、数値予報の初期値解析や解

析雨量、土壌雨量指数をはじめとした各種指数など様々なプロダクト作

成に活用しています。

気象レーダーの測定原理

ドップラーレーダーによる風の測定原理

二重偏波レーダーの測定原理

送信周波数
受信周波数

高くなる

低くなる

レーダーに向かって吹く風

レーダーから遠ざかる向きに吹く風

受信周波数

受信周波数の変化から降水域のきめ細かな風の三次元分布を観測

レーダー

反射される電波は
粒が大きく、数が
多いほど強い

アンテナの回転に
より全周を観測

拡大図

発射された電波

雨や雪

雨や雪を
降らせる雲

電波を発射して戻ってくるまでの
時間から雨や雪までの距離を測定

雨や雪

反射される電波の強さから、
降水強度の三次元分布を観測

雨や雪の粒
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高層気象観測の方法

ラジオゾンデによる観測

ラジオゾンデは、気球に吊り下げて約 6m/sの速さで上昇しな

がら、上空の気温・湿度・風向・風速・気圧・高度を観測しま

す。気象庁では現在、GPS受信機を搭載している「GPSゾンデ」

という種類のラジオゾンデを使用しています。

気温・湿度は GPS ゾンデに搭載されているセンサで測定し、

風向・風速・高度は GPS 衛星の電波を利用して算出します。気

圧は通常、気温・湿度・高度の情報から計算によって算出しま

すが、気圧計を搭載し直接測定できる機種もあります。

GPS衛星 2 GPS衛星 3

GPS衛星 1
GPS衛星 4

GPS
ゾンデ

GPSゾンデ
信号受信アンテナ
（400MHz帯） GPS衛星信号

受信アンテナ
（1.5GHz帯）

データ処理装置（受信機を含む）

高層気象観測網

気象庁は 16 地点のラジオゾンデ観測網と 33 地点のウィンド

プロファイラ観測網によって高層気象観測を実施しています。

ラジオゾンデ観測は、09時と 21時に行っています。

また、この他に海洋気象観測船が周辺海域において不定期に

ラジオゾンデ観測を実施しています。

（令和５年４月１日現在）
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高層気象観測の方法

ラジオゾンデによる観測

ラジオゾンデは、気球に吊り下げて約 6m/sの速さで上昇しな

がら、上空の気温・湿度・風向・風速・気圧・高度を観測しま

す。気象庁では現在、GPS受信機を搭載している「GPSゾンデ」

という種類のラジオゾンデを使用しています。

気温・湿度は GPS ゾンデに搭載されているセンサで測定し、

風向・風速・高度は GPS 衛星の電波を利用して算出します。気

圧は通常、気温・湿度・高度の情報から計算によって算出しま

すが、気圧計を搭載し直接測定できる機種もあります。

GPS衛星 2 GPS衛星 3

GPS衛星 1
GPS衛星 4

GPS
ゾンデ

GPSゾンデ
信号受信アンテナ
（400MHz帯） GPS衛星信号

受信アンテナ
（1.5GHz帯）

データ処理装置（受信機を含む）

高層気象観測網

気象庁は 16 地点のラジオゾンデ観測網と 33 地点のウィンド

プロファイラ観測網によって高層気象観測を実施しています。

ラジオゾンデ観測は、09時と 21時に行っています。

また、この他に海洋気象観測船が周辺海域において不定期に

ラジオゾンデ観測を実施しています。

（令和４年４月１日現在）

��

GUIDEBOOK2023_10�7_10���177� GUIDEBOOK2023_10�7_10���17��2022年12月24日 午લ10時27分

ᶙ ؾ৅؍ଌ ᶙ ؾ৅؍ଌ



静止気象衛星「ひまわり」

静止気象衛星「ひまわり」は、東経約 140.7度

の赤道上空約 35,800kmの静止軌道にあって、地

球の自転周期に合わせて周回することにより、東

アジア・西太平洋域を常時観測することができま

す。平成 27年７月に、「ひまわり８号」による観

測を開始し、平成 29年３月からは「ひまわり９

号」が待機運用を開始しました。そして、令和４

年 12 月に２機の役割を交代し、「ひまわり９号」が観測運用、「ひまわ

り８号」が待機運用を行っています。この「ひまわり８号・９号」の２

機体制により、安定的に観測を継続しています。

「ひまわり」は、搭載した可視赤外放射計内部の鏡を動かし、地球を

北から順に東西に走査することによって観測を行います。「ひまわり８

号・９号」は、下図のフルディスク（全球）、2つの日本域（1つあたり

およそ東西 2,000km×南北 1,000km）、機動観測域（およそ東西 1,000km

×南北 1,000km）、ランドマーク域（およそ東西 1,000km×南北 500km）

を並行して観測します。機動観測域とランドマーク域は、観測場所の変

更が可能です。ランドマーク域は画像の位置合わせに使用します。

ひまわり８号・９号

ウィンドプロファイラによる風の観測

ウィンドプロファイラは、1.3GHz の電波を天頂方向及び天頂

から東西南北に傾けて発射します。大気中の乱流による空気の

屈折率のゆらぎによってウィンドプロファイラからの電波が周

囲に散乱し、その一部がウィンドプロファイラで受信されます。

乱流は風によって押し流されているので、戻ってくる電波の

周波数はドップラー効果によって変化します。この周波数変化

を用いて、上空の風向・風速を連続して 10分毎に観測します。

風ベクトル

NZ
EW

S 電波ビーム

遠ざかる成分）

ウィンドプロファイラによる風の観測

ウィンドプロファイラは、1.3GHz の電波を天頂方向及び天頂

から東西南北に傾けて発射します。大気中の乱流による空気の

屈折率のゆらぎによってウィンドプロファイラからの電波が周

囲に散乱し、その一部がウィンドプロファイラで受信されます。

乱流は風によって押し流されているので、戻ってくる電波の

周波数はドップラー効果によって変化します。この周波数変化

を用いて、上空の風向・風速を連続して 10分毎に観測します。

風ベクトル

NZ
EW

S 電波ビーム

遠ざかる成分）

静止気象衛星「ひまわり」

静止気象衛星「ひまわり」は、東経約 140.7度

の赤道上空約 35,800kmの静止軌道にあって、地

球の自転周期に合わせて周回することにより、東

アジア・西太平洋域を常時観測することができま

す。平成 27年７月に、「ひまわり８号」による観

測を開始し、平成 29年３月からは「ひまわり９

号」が待機運用を開始しました。そして、令和４

年 12 月に２機の役割を交代し、「ひまわり９号」が観測運用、「ひまわ

り８号」が待機運用を行っています。この「ひまわり８号・９号」の２

機体制により、安定的に観測を継続しています。

「ひまわり」は、搭載した可視赤外放射計内部の鏡を動かし、地球を

北から順に東西に走査することによって観測を行います。「ひまわり８

号・９号」は、下図のフルディスク（全球）、2つの日本域（1つあたり

およそ東西 2,000km×南北 1,000km）、機動観測域（およそ東西 1,000km

×南北 1,000km）、ランドマーク域（およそ東西 1,000km×南北 500km）

を並行して観測します。機動観測域とランドマーク域は、観測場所の変

更が可能です。ランドマーク域は画像の位置合わせに使用します。

ひまわり８号・９号
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静止気象衛星「ひまわり」

静止気象衛星「ひまわり」は、東経約 140.7度

の赤道上空約 35,800kmの静止軌道にあって、地

球の自転周期に合わせて周回することにより、東

アジア・西太平洋域を常時観測することができま

す。平成 27年７月に、「ひまわり８号」による観

測を開始し、平成 29年３月からは「ひまわり９

号」が待機運用を開始しました。そして、令和４

年 12 月に２機の役割を交代し、「ひまわり９号」が観測運用、「ひまわ

り８号」が待機運用を行っています。この「ひまわり８号・９号」の２

機体制により、安定的に観測を継続しています。

「ひまわり」は、搭載した可視赤外放射計内部の鏡を動かし、地球を

北から順に東西に走査することによって観測を行います。「ひまわり８

号・９号」は、下図のフルディスク（全球）、2つの日本域（1つあたり

およそ東西 2,000km×南北 1,000km）、機動観測域（およそ東西 1,000km

×南北 1,000km）、ランドマーク域（およそ東西 1,000km×南北 500km）

を並行して観測します。機動観測域とランドマーク域は、観測場所の変

更が可能です。ランドマーク域は画像の位置合わせに使用します。

ひまわり８号・９号

ウィンドプロファイラによる風の観測

ウィンドプロファイラは、1.3GHz の電波を天頂方向及び天頂

から東西南北に傾けて発射します。大気中の乱流による空気の

屈折率のゆらぎによってウィンドプロファイラからの電波が周

囲に散乱し、その一部がウィンドプロファイラで受信されます。

乱流は風によって押し流されているので、戻ってくる電波の

周波数はドップラー効果によって変化します。この周波数変化

を用いて、上空の風向・風速を連続して 10分毎に観測します。

風ベクトル

NZ
EW

S 電波ビーム

遠ざかる成分）

ウィンドプロファイラによる風の観測

ウィンドプロファイラは、1.3GHz の電波を天頂方向及び天頂

から東西南北に傾けて発射します。大気中の乱流による空気の

屈折率のゆらぎによってウィンドプロファイラからの電波が周

囲に散乱し、その一部がウィンドプロファイラで受信されます。

乱流は風によって押し流されているので、戻ってくる電波の

周波数はドップラー効果によって変化します。この周波数変化

を用いて、上空の風向・風速を連続して 10分毎に観測します。

風ベクトル

NZ
EW

S 電波ビーム

遠ざかる成分）

静止気象衛星「ひまわり」

静止気象衛星「ひまわり」は、東経約 140.7度

の赤道上空約 35,800kmの静止軌道にあって、地

球の自転周期に合わせて周回することにより、東

アジア・西太平洋域を常時観測することができま

す。平成 27年７月に、「ひまわり８号」による観

測を開始し、平成 29年３月からは「ひまわり９

号」が待機運用を開始しました。そして、令和４

年 12 月に２機の役割を交代し、「ひまわり９号」が観測運用、「ひまわ

り８号」が待機運用を行っています。この「ひまわり８号・９号」の２

機体制により、安定的に観測を継続しています。

「ひまわり」は、搭載した可視赤外放射計内部の鏡を動かし、地球を

北から順に東西に走査することによって観測を行います。「ひまわり８

号・９号」は、下図のフルディスク（全球）、2つの日本域（1つあたり

およそ東西 2,000km×南北 1,000km）、機動観測域（およそ東西 1,000km

×南北 1,000km）、ランドマーク域（およそ東西 1,000km×南北 500km）

を並行して観測します。機動観測域とランドマーク域は、観測場所の変

更が可能です。ランドマーク域は画像の位置合わせに使用します。

ひまわり８号・９号
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「ひまわり」の観測バンド（波長帯）

「ひまわり８号・９号」では下表のバンドの放射を観測します。可視・

近赤外バンドでは雲などで反射された太陽光に含まれる可視光線・近赤

外線（波長の短い赤外線）を、赤外バンドでは雲などから放射された赤

外線を観測します。

可視バンドの観測画像は視覚的に分かりやすく、バンド１（青）・バ

ンド２（緑）・バンド３（赤）の観測データを合成することで、人間が

目で見たようなカラー画像を作成することもできます。近赤外バンドは

海氷・積雪と雲・霧の判別などに役立ちます。赤外バンドは夜間でも観

測でき、雲頂高度や海面水温の推定などにも利用できます。また、波長

６～７μm前後の赤外バンド（バンド８～10）は、水蒸気から放射され

た赤外線の観測に適しています。

「ひまわり８号・９号」の観測バンド
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「ひまわり」の観測バンド（波長帯）

「ひまわり８号・９号」では下表のバンドの放射を観測します。可視・

近赤外バンドでは雲などで反射された太陽光に含まれる可視光線・近赤

外線（波長の短い赤外線）を、赤外バンドでは雲などから放射された赤

外線を観測します。

可視バンドの観測画像は視覚的に分かりやすく、バンド１（青）・バ

ンド２（緑）・バンド３（赤）の観測データを合成することで、人間が

目で見たようなカラー画像を作成することもできます。近赤外バンドは

海氷・積雪と雲・霧の判別などに役立ちます。赤外バンドは夜間でも観

測でき、雲頂高度や海面水温の推定などにも利用できます。また、波長

６～７μm前後の赤外バンド（バンド８～10）は、水蒸気から放射され

た赤外線の観測に適しています。

「ひまわり８号・９号」の観測バンド
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防災情報提供センター

国土交通省防災情報提供センターとは、国土交通省が保有する防災情報

を一元的に集約し、インターネットを通じて国民の皆様にわかりやすく提

供することを目的に設けられたウェブサイトのことです。

(URL：https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/）

平成15年６月12日に国土交通省が開設したもので、気象庁が運営を担

当しています。

トップページからは、防災情報提供センター独自のコンテンツである

「リアルタイムレーダー/雨量」等が利用できます。「リアルタイムレーダ

ー/雨量」では、国土交通省のレーダ雨量計および気象庁の気象レーダーを

統合したレーダー情報と、雨量データ（水管理･国土保全局、道路局、気象

庁、地方自治体が観測した雨量データ）の速報値とを地図上に重ねあわせ

て表示することができます。

更に、国土交通省の災害対応の情報や河川、道路、気象、地震、火山、

海洋などの防災に関する情報がひとつのページから入手できます。

生物季節観測

生物季節観測の目的は、その観測結果から季節の遅れ進み

や、気候の違い、変化など総合的な気象状況の推移を知るこ

とにあります。

観測する現象は、植物の開花・満開・紅（黄）葉・落葉で、

これらの現象が観測された日を記録します。

令和 3年 1月からの観測種目は下表のとおりです。

開花日 満開日 紅（黄）葉日 落葉日

あじさい ○

いちょう ○ ○

うめ ○

かえで ○ ○

さくら ○ ○

すすき ○

さくらの開花日の等期日線図

（1991～2020年 平年値）
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防災情報提供センター

国土交通省防災情報提供センターとは、国土交通省が保有する防災情報

を一元的に集約し、インターネットを通じて国民の皆様にわかりやすく提

供することを目的に設けられたウェブサイトのことです。

(URL：https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/）

平成15年６月12日に国土交通省が開設したもので、気象庁が運営を担

当しています。

トップページからは、防災情報提供センター独自のコンテンツである

「リアルタイムレーダー/雨量」等が利用できます。「リアルタイムレーダ

ー/雨量」では、国土交通省のレーダ雨量計および気象庁の気象レーダーを

統合したレーダー情報と、雨量データ（水管理･国土保全局、道路局、気象

庁、地方自治体が観測した雨量データ）の速報値とを地図上に重ねあわせ

て表示することができます。

更に、国土交通省の災害対応の情報や河川、道路、気象、地震、火山、

海洋などの防災に関する情報がひとつのページから入手できます。

生物季節観測

生物季節観測の目的は、その観測結果から季節の遅れ進み

や、気候の違い、変化など総合的な気象状況の推移を知るこ

とにあります。

観測する現象は、植物の開花・満開・紅（黄）葉・落葉で、

これらの現象が観測された日を記録します。

令和 3年 1月からの観測種目は下表のとおりです。

開花日 満開日 紅（黄）葉日 落葉日

あじさい ○

いちょう ○ ○

うめ ○

かえで ○ ○

さくら ○ ○

すすき ○

さくらの開花日の等期日線図

（1991～2020年 平年値）
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気象観測施設の届出
政府機関または地方公共団体が気象観測を行う場

合や、それ以外の者が観測データの公表や防災を目

的として気象の観測を行う場合は、気象業務法の規

定に基づき最寄りの気象台に観測施設の届出を行う

必要があります。ただし、研究や教育のための観測、

特殊な環境によって変化した気象のみを対象とする

観測、臨時に行う観測などは対象外です。

令和 5 年 1 月現在、届出された観測施設の数は、

30,090 か所となっています。

届出が必要な観測施設では、適切な観測方法や必要

な観測精度などが定められた技術上の基準に従うと

ともに、気象庁長官の登録を受けた者が行う検定に

合格した気象測器を使用することが義務付けられて

います。

なお、観測データを公表する場合は、利用者が必要

とするデータであるかを確認できるように、その特

性に関する情報（観測の目的や観測環境）を明示す

ることが大切です。

気象観測施設の届出
政府機関または地方公共団体が気象観測を行う場

合や、それ以外の者が観測データの公表や防災を目

的として気象の観測を行う場合は、気象業務法の規

定に基づき最寄りの気象台に観測施設の届出を行う

必要があります。ただし、研究や教育のための観測、

特殊な環境によって変化した気象のみを対象とする

観測、臨時に行う観測などは対象外です。

令和 5 年 1 月現在、届出された観測施設の数は、

30,090 か所となっています。

届出が必要な観測施設では、適切な観測方法や必要

な観測精度などが定められた技術上の基準に従うと

ともに、気象庁長官の登録を受けた者が行う検定に

合格した気象測器を使用することが義務付けられて

います。

なお、観測データを公表する場合は、利用者が必要

とするデータであるかを確認できるように、その特

性に関する情報（観測の目的や観測環境）を明示す

ることが大切です。
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気象測器の検定

気象庁以外の者が気象観測を行うためには、一定の精度をもつ気象測器

を使用する必要があるため、気象業務法第９条にて検定制度を規定してい

ます。検定の対象となる気象測器は、温度計、気圧計、湿度計、風速計、

日射計、雨量計、雪量計の７種類です。

検定は下図の様に、気象庁長官の登録を受けた登録検定機関が実施して

おり、「構造の検査」と「器差の検査」を行います。型式証明された気象測

器はこのうち「構造の検査」が省略され、更に認定測定者による器差の測

定を受ければ、「器差の検査」は書類審査のみとなるので、手続きが大幅に

簡素化されます。

なお、検定の有効期間は気象測器の種類により、１年・５年・無期限の

区分があり、有効期間が５年のものは期限が切れる前に気象測器を点検整

備したうえで、再受検する必要があります。

また、目的に応じた有効な気象観測データを得るためには、検定に合格

した気象測器を使用することに加え、定期的な点検により観測精度を維持

することが大切です。

気象測器

気象測器
（型式証明あり）

登録検定機関

構造の検査 器差の検査

書類
審査

認定測定者による器差の測定

検定合格
（気象観測に使用）

検定申請
（測定結果報告書）

検定
申請

検定
申請

気 象 庁 長 官

申請 型式証明 申請 認定測定者認定

申請

登録検定機関
登録

気象観測施設の届出
政府機関または地方公共団体が気象観測を行う場

合や、それ以外の者が観測データの公表や防災を目

的として気象の観測を行う場合は、気象業務法の規

定に基づき最寄りの気象台に観測施設の届出を行う

必要があります。ただし、研究や教育のための観測、

特殊な環境によって変化した気象のみを対象とする

観測、臨時に行う観測などは対象外です。

令和 5 年 1 月現在、届出された観測施設の数は、

30,037 か所となっています。

届出が必要な観測施設では、適切な観測方法や必要

な観測精度などが定められた技術上の基準に従うと

ともに、気象庁長官の登録を受けた者が行う検定に

合格した気象測器を使用することが義務付けられて

います。

なお、観測データを公表する場合は、利用者が必要

とするデータであるかを確認できるように、その特

性に関する情報（観測の目的や観測環境）を明示す

ることが大切です。

気象観測施設の届出
政府機関または地方公共団体が気象観測を行う場

合や、それ以外の者が観測データの公表や防災を目

的として気象の観測を行う場合は、気象業務法の規

定に基づき最寄りの気象台に観測施設の届出を行う

必要があります。ただし、研究や教育のための観測、

特殊な環境によって変化した気象のみを対象とする

観測、臨時に行う観測などは対象外です。

令和 5 年 1 月現在、届出された観測施設の数は、

30,037 か所となっています。

届出が必要な観測施設では、適切な観測方法や必要

な観測精度などが定められた技術上の基準に従うと

ともに、気象庁長官の登録を受けた者が行う検定に

合格した気象測器を使用することが義務付けられて

います。

なお、観測データを公表する場合は、利用者が必要

とするデータであるかを確認できるように、その特

性に関する情報（観測の目的や観測環境）を明示す

ることが大切です。
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気候変動及び地球環境に関する情報

種 類 内   容

日本の気候変動

2020

日本及びその周辺における大気中の温室効果ガスの

状況や、気温、降水、海面水温などのこれまでの観測

成果と将来予測をまとめた資料（令和２年12月公表）
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html)

気候変動監視

レポート

気候変動に関して、日本と世界の大気、海洋等の観測

及び監視結果に基づく最新の科学的知見をとりまと

めた年次報告
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/ ）

温室効果ガス

世界中で観測された温室効果ガスの濃度を基に気象

庁が作成した温室効果ガスの分布や変化を、図を中心

に紹介
(https://www.data.jma.go.jp/ghg/info_ghg.html )

気温・降水量の長

期変化傾向

世界及び日本の気温や降水量のこれまでの変化を掲

載
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/index.html)

大雨や猛暑日な

どのこれまでの

変化

大雨や猛暑日など極端現象のこれまでの変化を掲載
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html)

海洋の

健康診断表

海洋の状態、変動、変化の要因及び今後の見通しにつ

いて気象庁が分析した結果とそれに関連するデータ

を常時掲載
(https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/shindan/ )

IPCC第６次評価報告書

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、気候変動に関する科学的根拠、

その影響と将来のリスク、適応及び緩和策について、科学的、技術的、社会

経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目的とした組織です。IPCCは

令和３年８月に第６次評価報告書第１作業部会報告書（自然科学的根拠）、

令和４年２月に第２作業部会報告書（影響、適応及び脆弱性）、４月に第３

作業部会報告書（気候変動の緩和）を公表しました。

第１作業部会報告書では、気候の現状を「人間の影響が大気、海洋及び陸

域を温暖化させてきたことには疑う余地がない」、「地球温暖化が更に進行

するにつれて、極端現象の変化は拡大し続ける」などの評価が示されました。

第２作業部会報告書では「内水氾濫については、早期警戒システムのよう

な非構造的な（ソフト面の）対策と堤防のような構造的な（ハード面の）対

策を組み合わせることにより、人命の損失を減少させてきた」とし、気候変

動適応策としての早期警戒システムの有効性が強調されました。

気象庁では、第１作業部会報告書の主要部分の和訳を以下の場所で公開し

ています。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html

図：1850～1900年を基準とする世界平均気温の変化。

黒線は、シミュレーションで再現された過去の昇温を表し、その不確実性の範囲が

灰色で示されている。色のついた線は、1995～2014年を基点として５つのシナリオ

を用いて行われたシミュレーションによる予測値（20年平均）を表し、うちSSP1-2.6

とSSP3-7.0の場合の不確実性の範囲が薄い赤と青で示されている。

IPCC第６次評価報告書

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、気候変動に関する科学的根拠、

その影響と将来のリスク、適応及び緩和策について、科学的、技術的、社会

経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目的とした組織です。IPCCは

令和３年８月に第６次評価報告書第１作業部会報告書（自然科学的根拠）、

令和４年２月に第２作業部会報告書（影響、適応及び脆弱性）、４月に第３

作業部会報告書（気候変動の緩和）を公表しました。

第１作業部会報告書では、気候の現状を「人間の影響が大気、海洋及び陸

域を温暖化させてきたことには疑う余地がない」、「地球温暖化が更に進行

するにつれて、極端現象の変化は拡大し続ける」などの評価が示されました。

第２作業部会報告書では「内水氾濫については、早期警戒システムのよう

な非構造的な（ソフト面の）対策と堤防のような構造的な（ハード面の）対

策を組み合わせることにより、人命の損失を減少させてきた」とし、気候変

動適応策としての早期警戒システムの有効性が強調されました。

気象庁では、第１作業部会報告書の主要部分の和訳を以下の場所で公開し

ています。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html

図：1850～1900年を基準とする世界平均気温の変化。

黒線は、シミュレーションで再現された過去の昇温を表し、その不確実性の範囲が

灰色で示されている。色のついた線は、1995～2014年を基点として５つのシナリオ

を用いて行われたシミュレーションによる予測値（20年平均）を表し、うちSSP1-2.6

とSSP3-7.0の場合の不確実性の範囲が薄い赤と青で示されている。
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気候変動及び地球環境に関する情報

種 類 内   容

日本の気候変動

2020

日本及びその周辺における大気中の温室効果ガスの

状況や、気温、降水、海面水温などのこれまでの観測

成果と将来予測をまとめた資料（令和２年12月公表）
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html)

気候変動監視

レポート

気候変動に関して、日本と世界の大気、海洋等の観測

及び監視結果に基づく最新の科学的知見をとりまと

めた年次報告
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/ ）

温室効果ガス

世界中で観測された温室効果ガスの濃度を基に気象

庁が作成した温室効果ガスの分布や変化を、図を中心

に紹介
(https://www.data.jma.go.jp/ghg/info_ghg.html )

気温・降水量の長

期変化傾向

世界及び日本の気温や降水量のこれまでの変化を掲

載
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/index.html)

大雨や猛暑日な

どのこれまでの

変化

大雨や猛暑日など極端現象のこれまでの変化を掲載
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html)

海洋の

健康診断表

海洋の状態、変動、変化の要因及び今後の見通しにつ

いて気象庁が分析した結果とそれに関連するデータ

を常時掲載
(https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/shindan/ )

IPCC第６次評価報告書

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、気候変動に関する科学的根拠、

その影響と将来のリスク、適応及び緩和策について、科学的、技術的、社会

経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目的とした組織です。IPCCは

令和３年８月に第６次評価報告書第１作業部会報告書（自然科学的根拠）、

令和４年２月に第２作業部会報告書（影響、適応及び脆弱性）、４月に第３

作業部会報告書（気候変動の緩和）を公表しました。

第１作業部会報告書では、気候の現状を「人間の影響が大気、海洋及び陸

域を温暖化させてきたことには疑う余地がない」、「地球温暖化が更に進行

するにつれて、極端現象の変化は拡大し続ける」などの評価が示されました。

第２作業部会報告書では「内水氾濫については、早期警戒システムのよう

な非構造的な（ソフト面の）対策と堤防のような構造的な（ハード面の）対

策を組み合わせることにより、人命の損失を減少させてきた」とし、気候変

動適応策としての早期警戒システムの有効性が強調されました。

気象庁では、第１作業部会報告書の主要部分の和訳を以下の場所で公開し

ています。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html

図：1850～1900年を基準とする世界平均気温の変化。

黒線は、シミュレーションで再現された過去の昇温を表し、その不確実性の範囲が

灰色で示されている。色のついた線は、1995～2014年を基点として５つのシナリオ

を用いて行われたシミュレーションによる予測値（20年平均）を表し、うちSSP1-2.6

とSSP3-7.0の場合の不確実性の範囲が薄い赤と青で示されている。

IPCC第６次評価報告書

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、気候変動に関する科学的根拠、

その影響と将来のリスク、適応及び緩和策について、科学的、技術的、社会

経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目的とした組織です。IPCCは

令和３年８月に第６次評価報告書第１作業部会報告書（自然科学的根拠）、

令和４年２月に第２作業部会報告書（影響、適応及び脆弱性）、４月に第３

作業部会報告書（気候変動の緩和）を公表しました。

第１作業部会報告書では、気候の現状を「人間の影響が大気、海洋及び陸

域を温暖化させてきたことには疑う余地がない」、「地球温暖化が更に進行

するにつれて、極端現象の変化は拡大し続ける」などの評価が示されました。

第２作業部会報告書では「内水氾濫については、早期警戒システムのよう

な非構造的な（ソフト面の）対策と堤防のような構造的な（ハード面の）対

策を組み合わせることにより、人命の損失を減少させてきた」とし、気候変

動適応策としての早期警戒システムの有効性が強調されました。

気象庁では、第１作業部会報告書の主要部分の和訳を以下の場所で公開し

ています。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html

図：1850～1900年を基準とする世界平均気温の変化。

黒線は、シミュレーションで再現された過去の昇温を表し、その不確実性の範囲が

灰色で示されている。色のついた線は、1995～2014年を基点として５つのシナリオ

を用いて行われたシミュレーションによる予測値（20年平均）を表し、うちSSP1-2.6

とSSP3-7.0の場合の不確実性の範囲が薄い赤と青で示されている。
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大気中の二酸化炭素濃度の状況

大気中の二酸化炭素濃度は、植物や土壌微生物の活動の影

響による季節変動を伴いながら経年増加しています。この経

年増加は、化石燃料の消費、森林破壊等の土地利用変化とい

った人間活動により二酸化炭素が大気中に排出され、一部は

陸上生物圏や海洋に吸収されるものの、残りが大気中に蓄積

されることでもたらされます。濃度増加率には自然要因等に

よる年々変動があり、特にエルニーニョ現象に伴う増加率上

昇が知られています。二酸化炭素の放出源は北半球に多く存

在するため、相対的に北半球の中・高緯度帯で濃度が高くな

っています。

日本国内における二酸化炭素濃度の変化

世界の二酸化炭素濃度の変化
二酸化炭素輸送モデルにより推定した二酸化炭素濃度の分布（1985、

1995、2005、2020年の年平均値）

海水中の二酸化炭素濃度の状況

海水中の二酸化炭素は海面での交換過程を通して大気中の二酸化

炭素濃度に影響を与えており、将来の大気中の二酸化炭素濃度を予

測するためには大気－海洋間の二酸化炭素交換量を見積もることが

重要です。このため気象庁は、海洋気象観測船により、北西太平洋

における表面海水中と大気中の二酸化炭素観測を継続して実施して

います。特に東経 137度に沿った観測定線では、30年以上にわたっ

て二酸化炭素観測を行っています。

冬季の東経 137 度に沿った海域での表面海水中と大気中の二酸

化炭素濃度（北緯７度～33 度での平均）の経年変化を上図に示

します。長期にわたる観測から、表面海水中の二酸化炭素濃度

は大気とほぼ同じ割合で増加していることがわかります。表面

海水中の二酸化炭素濃度が長期的に増加している原因は、大気

中へ放出される人為起源の二酸化炭素を海洋が吸収しているた

めと推定されます。
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炭素濃度に影響を与えており、将来の大気中の二酸化炭素濃度を予

測するためには大気－海洋間の二酸化炭素交換量を見積もることが

重要です。このため気象庁は、海洋気象観測船により、北西太平洋

における表面海水中と大気中の二酸化炭素観測を継続して実施して

います。特に東経 137度に沿った観測定線では、30年以上にわたっ

て二酸化炭素観測を行っています。

冬季の東経 137 度に沿った海域での表面海水中と大気中の二酸

化炭素濃度（北緯７度～33 度での平均）の経年変化を上図に示

します。長期にわたる観測から、表面海水中の二酸化炭素濃度

は大気とほぼ同じ割合で増加していることがわかります。表面

海水中の二酸化炭素濃度が長期的に増加している原因は、大気

中へ放出される人為起源の二酸化炭素を海洋が吸収しているた
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海水中の水素イオン濃度指数(pH)の状況

海水の水素イオン濃度指数(pH)が長期間にわたり低下する傾向を

『海洋酸性化』といい、おもに海水が大気中の二酸化炭素を吸収す

ることによって起きています。現在の海水は弱アルカリ性（海面に

おいては pH約 8.1）を示しています。二酸化炭素は水に溶けると酸

としての性質を示し、海水の pHを低下させます。

現在、大気中の二酸化炭素濃度は増加し続けており、海洋はさら

に多くの二酸化炭素を吸収することになるため、より酸性側になる

ことが懸念されています。

冬季の東経 137 度に沿った海域での表面海水中の水素イオン濃

度指数(pH)（北緯７度～33度での平均）の 1984年から 2022年

までの変化を上図に示します。10年あたり 0.019±0.001の割合

で pHが低下しており、海洋酸性化が進行しています。

世界及び日本の気温の経年変化

気象庁は、世界及び日本の気温の変化を解析し、地球温暖化の実態を

監視しています。世界及び日本の気温は、様々な変動を繰り返しながら

上昇しており、100年あたりの気温の上昇率は、世界全体で 0.73℃、日

本では 1.28℃となっています。最も気温の高かった年は、世界は 2016

年、日本は 2022年です。

世界（上）及び日本（下）の年平均気温の経年変化

細線（黒）は各年の偏差（1991～2020 年の平均値に対する差）、太線(青)は５年移

動平均値、直線（赤）は長期変化傾向を示しています。2022年までのデータに基づ

く。

図は未確定

図は未確定
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海水中の水素イオン濃度指数(pH)の状況

海水の水素イオン濃度指数(pH)が長期間にわたり低下する傾向を

『海洋酸性化』といい、おもに海水が大気中の二酸化炭素を吸収す

ることによって起きています。現在の海水は弱アルカリ性（海面に

おいては pH約 8.1）を示しています。二酸化炭素は水に溶けると酸

としての性質を示し、海水の pHを低下させます。

現在、大気中の二酸化炭素濃度は増加し続けており、海洋はさら

に多くの二酸化炭素を吸収することになるため、より酸性側になる

ことが懸念されています。

冬季の東経 137 度に沿った海域での表面海水中の水素イオン濃

度指数(pH)（北緯７度～33度での平均）の 1984年から 2022年

までの変化を上図に示します。10年あたり 0.019±0.001の割合

で pHが低下しており、海洋酸性化が進行しています。

世界及び日本の気温の経年変化

気象庁は、世界及び日本の気温の変化を解析し、地球温暖化の実態を

監視しています。世界及び日本の気温は、様々な変動を繰り返しながら

上昇しており、100年あたりの気温の上昇率は、世界全体で 0.74℃、日

本では 1.30℃となっています。最も気温の高かった年は、世界は 2016

年、日本は 2020年です。

世界（上）及び日本（下）の年平均気温の経年変化

細線（黒）は各年の偏差（1991～2020 年の平均値に対する差）、太線（青）は５年

移動平均値、直線（赤）は長期変化傾向を示しています。2022年までのデータに基

づく。

�2

GUIDEBOOK2023_10�7_1130_3L�1�1� GUIDEBOOK2023_10�7_1130_3L�1�2�2023年2月1�日 午後4時41分

ᶚ ީؾɾւ༸ɾ஍ڥ؀ٿ ᶚ ީؾɾւ༸ɾ஍ڥ؀ٿ



地球温暖化に伴う海面上昇の監視

気象庁では全国の検潮所で観測された海面水位データか

ら比較的短い周期の水位変動の影響を除去して、地球温暖化

に伴う長期的な海面上昇の監視を行っています。

日本沿岸の海面水位は、データがある 1906～2021年の全

期間では明らかな変化傾向が認められませんが、直近の

1980 年代以降には上昇傾向が見られます。また、全期間を

通して 10 年から 20 年周期の変動（十年規模の変動）と 50

年を超えるような長周期の変動が重なり合っている事が分

かります。このような変動には、地球温暖化以外に長期的な

地盤変動や海洋の十年規模の変動など様々な要因が複合的

に作用しているため、現段階で地球温暖化の影響を正確に評

価することは難しく、更なる監視の継続と長期的なデータに

基づく精密な分析が必要です。

日本沿岸の海面水位変化（1906年～2021年）

1906年から 1959年までは４地点の年平均海面水位の平年差（白丸、

青線は５年移動平均※）、1960 年以降については 16 地点の年平均海

面水位の平年差（白三角、赤線は５年移動平均）。1991 年から 2020

年までの期間で求めた平年値を基準としている。
※赤線との比較のため、1960 年以降にも４地点の５年移動平均を青

破線で表示している
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※赤線との比較のため、1960 年以降にも４地点の５年移動平均を青

破線で表示している

気候変動の予測に関する情報

気候変動への対策（緩和策・適応策）を進めるためには、気候変動に

よって社会や経済がどのような影響を受けるのかを評価する必要があり、

そのためには、人為起源による温室効果ガス濃度の増加で気温や降水量

等が将来どのように変化するのか定量的に予測することが不可欠です。

気象庁では、気象研究所で開発した気候モデルを用いて将来の気候の変

化を予測し、その結果を公表しています。

気候変動に関する予測の内容

掲載内容

日本の気候変動

2020（令和 2年度）

IPCC RCP8.5と RCP2.6シナリオに基づく、水平解像度 5kmの地域気候モデ

ルによる日本付近の詳細な気候予測。気温、降水量等の極端現象を含み、自

然変動に伴う不確実性を考慮した。また、海洋の変化に関する予測情報も含

む。

気候予測データセッ

ト2022（令和4年度）

気候変動の影響評価研究者や地方公共団体、民間企業等の様々な分野で気候

変動対策に活用できる 15種類のデータ。その一部として、気象研究所で開

発した水平解像度 5km及び 2kmの地域気候モデルによる、IPCC RCP8.5 と

RCP2.6シナリオに基づく日本付近の詳細な気候予測のデータを提供。

将来変化（20世紀末と比べた 21世紀末の変化）の予測

左は年平均気温（単位は℃）の変化量、右は日降水量 200mm以上の年間発生回数の

変化

（℃）
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地球温暖化に伴う海面上昇の監視

気象庁では全国の検潮所で観測された海面水位データか

ら比較的短い周期の水位変動の影響を除去して、地球温暖化

に伴う長期的な海面上昇の監視を行っています。

日本沿岸の海面水位は、データがある 1906～2021年の全

期間では明らかな変化傾向が認められませんが、直近の

1980 年代以降には上昇傾向が見られます。また、全期間を

通して 10 年から 20 年周期の変動（十年規模の変動）と 50

年を超えるような長周期の変動が重なり合っている事が分

かります。このような変動には、地球温暖化以外に長期的な

地盤変動や海洋の十年規模の変動など様々な要因が複合的

に作用しているため、現段階で地球温暖化の影響を正確に評

価することは難しく、更なる監視の継続と長期的なデータに

基づく精密な分析が必要です。

日本沿岸の海面水位変化（1906年～2021年）

1906年から 1959年までは４地点の年平均海面水位の平年差（白丸、

青線は５年移動平均※）、1960 年以降については 16 地点の年平均海

面水位の平年差（白三角、赤線は５年移動平均）。1991 年から 2020

年までの期間で求めた平年値を基準としている。
※赤線との比較のため、1960 年以降にも４地点の５年移動平均を青

破線で表示している

地球温暖化に伴う海面上昇の監視

気象庁では全国の検潮所で観測された海面水位データか

ら比較的短い周期の水位変動の影響を除去して、地球温暖化

に伴う長期的な海面上昇の監視を行っています。

日本沿岸の海面水位は、データがある 1906～2021年の全

期間では明らかな変化傾向が認められませんが、直近の

1980 年代以降には上昇傾向が見られます。また、全期間を

通して 10 年から 20 年周期の変動（十年規模の変動）と 50

年を超えるような長周期の変動が重なり合っている事が分

かります。このような変動には、地球温暖化以外に長期的な

地盤変動や海洋の十年規模の変動など様々な要因が複合的

に作用しているため、現段階で地球温暖化の影響を正確に評

価することは難しく、更なる監視の継続と長期的なデータに

基づく精密な分析が必要です。

日本沿岸の海面水位変化（1906年～2021年）

1906年から 1959年までは４地点の年平均海面水位の平年差（白丸、

青線は５年移動平均※）、1960 年以降については 16 地点の年平均海

面水位の平年差（白三角、赤線は５年移動平均）。1991 年から 2020

年までの期間で求めた平年値を基準としている。
※赤線との比較のため、1960 年以降にも４地点の５年移動平均を青

破線で表示している

気候変動の予測に関する情報

気候変動への対策（緩和策・適応策）を進めるためには、気候変動に

よって社会や経済がどのような影響を受けるのかを評価する必要があり、

そのためには、人為起源による温室効果ガス濃度の増加で気温や降水量

等が将来どのように変化するのか定量的に予測することが不可欠です。

気象庁では、気象研究所で開発した気候モデルを用いて将来の気候の変

化を予測し、その結果を公表しています。
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気候情報

気象庁では、季節予報、大気や海洋の状態の監視、世界の異常気象・

気象災害の監視、エルニーニョ現象等の監視と予測、ヒートアイランド

現象に関する情報のとりまとめ等を行い、その成果を随時または定期的

に、気象庁ホームページ等で提供しています。また、これらの気候情報

を様々な産業分野で有効に活用する事例の創出とその公表により、気候

情報の利活用を促進しています。

定期的に提供している気候情報

種 類
発表日

または間隔
内   容

季節予報(*)

種類に応じ

て毎日～年

１回

・６日～14日後、向こう１か月間や３か月間、

暖候期、寒候期等の天候の予報
(https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/)

年・季節・各月

の天候

種類に応じ

て月１回～

年１回

・年・季節・各月の天候の特徴
(https://www.jma.go.jp/jma/press/tenko.html)

エルニーニョ

監視速報
毎月 10日頃

・エルニーニョ現象等の実況と見通しに関す

る情報
(https://www.data.jma.go.jp/cpd/elnino/kanshi_joho/kanshi_

joho1.html)

気候系監視

速報
毎月 15日頃

・前月の日本および世界の天候の特徴

・前月の大気や海洋の状況の監視情報
(https://www.data.jma.go.jp/cpd/diag/sokuho/index.html)

全球異常気象

監視速報
毎週水曜日 ・週毎の世界の異常気象の発生状況

(https://www.data.jma.go.jp/cpd/monitor/weekly/)

ヒートアイラ

ンド現象
年１回

・ヒートアイランド現象に係る観測・解析結

果や最新の科学的知見をまとめたもの
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/index_himr.html)

(*)季節予報の詳細は次ページに記載。

季節予報

○季節予報の✀㢮࡜ෆᐜ

気象庁がᐃ期的に発表する季節予報には、２週間気温予報、１か月予

報、３か月予報、暖候期予報、寒候期予報があります。また、２週間気

温予報の対象期間における㢧ⴭな天候に対してὀពを࿧び᥃ける᝟報と

して、᪩期天候᝟報を発表しています。

季節予報では、ある期間の平均的な天候の特ᚩを対象とし、気温ࡸ降

水量などについて、「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」といった

階級区分を使って、各階級が出現するྍ⬟性を確率で表現します。

季節予報の✀㢮࡜ෆᐜ

✀㢮 Ⓨ⾲᪥᫬ ෆᐜ䠄☜⋡䛷⾲⌧䛧䛶い䜛ணሗせ⣲䠅
㸰㐌㛫
気 予報

ẖ᪥ 14᫬ 30分 㸴᪥ᚋ14ࡽ࠿᪥ᚋࡲでの㛫の㸳᪥㛫ᖹᆒࡓࡋ地ᇦᖹ
ᆒ気 の階級ࠊ௦⾲地Ⅼの᭱㧗࣭᭱ప気 ཬࢀࡇࡧ
の階級ࡽ

㸯࠿᭶
予報

ẖ㐌ᮌ᭙᪥
14᫬ 30分

㝆ࠊ᪥↷᫬㛫ࠊ㝆Ỉ㔞ࠊ ᭶㛫のᖹᆒ気࠿う㸯ࡇྥ
㞷㔞㸨㸯ࠊ㸯㐌┠ࠊ㸰㐌┠ࠊ㸱㹼㸲㐌┠のᖹᆒ気 

㸱࠿᭶
予報

ཎ๎ࠊẖ᭶ 25᪥
௨๓のⅆ᭙᪥
14᫬

㸱࠿᭶ᖹᆒ気 ࠊ㝆Ỉ㔞ࠊ㝆㞷㔞㸨㸯ྛࠊ᭶のᖹᆒ気
㝆Ỉ㔞ࠊ 

ᬮೃᮇ
予報

ཎ๎ࠊ㸰᭶ 25᪥
௨๓のⅆ᭙᪥
14᫬㸨㸰

ኟ㸦㸴㹼㸶᭶㸧のᖹᆒ気 ࠊ㝆Ỉ㔞ࠊᱵ㞵᫬ᮇ㸦㸴
㹼㸵᭶ࠊἈ⦖࣭዆⨾ࡣ㸳㹼㸴᭶㸧の㝆Ỉ㔞

ᐮೃᮇ
予報

ཎ๎ࠊ㸷᭶ 25᪥
௨๓のⅆ᭙᪥
14᫬㸨㸰

෤㸦12㹼㸰᭶㸧のᖹᆒ気 ࠊ㝆Ỉ㔞ࠊ㝆㞷㔞㸦᪥ᮏ
海ഃの地ᇦのࡳ㸧

᪩ᮇኳೃ
᝟報㸨㸱

ཎ๎᭶࣭ᮌ᭙᪥
14᫬ 30分
㸦᭱大㐌㸰ᅇ㸧

㸴᪥ᚋࡽ࠿ 14᪥ᚋࡲでの㛫の㸳᪥㛫ᖹᆒ気 ࠿ࠕࡀ
࠸㧗ࡾ࡞ ࠸పࡾ࡞࠿ࠕࡣࡓࡲࠖ ࠿ࠕࡀ㸳᪥㛫㝆㞷㔞ࠊࠖ
ኳೃのྍ⬟ᛶࡿ࡞࡜㸨㸯ࠖ࠸ከࡾ࡞

㸨㸯෤季の᪥ᮏ海ഃの地ᇦのࠋࡳ 㸨㸰㸱࠿᭶予報ྠ࡜᫬Ⓨ⾲ࠋ

㸨㸱季節予報࡟㛵ࡿࢃ気㇟᝟報
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気候情報
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気象災害の監視、エルニーニョ現象等の監視と予測、ヒートアイランド

現象に関する情報のとりまとめ等を行い、その成果を随時または定期的

に、気象庁ホームページ等で提供しています。また、これらの気候情報

を様々な産業分野で有効に活用する事例の創出とその公表により、気候

情報の利活用を促進しています。

定期的に提供している気候情報

種 類
発表日

または間隔
内   容

季節予報(*)

種類に応じ

て毎日～年

１回

・６日～14日後、向こう１か月間や３か月間、

暖候期、寒候期等の天候の予報
(https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/)

年・季節・各月
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年１回

・年・季節・各月の天候の特徴
(https://www.jma.go.jp/jma/press/tenko.html)
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毎月 10日頃

・エルニーニョ現象等の実況と見通しに関す

る情報
(https://www.data.jma.go.jp/cpd/elnino/kanshi_joho/kanshi_

joho1.html)
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速報
毎月 15日頃

・前月の日本および世界の天候の特徴

・前月の大気や海洋の状況の監視情報
(https://www.data.jma.go.jp/cpd/diag/sokuho/index.html)

全球異常気象
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毎週水曜日 ・週毎の世界の異常気象の発生状況

(https://www.data.jma.go.jp/cpd/monitor/weekly/)

ヒートアイラ

ンド現象
年１回

・ヒートアイランド現象に係る観測・解析結

果や最新の科学的知見をまとめたもの
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○季節予報で使う階級区分

階級区分は平年値期間（1991～2020年）30年間の天候から、「低い（少

ない）」「平年並」「高い（多い）」の各階級の出現率が等しく 33％になる

ように決めています。階級の境界値

は地域と季節により異なります。

○季節予報の予報区

季節予報には、気象庁本庁が全国を対象として発表する全般季節予報

と、地方予報中枢官署

が各地方を対象として

発表する地方季節予報

があります＊１。

全般季節予報では、

日本を４つの地域（北

日本、東日本、西日本、

沖縄・奄美）＊２に分け

て記述しています。地

方季節予報では、11の

予報区毎に、地方の気

候特性を考慮して予報

を発表しています。

＊１ ２週間気温予報では、気象庁本庁が各地方の地方季節予報を一括して発表し

ます。

＊２ 降水量および日照時間は、北日本、東日本、西日本をさらに日本海側と太平

洋側に分けた７つの地域を用います。

３３％
低い
少ない

３３％
平年並

３３％
高い
多い

○季節予報の予測手法

季節予報は、数値予報を基に作成しています。この際、観測誤差を考

慮したいくつかの初期値を使って数値予報を行い、その複数の結果を基

に予報を行います（アンサンブル予報）。これらの予測結果は、一般に予

測時間が延びるほど誤差が大きくなります。そこで、予測結果の平均だ

けでなくバラツキの大きさも考慮して、予報を確率的に表現しています。

１か月先までの予報では大気モデルが利用されていますが、１か月を

超える予報では、エルニーニョ/ラニーニャ現象等のような海洋の変動も、

大気の変動と併せて予測することが必要になります。このため、３か月

予報、暖候期予報、寒候期予報、そしてエルニーニョ現象の予測には、

大気モデルと海洋モデルを結合し、大気と海洋を一体として予測する大

気海洋結合モデルを使用しています。

大気海洋結合モデルの概念図
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季節予報は、数値予報を基に作成しています。この際、観測誤差を考

慮したいくつかの初期値を使って数値予報を行い、その複数の結果を基

に予報を行います（アンサンブル予報）。これらの予測結果は、一般に予

測時間が延びるほど誤差が大きくなります。そこで、予測結果の平均だ

けでなくバラツキの大きさも考慮して、予報を確率的に表現しています。

１か月先までの予報では大気モデルが利用されていますが、１か月を

超える予報では、エルニーニョ/ラニーニャ現象等のような海洋の変動も、

大気の変動と併せて予測することが必要になります。このため、３か月

予報、暖候期予報、寒候期予報、そしてエルニーニョ現象の予測には、

大気モデルと海洋モデルを結合し、大気と海洋を一体として予測する大

気海洋結合モデルを使用しています。

大気海洋結合モデルの概念図
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世界の異常気象の監視

社会経済活動等のグローバル化により、世界各地で発生する異常気象

は、発生した国だけでなく、我が国の社会・経済等に大きな影響を及ぼ

しています。異常気象は、地球温暖化や気候変動に伴い発生頻度が高く

なる可能性があり、異常気象に脆弱な地域ではより大きな災害の発生が

懸念されます。

世界各地の異常気象・気象災害に関する情報を迅速に提供するため、

気象庁の異常気象情報センターでは、各国の気象観測データをもとに異

常気象の発生を監視し、原則として毎週水曜日に「全球異常気象監視速

報」（世界の異常気象速報）を発表しているほか、月・季節・年ごとに情

報をとりまとめて発表しています。特に広域で顕著な現象が発生した場

合には、速報的な観測データをとりまとめた「世界の異常気象速報（臨

時）」や、要因の速報解析を加えた「異常気象の特徴と要因に関する情報」

を発表しています。

2022年 6月 29日に発表した「全球異常気象監視速報」の異常気象発生地域分布図

前 1週間（6月 22日～6月 28日）に世界各地で発生した異常気象（高温・低温・

多雨・少雨）と気象災害を掲載している。日本～中国中部で異常高温、北日本～中

国東部で異常多雨、メキシコで異常少雨となったほか、インド北東部では大雨によ

る気象災害も発生した。

異常気象分析検討会

気象庁は、猛暑や豪雪等の社会・経済に大きな影響を与える異常気象

が発生した場合に、その発生要因について最新の科学的知見に基づいて

分析した結果を迅速に発表するため、平成19年（2007年）６月より異常

気象分析検討会（以下「検討会」）を運営しています。

この検討会は、大学・研究機関等の気候に関する専門家から構成され

ています。検討会は、全国規模で記録的となるような異常気象が発生し

たと判断され、かつ、異常気象が社会的に大きな影響を及ぼすと判断さ

れた場合に開催され、気象庁は検討会の分析結果を踏まえて、異常気象

の発生要因等に関する見解を発表します。
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世界の異常気象の監視

社会経済活動等のグローバル化により、世界各地で発生する異常気象

は、発生した国だけでなく、我が国の社会・経済等に大きな影響を及ぼ

しています。異常気象は、地球温暖化や気候変動に伴い発生頻度が高く

なる可能性があり、異常気象に脆弱な地域ではより大きな災害の発生が

懸念されます。

世界各地の異常気象・気象災害に関する情報を迅速に提供するため、

気象庁の異常気象情報センターでは、各国の気象観測データをもとに異

常気象の発生を監視し、原則として毎週水曜日に「全球異常気象監視速

報」（世界の異常気象速報）を発表しているほか、月・季節・年ごとに情

報をとりまとめて発表しています。特に広域で顕著な現象が発生した場

合には、速報的な観測データをとりまとめた「世界の異常気象速報（臨

時）」や、要因の速報解析を加えた「異常気象の特徴と要因に関する情報」

を発表しています。

2022年 6月 29日に発表した「全球異常気象監視速報」の異常気象発生地域分布図

前 1週間（6月 22日～6月 28日）に世界各地で発生した異常気象（高温・低温・

多雨・少雨）と気象災害を掲載している。日本～中国中部で異常高温、北日本～中

国東部で異常多雨、メキシコで異常少雨となったほか、インド北東部では大雨によ

る気象災害も発生した。

異常気象分析検討会

気象庁は、猛暑や豪雪等の社会・経済に大きな影響を与える異常気象

が発生した場合に、その発生要因について最新の科学的知見に基づいて

分析した結果を迅速に発表するため、平成19年（2007年）６月より異常

気象分析検討会（以下「検討会」）を運営しています。

この検討会は、大学・研究機関等の気候に関する専門家から構成され

ています。検討会は、全国規模で記録的となるような異常気象が発生し

たと判断され、かつ、異常気象が社会的に大きな影響を及ぼすと判断さ

れた場合に開催され、気象庁は検討会の分析結果を踏まえて、異常気象

の発生要因等に関する見解を発表します。
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ヒートアイランド現象の監視

ヒートアイランド現象は、都市の中心部の気温が郊外に比べて島状に

高くなる現象で、都市域の気温の上昇や熱帯夜の増加によって生活上の

不快さを増大させ、熱中症等の健康への被害を生じさせています。政府

はその緩和・解決へ向けた対策を推進するために、平成 16年３月に「ヒ

ートアイランド対策大綱」をとりまとめました。また、平成 25年７月に

は「人工排熱の低減」「地表面被覆の改善」「都市形態の改善」「ライフス

タイルの改善」の４つの柱に加え、「人の健康への影響等を軽減する適応

策の推進」が新たに追加されました。

都市部の気温は、地球温暖化の影響に都市化によるヒートアイランド

現象が加わり、全国平均を上回る割合で上昇しています。関東地方の場

合は、東京都心部を中心に高温域が広がっています。大都市圏のみに限

らず、このようなヒートアイランド現象は中小都市でも見られます。

気象庁ホームページでは、ヒートアイランド現象の実態と最新の知見

として、全国の大都市の気温や猛暑日日数等の長期変化傾向を毎年公表

しているほか、関東・近畿・東海各地方における都市気候モデルを用い

たヒートアイランド現象の解析結果等を掲載しています。

関東地方におけるヒートアイ

ランド現象による9年間（2009

～2017年）平均した８月の平

均気温上昇量（単位は℃。都市

気候モデルを用いたシミュレ

ーション結果による「都市あ

り実験」と「都市なし実験」の

差）

アメダスでみた
極端な大雨の発生回数の変化傾向

気象庁では、全国約 1,300地点の地域気象観測所（アメダス）におけ

る毎正時の降水量観測値を用いて、極端な大雨の発生回数の変化傾向を

監視しています。

＜以下の文章は 12 月中に確定＞極端な大雨の年間発生回数は有意に

増加しており、より強度の強い雨ほど頻度の増加率が大きいという特徴

があります。3時間降水量 150ミリ以上など強度の強い雨では、1980年

頃と比較して、おおむね２倍程度に増加しています。

近年の研究成果から、このような大雨の頻度と強度の増大には地球温

暖化が影響している可能性があります。＜P＞。

全国のアメダス地点で３時間降水量 150ミリ以上となった極端な大雨の年間発生回数（1,300地点

あたり）の経年変化（1976～2022年）。棒グラフ（緑）は各年の年間発生回数、太線（青）は５年

移動平均値、直線（赤）は長期変化傾向を示す。

図は未確定
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ヒートアイランド現象の監視

ヒートアイランド現象は、都市の中心部の気温が郊外に比べて島状に

高くなる現象で、都市域の気温の上昇や熱帯夜の増加によって生活上の

不快さを増大させ、熱中症等の健康への被害を生じさせています。政府

はその緩和・解決へ向けた対策を推進するために、平成 16年３月に「ヒ

ートアイランド対策大綱」をとりまとめました。また、平成 25年７月に

は「人工排熱の低減」「地表面被覆の改善」「都市形態の改善」「ライフス

タイルの改善」の４つの柱に加え、「人の健康への影響等を軽減する適応

策の推進」が新たに追加されました。

都市部の気温は、地球温暖化の影響に都市化によるヒートアイランド

現象が加わり、全国平均を上回る割合で上昇しています。関東地方の場

合は、東京都心部を中心に高温域が広がっています。大都市圏のみに限

らず、このようなヒートアイランド現象は中小都市でも見られます。

気象庁ホームページでは、ヒートアイランド現象の実態と最新の知見

として、全国の大都市の気温や猛暑日日数等の長期変化傾向を毎年公表

しているほか、関東・近畿・東海各地方における都市気候モデルを用い

たヒートアイランド現象の解析結果等を掲載しています。

関東地方におけるヒートアイ

ランド現象による9年間（2009

～2017年）平均した８月の平

均気温上昇量（単位は℃。都市

気候モデルを用いたシミュレ

ーション結果による「都市あ

り実験」と「都市なし実験」の

差）

アメダスでみた
極端な大雨の発生回数の変化傾向

気象庁では、全国約 1,300地点の地域気象観測所（アメダス）におけ

る毎正時の降水量観測値を用いて、極端な大雨の発生回数の変化傾向を

監視しています。

極端な大雨の年間発生回数は有意に増加しており、より強度の強い雨

ほど頻度の増加率が大きいという特徴があります。1時間降水量 80ミリ

以上、3時間降水量 150ミリ以上、日降水量 300ミリ以上といった強度の

強い雨では、1980年頃と比較して、おおむね2倍程度に増加しています。

近年の研究成果から、このような大雨の頻度と強度の増大には地球温

暖化が影響している可能性があります。

全国のアメダス地点で 3時間降水量 150ミリ以上となった極端な大雨の年間発生回数（1,300地点

あたり）の経年変化（1976～2022年）。棒グラフ（緑）は各年の年間発生回数、折れ線（青）は 5

年移動平均値、直線（赤）は長期変化傾向を示す。
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長期再解析データセット

気象庁では、過去の災害事例の調査や季節予報、異常気象分析等の基

盤となるデータセットを作成するために「長期再解析」を実施していま

す。長期再解析は、気象庁ホームページ(https://jra.kishou.go.jp)等

を通じて、国内外の研究活動等においても広く利用いただいています。

長期再解析では、過去～現在の観測データが最新の数値予報技術で解

析され、長期間にわたり均質かつ高品質なデータ（気温や降水量等）が

作成されます。気象庁55年長期再解析（JRA-55）の後継となる、さらな

る品質向上を図った新しい長期再解析として、気象庁第３次長期再解析

（JRA-3Q）を実施しています。JRA-3Qは1947年９月から現在までを対象

としており、JRA-55よりも精緻な解析システムを用いて作成しているほ

か、国内外の気象機関等によるデータレスキュー、衛星運用機関による

衛星データの再処理といった、過去の観測データ拡充の成果等を活用し

て新たに整備した観測データを使用しています。準備が整った年代から

順次提供しています。

エルニーニョ現象とラニーニャ現象

エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海

面水温が平年より高い状態が１年程度続く現象で、数年おきに発生します。一方、

同じ海域の海面水温が平年より低くなる現象は、ラニーニャ現象と呼ばれます。

エルニーニョ現象やラニーニャ現象が発生すると、地球規模で大気の流れが変化

し、日本を含め、世界中の天候に影響を及ぼすことが知られています。

エルニーニョ現象発生時（1997年 11月）の太平洋付近における月平均海面水温（上）とその平年差（下）

（℃）

（℃）
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長期再解析データセット

気象庁では、過去の災害事例の調査や季節予報、異常気象分析等の基

盤となるデータセットを作成するために「長期再解析」を実施していま

す。長期再解析は、気象庁ホームページ(https://jra.kishou.go.jp)等

を通じて、国内外の研究活動等においても広く利用いただいています。

長期再解析では、過去～現在の観測データが最新の数値予報技術で解

析され、長期間にわたり均質かつ高品質なデータ（気温や降水量等）が

作成されます。気象庁55年長期再解析（JRA-55）の後継となる、さらな

る品質向上を図った新しい長期再解析として、気象庁第３次長期再解析

（JRA-3Q）を実施しています。JRA-3Qは1947年９月から現在までを対象

としており、JRA-55よりも精緻な解析システムを用いて作成しているほ

か、国内外の気象機関等によるデータレスキュー、衛星運用機関による

衛星データの再処理といった、過去の観測データ拡充の成果等を活用し

て新たに整備した観測データを使用しています。準備が整った年代から

順次提供しています。

エルニーニョ現象とラニーニャ現象

エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海

面水温が平年より高い状態が１年程度続く現象で、数年おきに発生します。一方、

同じ海域の海面水温が平年より低くなる現象は、ラニーニャ現象と呼ばれます。

エルニーニョ現象やラニーニャ現象が発生すると、地球規模で大気の流れが変化

し、日本を含め、世界中の天候に影響を及ぼすことが知られています。

エルニーニョ現象発生時（1997年 11月）の太平洋付近における月平均海面水温（上）とその平年差（下）

（℃）

（℃）
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エルニーニョ/ラニーニャ現象の監視と予測

気象庁では、太平洋赤道域の中部から東部の南緯５度～北緯５度・西経 150度～

西経 90 度の海域（下図：NINO.3）をエルニーニョ監視海域と定めて、その海域の

月平均海面水温の基準値（その年の前年までの 30年間の各月の平均値）との差の

５か月移動平均値が、６か月以上続けて+0.5℃以上となった場合をエルニーニョ現

象、６か月以上続けて-0.5℃以下となった場合をラニーニャ現象とそれぞれ定義し

て、その監視と予測を行っています。

また、西太平洋熱帯域（下図：NINO.WEST）やインド洋熱帯域（下図：IOBW）に

ついても、それらの海域の海面水温が世界の天候に影響を及ぼしているとみられる

ことから、あわせて監視と予測を行っています。

結果は、「エルニーニョ監視速報」として、毎月 10 日頃に気象庁ホームページ

（https://www.data.jma.go.jp/cpd/elnino/kanshi_joho/kanshi_joho1.html）な

どを通じて公表しています。

   エルニーニョ現象等監視海域
    NINO.3：エルニーニョ監視海域
    NINO.WEST：西太平洋熱帯域
    IOBW：インド洋熱帯域

エルニーニョ監視速報（冒頭部分）

エルニーニョ／ラニーニャ現象の

経過・予測（左図）及び発生確率（上図）

エルニーニョ監視海域の海面水温の変化

エルニーニョ監視海域（NINO.3）の月平均海面水温の基準値との差(℃)の経年変

化です。青い細線が各月の値、太線はその５か月移動平均値です。

赤色の陰影はエルニーニョ現象の発生期間を、青色の陰影はラニーニャ現象の発

生期間をあらわします。1949年以降、これまでにエルニーニョ現象は16回、ラニー

ニャ現象は17回発生しています（2022年10月現在）。

年

エルニーニョ監視海域における海面水温の基準値との差（2022年10月現在）

(℃) (℃)
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エルニーニョ/ラニーニャ現象の監視と予測

気象庁では、太平洋赤道域の中部から東部の南緯５度～北緯５度・西経 150度～

西経 90 度の海域（下図：NINO.3）をエルニーニョ監視海域と定めて、その海域の

月平均海面水温の基準値（その年の前年までの 30年間の各月の平均値）との差の

５か月移動平均値が、６か月以上続けて+0.5℃以上となった場合をエルニーニョ現

象、６か月以上続けて-0.5℃以下となった場合をラニーニャ現象とそれぞれ定義し

て、その監視と予測を行っています。

また、西太平洋熱帯域（下図：NINO.WEST）やインド洋熱帯域（下図：IOBW）に

ついても、それらの海域の海面水温が世界の天候に影響を及ぼしているとみられる

ことから、あわせて監視と予測を行っています。

結果は、「エルニーニョ監視速報」として、毎月 10 日頃に気象庁ホームページ

（https://www.data.jma.go.jp/cpd/elnino/kanshi_joho/kanshi_joho1.html）な

どを通じて公表しています。

   エルニーニョ現象等監視海域
    NINO.3：エルニーニョ監視海域
    NINO.WEST：西太平洋熱帯域
    IOBW：インド洋熱帯域

エルニーニョ監視速報（冒頭部分）

エルニーニョ／ラニーニャ現象の

経過・予測（左図）及び発生確率（上図）

エルニーニョ監視海域の海面水温の変化

エルニーニョ監視海域（NINO.3）の月平均海面水温の基準値との差(℃)の経年変

化です。青い細線が各月の値、太線はその５か月移動平均値です。

赤色の陰影はエルニーニョ現象の発生期間を、青色の陰影はラニーニャ現象の発

生期間をあらわします。1949年以降、これまでにエルニーニョ現象は16回、ラニー

ニャ現象は17回発生しています（2022年10月現在）。

年

エルニーニョ監視海域における海面水温の基準値との差（2022年10月現在）

(℃) (℃)
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エルニーニョ/ラニーニャ現象発生時の

世界・日本の天候の特徴

３ か 月 平 均
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月

春

４

～

６
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～

７

月

６

～

８

月

夏

７

～

９

月

８

～

1 0
月

９

～

1 1
月

秋

1 0
～

1 2
月

エ ル ニ ー

ニ ョ

現 象

北 日 本

東 日 本

西 日 本

沖 縄 ・ 奄 美

ラ ニ ー ニ ャ

現 象

北 日 本

東 日 本

西 日 本

沖 縄 ・ 奄 美

エルニーニョ/ラニーニャ現象発生時の日本の天候（平均気温）の特徴

エルニーニョ/ラニーニャ現象発生年に各３か月平均に見られる、日本各地の平均気温の統計的に

有意な傾向を示します。統計期間は1958年３月～2013年２月。

12～２月および６～８月におけるエルニーニョ/ラニーニャ現象発生時の世界の天候の特徴

1958年３月～2013年２月の３か月平均気温および３か月降水量を、エルニーニョ/ラニーニャ現

象発生年と両現象とも発生していない年で比較し、統計的に有意な差のあった地域を示します。

： 高 い 傾 向 ： 低 い 傾

向

： 傾 向 な し

エルニーニョ現象発生時（12～２月）

エルニーニョ現象発生時（６～８月）

ラニーニャ現象発生時（12～２月）

ラニーニャ現象発生時（６～８月）

  高 温 低 温   多 雨   少 雨      

海洋情報

海面水温や海流などの海洋の状態を監視するとともに予測を行い、そ

の結果を予報や情報として、報道機関あるいは気象無線模写通報を通じ

て一般や船舶、関係機関に提供しています。

また、「海洋の情報」や「海洋の健康診断表」など、それぞれの目的に

応じたホームページを運用し、さまざまなニーズの利用者に広く情報を

提供しています。

予報と情報の種類と内容    
種類 内  容 Ⓨ表日・Ⓨ表基‽ Ⓨ表ᐁ⨫

予

報

海面水温・海流

㸯࠿月予報

北すኴᖹ洋における向࠺ࡇ㸯࠿

月の海面水温・海流の見通し

ẖ月10日、20日及び

ᮎ日
気象ᗇ本ᗇ

地᪉海氷予報

࢜ホーࢶク海༡部➼、北海㐨࿘

㎶海域における᫂日/᫂後日ま

での海氷の見通し（地᪉海上予

報にྵ࡚ࡵⓎ表）

対象海域に海氷のᏑ

ᅾがㄆࢀࡽࡵるᮇ㛫

のẖ日

ᮐᖠ⟶༊気象ྎ

ᗓ┴海氷予報

᐀㇂、⥙㉮、᰿ᐊ地᪉➼のἢᓊ

における᫂日までの海氷の見通

し

対象海域に海氷のᏑ

ᅾがㄆࢀࡽࡵる࠿予

想ࢀࡉるᮇ㛫のẖ日

⛶内・⥙㉮・㔲㊰

地᪉気象ྎ

情

報

඲般/地᪉/ᗓ┴

₻位情報

ྛⓎ表ᐁ⨫がᢸᙜする海域の₻

位の状況

Ⓨ表ᐁ⨫がᚲ要とㄆ

た場合ࡵ

気象ᗇ本ᗇ、⟶༊

気象ྎ、地᪉気象

ྎ➼

඲般/地᪉/ᗓ┴

海氷情報

ྛⓎ表ᐁ⨫がᢸᙜする海域の海

氷の状況

Ⓨ表ᐁ⨫がᚲ要とㄆ

た場合ࡵ

気象ᗇ本ᗇ

ᮐᖠ⟶༊気象ྎ

⛶内・⥙㉮・㔲㊰

地᪉気象ྎ
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エルニーニョ/ラニーニャ現象発生時の

世界・日本の天候の特徴

３ か 月 平

均
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２
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秋
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～

1 2
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エ ル ニ ー

ニ ョ

現 象

北 日 本

東 日 本

西 日 本

沖 縄 ・ 奄 美

ラ ニ ー ニ ャ

現 象

北 日 本

東 日 本

西 日 本

沖 縄 ・ 奄 美

エルニーニョ/ラニーニャ現象発生時の日本の天候（平均気温）の特徴

エルニーニョ/ラニーニャ現象発生年に各３か月平均に見られる、日本各地の平均気温の統計的に

有意な傾向を示します。統計期間は1958年３月～2013年２月。

12～２月および６～８月におけるエルニーニョ/ラニーニャ現象発生時の世界の天候の特徴

1958年３月～2013年２月の３か月平均気温および３か月降水量を、エルニーニョ/ラニーニャ現

象発生年と両現象とも発生していない年で比較し、統計的に有意な差のあった地域を示します。

： 高 い 傾 向 ： 低 い 傾

向

： 傾 向 な し

エルニーニョ現象発生時（12～２月）

エルニーニョ現象発生時（６～８月）

ラニーニャ現象発生時（12～２月）

ラニーニャ現象発生時（６～８月）

  高 温 低 温   多 雨   少 雨

海洋情報

海面水温や海流などの海洋の状態を監視するとともに予測を行い、そ

の結果を予報や情報として、報道機関あるいは気象無線模写通報を通じ

て一般や船舶、関係機関に提供しています。

また、「海洋の情報」や「海洋の健康診断表」など、それぞれの目的に

応じたホームページを運用し、さまざまなニーズの利用者に広く情報を

提供しています。

予報と情報の種類と内容    
種類 内  容 Ⓨ表日・Ⓨ表基‽ Ⓨ表ᐁ⨫

予

報

海面水温・海流

㸯࠿月予報

北すኴᖹ洋における向࠺ࡇ㸯࠿

月の海面水温・海流の見通し

ẖ月10日、20日及び

ᮎ日
気象ᗇ本ᗇ

地᪉海氷予報

࢜ホーࢶク海༡部➼、北海㐨࿘

㎶海域における᫂日/᫂後日ま

での海氷の見通し（地᪉海上予

報にྵ࡚ࡵⓎ表）

対象海域に海氷のᏑ

ᅾがㄆࢀࡽࡵるᮇ㛫

のẖ日

ᮐᖠ⟶༊気象ྎ

ᗓ┴海氷予報

᐀㇂、⥙㉮、᰿ᐊ地᪉➼のἢᓊ

における᫂日までの海氷の見通

し

対象海域に海氷のᏑ

ᅾがㄆࢀࡽࡵる࠿予

想ࢀࡉるᮇ㛫のẖ日

⛶内・⥙㉮・㔲㊰

地᪉気象ྎ

情

報

඲般/地᪉/ᗓ┴

₻位情報

ྛⓎ表ᐁ⨫がᢸᙜする海域の₻

位の状況

Ⓨ表ᐁ⨫がᚲ要とㄆ

た場合ࡵ

気象ᗇ本ᗇ、⟶༊

気象ྎ、地᪉気象

ྎ➼

඲般/地᪉/ᗓ┴

海氷情報

ྛⓎ表ᐁ⨫がᢸᙜする海域の海

氷の状況

Ⓨ表ᐁ⨫がᚲ要とㄆ

た場合ࡵ

気象ᗇ本ᗇ

ᮐᖠ⟶༊気象ྎ

⛶内・⥙㉮・㔲㊰

地᪉気象ྎ
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海洋情報のホームページの種類と内容

種  類 内  容

「海洋の情報」

・リアルタイム性が高い海洋情報の最新の実況及び予想分布図の提供を目

的

・海面水温、海流、波浪、海氷など

「海洋の健康診断表」

・一般を対象にした海洋の総合情報

・診断表（海洋の現状と今後の見通しなどの解説）、予報・情報、図やデ

ータ、海洋に関する基本的な知識

船舶向け天気図提供

ページ
・気象無線模写通報（JMH）で船舶向けに放送する実況図や予想図

NEAR-GOOS（ﾆｱ･ｸﾞｰｽ）

リアルタイム

データベース

・北東アジア地域の登録機関（日本、中国、韓国、ロシア）によるデータ

交換およびプロダクトの一般への提供を目的

・日、旬、月別海面水温、表層水温など

アルゴ（Argo）計画

リアルタイム

データベース

・国際プロジェクトアルゴ計画のフロート運用状況と成果の公開を目的

・アルゴフロートの漂流位置・データなど

「海洋の情報」（海面水温）の例

プルダウンメニューで情報を選択できます。

表示する日時を選択できます。

複数の要素がある場合は、ページ下部の

ボタンで要素を変更できます。

海面水温

関連するページへのリンクがあります。

画像左上の＋－

やマウスで拡大

縮小可能です。

海上気象観測

気象庁は、海洋気象観測船や漂流ブイにより海上気象（気圧、水

温、波浪など）の観測･通報を実施しているほか、内外の商船等にも

観測・通報にご協力いただいています。これらの観測データは気象

庁に即時的に通報され、天気図作成や予報・警報のための基礎資料

として、また気候変動や地球温暖化等の調査・研究のための資料と

して利用されています。

我が国では、気象業

務法により右図の①の

海域では３時間ごと、

②の海域では６時間ご

との海上気象観測・通

報を行うよう定められ

ています。さらにその

他の海域でも観測・通

報をお願いしています。

気象庁

海上気象の

観測・通報

気 象 情 報

漂 流 ブイ

船 舶 等
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海洋情報のホームページの種類と内容

種  類 内  容

「海洋の情報」

・リアルタイム性が高い海洋情報の最新の実況及び予想分布図の提供を目

的

・海面水温、海流、波浪、海氷など

「海洋の健康診断表」

・一般を対象にした海洋の総合情報

・診断表（海洋の現状と今後の見通しなどの解説）、予報・情報、図やデ

ータ、海洋に関する基本的な知識

船舶向け天気図提供

ページ
・気象無線模写通報（JMH）で船舶向けに放送する実況図や予想図

NEAR-GOOS（ﾆｱ･ｸﾞｰｽ）

リアルタイム

データベース

・北東アジア地域の登録機関（日本、中国、韓国、ロシア）によるデータ

交換およびプロダクトの一般への提供を目的

・日、旬、月別海面水温、表層水温など

アルゴ（Argo）計画

リアルタイム

データベース

・国際プロジェクトアルゴ計画のフロート運用状況と成果の公開を目的

・アルゴフロートの漂流位置・データなど

「海洋の情報」（海面水温）の例

プルダウンメニューで情報を選択できます。

表示する日時を選択できます。

複数の要素がある場合は、ページ下部の

ボタンで要素を変更できます。

海面水温

関連するページへのリンクがあります。

画像左上の＋－

やマウスで拡大

縮小可能です。

海上気象観測

気象庁は、海洋気象観測船や漂流ブイにより海上気象（気圧、水

温、波浪など）の観測･通報を実施しているほか、内外の商船等にも

観測・通報にご協力いただいています。これらの観測データは気象

庁に即時的に通報され、天気図作成や予報・警報のための基礎資料

として、また気候変動や地球温暖化等の調査・研究のための資料と

して利用されています。

我が国では、気象業

務法により右図の①の

海域では３時間ごと、

②の海域では６時間ご

との海上気象観測・通

報を行うよう定められ

ています。さらにその

他の海域でも観測・通

報をお願いしています。

気象庁

海上気象の

観測・通報

気 象 情 報

漂 流 ブイ

船 舶 等
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海洋気象観測船

船 名 総トン数 全長（m）
航海速力

（ノット）
竣工年月日

凌 風 丸 1,380 82.0 14.0 平成 7. 6.30

啓 風 丸 1,491 81.4 14.0 平成12. 9.27

凌 風 丸

啓 風 丸

主要な海洋観測ライン

気象庁は、地球温暖化の予測精度向上につながる海洋中の

二酸化炭素量を監視すること、及び海洋の長期的な変動をと

らえ気候変動との関係を調べること等を目的として、北西太

平洋海域に海洋観測ラインを設け、海洋気象観測船により定

期的に海洋観測を実施しています。
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海洋気象観測船

船 名 総トン数 全長（m）
航海速力

（ノット）
竣工年月日

凌 風 丸 1,380 82.0 14.0 平成 7. 6.30

啓 風 丸 1,491 81.4 14.0 平成12. 9.27

凌 風 丸

啓 風 丸

主要な海洋観測ライン

気象庁は、地球温暖化の予測精度向上につながる海洋中の

二酸化炭素量を監視すること、及び海洋の長期的な変動をと

らえ気候変動との関係を調べること等を目的として、北西太

平洋海域に海洋観測ラインを設け、海洋気象観測船により定

期的に海洋観測を実施しています。
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海洋気象観測船の主要な海洋観測システム
観 測 項 目 観 測 機 器

水温、塩分 電気伝導度水温水深計

表層水温 自記水温水深計

表面海水中及び大気中の

二酸化炭素濃度
二酸化炭素観測装置

全炭酸・アルカリ度 多筒採水器、全炭酸・アルカリ度分析装置

水素イオン濃度（pH） 多筒採水器、水素イオン濃度測定装置

溶存酸素量 溶存酸素計、多筒採水器、自動酸素滴定装置

栄養塩 多筒採水器、自動化学分析装置

植物色素 多筒採水器、植物色素測定装置

海面の油塊 ニューストンネット

海面の油膜、浮遊物 ブリッジ（操舵室）からの目視

海水の流向、流速 舶用流向流速計

海上気象（気温、気圧、風等） 総合海上気象観測装置、GNSS観測装置

高層気象（気温、気圧、風等） 高層気象観測装置、GPSゾンデ

（三井造船株式会社 提供のパンフレット「啓風丸」掲載図を加工掲載）

気象庁の沿岸波浪観測

  気象庁では、沿岸海域における海難防止、船舶の安全航行及

び沿岸施設の安全管理に寄与するため、下図に示す６地点で沿

岸波浪観測を行っています。

令和５年４月１日現在

レーダー式沿岸波浪計

海洋気象観測船の主要な海洋観測システム
観 測 項 目 観 測 機 器

水温、塩分 電気伝導度水温水深計

表層水温 自記水温水深計

表面海水中及び大気中の

二酸化炭素濃度
二酸化炭素観測装置

全炭酸・アルカリ度 多筒採水器、全炭酸・アルカリ度分析装置

水素イオン濃度（pH） 多筒採水器、水素イオン濃度測定装置

溶存酸素量 溶存酸素計、多筒採水器、自動酸素滴定装置

栄養塩 多筒採水器、自動化学分析装置

植物色素 多筒採水器、植物色素測定装置

海面の油塊 ニューストンネット

海面の油膜、浮遊物 ブリッジ（操舵室）からの目視

海水の流向、流速 舶用流向流速計

海上気象（気温、気圧、風等） 総合海上気象観測装置、GNSS観測装置

高層気象（気温、気圧、風等） 高層気象観測装置、GPSゾンデ

（三井造船株式会社 提供のパンフレット「啓風丸」掲載図を加工掲載）
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海洋気象観測船の主要な海洋観測システム
観 測 項 目 観 測 機 器

水温、塩分 電気伝導度水温水深計

表層水温 自記水温水深計

表面海水中及び大気中の

二酸化炭素濃度
二酸化炭素観測装置

全炭酸・アルカリ度 多筒採水器、全炭酸・アルカリ度分析装置

水素イオン濃度（pH） 多筒採水器、水素イオン濃度測定装置

溶存酸素量 溶存酸素計、多筒採水器、自動酸素滴定装置

栄養塩 多筒採水器、自動化学分析装置

植物色素 多筒採水器、植物色素測定装置

海面の油塊 ニューストンネット

海面の油膜、浮遊物 ブリッジ（操舵室）からの目視

海水の流向、流速 舶用流向流速計

海上気象（気温、気圧、風等） 総合海上気象観測装置、GNSS観測装置

高層気象（気温、気圧、風等） 高層気象観測装置、GPSゾンデ

（三井造船株式会社 提供のパンフレット「啓風丸」掲載図を加工掲載）

気象庁の沿岸波浪観測

  気象庁では、沿岸海域における海難防止、船舶の安全航行及

び沿岸施設の安全管理に寄与するため、下図に示す６地点で沿

岸波浪観測を行っています。

令和５年４月１日現在

レーダー式沿岸波浪計

海洋気象観測船の主要な海洋観測システム
観 測 項 目 観 測 機 器

水温、塩分 電気伝導度水温水深計

表層水温 自記水温水深計

表面海水中及び大気中の

二酸化炭素濃度
二酸化炭素観測装置

全炭酸・アルカリ度 多筒採水器、全炭酸・アルカリ度分析装置

水素イオン濃度（pH） 多筒採水器、水素イオン濃度測定装置

溶存酸素量 溶存酸素計、多筒採水器、自動酸素滴定装置

栄養塩 多筒採水器、自動化学分析装置

植物色素 多筒採水器、植物色素測定装置

海面の油塊 ニューストンネット

海面の油膜、浮遊物 ブリッジ（操舵室）からの目視

海水の流向、流速 舶用流向流速計

海上気象（気温、気圧、風等） 総合海上気象観測装置、GNSS観測装置

高層気象（気温、気圧、風等） 高層気象観測装置、GPSゾンデ

（三井造船株式会社 提供のパンフレット「啓風丸」掲載図を加工掲載）
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海面水温・海流・海氷の情報

海面水温、海流、海氷は水産業や海運業等の様々な分野に大きな

影響を与えます。気象庁では、海洋気象観測船、ブイ、人工衛星、

航空機等による観測データをもとに、日本近海から全球にわたる海

面水温の分布、黒潮に代表される海流の実況及びオホーツク海の海

氷の実況を監視しています。また、海面水温や海流については 1 か

月先までの予想を、海氷についても 1週間先までの見通しや 10日先

までの海氷予想図を提供しています。

日本近海の月平均海面水温図（左）と海流分布図（右）

全般海氷情報（左）と海氷予想図（右）

海洋・地球環境に関する
数値予報/解析システム一覧

海洋に関する数値予報システムの一覧を以下に示します。

地球環境に関する数値予報/解析システムの一覧を以下に示します。

数値予報システム 水平分解能 鉛直層数

予報期間、メンバー数

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

全球波浪モデル 約 27km ―
5.5日間(06,18UTC、毎日)

11日間(00,12UTC、毎日)

外洋波浪予想

（波浪図）

沿岸波浪モデル 約 5km ― 5.5日間(00,06,12,18UTC、毎日) 波浪予報

波浪アンサンブル

予報システム
約 55km ―

11日間(00,12UTC、毎日)

51メンバー

週間天気予報

（波浪）

日本域高潮

モデル
約 1km～16km ―

39時間(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

78時間(00,12UTC、毎日)

6メンバー(台風が存在する時)

1メンバー（台風がない時）

高潮情報

（警報・注意

報）

日本域台風時

高潮確率

予報システム

約 1km～16km ―

39時間(03,09,15,21UTC、台風が

存在する時)

132時間(00,06,12,18UTC、台風

が存在する時)

高潮早期注意

情報（警報級の

可能性）

アジア域高潮

アンサンブル予報

システム

約 1.5km

～50km
―

132時間(00,06,12,18UTC、毎日)

52メンバー(台風が存在する時)

1メンバー(台風がない時)

高潮情報（アジ

アの気象局で

利用）

日本沿岸海況監視

予測システム

(JPNシステム)

約 10km

（北太平洋）

約 2km

（日本近海）

60層

31日間（前日の 00UTC、毎日）

11日間（前日の 00UTC、毎日）

海水温・海流 1

か月予報、海氷

情報

数値予報/解析システム 水平分解能
鉛直層数

(最上層面)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

黄砂解析予測システム

（全球エーロゾルモデル）
約 40km

40層

(0.4hPa)

4日間

(12UTC、毎日)
黄砂情報

紫外線予測システム

（全球化学輸送モデル）
約 110km

64層

(0.01hPa)

5日間

(12UTC、毎日)
紫外線情報

大気汚染気象予測システム

（領域化学輸送モデル）
5km(極東アジア)

19層

(約 10km)

51時間

(12UTC、毎日)

(全般)スモッグ

気象情報、大気

汚染気象通報

二酸化炭素解析システム

（二酸化炭素輸送モデル）
約 110km

60層

(0.1hPa)
予報なし(年 1回)

二酸化炭素分布

情報

(2023年３月時点)

海洋・地球環境に関する
数値予報/解析システム一覧

海洋に関する数値予報システムの一覧を以下に示します。

地球環境に関する数値予報/解析システムの一覧を以下に示します。

数値予報システム 水平分解能 鉛直層数

予報期間、メンバー数

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

全球波浪モデル 約 27km ―
5.5日間(06,18UTC、毎日)

11日間(00,12UTC、毎日)

外洋波浪予想

（波浪図）

沿岸波浪モデル 約 5km ― 5.5日間(00,06,12,18UTC、毎日) 波浪予報

波浪アンサンブル

予報システム
約 55km ―

11日間(00,12UTC、毎日)

51メンバー

週間天気予報

（波浪）

日本域高潮

モデル
約 1km～16km ―

39時間(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

78時間(00,12UTC、毎日)

6メンバー(台風が存在する時)

1メンバー（台風がない時）

高潮情報

（警報・注意

報）

日本域台風時

高潮確率

予報システム

約 1km～16km ―

39時間(03,09,15,21UTC、台風が

存在する時)

132時間(00,06,12,18UTC、台風

が存在する時)

高潮早期注意

情報（警報級の

可能性）

アジア域高潮

アンサンブル予報

システム

約 1.5km

～50km
―

132時間(00,06,12,18UTC、毎日)

52メンバー(台風が存在する時)

1メンバー(台風がない時)

高潮情報（アジ

アの気象局で

利用）

日本沿岸海況監視

予測システム

(JPNシステム)

約 10km

（北太平洋）

約 2km

（日本近海）

60層

31日間（前日の 00UTC、毎日）

11日間（前日の 00UTC、毎日）

海水温・海流 1

か月予報、海氷

情報

数値予報/解析システム 水平分解能
鉛直層数

(最上層面)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

黄砂解析予測システム

（全球エーロゾルモデル）
約 40km

40層

(0.4hPa)

4日間

(12UTC、毎日)
黄砂情報

紫外線予測システム

（全球化学輸送モデル）
約 110km

64層

(0.01hPa)

5日間

(12UTC、毎日)
紫外線情報

大気汚染気象予測システム

（領域化学輸送モデル）
5km(極東アジア)

19層

(約 10km)

51時間

(12UTC、毎日)

(全般)スモッグ

気象情報、大気

汚染気象通報

二酸化炭素解析システム

（二酸化炭素輸送モデル）
約 110km

60層

(0.1hPa)
予報なし(年 1回)

二酸化炭素分布

情報

(2023年３月時点)
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海面水温・海流・海氷の情報

海面水温、海流、海氷は水産業や海運業等の様々な分野に大きな

影響を与えます。気象庁では、海洋気象観測船、ブイ、人工衛星、

航空機等による観測データをもとに、日本近海から全球にわたる海

面水温の分布、黒潮に代表される海流の実況及びオホーツク海の海

氷の実況を監視しています。また、海面水温や海流については 1 か

月先までの予想を、海氷についても 1週間先までの見通しや 10日先

までの海氷予想図を提供しています。

日本近海の月平均海面水温図（左）と海流分布図（右）

全般海氷情報（左）と海氷予想図（右）

海洋・地球環境に関する
数値予報/解析システム一覧

海洋に関する数値予報システムの一覧を以下に示します。

地球環境に関する数値予報/解析システムの一覧を以下に示します。

数値予報システム 水平分解能 鉛直層数

予報期間、メンバー数

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

全球波浪モデル 約 27km ―
5.5日間(06,18UTC、毎日)

11日間(00,12UTC、毎日)

外洋波浪予想

（波浪図）

沿岸波浪モデル 約 5km ― 5.5日間(00,06,12,18UTC、毎日) 波浪予報

波浪アンサンブル

予報システム
約 55km ―

11日間(00,12UTC、毎日)

51メンバー

週間天気予報

（波浪）

日本域高潮

モデル
約 1km～16km ―

39時間(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

78時間(00,12UTC、毎日)

6メンバー(台風が存在する時)

1メンバー（台風がない時）

高潮情報

（警報・注意

報）

日本域台風時

高潮確率

予報システム

約 1km～16km ―

39時間(03,09,15,21UTC、台風が

存在する時)

132時間(00,06,12,18UTC、台風

が存在する時)

高潮早期注意

情報（警報級の

可能性）

アジア域高潮

アンサンブル予報

システム

約 1.5km

～50km
―

132時間(00,06,12,18UTC、毎日)

52メンバー(台風が存在する時)

1メンバー(台風がない時)

高潮情報（アジ

アの気象局で

利用）

日本沿岸海況監視

予測システム

(JPNシステム)

約 10km

（北太平洋）

約 2km

（日本近海）

60層

31日間（前日の 00UTC、毎日）

11日間（前日の 00UTC、毎日）

海水温・海流 1

か月予報、海氷

情報

数値予報/解析システム 水平分解能
鉛直層数

(最上層面)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

黄砂解析予測システム

（全球エーロゾルモデル）
約 40km

40層

(0.4hPa)

4日間

(12UTC、毎日)
黄砂情報

紫外線予測システム

（全球化学輸送モデル）
約 110km

64層

(0.01hPa)

5日間

(12UTC、毎日)
紫外線情報

大気汚染気象予測システム

（領域化学輸送モデル）
5km(日本周辺)

19層

(約 10km)

51時間

(12UTC、毎日)

(全般)スモッグ

気象情報、大気

汚染気象通報

二酸化炭素解析システム

（二酸化炭素輸送モデル）
約 110km

60層

(0.1hPa)
予報なし(年 1回)

二酸化炭素分布

情報

海洋・地球環境に関する
数値予報/解析システム一覧

海洋に関する数値予報システムの一覧を以下に示します。

地球環境に関する数値予報/解析システムの一覧を以下に示します。

数値予報システム 水平分解能 鉛直層数

予報期間、メンバー数

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

全球波浪モデル 約 27km ―
5.5日間(06,18UTC、毎日)

11日間(00,12UTC、毎日)

外洋波浪予想

（波浪図）

沿岸波浪モデル 約 5km ― 5.5日間(00,06,12,18UTC、毎日) 波浪予報

波浪アンサンブル

予報システム
約 55km ―

11日間(00,12UTC、毎日)

51メンバー

週間天気予報

（波浪）

日本域高潮

モデル
約 1km～16km ―

39時間(03,06,09,15,18,21UTC、

毎日)

78時間(00,12UTC、毎日)

6メンバー(台風が存在する時)

1メンバー（台風がない時）

高潮情報

（警報・注意

報）

日本域台風時

高潮確率

予報システム

約 1km～16km ―

39時間(03,09,15,21UTC、台風が

存在する時)

132時間(00,06,12,18UTC、台風

が存在する時)

高潮早期注意

情報（警報級の

可能性）

アジア域高潮

アンサンブル予報

システム

約 1.5km

～50km
―

132時間(00,06,12,18UTC、毎日)

52メンバー(台風が存在する時)

1メンバー(台風がない時)

高潮情報（アジ

アの気象局で

利用）

日本沿岸海況監視

予測システム

(JPNシステム)

約 10km

（北太平洋）

約 2km

（日本近海）

60層

31日間（前日の 00UTC、毎日）

11日間（前日の 00UTC、毎日）

海水温・海流 1

か月予報、海氷

情報

数値予報/解析システム 水平分解能
鉛直層数

(最上層面)

予報期間

(初期値の時刻

または実行頻度)

主な利用目的

黄砂解析予測システム

（全球エーロゾルモデル）
約 40km

40層

(0.4hPa)

4日間

(12UTC、毎日)
黄砂情報

紫外線予測システム

（全球化学輸送モデル）
約 110km

64層

(0.01hPa)

5日間

(12UTC、毎日)
紫外線情報

大気汚染気象予測システム

（領域化学輸送モデル）
5km(日本周辺)

19層

(約 10km)

51時間

(12UTC、毎日)

(全般)スモッグ

気象情報、大気

汚染気象通報

二酸化炭素解析システム

（二酸化炭素輸送モデル）
約 110km

60層

(0.1hPa)
予報なし(年 1回)

二酸化炭素分布

情報
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環境気象観測
気象庁では、環境気象観測として、地球温暖化やオゾン層

破壊等を監視するため、大気中における温室効果ガスの濃度

やオゾンの分布の観測、これに関連する日射放射の観測など

を行っています。さらに、凌風丸と啓風丸の２隻の海洋気象

観測船で北西太平洋の洋上大気・表面海水中の、航空機で北

西太平洋上空の温室効果ガスの濃度の観測を行っています。

観測の種類 観測要素

温室効果ガス等＊

二酸化炭素､メタン､一酸化炭素､

地上オゾン､一酸化二窒素､フロン類、

1,1,1-トリクロロエタン、

四塩化炭素

エーロゾル

光学的厚さ、一次散乱アルベド、

オングストローム指数、

エーロゾル粒径分布

日射放射 直達日射、散乱日射、下向き赤外放射

オゾン層
オゾン全量、

オゾンの鉛直分布（反転、ゾンデ）

紫外域日射 紫外線（UV-B）
＊観測地点により観測要素は異なります。

環境気象観測
気象庁では、環境気象観測として、地球温暖化やオゾン層

破壊等を監視するため、大気中における温室効果ガスの濃度

やオゾンの分布の観測、これに関連する日射放射の観測など

を行っています。さらに、凌風丸と啓風丸の２隻の海洋気象

観測船で北西太平洋の洋上大気・表面海水中の、航空機で北

西太平洋上空の温室効果ガスの濃度の観測を行っています。

観測の種類 観測要素

温室効果ガス等＊

二酸化炭素､メタン､一酸化炭素､

地上オゾン､一酸化二窒素､フロン類、

1,1,1-トリクロロエタン、

四塩化炭素

エーロゾル

光学的厚さ、一次散乱アルベド、

オングストローム指数、

エーロゾル粒径分布

日射放射 直達日射、散乱日射、下向き赤外放射

オゾン層
オゾン全量、

オゾンの鉛直分布（反転、ゾンデ）

紫外域日射 紫外線（UV-B）
＊観測地点により観測要素は異なります。

大気中の二酸化炭素濃度の観測

観測の原理

二酸化炭素が赤外線を吸収

する性質を利用します。微量

成分を精密に観測するため

に、あらかじめ濃度を正確に

測っておいた標準ガスと観測

対象の大気とを交互に分析し

て、大気中の二酸化炭素濃度

を決定します。

局地的な汚染源の影

響を受けにくい場所

で観測

(写真は岩手県大船

渡市三陸町綾里にあ

る大気環境観測所)

赤
外
線
ラ
ン
プ

検

出

器

大気（又は標準ガス）

大気と標準ガスとの

赤外線吸収量の差

↓

大気と標準ガスとの濃度差

大気取入口
植物などの影響を受けな

いよう、地上 20ｍの高さ

から大気（空気）を導入

濃度分析部・データ処理部
濃度の観測に影響を及ぼす水分やちりなどを除去した

大気を分析し、データ処理を行って濃度を決定

大気中の二酸化炭素濃度の観測

観測の原理

二酸化炭素が赤外線を吸収

する性質を利用します。微量

成分を精密に観測するため

に、あらかじめ濃度を正確に

測っておいた標準ガスと観測

対象の大気とを交互に分析し

て、大気中の二酸化炭素濃度

を決定します。

局地的な汚染源の影

響を受けにくい場所

で観測

(写真は岩手県大船

渡市三陸町綾里にあ

る大気環境観測所)

赤
外
線
ラ
ン
プ

検

出

器

大気（又は標準ガス）

大気と標準ガスとの

赤外線吸収量の差

↓

大気と標準ガスとの濃度差

大気取入口
植物などの影響を受けな

いよう、地上 20ｍの高さ

から大気（空気）を導入

濃度分析部・データ処理部
濃度の観測に影響を及ぼす水分やちりなどを除去した

大気を分析し、データ処理を行って濃度を決定
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環境気象観測
気象庁では、環境気象観測として、地球温暖化やオゾン層

破壊等を監視するため、大気中における温室効果ガスの濃度

やオゾンの分布の観測、これに関連する日射放射の観測など

を行っています。さらに、凌風丸と啓風丸の２隻の海洋気象

観測船で北西太平洋の洋上大気・表面海水中の、航空機で北

西太平洋上空の温室効果ガスの濃度の観測を行っています。

観測の種類 観測要素

温室効果ガス等＊

二酸化炭素､メタン､一酸化炭素､

地上オゾン､一酸化二窒素､フロン類、

1,1,1-トリクロロエタン、

四塩化炭素

エーロゾル

光学的厚さ、一次散乱アルベド、

オングストローム指数、

エーロゾル粒径分布

日射放射 直達日射、散乱日射、下向き赤外放射

オゾン層
オゾン全量、

オゾンの鉛直分布（反転、ゾンデ）

紫外域日射 紫外線（UV-B）
＊観測地点により観測要素は異なります。

環境気象観測
気象庁では、環境気象観測として、地球温暖化やオゾン層

破壊等を監視するため、大気中における温室効果ガスの濃度

やオゾンの分布の観測、これに関連する日射放射の観測など

を行っています。さらに、凌風丸と啓風丸の２隻の海洋気象

観測船で北西太平洋の洋上大気・表面海水中の、航空機で北

西太平洋上空の温室効果ガスの濃度の観測を行っています。

観測の種類 観測要素

温室効果ガス等＊

二酸化炭素､メタン､一酸化炭素､

地上オゾン､一酸化二窒素､フロン類、

1,1,1-トリクロロエタン、

四塩化炭素

エーロゾル

光学的厚さ、一次散乱アルベド、

オングストローム指数、

エーロゾル粒径分布

日射放射 直達日射、散乱日射、下向き赤外放射

オゾン層
オゾン全量、

オゾンの鉛直分布（反転、ゾンデ）

紫外域日射 紫外線（UV-B）
＊観測地点により観測要素は異なります。

大気中の二酸化炭素濃度の観測

観測の原理

二酸化炭素が赤外線を吸収

する性質を利用します。微量

成分を精密に観測するため

に、あらかじめ濃度を正確に

測っておいた標準ガスと観測

対象の大気とを交互に分析し

て、大気中の二酸化炭素濃度

を決定します。

局地的な汚染源の影

響を受けにくい場所

で観測

(写真は岩手県大船

渡市三陸町綾里にあ

る大気環境観測所)

赤
外
線
ラ
ン
プ

検

出

器

大気（又は標準ガス）

大気と標準ガスとの

赤外線吸収量の差

↓

大気と標準ガスとの濃度差

大気取入口
植物などの影響を受けな

いよう、地上 20ｍの高さ

から大気（空気）を導入

濃度分析部・データ処理部
濃度の観測に影響を及ぼす水分やちりなどを除去した

大気を分析し、データ処理を行って濃度を決定

大気中の二酸化炭素濃度の観測

観測の原理

二酸化炭素が赤外線を吸収

する性質を利用します。微量

成分を精密に観測するため

に、あらかじめ濃度を正確に

測っておいた標準ガスと観測

対象の大気とを交互に分析し

て、大気中の二酸化炭素濃度

を決定します。

局地的な汚染源の影

響を受けにくい場所

で観測

(写真は岩手県大船

渡市三陸町綾里にあ

る大気環境観測所)

赤
外
線
ラ
ン
プ

検

出

器

大気（又は標準ガス）

大気と標準ガスとの

赤外線吸収量の差

↓

大気と標準ガスとの濃度差

大気取入口
植物などの影響を受けな

いよう、地上 20ｍの高さ

から大気（空気）を導入

濃度分析部・データ処理部
濃度の観測に影響を及ぼす水分やちりなどを除去した

大気を分析し、データ処理を行って濃度を決定
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オゾン層の観測

オゾンは酸素原子３個からなる気体です。オゾンの約９割

は成層圏（高さ 10～50km）に存在していて、このオゾンの

多い層をオゾン層と呼びます。オゾン層は太陽からの有害な

紫外線を吸収し、地球上の生物を保護しています。また、オ

ゾン層は、成層圏の大気を暖める働きがあり、地球の気候の

バランスにも大きく関わっています。

気象庁では、分光光度計やオゾンゾンデを用いてオゾン層

の状況を観測しています。その観測成果は、オゾン層保護の

ための国際的な取り決めを作る際の科学的根拠として使わ

れるなど、広く利用されています。

分光光度計による観測：

地上に到達する紫外線のうち、オゾンに吸収されやすい

波長とオゾンに吸収されにくい波長の強度比を測定す

ることで、上空のオゾン量を観測します。

オゾンゾンデによる観測：

気球に吊した観測器（オゾンゾンデ）により上空のオゾ

ン量を直接測定し、オゾンの鉛直分布を詳細に知ること

ができます。

  

オゾン層の観測風景
左：ブリューワー分光光度計（高層気象台）右：オゾンゾンデ（南極昭和基地）

                            （52次隊員撮影）

オゾン層の状況

オゾンは中・高緯度に多く分布しており、夏から秋にかけ

て少なく冬から春にかけて多くなるような季節変化をしま

す。世界の平均のオゾン全量は、1980 年代を中心に長期的

に減少が進みました。1990 年代半ば以降はそれまでの減少

傾向がみられず、北半球では緩やかな増加傾向を示す地域が

あります。

国内の札幌、つくばでも、オゾン全量は 1980年代を中心

に減少が進みましたが、1990 年代半ば以降は国内では緩や

かな増加傾向がみられます。

国内のオゾン全量年平均値の経年変化
（札幌と那覇は 2022年 1月をもって観測終了）

米国の衛星データから求めたオゾン全量分布(1997-2006年平均)

[m atm-cm]

来年の 2月頃に図を更新予定
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オゾン層の観測

オゾンは酸素原子３個からなる気体です。オゾンの約９割

は成層圏（高さ 10～50km）に存在していて、このオゾンの

多い層をオゾン層と呼びます。オゾン層は太陽からの有害な

紫外線を吸収し、地球上の生物を保護しています。また、オ

ゾン層は、成層圏の大気を暖める働きがあり、地球の気候の

バランスにも大きく関わっています。

気象庁では、分光光度計やオゾンゾンデを用いてオゾン層

の状況を観測しています。その観測成果は、オゾン層保護の

ための国際的な取り決めを作る際の科学的根拠として使わ

れるなど、広く利用されています。

分光光度計による観測：

地上に到達する紫外線のうち、オゾンに吸収されやすい

波長とオゾンに吸収されにくい波長の強度比を測定す

ることで、上空のオゾン量を観測します。

オゾンゾンデによる観測：

気球に吊した観測器（オゾンゾンデ）により上空のオゾ

ン量を直接測定し、オゾンの鉛直分布を詳細に知ること

ができます。

  

オゾン層の観測風景
左：ブリューワー分光光度計（高層気象台）右：オゾンゾンデ（南極昭和基地）

                            （52次隊員撮影）

オゾン層の状況

オゾンは中・高緯度に多く分布しており、夏から秋にかけ

て少なく冬から春にかけて多くなるような季節変化をしま

す。世界の平均のオゾン全量は、1980 年代を中心に長期的

に減少が進みました。1990 年代半ば以降はそれまでの減少

傾向がみられず、北半球では緩やかな増加傾向を示す地域が

あります。

国内の札幌、つくばでも、オゾン全量は 1980年代を中心

に減少が進みましたが、1990 年代半ば以降は国内では緩や

かな増加傾向がみられます。

国内のオゾン全量年平均値の経年変化
（札幌と那覇は 2022年 1月をもって観測終了）

米国の衛星データから求めたオゾン全量分布(1997-2006年平均)

[m atm-cm]
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南極のオゾンホール

南極域では 1980年代初め頃から南半球の春季を中心に大

きなオゾンの減少が観測されており、この現象は「オゾンホ

ール」と呼ばれています。これは、南極域上空の成層圏が冬

から春先にかけ非常に低温になる等の気象条件の下で、フロ

ン等によりオゾン層が顕著に破壊される現象です。モントリ

オール議定書による世界的なフロン等の生産や消費の規制

により、南極オゾンホールは縮小傾向にあります。南極昭和

基地でのオゾン層観測は、南極オゾンホールの発見や研究に

大きく貢献しています。

南極オゾンホールが年最大面積を記録した日のオゾン全量分布
南極を取り巻く灰色部分がオゾンホールの領域。左から1980年（オゾン破壊が

顕著になる前）、2000年（オゾンホール面積が最も大きかった年）、2022年を示

す。

   

南極オゾンホールの年最大面積の経年変化
米国航空宇宙局(NASA)のデータを基に作成

オゾン層保護施策及び今後の見通し

工業活動などにより人間が排出したフロン等は成層圏で

分解され、その結果、オゾン層を破壊します。

国際的には、オゾン層を保護するために 1985年に「ウィ

ーン条約」、1987年に「モントリオール議定書」が採択され

ました。また国内では、1988 年に「オゾン層保護法」が施

行され、オゾン層破壊物質の生産や消費が規制されています。

これらの規制により、成層圏のオゾン層破壊物質の総量は、

1990 年代半ばのピーク時の値から減少傾向を示しています。

また、2016 年に同議定書の改正（キガリ改正）が行われ、

オゾン層破壊をもたらす塩素や臭素を含まないものの、オゾ

ン層に間接的に影響を及ぼす、温室効果が大きいフロン類

（代替フロン）の生産や消費の規制が新たに義務付けられま

した。

世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）がとりまと

めた「オゾン層破壊の科学アセスメント：2022」によると、

モントリオール議定書が完全に履行されれば、世界平均（北

緯 60度～南緯 60度）のオゾン全量は 2040年頃にオゾン破

壊が顕著になる前の 1980年のレベルまで回復すると予測し

ています（図の SSP2-4.5シナリオ）。

世界平均オゾン全量の観測値と予測値
世界平均（北緯 60 度～南緯 60 度）のオゾン全量の観測値と予測値の時系列
図。

出典：「オゾン層破壊の科学アセスメント：2022」総括要旨
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南極のオゾンホール

南極域では 1980年代初め頃から南半球の春季を中心に大

きなオゾンの減少が観測されており、この現象は「オゾンホ

ール」と呼ばれています。これは、南極域上空の成層圏が冬

から春先にかけ非常に低温になる等の気象条件の下で、フロ

ン等によりオゾン層が顕著に破壊される現象です。モントリ

オール議定書による世界的なフロン等の生産や消費の規制

により、南極オゾンホールは縮小傾向にあります。南極昭和

基地でのオゾン層観測は、南極オゾンホールの発見や研究に

大きく貢献しています。

南極オゾンホールが年最大面積を記録した日のオゾン全量分布
南極を取り巻く灰色部分がオゾンホールの領域。左から1980年（オゾン破壊が

顕著になる前）、2000年（オゾンホール面積が最も大きかった年）、2022年を示

す。

   

南極オゾンホールの年最大面積の経年変化
米国航空宇宙局(NASA)のデータを基に作成

オゾン層保護施策及び今後の見通し

工業活動などにより人間が排出したフロン等は成層圏で

分解され、その結果、オゾン層を破壊します。

国際的には、オゾン層を保護するために 1985年に「ウィ

ーン条約」、1987年に「モントリオール議定書」が採択され

ました。また国内では、1988 年に「オゾン層保護法」が施

行され、オゾン層破壊物質の生産や消費が規制されています。

これらの規制により、成層圏のオゾン層破壊物質の総量は、

1990 年代半ばのピーク時の値から減少傾向を示しています。

また、2016 年に同議定書の改正（キガリ改正）が行われ、

オゾン層破壊をもたらす塩素や臭素を含まないものの、オゾ

ン層に間接的に影響を及ぼす、温室効果が大きいフロン類

（代替フロン）の生産や消費の規制が新たに義務付けられま

した。

世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）がとりまと

めた「オゾン層破壊の科学アセスメント：2022」によると、

モントリオール議定書が完全に履行されれば、世界平均（北

緯 60度～南緯 60度）のオゾン全量は 2040年頃にオゾン破

壊が顕著になる前の 1980年のレベルまで回復すると予測し

ています（図の SSP2-4.5シナリオ）。

世界平均オゾン全量の観測値と予測値
世界平均（北緯 60 度～南緯 60 度）のオゾン全量の観測値と予測値の時系列
図。

出典：「オゾン層破壊の科学アセスメント：2022」総括要旨
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紫外線の観測

日射のうち、可視光よりも短い波長をもつものが紫外線で

す。波長が短い紫外線の大部分は、上空のオゾン層により吸

収され、地上にはそのごく一部しか到達しません。しかし、

フロン等によりオゾン層が破壊されると、地上において生物

に有害な紫外線が増加し、生物への悪影響が増大することが

懸念されます。

気象庁では、つくばと南極昭和基地において、分光光度計

を用いた波長毎の紫外線強度を観測しています。つくばの紫

外線は 1990年代以降、増加傾向が見られます。

ブリューワー分光光度計 日最大 UVインデックスの季節変化
（実線は 1990～2020年までの累年平均、丸

印は 2021年）

つくばにおける日最大 UVインデックスが８（非常に強い）以上

の年間日数の経年変化

紫外線情報

紫外線を浴びすぎると健康に悪影響を及ぼすことから、国

内外で紫外線対策の実施が推奨されています。気象庁では、

紫外線に関する情報として、人間の健康への影響度を考慮し

た紫外線の強さを表す国際的な指標（UV インデックス）を

用いて提供しています。紫外線情報は、全国約 20kmメッシ

ュごとの予測値及び解析値を気象庁のホームページで発表

するとともに、気象業務支援センターを通して民間気象事業

者に提供しています。

  
  晴天時の UVインデックス     天気分布予報を用いて天気を

考慮した UVインデックス

気象庁ホームページの紫外線情報（予測情報）の例

（気象庁ＨＰ：https://www.data.jma.go.jp/env/uvindex/）

UVインデックスを用いた紫外線対策
（参考：環境省紫外線環境保健マニュアル 2020）
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紫外線の観測

日射のうち、可視光よりも短い波長をもつものが紫外線で

す。波長が短い紫外線の大部分は、上空のオゾン層により吸

収され、地上にはそのごく一部しか到達しません。しかし、

フロン等によりオゾン層が破壊されると、地上において生物

に有害な紫外線が増加し、生物への悪影響が増大することが

懸念されます。

気象庁では、つくばと南極昭和基地において、分光光度計

を用いた波長毎の紫外線強度を観測しています。つくばの紫

外線は 1990年代以降、増加傾向が見られます。

ブリューワー分光光度計 日最大 UVインデックスの季節変化
（実線は 1990～2020年までの累年平均、丸

印は 2021年）

つくばにおける日最大 UVインデックスが８（非常に強い）以上

の年間日数の経年変化

来年の 2月頃に図を更新予定

来年の 2月頃に図を更新予定

紫外線情報

紫外線を浴びすぎると健康に悪影響を及ぼすことから、国

内外で紫外線対策の実施が推奨されています。気象庁では、

紫外線に関する情報として、人間の健康への影響度を考慮し

た紫外線の強さを表す国際的な指標（UV インデックス）を

用いて提供しています。紫外線情報は、全国約 20kmメッシ

ュごとの予測値及び解析値を気象庁のホームページで発表

するとともに、気象業務支援センターを通して民間気象事業

者に提供しています。

  
  晴天時の UVインデックス     天気分布予報を用いて天気を

考慮した UVインデックス

気象庁ホームページの紫外線情報（予測情報）の例

（気象庁ＨＰ：https://www.data.jma.go.jp/env/uvindex/）

UVインデックスを用いた紫外線対策
（参考：環境省紫外線環境保健マニュアル 2020）
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黄砂に関する情報

気象庁は、黄砂が社会生活へ重大な影響を及ぼすと判断さ

れる場合、黄砂に関する気象情報を発表します。

また、気象庁ホームページの黄砂情報で、黄砂解析予測図

やひまわり黄砂監視画像等を提供しています。

黄砂解析予測図      ひまわり黄砂監視画像
（トゥルーカラー再現画像）

（JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA）

気象庁ホームページの黄砂情報の例

黄砂あり         黄砂なし

黄砂の様子

エーロゾルの観測

エーロゾルとは、火山灰、黄砂、海塩粒子、すすなど、大

気中に浮遊する半径 0.001～10μｍ（１μｍは１ｍｍの

1/1000）程度の微粒子のことです。

エーロゾルは太陽光を散乱・吸収して地表に届く日射を減

衰させ、また雲凝結核として働くことで雲粒の数や大きさな

どを変化させるため、気候に大きな影響を及ぼしています。

気象庁は、エーロゾルの状況（大気中の量や種類）を把握

するため、国内３地点（網走、南鳥島、石垣島）で、スカイ

ラジオメーターを用いてエーロゾルの光学的な特性などを

観測しています。

スカイラジオメーター
大気中の気体分子による吸収が少ない波長の太陽光の強さを測

定することにより、エーロゾルの光学的厚さ（エーロゾルによる

大気の濁り具合）を観測します。また、太陽光と空からの散乱光

を同時に測定することで、エーロゾルの一次散乱アルベド（エー

ロゾルが光を散乱（吸収）させる効果の高さ）や粒径分布（どれ

くらいの大きさのエーロゾルがどれくらいの割合で含まれてい

るか）などを推定することも可能です。一次散乱アルベドや粒径

分布はエーロゾルの種類を推定する手がかりとなります。
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黄砂に関する情報

気象庁は、黄砂が社会生活へ重大な影響を及ぼすと判断さ

れる場合、黄砂に関する気象情報を発表します。

また、気象庁ホームページの黄砂情報で、黄砂解析予測図

やひまわり黄砂監視画像等を提供しています。

黄砂解析予測図      ひまわり黄砂監視画像
（トゥルーカラー再現画像）

（JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA）

気象庁ホームページの黄砂情報の例

黄砂あり         黄砂なし

黄砂の様子

エーロゾルの観測

エーロゾルとは、火山灰、黄砂、海塩粒子、すすなど、大

気中に浮遊する半径 0.001～10μｍ（１μｍは１ｍｍの

1/1000）程度の微粒子のことです。

エーロゾルは太陽光を散乱・吸収して地表に届く日射を減

衰させ、また雲凝結核として働くことで雲粒の数や大きさな

どを変化させるため、気候に大きな影響を及ぼしています。

気象庁は、エーロゾルの状況（大気中の量や種類）を把握

するため、国内３地点（網走、南鳥島、石垣島）で、スカイ

ラジオメーターを用いてエーロゾルの光学的な特性などを

観測しています。

スカイラジオメーター
大気中の気体分子による吸収が少ない波長の太陽光の強さを測

定することにより、エーロゾルの光学的厚さ（エーロゾルによる

大気の濁り具合）を観測します。また、太陽光と空からの散乱光

を同時に測定することで、エーロゾルの一次散乱アルベド（エー

ロゾルが光を散乱（吸収）させる効果の高さ）や粒径分布（どれ

くらいの大きさのエーロゾルがどれくらいの割合で含まれてい

るか）などを推定することも可能です。一次散乱アルベドや粒径

分布はエーロゾルの種類を推定する手がかりとなります。
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日射と赤外放射の観測

地球の大気や地表は、太陽からの放射（日射）によって暖ま

り、大気外への地球放射（赤外放射）によって冷えます。大気

中の温室効果ガスが増加すると、地表面に向かう（下向き）赤

外放射が増加します。一方、地表面に達する日射の量は、雲、

水蒸気、エーロゾルなどの量によって変わります。日射や赤外

放射の変化は、気候変動の要因のひとつですが、そのメカニズ

ムについてはまだ十分に解明されていません。

気象庁では、温暖化予測モデルの精度向上や気候変動監視など

に貢献する信頼性の高いデータを提供するため、国内５地点（網

走、つくば、福岡、石垣島、南鳥島）で精密な日射放射観測（直

達日射・散乱日射・下向き赤外放射）を行っています。

世界の多くの地域における全天日射量は、1960年頃から 1980

年代後半まで減少し、1980年代後半から 2000年頃まで急激に増

加し、その後は大きな変化が見られないという傾向が報告され

ています。

日本における変化傾向（国内５地点平均）を見ると、1970 年

代後半から 1990年頃にかけて急激に減少し、1990年頃から 2000

年代初めにかけて急激に増加し、その後は大きな変化は見られ

ません。これは、世界的な変化傾向とほぼ整合しています。

全天日射量の経年変化
国内５地点（網走、つくば、福岡、石垣島、

南鳥島）における全天日射量の年平均値（黒

線）および５年移動平均値（赤線）
精密日射放射観測装置

光化学スモッグに関する情報

工場や自動車などから排出される窒素酸化物や炭化水素

が日射によって光化学反応を起こし、光化学スモッグが発生

します。

気象庁は、光化学スモッグが発生しやすい気象状況が予想

される場合に「スモッグ気象情報」を発表しており、関東地

方と九州北部地方では、光化学スモッグが発生しやすい地域

や時間帯を詳細に示したスモッグ気象情報の発表も行って

います。

また、翌日に日本の広い範囲で光化学スモッグの発生しや

すい気象状況が予想される場合には「全般スモッグ気象情

報」を発表しています。

スモッグ気象情報の例
スモッグ気象情報（光化学オキシダント） 第２８号

令和○年○月○日１３時５０分 気象庁発表

（見出し）

関東地方の一部の地域では、○日夕方にかけて、光化学スモッグの発生しやすい気象状態とな

るでしょう。

（本文）

関東地方の一部の地域では、晴れて日射が強く、風速も４メートル未満の弱い所が多く、気

温が３６度くらいまで上がっている所があります。

このため、東京都、神奈川県では、光化学スモッグの発生しやすい気象状態が、○日夕方に

かけて続く見込みです。

屋外での活動に十分注意してください。

上記の各都県で、光化学スモッグの発生しやすい気象状態が予想されるのは、下表で○を付

けた地域と時間帯です。

           １４時 １５時 １６時 １７時 １８時

東京都（２３区地域）  ○   ○   ○   ・   ・

   （多摩地域）   ○   ○   ○   ・   ・

神奈川県（東部）    ○   ○   ・   ・   ・

    （西部）    ○   ○   ・   ・   ・
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日射と赤外放射の観測

地球の大気や地表は、太陽からの放射（日射）によって暖ま

り、大気外への地球放射（赤外放射）によって冷えます。大気

中の温室効果ガスが増加すると、地表面に向かう（下向き）赤

外放射が増加します。一方、地表面に達する日射の量は、雲、

水蒸気、エーロゾルなどの量によって変わります。日射や赤外

放射の変化は、気候変動の要因のひとつですが、そのメカニズ

ムについてはまだ十分に解明されていません。

気象庁では、温暖化予測モデルの精度向上や気候変動監視など

に貢献する信頼性の高いデータを提供するため、国内５地点（網

走、つくば、福岡、石垣島、南鳥島）で精密な日射放射観測（直

達日射・散乱日射・下向き赤外放射）を行っています。

世界の多くの地域における全天日射量は、1960年頃から 1980

年代後半まで減少し、1980年代後半から 2000年頃まで急激に増

加し、その後は大きな変化が見られないという傾向が報告され

ています。

日本における変化傾向（国内５地点平均）を見ると、1970 年

代後半から 1990年頃にかけて急激に減少し、1990年頃から 2000

年代初めにかけて急激に増加し、その後は大きな変化は見られ

ません。これは、世界的な変化傾向とほぼ整合しています。

全天日射量の経年変化
国内５地点（網走、つくば、福岡、石垣島、

南鳥島）における全天日射量の年平均値（黒

線）および５年移動平均値（赤線）
精密日射放射観測装置

来年 2月頃に図を更新予定

光化学スモッグに関する情報

工場や自動車などから排出される窒素酸化物や炭化水素

が日射によって光化学反応を起こし、光化学スモッグが発生

します。

気象庁は、光化学スモッグが発生しやすい気象状況が予想

される場合に「スモッグ気象情報」を発表しており、関東地

方と九州北部地方では、光化学スモッグが発生しやすい地域

や時間帯を詳細に示したスモッグ気象情報の発表も行って

います。

また、翌日に日本の広い範囲で光化学スモッグの発生しや

すい気象状況が予想される場合には「全般スモッグ気象情

報」を発表しています。

スモッグ気象情報の例
スモッグ気象情報（光化学オキシダント） 第２８号

令和○年○月○日１３時５０分 気象庁発表

（見出し）

関東地方の一部の地域では、○日夕方にかけて、光化学スモッグの発生しやすい気象状態とな

るでしょう。

（本文）

関東地方の一部の地域では、晴れて日射が強く、風速も４メートル未満の弱い所が多く、気

温が３６度くらいまで上がっている所があります。

このため、東京都、神奈川県では、光化学スモッグの発生しやすい気象状態が、○日夕方に

かけて続く見込みです。

屋外での活動に十分注意してください。

上記の各都県で、光化学スモッグの発生しやすい気象状態が予想されるのは、下表で○を付

けた地域と時間帯です。

           １４時 １５時 １６時 １７時 １８時

東京都（２３区地域）  ○   ○   ○   ・   ・

   （多摩地域）   ○   ○   ○   ・   ・

神奈川県（東部）    ○   ○   ・   ・   ・

    （西部）    ○   ○   ・   ・   ・
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南極昭和基地における気象観測

日本の南極地域観測は1957～1958年の国際地球観測年（IGY）を契機に

始まりました。気象庁は第１次隊から毎年数名の隊員を派遣しており、

南極地域観測統合推進本部の決定に基づき、日本隊の拠点である昭和基

地では通年で様々な気象観測を行っています（基本的な観測項目は下表

のとおり）。観測成果は地球環境の研究等に幅広く利用され、特にオゾ

ン観測については、南極オゾンホールの発見に大きく貢献しました。

南極地域の厳しい気候下でより良い観測を行うための隊員の工夫や努

力により、60年以上におよぶ観測データが蓄積されており、現在も昭和

基地での観測を継続しています。

観測項目 観測要素 観測頻度

地上気象観測 気圧,気温,湿度,風向風速,日照時間,

全天日射量,積雪の深さ,降雪の深さ,

雲,視程,大気現象,天気

常時観測

1日8回通報

高層気象観測 気温,湿度,風向風速,高度 1日2回通報

大気環境観測 オゾン層の観測 オゾンゾンデ 週1回程度観測

分光光度計 日中観測（自動）

地上オゾン濃度 常時観測（自動）

直達・散乱日射量,赤外放射量,紫外線量 常時観測（自動）

エーロゾル 日中観測（自動）

昭和基地上空（高度12-20ｋｍ）の

10月の月平均オゾン量の経年変化

90°E90°W

180°

昭和基地で観測された主な極値（1957～）

要素 観測値起日

日最大風速 47.4 m/s 2009/2/20

日最低気温 -45.3℃ 1982/9/4

南極昭和基地

(69°00′S 39°35′E) 日本との距離

14000km

0°

露岩

国土地理院HPを元に作成

（http://geolib.gsi.g

o.jp/node/2543）

南鳥島における観測

南鳥島は日本の最東端に位置し、面積が 1.51k㎡の定住者の
いない小さな島です。気象庁、海上自衛隊及び関東地方整備
局の職員約 25名が勤務しています。北西太平洋上の孤島で
あることから、人間活動の影響を受けない場所での気象観測、
温室効果ガスの観測等、様々な観測をおこなっています。

24°17′N，153°59′E 

南鳥島

観測種目

・地上気象観測：気温、湿度、気圧、降水量、風向風速、日照時間、全天日射量

・高層気象観測（09、21時）：地上から高度約30kmの気温、湿度、気圧、風向風速

・遠地津波観測：外国（太平洋沿岸）で発生した津波の監視

・大気バックグランド汚染観測

  温室効果ガス等  エーロゾル

・日射放射観測

南鳥島における観測

南鳥島は日本の最東端に位置し、面積が 1.51k㎡の定住者の
いない小さな島です。気象庁、海上自衛隊及び関東地方整備
局の職員約 25名が勤務しています。北西太平洋上の孤島で
あることから、人間活動の影響を受けない場所での気象観測、
温室効果ガスの観測等、様々な観測をおこなっています。

24°17′N，153°59′E 

南鳥島

観測種目

・地上気象観測：気温、湿度、気圧、降水量、風向風速、日照時間、全天日射量

・高層気象観測（09、21時）：地上から高度約30kmの気温、湿度、気圧、風向風速

・遠地津波観測：外国（太平洋沿岸）で発生した津波の監視

・大気バックグランド汚染観測

  温室効果ガス等  エーロゾル

・日射放射観測
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南極昭和基地における気象観測

日本の南極地域観測は1957～1958年の国際地球観測年（IGY）を契機に

始まりました。気象庁は第１次隊から毎年数名の隊員を派遣しており、

南極地域観測統合推進本部の決定に基づき、日本隊の拠点である昭和基

地では通年で様々な気象観測を行っています（基本的な観測項目は下表

のとおり）。観測成果は地球環境の研究等に幅広く利用され、特にオゾ

ン観測については、南極オゾンホールの発見に大きく貢献しました。

南極地域の厳しい気候下でより良い観測を行うための隊員の工夫や努

力により、60年以上におよぶ観測データが蓄積されており、現在も昭和

基地での観測を継続しています。

観測項目 観測要素 観測頻度

地上気象観測 気圧,気温,湿度,風向風速,日照時間,

全天日射量,積雪の深さ,降雪の深さ,

雲,視程,大気現象,天気

常時観測

1日8回通報

高層気象観測 気温,湿度,風向風速,高度 1日2回通報

大気環境観測 オゾン層の観測 オゾンゾンデ 週1回程度観測

分光光度計 日中観測（自動）

地上オゾン濃度 常時観測（自動）

直達・散乱日射量,赤外放射量,紫外線量 常時観測（自動）

エーロゾル 日中観測（自動）

昭和基地上空（高度12-20ｋｍ）の

10月の月平均オゾン量の経年変化

90°E90°W

180°

昭和基地で観測された主な極値（1957～）

要素 観測値起日

日最大風速 47.4 m/s 2009/2/20

日最低気温 -45.3℃ 1982/9/4

南極昭和基地

(69°00′S 39°35′E) 日本との距離

14000km

0°

露岩

国土地理院HPを元に作成

（http://geolib.gsi.g

o.jp/node/2543）

南鳥島における観測

南鳥島は日本の最東端に位置し、面積が 1.51k㎡の定住者の
いない小さな島です。気象庁、海上自衛隊及び関東地方整備
局の職員約 25名が勤務しています。北西太平洋上の孤島で
あることから、人間活動の影響を受けない場所での気象観測、
温室効果ガスの観測等、様々な観測をおこなっています。

24°17′N，153°59′E 

南鳥島

観測種目

・地上気象観測：気温、湿度、気圧、降水量、風向風速、日照時間、全天日射量

・高層気象観測（09、21時）：地上から高度約30kmの気温、湿度、気圧、風向風速

・遠地津波観測：外国（太平洋沿岸）で発生した津波の監視

・大気バックグランド汚染観測

  温室効果ガス等  エーロゾル

・日射放射観測

南鳥島における観測

南鳥島は日本の最東端に位置し、面積が 1.51k㎡の定住者の
いない小さな島です。気象庁、海上自衛隊及び関東地方整備
局の職員約 25名が勤務しています。北西太平洋上の孤島で
あることから、人間活動の影響を受けない場所での気象観測、
温室効果ガスの観測等、様々な観測をおこなっています。

24°17′N，153°59′E 

南鳥島

観測種目

・地上気象観測：気温、湿度、気圧、降水量、風向風速、日照時間、全天日射量

・高層気象観測（09、21時）：地上から高度約30kmの気温、湿度、気圧、風向風速

・遠地津波観測：外国（太平洋沿岸）で発生した津波の監視

・大気バックグランド汚染観測

  温室効果ガス等  エーロゾル

・日射放射観測
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地震津波情報の作成・伝達までの流れ

処理・通信システム
○観測データの収集
○緊急地震速報の
作成・発表

静止気象衛星

（ひまわり）

気

象

官

署

報
道
機
関
・
都
道
府
県

警
察
・
消
防
庁
・
海
上
保
安
庁
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

市
町
村

住
民
等

震度

データ

地震

波形

津波

波高

(潮位)

○震度６弱以上（東京都 23区内震度５強以上）：官邸「緊

急参集チーム協議」開催

○震度４～５弱以上：防災関係機関（警察、消防、国土

交通省、海上保安庁、防衛省など）による被害状況等

の情報収集

○震度４以上：内閣府総合防災情報システムによる被害

規模（人的被害及び建築物被害）等の推計

○震度３以上：テレビ・ラジオによる速報

○大津波警報：官邸「緊急参集チーム協議」開催

○津波注意報～津波警報以上：防災関係機関（警察、消

防、国土交通省、海上保安庁、防衛省など）による被

害状況等の情報収集、テレビ・ラジオなどによる速報

観測点数は

令和５年１月現在

津波警報

・注意報

震度情報

地震・

津波情報

緊急地震

速報
放
送
局
・

携
帯
電
話
各
社
等

住
民
等

津波

観測

データ

震度観測施設

地震観測施設

津波観測施設

情報の伝達

観測データの伝達

凡例

バックアップ経路

静止気象衛星

（ひまわり）

●気象庁

約 670箇所

●自治体・防災科学

技術研究所等

約 3700箇所

●気象庁

約 300箇所300箇所

●大学等関係機関

約 1500箇所

●国土交通省港湾局、

国土地理院、

海上保安庁等

約 100箇所

海底津波計等

沖合の津波観測施設

●国土交通省港湾局、

防災科学技術研究所、

海洋研究開発機構等

約 230箇所

（GPS波浪計含む）

○観測データの
チェック、解析
○津波警報・注意報の
作成、発表
○地震情報、津波情報等
の作成、発表

衛星地上局

●気象庁 約 80箇所

●気象庁 約 10箇所

商用通信衛星

検潮所等

沿岸の潮位観測施設
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地震津波情報の作成・伝達までの流れ

処理・通信システム
○観測データの収集
○緊急地震速報の
作成・発表

静止気象衛星

（ひまわり）

気

象

官

署

報
道
機
関
・
都
道
府
県

警
察
・
消
防
庁
・
海
上
保
安
庁
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

市
町
村

住
民
等

震度

データ

地震

波形

津波

波高

(潮位)

○震度６弱以上（東京都 23区内震度５強以上）：官邸「緊

急参集チーム協議」開催

○震度４～５弱以上：防災関係機関（警察、消防、国土

交通省、海上保安庁、防衛省など）による被害状況等

の情報収集

○震度４以上：内閣府総合防災情報システムによる被害

規模（人的被害及び建築物被害）等の推計

○震度３以上：テレビ・ラジオによる速報

○大津波警報：官邸「緊急参集チーム協議」開催

○津波注意報～津波警報以上：防災関係機関（警察、消

防、国土交通省、海上保安庁、防衛省など）による被

害状況等の情報収集、テレビ・ラジオなどによる速報

観測点数は

令和５年１月現在

津波警報

・注意報

震度情報

地震・

津波情報

緊急地震

速報
放
送
局
・

携
帯
電
話
各
社
等

住
民
等

津波

観測

データ

震度観測施設

地震観測施設

津波観測施設

情報の伝達

観測データの伝達

凡例

バックアップ経路

●気象庁

約 670箇所

●自治体・防災科学

技術研究所等

約 3700箇所

●気象庁

約 300箇所

●大学等関係機関

約 1500箇所

●国土交通省港湾局、

国土地理院、

海上保安庁等

約 100箇所

海底津波計等

沖合の津波観測施設

●国土交通省港湾局、

防災科学技術研究所、

海洋研究開発機構等

約 230箇所

（GPS波浪計含む）

○観測データの
チェック、解析
○津波警報・注意報の
作成、発表
○地震情報、津波情報等
の作成、発表

衛星地上局

●気象庁 約 80箇所

●気象庁 約 10箇所

商用通信衛星

検潮所等

沿岸の潮位観測施設

震源に関する情報

各地の満潮時刻・
津波の到達予想時刻に関する情報

津波警報・注意報（解除）

緊急地震速報

津波の情報

約１分半～

約数秒～

約15分

約５分

震源・震度情報

約３分

震度速報

推計震度分布図

地震の情報

長周期地震動に関する観測情報

約１～２時間

津波の危険が
なくなったとき

津波情報
（沖合の津波観測に関する情報）

震源の位置・規模を推定

沿岸で津波観測後随時 津波情報
（津波観測に関する情報）

津波による災害のおそれがある場合津波による災害のおそれがない場合

地震解説資料・記者会見

沖合で津波観測後随時

地震発生

地震及び津波に関する情報

各地の満潮時刻・
津波の到達予想時刻に関する情報

津波の到達予想時刻・
予想される津波の高さに関する情報

津波警報・注意報（更新）

注：若干の海面変動が予想される場合は、地震の情
報に記載すると共に「津波予報」を発表し、対
象予報区を記載する。

注：津波の心配がない場合はその旨を地震の情報に
記載する。

津波の到達予想時刻・
予想される津波の高さに関する情報

津波警報・注意報

約10分
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地震情報

地震発生後、新たなデータが入るにしたがって、順次以下のような情報を発表

しています。

情報の種類 発表基準 内    容

震 度

速 報
・震度３以上

地震発生から約１分半後に、震度３以上を観測した地域

名（全国を 188 地域に区分）と地震の揺れの検知時刻を

速報。

震源に

関する

情報

・震度３以上

（津波警報・注意報を発

表した場合は発表しな

い）

「津波の心配がない」または「若干の海面変動があるか

もしれないが被害の心配はない」旨を付加して、地震の

発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）を発表。

震源・震度

情報※１

・震度１以上

・津波警報・注意報発表

または若干の海面変動

が予想された時

・緊急地震速報（警報）

発表時

地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）、震度１

以上を観測した地点と観測した震度を発表。

それに加えて、震度３以上を観測した地域名と市町村毎の観

測した震度を発表。

震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地

点がある場合は、その市町村・地点名を発表。

長周期地震

動に関する

観測情報

・震度１以上を観測した

地震のうち、長周期地

震動階級１以上を観測

した場合

地域ごとの震度の最大値・長周期地震動階級の最大値の

ほか、個別の観測点毎に、長周期地震動階級や長周期地

震動の周期別階級等を発表。

（地震発生から10分後程度で1回発表）

遠地地震に

関する情報

・マグニチュード7.0以

上

・都市部など著しい被害

が発生する可能性があ

る地域で規模の大きな

地震を観測した場合
（国外で発生した大規模噴火

を覚知した場合にも発表す

ることがある。詳細は176ペ

ージを参照）

国外で発生した地震について、地震の発生時刻、発生場

所（震源）やその規模（マグニチュード）を、地震発生

から概ね30分以内に発表※２。

日本や国外への津波の影響に関しても記述して発表。

※２ 国外で発生した大規模噴火を覚知した場合は、噴火発生から１

時間半～２時間程度で発表

その他の

情報

・顕著な地震の震源要素

を更新した場合や地震

が多発した場合など

顕著な地震の震源要素更新のお知らせや地震が多発した

場合の震度１以上を観測した地震回数情報等を発表。

推計震度

分布図
・震度５弱以上

観測した各地の震度データをもとに、250m 四方の格子毎

に推計した震度（震度４以上）を図情報として発表。

※１ 震源・震度情報は、「震源・震度に関する情報」（震度３以上の地域名と市町村毎の観測した震度等）

と「各地の震度に関する情報」（震度１以上を観測した地点等）を指しています。

大津波警報・津波警報・注意報、津波情報、津波予報

① 大津波警報・津波警報・注意報

津波災害が予想される場合、地震発生から約３分（一部の地震※１については約２分）を目標に、大

津波警報・津波警報・注意報を津波予報区単位で発表します。

この時、予想される津波の最大波の高さは、通常は５段階の数値で発表します。ただし、地震の規

模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震に対しては、その海域における最大の津波想定等を

もとに、予想される津波の高さに「巨大」「高い」等の定性的な表現を用いた津波警報等を発表します。

その後、地震の規模が精度よく求められた時点で津波警報等を切替え、予想される津波の最大波の高さ

も数値で発表します。

※１日本近海で発生し緊急地震速報の技術によって正確な震源位置やマグニチュードが迅速に求められる地震

津波警報等の

種類
解    説

発表される津波の高さ

数値 定性的な表現

大津波警報※２
３ｍを超える津波が予想されますので、厳重

に警戒してください。

10ｍ超

10ｍ

５ｍ

巨大

津波警報
高いところで３ｍ程度の津波が予想されます

ので、警戒してください。
３ｍ 高い

津波注意報
高いところで１ｍ程度の津波が予想されます

ので、注意してください。
１ｍ (表記しない)

※２ 大津波警報を、特別警報に位置づけています。

② 津波情報

津波警報等を発表した場合には、津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波の最大波の高さなど

を津波情報で発表します。

津波情報の種類 内    容

津波の到達予想時刻・予想される津

波の高さに関する情報※３
各津波予報区の津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波

の最大波の高さを発表

各地の満潮時刻・津波の到達予想時

刻に関する情報
主な地点の満潮時刻・津波の第一波の到達予想時刻を発表

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さ※４を発表

沖合の津波観測に関する情報

沖合で観測した津波の時刻や高さ※４、及び沖合の観測値から推

定される沿岸での推定値（第一波の推定到達時刻、最大波の推定到達時

刻および推定高さ）
※４を津波予報区単位で発表

※３ 気象庁防災情報ＸＭＬフォーマット電文及び気象庁ホームページでは、「津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報」は「津波警報・注意報・予報」にまとめた形で発表します。

※４ 大津波警報または津波警報を発表中の津波予報区において、沿岸・沖合で観測された津波の最大波及び沖合の観
測値から推定される沿岸での津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」（沿岸・沖合での観測値）または「推
定中」（沿岸での推定値）の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝えます。

③ 津波予報

津波警報等の解除後も海面変動が継続するとき又は0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき、津波に

よる災害が起こるおそれがない旨を津波予報で発表します。また、津波が予想されないときは、津波の

心配なしの旨を地震情報に含めて発表します。

大津波警報・津波警報・注意報、津波情報、津波予報

① 大津波警報・津波警報・注意報

津波災害が予想される場合、地震発生から約３分（一部の地震※１については約２分）を目標に、大

津波警報・津波警報・注意報を津波予報区単位で発表します。

この時、予想される津波の最大波の高さは、通常は５段階の数値で発表します。ただし、地震の規

模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震に対しては、その海域における最大の津波想定等を

もとに、予想される津波の高さに「巨大」「高い」等の定性的な表現を用いた津波警報等を発表します。

その後、地震の規模が精度よく求められた時点で津波警報等を切替え、予想される津波の最大波の高さ

も数値で発表します。

※１日本近海で発生し緊急地震速報の技術によって正確な震源位置やマグニチュードが迅速に求められる地震

津波警報等の

種類
解    説

発表される津波の高さ

数値 定性的な表現

大津波警報※２
３ｍを超える津波が予想されますので、厳重

に警戒してください。

10ｍ超

10ｍ

５ｍ

巨大

津波警報
高いところで３ｍ程度の津波が予想されます

ので、警戒してください。
３ｍ 高い

津波注意報
高いところで１ｍ程度の津波が予想されます

ので、注意してください。
１ｍ (表記しない)

※２ 大津波警報を、特別警報に位置づけています。

② 津波情報

津波警報等を発表した場合には、津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波の最大波の高さなど

を津波情報で発表します。

津波情報の種類 内    容

津波の到達予想時刻・予想される津

波の高さに関する情報※３
各津波予報区の津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波

の最大波の高さを発表

各地の満潮時刻・津波の到達予想時

刻に関する情報
主な地点の満潮時刻・津波の第一波の到達予想時刻を発表

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さ※４を発表

沖合の津波観測に関する情報

沖合で観測した津波の時刻や高さ※４、及び沖合の観測値から推

定される沿岸での推定値（第一波の推定到達時刻、最大波の推定到達時

刻および推定高さ）
※４を津波予報区単位で発表

※３ 気象庁防災情報ＸＭＬフォーマット電文及び気象庁ホームページでは、「津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報」は「津波警報・注意報・予報」にまとめた形で発表します。

※４ 大津波警報または津波警報を発表中の津波予報区において、沿岸・沖合で観測された津波の最大波及び沖合の観
測値から推定される沿岸での津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」（沿岸・沖合での観測値）または「推
定中」（沿岸での推定値）の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝えます。

③ 津波予報

津波警報等の解除後も海面変動が継続するとき又は0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき、津波に

よる災害が起こるおそれがない旨を津波予報で発表します。また、津波が予想されないときは、津波の

心配なしの旨を地震情報に含めて発表します。
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地震情報

地震発生後、新たなデータが入るにしたがって、順次以下のような情報を発表

しています。

情報の種類 発表基準 内    容

震 度

速 報
・震度３以上

地震発生約１分半後に、震度３以上を観測した地域名（全

国を188地域に区分）と地震の揺れの検知時刻を速報。

震源に

関する

情報

・震度３以上

（津波警報・注意報を発

表した場合は発表しな

い）

「津波の心配がない」または「若干の海面変動があるか

もしれないが被害の心配はない」旨を付加して、地震の

発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）を発表。

震源・震度

情報

・震度１以上

津波警報・注意報発表ま

たは若干の海面変動が

予想された時、緊急地震

速報（警報）発表時

震度１以上を観測した場合は、地震の震源やマグニチュード、

観測点で観測された震度を発表。それに加えて、震度３以上

を観測、津波注意報・注意報・津波予報、および緊急地震速

報（警報）を発表した場合は、震度３以上を観測した地域名と

市町村毎の観測した震度を発表。

震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地

点がある場合は、その市町村・地点名を発表。

長周期地震

動に関する

観測情報

・震度１以上を観測した

地震のうち、長周期地

震動階級１以上を観測

した場合

地域ごとの震度の最大値・長周期地震動階級の最大値の

ほか、個別の観測点毎に、長周期地震動階級や長周期地

震動の周期別階級等を発表。

（地震発生後から10分後程度で1回発表）

遠地地震に

関する情報

・マグニチュード7.0以

上

・都市部など著しい被害

が発生する可能性があ

る地域で規模の大きな

地震を観測した場合

※国外で発生した大規模噴火

を覚知した場合にも発表す

ることがある

国外で発生した地震について、地震の発生時刻、発生場

所（震源）やその規模（マグニチュード）を概ね30分以

内に発表※。

日本や国外への津波の影響に関しても記述して発表。

※国外で発生した大規模噴火を覚知した場合は１時間半～２時間程

度で発表

その他の

情報

・顕著な地震の震源要素

を更新した場合や地震

が多発した場合など

顕著な地震の震源要素更新のお知らせや地震が多発した

場合の震度１以上を観測した地震回数情報等を発表。

推計震度分

布図
・震度５弱以上

観測した各地の震度データをもとに、250m 四方の格子毎

に推計した震度（震度４以上）を図情報として発表。

大津波警報・津波警報・注意報、津波情報、津波予報

① 大津波警報・津波警報・注意報

津波災害が予想される場合、地震発生から約３分（一部の地震※１については約２分）を目標に、大

津波警報・津波警報・注意報を津波予報区単位で発表します。

この時、予想される津波の最大波の高さは、通常は５段階の数値で発表します。ただし、地震の規

模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震に対しては、その海域における最大の津波想定等を

もとに、予想される津波の高さに「巨大」「高い」等の定性的な表現を用いた津波警報等を発表します。

その後、地震の規模が精度よく求められた時点で津波警報等を切替え、予想される津波の最大波の高さ

も数値で発表します。

※１日本近海で発生し緊急地震速報の技術によって正確な震源位置やマグニチュードが迅速に求められる地震

津波警報等の

種類
解    説

発表される津波の高さ

数値 定性的な表現

大津波警報※２
３ｍを超える津波が予想されますので、厳重

に警戒してください。

10ｍ超

10ｍ

５ｍ

巨大

津波警報
高いところで３ｍ程度の津波が予想されます

ので、警戒してください。
３ｍ 高い

津波注意報
高いところで１ｍ程度の津波が予想されます

ので、注意してください。
１ｍ (表記しない)

※２ 大津波警報を、特別警報に位置づけています。

② 津波情報

津波警報等を発表した場合には、津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波の最大波の高さなど

を津波情報で発表します。

津波情報の種類 内    容

津波の到達予想時刻・予想される津

波の高さに関する情報※３
各津波予報区の津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波

の最大波の高さを発表

各地の満潮時刻・津波の到達予想時

刻に関する情報
主な地点の満潮時刻・津波の第一波の到達予想時刻を発表

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さ※４を発表

沖合の津波観測に関する情報

沖合で観測した津波の時刻や高さ※４、及び沖合の観測値から推

定される沿岸での推定値（第一波の推定到達時刻、最大波の推定到達時

刻および推定高さ）
※４を津波予報区単位で発表

※３ 気象庁防災情報ＸＭＬフォーマット電文及び気象庁ホームページでは、「津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報」は「津波警報・注意報・予報」にまとめた形で発表します。

※４ 大津波警報または津波警報を発表中の津波予報区において、沿岸・沖合で観測された津波の最大波及び沖合の観
測値から推定される沿岸での津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」（沿岸・沖合での観測値）または「推
定中」（沿岸での推定値）の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝えます。

③ 津波予報

津波警報等の解除後も海面変動が継続するとき又は0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき、津波に

よる災害が起こるおそれがない旨を津波予報で発表します。また、津波が予想されないときは、津波の

心配なしの旨を地震情報に含めて発表します。

大津波警報・津波警報・注意報、津波情報、津波予報

① 大津波警報・津波警報・注意報

津波災害が予想される場合、地震発生から約３分（一部の地震※１については約２分）を目標に、大

津波警報・津波警報・注意報を津波予報区単位で発表します。

この時、予想される津波の最大波の高さは、通常は５段階の数値で発表します。ただし、地震の規

模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震に対しては、その海域における最大の津波想定等を

もとに、予想される津波の高さに「巨大」「高い」等の定性的な表現を用いた津波警報等を発表します。

その後、地震の規模が精度よく求められた時点で津波警報等を切替え、予想される津波の最大波の高さ

も数値で発表します。

※１日本近海で発生し緊急地震速報の技術によって正確な震源位置やマグニチュードが迅速に求められる地震

津波警報等の

種類
解    説

発表される津波の高さ

数値 定性的な表現

大津波警報※２
３ｍを超える津波が予想されますので、厳重

に警戒してください。

10ｍ超

10ｍ

５ｍ

巨大

津波警報
高いところで３ｍ程度の津波が予想されます

ので、警戒してください。
３ｍ 高い

津波注意報
高いところで１ｍ程度の津波が予想されます

ので、注意してください。
１ｍ (表記しない)

※２ 大津波警報を、特別警報に位置づけています。

② 津波情報

津波警報等を発表した場合には、津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波の最大波の高さなど

を津波情報で発表します。

津波情報の種類 内    容

津波の到達予想時刻・予想される津

波の高さに関する情報※３
各津波予報区の津波の第一波の到達予想時刻や予想される津波

の最大波の高さを発表

各地の満潮時刻・津波の到達予想時

刻に関する情報
主な地点の満潮時刻・津波の第一波の到達予想時刻を発表

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さ※４を発表

沖合の津波観測に関する情報

沖合で観測した津波の時刻や高さ※４、及び沖合の観測値から推

定される沿岸での推定値（第一波の推定到達時刻、最大波の推定到達時

刻および推定高さ）
※４を津波予報区単位で発表

※３ 気象庁防災情報ＸＭＬフォーマット電文及び気象庁ホームページでは、「津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報」は「津波警報・注意報・予報」にまとめた形で発表します。

※４ 大津波警報または津波警報を発表中の津波予報区において、沿岸・沖合で観測された津波の最大波及び沖合の観
測値から推定される沿岸での津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」（沿岸・沖合での観測値）または「推
定中」（沿岸での推定値）の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝えます。

③ 津波予報

津波警報等の解除後も海面変動が継続するとき又は0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき、津波に

よる災害が起こるおそれがない旨を津波予報で発表します。また、津波が予想されないときは、津波の

心配なしの旨を地震情報に含めて発表します。
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緊急地震速報

緊急地震速報は、地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時

刻や震度、長周期地震動階級を予想し、可能な限り素早く知らせる

情報です。強い揺れの前に、自らの身を守ったり、列車やエレベー

ターの緊急停止、館内放送、工場等での機械制御を行うなどの活用

がなされています。

緊急地震速報には、次のように警報と予報※１があります。

緊急地震速報の伝達・活用例

※１ 平成 19年 10月１日よりテレビ・ラジオなどによる一般への提供を開始し、同年 12月１日に
緊急地震速報を地震動の警報・予報に位置づけました。

警報
・２点以上の地震観測点で観測

・ 最大震度５弱以上または長周期

地震動階級３以上を予想した場

合に警戒が必要な旨を発表

・ 警報未発表の地域で、新たに警

報基準の震度等が予想された場

合に続報を発表

・ テレビ、ラジオ、携帯電話（緊

急速報メール）等で伝達

予報
・ １点以上の地震観測点で観測

・ 震度３以上または長周期地震動階級１

以上、マグニチュード 3.5以上を予想

した場合等に発表

・ 予想が一定基準変化する度に発表

・ 予報業務許可事業者からも予想される

震度、長周期地震動階級、到達予想時

刻等が発表される。

・ 専用受信端末やスマートフォンのアプ

リ等で受信し、様々な用途に活用

緊急地震速報

緊急地震速報は、地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時

刻や震度、長周期地震動階級を予想し、可能な限り素早く知らせる

情報です。強い揺れの前に、自らの身を守ったり、列車やエレベー

ターの緊急停止、館内放送、工場等での機械制御を行うなどの活用

がなされています。

緊急地震速報には、次のように警報と予報※１があります。

緊急地震速報の伝達・活用例

※１ 平成 19年 10月１日よりテレビ・ラジオなどによる一般への提供を開始し、同年 12月１日に
緊急地震速報を地震動の警報・予報に位置づけました。

警報
・２点以上の地震観測点で観測

・ 最大震度５弱以上または長周期

地震動階級３以上を予想した場

合に警戒が必要な旨を発表

・ 警報未発表の地域で、新たに警

報基準の震度等が予想された場

合に続報を発表

・ テレビ、ラジオ、携帯電話（緊

急速報メール）等で伝達

予報
・ １点以上の地震観測点で観測

・ 震度３以上または長周期地震動階級１

以上、マグニチュード 3.5以上を予想

した場合等に発表

・ 予想が一定基準変化する度に発表

・ 予報業務許可事業者からも予想される

震度、長周期地震動階級、到達予想時

刻等が発表される。

・ 専用受信端末やスマートフォンのアプ

リ等で受信し、様々な用途に活用
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緊急地震速報

緊急地震速報は、地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時

刻や震度、長周期地震動階級を予想し、可能な限り素早く知らせる

情報です。強い揺れの前に、自らの身を守ったり、列車やエレベー

ターの緊急停止、館内放送、工場等での機械制御を行うなどの活用

がなされています。

緊急地震速報には、次のように警報と予報※１があります。

緊急地震速報の伝達・活用例

※１ 平成 19年 10月１日よりテレビ・ラジオなどによる一般への提供を開始し、同年 12月１日に
緊急地震速報を地震動の警報・予報に位置づけました。

警報
・２点以上の地震観測点で観測

・ 最大震度５弱以上または長周期

地震動階級３以上を予想した場

合に警戒が必要な旨を発表

・ 警報未発表の地域で、新たに警

報基準の震度等が予想された場

合に続報を発表

・ テレビ、ラジオ、携帯電話（緊

急速報メール）等で伝達

予報
・ １点以上の地震観測点で観測

・ 震度３以上または長周期地震動階級１

以上、マグニチュード 3.5以上を予想

した場合等に発表

・ 予想が一定基準変化する度に発表

・ 予報業務許可事業者からも予想される

震度、長周期地震動階級、到達予想時

刻等が発表される。

・ 専用受信端末やスマートフォンのアプ

リ等で受信し、様々な用途に活用

主な緊急地震速報の特性や技術的限界

◇ 震源に近い場所では、緊急地震速報の提供が強い揺れの到達に間に合いません。

◇ 予想する震度や長周期地震動階級には±１階級程度の誤差があります。

◇ Ｍ８程度以上の巨大地震では、短時間で地震の規模を正確に推定することが難しく、緊急

地震速報の誤差が大きくなることがあります。

◇ 地震観測網から遠い海域（100㎞程度以遠）で起こった地震、深い場所（深さ 100km程度以

上）で起こった地震では、緊急地震速報の誤差が大きくなることがあります。

◇ 地震活動が活発なときなど、ほぼ同時に発生する複数の地震を区別できず、震度を過大に

予想するなど、適切な内容で速報を発表できないことがあります。

◇ 地震以外の揺れ（事故、落雷）や機器障害により誤った情報を発表する可能性があります。

○緊急地震速報のしくみ

地震波のうち最初に伝わる速い波であるＰ波を検知した段階で震

源を推定し、震度や長周期地震動階級を予想します。また、観測し

た揺れの強さから直接、その周辺の震度を予想する手法（PLUM法）

も併用します。情報は地震波の速度（P波：秒速約 7km、S波：秒速

約 4km）よりもはるかに速い光の速度（秒速約 30万 km）で伝わるこ

とから、ある程度離れた場所に対しては強い揺れが届く前に危険を

伝えることができます。

このように緊急地震速報は、地震の発生を素早くとらえる観測体

制、少ない観測データから揺れの強さを速やかに予測する技術、発

表した情報を素早く伝える情報通信技術により実現しました※２。

○緊急地震速報の特性や技術的限界

緊急地震速報を活用する際には、その特性や技術的限界を十分理

解していただくことが重要です。

※２ 緊急地震速報は、公益財団法人鉄道総合技術研究所と気象庁による共同技術開発と、国立
研究開発法人防災科学技術研究所による技術開発の成果により可能となりました。

地震発生！

（
時
間
の
流
れ
）

・震源に近い地震計が揺れ（P波）を感知

・強い揺れ（Ｓ波）を感知
・他の地震計でも揺れを感知

震源の位置
マグニチュード

を推定

緊
急
地
震
速
報

数
秒

～

数
十
秒

気象庁

強い揺れが到達

直ちに解析して、瞬時に提供

P波

P波 S波

震度・到達時刻
を予測

警報

予報

地震波を解析
・地震波の来た方向
・震源までの距離
・地震の規模

PLUM法

緊急地震速報

緊急地震速報は、地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時

刻や震度、長周期地震動階級を予想し、可能な限り素早く知らせる

情報です。強い揺れの前に、自らの身を守ったり、列車やエレベー

ターの緊急停止、館内放送、工場等での機械制御を行うなどの活用

がなされています。

緊急地震速報には、次のように警報と予報※１があります。

緊急地震速報の伝達・活用例

※１ 平成 19年 10月１日よりテレビ・ラジオなどによる一般への提供を開始し、同年 12月１日に
緊急地震速報を地震動の警報・予報に位置づけました。

警報
・２点以上の地震観測点で観測

・ 最大震度５弱以上または長周期

地震動階級３以上を予想した場

合に警戒が必要な旨を発表

・ 警報未発表の地域で、新たに警

報基準の震度等が予想された場

合に続報を発表

・ テレビ、ラジオ、携帯電話（緊

急速報メール）等で伝達

予報
・ １点以上の地震観測点で観測

・ 震度３以上または長周期地震動階級１

以上、マグニチュード 3.5以上を予想

した場合等に発表

・ 予想が一定基準変化する度に発表

・ 予報業務許可事業者からも予想される

震度、長周期地震動階級、到達予想時

刻等が発表される。

・ 専用受信端末やスマートフォンのアプ

リ等で受信し、様々な用途に活用

�3�

GUIDEBOOK2023_1131_11�0_2L�113�� GUIDEBOOK2023_1131_11�0_2L�113��2023年1月2�日 午後1時30分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



緊急地震速報の利用の心得

緊急地震速報を活用し、列車やエレベーターを制御する、身を守

る行動をとる等により、地震災害の軽減が期待されます。

一方、緊急地震速報を見聞きしたときに適切な対応がとられない

場合、例えば集客施設で情報を聞いた人々が出口に殺到したり、道

路上で速報を聞いた車だけがブレーキをかけることにより追突事故

が発生する等、かえって被害や混乱が生じることも考えられます。

緊急地震速報を活かすためには、日頃からの地震に対する備えと

して、家屋の耐震化や家具類の固定等の事前の準備を行い、安全な

スペースを確保しておく必要があります。そして、緊急地震速報を

見聞きしたり、地震の揺れを感じたりしたら、周囲の状況に応じて、

まわりの人にも声をかけながら、あわてずまず身の安全をはかるこ

とが重要です。気象庁では、とるべき対応行動の指針を示した「緊

急地震速報の利用の心得」を作成し、リーフレット等として配布し

ています。

また、いざという時の行動を考え、対応行動を経験してもらうこ

とを目的として、緊急地震速報の全国的な訓練を実施しています。

長周期地震動に関する情報の提供

地震が発生すると様々な周期を持つ揺れ（地震動）が発生します。大

きな地震が発生したときに生じる、長い周期の揺れのことを長周期地震

動といいます。長周期の波は短周期の波に比べて減衰しにくいため、震

源から遠くまで伝わります。大都市では柔らかい堆積層が平野を厚く覆

っているため、長周期の揺れが増幅されます。近年、大都市圏を中心に

住居の高層化が進むなど、高層ビルに関係する人は年々増加しています。

高層ビルは、長周期の揺れに共振しやすい固有周期（揺れやすい周期）

を持っているため、長時間大きく揺れ続けます。

気象庁では、地震発生後直ちに震度情報を発表していますが、震度は

地表面付近の比較的周期の短い揺れを対象とした指標で、高層ビルの高

層階における長周期の揺れの程度を表現するのに十分でありません。高

層ビル内での的確な防災対応の実施に資するため、概ね 14～15階建以上

の高層ビルを対象として、地震時の人の行動の困難さの程度や、家具や

什器の移動・転倒などの被害の程度から４つの階級に区分した揺れの大

きさの指標である「長周期地震動階級」（詳細は p.173を参照）を導入し、

「長周期地震動に関する観測結

果」を気象庁 HPにて発表していま

す。なお、令和５年２月より、新

たに「長周期地震動に関する観測

情報」のオンライン配信を開始す

るとともに、緊急地震速報の発表

基準に長周期地震動階級の予想値

を追加しており、長周期地震動階

級３以上を予想した場合でも緊急

地震速報（警報）を発表していま

す。 長周期地震動階級１以上が観測された地域
（「長周期地震動の観測結果」より）

（令和４年３月16日23時36分の福島県沖の地震、M7.4）

長周期地震動に関する情報の提供

地震が発生すると様々な周期を持つ揺れ（地震動）が発生します。大

きな地震が発生したときに生じる、長い周期の揺れのことを長周期地震

動といいます。長周期の波は短周期の波に比べて減衰しにくいため、震

源から遠くまで伝わります。大都市では柔らかい堆積層が平野を厚く覆

っているため、長周期の揺れが増幅されます。近年、大都市圏を中心に

住居の高層化が進むなど、高層ビルに関係する人は年々増加しています。

高層ビルは、長周期の揺れに共振しやすい固有周期（揺れやすい周期）

を持っているため、長時間大きく揺れ続けます。

気象庁では、地震発生後直ちに震度情報を発表していますが、震度は

地表面付近の比較的周期の短い揺れを対象とした指標で、高層ビルの高

層階における長周期の揺れの程度を表現するのに十分でありません。高

層ビル内での的確な防災対応の実施に資するため、概ね 14～15階建以上

の高層ビルを対象として、地震時の人の行動の困難さの程度や、家具や

什器の移動・転倒などの被害の程度から４つの階級に区分した揺れの大

きさの指標である「長周期地震動階級」（詳細は p.173を参照）を導入し、

「長周期地震動に関する観測結

果」を気象庁 HPにて発表していま

す。なお、令和５年２月より、新

たに「長周期地震動に関する観測

情報」のオンライン配信を開始す

るとともに、緊急地震速報の発表

基準に長周期地震動階級の予想値

を追加しており、長周期地震動階

級３以上を予想した場合でも緊急

地震速報（警報）を発表していま

す。 長周期地震動階級１以上が観測された地域
（「長周期地震動の観測結果」より）

（令和４年３月16日23時36分の福島県沖の地震、M7.4）
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緊急地震速報の利用の心得

緊急地震速報を活用し、列車やエレベーターを制御する、身を守

る行動をとる等により、地震災害の軽減が期待されます。

一方、緊急地震速報を見聞きしたときに適切な対応がとられない

場合、例えば集客施設で情報を聞いた人々が出口に殺到したり、道

路上で速報を聞いた車だけがブレーキをかけることにより追突事故

が発生する等、かえって被害や混乱が生じることも考えられます。

緊急地震速報を活かすためには、日頃からの地震に対する備えと

して、家屋の耐震化や家具類の固定等の事前の準備を行い、安全な

スペースを確保しておく必要があります。そして、緊急地震速報を

見聞きしたり、地震の揺れを感じたりしたら、周囲の状況に応じて、

まわりの人にも声をかけながら、あわてずまず身の安全をはかるこ

とが重要です。気象庁では、とるべき対応行動の指針を示した「緊

急地震速報の利用の心得」を作成し、リーフレット等として配布し

ています。

また、いざという時の行動を考え、対応行動を経験してもらうこ

とを目的として、緊急地震速報の全国的な訓練を実施しています。

長周期地震動に関する情報の提供

地震が発生すると様々な周期を持つ揺れ（地震動）が発生します。大

きな地震が発生したときに生じる、長い周期の揺れのことを長周期地震

動といいます。長周期の波は短周期の波に比べて減衰しにくいため、震

源から遠くまで伝わります。大都市では柔らかい堆積層が平野を厚く覆

っているため、長周期の揺れが増幅されます。近年、大都市圏を中心に

住居の高層化が進むなど、高層ビルに関係する人は年々増加しています。

高層ビルは、長周期の揺れに共振しやすい固有周期（揺れやすい周期）

を持っているため、長時間大きく揺れ続けます。

気象庁では、地震発生後直ちに震度情報を発表していますが、震度は

地表面付近の比較的周期の短い揺れを対象とした指標で、高層ビルの高

層階における長周期の揺れの程度を表現するのに十分でありません。高

層ビル内での的確な防災対応の実施に資するため、概ね 14～15階建以上

の高層ビルを対象として、地震時の人の行動の困難さの程度や、家具や

什器の移動・転倒などの被害の程度から４つの階級に区分した揺れの大

きさの指標である「長周期地震動階級」（詳細は p.170を参照）を導入し、

「長周期地震動の観測結果」を気

象庁 HPにて発表しています。なお、

令和５年２月より、新たに「長周

期地震動に関する観測情報」のオ

ンライン配信を開始するとともに、

緊急地震速報の発表基準に長周期

地震動階級の予想値を追加してお

り、長周期地震動階級３以上を予

想した場合でも緊急地震速報（警

報）を発表しています。

長周期地震動階級１以上が観測された地域
（「長周期地震動の観測結果」より）

（令和４年３月16日23時36分の福島県沖の地震、M7.4）

長周期地震動に関する情報の提供

地震が発生すると様々な周期を持つ揺れ（地震動）が発生します。大

きな地震が発生したときに生じる、長い周期の揺れのことを長周期地震

動といいます。長周期の波は短周期の波に比べて減衰しにくいため、震

源から遠くまで伝わります。大都市では柔らかい堆積層が平野を厚く覆

っているため、長周期の揺れが増幅されます。近年、大都市圏を中心に

住居の高層化が進むなど、高層ビルに関係する人は年々増加しています。

高層ビルは、長周期の揺れに共振しやすい固有周期（揺れやすい周期）

を持っているため、長時間大きく揺れ続けます。

気象庁では、地震発生後直ちに震度情報を発表していますが、震度は

地表面付近の比較的周期の短い揺れを対象とした指標で、高層ビルの高

層階における長周期の揺れの程度を表現するのに十分でありません。高

層ビル内での的確な防災対応の実施に資するため、概ね 14～15階建以上

の高層ビルを対象として、地震時の人の行動の困難さの程度や、家具や

什器の移動・転倒などの被害の程度から４つの階級に区分した揺れの大

きさの指標である「長周期地震動階級」（詳細は p.170を参照）を導入し、

「長周期地震動の観測結果」を気

象庁 HPにて発表しています。なお、

令和５年２月より、新たに「長周

期地震動に関する観測情報」のオ

ンライン配信を開始するとともに、

緊急地震速報の発表基準に長周期

地震動階級の予想値を追加してお

り、長周期地震動階級３以上を予

想した場合でも緊急地震速報（警

報）を発表しています。

長周期地震動階級１以上が観測された地域
（「長周期地震動の観測結果」より）

（令和４年３月16日23時36分の福島県沖の地震、M7.4）
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推計震度分布図

推計震度分布図は、気象庁及び地方公共団体等が観測した各地の震度

データ等から観測点のない地域を含む面的な震度を推計するもので、発

災直後の迅速かつ的確な防災初動対応への活用を目的とした図情報です。

平成 16年３月から、震度５弱以上の強い揺れを観測した地震が発生した

場合に、首相官邸や地方公共団体等関係防災機関に提供するとともに、

気象庁ホームページに掲載しています。

例として、平成 30年９月６日 03時 07分の「平成 30年北海道胆振東

部地震」（マグニチュード 6.7、最大震度７）について、実際に観測され

た震度（左下）をもとに作成した推計震度分布図を右下に示します。北

海道の胆振地方や石狩地方などで、震度５弱以上の領域の広がりを把握

することができます。

推計震度分布図は、強い揺れを観測した領域の広がりを早期に把握す

ることを目的として作成するものです。個々の地点で実際に観測される

震度は、その地点の地盤などの影響を大きく受けるため、ばらつきがあ

ることに留意してください。

   

観測された震度の分布図       推計震度分布図

（図中の×は震央）       （図中の×は震央）

（地震発生直後に発表した震度データに加え、その後入手した震度データも用いて作成）

伊豆東部の地震活動の見通しに関する情報

伊豆東部火山群では、地下のマグマ活動に関連した活発な

群発地震活動が発生することがあります。気象庁では、伊豆

東部地域で地殻変動や地震などを常時観測しており、それら

のデータに異常な変化が現れ、活発な群発地震活動の発生が

予測された場合には「伊豆東部の地震活動の見通しに関する

情報」を発表して、予想される最大地震の規模と震度、震度

１以上となる地震の回数、活動期間の見通しについてお知ら

せします。

伊豆東部の地震活動の見通しに関する情報

伊豆東部火山群では、地下のマグマ活動に関連した活発な

群発地震活動が発生することがあります。気象庁では、伊豆

東部地域で地殻変動や地震などを常時観測しており、それら

のデータに異常な変化が現れ、活発な群発地震活動の発生が

予測された場合には「伊豆東部の地震活動の見通しに関する

情報」を発表して、予想される最大地震の規模と震度、震度

１以上となる地震の回数、活動期間の見通しについてお知ら

せします。
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推計震度分布図

推計震度分布図は、気象庁及び地方公共団体等が観測した各地の震度

データ等から観測点のない地域を含む面的な震度を推計するもので、発

災直後の迅速かつ的確な防災初動対応への活用を目的とした図情報です。

平成 16年３月から、震度５弱以上の強い揺れを観測した地震が発生した

場合に、首相官邸や地方公共団体等関係防災機関に提供するとともに、

気象庁ホームページに掲載します。

例として、2018年９月６日 03時 07分の「平成 30年北海道胆振東部

地震」（マグニチュード 6.7、最大震度７）について、実際に観測された

震度（左下）をもとに作成した推計震度分布図を右下に示します。北海

道の胆振地方や石狩地方などで、震度５弱以上の領域の広がりを把握す

ることができます。

推計震度分布図は、強い揺れを観測した領域の広がりを早期に把握す

ることを目的として作成するものです。個々の地点で実際に観測される

震度は、その地点の地盤などの影響を大きく受けるため、ばらつきがあ

ることに留意してください。

  

観測された震度の分布図       推計震度分布図

（図中の×は震央）       （図中の×は震央）

（地震発生直後に発表した震度データに加え、その後入手した震度データも用いて作成）

伊豆東部の地震活動の見通しに関する情報

伊豆東部火山群では、地下のマグマ活動に関連した活発な

群発地震活動が発生することがあります。気象庁では、伊豆

東部地域で地殻変動や地震などを常時観測しており、それら

のデータに異常な変化が現れ、活発な群発地震活動の発生が

予測された場合には「伊豆東部の地震活動の見通しに関する

情報」を発表して、予想される最大地震の規模と震度、震度

１以上となる地震の回数、活動期間の見通しについてお知ら

せします。

伊豆東部の地震活動の見通しに関する情報

伊豆東部火山群では、地下のマグマ活動に関連した活発な

群発地震活動が発生することがあります。気象庁では、伊豆

東部地域で地殻変動や地震などを常時観測しており、それら

のデータに異常な変化が現れ、活発な群発地震活動の発生が

予測された場合には「伊豆東部の地震活動の見通しに関する

情報」を発表して、予想される最大地震の規模と震度、震度

１以上となる地震の回数、活動期間の見通しについてお知ら

せします。
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南海トラフ地震について

駿河湾から遠州灘、熊野灘、紀伊半島の南側の海域及び土佐湾を

経て日向灘沖までのフィリピン海プレート及びユーラシアプレート

が接する海底の溝状の地形を形成する区域を「南海トラフ」といい

ます。

この南海トラフ沿いのプレート境界を震源とする大規模な地震が

「南海トラフ地震」です。最近では 1944年に昭和東南海地震、1946

年に昭和南海地震が発生しました。南海トラフ地震は、おおむね 100

～150 年間隔で繰り返し発生しています。昭和東南海地震及び昭和

南海地震が発生してから約 80年が経過しており、南海トラフにおけ

る次の大規模地震の切迫性が高まってきています。

南海トラフ地震が発生した場合には、東海から九州にかけての広

い範囲に、地震の揺れや津波による甚大な被害をもたらす恐れがあ

ります。

南海トラフ沿いで過去に発生した大規模地震の震源域の時空間分布

「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」（地震調査研究推進本部）

南海トラフ巨大地震の

想定震源域

南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まっていると評価されるケースと防災対応例

南海トラフ地震対策について

政府は、切迫性が指摘されている南海トラフ地震が発生した場合

の防災対応について、中央防災会議のワーキンググループにおいて

検討を行い、平成30年12月に報告書「南海トラフ沿いの異常な現象

への防災対応のあり方について」をとりまとめました。

この報告書をもとに、平成31年３月には、地方公共団体や企業に

おける防災計画の検討の参考となるガイドラインを公表するととも

に、令和元年５月には、「南海トラフ地震に係る地震防災対策の推

進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震防災対策推進基

本計画」を変更し、南海トラフ地震の発生可能性が平常時と比べて

相対的に高まったと評価された場合における国や地方公共団体、企

業等の防災対応を定めました（下図）。

南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まって

いると評価された場合等に、気象庁は「南海トラフ地震に関連する

情報」を発表します（P143～144）。

・南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界
において M8.0以上の地震が発生した場合
・地震発生後１週間、地震発生後では津波からの
避難が間に合わない地域の住民は避難を実施。
・その後さらに１週間、Ｍ７級の地震発生時の防
災対応を実施。

マグニチュード８級の地震が発生

西側は連動するのか？

南海トラフ東側で大規模地震(M8ｸﾗｽ)が発生

・南海トラフ地震の想定震源域及びその周辺
において M7.0 以上の地震が発生した場合
（M8.0 以上のプレート境界地震の場合を除
く）。
・地震発生後１週間、必要に応じ自主的に避
難を実施することも含め、日頃からの地震へ
の備えを再確認する等、警戒レベルを上げる。

マグニチュード７級の地震が発生

南海トラフで地震(M7ｸﾗｽ)が発生

南海トラフの大規模地震の前震か？

・ひずみ計等で有意な変化として捉えられる、
短い期間にプレート境界の固着状態が明らか
に変化しているような通常とは異なるゆっく
りすべりが観測された場合。
・日頃からの地震への備えを再確認する等、
警戒レベルを上げる。

ゆっくりすべり発生

ゆっくりすべり
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南海トラフ地震について

駿河湾から遠州灘、熊野灘、紀伊半島の南側の海域及び土佐湾を

経て日向灘沖までのフィリピン海プレート及びユーラシアプレート

が接する海底の溝状の地形を形成する区域を「南海トラフ」といい

ます。

この南海トラフ沿いのプレート境界を震源とする大規模な地震が

「南海トラフ地震」です。最近では 1944年に昭和東南海地震、1946

年に昭和南海地震が発生しました。南海トラフ地震は、おおむね 100

～150 年間隔で繰り返し発生しています。昭和東南海地震及び昭和

南海地震が発生してから 70年以上が経過しており、南海トラフにお

ける次の大規模地震の切迫性が高まってきています。

南海トラフ地震が発生した場合には、東海から九州にかけての広

い範囲に、地震の揺れや津波による甚大な被害をもたらす恐れがあ

ります。

南海トラフ沿いで過去に発生した大規模地震の震源域の時空間分布

「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」（地震調査研究推進本部）

南海トラフ巨大地震の

想定震源域

南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まっていると評価されるケースと防災対応例

南海トラフ地震対策について

政府は、切迫性が指摘されている南海トラフ地震が発生した場合

の防災対応について、中央防災会議のワーキンググループにおいて

検討を行い、平成30年12月に報告書「南海トラフ沿いの異常な現象

への防災対応のあり方について」をとりまとめました。

この報告書をもとに、平成31年３月には、地方公共団体や企業に

おける防災計画の検討の参考となるガイドラインを公表するととも

に、令和元年５月には、「南海トラフ地震に係る地震防災対策の推

進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震防災対策推進基

本計画」を変更し、南海トラフ地震の発生可能性が平常時と比べて

相対的に高まったと評価された場合における国や地方公共団体、企

業等の防災対応を定めました（下図）。

南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まって

いると評価された場合等に、気象庁は「南海トラフ地震に関連する

情報」を発表します（P143～144）。

・南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界
において M8.0以上の地震が発生した場合
・地震発生後１週間、地震発生後では津波からの
避難が間に合わない地域の住民は避難を実施。
・その後さらに１週間、Ｍ７級の地震発生時の防
災対応を実施。

マグニチュード８級の地震が発生

西側は連動するのか？

南海トラフ東側で大規模地震(M8ｸﾗｽ)が発生

・南海トラフ地震の想定震源域及びその周辺
において M7.0 以上の地震が発生した場合
（M8.0 以上のプレート境界地震の場合を除
く）。
・地震発生後１週間、必要に応じ自主的に避
難を実施することも含め、日頃からの地震へ
の備えを再確認する等、警戒レベルを上げる。

マグニチュード７級の地震が発生

南海トラフで地震(M7ｸﾗｽ)が発生

南海トラフの大規模地震の前震か？

・ひずみ計等で有意な変化として捉えられる、
短い期間にプレート境界の固着状態が明らか
に変化しているような通常とは異なるゆっく
りすべりが観測された場合。
・日頃からの地震への備えを再確認する等、
警戒レベルを上げる。

ゆっくりすべり発生

ゆっくりすべり

南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まっていると評価されるケースと防災対応例

南海トラフ地震対策について

政府は、切迫性が指摘されている南海トラフ地震が発生した場合

の防災対応について、中央防災会議のワーキンググループにおいて

検討を行い、平成30年12月に報告書「南海トラフ沿いの異常な現象

への防災対応のあり方について」をとりまとめました。

この報告書をもとに、平成31年３月には、地方公共団体や企業に

おける防災計画の検討の参考となるガイドラインを公表するととも

に、令和元年５月には、「南海トラフ地震に係る地震防災対策の推

進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震防災対策推進基

本計画」を変更し、南海トラフ地震の発生可能性が平常時と比べて

相対的に高まったと評価された場合における国や地方公共団体、企

業等の防災対応を定めました（下図）。

南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まって

いると評価された場合等に、気象庁は「南海トラフ地震に関連する

情報」を発表します（P143～144）。

・南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界
において M8.0以上の地震が発生した場合
・地震発生後１週間、地震発生後では津波からの
避難が間に合わない地域の住民は避難を実施。
・その後さらに１週間、Ｍ７級の地震発生時の防
災対応を実施。

マグニチュード８級の地震が発生

西側は連動するのか？

南海トラフ東側で大規模地震(M8ｸﾗｽ)が発生

・南海トラフ地震の想定震源域及びその周辺
において M7.0 以上の地震が発生した場合
（M8.0 以上のプレート境界地震の場合を除
く）。
・地震発生後１週間、必要に応じ自主的に避
難を実施することも含め、日頃からの地震へ
の備えを再確認する等、警戒レベルを上げる。

マグニチュード７級の地震が発生

南海トラフで地震(M7ｸﾗｽ)が発生

南海トラフの大規模地震の前震か？

・ひずみ計等で有意な変化として捉えられる、
短い期間にプレート境界の固着状態が明らか
に変化しているような通常とは異なるゆっく
りすべりが観測された場合。
・日頃からの地震への備えを再確認する等、
警戒レベルを上げる。

ゆっくりすべり発生

ゆっくりすべり
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南海トラフ地震に関連する情報

南海トラフ全域を対象として、異常な現象を観測した場合や地震発生

の可能性が相対的に高まっていると評価した場合等に、「南海トラフ地震

に関連する情報」の発表を行います。

●「南海トラフ地震に関連する情報」は以下の２種類の情報名で発表
情報名 情報発表条件

南海トラフ地震
臨時情報

○南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラ
フ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場
合、または調査を継続している場合
○観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

南海トラフ地震
関連解説情報

○観測された異常な現象の調査結果を発表した後の状況の推移等
を発表する場合
○「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合にお
ける調査結果を発表する場合（ただし南海トラフ地震臨時情報
を発表する場合を除く）

※すでに必要な防災対応がとられている際は、調査を開始した旨や調査結果
を南海トラフ地震関連解説情報で発表する場合があります

●「南海トラフ地震臨時情報」は、キーワードを付記して「南海トラフ地震臨時情報
（調査中）」等の形で発表
キーワード 各キーワードを付記する条件

調査中

下記のいずれかにより臨時に「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討
会」を開催する場合

○監視領域内※１でマグニチュード 6.8以上の地震※２が発生
○１カ所以上のひずみ計での有意な変化と共に、他の複数の観測点でも
それに関係すると思われる変化が観測され、想定震源域内のプレート
境界で通常と異なるゆっくりすべりが発生している可能性がある場
合など、ひずみ計で南海トラフ地震との関連性の検討が必要と認めら
れる変化を観測

○その他、想定震源域内のプレート境界の固着状態の変化を示す可能性
のある現象が観測される等、南海トラフ地震との関連性の検討が必要
と認められる現象を観測

巨大地震
警戒

○想定震源域内のプレート境界において、モーメントマグニチュード
8.0以上の地震が発生したと評価した場合

巨大地震
注意

○監視領域内※１において、モーメントマグニチュード 7.0以上の地震※
２が発生したと評価した場合（巨大地震警戒に該当する場合は除く）
○想定震源域内のプレート境界において、通常と異なるゆっくりすべり
が発生したと評価した場合

調査終了 ○（巨大地震警戒）、（巨大地震注意）のいずれにも当てはまらない現象
と評価した場合

※１ 南海トラフの想定震源域及び想定震源域の海溝軸外側50km程度までの範囲
※２ 太平洋プレートの沈み込みに伴う震源が深い地震は除く

●南海トラフ地震発生の可能性が相対的に高まっていると評価されるケース

（最短）2時間後

「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」において、
発生した異常な現象について評価

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

その後の状況の推移等を発表

異常な現象が発生

時間の経過

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）等

南海トラフ地震の想定震源域では、大規模地震の発生可能性が
平常時に比べて相対的に高まっている等、「南海トラフ沿いの地震
に関する評価検討会」の評価結果を発表

以後、随時 南海トラフ地震関連解説情報

5～30分後

南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿
いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合に発表

未破壊 M8級

マグニチュード８級の地震が発生

まだ地震が起きて
いない領域でも
地震が起こるのか

●「南海トラフ地震臨時情報」が発表される基本的な流れ

M7級

マグニチュード7級の地震が発生

さらに規模の大きな
地震が起こるのか

通常とは異なるゆっくりすべりを観測

ゆっくりすべり

プレート境界面でのすべ
りが急激に進行して
地震が起こるのか

プレート境界面
でのすべり

�43

GUIDEBOOK2023_1131_11�0�1143�2022年12月24日 午後1時3�分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



南海トラフ地震に関連する情報

南海トラフ全域を対象として、異常な現象を観測した場合や地震発生

の可能性が相対的に高まっていると評価した場合等に、「南海トラフ地震

に関連する情報」の発表を行います。

●「南海トラフ地震に関連する情報」は以下の２種類の情報名で発表
情報名 情報発表条件

南海トラフ地震
臨時情報

○南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラ
フ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場
合、または調査を継続している場合
○観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

南海トラフ地震
関連解説情報

○観測された異常な現象の調査結果を発表した後の状況の推移等
を発表する場合
○「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合にお
ける調査結果を発表する場合（ただし南海トラフ地震臨時情報
を発表する場合を除く）

※すでに必要な防災対応がとられている際は、調査を開始した旨や調査結果
を南海トラフ地震関連解説情報で発表する場合があります

●「南海トラフ地震臨時情報」は、キーワードを付記して「南海トラフ地震臨時情報
（調査中）」等の形で発表
キーワード 各キーワードを付記する条件

調査中

下記のいずれかにより臨時に「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討
会」を開催する場合

○監視領域内※１でマグニチュード 6.8以上の地震※２が発生
○１カ所以上のひずみ計での有意な変化と共に、他の複数の観測点でも
それに関係すると思われる変化が観測され、想定震源域内のプレート
境界で通常と異なるゆっくりすべりが発生している可能性がある場
合など、ひずみ計で南海トラフ地震との関連性の検討が必要と認めら
れる変化を観測

○その他、想定震源域内のプレート境界の固着状態の変化を示す可能性
のある現象が観測される等、南海トラフ地震との関連性の検討が必要
と認められる現象を観測

巨大地震
警戒

○想定震源域内のプレート境界において、モーメントマグニチュード
8.0以上の地震が発生したと評価した場合

巨大地震
注意

○監視領域内※１において、モーメントマグニチュード 7.0以上の地震※
２が発生したと評価した場合（巨大地震警戒に該当する場合は除く）
○想定震源域内のプレート境界において、通常と異なるゆっくりすべり
が発生したと評価した場合

調査終了 ○（巨大地震警戒）、（巨大地震注意）のいずれにも当てはまらない現象
と評価した場合

※１ 南海トラフの想定震源域及び想定震源域の海溝軸外側50km程度までの範囲
※２ 太平洋プレートの沈み込みに伴う震源が深い地震は除く

●南海トラフ地震発生の可能性が相対的に高まっていると評価されるケース

（最短）2時間後

「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」において、
発生した異常な現象について評価

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

その後の状況の推移等を発表

異常な現象が発生

時間の経過

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）等

南海トラフ地震の想定震源域では、大規模地震の発生可能性が
平常時に比べて相対的に高まっている等、「南海トラフ沿いの地震
に関する評価検討会」の評価結果を発表

以後、随時 南海トラフ地震関連解説情報

5～30分後

南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿
いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合に発表

未破壊 M8級

マグニチュード８級の地震が発生

まだ地震が起きて
いない領域でも
地震が起こるのか

●「南海トラフ地震臨時情報」が発表される基本的な流れ

M7級

マグニチュード7級の地震が発生

さらに規模の大きな
地震が起こるのか

通常とは異なるゆっくりすべりを観測

ゆっくりすべり

プレート境界面でのすべ
りが急激に進行して
地震が起こるのか

プレート境界面
でのすべり
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南海トラフ地震発生で想定される震度や津波の高さ

南海トラフ地震は、複数回に分けて発生したり、一回で全域を破壊し

たり、その発生の仕方には多様性がありますが、最大クラスの地震が発

生すると、静岡県から宮崎県にかけての一部では震度７となる可能性が

あるほか、それに隣接する周辺の広い地域では震度６強から６弱の強い

揺れになると想定されます。

また、関東地方から九州地方にかけての太平洋沿岸の広い地域に 10m
を超える大津波の来襲が想定されています。

想定震度分布（複数の想定されるケースの最大値の分布）

想定津波高（「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南部沖～徳島県沖」に

「大すべり域＋超大すべり域」を2箇所設定した場合）

「南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）」（内閣府）

南海トラフ地震防災対策推進地域

南海トラフ地震が発生すると、広い地域で大変な被害が生じると想定

されています。そこで、南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関

する特別措置法（平成 14年法律第 92号）では、南海トラフ地震による

災害の防止･軽減のため、南海トラフ地震により著しい被害が生ずるおそ

れのある地域が「南海トラフ地震防災対策推進地域」として指定され、

国、地方公共団体、関係事業者等が、それぞれの立場から予防対策や、

津波避難対策等の地震防災対策を推進することとされています。

南海トラフ地震防災対策推進地域

南海トラフ巨大地震※の想定震源域

※南海トラフ沿いにおいて、科学的に想定しうる最大規模の地震

（内閣府資料に一部加筆）

南海トラフ地震発生で想定される震度や津波の高さ

南海トラフ地震は、複数回に分けて発生したり、一回で全域を破壊し

たり、その発生の仕方には多様性がありますが、最大クラスの地震が発

生すると、静岡県から宮崎県にかけての一部では震度７となる可能性が

あるほか、それに隣接する周辺の広い地域では震度６強から６弱の強い

揺れになると想定されます。

また、関東地方から九州地方にかけての太平洋沿岸の広い地域に 10m
を超える大津波の来襲が想定されています。

想定震度分布（複数の想定されるケースの最大値の分布）

想定津波高（「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南部沖～徳島県沖」に

「大すべり域＋超大すべり域」を2箇所設定した場合）

「南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）」（内閣府）

�4�

GUIDEBOOK2023_1131_11�0�114��2022年12月24日 午後1時3�分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



南海トラフ地震発生で想定される震度や津波の高さ

南海トラフ地震は、複数回に分けて発生したり、一回で全域を破壊し

たり、その発生の仕方には多様性がありますが、最大クラスの地震が発

生すると、静岡県から宮崎県にかけての一部では震度７となる可能性が

あるほか、それに隣接する周辺の広い地域では震度６強から６弱の強い

揺れになると想定されます。

また、関東地方から九州地方にかけての太平洋沿岸の広い地域に 10m
を超える大津波の来襲が想定されています。

想定震度分布（複数の想定されるケースの最大値の分布）

想定津波高（「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南部沖～徳島県沖」に

「大すべり域＋超大すべり域」を2箇所設定した場合）

「南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）」（内閣府）

南海トラフ地震防災対策推進地域

南海トラフ地震が発生すると、広い地域で大変な被害が生じると想定

されています。そこで、南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関

する特別措置法（平成 14年法律第 92号）では、南海トラフ地震による

災害の防止･軽減のため、南海トラフ地震により著しい被害が生ずるおそ

れのある地域が「南海トラフ地震防災対策推進地域」として指定され、

国、地方公共団体、関係事業者等が、それぞれの立場から予防対策や、

津波避難対策等の地震防災対策を推進することとされています。

南海トラフ地震防災対策推進地域

南海トラフ巨大地震※の想定震源域

※南海トラフ沿いにおいて、科学的に想定しうる最大規模の地震

（内閣府資料に一部加筆）

南海トラフ地震発生で想定される震度や津波の高さ

南海トラフ地震は、複数回に分けて発生したり、一回で全域を破壊し

たり、その発生の仕方には多様性がありますが、最大クラスの地震が発

生すると、静岡県から宮崎県にかけての一部では震度７となる可能性が

あるほか、それに隣接する周辺の広い地域では震度６強から６弱の強い

揺れになると想定されます。

また、関東地方から九州地方にかけての太平洋沿岸の広い地域に 10m
を超える大津波の来襲が想定されています。

想定震度分布（複数の想定されるケースの最大値の分布）

想定津波高（「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南部沖～徳島県沖」に

「大すべり域＋超大すべり域」を2箇所設定した場合）

「南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）」（内閣府）
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南海トラフ地震の予測可能性について

現在の科学的知見では、地震の発生時期や場所・規模を確度高く予測

する科学的に確立した手法はありません。一方で、南海トラフ地震につ

いては、プレート境界におけるゆっくりすべりの発生など、プレート間

の固着状態の変化を示唆する現象を検知することができれば、地震発生

の可能性が平常時に比べて相対的に高まっているとの評価が可能と考え

られています。

気象庁では、関係機関の協力を得て、南海トラフ全域の地震活動や東

海から四国地域にかけての地殻変動の観測データを 24 時間体制で監視

しています。

南海トラフ沿いで地震活動や地殻変動に異常な変化が観測された場合

や、観測された現象を調査した結果、南海トラフ地震発生の可能性が平

常時に比べて相対的に高まったと評価した場合には、「南海トラフ地震臨

時情報」（p143-144）を発表します。

ただし、南海トラフ地震の発生の仕方には多様性があり、不確実性を

伴うことから、地震発生の可能性が相対的に高まったと評価した場合で

も地震が発生しない場合や、異常な現象が発生せず、情報の発表がない

まま突発的に南海トラフ地震が発生する場合も考えられます。このため、

南海トラフ地震に適切に備えるためには、日頃から地震への備えを確実

に実施しておくことが重要です。

＜地震への備えの例＞

家具の固定、備蓄の確認、避難場所・避難経路の確認、家族の安否確認

手段の取り決め

南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会

気象庁では、南海トラフ全域を対象として地震発生の可能性を評

価した結果を「南海トラフ地震に関連する情報」として発表するに

あたり、有識者から助言いただくために「南海トラフ沿いの地震に

関する評価検討会」を開催しています。南海トラフ及びその周辺地

域における気象庁以外の機関の観測データについて説明を受けるた

め、関係機関にも参画いただいています。

評価検討会には、観測データに異常(※)が現れた場合に南海トラ

フ地震との関連性を緊急に評価するための臨時の会合と、平常時か

ら観測データの状況を把握するために原則毎月１回開催している定

例の会合があります。

なお、この「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」は、従

来の東海地域を対象とした地震防災対策強化地域判定会と一体とな

って検討を行っています。

◎南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会委員

（令和２年４月１日現在）

  会長 平田 直 （防災科学技術研究所首都圏レジリエンス

研究センター  センター長）  

  委員 小原一成 （東京大学地震研究所教授）

  委員 横田 崇 （愛知工業大学教授）

  委員 古村孝志 （東京大学地震研究所教授）

委員 山岡耕春 （名古屋大学環境学研究科教授）

委員 加藤尚之 （東京大学地震研究所教授）

  関係機関

   国土地理院

   海上保安庁

   国立研究開発法人防災科学技術研究所

   国立研究開発法人海洋研究開発機構

   国立研究開発法人産業技術総合研究所

※P143-144（南海トラフ地震に関連する情報）参照
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南海トラフ地震の予測可能性について

現在の科学的知見では、地震の発生時期や場所・規模を確度高く予測

する科学的に確立した手法はありません。一方で、南海トラフ地震につ

いては、プレート境界におけるゆっくりすべりの発生など、プレート間

の固着状態の変化を示唆する現象を検知することができれば、地震発生

の可能性が平常時に比べて相対的に高まっているとの評価が可能と考え

られています。

気象庁では、関係機関の協力を得て、南海トラフ全域の地震活動や東

海から四国地域にかけての地殻変動の観測データを 24 時間体制で監視

しています。

南海トラフ沿いで地震活動や地殻変動に異常な変化が観測された場合

や、観測された現象を調査した結果、南海トラフ地震発生の可能性が平

常時に比べて相対的に高まったと評価した場合には、「南海トラフ地震臨

時情報」（p143-144）を発表します。

ただし、南海トラフ地震の発生の仕方には多様性があり、不確実性を

伴うことから、地震発生の可能性が相対的に高まったと評価した場合で

も地震が発生しない場合や、異常な現象が発生せず、情報の発表がない

まま突発的に南海トラフ地震が発生する場合も考えられます。このため、

南海トラフ地震に適切に備えるためには、日頃から地震への備えを確実

に実施しておくことが重要です。

＜地震への備えの例＞

家具の固定、備蓄の確認、避難場所・避難経路の確認、家族の安否確認

手段の取り決め

南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会

気象庁では、南海トラフ全域を対象として地震発生の可能性を評

価した結果を「南海トラフ地震に関連する情報」として発表するに

あたり、有識者から助言いただくために「南海トラフ沿いの地震に

関する評価検討会」を開催しています。南海トラフ及びその周辺地

域における気象庁以外の機関の観測データについて説明を受けるた

め、関係機関にも参画いただいています。

評価検討会には、観測データに異常(※)が現れた場合に南海トラ

フ地震との関連性を緊急に評価するための臨時の会合と、平常時か

ら観測データの状況を把握するために原則毎月１回開催している定

例の会合があります。

なお、この「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」は、従

来の東海地域を対象とした地震防災対策強化地域判定会と一体とな

って検討を行っています。

◎南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会委員

（令和４年４月１日現在）

  会長 平田 直 （東京大学名誉教授）  

  委員 小原一成 （東京大学地震研究所教授）

  委員 横田 崇 （愛知工業大学教授）

  委員 古村孝志 （東京大学地震研究所教授）

委員 山岡耕春 （名古屋大学環境学研究科教授）

委員 加藤尚之 （東京大学地震研究所教授）

  関係機関

   国土地理院

   海上保安庁

   国立研究開発法人防災科学技術研究所

   国立研究開発法人海洋研究開発機構

   国立研究開発法人産業技術総合研究所

※P143-144（南海トラフ地震に関連する情報）参照
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日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震について

太平洋プレートは日本列島の下に沈み込み、海溝（細長い溝状の

地形）を形成しています。房総沖から青森県東方沖の海溝は日本海

溝、十勝沖から択捉島沖及びそれより東の海溝は千島海溝と呼ばれ

ています。

日本海溝及び千島海溝沿いの領域では、マグニチュード７～９の

大小さまざまな規模の地震が多数発生しており、2011年に発生した

東北地方太平洋沖地震では死者・行方不明者が２万人を超えるなど、

主に津波により甚大な被害が発生しました。また、それ以前にも、

1896 年の明治三陸地震

や 869 年の貞観地震な

ど、巨大な津波を伴う地

震が繰り返し発生して

います。

内閣府の「日本海溝・

千島海溝沿いの巨大地

震モデル検討会」の報告

によれば、北海道から岩

手県の太平洋沿岸地域

における津波堆積物か

ら過去の最大クラスの

津波は約３～４百年間

隔で発生したとされて

おり、一番最近の発生が

17 世紀であり、それか

ら３～４百年経過して

いることを考えると、当

該地域では、最大クラス

の津波を伴う地震が切

迫している状況にあると

考えられています。

日本海溝・千島海溝沿いで過去に発生した大規模地震の震

源域

内閣府「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会」

最終報告書図表集（共通編）より
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日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震について

太平洋プレートは日本列島の下に沈み込み、海溝（細長い溝状の

地形）を形成しています。房総沖から青森県東方沖の海溝は日本海

溝、十勝沖から択捉島沖及びそれより東の海溝は千島海溝と呼ばれ

ています。

日本海溝及び千島海溝沿いの領域では、マグニチュード７～９の

大小さまざまな規模の地震が多数発生しており、2011年に発生した

東北地方太平洋沖地震では死者・行方不明者が２万人を超えるなど、

主に津波により甚大な被害が発生しました。また、それ以前にも、

1896 年の明治三陸地震

や 869 年の貞観地震な

ど、巨大な津波を伴う地

震が繰り返し発生して

います。

内閣府の「日本海溝・

千島海溝沿いの巨大地

震モデル検討会」の報告

によれば、北海道から岩

手県の太平洋沿岸地域

における津波堆積物か

ら過去の最大クラスの

津波は約３～４百年間

隔で発生したとされて

おり、一番最近の発生が

17 世紀であり、それか

ら３～４百年経過して

いることを考えると、当

該地域では、最大クラス

の津波を伴う地震が切

迫している状況にあると

考えられています。

日本海溝・千島海溝沿いで過去に発生した大規模地震の震

源域

内閣府「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会」

最終報告書図表集（共通編）より

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震で

想定される震度や津波の高さ

政府の中央防災会議は、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震につ

いて、科学的知見に基づき、想定すべき最大クラスの地震が発生し

た際の、震度分布や津波高を公表しています。

それによると、北海道から宮城県の太平洋側の広い範囲で、震度

６弱以上の強い揺れが想定されています。また、北海道から千葉県

までの広い範囲（太平洋側、及びオホーツク海、青森県沿岸の一部）

で高さ３ｍ以上の津波が到達することが想定されています。

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震で想定される震度分布（上）及び津波の高さ（下）

内閣府「北海道・三陸沖後発地震注意情報防災対応ガイドライン」より（一部加筆）

日本海溝モデル 千島海溝モデル

日本海溝モデル 千島海溝モデル

震源域
(日本海溝モデル

：Mw9.1)
震源域
(千島海溝モデル

：Mw9.3)
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日本海溝・千島海溝沿いにおける後発地震発生の可能性

日本海溝・千島海溝沿いの領域では、突発的に地震が発生した場

合を想定し、平時から事前の防災対策を徹底し、巨大地震に備える

ことが重要です。また、モーメントマグニチュード(Mw)７クラスの

地震が発生した後、数日程度の短い期間をおいて、さらに大きな Mw

８クラス以上の大規模な地震が続いて発生する事例なども確認され

ています。実際に後発地震※が発生する確率は低いものの、巨大地震

が発生した際の甚大な被害を少しでも軽減するため、中央防災会議

において、後発地震への注意を促す情報の発信が必要である旨の提

言もされました。

この提言を踏まえて、気象庁では「北海道・三陸沖後発地震注意

情報」を運用しています。

Mw 7.0以上の地震
に続いて、Mw7.8
以上の地震が発生

した事例のパター

ン（1904～2017 年
の世界の事例より）

「北海道・三陸沖後

発地震注意情報防

災対応ガイドライ

ン」より一部改編。

日本海溝・千島海溝沿いで、Mw7クラス以上
の地震が発生した後に、Mw8クラス以上の後
発地震が発生した過去事例

※ここでは、先に発生した

Mw７クラス以上の地震の後

に、短い期間をおいて続い

て発生する大規模地震(概

ね Mw８クラス以上)を「後発

地震」と呼ぶ。

北海道・三陸沖後発地震注意情報

日本海溝・千島海溝沿いの領域で地震が発生すると、その地震の

影響を受けて大規模地震が発生するྍ⬟ᛶがᖹᖖ᫬より┦対的に高

まると⪃えられています。ࡇのたࡵ、北海道の᰿ᐊ沖からᮾ北地᪉

の三陸沖の巨大地震の想定震源域ཬび想定震源域に影響を与える外

側のエリアでࣔーメント࣐グࣗࢳࢽーࢻ（Mw）7.0 以上の地震が発

生した場合に、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」を発表します。

඲ୡ界の㐣ཤの事例からは、ᐇ㝿に後発地震が発生する☜⋡はప

いものの（p.151 ཧ↷、Mw7.0 以上の地震発生後、㸵日以内に Mw㸶

以上の地震が発生するのはⓒᅇに㸯ᅇ⛬度）、巨大地震が発生ࢫࣛࢡ

した㝿の⏒大な被害をᑡしでも㍍ῶするたࡵに発表する情報です。
情報発表条件

○日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域（「三陸・日高沖」及
び「十勝・根室沖」）及び想定震源域に影響を与える外側のエリア（※㸯）
でモーメントマグニチュード(Mw)7.0以上の地震が発生した場合

○想定震源域に影響を与える外側のエリアで Mw7.0 以上の地震が発生し
た場合は、地震の Mw に基づき想定震源域への影響を評価し、想定震
源域に影響を与えると評価した場合

※㸯：先発地震の Mw が大きࡃなると、その震源域も大きࡃなるࡇとから、想定震源域
の外側のエリアで発生した地震であࡗても想定震源域に影響を与えると⪃えられ
ます。そのたࡵ、想定震源域に影響を与える外側のエリアについては、Mw の大き
さに応じて広さが変໬します。ࡇの広さは、内閣府の「日本海溝・千島海溝沿いに
おける␗ᖖな⌧象の評価ᇶ‽᳨ウጤဨ会」の報࿌᭩で♧されるᡭἲを⏝いて、震源
の῝さを⪃៖せずィ⟬されます。

巨大地震の想定震源域と想定震源域に影響を与える外側のエリア

*宇津の式：log10L＝0.5Mw－1.85

（地震の規模(ここではMw)に応

じた断層長L[km]を示す関係式。

地震の規模 Mwと影響範囲 D[km]

の計算に用いている）

＊

＊
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日本海溝・千島海溝沿いにおける後発地震発生の可能性

日本海溝・千島海溝沿いの領域では、突発的に地震が発生した場

合を想定し、平時から事前の防災対策を徹底し、巨大地震に備える

ことが重要です。また、モーメントマグニチュード(Mw)７クラスの

地震が発生した後、数日程度の短い期間をおいて、さらに大きな Mw

８クラス以上の大規模な地震が続いて発生する事例なども確認され

ています。実際に後発地震※が発生する確率は低いものの、巨大地震

が発生した際の甚大な被害を少しでも軽減するため、中央防災会議

において、後発地震への注意を促す情報の発信が必要である旨の提

言もされました。

この提言を踏まえて、気象庁では「北海道・三陸沖後発地震注意

情報」を運用しています。

Mw 7.0以上の地震
に続いて、Mw7.8
以上の地震が発生

した事例のパター

ン（1904～2017 年
の世界の事例より）

「北海道・三陸沖後

発地震注意情報防

災対応ガイドライ

ン」より一部改編。

日本海溝・千島海溝沿いで、Mw7クラス以上
の地震が発生した後に、Mw8クラス以上の後
発地震が発生した過去事例

※ここでは、先に発生した

Mw７クラス以上の地震の後

に、短い期間をおいて続い

て発生する大規模地震(概

ね Mw８クラス以上)を「後発

地震」と呼ぶ。

北海道・三陸沖後発地震注意情報

日本海溝・千島海溝沿いの領域で地震が発生すると、その地震の

影響を受けて大規模地震が発生するྍ⬟ᛶがᖹᖖ᫬より┦対的に高

まると⪃えられています。ࡇのたࡵ、北海道の᰿ᐊ沖からᮾ北地᪉

の三陸沖の巨大地震の想定震源域ཬび想定震源域に影響を与える外

側のエリアでࣔーメント࣐グࣗࢳࢽーࢻ（Mw）7.0 以上の地震が発

生した場合に、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」を発表します。

඲ୡ界の㐣ཤの事例からは、ᐇ㝿に後発地震が発生する☜⋡はప

いものの（p.151 ཧ↷、Mw7.0 以上の地震発生後、㸵日以内に Mw㸶

以上の地震が発生するのはⓒᅇに㸯ᅇ⛬度）、巨大地震が発生ࢫࣛࢡ

した㝿の⏒大な被害をᑡしでも㍍ῶするたࡵに発表する情報です。
情報発表条件

○日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域（「三陸・日高沖」及
び「十勝・根室沖」）及び想定震源域に影響を与える外側のエリア（※㸯）
でモーメントマグニチュード(Mw)7.0以上の地震が発生した場合

○想定震源域に影響を与える外側のエリアで Mw7.0 以上の地震が発生し
た場合は、地震の Mw に基づき想定震源域への影響を評価し、想定震
源域に影響を与えると評価した場合

※㸯：先発地震の Mw が大きࡃなると、その震源域も大きࡃなるࡇとから、想定震源域
の外側のエリアで発生した地震であࡗても想定震源域に影響を与えると⪃えられ
ます。そのたࡵ、想定震源域に影響を与える外側のエリアについては、Mw の大き
さに応じて広さが変໬します。ࡇの広さは、内閣府の「日本海溝・千島海溝沿いに
おける␗ᖖな⌧象の評価ᇶ‽᳨ウጤဨ会」の報࿌᭩で♧されるᡭἲを⏝いて、震源
の῝さを⪃៖せずィ⟬されます。

巨大地震の想定震源域と想定震源域に影響を与える外側のエリア

*宇津の式：log10L＝0.5Mw－1.85

（地震の規模(ここではMw)に応

じた断層長L[km]を示す関係式。

地震の規模 Mwと影響範囲 D[km]

の計算に用いている）

＊

＊

��2

GUIDEBOOK2023_1131_11�0_3L�11�1� GUIDEBOOK2023_1131_11�0_3L�11�2�2023年2月1�日 午後�時17分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



※２：日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域や想定震源域に影響を与える外
側のエリアで発生する地震については、プレート境界の地震に限定せず、プレート
境界以外で発生する地震も同様に評価対象とします。

気象庁において一定精度の Mw を推定し、「北海道・三陸沖後発地

震注意情報」の発表条件を満たしていると判断でき次第、内閣府と

気象庁による合同記者会見が開かれます。合同記者会見では、気象

庁から「北海道・三陸沖後発地震注意情報の発表と解説」が行われ、

その後に内閣府から「当該情報を受けてとるべき防災対応のよびか

け」が行われます。

Mwに応じた想定震源域に影響を
与える範囲の広がり

想定震源域と影響を与える外側の領域

（断面図）（※２）

情報発表の流れ（イメージ）

上図は典型的な事例であり、先に発生した地震の規模や

被害状況に応じて、タイミングは変わります。

※先に発生し

た地震による

震度が大きい

場合や予想さ

れる津波が高

い場合の例

北海道・三陸沖後発地震注意情報発表時に

防災対応をとるべき地域

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が発表された場合には、内

閣府の日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会で想定され

た日本海溝・千島海溝沿いにおける最大クラスの津波を伴う巨大な

地震が発生することを想定して、必要な防災対応をとることが重要

です。

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震で震度６弱以上、津波高３ｍ

以上が想定される市町村を基本として、関係道県と調整した上で、

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の発表に伴い防災対応をとる

べき地域が内閣府により下図のとおり整理されています。詳細は、

内閣府ホームページ等をご覧ください。

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」発表時

に防災対応をとるべき地域

（内閣府「北海道・三陸沖後発地震注意情報

防災対応ガイドライン」より）
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※２：日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域や想定震源域に影響を与える外
側のエリアで発生する地震については、プレート境界の地震に限定せず、プレート
境界以外で発生する地震も同様に評価対象とします。

気象庁において一定精度の Mw を推定し、「北海道・三陸沖後発地

震注意情報」の発表条件を満たしていると判断でき次第、内閣府と

気象庁による合同記者会見が開かれます。合同記者会見では、気象

庁から「北海道・三陸沖後発地震注意情報の発表と解説」が行われ、

その後に内閣府から「当該情報を受けてとるべき防災対応のよびか

け」が行われます。

Mwに応じた想定震源域に影響を
与える範囲の広がり

想定震源域と影響を与える外側の領域

（断面図）（※２）

情報発表の流れ（イメージ）

上図は典型的な事例であり、先に発生した地震の規模や

被害状況に応じて、タイミングは変わります。

※先に発生し

た地震による

震度が大きい

場合や予想さ

れる津波が高

い場合の例

北海道・三陸沖後発地震注意情報発表時に

防災対応をとるべき地域

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が発表された場合には、内

閣府の日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会で想定され

た日本海溝・千島海溝沿いにおける最大クラスの津波を伴う巨大な

地震が発生することを想定して、必要な防災対応をとることが重要

です。

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震で震度６弱以上、津波高３ｍ

以上が想定される市町村を基本として、関係道県と調整した上で、

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の発表に伴い防災対応をとる

べき地域が内閣府により下図のとおり整理されています。詳細は、

内閣府ホームページ等をご覧ください。

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」発表時

に防災対応をとるべき地域

（内閣府「北海道・三陸沖後発地震注意情報

防災対応ガイドライン」より）
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後発地震注意情報発表時の防災対応と留意事項

まず、突発的に地震が発生した場合を想定し、日頃からの地震へ

の備え（事前防災対策）を徹底することが大前提です。その上で、

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」発表時には、１週間程度、地

震への備えの再確認や迅速な避難態勢の準備をすることが重要です。

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」は、極めて不確実性が高い

情報であるため、それに応じた防災対応は大変難しいという背景が

あります。この情報を受け取った場合には、下記の留意事項を考慮

した上で、必要な防災対応をとることが重要です。

○この情報は、大規模地震の発生可能性が平常時と比べて相対的に高まっ
ていることをお知らせするものであり、特定の期間中に大規模地震が必
ず発生するということをお知らせするものではありません。

〇Mw８クラス以上の大規模地震は、後発地震への注意を促す情報が発信
されていない状況で突発的に発生することが多いことに留意し、日頃か
ら地震への備えを徹底することが最も重要です。

〇最大クラスの津波を伴う巨大地震に備えることが大切ですが、最大クラ
スの地震より規模はやや小さいが発生確率が高い地震や、直上で強く揺
れる比較的浅い場所で発生する地震にも備える必要があります。

〇巨大地震の想定震源域（北海道の根室沖から東北地方の三陸沖）の外側
でも、先発地震が発生した周辺では、大規模地震が発生する可能性があ
るので注意が必要です。

〇後発地震の発生可能性は、先発地震が起こってから時間が経つほど、ま
た、先発地震の震源から遠いところほど低くなります。

〇後発地震の発生可能性は、後発地震の規模が大きいほど低くなり、最大
クラスの後発地震が発生する可能性はさらに低くなります。

（内閣府「北海道・三陸沖後発地震注意情報防災対応ガイドライン」をもとに記載）

地震計

  地面の揺れを検知し、震源決定などを行うためには、適切な周波数範囲

の地動をできるだけ正確に観測（記録）する必要があり、このために用い

る機器が地震計です。

  地震計は、基本的には、支点を地面に固定した振り子と地面との相対運

動を記録する装置です。地震動が伝わってくると地震計は地面と一緒に揺

れますが、地震動の周期が振り子の固有周期よりも十分短い場合、振り子

のおもりはその場からほとんど動かないため、振り子と地震計の間に相対

運動が生じます。地面の振動を３次元で観測するために、測定方向がお互

いに直交する南北・東西・上下の３成分の地震計を１組として用います。

  初期の地震計は機械式地震計であり、振

り子に付けたペンによって地動を記録する

方式でした。微小な地震動を検知するため

に多く用いている動コイル型電磁式地震計

（右の写真は一例です）の場合は、振り子

の重りの部分にコイルが付いており、コイ

ルの回りにある磁石との相対運動により、

振り子の速度に応じた電圧を検出する仕組

みとなっています。この電圧を十分に増幅して測定することにより、非常

に微弱な地動を観測することができます。気象庁の地震観測網で速度地震

計として用いられているほか、Hi-net（国立研究開発法人防災科学技術研

究所の高感度地震観測網）に利用されている高感度地震計もこの型です。

地震計の感度は、測定する地震動の周期に依存します。いずれの型の地

震計も、振り子の固有周期より短い周期の振動に対する感度はほぼ一定で

すが、周期が長くなるほど感度は低下します。また、大きな振幅を伴う地

震の時には、振り子の可動範囲を超えるため測定不能となります。これら

を防ぐため、振り子の重りが常に地面の動きに合わせて一緒に動くよう、

位置ズレを０にするフィードバック機構を組み込んで広帯域・広範囲の観

測を可能にしたのがフォースバランス型加速度計で、気象庁の観測網では

震度計のセンサーや加速度地震計として用いられています。
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後発地震注意情報発信時の防災対応と留意事項

まず、突発的に地震が発生した場合を想定し、平時から地震への

備え（事前防災対策）を徹底することが大前提です。その上で、「北

海道・三陸沖後発地震注意情報」発信時には、１週間程度、備えの

再確認や迅速な避難態勢の準備をすることが重要です。

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」は、一度地震が発生した場

合に、その地震の影響を受けて、大規模地震の発生可能性が平常時

よりも相対的に高まっていることをお知らせする情報ですが、この

地震の発生可能性などについては、下記の留意事項があります。こ

れらの留意事項を考慮した上で、必要な防災対応をとることが重要

です。

○この情報は、大規模地震の発生可能性が平常時と比べて相対的に高まっ
ていることをお知らせするものであり、特定の期間中に大規模地震が必
ず発生するということをお知らせするものではありません。

〇Mw８クラス以上の大規模地震は、後発地震への注意を促す情報が発信
されていない状況で突発的に発生することが多いことに留意し、日頃か
ら地震への備えを徹底することが最も重要です。

〇最大クラスの津波を伴う巨大地震に備えることが大切ですが、最大クラ
スの地震より規模はやや小さいが発生確率が高い地震や、直上で強く揺
れる比較的浅い場所で発生する地震にも備える必要があります。

〇巨大地震の想定震源域（北海道の根室沖から東北地方の三陸沖）の外側
でも、先発地震が発生した周辺では、大規模地震が発生する可能性があ
るので注意が必要です。

〇後発地震の発生可能性は、先発地震が起こってから時間が経つほど、ま
た、先発地震の震源から遠いところほど低くなります。

〇後発地震の発生可能性は、後発地震の規模が大きいほど低くなり、最大
クラスの後発地震が発生する可能性はさらに低くなります。

（内閣府「北海道・三陸沖後発地震注意情報防災対応ガイドライン」をもとに記載）

地震計

  地面の揺れを検知し、震源決定などを行うためには、適切な周波数範囲

の地動をできるだけ正確に観測（記録）する必要があり、このために用い

る機器が地震計です。

  地震計は、基本的には、支点を地面に固定した振り子と地面との相対運

動を記録する装置です。地震動が伝わってくると地震計は地面と一緒に揺

れますが、地震動の周期が振り子の固有周期よりも十分短い場合、振り子

のおもりはその場からほとんど動かないため、振り子と地震計の間に相対

運動が生じます。地面の振動を３次元で観測するために、測定方向がお互

いに直交する南北・東西・上下の３成分の地震計を１組として用います。

  初期の地震計は機械式地震計であり、振

り子に付けたペンによって地動を記録する

方式でした。微小な地震動を検知するため

に多く用いている動コイル型電磁式地震計

（右の写真は一例です）の場合は、振り子

の重りの部分にコイルが付いており、コイ

ルの回りにある磁石との相対運動により、

振り子の速度に応じた電圧を検出する仕組

みとなっています。この電圧を十分に増幅して測定することにより、非常

に微弱な地動を観測することができます。気象庁の地震観測網で速度地震

計として用いられているほか、Hi-net（国立研究開発法人防災科学技術研

究所の高感度地震観測網）に利用されている高感度地震計もこの型です。

地震計の感度は、測定する地震動の周期に依存します。いずれの型の地

震計も、振り子の固有周期より短い周期の振動に対する感度はほぼ一定で

すが、周期が長くなるほど感度は低下します。また、大きな振幅を伴う地

震の時には、振り子の可動範囲を超えるため測定不能となります。これら

を防ぐため、振り子の重りが常に地面の動きに合わせて一緒に動くよう、

位置ズレを０にするフィードバック機構を組み込んで広帯域・広範囲の観

測を可能にしたのがフォースバランス型加速度計で、気象庁の観測網では

震度計のセンサーや加速度地震計として用いられています。
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地震観測網

気象庁では、全国約 300 か所に整備した地震計と、国立研究開発法

人防災科学技術研究所や大学等が設置している地震計のデータを集約

して、地震の発生を 24 時間体制で監視しています。地震発生時には、

これらのデータを活用し、ただちに緊急地震速報、津波警報・注意報

や津波情報、地震情報を発表します。

km

●：気象庁        （303地点）

▲：防災科学技術研究所  （1052地点）

■：大学、その他     （417地点）

令和５年１月現在     計 1772地点

震度計

地面の揺れの強さの程度を示す指標である震度の観測は、明治 17 年

（1884年）に内務省地理局により組織的に始められ、観測者の体感ある

いは器物・建造物等周囲の状況から判断して、震度を決定（観測）する

手法をとってきました。一方、国民の震度に対する関心や防災情報とし

ての重要性の高まりから、震度の発表を速やかに行うため、気象庁では

地震計により記録された加速度と周期及び震動の継続時間から震度を算

出する方式を導入し、震度を観測する計器「震度計」を開発しました。

震度計は、震度計を設置した

地盤の震動による加速度を電気

信号に変換する計測部と、震度

計全体の動作を制御するととも

に計測部からの信号データを受

け取って震度演算処理を行う処

理部から構成されます（写真参

照）。

気象庁では、震度計を平成３年（1991年）に世界に先駆けて導入しま

した。その後、平成７年（1995 年）の阪神・淡路大震災の経験等から、

震度観測の定義や震度階級の見直しを検討した結果、それまでは体感で

おこなっていた震度観測を平成８年（1996年）４月から全て震度計で実

施するとともに、同年 10 月からは震度階級を震度０から震度７までの

10段階（震度５及び震度６はそれぞれ５弱、５強及び６弱、６強に分割）

としました。

震度計の導入により、地震発生から震度速報の発表までに要する時間

が、10分以上から１分半程度まで大幅に短縮されました。これらの震度

計は、気象庁において検定を行っており、この検定に合格した震度計が

情報発表に用いられます。

処理部 計測部
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地震観測網

気象庁では、全国約 300 か所に整備した地震計と、国立研究開発法

人防災科学技術研究所や大学等が設置している地震計のデータを集約

して、地震の発生を 24 時間体制で監視しています。地震発生時には、

これらのデータを活用し、ただちに緊急地震速報、津波警報・注意報

や津波情報、地震情報を発表します。

km

●：気象庁        （303地点）

▲：防災科学技術研究所  （1052地点）

■：大学、その他     （417地点）

令和５年１月現在     計 1772地点

震度計

地面の揺れの強さの程度を示す指標である震度の観測は、明治 17 年

（1884年）に内務省地理局により組織的に始められ、観測者の体感ある

いは器物・建造物等周囲の状況から判断して、震度を決定（観測）する

手法をとってきました。一方、国民の震度に対する関心や防災情報とし

ての重要性の高まりから、震度の発表を速やかに行うため、気象庁では

地震計により記録された加速度と周期及び震動の継続時間から震度を算

出する方式を導入し、震度を観測する計器「震度計」を開発しました。

震度計は、震度計を設置した

地盤の震動による加速度を電気

信号に変換する計測部と、震度

計全体の動作を制御するととも

に計測部からの信号データを受

け取って震度演算処理を行う処

理部から構成されます（写真参

照）。

気象庁では、震度計を平成３年（1991年）に世界に先駆けて導入しま

した。その後、平成７年（1995 年）の阪神・淡路大震災の経験等から、

震度観測の定義や震度階級の見直しを検討した結果、それまでは体感で

おこなっていた震度観測を平成８年（1996年）４月から全て震度計で実

施するとともに、同年 10 月からは震度階級を震度０から震度７までの

10段階（震度５及び震度６はそれぞれ５弱、５強及び６弱、６強に分割）

としました。

震度計の導入により、地震発生から震度速報の発表までに要する時間

が、10分以上から１分半程度まで大幅に短縮されました。これらの震度

計は、気象庁において検定を行っており、この検定に合格した震度計が

情報発表に用いられます。

処理部 計測部
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震度観測点

気象庁では、地震発生直後に各地の震度計で観測された震度を地震

情報として発表します。各地の震度計は、地方公共団体における地震

発生時の防災対応に必要な機器として「1 市区町村 1 観測点」を原則

に整備されており、令和５年（2023年）１月現在、気象庁、地方公共

団体及び国立研究開発法人防災科学技術研究所をあわせて 4,372地点

で震度の観測が行われています。

●：気象庁        （671地点）

■：地方公共団体     （2904地点）

▲：防災科学技術研究所  （797地点）

令和５年１月現在     計 4372地点

km

津波計・潮位計

津波観測計及び巨大津波観測計

検潮儀及び巨大津波観測計

遠地津波観測計

海底津波計（ケーブル式）
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震度観測点

気象庁では、地震発生直後に各地の震度計で観測された震度を地震

情報として発表します。各地の震度計は、地方公共団体における地震

時の防災対応に必要な機器として「1 市区町村 1 観測点」を原則に整

備され、令和５年（2022年）１月現在では、気象庁、地方公共団体及

び国立研究開発法人防災科学技術研究所をあわせて 4,375地点で震度

観測が行われています。

●：気象庁        （670地点）

■：地方公共団体     （2911地点）

▲：防災科学技術研究所  （794地点）

令和５年１月現在   計 4375地点

km

津波計・潮位計

津波観測計及び巨大津波観測計

検潮儀及び巨大津波観測計

遠地津波観測計

海底津波計（ケーブル式）
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津波及び潮位の観測地点

気象庁では、気象庁及び国内の関係機関に所属する観測機器を用

いて海面の潮位変動を常時観測しており、地震発生時、津波を観測

すると、観測した場所や時刻、津波の高さを発表しています。また、

それらの観測結果を津波警報等の更新にも活用しています。

これらの観測施設の多くは、高潮や副振動等、津波以外の災害の

監視にも用いられるほか、地球温暖化による海面上昇の監視・調査

にも活用されています。

＜観測機器＞● 津波観測計（前ページ参照）  ▲ GPS波浪計  ▼ 海底津波計

＜所属機関＞赤色 気象庁   黄色 国土交通省港湾局 濃緑 国土地理院

水色 海上保安庁 青色 防災科学技術研究所 橙色 海洋研究開発機構

桃色 東京大学地震研究所  黄緑 地方公共団体 茶色 その他の機関

GPS波浪計

（国土交通省

港湾局所属）

海底津波計

（ケーブル式）

津波観測計

令和５年１月現在

地殻岩石ひずみ計
（体積ひずみ計・多成分ひずみ計）

地殻岩石ひずみ計とは、地下の岩盤の伸び縮みを非常に高感度で観測

できる地殻変動の観測装置のことです。単にひずみ計とも呼びます。ボ

アホールと呼ばれる直径 15cm程度の縦穴を数百ｍ掘削し、その底に円筒

形の検出部を埋設しています。地下の岩盤は、周囲からの力を受けて、

ごくわずかですが伸び縮みします。ひずみ計は、その検出部が岩盤と同

じように変形することで、岩盤の伸び縮みを検出します。その精度はき

わめて高く、岩盤の伸び縮みを 10億分の１の相対変化まで測定します。

この相対精度は、小中学校にあるプール（長さ 25ｍ・幅 10ｍ・深さ 1.5

ｍ程度）に水を満たし、直径１cmのビー玉を入れた時に生ずる、ごくわ

ずかな水面の上昇でも検出できる精度です。

気象庁が設置しているひずみ計には、体積ひずみ計と多成分ひずみ計

の２種類があります。体積ひずみ計は、岩盤の伸び縮みによる検出部の

体積の変化（体積ひずみ）を測定します。一方、多成分ひずみ計では、

検出部の 45度ずつ異なる４つの方位の直径の変化（線ひずみ）を測定し

ます。体積ひずみ計ではひずみの大きさの変化を知ることができますが、

多成分ひずみ計では、ひずみの大きさに加えてその方向の変化を知るこ

とができます。これら体積ひずみと線ひずみの連続観測データから、プ

レート境界のゆっくりすべり等に伴う地殻内のひずみ変化を検出するこ

とができます。
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津波及び潮位の観測地点

気象庁では、気象庁及び国内の関係機関に所属する観測機器を用

いて海面の潮位変動を常時観測しており、地震発生時、津波を観測

すると、観測した場所や時刻、津波の高さを発表しています。また、

それらの観測結果を津波警報等の更新にも活用しています。

これらの観測施設の多くは、高潮や副振動等、津波以外の災害の

監視にも用いられるほか、地球温暖化による海面上昇の監視・調査

にも活用されています。

＜観測機器＞● 津波観測計（前ページ参照） ▲ GPS波浪計 ▼ 海底津波計

＜所属機関＞赤色 気象庁   黄色 国土交通省港湾局 濃緑 国土地理院

水色 海上保安庁 青色 防災科学技術研究所 橙色 海洋研究開発機構

桃色 東京大学地震研究所  黄緑 地方公共団体 茶色 その他の機関

GPS波浪計

（国土交通省

港湾局所属）

海底津波計

（ケーブル式）

津波観測計

令和５年１月現在

地殻岩石ひずみ計
（体積ひずみ計・多成分ひずみ計）

地殻岩石ひずみ計とは、地下の岩盤の伸び縮みを非常に高感度で観測

できる地殻変動の観測装置のことです。単にひずみ計とも呼びます。ボ

アホールと呼ばれる直径 15cm程度の縦穴を数百ｍ掘削し、その底に円筒

形の検出部を埋設しています。地下の岩盤は、周囲からの力を受けて、

ごくわずかですが伸び縮みします。ひずみ計は、その検出部が岩盤と同

じように変形することで、岩盤の伸び縮みを検出します。その精度はき

わめて高く、岩盤の伸び縮みを 10億分の１の相対変化まで測定します。

この相対精度は、小中学校にあるプール（長さ 25ｍ・幅 10ｍ・深さ 1.5

ｍ程度）に水を満たし、直径１cmのビー玉を入れた時に生ずる、ごくわ

ずかな水面の上昇でも検出できる精度です。

気象庁が設置しているひずみ計には、体積ひずみ計と多成分ひずみ計

の２種類があります。体積ひずみ計は、岩盤の伸び縮みによる検出部の

体積の変化（体積ひずみ）を測定します。一方、多成分ひずみ計では、

検出部の 45度ずつ異なる４つの方位の直径の変化（線ひずみ）を測定し

ます。体積ひずみ計ではひずみの大きさの変化を知ることができますが、

多成分ひずみ計では、ひずみの大きさに加えてその方向の変化を知るこ

とができます。これら体積ひずみと線ひずみの連続観測データから、プ

レート境界のゆっくりすべり等に伴う地殻内のひずみ変化を検出するこ

とができます。
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震度と揺れ等の状況（概要）ひずみ観測点

南海トラフ地震に関連する情報の発表にあたり、気象庁が調査を

開始する対象となる現象を判断する際に用いているひずみ観測点は、

現在、東海地域、紀伊半島および四国地域に設置されている 39点で

す。

＊浜松春野および川根本町東藤川は静岡県が、豊橋多米、豊田神殿、西尾善

明、津安濃、熊野磯崎、田辺本宮、串本津荷、新居浜黒島、西予宇和、室

戸岬、須崎大谷および土佐清水松尾は国立開発研究法人産業技術総合研究

所が設置した観測点。
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震度と揺れ等の状況（概要）ひずみ観測点

南海トラフ地震に関連する情報の発表にあたり、気象庁が調査を

開始する対象となる現象を判断する際に用いているひずみ観測点は、

現在、東海地域、紀伊半島および四国地域に設置されている 39点で

す。

＊浜松春野および川根本町東藤川は静岡県が、豊橋多米、豊田神殿、西尾善

明、津安濃、熊野磯崎、田辺本宮、串本津荷、新居浜黒島、西予宇和、室

戸岬、須崎大谷および土佐清水松尾は国立開発研究法人産業技術総合研究

所が設置した観測点。
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ከࡿ࡞ࡃ 㔞ⓗࠊࡀࡿࡡ࠿ࡁ࡛⌧⾲࡟ୗ఩ࡢ㝵⣭ࡾࡼከࡍ⾲ࢆ࡜ࡇࡿ࡞ࡃ。

࡞ࡃከ࡟ࡽࡉ

ࡿ

ୖグࠕࡢከࡌྠ࡜ࠖࡿ࡞ࡃព࿡。ୗ఩ࡢ㝵⣭࡛ୖグࠕࡢከ࡞ࡃ

。⏝౑࡟ሙྜࡿ࠸࡚ࢀࢃ౑ࡀࠖࡿ

ͤ Ẽ㇟ᗇ࡛ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࠊࡣㄪᰝࡾࡼ࡟࡝࡞ᚓࡓࢀࡽ㟈ᗘࢆබ⾲ࡣࡽࢀࡇࠊࡀࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࡍ
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●人の体ឤ・行動、屋内の状況、屋እの状況

震
度
㝵
⣭

人の体ឤ・行動 屋内の状況 屋እの状況

㸮
ேは揺れをឤ䛨ないが、地震

ィにはグ㘓される。
－ －

㸯

ᒇ内で㟼かにしているேの中

には、揺れをわずかにឤ䛨る

ேがいる。

－ －

㸰

ᒇ内で㟼かにしているேの大

༙が、揺れをឤ䛨る。╀ってい

るேの中には、┠をぬますே

もいる｡

㟁ⅉなどのつり下䛢物が、わ

ずかに揺れる。
－

㸱

ᒇ内にいるேのほとんどが、

揺れをឤ䛨る。Ṍいているேの

中には、揺れをឤ䛨るேもい

る。╀っているேの大༙が、┠

をぬます。

Ჴにある㣗ჾ㢮が㡢を立て

ることがある。
㟁⥺が少し揺れる。

４

ほとんどのேが㦫く。Ṍいてい

るேのほとんどが、揺れをឤ

䛨る。╀っているேのほとんど

が、┠をぬます。

㟁ⅉなどのつり下䛢物は大き

く揺れ､Ჴにある㣗ჾ㢮は㡢

を立てる。ᗙりのᝏい置物

が、倒れることがある。

㟁⥺が大きく揺れる。⮬動㌴

を㐠㌿していて、揺れにẼ௜

くேがいる。

５
弱
大༙のேが、ᜍᛧをぬ䛘、物

につかまりたいとឤ䛨る。

㟁ⅉなどのつり下䛢物は⃭し

く揺れ､Ჴにある㣗ჾ㢮、᭩

Ჴのᮏが落䛱ることがある。

ᗙりのᝏい置物の大༙が倒

れる。固定していない家具が

移動することがあり、୙Ᏻ定

なものは倒れることがある。

まれに窓ガラスが割れて落䛱

ることがある。㟁柱が揺れる

のがわかる。㐨㊰に被害が

⏕䛨ることがある｡

５
強

大༙のேが、物につかまらな

いとṌくことが㞴しいなど、⾜

動にᨭ㞀をឤ䛨る。

Ჴにある㣗ჾ㢮や᭩Ჴのᮏ

で、落䛱るものが多くなる。䝔

䝺䝡がྎから落䛱ることがあ

る。固定していない家具が倒

れることがある。

窓ガラスが割れて落䛱ること

がある。補強されていないブ

ロック塀が崩れることがある。

ᤣ௜けが୙༑分な⮬動㈍኎

ᶵが倒れることがある。⮬動

㌴の㐠㌿がᅔ㞴となり、೵Ṇ

する㌴もある。

６
弱
立っていることがᅔ㞴になる。

固定していない家具の大༙

が移動し、倒れるものもある｡

䝗䜰が㛤かなくなることがあ

る｡

壁のタイルや窓ガラスが破

損、落下することがある。
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●人の体ឤ・行動、屋内の状況、屋እの状況

震
度
㝵
⣭

人の体ឤ・行動 屋内の状況 屋እの状況

㸮
ேは揺れをឤ䛨ないが、地震

ィにはグ㘓される。
－ －

㸯

ᒇ内で㟼かにしているேの中

には、揺れをわずかにឤ䛨る

ேがいる。

－ －

㸰

ᒇ内で㟼かにしているேの大

༙が、揺れをឤ䛨る。╀ってい

るேの中には、┠をぬますே

もいる｡

㟁ⅉなどのつり下䛢物が、わ

ずかに揺れる。
－

㸱

ᒇ内にいるேのほとんどが、

揺れをឤ䛨る。Ṍいているேの

中には、揺れをឤ䛨るேもい

る。╀っているேの大༙が、┠

をぬます。

Ჴにある㣗ჾ㢮が㡢を立て

ることがある。
㟁⥺が少し揺れる。

４

ほとんどのேが㦫く。Ṍいてい

るேのほとんどが、揺れをឤ

䛨る。╀っているேのほとんど

が、┠をぬます。

㟁ⅉなどのつり下䛢物は大き

く揺れ､Ჴにある㣗ჾ㢮は㡢

を立てる。ᗙりのᝏい置物

が、倒れることがある。

㟁⥺が大きく揺れる。⮬動㌴

を㐠㌿していて、揺れにẼ௜

くேがいる。

５
弱
大༙のேが、ᜍᛧをぬ䛘、物

につかまりたいとឤ䛨る。

㟁ⅉなどのつり下䛢物は⃭し

く揺れ､Ჴにある㣗ჾ㢮、᭩

Ჴのᮏが落䛱ることがある。

ᗙりのᝏい置物の大༙が倒

れる。固定していない家具が

移動することがあり、୙Ᏻ定

なものは倒れることがある。

まれに窓ガラスが割れて落䛱

ることがある。㟁柱が揺れる

のがわかる。㐨㊰に被害が

⏕䛨ることがある｡

５
強

大༙のேが、物につかまらな

いとṌくことが㞴しいなど、⾜

動にᨭ㞀をឤ䛨る。

Ჴにある㣗ჾ㢮や᭩Ჴのᮏ

で、落䛱るものが多くなる。䝔

䝺䝡がྎから落䛱ることがあ

る。固定していない家具が倒

れることがある。

窓ガラスが割れて落䛱ること

がある。補強されていないブ

ロック塀が崩れることがある。

ᤣ௜けが୙༑分な⮬動㈍኎

ᶵが倒れることがある。⮬動

㌴の㐠㌿がᅔ㞴となり、೵Ṇ

する㌴もある。

６
弱
立っていることがᅔ㞴になる。

固定していない家具の大༙

が移動し、倒れるものもある｡

䝗䜰が㛤かなくなることがあ

る｡

壁のタイルや窓ガラスが破

損、落下することがある。
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● 鉄筋コンクリート造建物の状況

震
度
階
級

鉄筋コンクリート造建物

耐震性が高い 耐震性が低い

５

強
－

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂

が入ることがある。

６

弱

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・

亀裂が入ることがある。

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂

が多くなる。

６

強

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・

亀裂が多くなる。

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めやX状の

ひび割れ・亀裂がみられることがある。

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるもの

がある。

７

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・

亀裂がさらに多くなる。

1階あるいは中間階が変形し、まれに傾くも

のがある。

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めやX状の

ひび割れ・亀裂が多くなる。

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるもの

が多くなる。

（注1） 鉄筋コンクリート造建物では、建築年代の新しいものほど耐震性が高い傾向があり、概ね昭和56年（19

81年）以前は耐震性が低く、昭和57年（1982年）以降は耐震性が高い傾向がある。しかし、構造形式や平

面的、立面的な耐震壁の配置により耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐震

性の高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。

（注2） 鉄筋コンクリート造建物は、建物の主体構造に影響を受けていない場合でも、軽微なひび割れがみら

れることがある。

● 地盤・ᩳ面等の状況
震
度
㝵
⣭

地盤の状況 ᩳ面等の状況

５

弱
ட⿣※1や液状化※2が生じることがある。 落石やᓴ崩れが発生することがある。

５

強

６

弱
地๭れが生じることがある。 ᓴ崩れや地すべりが発生することがある。

６

強 大きな地๭れが生じることがある。
がࡅ崩れがከ発し、大規模な地すべりや山

体の崩壊が発生することがある※3。
㸵

※1 ட⿣は、地๭れと同じ現象であるが、ここでは規模の小さい地๭れをட⿣として⾲グしている。

※2 地ୗ水位が高い、ゆるい砂地盤では、液状化が発生することがある。液状化が㐍行すると、地面

からのἾ水のᄇ出や地盤ỿୗが起こり、ሐ㜵やᓊ壁が壊れる、ୗ水管やマン࣍ールがᾋき上がる、

建物の土ྎがഴいたり壊れたりするなどの被害が発生することがある。

-  -

６
強 立っていることができず、はわ

ないと動くことができない。

揺れにほんろうされ、動くこと

もできず、飛ばされることもあ

る。

固定していない家具のほとん

どが移動し、倒れるものが多

くなる。

壁のタイルや窓ガラスが破

損、落下する建物が多くな

る。補強されていないブロック

塀のほとんどが崩れる。

７

固定していない家具のほとん

どが移動したり倒れたりし、飛

ぶこともある｡

壁のタイルや窓ガラスが破

損､落下する建物がさらに多

くなる。補強されているブロッ

ク塀も破損するものがある。

● ᮌ造建物（ఫᏯ）の状況

震
度
階
級

木造建物（住宅）

耐震性が高い 耐震性が低い

５
弱

－
壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられること

がある。

５
強

－
壁などにひび割れ・亀裂がみられることがあ

る。

６
弱

壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられる

ことがある。

壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがあ

る。

瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがあ

る。倒れるものもある。

６
強

壁などにひび割れ・亀裂がみられることがあ

る。

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入るものが多

くなる。

傾くものや、倒れるものが多くなる。

７
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。

まれに傾くことがある。
傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。

（注1） 木造建物（住宅）の耐震性により２つに区分けした。耐震性は、建築年代の新しいものほど高い傾向が

あり、概ね昭和56年（1981年）以前は耐震性が低く、昭和57年（1982年）以降には耐震性が高い傾向がある。

しかし、構法の違いや壁の配置などにより耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐

震性の高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。

（注2） この表における木造の壁のひび割れ、亀裂、損壊は、土壁（割り竹下地）、モルタル仕上壁（ラス、金網

下地を含む）を想定している。下地の弱い壁は、建物の変形が少ない状況でも、モルタル等が剥離し、落下

しやすくなる。

（注3） 木造建物の被害は、地震の際の地震動の周期や継続時間によって異なる。平成20年（2008年）岩手・

宮城内陸地震のように、震度に比べ建物被害が少ない事例もある。

���

GUIDEBOOK2023_1131_11�0�11�7�2023年1月7日 午後1時44分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



-  -

● 鉄筋コンクリート造建物の状況

震
度
階
級

鉄筋コンクリート造建物

耐震性が高い 耐震性が低い

５

強
－

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂

が入ることがある。

６

弱

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・

亀裂が入ることがある。

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂

が多くなる。

６

強

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・

亀裂が多くなる。

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めやX状の

ひび割れ・亀裂がみられることがある。

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるもの

がある。

７

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・

亀裂がさらに多くなる。

1階あるいは中間階が変形し、まれに傾くも

のがある。

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めやX状の

ひび割れ・亀裂が多くなる。

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるもの

が多くなる。

（注1） 鉄筋コンクリート造建物では、建築年代の新しいものほど耐震性が高い傾向があり、概ね昭和56年（19

81年）以前は耐震性が低く、昭和57年（1982年）以降は耐震性が高い傾向がある。しかし、構造形式や平

面的、立面的な耐震壁の配置により耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐震

性の高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。

（注2） 鉄筋コンクリート造建物は、建物の主体構造に影響を受けていない場合でも、軽微なひび割れがみら

れることがある。

● 地盤・ᩳ面等の状況
震
度
㝵
⣭

地盤の状況 ᩳ面等の状況

５

弱
ட⿣※1や液状化※2が生じることがある。 落石やᓴ崩れが発生することがある。

５

強

６

弱
地๭れが生じることがある。 ᓴ崩れや地すべりが発生することがある。

６

強 大きな地๭れが生じることがある。
がࡅ崩れがከ発し、大規模な地すべりや山

体の崩壊が発生することがある※3。
㸵

※1 ட⿣は、地๭れと同じ現象であるが、ここでは規模の小さい地๭れをட⿣として⾲グしている。

※2 地ୗ水位が高い、ゆるい砂地盤では、液状化が発生することがある。液状化が㐍行すると、地面

からのἾ水のᄇ出や地盤ỿୗが起こり、ሐ㜵やᓊ壁が壊れる、ୗ水管やマン࣍ールがᾋき上がる、

建物の土ྎがഴいたり壊れたりするなどの被害が発生することがある。

-  -

６
強 立っていることができず、はわ

ないと動くことができない。

揺れにほんろうされ、動くこと

もできず、飛ばされることもあ

る。

固定していない家具のほとん

どが移動し、倒れるものが多

くなる。

壁のタイルや窓ガラスが破

損、落下する建物が多くな

る。補強されていないブロック

塀のほとんどが崩れる。

７

固定していない家具のほとん

どが移動したり倒れたりし、飛

ぶこともある｡

壁のタイルや窓ガラスが破

損､落下する建物がさらに多

くなる。補強されているブロッ

ク塀も破損するものがある。

● ᮌ造建物（ఫᏯ）の状況

震
度
階
級

木造建物（住宅）

耐震性が高い 耐震性が低い

５
弱

－
壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられること

がある。

５
強

－
壁などにひび割れ・亀裂がみられることがあ

る。

６
弱

壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられる

ことがある。

壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがあ

る。

瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがあ

る。倒れるものもある。

６
強

壁などにひび割れ・亀裂がみられることがあ

る。

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入るものが多

くなる。

傾くものや、倒れるものが多くなる。

７
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。

まれに傾くことがある。
傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。

（注1） 木造建物（住宅）の耐震性により２つに区分けした。耐震性は、建築年代の新しいものほど高い傾向が

あり、概ね昭和56年（1981年）以前は耐震性が低く、昭和57年（1982年）以降には耐震性が高い傾向がある。

しかし、構法の違いや壁の配置などにより耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐

震性の高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。

（注2） この表における木造の壁のひび割れ、亀裂、損壊は、土壁（割り竹下地）、モルタル仕上壁（ラス、金網

下地を含む）を想定している。下地の弱い壁は、建物の変形が少ない状況でも、モルタル等が剥離し、落下

しやすくなる。

（注3） 木造建物の被害は、地震の際の地震動の周期や継続時間によって異なる。平成20年（2008年）岩手・

宮城内陸地震のように、震度に比べ建物被害が少ない事例もある。
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※3 大規模な地すべりや山体の崩壊等が発生した場合、地形等によっては天然ダムが形成されること

がある。また、大量の崩壊土砂が土石流化することもある。

● ライフライン・インフラ等への影響

ガス供給の停止 安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度

以上の揺れで遮断装置が作動し、ガスの供給を停止する。

さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給

が止まることがある※。

断水、停電の発生 震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生するこ

とがある※。

鉄道の停止、高速道

路の規制等

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安

全確認のため、運転見合わせ、速度規制、通行規制が、各事業者の判

断によって行われる。（安全確認のための基準は、事業者や地域によ

って異なる。）

電話等通信の障害 地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電

話・インターネット等による安否確認、見舞い、問合せが増加し、電

話等がつながりにくい状況（ふくそう）が起こることがある。そのた

めの対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の

発生時に、通信事業者により災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板など

の提供が行われる。

エレベーターの停

止

地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあっ

た場合、安全のため自動停止する。運転再開には、安全確認などのた

め、時間がかかることがある。

※ 震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、ガス、水道、電気の供給が

停止することがある。

● 大規模構造物への影響

長周期地震動※によ

る超高層ビルの揺れ

超高層ビルは固有周期が長いため、固有周期が短い一般の鉄筋コンク

リート造建物に比べて地震時に作用する力が相対的に小さくなる性質

を持っている。しかし、長周期地震動に対しては、ゆっくりとした揺

れが長く続き、揺れが大きい場合には、固定の弱いＯＡ機器などが大

きく移動し、人も固定しているものにつかまらないと、同じ場所にい

られない状況となる可能性がある。

石油タンクのスロッ

シング

長周期地震動により石油タンクのスロッシング（タンク内溶液の液面

が大きく揺れる現象）が発生し、石油がタンクから溢れ出たり、火災

などが発生したりすることがある。

大規模空間を有する

施設の天井等の破

損、脱落

体育館、屋内プールなど大規模空間を有する施設では、建物の柱、壁

など構造自体に大きな被害を生じない程度の地震動でも、天井等が大

きく揺れたりして、破損、脱落することがある。

※ 規模の大きな地震が発生した場合、長周期の地震波が発生し、震源から離れた遠方まで到達して、

平野部では地盤の固有周期に応じて長周期の地震波が増幅され、継続時間も長くなることがある。

長周期地震動階級関連解説表
気象庁は、長周期地震動階級の導入にあわせて、長周期地震動階級と人の体感や室内の状況と

を関連づけることを目的として、これまでの調査研究をもとに、長周期地震動階級関連解説表を策

定しました。

長周期地震動階級 人の体感・行動 室内の状況 備考

長周期地震動階級１

（やや大きな揺れ）

室内にいたほとんどの人が揺れ

を感じる。驚く人もいる。

ブラインドなど吊り下げもの

が大きく揺れる。
－

長周期地震動階級２

（大きな揺れ）

室内で大きな揺れを感じ、物に

つかまりたいと感じる。物につ

かまらないと歩くことが難しい

など、行動に支障を感じる。

キャスター付き什器がわずか

に動く。棚にある食器類、書棚

の本が落ちることがある。

－

長周期地震動階級３

（非常に大きな揺れ）
立っていることが困難になる。

キャスター付き什器が大きく

動く。固定していない家具が移

動することがあり、不安定なも

のは倒れることがある。

間仕切壁など

にひび割れ・亀

裂が入ること

がある。

長周期地震動階級４

（極めて大きな揺れ）

立っていることができず、はわ

ないと動くことができない。揺

れにほんろうされる。

キャスター付き什器が大きく

動き、転倒するものがある。固

定していない家具の大半が移

動し、倒れるものもある｡

間仕切壁など

にひび割れ・亀

裂が多くなる。

使用にあたっての留意事項

１．長周期地震動階級関連解説表は、固有周期 1.5 秒程度から 8 秒程度までの一般的な高層ビル

を対象として、長周期地震動階級が推計された際に発生する可能性がある被害を記述しており、

これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあります。また、それぞ

れの長周期地震動階級で示されている全ての現象が発生するわけではありません。

２．長周期地震動階級が同じであっても、対象となる建物や構造物の状態、継続時間などの地震動

の性質により被害は異なります。

３．長周期地震動階級関連解説表は、主に近年発生した長周期地震動による被害の事例から作成し

たものです。今後、顕著な長周期地震動が観測された場合には内容を点検し、新たな事例が得

られたり、建物・構造物の耐震性の向上等によって実状と合わなくなった場合には変更します。

４．長周期地震動階級関連解説表では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、

次の副詞・形容詞を用いています。

用語 意味

わずか 数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。

大半 半分以上。ほとんどよりは少ない。

ほとんど 全部ではないが、全部に近い。

が（も）ある、

が（も）いる

当該長周期地震動階級に特徴的に現れ始めることを表し、量的には多くはないがその数

量・程度の概数を表現できかねる場合に使用。

多くなる 量的に表現できかねるが、下位の階級より多くなることを表す。
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※3 大規模な地すべりや山体の崩壊等が発生した場合、地形等によっては天然ダムが形成されること

がある。また、大量の崩壊土砂が土石流化することもある。

● ライフライン・インフラ等への影響

ガス供給の停止 安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度

以上の揺れで遮断装置が作動し、ガスの供給を停止する。

さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給

が止まることがある※。

断水、停電の発生 震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生するこ

とがある※。

鉄道の停止、高速道

路の規制等

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安

全確認のため、運転見合わせ、速度規制、通行規制が、各事業者の判

断によって行われる。（安全確認のための基準は、事業者や地域によ

って異なる。）

電話等通信の障害 地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電

話・インターネット等による安否確認、見舞い、問合せが増加し、電

話等がつながりにくい状況（ふくそう）が起こることがある。そのた

めの対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の

発生時に、通信事業者により災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板など

の提供が行われる。

エレベーターの停

止

地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあっ

た場合、安全のため自動停止する。運転再開には、安全確認などのた

め、時間がかかることがある。

※ 震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、ガス、水道、電気の供給が

停止することがある。

● 大規模構造物への影響

長周期地震動※によ

る超高層ビルの揺れ

超高層ビルは固有周期が長いため、固有周期が短い一般の鉄筋コンク

リート造建物に比べて地震時に作用する力が相対的に小さくなる性質

を持っている。しかし、長周期地震動に対しては、ゆっくりとした揺

れが長く続き、揺れが大きい場合には、固定の弱いＯＡ機器などが大

きく移動し、人も固定しているものにつかまらないと、同じ場所にい

られない状況となる可能性がある。

石油タンクのスロッ

シング

長周期地震動により石油タンクのスロッシング（タンク内溶液の液面

が大きく揺れる現象）が発生し、石油がタンクから溢れ出たり、火災

などが発生したりすることがある。

大規模空間を有する

施設の天井等の破

損、脱落

体育館、屋内プールなど大規模空間を有する施設では、建物の柱、壁

など構造自体に大きな被害を生じない程度の地震動でも、天井等が大

きく揺れたりして、破損、脱落することがある。

※ 規模の大きな地震が発生した場合、長周期の地震波が発生し、震源から離れた遠方まで到達して、

平野部では地盤の固有周期に応じて長周期の地震波が増幅され、継続時間も長くなることがある。

長周期地震動階級関連解説表

気象庁は、長周期地震動階級の導入にあわせて、長周期地震動階級と

人の体感や室内の状況とを関連づけることを目的として、これまでの調

査研究をもとに、長周期地震動階級関連解説表を策定しました。
長周期地震動階級 人の体感・行動 室内の状況 備考

階級１

（やや大きな揺れ）

室内にいたほとんどの人が揺れ

を感じる。驚く人もいる。

ブラインドなど吊り下げもの

が大きく揺れる。
－

階級２

（大きな揺れ）

室内で大きな揺れを感じ、物に

つかまりたいと感じる。物につ

かまらないと歩くことが難しい

など、行動に支障を感じる。

キャスター付き什器がわずか

に動く。棚にある食器類、書棚

の本が落ちることがある。

－

階級３

（非常に大きな揺れ）
立っていることが困難になる。

キャスター付き什器が大きく

動く。固定していない家具が移

動することがあり、不安定なも

のは倒れることがある。

間仕切壁など

にひび割れ・亀

裂が入ること

がある。

階級４

（極めて大きな揺れ）

立っていることができず、はわ

ないと動くことができない。揺

れにほんろうされる。

キャスター付き什器が大きく

動き、転倒するものがある。固

定していない家具の大半が移

動し、倒れるものもある｡

間仕切壁など

にひび割れ・亀

裂が多くなる。

使用にあたっての留意事項

１．長周期地震動階級関連解説表は、固有周期 1.5 秒程度から 8 秒程度までの一般的な高層ビル

を対象として、長周期地震動階級が推計された際に発生する可能性がある被害を記述しており、

これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあります。また、それぞ

れの長周期地震動階級で示されている全ての現象が発生するわけではありません。

２．長周期地震動階級が同じであっても、対象となる建物や構造物の状態、継続時間などの地震動

の性質により被害は異なります。

３．長周期地震動階級関連解説表は、主に近年発生した長周期地震動による被害の事例から作成し

たものです。今後、顕著な長周期地震動が観測された場合には内容を点検し、新たな事例が得

られたり、建物・構造物の耐震性の向上等によって実状と合わなくなった場合には変更します。

４．長周期地震動階級関連解説表では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、

次の副詞・形容詞を用いています。

用語 意味

わずか 数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。

大半 半分以上。ほとんどよりは少ない。

ほとんど 全部ではないが、全部に近い。

が（も）ある、

が（も）いる

当該長周期地震動階級に特徴的に現れ始めることを表し、量的には多くはないがその数

量・程度の概数を表現できかねる場合に使用。

多くなる 量的に表現できかねるが、下位の階級より多くなることを表す。

���

GUIDEBOOK2023_1131_11�0_3L�11��� GUIDEBOOK2023_1131_11�0_3L�1170�2023年2月1�日 午後�時47分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



マグニチュード

マグニチュード（Magnitude、以ୗ「Ｍ」）は、地震の規模（大きさ）、

つまり⥲࢚ࢠࣝࢿーを表す┦対的な尺度です。

  Ｍは 1935年࢔メࣜ࢝の地震Ꮫ⪅ࣜࢱࣄーによってᥦၐされ、࢝ ࢛ࣇࣜ

ࣝニ࢔で発生する地震について震ኸ㊥㞳（震※の┿上から地震計までの

㊥㞳）が 100kmの地点で記録された地震波の最大振幅のᖖ用対数をとっ

たものと定義されました。実際には、地震ほ測点がᖖに震※から 100km

のとこࢁにあるとは㝈りませんから、㊥㞳によるῶ⾶を⿵正してＭを決

。ていますࡵ

地震は、地ୗのᒾ┙の◚ቯであり、その࢚ࢠࣝࢿーは地震波となって

ᨺ出されます。ࣜࢱࣄーが定義したように、震※から等㊥㞳の地点で記

録された地震波の最大振幅は、地震そのものの࢚ࢠࣝࢿーにおおよそẚ

౛するたࡵ、Ｍは地震の規模を表す್と言えます。一方、地震波が地表

にఏわって地面が揺れたとき、そのሙᡤの揺れのᙉさを表す್が震度で

す。したがって、Ｍは１つの地震について１つですが、震度はሙᡤࡈと

にู々の್になります。

Ｍと震度の㛵ಀは、㟁⌫の᫂るさとᮘの上の᫂るさとの㛵ಀにたとえ

ることができます。同じ㟁⌫の᫂るさでも、㟁⌫からᮘまでの㊥㞳によ

りᮘの上での᫂るさは変わってきます。Ｍが１大きい地震では地震のᣢ

つ࢚ࢠࣝࢿーが⣙ 30ಸになります。

マグニチュードと地震のエネルギーの関係

球の体積が地震のエネルギーを表しています。Ｍ9.0 の地震はＭ7.0 の

地震と比較してエネルギーが桁違いに大きいことが分かります。

Ｍ9.0Ｍ8.0Ｍ7.0

���

GUIDEBOOK2023_1131_11�0�1171�2022年12月24日 午後1時3�分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



現在では、地震計の特性や地震波の種類によって、実体波マグニチュ

ード（ｍｂ）や、表面波マグニチュード（Ｍｓ）など、色々なＭの算出

方法が使われています。気象庁マグニチュード（Ｍｊ）は、気象庁で用

いている標準的な変位地震計の振幅からＭを決定し、変位地震計で記録

されない規模の小さい地震のＭは、高感度の短周期地震計の速度振幅か

ら決定します。日本国内では、Ｍｊが一般に地震の規模を示す尺度とし

て使われますが、海外ではｍｂやＭｓがよく使われます。Ｍｊは、規模

の大きい地震についてはＭｓ、規模の小さい地震についてはｍｂと、概

ねよく一致していると言われています。地震波の最大振幅からＭを決定

する点で、これらは同じ仲間のＭといえます。

地震には、Ｍが大きくなるほど、地震波の周期が長くなる性質があり

ます。一方、地震波を測る地震計には、地震計の固有周期よりもゆっく

りした揺れに対して感度が鈍る性質があります。その性質から、Ｍ８を

超えるような大きな地震については、規模のとおりに振幅が大きくなら

ず、本来の大きさよりもＭを小さく見積もる現象があります。これを「Ｍ

の飽和」とよんでいます。

最近では、このような飽和の心配がない、地震の断層面の大きさとず

れの量の積に基づいて定義されるモーメントマグニチュード（Ｍｗ）が

国際的に使われています。Ｍｗは地震波の最大振幅だけでなく波形全体

を計算に用いて決定します。気象庁では、Ｍ５程度以上の地震について

は、広帯域地震計による地震波を用いてＭｗを計算しています。

Ｍｊは決定の迅速性から、即時に発表する津波警報等に有効です。一

方、Ｍｗは決定に時間はかかるものの、発生した地震のより正しい規模

を見積もることが出来るなどの特長があります。気象庁から発表するマ

グニチュードは、Ｍｊのほか、巨大地震や津波地震のように、Ｍｊでは

適切にその規模を表せないような地震についてはＭｗを用いています。

  日本及びその周辺では、Ｍ９程度の地震は数百年にほぼ１回、Ｍ８程

度の地震は 10年にほぼ１回、Ｍ７程度は１年にほぼ１回の頻度で発生し、

Ｍ５以上の地震は年間 100回程度発生しています。
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津波の予測手法

日本周辺で津波が発生すると、直ちに日本沿岸へ来襲するため、地震

発生後に津波予測計算を行おうとしても間に合いません。この対策とし

て、気象庁は、津波を発生させる可能性のあるさまざまな地震について、

津波の発生・伝播過程をあらかじめコンピュータで計算し、その結果を

津波予報データベースとして保存して

います。実際に地震が発生した際には、

発生した地震の震源位置やマグニチュ

ードに対応する予測結果をデータベー

スから検索し、速やかに津波警報等を発

表します。その後、より適切な地震規模

（モーメントマグニチュード）を推定し、

必要に応じて津波警報等を更新します。

また、沖合で津波が観測された場合には、その結果に基づき沿岸での津

波の高さや津波の到達時刻を推定します。さらに、新しい津波予測手法

（tFISH※）では波源域などの推定にも活用されています。沿岸で津波が観

測された場合にも、その結果に基づいてその後に予測される津波の高さ

の再評価を行い、これらの結果を津波警報等の更新に活用しています。
※ 沖合で観測された津波波形データから津波の発生場所と大きさを推定し、その結果を基に、あらかじめ計算

しておいた理論的な津波波形を合成することで、沿岸での津波を予測する手法。

災害の軽減に貢献するための
地震火山観測研究計画の推進について

○経緯

我が国における地震予知研究は昭和 40 年、火山噴火予知研究は昭和 49

年から、当時の文部省測地学審議会（＊）が建議する計画に沿って、関係

機関の協力・連携のもと実施されてきました。この計画には大学・研究機

関に加え、気象庁、海上保安庁、国土地理院が実施機関として参加してい

ます。平成31年度からは、「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研

究計画（第２次）」（平成 31 年度～35 年度）として実施されています。本

計画は文部科学省に設置された科学技術・学術審議会において審議され建

議（平成31年１月）されたものです。

○計画の概要

災害軽減に貢献するための地震火山観測研究を推進するとの前計画の方

向性を踏襲しました。

内容としては、地震・火山現象に関する社会の共通理解を促すための効

果的な手法の確立を目指す「地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上

のための研究」も行うこととし、以下の５項目を柱として推進します。

・地震・火山現象の解明のための研究

・地震・火山噴火の予測のための研究

・地震・火山噴火の災害誘因予測のための研究

・地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上のための研究

・研究を推進するための体制の整備

＊「測地学審議会」･･･測地学及び地球物理現象等の研究について審議し、これらに関して必要

と認める事項を文部大臣と関係各大臣に建議することを目的として、昭和 24 年に６月に文部省

組織令に基づき設置された審議会（事務局：文部省）で、学識経験者と関係行政機関で構成され

ます。測地学審議会は、審議会等の整理統合化の一環として「科学技術・学術審議会」（平成 13

年１月６日設置）に統合され、その下に測地学審議会の機能を引き継ぐ測地学分科会が設置され

ています。
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津波の予測手法

日本周辺で津波が発生すると、直ちに日本沿岸へ来襲するため、地震

発生後に津波予測計算を行おうとしても間に合いません。この対策とし

て、気象庁は、津波を発生させる可能性のあるさまざまな地震について、

津波の発生・伝播過程をあらかじめコンピュータで計算し、その結果を

津波予報データベースとして保存して

います。実際に地震が発生した際には、

発生した地震の震源位置やマグニチュ

ードに対応する予測結果をデータベー

スから検索し、速やかに津波警報等を発

表します。その後、より適切な地震規模

（モーメントマグニチュード）を推定し、

必要に応じて津波警報等を更新します。

また、沖合で津波が観測された場合には、その結果に基づき沿岸での津

波の高さや津波の到達時刻を推定します。さらに、新しい津波予測手法

（tFISH※）では波源域などの推定にも活用されています。沿岸で津波が観

測された場合にも、その結果に基づいてその後に予測される津波の高さ

の再評価を行い、これらの結果を津波警報等の更新に活用しています。
※ 沖合で観測された津波波形データから津波の発生場所と大きさを推定し、その結果を基に、あらかじめ計算

しておいた理論的な津波波形を合成することで、沿岸での津波を予測する手法。

災害の軽減に貢献するための
地震火山観測研究計画の推進について

○経緯

我が国における地震予知研究は昭和 40 年、火山噴火予知研究は昭和 49

年から、当時の文部省測地学審議会（＊）が建議する計画に沿って、関係

機関の協力・連携のもと実施されてきました。この計画には大学・研究機

関に加え、気象庁、海上保安庁、国土地理院が実施機関として参加してい

ます。平成31年度からは、「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研

究計画（第２次）」（平成 31 年度～35 年度）として実施されています。本

計画は文部科学省に設置された科学技術・学術審議会において審議され建

議（平成31年１月）されたものです。

○計画の概要

災害軽減に貢献するための地震火山観測研究を推進するとの前計画の方

向性を踏襲しました。

内容としては、地震・火山現象に関する社会の共通理解を促すための効

果的な手法の確立を目指す「地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上

のための研究」も行うこととし、以下の５項目を柱として推進します。

・地震・火山現象の解明のための研究

・地震・火山噴火の予測のための研究

・地震・火山噴火の災害誘因予測のための研究

・地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上のための研究

・研究を推進するための体制の整備

＊「測地学審議会」･･･測地学及び地球物理現象等の研究について審議し、これらに関して必要

と認める事項を文部大臣と関係各大臣に建議することを目的として、昭和 24 年に６月に文部省

組織令に基づき設置された審議会（事務局：文部省）で、学識経験者と関係行政機関で構成され

ます。測地学審議会は、審議会等の整理統合化の一環として「科学技術・学術審議会」（平成 13

年１月６日設置）に統合され、その下に測地学審議会の機能を引き継ぐ測地学分科会が設置され

ています。
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津波フラッグ

気象庁が発表する大津波警報、津波警報、津波注意報（以下、「津

波警報等」という）は、テレビやラジオ、携帯電話、サイレン等様々

な手段で伝達されます。一方で、海水浴場等においては、聴覚によ

る伝達手段と比較して視覚による伝達手段が少ないことから、聴覚

障害者等への情報伝達が課題としてありました。気象庁では、津波

警報等の視覚による伝達の検討を行い、津波警報等の伝達に「赤と

白の格子模様」の旗を用いることとし、これ

を「津波フラッグ」と呼び、全国的な普及を

図っています。

津波フラッグは遠方からでも視認性が高

く、その色彩（国際信号旗の「U旗」と同様

の色彩）は国際的にも認知されています。こ

のため、津波フラッグを用いることで、聴覚

に障害をお持ちの方や、波音や風で音が聞き取りにくい遊泳中の方

はもちろんのこと、外国人の方にも津波警報等の発表をお知らせで

きるようになります。

津波フラッグは、海岸や津波避難ビル等においてライフセーバー

等により掲出されます。また、海岸近くの建物から垂れ下げること

により掲出される場合もあります。海水浴場や海岸付近で津波フラ

ッグを見かけたら、速やかに避難を開始してください。

津波フラッグ

左：津波避難タワーでライフセーバーが津波フラッグを掲出している様子
右：津波フラッグを建物から垂れ下げている様子（唐津海上保安部提供）

火山現象等に伴い発生する津波

津波は、海底で発生した地震に伴い発生することが多いですが、火山噴

火や山体崩壊等、様々な要因で発生することがあります。

このような津波の場合でも、津波警報・注意報の仕組みを用いて注意・

警戒を呼びかけます。

・（海外で）火山噴火等により津波発生の可能性がある場合、遠地地震

に関する情報を発表してお知らせ

・原則として、国内の潮位観測値に基づき、津波警報等を発表

津波警報等が発表された場合の取るべき行動は、地震による津波の場合

と変わりません。（津波警報等については、134ページ参照）

ただし、津波の原因となる火山現象等を覚知できないこともあります。

現象を覚知できたとしても、津波が沿岸に到達する前に予想して津波警報

等を発表することは極めて困難で、通常は津波が観測されてからその状況

により津波警報等を発表することになります。さらにその内容は随時切替

えることがありますので、十分な留意が必要です。

火山噴火に伴う気圧波に起因する
潮位変化への情報発表シナリオ
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津波フラッグ

気象庁が発表する大津波警報、津波警報、津波注意報（以下、「津

波警報等」という）は、テレビやラジオ、携帯電話、サイレン等様々

な手段で伝達されます。一方で、海水浴場等においては、聴覚によ

る伝達手段と比較して視覚による伝達手段が少ないことから、聴覚

障害者等への情報伝達が課題としてありました。気象庁では、津波

警報等の視覚による伝達の検討を行い、津波警報等の伝達に「赤と

白の格子模様」の旗を用いることとし、これ

を「津波フラッグ」と呼び、全国的な普及を

図っています。

津波フラッグは遠方からでも視認性が高

く、その色彩（国際信号旗の「U旗」と同様

の色彩）は国際的にも認知されています。こ

のため、津波フラッグを用いることで、聴覚

に障害をお持ちの方や、波音や風で音が聞き取りにくい遊泳中の方

はもちろんのこと、外国人の方にも津波警報等の発表をお知らせで

きるようになります。

津波フラッグは、海岸や津波避難ビル等においてライフセーバー

等により掲出されます。また、海岸近くの建物から垂れ下げること

により掲出される場合もあります。海水浴場や海岸付近で津波フラ

ッグを見かけたら、速やかに避難を開始してください。

津波フラッグ

左：津波避難タワーでライフセーバーが津波フラッグを掲出している様子
右：津波フラッグを建物から垂れ下げている様子（唐津海上保安部提供）

火山噴火等による津波

津波は、海底で発生した地震に伴い発生することが多いですが、令和４

年１月に発生したトンガ諸島のフンガ・トンガ－フンガ・ハアパイ火山の

大規模噴火に伴う津波のように、火山噴火や山体崩壊等の火山現象が要因

で発生することがあります。

気象庁では、このような津波の場合でも、津波警報・注意報の仕組みを

用いて注意・警戒を呼びかけます。

・（海外の）火山噴火等により津波発生の可能性がある場合、「遠地地震

に関する情報」を発表してお知らせ

・原則として、国内の潮位観測値に基づき、津波警報等を発表

津波警報等が発表された場合の取るべき行動は、地震による津波の場合

と変わりません。（津波警報等については、134ページ参照）

ただし、津波の原因となる火山現象等を覚知できないこともあります。

現象を覚知できたとしても、津波が沿岸に到達する前に予想して津波警報

等を発表することは極めて困難で、通常は津波が観測されてからその状況

により津波警報等を発表することになります。さらにその内容は随時切替

えることがありますので、十分な留意が必要です。

火山噴火に伴う気圧波に起因する
潮位変化への情報発表シナリオ
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※Hi-net : 地震調査研究推進本部が策定した「地震に関する基盤的調査観測計
画」に基づき、国立研究開発法人防災科学技術研究所により整備運用
されている高感度地震観測網

地震調査研究の推進

「平成７年（1995年）兵庫県南部地震」（阪神・淡路大震災）を

契機に制定された地震防災対策特別措置法に基づき、地震に関す

る調査研究を政府として一元的に推進するため、地震調査研究推

進本部が設置されています。

気象庁では、地震調査研究推進本部の方針に沿って、平成９年

10月より、関係機関の地震観測データの提供を受けています。そ

して、これらのデータを文部科学省と協力して整理し、各種技術

を導入して処理・分析しています。こうした成果は気象庁が発表

する地震に関する情報に活用されているほか、地震調査委員会に

おける地震活動の評価に役立てられるとともに、大学等関係機関

にも提供され地震に関する調査研究に活かされています。

気象庁における関係機関の地震観測データの活用状況

平成  9年10月 大学等関係機関の地震データ活用開始

平成12年10月 大阪管内・福岡管内 Hi-net

平成13年10月 札幌管内・仙台管内 Hi-net

平成14年10月 東京管内 Hi-net

平成26年  9月 地震・津波観測監視システム（DONET1）

令和  2年  9月 地震・津波観測監視システム（DONET2）

日本海溝海底地震津波観測網（S-net）

首都直下地震について

首都直下地震とは、都心部直下あるいはその周辺を震源として発

生し、首都地域に甚大な被害をもたらすと予想される地震のことで、

図のような様々なタイプの地震が考えられています。

首都を含む南関東地域は、下図のように３枚のプレートがせめぎ

合う地下構造の複雑な領域に位置し、地震活動も活発です。1923年

には相模湾とその周辺を震源域として、下図の②のタイプのマグニ

チュード 7.9の巨大地震（関東大地震）が発生し、10万人以上の方

が亡くなっています。

この地域のマグニチュード８級の地震は 200年から 400年間隔で

発生していると考えられることから、このクラスの地震の発生する

可能性は当面低いと考えられていますが、それに先立ち、マグニチ

ュード７級の地震が複数回発生する可能性が考えられており、その

切迫性が指摘されています。

中央防災会議において「首都直下地震対策大綱」及び「首都直下

地震の地震防災戦略」が定められるなど、減災に向けた取り組みが

進められていましたが、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震

の教訓を踏まえ、首都中枢機能の確保のあり方や関東大震災クラス

の想定等の見直しが行われ、平成25年12月に首都直下地震の新たな

被害想定等が公

表されました。ま

た、平成25年11月

に首都直下地震

対策特別措置法

が制定され、平成

26年３月に、首都

直下地震緊急対

策推進基本計画

が策定されまし

た。

南関東地域で発生する地震の発生場所

① 地殻内（北米プレートまたはフィリピン海プレート）の浅い地震

② フィリピン海プレートと北米プレートの境界の地震

③ フィリピン海プレート内の地震

④ フィリピン海プレートと太平洋プレートの境界の地震

⑤ 太平洋プレート内の地震

⑥ フィリピン海プレート及び北米プレートと太平洋プレートの境界の地震

出典：首都直下地震モデル検討会報告書（平成 25年 12月 19日）
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※Hi-net : 地震調査研究推進本部が策定した「地震に関する基盤的調査観測計
画」に基づき、国立研究開発法人防災科学技術研究所により整備運用
されている高感度地震観測網

地震調査研究の推進

「平成７年（1995年）兵庫県南部地震」（阪神・淡路大震災）を

契機に制定された地震防災対策特別措置法に基づき、地震に関す

る調査研究を政府として一元的に推進するため、地震調査研究推

進本部が設置されています。

気象庁では、地震調査研究推進本部の方針に沿って、平成９年

10月より、関係機関の地震観測データの提供を受けています。そ

して、これらのデータを文部科学省と協力して整理し、各種技術

を導入して処理・分析しています。こうした成果は気象庁が発表

する地震に関する情報に活用されているほか、地震調査委員会に

おける地震活動の評価に役立てられるとともに、大学等関係機関

にも提供され地震に関する調査研究に活かされています。

気象庁における関係機関の地震観測データの活用状況

平成  9年10月 大学等関係機関の地震データ活用開始

平成12年10月 大阪管内・福岡管内 Hi-net

平成13年10月 札幌管内・仙台管内 Hi-net

平成14年10月 東京管内 Hi-net

平成26年  9月 地震・津波観測監視システム（DONET1）

令和  2年  9月 地震・津波観測監視システム（DONET2）

日本海溝海底地震津波観測網（S-net）

首都直下地震について

首都直下地震とは、都心部直下あるいはその周辺を震源として発

生し、首都地域に甚大な被害をもたらすと予想される地震のことで、

図のような様々なタイプの地震が考えられています。

首都を含む南関東地域は、下図のように３枚のプレートがせめぎ

合う地下構造の複雑な領域に位置し、地震活動も活発です。1923年

には相模湾とその周辺を震源域として、下図の②のタイプのマグニ

チュード 7.9の巨大地震（関東大地震）が発生し、10万人以上の方

が亡くなっています。

この地域のマグニチュード８級の地震は 200年から 400年間隔で

発生していると考えられることから、このクラスの地震の発生する

可能性は当面低いと考えられていますが、それに先立ち、マグニチ

ュード７級の地震が複数回発生する可能性が考えられており、その

切迫性が指摘されています。

中央防災会議において「首都直下地震対策大綱」及び「首都直下

地震の地震防災戦略」が定められるなど、減災に向けた取り組みが

進められていましたが、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震

の教訓を踏まえ、首都中枢機能の確保のあり方や関東大震災クラス

の想定等の見直しが行われ、平成25年12月に首都直下地震の新たな

被害想定等が公

表されました。ま

た、平成25年11月

に首都直下地震

対策特別措置法

が制定され、平成

26年３月に、首都

直下地震緊急対

策推進基本計画

が策定されまし

た。

南関東地域で発生する地震の発生場所

① 地殻内（北米プレートまたはフィリピン海プレート）の浅い地震

② フィリピン海プレートと北米プレートの境界の地震

③ フィリピン海プレート内の地震

④ フィリピン海プレートと太平洋プレートの境界の地震

⑤ 太平洋プレート内の地震

⑥ フィリピン海プレート及び北米プレートと太平洋プレートの境界の地震

出典：首都直下地震モデル検討会報告書（平成 25年 12月 19日）
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活火山の監視と噴火警報について

活火山は「概ね過去１万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気

活動のある火山」と定義され、この定義に基づき、火山噴火予知連絡

会において 111の活火山が選定されています。

さらに、今後 100年程度以内に噴火が発生する可能性及び社会的影

響を踏まえ、「火山防災のために監視･観測体制の充実等が必要な火山」

として 50火山が火山噴火予知連絡会によって選定されています。これ

らの火山に対し、気象庁では、地震計･傾斜計・空振計・GNSS観測装

置・監視カメラ等の観測施設を整備し、大学等関係機関の協力も得て

火山活動を 24時間体制で常時観測・監視しています（常時観測火山）。

また、その他の火山も対象として火山機動観測班による計画的な機

動観測を行っており、必要に応じて火山活動をより詳細に把握するた

めに機動的に観測体制を強化しています。

このような観測・監視の成果を用いて火山活動の評価を行い、噴火

警報や火山の状況に関する解説情報を発表しています。

噴火警戒レベル（P.185）は、常時観測火山のうち、火山防災協議会

が設置されている 49火山（令和 5年 3月現在）で運用されています。

今後、地元の火山防災協議会における避難計画（いつ・どこから誰が・

どこへ・どのように避難するか）の共同検討を通じて、噴火警戒レベ

ル（いつ・どこから誰が避難するか）の改善を地元の気象台を含む関

係機関が共同で進めていきます。
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活火山の監視と噴火警報について

活火山は「概ね過去１万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気

活動のある火山」と定義され、この定義に基づき、火山噴火予知連絡

会において 111の活火山が選定されています。

さらに、今後 100年程度以内に噴火が発生する可能性及び社会的影

響を踏まえ、「火山防災のために監視･観測体制の充実等が必要な火山」

として 50火山が火山噴火予知連絡会によって選定されています。これ

らの火山に対し、気象庁では、地震計･傾斜計・空振計・GNSS観測装

置・監視カメラ等の観測施設を整備し、大学等関係機関の協力も得て

火山活動を 24時間体制で常時観測・監視しています（常時観測火山）。

また、その他の火山も対象として火山機動観測班による計画的な機

動観測を行っており、必要に応じて火山活動をより詳細に把握するた

めに機動的に観測体制を強化しています。

このような観測・監視の成果を用いて火山活動の評価を行い、噴火

警報や火山の状況に関する解説情報を発表しています。

噴火警戒レベルは、火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」

と防災機関や住民等の「とるべき防災対応」を５段階に区分して発表

する指標です。常時観測火山のうち、火山防災協議会が設置されてい

る 49火山（令和５年３月現在）で運用されています。今後、地元の火

山防災協議会における避難計画（いつ・どこから誰が・どこへ・どの

ように避難するか）の共同検討を通じて、噴火警戒レベル（いつ・ど

こから誰が避難するか）の改善を地元の気象台を含む関係機関が共同

で進めていきます。
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仙
台
管
区
気
象
台

地
域
火
山
監
視
・
警
報
セ
ン
タ
ー

十
勝
岳

男
体
山

小
笠
原
諸
島

N
2
8
°南
西
諸
島

西
表
島
北
北

東
海
底

火
山

硫
黄
鳥
島

伊
豆
大
島

火
山
名
：
活
火
山
（
11
1火

山
）

火
山
名
：
常
時
観
測
火
山
（
50

火
山
）

火
山
名
：
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
運
用
火
山
（
49

火
山
）

令
和
5年
3月

現
在

※
草
津
白
根
山
と
霧
島
山
は
、
そ
れ
ぞ
れ
火
山
数
１
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
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火山観測施設

火山噴火予知連絡会によって選定された50火山については、観測

施設を整備し、大学等関係機関の協力も得て、火山活動を24時間体制

で常時観測・監視しています（常時観測火山）。その他の火山も含め、

必要に応じて現象をより詳細に把握するために機動的に観測体制を強

化しています。

空振計

噴火に伴う空振を観測。

噴火の規模を把握。
機動観測機器
観測・監視体制の

強化のため設置さ

れる各種観測機器

（地震計、空振計、

監視カメラ等）。

監視カメラ

火口付近及び離れたところから火

山の表面現象を観測。

噴火や噴煙活動の詳細な状況を把

握。

傾斜計

マグマの上昇による山体の

膨張等を観測。マグマだま

りの状態を把握。

地震計

マグマだまりの成長や火道生

成等に伴う地震、微動を観測。

マグマの動向を把握。

マグマの動きによる地殻

の変形を観測。

マグマの動向を把握。

地磁気観測装置
火口近傍の地磁気変化を観測。

マグマの上昇や熱水循環による

山体内部の熱的状態を把握。

火山ガス観測装置置

火山ガス濃度及び火山ガス濃度

比を観測。

地下の熱活動の状況を把握。

ＧＮＳＳ観測装置
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火山監視・警報センター

火山監視・警報センター※を札幌、仙台、福岡の各管区気象台及び気象庁本
庁に設置しています。それぞれ、北海道地方（札幌）、東北地方（仙台）、九
州地方（福岡）、関東・中部地方、伊豆・小笠原諸島、中国地方及び沖縄（本
庁）の活火山の監視、活動の評価をし、噴火による警戒が必要な時には噴火警
報等を発表します。
※気象庁本庁に火山監視・警報センターが、札幌、仙台、福岡に地域火山監視・警報センターが設
置されています。

ドローンの活用

火山近傍に整備している観測施設（50火山）

傾斜計地震計
GNSS観測装置

全国の活火山

空振計
監視カメラ

定期・随時に
機動観測班を派遣

臨機応変な現地観測体制強化

・ 火山防災協議会への参画

・ 活動状況の解説
（状況により職員派遣）

・ 発見者通報等による
情報提供・情報収集

噴火警報
噴火予報
火山の状況に関する

解説情報
火山活動解説資料 等

自治体・関係機関・住民等自治体・関係機関・住民等

火山機動観測

観測データ解析

火山活動の評価

観測データ

24時間体制による火山活動の監視

火山監視・警報センター 札幌・仙台
東京・福岡

各地の気象台・
火山防災連絡事務所

迅速な
情報提供

火山観測施設

火山噴火予知連絡会によって選定された50火山については、観測

施設を整備し、大学等関係機関の協力も得て、火山活動を24時間体制

で常時観測・監視しています（常時観測火山）。その他の火山も含め、

必要に応じて現象をより詳細に把握するために機動的に観測体制を強

化しています。

空振計

噴火に伴う空振を観測。

噴火の規模を把握。
機動観測機器
観測・監視体制の

強化のため設置さ

れる各種観測機器

（地震計、空振計、

監視カメラ等）。

監視カメラ

火口付近及び離れたところから火

山の表面現象を観測。

噴火や噴煙活動の詳細な状況を把

握。

傾斜計

マグマの上昇による山体の

膨張等を観測。マグマだま

りの状態を把握。

地震計

マグマだまりの成長や火道生

成等に伴う地震、微動を観測。

マグマの動向を把握。

マグマの動きによる地殻

の変形を観測。

マグマの動向を把握。

地磁気観測装置
火口近傍の地磁気変化を観測。

マグマの上昇や熱水循環による

山体内部の熱的状態を把握。

火山ガス観測装置

火山ガス濃度及び火山ガス濃度

比を観測。

地下の熱活動の状況を把握。

ＧＮＳＳ観測装置
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火山災害を引き起こす主な火山現象

火山現象は時として大きな災害を引き起こします。特に「大きな噴

石」「火砕流」「融雪型火山泥流」は、発生から短時間で火口周辺や居

住地域に襲来し、生命に対する危険性が高いため、噴火警報や避難計

画を活用した事前の避難が必要です。

■ 大きな噴石

噴火によって火口から吹き飛ばされる概ね 20～30cm以上の岩石で、

風の影響をほとんど受けずに弾道を描いて飛散します。短時間で落下

し、破壊力が大きく、恐ろしい火山現象です。

■ 火砕流

噴火により放出された破片状の固体物質と火山ガス等が混合状態で、

地表に沿って流れる現象です。速度は時速百 km以上、温度は数百℃に

達することもあり、破壊力が大きく、恐ろしい火山現象です。

■ 融雪型火山泥流

火山活動によって火山を覆う雪や氷が融かされて、火山噴出物と多

量の水が混合して地表を流れる現象です。流速は時速数十 kmに達する

ことがあり、谷筋や沢沿いを遠方まで流下することがあります。

■ その他の火山現象

（溶岩流）溶けた岩石が地表を流れ下る現象です。流下速度は地形や

溶岩の温度・組成により異なりますが、比較的ゆっくり流れるので

歩行による避難が可能な場合もあります。

（小さな噴石・火山灰）小さな噴石は直径数 cm程度の岩石で、風の影

響を受けて遠方まで流されて降下します。風下側では、噴火に気付

いたら、屋内等に退避することで身を守ることが重要です。火山灰

は比較的細かな固形物です。風によって火口から離れた広い範囲に

まで拡散し、農作物、交通機関、建造物などに影響を及ぼします。

（火山ガス）水、二酸化硫黄、硫化水素、二酸化炭素などが主成分で、

火山ガスを吸引すると、二酸化硫黄による気管支などの障害や硫化

水素による中毒等を発生する可能性があります。

噴火速報

噴火速報は、登山者や周辺の住民に対して、噴火の発生を

お知らせする情報です。火山が噴火したことを端的にいち早

く伝え、身を守る行動を取っていただくために発表します。

気象庁ホームページ、テレビ、ラジオのほか、事業者が提供

するサービスを用いて携帯端末でも入手できます。

噴火速報は、以下のような場合に発表します。

 噴火警報が発表されていない常時観測火山において、

噴火が発生した場合

 噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴

火警戒レベルの引上げや警戒が必要な範囲の拡大を検

討する規模の噴火が発生した場合（※）

 このほか、社会的影響が大きく、噴火の発生を速やか

に伝える必要があると判断した場合

※ 噴火の規模が確認できない場合は発表します。

火山名 ○○山 噴火速報

令和△△年△△月△△日△△時△△分 気象庁発表

＊＊（見出し）＊＊

＜○○山で噴火が発生＞

＊＊（本  文）＊＊

○○山で、令和△△年△△月△△日△△時△△分頃、噴火が

発生しました。

【噴火速報の例】

火山災害を引き起こす主な火山現象

火山現象は時として大きな災害を引き起こします。特に「大きな噴

石」「火砕流」「融雪型火山泥流」は、発生から短時間で火口周辺や居

住地域に襲来し、生命に対する危険性が高いため、噴火警報や避難計

画を活用した事前の避難が必要です。

■ 大きな噴石

噴火によって火口から吹き飛ばされる概ね 20～30cm以上の岩石で、

風の影響をほとんど受けずに弾道を描いて飛散します。短時間で落下

し、破壊力が大きく、恐ろしい火山現象です。

■ 火砕流

噴火により放出された破片状の固体物質と火山ガス等が混合状態で、

地表に沿って流れる現象です。速度は時速百 km以上、温度は数百℃に

達することもあり、破壊力が大きく、恐ろしい火山現象です。

■ 融雪型火山泥流

火山活動によって火山を覆う雪や氷が融かされて、火山噴出物と多

量の水が混合して地表を流れる現象です。流速は時速数十 kmに達する

ことがあり、谷筋や沢沿いを遠方まで流下することがあります。

■ その他の火山現象

（溶岩流）溶けた岩石が地表を流れ下る現象です。流下速度は地形や

溶岩の温度・組成により異なりますが、比較的ゆっくり流れるので

歩行による避難が可能な場合もあります。

（小さな噴石・火山灰）小さな噴石は直径数 cm程度の岩石で、風の影

響を受けて遠方まで流されて降下します。風下側では、噴火に気付

いたら、屋内等に退避することで身を守ることが重要です。火山灰

は比較的細かな固形物です。風によって火口から離れた広い範囲に

まで拡散し、農作物、交通機関、建造物などに影響を及ぼします。

（火山ガス）水、二酸化硫黄、硫化水素、二酸化炭素などが主成分で、

火山ガスを吸引すると、二酸化硫黄による気管支などの障害や硫化

水素による中毒等を発生する可能性があります。
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噴火速報

噴火速報は、登山者や周辺の住民に対して、噴火の発生を

お知らせする情報です。火山が噴火したことを端的にいち早

く伝え、身を守る行動を取っていただくために発表します。

気象庁ホームページ、テレビ、ラジオのほか、事業者が提供

するサービスを用いて携帯端末でも入手できます。

噴火速報は、以下のような場合に発表します。

 噴火警報が発表されていない常時観測火山において、

噴火が発生した場合

 噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴

火警戒レベルの引上げや警戒が必要な範囲の拡大を検

討する規模の噴火が発生した場合（※）

 このほか、社会的影響が大きく、噴火の発生を速やか

に伝える必要があると判断した場合

※ 噴火の規模が確認できない場合は発表します。

火山名 ○○山 噴火速報

令和△△年△△月△△日△△時△△分 気象庁発表

＊＊（見出し）＊＊

＜○○山で噴火が発生＞

＊＊（本  文）＊＊

○○山で、令和△△年△△月△△日△△時△△分頃、噴火が

発生しました。

【噴火速報の例】
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噴火警報と噴火警戒レベル
■ 噴火警報・予報

噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象（大きな噴石、火砕流、

融雪型火山泥流等）の発生やその危険が及ぶ範囲の拡大が予想される

場合に、「警戒が必要な範囲」を明示して噴火警報を発表します。「警

戒が必要な範囲」が居住地域まで及ぶ場合は「噴火警報（居住地域）
※」（又は「噴火警報」）、火口周辺に限られる場合は「噴火警報（火口

周辺）」（又は「火口周辺警報」）、海底火山については、「噴火警報（周

辺海域）」として発表します。火山活動が静穏である場合等には「噴火

予報」を発表します。
※噴火警報（居住地域）を、特別警報に位置づけています。

■ 噴火警戒レベル

火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民等

の「とるべき防災対応」を５段階に区分した指標で、噴火警報・予報

に付して発表します。噴火警戒レベルは市町村・都道府県の「地域防

災計画」において、同レベルに応じた「警戒が必要な範囲」と「とる

べき防災対応」が定められた火山を対象に運用されています。これに

より、あらかじめ合意された範囲に対して迅速に避難指示等の防災対

応をとることができ、噴火災害の軽減につながることが期待されます。

■その他の情報・資料
種類 概要及び発表の時期

火山の状況に関する

解説情報

噴火警戒レベルの引き上げ基準に達していないが、今後、レベルを

引き上げる可能性がある場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨

時）」を発表します。その他、火山活動の状況を伝える必要があると

判断した場合に、「火山の状況に関する解説情報」を発表します。

火山活動解説資料 写真や図表等を用いて、火山活動の状況や警戒事項について解説す

る資料。随時及び定期的に発表。

月間火山概況 前月１ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項をとりまとめた資料。

噴火に関する火山観測報 噴火が発生したことや、噴火の発生時刻・噴煙高度等をお知らせす

る情報。

火山ガス予報 居住地域に長期間影響するような多量の火山ガスの放出がある場合

に、火山ガスの濃度が高まる可能性のある地域をお知らせする情報。

噴火速報：（184ページ参照）

降灰予報：（189～190ページ参照）
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噴
火
警
報
と
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

火
山
防
災
協
議
会
で
の
共
同
検
討
の
結
果
、
火
山
活
動
の
状
況
に
応
じ
た
避
難
開
始
時
期
・
避
難
対
象
地
域
が
設
定
さ
れ
、
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
「
警
戒
が
必
要
な
範
囲
」
と
「
と
る
べ
き
防
災
対
応
」
が
市
町
村
・
都
道
府
県
の
「
地
域
防
災
計
画
」
に
定
め
ら
れ
た
火
山
で
、
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
は
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
噴
火
警
報
・
予
報
に
付
し
て
発
表
し
ま
す
。

種
別

名
称

対
象
範
囲

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
と
キ
ー
ワ
ー
ド

特
別
警
報

噴
火
警
報

（
居
住
地
域
）

又
は

噴
火
警
報

居
住
地
域

及
び

そ
れ
よ
り

火
口
側

レ
ベ
ル ５ レ
ベ
ル ４

警
報

噴
火
警
報

（
火
口
周
辺
）

又
は

火
口
周
辺
警
報

火
口
か
ら

居
住
地
域

近
く
ま
で

レ
ベ
ル ３

火
口
周
辺

レ
ベ
ル ２

予
報

噴
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噴火警報と噴火警戒レベル
■ 噴火警報・予報

噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象（大きな噴石、火砕流、

融雪型火山泥流等）の発生やその危険が及ぶ範囲の拡大が予想される

場合に、「警戒が必要な範囲」を明示して噴火警報を発表します。「警

戒が必要な範囲」が居住地域まで及ぶ場合は「噴火警報（居住地域）
※」（又は「噴火警報」）、火口周辺に限られる場合は「噴火警報（火口

周辺）」（又は「火口周辺警報」）、海底火山については、「噴火警報（周

辺海域）」として発表します。火山活動が静穏である場合等には「噴火

予報」を発表します。
※噴火警報（居住地域）を、特別警報に位置づけています。

■ 噴火警戒レベル

火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民等

の「とるべき防災対応」を５段階に区分した指標で、噴火警報・予報

に付して発表します。噴火警戒レベルは市町村・都道府県の「地域防

災計画」において、同レベルに応じた「警戒が必要な範囲」と「とる

べき防災対応」が定められた火山を対象に運用されています。これに

より、あらかじめ合意された範囲に対して迅速に避難指示等の防災対

応をとることができ、噴火災害の軽減につながることが期待されます。

■その他の情報・資料
種類 概要及び発表の時期

火山の状況に関する

解説情報

噴火警戒レベルの引き上げ基準に達していないが、今後、レベルを

引き上げる可能性がある場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨

時）」を発表します。その他、火山活動の状況を伝える必要があると

判断した場合に、「火山の状況に関する解説情報」を発表します。

火山活動解説資料 写真や図表等を用いて、火山活動の状況や警戒事項について解説す

る資料。随時及び定期的に発表。

月間火山概況 前月１ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項をとりまとめた資料。

噴火に関する火山観測報 噴火が発生したことや、噴火の発生時刻・噴煙高度等をお知らせす

る情報。

火山ガス予報 居住地域に長期間影響するような多量の火山ガスの放出がある場合

に、火山ガスの濃度が高まる可能性のある地域をお知らせする情報。

噴火速報：（184ページ参照）

降灰予報：（189～190ページ参照）

���

GUIDEBOOK2023_1131_11�0�11��� GUIDEBOOK2023_1131_11�0�11���2022年12月24日 午後1時3�分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



活動火山対策特別措置法に基づく火山防災協議会

活動火山対策特別措置法に基づき、火山災害警戒地域に指定された

都道府県・市町村は「火山防災協議会」の設置が義務づけられていま

す。火山防災協議会では、その地域の状況や特性に合った、具体的・

実践的かつ関係都道府県・市町村の間で整合のとれた「火山単位」の

統一的な「避難計画」について検討し、これらの一連の警戒避難体制

の整備について協議します。また、住民や登山者等も参画した定期的

な防災訓練についても検討し、実施します。

気象台は火山防災協議会の必須構成員として、「噴火シナリオ」や「火

山ハザードマップ」、情報収集・伝達体制の検討や、都道府県及び市町

村と協力し、「噴火警戒レベル」の設定について検討を行っています。

火山防災協議会において、平常時から関係者が「顔の見える関係」

を築き、噴火時の「防災対応のイメージ」を共有した上で、必要な防

災対応を共同で検討することが必要です。

火山噴火予知連絡会

火山噴火予知連絡会（以下「連絡会」）は、第１次火山噴火予知計画「火

山噴火予知計画の推進について」（測地学審議会建議：昭和48年）の趣

旨に沿い、関係機関の研究及び業務に関する成果及び情報の交換、火山

現象についての総合的判断を行うこと等を目的に、気象庁を事務局とし

て昭和49年に設置されました。この連絡会の委員は、学識経験者及び関

係機関の専門家から構成されています（現会長：清水洋九州大学大学院

理学研究院特任教授）。

定例・臨時に開催される連絡会では、全国の火山活動に関する総合的

な評価が行われ、気象庁では、その評価結果を噴火警報等の発表に活用

してきました。

近年の予知連参画機関を取り巻く情勢の変化を踏まえ、わが国におけ

る火山調査研究の成果を、今後も防災に役立てるための持続可能な体制

の検討が進められ、令和４年８月に提言がまとめられました。提言を踏

まえ、今後は、平時の火山活動評価を行う「火山活動評価検討会」、平時

の知見の蓄積等を行う「火山調査研究検討会」、およびそれらの成果に基

づき、大規模な噴火災害対応にあたる「噴火災害特別委員会」の３つの

会議体となります。この提言を具体化するための検討結果に基づき、令

和５年度から順次新たな体制での運営を開始しています。

◎火山噴火予知連絡会の構成（令和４年度時点）

・学識経験者（北海道大学、東北大学、東京大学、東京工業大学、

     名古屋大学、京都大学、九州大学等）

・国の機関（内閣府、文部科学省、国土交通省水管理・国土保全局

砂防部、国土交通省国土技術政策総合研究所、国土地

理院、海上保安庁、気象庁＜事務局＞）

・国立研究開発法人（防災科学技術研究所、産業技術総合研究所等）
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活動火山対策特別措置法に基づく火山防災協議会

活動火山対策特別措置法に基づき、火山災害警戒地域に指定された

都道府県・市町村は「火山防災協議会」の設置が義務づけられていま

す。火山防災協議会では、その地域の状況や特性に合った、具体的・

実践的かつ関係都道府県・市町村の間で整合のとれた「火山単位」の

統一的な「避難計画」について検討し、これらの一連の警戒避難体制

の整備について協議します。また、住民や登山者等も参画した定期的

な防災訓練についても検討し、実施します。

気象台は火山防災協議会の必須構成員として、「噴火シナリオ」や「火

山ハザードマップ」、情報収集・伝達体制の検討や、都道府県及び市町

村と協力し、「噴火警戒レベル」の設定について検討を行っています。

火山防災協議会において、平常時から関係者が「顔の見える関係」

を築き、噴火時の「防災対応のイメージ」を共有した上で、必要な防

災対応を共同で検討することが必要です。

火山噴火予知連絡会

火山噴火予知連絡会（以下「予知連」）は、第１次火山噴火予知計画「火

山噴火予知計画の推進について」（測地学審議会建議：昭和48年）の趣

旨に沿い、関係機関の研究及び業務に関する成果及び情報の交換、火山

現象についての総合的判断を行うこと等を目的に、気象庁を事務局とし

て昭和49年に設置されました。予知連の委員は、学識経験者及び関係機

関の専門家から構成されています（現会長：清水洋九州大学名誉教授）。

定例・臨時に開催される予知連では、全国の火山活動に関する総合的

な評価が行われ、気象庁では、その評価結果を噴火警報等の発表に活用

してきました。

近年の予知連参画機関を取り巻く情勢の変化を踏まえ、わが国におけ

る火山調査研究の成果を、今後も防災に役立てるための持続可能な体制

の検討が進められ、令和４年８月に提言がまとめられました。提言を踏

まえ、今後は、平時の火山活動評価を行う「火山活動評価検討会」、平時

の知見の蓄積等を行う「火山調査研究検討会」、およびそれらの成果に基

づき、大規模な噴火災害対応にあたる「噴火災害特別委員会」の３つの

会議体となります。この提言を具体化するための検討結果に基づき、令

和５年度から順次新たな体制での運営を開始しています。

◎火山噴火予知連絡会の構成（令和４年度時点）

・学識経験者（北海道大学、東北大学、東京大学、東京工業大学、

     名古屋大学、京都大学、九州大学等）

・国の機関（内閣府、文部科学省、国土交通省水管理・国土保全局

砂防部、国土交通省国土技術政策総合研究所、国土地

理院、海上保安庁、気象庁＜事務局＞）

・国立研究開発法人（防災科学技術研究所、産業技術総合研究所等）

���

GUIDEBOOK2023_1131_11�0_4L�11�7� GUIDEBOOK2023_1131_11�0_4L�11���2023年2月2�日 午後1時1�分

ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ ᶛ ஍਒ɺ௡೾ɺՐࢁ



降灰予報

「降灰量」及び「風に流されて降る小さな噴石の落下範囲」を

予測して、内容や発表タイミングの異なる３種類の情報（「降灰予

報（定時）」「降灰予報（速報）」「降灰予報（詳細）」）に分けて発

表します。降灰量は、降灰の厚さによって「多量」「やや多量」「少

量」の３階級で表現することで、降灰量の情報を利用者に分かり

やすく、防災対応がとりやすいように伝えます。

「降灰予報（定時）」は、噴火のおそれがある火山について、噴

火を仮定して発表します。「降灰予報（速報）」及び「降灰予報（詳

細）」は、「降灰予報（定時）」発表中の火山では「やや多量」以上

の降灰が予測された場合に発表しますが、「降灰予報（定時）」未

発表の火山では「少量」のみの降灰予測であっても発表します。

降灰予報の種類および内容

種 類 解    説 予報内容 予報期間

降灰予報

（定時）

噴火発生の有無にかかわらず定期

的に発表する予報

降灰範囲

小さな噴石

18 時間

（３時間毎）

降灰予報

（速報）

噴火後、速やかに（５～10 分程度

で）発表する予報

降灰量

小さな噴石
１時間

降灰予報

（詳細）

噴火後、20～30 分程度で発表する

詳細な予報
降灰量

６時間

（１時間毎）

降灰予報で用いる降灰量階級

名称 厚さとｷｰﾜｰﾄﾞ 路面や視界のイメージ※ とるべき行動

多量
1mm以上

【外出を控える】

外出を控える

運転を控える

やや
多量

0.1～1mm

【注意】

マスク等で防護する

徐行運転する

少量 0.1mm未満
窓を閉める

フロントガラスの除灰

※ 掲載写真は気象庁、鹿児島市、（株）南日本新聞社による

路面が完全に火山灰
で覆われ、視界不良
となる

火山灰が降っている
のがようやくわかり、
うっすら積もる程度

火山灰が降っている
のが明らかにわかり、
道路の白線は見えに
くくなる

※ 掲載写真は、上から（株）南日本新聞社、鹿児島市、気象庁による 噴火と降灰予報発表のイメージ

噴火前

噴火の可能性が

高まっている

噴火直後（5～10分程度）

火山の近くで降灰や

小さな噴石の落下が始まる

噴火後（20～30分程度）

火山から離れた場所で

降灰が始まる

太線

：多量の降灰範囲

：やや多量の降灰範囲

：少量の降灰範囲（速報・詳細）
降灰ありの範囲（定時）

：降灰が予想される市町村

：小さな噴石の落下範囲

噴 火 後 1 時 間 以 内 を 予 測

1時間ごと6時間先まで予測

火山灰が降り積もり、降灰量

によっては被害が生じる

市町村ごとの
降灰開始時間

降灰量

降灰量

小さな噴石
の落下範囲

3時間ごと18時間先まで予測

降灰範囲 小さな噴石
の落下範囲

噴火発生

噴火のおそれがある火山で噴火を仮定して定期的に発表

事前の計算結果から最も適当な結果を抽出して即時に発表

観測した噴煙高を用いて詳細な降灰量の計算を行い発表
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降灰予報

「降灰量」及び「風に流されて降る小さな噴石の落下範囲」を

予測して、内容や発表タイミングの異なる３種類の情報（「降灰予

報（定時）」「降灰予報（速報）」「降灰予報（詳細）」）に分けて発

表します。降灰量は、降灰の厚さによって「多量」「やや多量」「少

量」の３階級で表現することで、降灰量の情報を利用者に分かり

やすく、防災対応がとりやすいように伝えます。

「降灰予報（定時）」は、噴火のおそれがある火山について、噴

火を仮定して発表します。「降灰予報（速報）」及び「降灰予報（詳

細）」は、「降灰予報（定時）」発表中の火山では「やや多量」以上

の降灰が予測された場合に発表しますが、「降灰予報（定時）」未

発表の火山では「少量」のみの降灰予測であっても発表します。

降灰予報の種類および内容

種 類 解    説 予報内容 予報期間

降灰予報

（定時）

噴火発生の有無にかかわらず定期

的に発表する予報

降灰範囲

小さな噴石

18 時間

（３時間毎）

降灰予報

（速報）

噴火後、速やかに（５～10 分程度

で）発表する予報

降灰量

小さな噴石
１時間

降灰予報

（詳細）

噴火後、20～30 分程度で発表する

詳細な予報
降灰量

６時間

（１時間毎）

降灰予報で用いる降灰量階級

名称 厚さとｷｰﾜｰﾄﾞ 路面や視界のイメージ※ とるべき行動

多量
1mm以上

【外出を控える】

外出を控える

運転を控える

やや
多量

0.1～1mm

【注意】

マスク等で防護する

徐行運転する

少量 0.1mm未満
窓を閉める

フロントガラスの除灰

※ 掲載写真は気象庁、鹿児島市、（株）南日本新聞社による

路面が完全に火山灰
で覆われ、視界不良
となる

火山灰が降っている
のがようやくわかり、
うっすら積もる程度

火山灰が降っている
のが明らかにわかり、
道路の白線は見えに
くくなる

※ 掲載写真は、上から（株）南日本新聞社、鹿児島市、気象庁による 噴火と降灰予報発表のイメージ

噴火前

噴火の可能性が

高まっている

噴火直後（5～10分程度）

火山の近くで降灰や

小さな噴石の落下が始まる

噴火後（20～30分程度）

火山から離れた場所で

降灰が始まる

太線

：多量の降灰範囲

：やや多量の降灰範囲

：少量の降灰範囲（速報・詳細）
降灰ありの範囲（定時）

：降灰が予想される市町村

：小さな噴石の落下範囲

噴 火 後 1 時 間 以 内 を 予 測

1時間ごと6時間先まで予測

火山灰が降り積もり、降灰量

によっては被害が生じる

市町村ごとの
降灰開始時間

降灰量

降灰量

小さな噴石
の落下範囲

3時間ごと18時間先まで予測

降灰範囲 小さな噴石
の落下範囲

噴火発生

噴火のおそれがある火山で噴火を仮定して定期的に発表

事前の計算結果から最も適当な結果を抽出して即時に発表

観測した噴煙高を用いて詳細な降灰量の計算を行い発表
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航空交通管理のための気象情報

航空機は大気中を飛行していることから、気象の影響を強く受けま

す。たとえば空港で雷雨が発生すると、着陸ができなくなって航空機

が空中で待機したり、長引くと他の空港へ着陸したりすることがあり

ます。また、航空路上に雷雲があると、回避するために飛行ルートを

変更することがあります。

国土交通省航空局では、航空機

の流れを円滑に保つため、空の交

通を計画的に管理する業務を行う

航空交通管理センター（ATMC）
を福岡に設置し、気象庁もその業

務を支援するため、「航空交通気象

センター（ATMetC）」を設置し、
同一の運用室で業務を行ってい

ます。また、より詳細な気象情報の提供を行うため、首都圏班、新千

歳班を東京国際空港、新千歳空港内に設置しています。

ATMetCの予報官は ATMCの航空交通管理管制官等に対して、主要
空港や複数に分かれた空域毎に、気象状況が航空交通流に影響する度

合いを毎時６時間先まで予測する等、必要な気象情報の提供や解説を

実施しています。ATMCでは、これらの気象情報を、安全で円滑な航
空交通の確保のための航空機の出発時刻や飛行ルートの調整に活用

しています。

空中待機
経路逸脱による
交通量の集中

他空港へ

気象に影響を受ける航空機の流れ

出発停止

ATMC運用室内の作業風景

航空気象業務の概要

航空機の安全な運航には、乱気流や雷が大敵です。また、霧、雪、低

い雲などにより滑走路がよく見えないと、航空機は安全に離着陸できま

せん。このほかにも、着氷や火山灰など航空機の運航に影響を与える現

象はたくさんあります。このことから、気象情報は航空機の安全運航の

確保に不可欠なものです。

航空機が安全に運航するためには一定のルールが必要なことから、特

に国際的な航空運送に関し、世界の各国は国際民間航空機関（ICAO）に

加盟するとともに、関係機関が協力しながら、国際的に統一された基準

に従って、航空業務を共同して実施するよう協力しています。

気象庁は、ICAO と世界気象機関（WMO）が定める国際的な統一基準に

基づいて国際航空のための気象業務を、また国内航空のための気象業務

もこれに準じ、実施しています。全国の空港に気象台などを設置し、空

港及びその周辺や飛行空域の気象情報を航空局や航空会社等に提供する

ことにより、航空機の安全な運航を支援しています。

また、気象庁は、国際的な航空気象業務の一環として、アジア・太平

洋地域における東京熱帯低気圧情報センター（TCAC）や東京航空路火山

灰情報センター（VAAC）の役割を担っているほか、東京ボルメット放送

局、東京オプメットデータバンクといった航空気象情報の国際交換に関

する業務も実施しています。さらに、気象庁は、ICAOや WMOが主催する

航空気象に関する会合に出席し、世界的な標準及び勧告方式の検討等に

参画するほか、世

界各国と協力し

て航空気象サー

ビスの品質を向

上させるための

活動なども行っ

ています。

航空気象業務の概要

航空機の安全な運航には、乱気流や雷が大敵です。また、霧、雪、低

い雲などにより滑走路がよく見えないと、航空機は安全に離着陸できま

せん。このほかにも、着氷や火山灰など航空機の運航に影響を与える現

象はたくさんあります。このことから、気象情報は航空機の安全運航の

確保に不可欠なものです。

航空機が安全に運航するためには一定のルールが必要なことから、特

に国際的な航空運送に関し、世界の各国は国際民間航空機関（ICAO）に

加盟するとともに、関係機関が協力しながら、国際的に統一された基準

に従って、航空業務を共同して実施するよう協力しています。

気象庁は、ICAO と世界気象機関（WMO）が定める国際的な統一基準に

基づいて国際航空のための気象業務を、また国内航空のための気象業務

もこれに準じ、実施しています。全国の空港に気象台などを設置し、空

港及びその周辺や飛行空域の気象情報を航空局や航空会社等に提供する

ことにより、航空機の安全な運航を支援しています。

また、気象庁は、国際的な航空気象業務の一環として、アジア・太平

洋地域における東京熱帯低気圧情報センター（TCAC）や東京航空路火山

灰情報センター（VAAC）の役割を担っているほか、東京ボルメット放送

局、東京オプメットデータバンクといった航空気象情報の国際交換に関

する業務も実施しています。さらに、気象庁は、ICAOや WMOが主催する

航空気象に関する会合に出席し、世界的な標準及び勧告方式の検討等に

参画するほか、世

界各国と協力し

て航空気象サー

ビスの品質を向

上させるための

活動なども行っ

ています。

���

GUIDEBOOK2023_11�1_1213�11�1�2022年12月24日 午後3時3�分

ᶜ ؾۭߤ৅ ᶜ ؾۭߤ৅



航空交通管理のための気象情報

航空機は大気中を飛行していることから、気象の影響を強く受けま

す。たとえば空港で雷雨が発生すると、着陸ができなくなって航空機

が空中で待機したり、長引くと他の空港へ着陸したりすることがあり

ます。また、航空路上に雷雲があると、回避するために飛行ルートを

変更することがあります。

国土交通省航空局では、航空機

の流れを円滑に保つため、空の交

通を計画的に管理する業務を行う

航空交通管理センター（ATMC）
を福岡に設置し、気象庁もその業

務を支援するため、「航空交通気象

センター（ATMetC）」を設置し、
同一の運用室で業務を行ってい

ます。また、より詳細な気象情報の提供を行うため、首都圏班、新千

歳班を東京国際空港、新千歳空港内に設置しています。

ATMetCの予報官は ATMCの航空交通管理管制官等に対して、主要
空港や複数に分かれた空域毎に、気象状況が航空交通流に影響する度

合いを毎時６時間先まで予測する等、必要な気象情報の提供や解説を

実施しています。ATMCでは、これらの気象情報を、安全で円滑な航
空交通の確保のための航空機の出発時刻や飛行ルートの調整に活用

しています。

空中待機
経路逸脱による
交通量の集中

他空港へ

気象に影響を受ける航空機の流れ

出発停止

ATMC運用室内の作業風景

航空気象業務の概要

航空機の安全な運航には、乱気流や雷が大敵です。また、霧、雪、低

い雲などにより滑走路がよく見えないと、航空機は安全に離着陸できま

せん。このほかにも、着氷や火山灰など航空機の運航に影響を与える現

象はたくさんあります。このことから、気象情報は航空機の安全運航の

確保に不可欠なものです。

航空機が安全に運航するためには一定のルールが必要なことから、特

に国際的な航空運送に関し、世界の各国は国際民間航空機関（ICAO）に

加盟するとともに、関係機関が協力しながら、国際的に統一された基準

に従って、航空業務を共同して実施するよう協力しています。

気象庁は、ICAO と世界気象機関（WMO）が定める国際的な統一基準に

基づいて国際航空のための気象業務を、また国内航空のための気象業務

もこれに準じ、実施しています。全国の空港に気象台などを設置し、空

港及びその周辺や飛行空域の気象情報を航空局や航空会社等に提供する

ことにより、航空機の安全な運航を支援しています。

また、気象庁は、国際的な航空気象業務の一環として、アジア・太平

洋地域における東京熱帯低気圧情報センター（TCAC）や東京航空路火山

灰情報センター（VAAC）の役割を担っているほか、東京ボルメット放送

局、東京オプメットデータバンクといった航空気象情報の国際交換に関

する業務も実施しています。さらに、気象庁は、ICAOや WMOが主催する

航空気象に関する会合に出席し、世界的な標準及び勧告方式の検討等に

参画するほか、世

界各国と協力し

て航空気象サー

ビスの品質を向

上させるための

活動なども行っ

ています。
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どを通じて気象庁に報告され、利用者に還元されています。

  国内外の航空気象情報は、外国の航空局や気象機関を結ぶ専用通
信網により、迅速に国際交換されています。

ＡＴＩＳ：飛行場情報放送業務

ＷＡＦＣ：世界空域予報センター

ＷＩＦＳ：世界空域予報システムインターネットファイルサービス

航空気象情報の流れ

空港の気象台などで作成した気象観測報や飛行場予報、気象資料総合

処理システムで作成した各種天気図などの航空気象情報は、航空気象情

報提供システムなどにより空港内の航空交通管制機関、各航空会社など

に提供しています。また、飛行中の航空機に対しては、東京ボルメット

放送や航空局の対空通信を通じて必要な航空気象情報を提供する一方、

パイロットからは、乱気流などの悪天現象に関する情報が航空管制官な
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どを通じて気象庁に報告され、利用者に還元されています。

  国内外の航空気象情報は、外国の航空局や気象機関を結ぶ専用通
信網により、迅速に国際交換されています。

ＡＴＩＳ：飛行場情報放送業務

ＷＡＦＣ：世界空域予報センター

ＷＩＦＳ：世界空域予報システムインターネットファイルサービス

航空気象情報の流れ

空港の気象台などで作成した気象観測報や飛行場予報、気象資料総合

処理システムで作成した各種天気図などの航空気象情報は、航空気象情

報提供システムなどにより空港内の航空交通管制機関、各航空会社など

に提供しています。また、飛行中の航空機に対しては、東京ボルメット

放送や航空局の対空通信を通じて必要な航空気象情報を提供する一方、

パイロットからは、乱気流などの悪天現象に関する情報が航空管制官な
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航空気象官署等一覧航空気象情報の種類

気象庁は、航空会社の運航管理者や機長、管制塔にいる航空局の管

制官等に対し、様々な航空気象情報を提供しています。

情 報 の 種 類 内    容

空港の観測に関する情報

航空気象定時観測気象報（METAR） 定時（毎正時又は毎 30分）に行った観測の成果を通報

航空気象特別観測気象報（SPECI） 気象の重要な変化を認めた時に行った観測の成果を通報

航空気象観測所気象報（SCAN） 一部の航空気象観測所で行った観測の成果を通報

空港の予報・警報・気象情報

運航用飛行場予報（TAF）/飛行場時系列予報

⇒P208～209着陸用飛行場予報（TREND）/離陸用飛行場予報

飛行場警報/飛行場気象情報

空域に関する情報

シグメット情報（SIGMET）

⇒P210～211国内悪天予想図/国内悪天解析図・実況図

下層悪天予想図/狭域悪天予想図・実況図

雷実況図 日本付近の落雷、雲間放電の実況図（⇒P202）

三十分大気解析情報図 日本付近の上空の風・気温・ウィンドシアーの解析図

広域雲画像情報 雲頂高度別の雲域、最大雲頂高度、積乱雲域等の解析図

国内悪天 12時間予想図

/国内航空路６・12時間予想断面図
日本付近の上空の風・気温・乱気流等の予想図

国際航空用悪天予想図/風・気温予想図 世界空域予報センター（ワシントン）作成の予想図

熱帯低気圧に関するシグメット支援情報 熱帯低気圧情報センター（TCAC）作成の解析・予想図（⇒P224）

空港・空域に関する解説情報

全国航空気象解説報 国内の空港や空域の気象概況、今後の推移等を記した情報

地域航空気象解説報 全国６地域内の空港の気象概況や今後の推移等を記した情報

飛行場気象解説情報/飛行場時系列情報 空港毎の気象概況、今後の推移等を記した情報

火山灰に関する情報

航空路火山灰情報 ⇒P212～213

火山灰実況図/狭域拡散予測図
火山灰の範囲等の実況図、及び火山灰の分布を高度別に６時

間先まで１時間毎に示した予測図

定時拡散予測図/定時拡散・降灰予測図
噴火の可能性が高い火山について、噴火を想定した場合の火

山灰の拡散や降灰の分布を示した予測図

推定噴煙流向報 噴火・噴煙の観測状況と火山上空の風の状況を示す情報

航空交通管理のための気象情報

航空交通気象時系列予想

主要空港や日本付近を複数に分けた空域に対し、気象状況が

航空交通流に影響する度合いを４段階で６時間先まで１時間

毎に予想した情報
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航空気象官署等一覧航空気象情報の種類

気象庁は、航空会社の運航管理者や機長、管制塔にいる航空局の管

制官等に対し、様々な航空気象情報を提供しています。

情 報 の 種 類 内    容

空港の観測に関する情報

航空気象定時観測気象報（METAR） 定時（毎正時又は毎 30分）に行った観測の成果を通報

航空気象特別観測気象報（SPECI） 気象の重要な変化を認めた時に行った観測の成果を通報

航空気象観測所気象報（SCAN） 一部の航空気象観測所で行った観測の成果を通報

空港の予報・警報・気象情報

運航用飛行場予報（TAF）/飛行場時系列予報

⇒P208～209着陸用飛行場予報（TREND）/離陸用飛行場予報

飛行場警報/飛行場気象情報

空域に関する情報

シグメット情報（SIGMET）

⇒P210～211国内悪天予想図/国内悪天解析図・実況図

下層悪天予想図/狭域悪天予想図・実況図

雷実況図 日本付近の落雷、雲間放電の実況図（⇒P202）

三十分大気解析情報図 日本付近の上空の風・気温・ウィンドシアーの解析図

広域雲画像情報 雲頂高度別の雲域、最大雲頂高度、積乱雲域等の解析図

国内悪天 12時間予想図

/国内航空路６・12時間予想断面図
日本付近の上空の風・気温・乱気流等の予想図

国際航空用悪天予想図/風・気温予想図 世界空域予報センター（ワシントン）作成の予想図

熱帯低気圧に関するシグメット支援情報 熱帯低気圧情報センター（TCAC）作成の解析・予想図（⇒P224）

空港・空域に関する解説情報

全国航空気象解説報 国内の空港や空域の気象概況、今後の推移等を記した情報

地域航空気象解説報 全国６地域内の空港の気象概況や今後の推移等を記した情報

飛行場気象解説情報/飛行場時系列情報 空港毎の気象概況、今後の推移等を記した情報

火山灰に関する情報

航空路火山灰情報 ⇒P212～213

火山灰実況図/狭域拡散予測図 火山灰の高度と分布範囲の実況図および予測図

定時拡散予測図/定時拡散・降灰予測図 噴火を仮定して計算した火山灰の分布を示す予測図

推定噴煙流向報 噴火・噴煙の観測状況と火山上空の風の状況を示す情報

航空交通管理のための気象情報

航空交通気象時系列予想

主要空港や日本付近を複数に分けた空域に対し、気象状況が

航空交通流に影響する度合いを４段階で６時間先まで１時間

毎に予想した情報
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観測ᐊ

        

空 にࡿࡅ࠾Ẽ㇟観測

航空気象ᐁ⨫等では、空 ෆに㓄⨨した㢼ྥ㢼㏿計等の測ჾ

によるほ測ཬࡧ┠視による኱気⌧象等のほ測を⾜ࡗていま

す。また、୍部の空 では、これらのほ測のす࡭てを⮬ືで

ています。気象ほ測のᡂᯝは、航空ᒁ、ᅜෆ外の航空఍ࡗ⾜

♫等にᥦ౪され、航空機のᏳ඲㐠航に᭷ຠに฼⏝されていま

す。

㢼ྥ㢼㏿ィ

滑走路視距離観測装置

滑  走  路

 ᗘィ㺃‵ᗘィ 㞵㔞ィ㢼ྥ㢼㏿ィ

Ẽᅽィ

シーロメーター

航空気象官署等の配置
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観測ᐊ

        

空 にࡿࡅ࠾Ẽ㇟観測

航空気象ᐁ⨫等では、空 ෆに㓄⨨した㢼ྥ㢼㏿計等の測ჾ

によるほ測ཬࡧ┠視による኱気⌧象等のほ測を⾜ࡗていま

す。また、୍部の空 では、これらのほ測のす࡭てを⮬ືで

ています。気象ほ測のᡂᯝは、航空ᒁ、ᅜෆ外の航空఍ࡗ⾜

♫等にᥦ౪され、航空機のᏳ඲㐠航に᭷ຠに฼⏝されていま

す。

㢼ྥ㢼㏿ィ

滑走路視距離観測装置

滑  走  路

 ᗘィ㺃‵ᗘィ 㞵㔞ィ㢼ྥ㢼㏿ィ

Ẽᅽィ
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航空気象観測種┠

観測種┠ 観測᪉ἲ

㢼 ྥ
㢼㌴ᆺ㢼ྥ㢼㏿ィ

㢼 ㏿

ど ⛬
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

⁥ ㉮ ㊰ ど ㊥ 㞳 ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

኱ 気 ⌧ 象

観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
空港気象ࠊ࣮ࢲ࣮࣮ࣞࣛࣉࢵࢻ
空港気象ࠊ࣮ࢲ࢖࣮ࣛࣛࣉࢵࢻ
㞾┘どࠊ࣒ࢸࢫࢩ
ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

㞼 㔞
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
㢼㌴ᆺ㢼ྥ㢼㏿ィࡧཬ࣮ࢱ࣮࣓࣮ࣟࢩ

㞼 ᙧ
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ㞾┘ど࣒ࢸࢫࢩཬࡧ

気象࣮࣮ࣞࢲ(✚஘㞼ཬࡧሪ≧✚㞼に㝈るࠋ)

㞼 ᗏ の 㧗 ࡉ 観測⪅にࡼる┠どཪ࣮ࢱ࣮࣓࣮ࣟࢩࡣ

気   㟁気ᘧ ᗘィཪࡣ㏻㢼ᆺ஝‵ィ

㟢 Ⅼ   ᗘ
㟁気ᘧ ᗘィཬࡧ㟁気ᘧ‵ᗘィཪࡣ
㏻㢼ᆺ஝‵ィ

気 ᅽ
㟁気ᘧ気ᅽィ

㧗 ᗘ ィ つ ṇ ್

㝆 Ỉ 㔞 ㌿ಽࡍࡲᆺ㞵㔞ィ

㝆 㞵 ᙉ ᗘ
㌿ಽࡍࡲᆺ㞵㔞ィཬࡧ

ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

✚ 㞷 ཪ ࡣ 㝆 㞷 の ῝ ࡉ ✚㞷ィࠊ㞷ᑻཪࡣ㞷ᯈ

航空に特化した観測

滑走路視距離観測装置

投光部から投射した光は霧粒等で散乱

します。受光部はこの散乱光を受けて、

受光量に比例した強さの電気信号に変

換して出力します。この出力をもとに、

気象光学距離（MOR）が計算され、滑走

路灯火の明るさ等も考慮して滑走路視

距離（RVR）が求められます。

シーロメーター（雲高測定器）

投光部からレーザーの赤外域パルス

光を垂直上方に発射し、これが雲底に

反射して、受光部へ入射するまでの時

間を測定することにより雲底の高さを

測定しています。

高度計規正値（QNH）

滑走路に着陸した航空機の気圧高度

計が滑走路

の標高を示

すように、

気圧高度計

の原点を平

均海面上

３m の高さ

に合わせる

ための気圧

値 QNHを算

出していま

す。

標準大気を
仮定して算出

QNH

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー

航空に特化した観測

滑走路視距離観測装置

投光部から投射した光は霧粒等で散乱

します。受光部はこの散乱光を受けて、

受光量に比例した強さの電気信号に変

換して出力します。この出力をもとに、

気象光学距離（MOR）が計算され、滑走

路灯火の明るさ等も考慮して滑走路視

距離（RVR）が求められます。

シーロメーター（雲高測定器）

投光部からレーザーの赤外域パルス

光を垂直上方に発射し、これが雲底に

反射して、受光部へ入射するまでの時

間を測定することにより雲底の高さを

測定しています。

高度計規正値（QNH）

滑走路に着陸した航空機の気圧高度

計が滑走路

の標高を示

すように、

気圧高度計

の原点を平

均海面上

３m の高さ

に合わせる

ための気圧

値 QNHを算

出していま

す。

標準大気を
仮定して算出

QNH

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー
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航空気象観測種┠

観測種┠ 観測᪉ἲ

㢼 ྥ
㢼㌴ᆺ㢼ྥ㢼㏿ィ

㢼 ㏿

ど ⛬
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

⁥ ㉮ ㊰ ど ㊥ 㞳 ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

኱ 気 ⌧ 象

観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
空港気象ࠊ࣮ࢲ࣮࣮ࣞࣛࣉࢵࢻ
空港気象ࠊ࣮ࢲ࢖࣮ࣛࣛࣉࢵࢻ
㞾┘どࠊ࣒ࢸࢫࢩ
ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

㞼 㔞
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
㢼㌴ᆺ㢼ྥ㢼㏿ィࡧཬ࣮ࢱ࣮࣓࣮ࣟࢩ

㞼 ᙧ
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ㞾┘ど࣒ࢸࢫࢩཬࡧ

気象࣮࣮ࣞࢲ(✚஘㞼ཬࡧሪ≧✚㞼に㝈るࠋ)

㞼 ᗏ の 㧗 ࡉ 観測⪅にࡼる┠どཪ࣮ࢱ࣮࣓࣮ࣟࢩࡣ

気   㟁気ᘧ ᗘィཪࡣ㏻㢼ᆺ஝‵ィ

㟢 Ⅼ   ᗘ
㟁気ᘧ ᗘィཬࡧ㟁気ᘧ‵ᗘィཪࡣ
㏻㢼ᆺ஝‵ィ

気 ᅽ
㟁気ᘧ気ᅽィ

㧗 ᗘ ィ つ ṇ ್

㝆 Ỉ 㔞 ㌿ಽࡍࡲᆺ㞵㔞ィ

㝆 㞵 ᙉ ᗘ
㌿ಽࡍࡲᆺ㞵㔞ィཬࡧ

ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

✚ 㞷 ཪ ࡣ 㝆 㞷 の ῝ ࡉ ✚㞷ィࠊ㞷ᑻཪࡣ㞷ᯈ

航空気象観測種┠

観測種┠ 観測᪉ἲ

㢼 ྥ
㢼㌴ᆺ㢼ྥ㢼㏿ィ

㢼 ㏿

ど ⛬
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

⁥ ㉮ ㊰ ど ㊥ 㞳 ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

኱ 気 ⌧ 象

観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
空港気象ࠊ࣮ࢲ࣮࣮ࣞࣛࣉࢵࢻ
空港気象ࠊ࣮ࢲ࢖࣮ࣛࣛࣉࢵࢻ
㞾┘どࠊ࣒ࢸࢫࢩ
ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

㞼 㔞
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ
㢼㌴ᆺ㢼ྥ㢼㏿ィࡧཬ࣮ࢱ࣮࣓࣮ࣟࢩ

㞼 ᙧ
観測⪅にࡼる┠どཪࡣ㞾┘ど࣒ࢸࢫࢩཬࡧ

気象࣮࣮ࣞࢲ(✚஘㞼ཬࡧሪ≧✚㞼に㝈るࠋ)

㞼 ᗏ の 㧗 ࡉ 観測⪅にࡼる┠どཪ࣮ࢱ࣮࣓࣮ࣟࢩࡣ

気   㟁気ᘧ ᗘィཪࡣ㏻㢼ᆺ஝‵ィ

㟢 Ⅼ   ᗘ
㟁気ᘧ ᗘィཬࡧ㟁気ᘧ‵ᗘィཪࡣ
㏻㢼ᆺ஝‵ィ

気 ᅽ
㟁気ᘧ気ᅽィ

㧗 ᗘ ィ つ ṇ ್

㝆 Ỉ 㔞 ㌿ಽࡍࡲᆺ㞵㔞ィ

㝆 㞵 ᙉ ᗘ
㌿ಽࡍࡲᆺ㞵㔞ィཬࡧ

ど⛬ィཪࡣ⁥㉮㊰ど㊥㞳観測⿦⨨

✚ 㞷 ཪ ࡣ 㝆 㞷 の ῝ ࡉ ✚㞷ィࠊ㞷ᑻཪࡣ㞷ᯈ

航空に特化した観測

滑走路視距離観測装置

投光部から投射した光は霧粒等で散乱

します。受光部はこの散乱光を受けて、

受光量に比例した強さの電気信号に変

換して出力します。この出力をもとに、

気象光学距離（MOR）が計算され、滑走

路灯火の明るさ等も考慮して滑走路視

距離（RVR）が求められます。

シーロメーター（雲高測定器）

投光部からレーザーの赤外域パルス

光を垂直上方に発射し、これが雲底に

反射して、受光部へ入射するまでの時

間を測定することにより雲底の高さを

測定しています。

高度計規正値（QNH）

滑走路に着陸した航空機の気圧高度

計が滑走路

の標高を示

すように、

気圧高度計

の原点を平

均海面上

３m の高さ

に合わせる

ための気圧

値 QNHを算

出していま

す。

標準大気を
仮定して算出

QNH

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー

航空に特化した観測

滑走路視距離観測装置

投光部から投射した光は霧粒等で散乱

します。受光部はこの散乱光を受けて、

受光量に比例した強さの電気信号に変

換して出力します。この出力をもとに、

気象光学距離（MOR）が計算され、滑走

路灯火の明るさ等も考慮して滑走路視

距離（RVR）が求められます。

シーロメーター（雲高測定器）

投光部からレーザーの赤外域パルス

光を垂直上方に発射し、これが雲底に

反射して、受光部へ入射するまでの時

間を測定することにより雲底の高さを

測定しています。

高度計規正値（QNH）

滑走路に着陸した航空機の気圧高度

計が滑走路

の標高を示

すように、

気圧高度計

の原点を平

均海面上

３m の高さ

に合わせる

ための気圧

値 QNHを算

出していま

す。

標準大気を
仮定して算出

QNH

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー

雲

投光部

受光部

レンズ

ハーフ
ミラー
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雷監視システム

雷監視システムは、雷にࡾࡼ発生する電波を受信し、その

位置、発生時刻➼の情報をస成するシステムです。この情報

を⯟空఍♫➼に┤ࡕにᥦ౪することにࡾࡼ、空港にࡅ࠾る地

ୖసᴗのᏳ全☜ಖࡸ⯟空ᶵのᏳ全㐠⯟に᭷ຠに฼⏝されて

います。

Ẽ㇟ᗇではこの雷監視システムをࣛ࢖デン（/,'(1㸸
/,JKWQLQJ '(WHFWLRQ 1HWZRUN V\VWHP）と࿧ࢇでいます。

⛶ෆ

୚㑣ᅜ

ライデンによる情報提供の一例

᪂༓ṓ
㔲㊰

ዟᑼ
㟷᳃

ⰼᕳ
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᪂₲
⚟ᓥᯇᮏ

成⏣ᅜ㝿

኱ᓥ

ᐩᒣ

୰㒊ᅜ㝿

༡⣖ⓑ὾

㧗ᯇ 㫽ྲྀ

ᐑᓮ

ኍᒱ

✀Ꮚᓥ

዆⨾
ஂ⡿ᓥ

༡኱ᮾ
ᐑྂ

㑣ぞ

㧗▱

ᒣཱྀᏱ㒊

᳨▱ᒁ㸦ە༳㸸30ࣨᡤ㸧࡜

୰ኸฎ⌮ᒁ㸦ە༳㸸ᮾிࠊ኱㜰㸧

ዪ‶ู

ᮾிᅜ㝿

空港で行う観測の種類

定時観測 定時に行う観測（毎正時 00分又は 00分、30分）
特別観測 気象現象の重要な変化があった時

照会特別観測 航空管制機関や航空会社等からの照会

事故特別観測 航空機事故があった時

常時観測 気象現象の推移を常に監視

航空気象観測所における観測

航空気象観測所は空港の気象観測をその空港の管理者や民間等に委

託して行う施設であり、観測成果の提供を航空気象観測所が行う観測所

と航空気象観測所を管理する基地気象官署で行う観測所があります。

観測成果の提供を航空気象観測所が行う観測所では、航空気象官署と

同様に、観測気象報の通報、品質管理、気象測器の維持を行います。

一方、観測成果の提供を基地気象官署で行う観測所では、所在空港を

利用する航空機の運航に合わせて気象観測を行い、観測成果を基地気象

官署へ報告します。基地気象官署では、当該航空気象観測所の観測気象

報の通報、品質管理、気象測器の維持を行うほか、必要に応じて観測の

指示・指導を実施しています。
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雷監視システム

雷監視システムは、雷にࡾࡼ発生する電波を受信し、その

位置、発生時刻➼の情報をస成するシステムです。この情報

を⯟空఍♫➼に┤ࡕにᥦ౪することにࡾࡼ、空港にࡅ࠾る地

ୖసᴗのᏳ全☜ಖࡸ⯟空ᶵのᏳ全㐠⯟に᭷ຠに฼⏝されて

います。

Ẽ㇟ᗇではこの雷監視システムをࣛ࢖デン（/,'(1㸸
/,JKWQLQJ '(WHFWLRQ 1HWZRUN V\VWHP）と࿧ࢇでいます。

⛶ෆ

୚㑣ᅜ

ライデンによる情報提供の一例

᪂༓ṓ
㔲㊰

ዟᑼ
㟷᳃

ⰼᕳ
⛅⏣

᪂₲
⚟ᓥᯇᮏ

成⏣ᅜ㝿

኱ᓥ

ᐩᒣ

୰㒊ᅜ㝿

༡⣖ⓑ὾

㧗ᯇ 㫽ྲྀ

ᐑᓮ

ኍᒱ

✀Ꮚᓥ

዆⨾
ஂ⡿ᓥ

༡኱ᮾ
ᐑྂ

㑣ぞ

㧗▱

ᒣཱྀᏱ㒊

᳨▱ᒁ㸦ە༳㸸30ࣨᡤ㸧࡜

୰ኸฎ⌮ᒁ㸦ە༳㸸ᮾிࠊ኱㜰㸧

ዪ‶ู

ᮾிᅜ㝿

空港で行う観測の種類

定時観測 定時に行う観測（毎正時 00分又は 00分、30分）
特別観測 気象現象の重要な変化があった時

照会特別観測 航空管制機関や航空会社等からの照会

事故特別観測 航空機事故があった時

常時観測 気象現象の推移を常に監視

航空気象観測所における観測

航空気象観測所は空港の気象観測をその空港の管理者や民間等に委

託して行う施設であり、観測成果の提供を航空気象観測所が行う観測所

と航空気象観測所を管理する基地気象官署で行う観測所があります。

観測成果の提供を航空気象観測所が行う観測所では、航空気象官署と

同様に、観測気象報の通報、品質管理、気象測器の維持を行います。

一方、観測成果の提供を基地気象官署で行う観測所では、所在空港を

利用する航空機の運航に合わせて気象観測を行い、観測成果を基地気象

官署へ報告します。基地気象官署では、当該航空気象観測所の観測気象

報の通報、品質管理、気象測器の維持を行うほか、必要に応じて観測の

指示・指導を実施しています。
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空港気象ドップラーレーダー

空港気象ドップラーレーダーは、雨の強さの分布や降水域

内の風の分布を観測することができるレーダーです。

これにより、航空機の離着陸に危険を及ぼす大気下層の風

の急激な変化（低層ウィンドシアー）を探知し、その情報を

パイロットに伝えることで、低層ウィンドシアーを回避する

など、航空機の安全運航に有効に利用されています。

低層ウィンドシアーに

遭遇した場合の経路

（揚力の急減）

低層ウィンドシアー情報を

管制官がパイロットへ通報

活発な対流雲回避

低層ウィンドシアー

通常の着陸経路

航空気象官署

管制塔

空港気象ドップラーレーダー

雷監視システムは、雷に伴って発生する電磁波を受信する

検知局（全国 30ヵ所の空港に設置）と、検知局からのデー
タを集めて雷の発生位置などを決定する中央処理局（東京都

清瀬市、大阪府大阪市）で構成されています。

「検知局」にて雷から放射された電磁波をアンテナで受信

して、この信号から得られる雷の波形情報などに、高精度の

受信時刻を付加して瞬時に「中央処理局」にその情報を伝送

します。中央処理局では、それらの情報を元に雷の種類（雲

放電、対地放電）及び発生位置を自動的に算出します。

雷監視システムの構成図
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空港気象ドップラーレーダー

空港気象ドップラーレーダーは、雨の強さの分布や降水域

内の風の分布を観測することができるレーダーです。

これにより、航空機の離着陸に危険を及ぼす大気下層の風

の急激な変化（低層ウィンドシアー）を探知し、その情報を

パイロットに伝えることで、低層ウィンドシアーを回避する

など、航空機の安全運航に有効に利用されています。

低層ウィンドシアーに

遭遇した場合の経路

（揚力の急減）

低層ウィンドシアー情報を

管制官がパイロットへ通報

活発な対流雲回避

低層ウィンドシアー

通常の着陸経路

航空気象官署

管制塔

空港気象ドップラーレーダー

雷監視システムは、雷に伴って発生する電磁波を受信する

検知局（全国 30ヵ所の空港に設置）と、検知局からのデー
タを集めて雷の発生位置などを決定する中央処理局（東京都

清瀬市、大阪府大阪市）で構成されています。

「検知局」にて雷から放射された電磁波をアンテナで受信

して、この信号から得られる雷の波形情報などに、高精度の

受信時刻を付加して瞬時に「中央処理局」にその情報を伝送

します。中央処理局では、それらの情報を元に雷の種類（雲

放電、対地放電）及び発生位置を自動的に算出します。

雷監視システムの構成図
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空港Ẽ㇟ドップラーライダー

空港Ẽ㇟ࣉࢵࢻラーライダーは、ࣞ ーࢨーගを空中にⓎᑕ

し、㣕⾜場ཬࡑࡧの࿘㎶の኱Ẽ中の࢚ーࣟࢰ （ࣝ኱Ẽᾋ㐟⢏

子）のືࡁをᤊ࠼たᩓ஘ගから、㠀㝆Ỉ時のపᒙ࢘࢕ンࢻシ

アーを᥈▱する࡜ࡇが࡛ࡁる観測⿦⨨࡛あり、ᡂ⏣ᅜ㝿空港、

ᮾிᅜ㝿空港ཬࡧ㛵西ᅜ㝿空港にタ⨨しています。

空港Ẽ㇟ドップラーライダー㸭ࣞーダーẚ㍑⾲

空港Ẽ㇟

ドップラーライダー

空港Ẽ㇟

ドップラーࣞーダー

᥈▱┠ᶆ ࢚ーࣟࣝࢰ 㝆Ỉ⢏Ꮚ

᥈▱⠊ᅖ ༙ᚄ㸯㸮km ༙ᚄ㸯㸰㸮km

ศゎ⬟ 㸶㸮m 㸯㸳㸮m

㏦ಙࣅー࣒

㏆㉥እ域ࣞーࢨーග

Ἴ㛗 㸰ȣ㹫࣭㸯㸬㸴ȣ㹫

(アイࢭーࣇᖏ)

࣐イࣟࢡἼ

Ἴ㛗 㸳.㸴㹼㸳.㸵cmᖏ

スキャナ部

散乱光の一部を

スキャナで受ける

レーザー光

散乱光

エーロゾル

風の急激な変化（マイクロ
バーストとシアーライン）の
検出結果を表示しています。

暖色系の色はレーダーの
ある場所から遠ざかる風、
寒色系の色は近づく風を
表します。

マイクロバースト：
積乱雲等の冷たく重い空気の塊
が上空から降りて地表付近で弾
けるように発散する現象

シアーライン：
風の収束する場所が線状に形成
される現象

空港気象ドップラーレーダーを設置している空港
・新千歳空港
・成田国際空港
・東京国際空港
・中部国際空港
・大阪国際空港
・関西国際空港
・福岡空港
・鹿児島空港
・那覇空港

シアーライン

低層ウィンドシアー情報は
文字情報として管制官等に
提供されています。

マイクロバースト

09時14分に滑走路34L到着側1NMの位置に
追い風20ktの低層ウィンドシアーを検出した
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空港Ẽ㇟ドップラーライダー

空港Ẽ㇟ࣉࢵࢻラーライダーは、ࣞ ーࢨーගを空中にⓎᑕ

し、㣕⾜場ཬࡑࡧの࿘㎶の኱Ẽ中の࢚ーࣟࢰ （ࣝ኱Ẽᾋ㐟⢏

子）のືࡁをᤊ࠼たᩓ஘ගから、㠀㝆Ỉ時のపᒙ࢘࢕ンࢻシ

アーを᥈▱する࡜ࡇが࡛ࡁる観測⿦⨨࡛あり、ᡂ⏣ᅜ㝿空港、

ᮾிᅜ㝿空港ཬࡧ㛵西ᅜ㝿空港にタ⨨しています。

空港Ẽ㇟ドップラーライダー㸭ࣞーダーẚ㍑⾲

空港Ẽ㇟

ドップラーライダー

空港Ẽ㇟

ドップラーࣞーダー

᥈▱┠ᶆ ࢚ーࣟࣝࢰ 㝆Ỉ⢏Ꮚ

᥈▱⠊ᅖ ༙ᚄ㸯㸮km ༙ᚄ㸯㸰㸮km

ศゎ⬟ 㸶㸮m 㸯㸳㸮m

㏦ಙࣅー࣒

㏆㉥እ域ࣞーࢨーග

Ἴ㛗 㸰ȣ㹫࣭㸯㸬㸴ȣ㹫

(アイࢭーࣇᖏ)

࣐イࣟࢡἼ

Ἴ㛗 㸳.㸴㹼㸳.㸵cmᖏ

スキャナ部

散乱光の一部を

スキャナで受ける

レーザー光

散乱光

エーロゾル
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空 の予報࣭警報࣭気象情報

✀   㢮 ෆ     ᐜ
発 表 時 ้

有 効 期 間

㐠 航 ⏝

飛 行 場 予 報

航空ᶵの㐠航⏝の飛行場予報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

00、06、12、18UTC

発表から 30時間

╔ 㝣 ⏝

飛 行 場 予 報

฿╔予ᐃ๓１ࡡࡴ࠾࠾時間௨ෆの航空ᶵの╔㝣⏝

の飛行場予報

ᡂ⏣ᅜ㝿、東京ᅜ㝿、୰㒊ᅜ㝿、関西ᅜ㝿、⚟ᒸ

空 ࢆᑐ象に発表

ẖ時 00、30分

発表から２時間

㞳 㝣 ⏝

飛 行 場 予 報

ฟ発予ᐃ๓３ࡡࡴ࠾࠾時間௨ෆの航空ᶵの㞳㝣⏝

の飛行場予報（ẖ時の風、気 、気ᅽ（QNH））

ᡂ⏣ᅜ㝿、東京ᅜ㝿、୰㒊ᅜ㝿、関西ᅜ㝿、⚟ᒸ

空 ࢆᑐ象に発表

00、03、㺃㺃㺃、21UTC

発表から６時間

飛行場時系列予報

風、༟㉺ど⛬、シーࣜンࢢ（㞼㔞㸳/㸶௨ୖの㞼ᗏ

の㧗さ）、ኳ気の時系列予報

発表から 12 時間まで１ࡣ時間ẖ、12㹼30 時間ࡣ

３時間ẖの予報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

00、06、12、18UTC

発表から 30時間

飛 行 場 警 報

強風、ᭀ風、台風、኱㞵、኱㞷、㧗₻にࡾࡼ、೵

␃୰の航空ᶵࡴྵࢆ地ୖの航空ᶵ୪ࡧに飛行場の

᪋タཬࡧᴗົに㔜኱࡞ᙳ㡪がཬ࡜ࡪ予想される場

ྜに発表される警報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

発表ࡣ㝶時

有効期間ࡣ⌧象の

⥅⥆時間にࡼる

飛行場気象情報

ウィンドシアー、኱㞷、雷にࡾࡼ、飛行場に㞳╔

㝣ࡣࡃࡋࡶ೵␃する航空ᶵまࡣࡓ飛行場᪋タにᙳ

㡪がཬ࡜ࡪ予想される場ྜに発表される情報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

ͤ㐠航⏝飛行場予報、飛行場時系列予報、飛行場警報、飛行場気象情報ᑐ象空 

ภ㤋、㔲㊰、ᖏᗈ、᪂༓ṓ、᪫ᕝ、ዪ‶ู、㟷᳃、ⰼᕳ、௝台、⛅⏣、⚟ᓥ、ᡂ⏣ᅜ㝿、ⓒ㔛、

東京ᅜ㝿、᪂₲、ᐩᒣ、ᑠᯇ、㟼ᒸ、୰㒊ᅜ㝿、関西ᅜ㝿、኱㜰ᅜ㝿、⨾ಖ、ฟ㞼、ᒸᒣ、ᗈ

ᓥ、㧗ᯇ、ᯇᒣ、㧗▱、໭஑ᕞ、⚟ᒸ、బ㈡、㛗ᓮ、⇃ᮏ、኱分、ᐑᓮ、㮵ඣᓥ、㑣ぞ、᪂▼

ᇉ

シアーライン

シアーライン

ドップラーライダーで観測された風の急変域の通過（東京国際空港）
寒色系の色はライダーのある場所（画像の中心）に近づく風、暖色系の色

はライダーのある場所から遠ざかる風を表す。

日本時間 14時 45分（上図）に空港の北側（画像の上側）にあった風の急
変域（南西寄りから北寄り）を示すシアーライン（白黒の線）が、15 時 22
分（下図）にかけて南下した様子が観測されています。
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空 の予報࣭警報࣭気象情報

✀   㢮 ෆ     ᐜ
発 表 時 ้

有 効 期 間

㐠 航 ⏝

飛 行 場 予 報

航空ᶵの㐠航⏝の飛行場予報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

00、06、12、18UTC

発表から 30時間

╔ 㝣 ⏝

飛 行 場 予 報

฿╔予ᐃ๓１ࡡࡴ࠾࠾時間௨ෆの航空ᶵの╔㝣⏝

の飛行場予報

ᡂ⏣ᅜ㝿、東京ᅜ㝿、୰㒊ᅜ㝿、関西ᅜ㝿、⚟ᒸ

空 ࢆᑐ象に発表

ẖ時 00、30分

発表から２時間

㞳 㝣 ⏝

飛 行 場 予 報

ฟ発予ᐃ๓３ࡡࡴ࠾࠾時間௨ෆの航空ᶵの㞳㝣⏝

の飛行場予報（ẖ時の風、気 、気ᅽ（QNH））

ᡂ⏣ᅜ㝿、東京ᅜ㝿、୰㒊ᅜ㝿、関西ᅜ㝿、⚟ᒸ

空 ࢆᑐ象に発表

00、03、㺃㺃㺃、21UTC

発表から６時間

飛行場時系列予報

風、༟㉺ど⛬、シーࣜンࢢ（㞼㔞㸳/㸶௨ୖの㞼ᗏ

の㧗さ）、ኳ気の時系列予報

発表から 12 時間まで１ࡣ時間ẖ、12㹼30 時間ࡣ

３時間ẖの予報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

00、06、12、18UTC

発表から 30時間

飛 行 場 警 報

強風、ᭀ風、台風、኱㞵、኱㞷、㧗₻にࡾࡼ、೵

␃୰の航空ᶵࡴྵࢆ地ୖの航空ᶵ୪ࡧに飛行場の

᪋タཬࡧᴗົに㔜኱࡞ᙳ㡪がཬ࡜ࡪ予想される場

ྜに発表される警報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

発表ࡣ㝶時

有効期間ࡣ⌧象の

⥅⥆時間にࡼる

飛行場気象情報

ウィンドシアー、኱㞷、雷にࡾࡼ、飛行場に㞳╔

㝣ࡣࡃࡋࡶ೵␃する航空ᶵまࡣࡓ飛行場᪋タにᙳ

㡪がཬ࡜ࡪ予想される場ྜに発表される情報

඲ᅜ 38空 ͤࢆᑐ象に発表

ͤ㐠航⏝飛行場予報、飛行場時系列予報、飛行場警報、飛行場気象情報ᑐ象空 

ภ㤋、㔲㊰、ᖏᗈ、᪂༓ṓ、᪫ᕝ、ዪ‶ู、㟷᳃、ⰼᕳ、௝台、⛅⏣、⚟ᓥ、ᡂ⏣ᅜ㝿、ⓒ㔛、

東京ᅜ㝿、᪂₲、ᐩᒣ、ᑠᯇ、㟼ᒸ、୰㒊ᅜ㝿、関西ᅜ㝿、኱㜰ᅜ㝿、⨾ಖ、ฟ㞼、ᒸᒣ、ᗈ

ᓥ、㧗ᯇ、ᯇᒣ、㧗▱、໭஑ᕞ、⚟ᒸ、బ㈡、㛗ᓮ、⇃ᮏ、኱分、ᐑᓮ、㮵ඣᓥ、㑣ぞ、᪂▼

ᇉ
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✵ᇦのẼ㇟᝟ሗ

䝅䜾䝯䝑䝖᝟ሗ䠄SIGMET䠅

⚟ᒸ㣕⾜情報区を対象空

域として、ὀពをႏ㉳すࡿ

たࡵに発表すࡿ空域気象情

報で、雷電、ྎ 㢼、乱気流、

╔ị、ⅆᒣ⅊のᣑᩓ≧況等

の情報をᩥᏐ情報にࡾࡼ発

表しています。

国内悪天予想図

地上࠿らおࡼそ���K3D㸦������IW㸧 までの高度について、雷電や乱気
流等、航空機の運航に㔜せな影響を及ぼす悪天の࠿࡯、地上気ᅽ⣔の఩⨨・

中ᚰ気ᅽ・⛣動᪉向・㏿度、悪天域の雲ᙧ㸦上層雲を㝖ࡃ㸧、✚乱雲の雲底

の高さ及び雲頂高度、

�����IW と ������IW
の等 ⥺㸦㸮Υ㸧等、

日ᮏ及びその࿘㎶の

領域に対して⣙６時

間ඛを予想した図で、

一日㸲回発表してい

ます。

ＲＪＢＢ 飛行場強風警報 第１号

２０ＸＸ年１２月１０日００時１１分ＵＴＣ

関西航空地方気象台発表

有効期間 １０日０１時００分− １０日０３時００分ＵＴＣ

風向２７０度 風速３４ノット ガスト４６ノットが予想される。

ＲＪＴＴ ウィンドシアー／雷に関する飛行場気象情報 第１号

２０ＸＸ年１２月１０日００時１０分ＵＴＣ

東京航空地方気象台発表

有効期間 １０日０３時００分ＵＴＣまで

ウィンドシアーが

１０日０１時００分ＵＴＣから１０日０３時００分ＵＴＣまで予想される。

雷が

１０日０１時００分ＵＴＣから１０日０３時００分ＵＴＣまで予想される。=

飛行場時系列予報の例（東京航空地方気象台発表）

飛行場警報、飛行場気象情報の発表例
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✵ᇦのẼ㇟᝟ሗ

䝅䜾䝯䝑䝖᝟ሗ䠄SIGMET䠅

⚟ᒸ㣕⾜情報区を対象空

域として、ὀពをႏ㉳すࡿ

たࡵに発表すࡿ空域気象情

報で、雷電、ྎ 㢼、乱気流、

╔ị、ⅆᒣ⅊のᣑᩓ≧況等

の情報をᩥᏐ情報にࡾࡼ発

表しています。

国内悪天予想図

地上࠿らおࡼそ���K3D㸦������IW㸧 までの高度について、雷電や乱気
流等、航空機の運航に㔜せな影響を及ぼす悪天の࠿࡯、地上気ᅽ⣔の఩⨨・

中ᚰ気ᅽ・⛣動᪉向・㏿度、悪天域の雲ᙧ㸦上層雲を㝖ࡃ㸧、✚乱雲の雲底

の高さ及び雲頂高度、

�����IW と ������IW
の等 ⥺㸦㸮Υ㸧等、

日ᮏ及びその࿘㎶の

領域に対して⣙６時

間ඛを予想した図で、

一日㸲回発表してい

ます。

ＲＪＢＢ 飛行場強風警報 第１号

２０ＸＸ年１２月１０日００時１１分ＵＴＣ

関西航空地方気象台発表

有効期間 １０日０１時００分− １０日０３時００分ＵＴＣ

風向２７０度 風速３４ノット ガスト４６ノットが予想される。

ＲＪＴＴ ウィンドシアー／雷に関する飛行場気象情報 第１号

２０ＸＸ年１２月１０日００時１０分ＵＴＣ

東京航空地方気象台発表

有効期間 １０日０３時００分ＵＴＣまで

ウィンドシアーが

１０日０１時００分ＵＴＣから１０日０３時００分ＵＴＣまで予想される。

雷が

１０日０１時００分ＵＴＣから１０日０３時００分ＵＴＣまで予想される。=

飛行場時系列予報の例（東京航空地方気象台発表）

飛行場警報、飛行場気象情報の発表例
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⯟✵㊰火山⅊᝟ሗ

航空路火山灰情報のᴫ要

火山のᄇ火にࡼってᨺฟされた火山灰は、኱気୰にᾋ㐟し、航空

機の視⏺をᝏ໬さࡏる࡯か、機యや࢚ンࢪンのᦆയをもたらすたࡵ、

航空機は火山灰がᾋ㐟する㡿域を㑊ࡅて航⾜します。

気象ᗇは、ᮾி航空路火山灰情報センター（ᮾி VAAC、P231ཧ↷）

を㐠用し、航空機のᏳ඲な㐠航をᨭ᥼するࡇとを┠ⓗに、航空路火

山灰情報を発表しています。ࡇの情報には、火山灰がᾋ㐟する㡿域

のᐇἣや、火山灰の㸴、12、18᫬㛫ඛまでの拡散予測がྵまれます。

情報はࡡࡴ࠾࠾㸴᫬㛫ࡈとに発表し、≧ἣに㢧ⴭなኚ໬がぢられた

場合にも発表します。情報のᥦ౪ඛは、ḟ࣌ーࢪのᅗに♧す国ෆእ

の航空఍♫➼㛵ಀ機㛵です。

加えて国ෆ向ࡅには、ࡼりヲ⣽な火山灰情報として「火山灰ᐇἣ

ᅗ/⊃域拡散予測ᅗ」「ᐃ᫬拡散予測ᅗ/ᐃ᫬拡散・㝆灰予測ᅗ」「᥎

ᐃᄇ↮ὶ向報」（P195ཧ↷）をᥦ౪しています。

⯟✵㊰火山⅊᝟ሗの例㸦ᅗᙧᘧ㸧

ὀ）火山灰のᾘ散などが予測される場合

「NO VA EXP」と表♧されます。

国内悪天解析図・実況図

国内悪天予想図と

同じ領域において、

航空機の運航に影響

を及ぼす気象や乱気

流の実況などを図表

示し、それらの現況

及び動向についてコ

メントした情報で、

一日６回発表してい

ます。また、同じ領

域に対して、衛星・レーダー・乱気流実況を図表示した国内悪天実況図を

毎時発表しています。

下層悪天予想図/狭域悪天予想図・実況図

小型機の安全と効率的な

運航の支援を主な目的とし

て、雷電や乱気流等の悪天、

雲底の高さ及び雲頂高度、

地上視程等を対象とした下

層悪天予想図を、一日８回

３時間毎に発表しています。

また、東京、中部、関西

の進入管制区に対して、航

空機の安全と効率的な運航の支援を主な目的として、一日８回３時間毎に

狭域悪天予想図及び狭域悪天実況図を発表しています。

下層悪天予想図の例

⯟✵㊰火山⅊᝟ሗ

航空路火山灰情報のᴫ要

火山のᄇ火にࡼってᨺฟされた火山灰は、኱気୰にᾋ㐟し、航空

機の視⏺をᝏ໬さࡏる࡯か、機యや࢚ンࢪンのᦆയをもたらすたࡵ、

航空機は火山灰がᾋ㐟する㡿域を㑊ࡅて航⾜します。

気象ᗇは、ᮾி航空路火山灰情報センター（ᮾி VAAC、P231ཧ↷）

を㐠用し、航空機のᏳ඲な㐠航をᨭ᥼するࡇとを┠ⓗに、航空路火

山灰情報を発表しています。ࡇの情報には、火山灰がᾋ㐟する㡿域

のᐇἣや、火山灰の㸴、12、18᫬㛫ඛまでの拡散予測がྵまれます。

情報はࡡࡴ࠾࠾㸴᫬㛫ࡈとに発表し、≧ἣに㢧ⴭなኚ໬がぢられた

場合にも発表します。情報のᥦ౪ඛは、ḟ࣌ーࢪのᅗに♧す国ෆእ

の航空఍♫➼㛵ಀ機㛵です。

加えて国ෆ向ࡅには、ࡼりヲ⣽な火山灰情報として「火山灰ᐇἣ

ᅗ/⊃域拡散予測ᅗ」「ᐃ᫬拡散予測ᅗ/ᐃ᫬拡散・㝆灰予測ᅗ」「᥎

ᐃᄇ↮ὶ向報」（P195ཧ↷）をᥦ౪しています。

⯟✵㊰火山⅊᝟ሗの例㸦ᅗᙧᘧ㸧

ὀ）火山灰のᾘ散などが予測される場合

「NO VA EXP」と表♧されます。
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⯟✵㊰火山⅊᝟ሗ

航空路火山灰情報のᴫ要

火山のᄇ火にࡼってᨺฟされた火山灰は、኱気୰にᾋ㐟し、航空

機の視⏺をᝏ໬さࡏる࡯か、機యや࢚ンࢪンのᦆയをもたらすたࡵ、

航空機は火山灰がᾋ㐟する㡿域を㑊ࡅて航⾜します。

気象ᗇは、ᮾி航空路火山灰情報センター（ᮾி VAAC、P231ཧ↷）

を㐠用し、航空機のᏳ඲な㐠航をᨭ᥼するࡇとを┠ⓗに、航空路火

山灰情報を発表しています。ࡇの情報には、火山灰がᾋ㐟する㡿域

のᐇἣや、火山灰の㸴、12、18᫬㛫ඛまでの拡散予測がྵまれます。

情報はࡡࡴ࠾࠾㸴᫬㛫ࡈとに発表し、≧ἣに㢧ⴭなኚ໬がぢられた

場合にも発表します。情報のᥦ౪ඛは、ḟ࣌ーࢪのᅗに♧す国ෆእ

の航空఍♫➼㛵ಀ機㛵です。

加えて国ෆ向ࡅには、ࡼりヲ⣽な火山灰情報として「火山灰ᐇἣ

ᅗ/⊃域拡散予測ᅗ」「ᐃ᫬拡散予測ᅗ/ᐃ᫬拡散・㝆灰予測ᅗ」「᥎

ᐃᄇ↮ὶ向報」（P195ཧ↷）をᥦ౪しています。

⯟✵㊰火山⅊᝟ሗの例㸦ᅗᙧᘧ㸧

ὀ）火山灰のᾘ散などが予測される場合

「NO VA EXP」と表♧されます。

国内悪天解析図・実況図

国内悪天予想図と

同じ領域において、

航空機の運航に影響

を及ぼす気象や乱気

流の実況などを図表

示し、それらの現況

及び動向についてコ

メントした情報で、

一日６回発表してい

ます。また、同じ領

域に対して、衛星・レーダー・乱気流実況を図表示した国内悪天実況図を

毎時発表しています。

下層悪天予想図/狭域悪天予想図・実況図

小型機の安全と効率的な

運航の支援を主な目的とし

て、雷電や乱気流等の悪天、

雲底の高さ及び雲頂高度、

地上視程等を対象とした下

層悪天予想図を、一日８回

３時間毎に発表しています。

また、東京、中部、関西

の進入管制区に対して、航

空機の安全と効率的な運航の支援を主な目的として、一日８回３時間毎に

狭域悪天予想図及び狭域悪天実況図を発表しています。

下層悪天予想図の例
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火山灰の監視・予測

火山灰の監視では、気象衛星ひまわりなどの衛星画像が重要な役

割を担っています。さらに、「火山監視・警報センター」や「地域火

山監視・警報センター」（P.182）からの情報に加え、各国の火山観

測所や隣接する VAAC、航空機パイロットなどからの情報も活用して

います。火山灰が検知された場合、その高度や移動方向・速度を解

析し、数値予報モデルを用いた拡散予測の結果を航空路火山灰情報

として発表します。

JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA

ひまわり画像で検知された火山噴煙の例

2�3

GUIDEBOOK2023_11�1_1213_2L�1213�2023年1月2�日 午後4時2�分

ᶜ ؾۭߤ৅



気象データ利活用の現状
気象は、農業・水産業、運輸、製造、小売、保険など様々な産業に

影響を与えます。気象庁が実施した調査によれば、産業界全体の６割
以上の企業が自社の事業が気象の影響を受けると考えています。その
内訳は、事業に気象データを高度に利活用している企業が約１割、
「経験と勘」で利用している企業が約２割、気象情報・気象データを
特に事業に利用していない企業が約３割で、気象の影響を受ける企業
の割合に比べ、気象データを高度に利活用している企業の割合が少な
いことがわかっています。

↓調査結果詳細

気象データの利活用の課題は２つあります。１つは、気象データ
をどのように事業に活用できるかが分からない、といった知識や経
験の不足。もう１つは、気象データを利活用できる人材の不足です。
気象庁ではこれらの課題解決のために、気象データのビジネス活

用事例をオンラインセミナーなどを通じて紹介したり、気象データ
を高度に利活用できる人材を確保するために「気象データアナリス
ト育成講座」認定制度を創設するなどの取組を進めています。

いことがわかっています。

↓調査結果詳細
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「気象データアナリスト」とは、気象データを活用して企業にお
けるビジネス創出や課題解決ができる専門的な人材です。こうした
専門的な人材が不足していることが気象データの利活用が進まない
理由の１つとなっています。このため、気象庁は、「気象データア
ナリスト」の育成講座を認定する制度を令和３年２月に創設しまし
た。
気象データの分析のために修得すべき知識・技術（スキルセッ

ト）や育成講座の標準的なカリキュラムとしてカリキュラムガイド
ラインを、気象ビジネス推進コンソーシアムの協力のもと作成しま
した。カリキュラムガイドラインに適合し、かつ経済産業省「第四
次産業革命スキル習得講座」（Reスキル講座）に認定された講座を
「気象データアナリスト育成講座」として気象庁が認定しています。
「気象データアナリスト育成講座」を通じて、受講者は、気象、

ビジネス、データサイエンスについてのスキルを体系的に修得する
ことができ、「気象データアナリスト」として、気象の影響を受け
る企業の即戦力として活躍し、
業務に貢献することが期待
されます。

気象データアナリスト

気象庁認定の
講座はこちら→

気象データアナリスト活躍の場（イメージ）

荷物量・作業量を予測、要
員計画を最適化

物流

過去の出荷/入荷実績等

気象データ

販売
促進

店舗混雑予想情報や割引サー
ビスを顧客へ提供

売上データやSNS

気象データ
発注数の精度向上により
廃棄ロスの減少や底値で
仕入れるなど利益アップ

気象データ

需要
予測

過去の販売・顧客データ

「気象データアナリスト」とは、気象データを活用して企業にお
けるビジネス創出や課題解決ができる専門的な人材です。こうした
専門的な人材が不足していることが気象データの利活用が進まない
理由の１つとなっています。このため、気象庁は、「気象データア
ナリスト」の育成講座を認定する制度を令和３年２月に創設しまし
た。
気象データの分析のために修得すべき知識・技術（スキルセッ

ト）や育成講座の標準的なカリキュラムとしてカリキュラムガイド
ラインを、気象ビジネス推進コンソーシアムの協力のもと作成しま
した。カリキュラムガイドラインに適合し、かつ経済産業省「第四
次産業革命スキル習得講座」（Reスキル講座）に認定された講座を
「気象データアナリスト育成講座」として気象庁が認定しています。
「気象データアナリスト育成講座」を通じて、受講者は、気象、

ビジネス、データサイエンスについてのスキルを体系的に修得する
ことができ、「気象データアナリスト」として、気象の影響を受け
る企業の即戦力として活躍し、
業務に貢献することが期待
されます。

気象データアナリスト

気象庁認定の
講座はこちら→

気象データアナリスト活躍の場（イメージ）

荷物量・作業量を予測、要
員計画を最適化

物流

過去の出荷/入荷実績等

気象データ

販売
促進

店舗混雑予想情報や割引サー
ビスを顧客へ提供

売上データやSNS

気象データ
発注数の精度向上により
廃棄ロスの減少や底値で
仕入れるなど利益アップ

気象データ

需要
予測

過去の販売・顧客データ
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「気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC)」は、産業界における
気象データの利活用を一層推進することを目的に、産学官の連携組
織として平成29年３月に設立されました。会長は東京大学大学院 情
報学環 越塚登教授が務め、令和５年１月１日現在、自治体や企業、
大学、個人の方など1254会員が参加しています。
同コンソーシアムは、先進的気象ビジネスモデルの創出や、気象

ビジネスを推進するための人材育成等の環境整備等の取組を通じて、
社会・経済活動の生産性を向上できるように活動していきます。

気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC）

運営委員会

事務局（気象庁）事務局（気象庁）

人材育成ＷＧ

新規気象ビジネス
創出ＷＧ

総会

WXBC

WGの活動

気象データ
利活用事例集

気象データの利活用の一層の促進、成果（利活用事例等）を全国に展開
気象データの活用による各分野における生産性の向上

農業製造・物流 小売 観光

気象 IT ビジネス

データ分析に関する
研修の様子

WXBCの体制

ワーキンググループ（WG）
の定期的な会合や、セミナー
等の開催を通じて、産業界へ
の気象データの利活用の課題
把握や普及啓発を推進

セミナー等
の様子

2��

GUIDEBOOK2023_1214_121�_2L�121�� GUIDEBOOK2023_1214_121�_2L�121��2023年1月2�日 午後4時32分

ᶝ ຽؒ౳ʹ͓͚Δؾ৅৘ใར׆༻ͷਪਐ ᶝ ຽؒ౳ʹ͓͚Δؾ৅৘ใར׆༻ͷਪਐ



民間気象業務と民間気象業務支援センター

近年の情報通信技術の発展やスマートフォン等の高機能なデバイス
の普及など、社会を取り巻く産業・ビジネス環境は急速に変化してお
り、それに伴い気象情報・データに寄せられる国民や企業の期待と
ニーズはますます増大するとともに、多様化しています。
これらの期待やニーズに応えるために、民間気象事業者等が顧客の

ニーズに合わせたきめ細かい気象情報やオーダーメイドなサービスを
提供しています。気象庁は、これらの民間気象業務を支援するため、
気象業務法第24条の28の規定により、「民間気象業務支援センター」
を指定し（現在、（一財）気象業務支援センターを指定）、同セン
ターを通じて、気象庁が所有する様々な気象情報・データを民間気象
事業者向けに提供しています。
気象庁から民間気象業務支援センターを通じて配信される気象情

報・データ自体は無料ですが、配信に関わる経費（配信設備等の維持
管理経費や監視要員の人件費など）については、受益者負担の原則の
下に、利用者が応分の負担をしています。

気象情報
・特別警報・警報・注意報
・キキクル（危険度分布）
・台風進路予報等

利用者

企業

独自予報

気象観測データ
・気象衛星
・気象レーダー
・地域気象観測（アメダス）等

気象庁

地震・津波、火山情報
・緊急地震速報
・大津波・津波警報・注意報
・噴火警報・予報等

予報業務許可事業者

民間気象事業者等

国民
民
間
気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー
の
配
信
事
業

数値予報資料

＊気象庁が保有する情報

気象庁以外の
観測データ
気温、降水量等

気象予報士が
気象等を予想

地震動、津波等の
技術基準に
基づき予想

独自の予報を発表
気象等に関連する
顧客のニーズに合わせた
サービス

その他事業者

気象等に関連する
顧客のニーズに合わせた
サービス

＊

＊＊
サービス
（予報解説、
需要予測など）

＊

民間気象業務
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気象や地震動等の予報業務の許可制度

気象や地震動等の予報は、国民生活や企業活動に密接に関

わっています。技術的な裏付けのない不適切な予報が提供さ

れた場合、その予報に基づいて行動するなどして被害を受け

てしまうおそれがあります。このようなことがないよう、気

象庁以外の者が予報の業務を行おうとする場合は、気象業務

法第 17条の規定により、気象庁長官の許可を受ける必要が

あります。この制度において、気象・波浪の現象の予想は予

報業務に必要な知識及び技能を有する者（気象予報士）が、

また地震動・火山現象・津波の現象の予想は技術基準に適合

した手法により、行うこととしており、これにより不適切な

予報が提供されないようにしています。

予報業務の許可を受けた事業者（予報業務許可事業者）の

数は 134者（令和５年１月１日現在）であり（巻末資料参照）、

平成19年12月に地震動及び火山現象の予報業務許可制度が

創設されたことを受け、平成 19年度、20年度に事業者数が

大きく増加した以降は、近年やや増加傾向となっています。

（各年度末時点。ただし、令和４年度は令和５年１月１日現在。）

事業者数

年度
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気象予報士について

気象予報士は、平成５年度の気象業務法の改正により創設

された、予報業務を行うために必要な知識と技能を有してい

ると認められた者に与えられる国家資格です。気象予報士の

資格を得るためには、気象予報士試験に合格したうえで、気

象庁長官の登録を受ける必要があります。

気象予報士試験は年２回実施（最初の平成６年度のみ３回

実施）されており、試験科目には、予報業務に関する専門知

識などの学科試験と、気象の予報などの実技試験があります。

令和５年１月１日現在、11,508 人の方が気象予報士とし

て登録されています。

気象予報士登録者数の推移

（各年度末時点。ただし、令和４年度は令和５年１月１日現在。）

人数

年度
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世界気象機関(WMO)

大気や海洋等の状況を把握し、そして予報を行うためには、気象

観測データや予測結果等の国際的な交換や技術協力が不可欠です。

世界気象機関（WMO：World Meteorological Organization）は、

世界の気象業務に係る調和的発展を目標として、昭和 25年に世界気

象機関条約に基づいて設立された国際機関（事務局はジュネーブに

所在）で、翌昭和 26 年に国際連合の専門機関の一つとなりました。

我が国は昭和 28年に加盟し、令和５年１月現在、187か国と６領域

が構成員となっています。

４年毎に開催する世界気象会議（全構成員が出席）で向こう４年

間の予算や事業計画を審議するほか、執行理事会（世界気象会議で

選出された 37名が出席）において事業計画実施の調整・管理に係る

検討を毎年行っています。また、アジア地区等６つの地区協会が各

地区内で気象業務の推進・調整を行うとともに、２つの専門委員会、

研究評議会等の組織が、世界気象監視（WWW：世界の気象観測・通信

網の整備・運用など）計画、世界気候計画（WCP：気候関連資料の収

集、気候予測情報の提供など）、全球大気監視（GAW：温室効果ガス

の観測・データ管理など）計画などの推進のための検討を行ってい

ます。

我が国は加盟以来、アジア地区における気象情報サービスの要と

して中心的な役割を果たしてきており、歴代気象庁長官は執行理事

として WMO の運営に参画しています。また、気象庁の多くの専門家

が専門委員会や地区協会の活動に貢献しています。

６つの地区協会

世界気象会議

２つの専門委員会

及び研究評議会執行理事会

WMO事務局

科学諮問パネル

WMO-IOC合同評議会
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WMO統合全球観測システム(WIGOS)

これまで世界気象機関（WMO）は、全球観測システム（GOS）をは

じめとした複数の観測システムや計画等により様々な観測網の構築

を進めてきましたが、より効率的な観測の実施、データの利用を可

能とするため、異なる目的、異なる実施機関、異なる技術で行われ

る様々な観測を統合して取り扱う WMO 統合全球観測システム

（WIGOS: WMO Integrated Global Observing System）を構築するこ

ととし、2020年から正式運用しています。

WIGOS は様々な観測を「統合」する枠組みであるため、適切に運

用して各種の観測を統合的に取り扱うためには、それぞれの観測メ

タデータが正しく管理され、公開されていることが必要です。また、

品質の良い観測データが正しく流通していることが重要です。WMO

では、世界の各地区・国におけるこれらの実施を支援するため地区

WIGOSセンター（RWC）の設置を進めており、アジア地区では、2021

年から気象庁が「RWC 東京」として中国とともにセンターを担って

います。

RWC 東京ではアジア地区の国々からの観測通報の状況を確認し、

通報状況や観測データの品質に問題が疑われる場合、当該国に連絡

をして対応を促すとともに、必要に応じ支援を行っています。また、

地区内の気象機関の能力向上に関する活動にも取り組んでいます。

また WIGOSにおいては、各国には、気象機関以外の機関との連携、

データの共有、協力の強化を進めて国内観測ネットワークを構築す

ること等も求められ

ています。気象庁は

これらを積極的に実

施し、WIGOSの推進に

取り組んでいます。

全球観測システム

全球大気監視

世界水循環観測システム

全球雪氷圏監視

新しい技術による観測 気象機関以外による観測

WIGOS

WMO統合全球観測システムの概念

WMO情報システム（WIS)

世界気象機関（WMO）情報システム（WIS：WMO Information System）

は、気象に関するデータやプロダクトなどの情報を国際的に効率よく交

換･提供するために、WMOが構築した情報基盤です。従来の GTSによる即

時的なデータ交換に加え、気象衛星や気候データ等の様々な気象情報の

カタログを整備することでデータの検索やアクセスを容易なものとし

ており、気象情報の有効活用を図っています。

WISは、中核となる全球情報

システムセンター（GISC：

Global Information System 

Centre）、各種気象情報を提供

するデータ収集作成センター

（DCPC：Data Collection or 

Production Centre）、各国気

象局（NC：National Centre）

から構成されます。

気象庁は GISC東京として、世界に 15か所ある GISC間でデータやカタ

ログの管理・交換を行うほか、8つの DCPCと１つの NCを運用していま

す。また、GISC東京の責任域国であるカンボジア、タイ、ベトナム、ミ

ャンマー、ラオス、フィ

リピンに対し、WISを通

じた気象業務の支援を

積極的に行い、気象災害

の軽減等に貢献してい

ます。

22�

GUIDEBOOK2023_1220_1233_2L�1221�2023年1月2�日 午後4時�4分

ᶞ ྗڠࡍࠃ ᶞ ྗڠࡍࠃ



WMO統合全球観測システム(WIGOS)

これまで世界気象機関（WMO）は、全球観測システム（GOS）をは

じめとした複数の観測システムや計画等により様々な観測網の構築

を進めてきましたが、より効率的な観測の実施、データの利用を可

能とするため、異なる目的、異なる実施機関、異なる技術で行われ

る様々な観測を統合して取り扱う WMO 統合全球観測システム

（WIGOS: WMO Integrated Global Observing System）を構築するこ

ととし、2020年から正式運用しています。

WIGOS は様々な観測を「統合」する枠組みであるため、適切に運

用して各種の観測を統合的に取り扱うためには、それぞれの観測メ

タデータが正しく管理され、公開されていることが必要です。また、

品質の良い観測データが正しく流通していることが重要です。WMO

では、世界の各地区・国におけるこれらの実施を支援するため地区

WIGOSセンター（RWC）の設置を進めており、アジア地区では、2021

年から気象庁が「RWC 東京」として中国とともにセンターを担って

います。

RWC 東京ではアジア地区の国々からの観測通報の状況を確認し、

通報状況や観測データの品質に問題が疑われる場合、当該国に連絡

をして対応を促すとともに、必要に応じ支援を行っています。また、

地区内の気象機関の能力向上に関する活動にも取り組んでいます。

また WIGOSにおいては、各国には、気象機関以外の機関との連携、

データの共有、協力の強化を進めて国内観測ネットワークを構築す

ること等も求められ

ています。気象庁は

これらを積極的に実

施し、WIGOSの推進に

取り組んでいます。

全球観測システム

全球大気監視

世界水循環観測システム

全球雪氷圏監視

新しい技術による観測 気象機関以外による観測

WIGOS

WMO統合全球観測システムの概念

WMO情報システム（WIS)

世界気象機関（WMO）情報システム（WIS：WMO Information System）

は、気象に関するデータやプロダクトなどの情報を国際的に効率よく交

換･提供するために、WMOが構築した情報基盤です。従来の GTSによる即

時的なデータ交換に加え、気象衛星や気候データ等の様々な気象情報の

カタログを整備することでデータの検索やアクセスを容易なものとし

ており、気象情報の有効活用を図っています。

WISは、中核となる全球情報

システムセンター（GISC：

Global Information System 

Centre）、各種気象情報を提供

するデータ収集作成センター

（DCPC：Data Collection or 

Production Centre）、各国気

象局（NC：National Centre）

から構成されます。

気象庁は GISC東京として、世界に 15か所ある GISC間でデータやカタ

ログの管理・交換を行うほか、8つの DCPCと１つの NCを運用していま

す。また、GISC東京の責任域国であるカンボジア、タイ、ベトナム、ミ

ャンマー、ラオス、フィ

リピンに対し、WISを通

じた気象業務の支援を

積極的に行い、気象災害

の軽減等に貢献してい

ます。
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熱帯低気圧に関する国際的役割

気象庁は、世界気象機関（WMO）の枠組みのもと、北西太平洋の熱

帯低気圧に関する地区特別気象センター（RSMC）に指名されており、

熱帯低気圧 RSMCの東京センター（Tokyo Typhoon Center）を運営し

ています。東京センターでは、責任領域内（次頁）の国や地域が行

う熱帯低気圧の解析や予報への支援を以下のとおり行っています。

１．台風解析・予報等の即時情報の提供

責任領域内に、（１）台風が存在する時、（２）熱帯低気圧が 24

時間以内に台風に発達すると予想される時、（３）台風が 24 時間以

内に域外から進入してくると予想される時、これらの解析や予報、

予報の根拠、数値予測、気象衛星による台風解析などの情報を域内

の各国や地域にリアルタイムで提供しています。

２．その他台風に関する情報の提供及び技術協力

台風の事後解析、毎シーズンの台風の特徴、予報評価などの情報

を報告しているほか、国際的なセミナーや研修を実施して技術協力、

技術移転に寄与しています。また、台風解析・予報技術の高度化や

情報提供方法の改善に向けた研究・技術開発を行い、責任領域内に

提供する情報の充実を図っています。

WMO は、台風による人命と財産の被害を軽減するため、海域ごと

に熱帯低気圧に関する国際地域機関や作業部会を設置しています。

アジア太平洋地域においては、1968年に国連アジア太平洋経済社会

委員会と合同で台風委員会が設置され、現在、日本を含む 14の国と

地域が加盟しています。台風委員会には、気象に加え、水文、防災、

研修・研究をテーマとした部会が設けられており、気象庁は気象作

業部会や研修・研究調整部会のメンバーとして、台風の解析・予報

結果の提供、静止気象衛星ひまわり８号・９号による各種プロダク

トの提供、台風の解析や予報に関する研修等を実施しています。ま

た、水文や防災分野とも連携して、加盟国・地域に対して台風委員

会における様々な活動を推進しながらアジア太平洋の地域防災の向

上に貢献しています。

熱帯低気圧 RSMC東京センターの責任領域

（赤枠）：赤道～北緯 60度、東経 100度～180度

台風委員会の構成

また、国際民間航空機関（ICAO）の枠組みでは、熱帯低気圧情報

センター（TCAC）として、熱帯低気圧に関する情報を航空関係機関

等に提供しています。

諮問作業部会

気象作業部会 水文作業部会 防災作業部会 研修・研究調整部会

メンバー国・地域

台風委員会
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熱帯低気圧に関する国際的役割

気象庁は、世界気象機関（WMO）の枠組みのもと、北西太平洋の熱

帯低気圧に関する地区特別気象センター（RSMC）に指名されており、

熱帯低気圧 RSMCの東京センター（Tokyo Typhoon Center）を運営し

ています。東京センターでは、責任領域内（次頁）の国や地域が行

う熱帯低気圧の解析や予報への支援を以下のとおり行っています。

１．台風解析・予報等の即時情報の提供

責任領域内に、（１）台風が存在する時、（２）熱帯低気圧が 24

時間以内に台風に発達すると予想される時、（３）台風が 24 時間以

内に域外から進入してくると予想される時、これらの解析や予報、

予報の根拠、数値予測、気象衛星による台風解析などの情報を域内

の各国や地域にリアルタイムで提供しています。

２．その他台風に関する情報の提供及び技術協力

台風の事後解析、毎シーズンの台風の特徴、予報評価などの情報

を報告しているほか、国際的なセミナーや研修を実施して技術協力、

技術移転に寄与しています。また、台風解析・予報技術の高度化や

情報提供方法の改善に向けた研究・技術開発を行い、責任領域内に

提供する情報の充実を図っています。

WMO は、台風による人命と財産の被害を軽減するため、海域ごと

に熱帯低気圧に関する国際地域機関や作業部会を設置しています。

アジア太平洋地域においては、1968年に国連アジア太平洋経済社会

委員会と合同で台風委員会が設置され、現在、日本を含む 14の国と

地域が加盟しています。台風委員会には、気象に加え、水文、防災、

研修・研究をテーマとした部会が設けられており、気象庁は気象作

業部会や研修・研究調整部会のメンバーとして、台風の解析・予報

結果の提供、静止気象衛星ひまわり８号・９号による各種プロダク

トの提供、台風の解析や予報に関する研修等を実施しています。ま

た、水文や防災分野とも連携して、加盟国・地域に対して台風委員

会における様々な活動を推進しながらアジア太平洋の地域防災の向

上に貢献しています。

熱帯低気圧 RSMC東京センターの責任領域

（赤枠）：赤道～北緯 60度、東経 100度～180度

台風委員会の構成

また、国際民間航空機関（ICAO）の枠組みでは、熱帯低気圧情報

センター（TCAC）として、熱帯低気圧に関する情報を航空関係機関

等に提供しています。

諮問作業部会

気象作業部会 水文作業部会 防災作業部会 研修・研究調整部会

メンバー国・地域

台風委員会
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全球大気監視(GAW)計画を通じた国際協力

世界気象機関（WMO)は、世界各国の気象機関などの協力の下で地

球環境の監視を行う全球大気監視(GAW)計画を推進しており、全世

界約 540か所（令和４年 12月現在）の観測所で、温室効果ガス、

オゾン層、エーロゾルなどの観測を実施しています。

同計画の下で得られた情報は、GAW 世界資料センター（WDC）な

どを通じて、関係する国際機関・各国政府機関や研究者に提供され、

地球環境問題に対処するための種々施策の立案や、地球環境問題に

関する科学的な理解を深めるために役立っています。

気象庁は、各種観測データを各 WDCに提供しているほか、GAW計

画における国際的なセンター業務のうち、温室効果ガス世界資料セ

ンター（WDCGG）、メタンの全球大気監視世界較正センター（WCC;

アジア・南西太平洋地区）、オゾン全量の測器の全球大気監視地区

較正センター（RCC;アジア地区）、二酸化炭素、メタン及びオゾン

全量の品質保証科学センター（QA/SAC;アジア・南西太平洋地区）

を運営しており、世界的な地球環境の監視に貢献しています。

WMO 全球大気監視(GAW)機構図

中央較正施設(CCL)

世界標準の決定及び維持管理

世界資料センター(WDC)

観測データの収集･解析･提供

世界/地区較正センター
(WCC/RCC)

標準ガスや基準測器の維持管理
及び比較較正

品質保証科学センター
(QA/SAC)

観測データの品質管理及び精度
維持のための技術指導

WMO 研究評議会（Research Board）インフラ
委員会

GAW 観測網
●全球観測所(31か所) ●地域観測所(約 510か所)

環境汚染・大気化学に関する科学運営委員会(EPAC SSC)

科学諮問部会(SAG) 運営委員会(Initiatives Steering Committee)専門家チーム(ET)

サービス
委員会

気象測器の精度維持・向上に関する国際協力

世界気象機関（WMO）は、各国気象機関が保有する気象測器の精度

維持や、それを担う専門家の育成を支援するために 6 つの地区協会

それぞれに地区測器センター（RIC: Regional Instrument Centre）

を指名しており、茨城県つくば市にある気象庁の気象測器検定試験

センターも「RICつくば」としてそれらの活動を行っています。

正確な気象観測を行うために

は、気象測器の精度が保証され

ている必要があります。このた

め、気象庁では国際的な基準

（国際単位系等）に連なる校正

を受けた基準器を保持してお

り、観測で利用する気象測器の

校正を、この基準器を基点に行

うことで、国際的な基準へのト

レーサビリティ（校正の連鎖）

を確立しています。

しかしながら、こうした体制が十分確立されていない国も多くあ

ります。「RICつくば」はアジア地区や他の地区の気象機関からの要

請に応じて各機関の基準器の校正、及び気象測器に関する研修や専

門家派遣を行い、各国におけるトレーサビリティの確立、気象観測

の精度維持を支援しています。

地区協会 地区名 地区測器センター

アルジェ（アルジェリア）

ハボロネ（ボツワナ）
カイロ（エジプト）
ナイロビ（ケニア）
カサブランカ（モロッコ）
北京（中国）
つくば（日本）

第 III 地区 南米 ブエノスアイレス（アルゼンチン）
第 IV 地区 北・中米 ブリッジタウン（バルバドス）

メルボルン(オーストラリア)
マニラ（フィリピン)
トゥールーズ （フランス）
ハンブルグ（ドイツ）
オーバーシュライスハイム（ドイツ）
ブラチスラバ（スロバキア）
リュブリャナ（スロベニア）
アンカラ （トルコ）

第 VI 地区 ヨーロッパ

第 I 地区 アフリカ

第 II 地区 アジア

第 V 地区 南西太平洋

海外での気象測器校正に関する研修の様子
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気象測器の精度維持・向上に関する国際協力

世界気象機関（WMO）は、各国気象機関が保有する気象測器の精度

維持や、それを担う専門家の育成を支援するために 6 つの地区協会

それぞれに地区測器センター（RIC: Regional Instrument Centre）

を指名しており、茨城県つくば市にある気象庁の気象測器検定試験

センターも「RICつくば」としてそれらの活動を行っています。

正確な気象観測を行うために

は、気象測器の精度が保証され

ている必要があります。このた

め、気象庁では国際的な基準

（国際単位系等）に連なる校正

を受けた基準器を保持してお

り、観測で利用する気象測器の

校正を、この基準器を基点に行

うことで、国際的な基準へのト

レーサビリティ（校正の連鎖）

を確立しています。

しかしながら、こうした体制が十分確立されていない国も多くあ

ります。「RICつくば」はアジア地区や他の地区の気象機関からの要

請に応じて各機関の基準器の校正、及び気象測器に関する研修や専

門家派遣を行い、各国におけるトレーサビリティの確立、気象観測

の精度維持を支援しています。

地区協会 地区名 地区測器センター

アルジェ（アルジェリア）

ハボロネ（ボツワナ）
カイロ（エジプト）
ナイロビ（ケニア）
カサブランカ（モロッコ）
北京（中国）
つくば（日本）

第 III 地区 南米 ブエノスアイレス（アルゼンチン）
第 IV 地区 北・中米 ブリッジタウン（バルバドス）

メルボルン(オーストラリア)
マニラ（フィリピン)
トゥールーズ （フランス）
ハンブルグ（ドイツ）
オーバーシュライスハイム（ドイツ）
ブラチスラバ（スロバキア）
リュブリャナ（スロベニア）
アンカラ （トルコ）

第 VI 地区 ヨーロッパ

第 I 地区 アフリカ

第 II 地区 アジア

第 V 地区 南西太平洋

海外での気象測器校正に関する研修の様子
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気候業務向上に関する国際協力

気候は、干ばつ、洪水、熱波、寒波等の極端な現象を始めとして、様々

な形で世界中の人々の生活・社会経済活動に影響を与えています。この

ような気候に関するリスクの軽減を図るため、各国気象機関は、利用目

的に即した、精度の高い気候情報の提供を期待されています。WMO は、

数時間から 6 か月先までを対象とした全球数値予報資料等を提供する

「世界気象センター」及び地区内の気象機関を支援する「地区気候セン

ター（RCC）」による系統的な支援の仕組みを構築しており、気象庁は世

界気象センター及び WMO 第Ⅱ地区（アジア）の RCC に指名されています。

気象庁は、Tokyo Climate Center（TCC）として、WMO 第Ⅱ地区にとど

まらず、広くアジア太平洋地域の気象機関の気候業務を支援し、異常気

象に伴う災害の軽減や農業生産計画、水資源管理等への気候情報の活用

を図っています。TCC は、インターネット等を通じて、各国の季節予報

に必要な数値予報資料やエルニーニョ監視･予測情報、地球温暖化関連情

報、世界の異常気象や大気・海洋・積雪の監視情報等を提供するととも

に、各国の気象機関がこれらの情報等を利用し、自国に適した気候情報

を作成できるようにするための研修や専門家派遣を行い、人材育成を支

援しています。

アルゴ計画
アルゴ（Argo）計画は、世界気象機関（WMO）やユネスコ政府間海洋学委員

会（IOC）などの国際協力のもとで、全世界の海洋に 3,000台以上のアルゴフ

ロート（自動的に浮き沈みする長さ約２ｍの筒状の観測機器）を展開し、全世

界の海洋の状況をリアルタイムで監視するものです。我が国でも気象庁、文部

科学省などが連携して推進しています。

アルゴ計画で収集されたデータは、気象庁の海洋データ同化システムによ

り、海洋の状況の監視に利用されるほか、エルニーニョ予測や季節予報の精度

改善に役立っています。

          

海洋気象観測船等により海

洋に投入されたアルゴフロー

トは、およそ 10日ごとに水深

約 2,000ｍまで降下・浮上を

繰り返し、その際に観測した

海面から水深約 2,000ｍまで

の水温・塩分の鉛直分布デー

タを衛星経由で自動的に通報

します。

アルゴフロートの分布状況

令和４年（2022年）11月 28日現在、3,837台のアルゴフロートが稼動中であり、

そのうち日本が投入したフロート（図中、赤丸）は 199台です。

アルゴ計画
アルゴ（Argo）計画は、世界気象機関（WMO）やユネスコ政府間海洋学委員

会（IOC）などの国際協力のもとで、全世界の海洋に 3,000台以上のアルゴフ

ロート（自動的に浮き沈みする長さ約２ｍの筒状の観測機器）を展開し、全世

界の海洋の状況をリアルタイムで監視するものです。我が国でも気象庁、文部

科学省などが連携して推進しています。

アルゴ計画で収集されたデータは、気象庁の海洋データ同化システムによ

り、海洋の状況の監視に利用されるほか、エルニーニョ予測や季節予報の精度

改善に役立っています。

          

海洋気象観測船等により海

洋に投入されたアルゴフロー

トは、およそ 10日ごとに水深

約 2,000ｍまで降下・浮上を

繰り返し、その際に観測した

海面から水深約 2,000ｍまで

の水温・塩分の鉛直分布デー

タを衛星経由で自動的に通報

します。

アルゴフロートの分布状況

令和４年（2022年）11月 28日現在、3,837台のアルゴフロートが稼動中であり、

そのうち日本が投入したフロート（図中、赤丸）は 199台です。
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気候業務向上に関する国際協力

気候は、干ばつ、洪水、熱波、寒波等の極端な現象を始めとして、様々

な形で世界中の人々の生活・社会経済活動に影響を与えています。この

ような気候に関するリスクの軽減を図るため、各国気象機関は、利用目

的に即した、精度の高い気候情報の提供を期待されています。WMO は、

数時間から 6 か月先までを対象とした全球数値予報資料等を提供する

「世界気象センター」及び地区内の気象機関を支援する「地区気候セン

ター（RCC）」による系統的な支援の仕組みを構築しており、気象庁は世

界気象センター及び WMO 第Ⅱ地区（アジア）の RCC に指名されています。

気象庁は、Tokyo Climate Center（TCC）として、WMO 第Ⅱ地区にとど

まらず、広くアジア太平洋地域の気象機関の気候業務を支援し、異常気

象に伴う災害の軽減や農業生産計画、水資源管理等への気候情報の活用

を図っています。TCC は、インターネット等を通じて、各国の季節予報

に必要な数値予報資料やエルニーニョ監視･予測情報、地球温暖化予測情

報、世界の異常気象や大気・海洋・積雪の監視情報等を提供するととも

に、各国の気象機関がこれらの情報等を利用し、自国に適した気候情報

を作成できるようにするための研修や専門家派遣を行い、人材育成を支

援しています。

アルゴ計画
アルゴ（Argo）計画は、世界気象機関（WMO）やユネスコ政府間海洋学委員

会（IOC）などの国際協力のもとで、全世界の海洋に 3,000台以上のアルゴフ

ロート（自動的に浮き沈みする長さ約２ｍの筒状の観測機器）を展開し、全世

界の海洋の状況をリアルタイムで監視するものです。我が国でも気象庁、文部

科学省などが連携して推進しています。

アルゴ計画で収集されたデータは、気象庁の海洋データ同化システムによ

り、海洋の状況の監視に利用されるほか、エルニーニョ予測や季節予報の精度

改善に役立っています。

          

海洋気象観測船等により海

洋に投入されたアルゴフロー

トは、およそ 10日ごとに水深

約 2,000ｍまで降下・浮上を

繰り返し、その際に観測した

海面から水深約 2,000ｍまで

の水温・塩分の鉛直分布デー

タを衛星経由で自動的に通報

します。

アルゴフロートの分布状況

令和４年（2022年）11月 28日現在、3,837台のアルゴフロートが稼動中であり、

そのうち日本が投入したフロート（図中、赤丸）は 199台です。

アルゴ計画
アルゴ（Argo）計画は、世界気象機関（WMO）やユネスコ政府間海洋学委員

会（IOC）などの国際協力のもとで、全世界の海洋に 3,000台以上のアルゴフ

ロート（自動的に浮き沈みする長さ約２ｍの筒状の観測機器）を展開し、全世

界の海洋の状況をリアルタイムで監視するものです。我が国でも気象庁、文部

科学省などが連携して推進しています。

アルゴ計画で収集されたデータは、気象庁の海洋データ同化システムによ

り、海洋の状況の監視に利用されるほか、エルニーニョ予測や季節予報の精度

改善に役立っています。

          

海洋気象観測船等により海

洋に投入されたアルゴフロー

トは、およそ 10日ごとに水深

約 2,000ｍまで降下・浮上を

繰り返し、その際に観測した

海面から水深約 2,000ｍまで

の水温・塩分の鉛直分布デー

タを衛星経由で自動的に通報

します。

アルゴフロートの分布状況

令和４年（2022年）11月 28日現在、3,837台のアルゴフロートが稼動中であり、

そのうち日本が投入したフロート（図中、赤丸）は 199台です。
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津波に関する国際協力

１．太平洋における津波監視協力体制
気象庁は、北西太平洋における地震を監視し、津波を発生

させるおそれのある大きな地震が発生すると、地震や津波に

関する情報を速やかに周辺各国に通知する「北西太平洋津波

情報センター（NWPTAC: Northwest Pacific Tsunami Advisory 

Center）」を運営しています。このセンターは、「太平洋津波

警戒・減災システムのための政府間調整グループ(ICG/PTWS: 

Intergovernmental Coordination Group for the Pacific 

Tsunami Warning and Mitigation System)」という、太平洋

における国際的な津波防災協力組織の下で活動しており、太

平洋全域の地震・津波の監視及び情報提供を行う米国・ハワ

イの太平洋津波警報センター (PTWC: Pacific Tsunami 

Warning Center)、南シナ海の地震・津波の監視及び情報提

供を行う中国の南シナ海津波情報センター（SCSTAC: South 

China Sea Tsunami Advisory Center）と協力し、太平洋諸

国の津波防災体制に貢献しています。

ICG/PTWSにおける各機関の担当領域

２．国際的な津波情報の提供
  北西太平洋津波情報センターは、北西太平洋域で大きな地

震（マグニチュード 6.5以上）が発生した場合、世界各地の

リアルタイム地震観測データを用いて震源及びマグニチュ

ードを素早く計算し、データベースとして保存された数値シ

ミュレーション結果を用いて、沿岸の予測地点における津波

の到達時刻及び高さを予測します。この結果をもとに「北西

太平洋津波情報」を作成し、関係各国の防災機関に提供しま

す。その後の地震観測データの解析により地震のメカニズム

が判明した場合には、それを用いて数値シミュレーションを

リアルタイムで実施し、その結果に基づき北西太平洋津波情

報の更新を行います。さらに、北西太平洋域の潮位データを

リアルタイムで収集・監視し、実際に津波が観測された場合

はその観測値もあわせて発表します。

また、気象庁は日本海で発生した津波についても、別途「日

本海津波情報」を周辺国に提供しています。

このようにして発表された国際的な津波情報は、それを受

領した関係各国の防災機関が、予想される津波に対する国内

への津波警報発表や住民への避難勧告などの緊急津波防災

措置を行うために活用されます。

北西太平洋津波情報センターによる監視・情報発表体制
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津波に関する国際協力

１．太平洋における津波監視協力体制
気象庁は、北西太平洋における地震を監視し、津波を発生

させるおそれのある大きな地震が発生すると、地震や津波に

関する情報を速やかに周辺各国に通知する「北西太平洋津波

情報センター（NWPTAC: Northwest Pacific Tsunami Advisory 

Center）」を運営しています。このセンターは、「太平洋津波

警戒・減災システムのための政府間調整グループ(ICG/PTWS: 

Intergovernmental Coordination Group for the Pacific 

Tsunami Warning and Mitigation System)」という、太平洋

における国際的な津波防災協力組織の下で活動しており、太

平洋全域の地震・津波の監視及び情報提供を行う米国・ハワ

イの太平洋津波警報センター (PTWC: Pacific Tsunami 

Warning Center)、南シナ海の地震・津波の監視及び情報提

供を行う中国の南シナ海津波情報センター（SCSTAC: South 

China Sea Tsunami Advisory Center）と協力し、太平洋諸

国の津波防災体制に貢献しています。

ICG/PTWSにおける各機関の担当領域

２．国際的な津波情報の提供
  北西太平洋津波情報センターは、北西太平洋域で大きな地

震（マグニチュード 6.5以上）が発生した場合、世界各地の

リアルタイム地震観測データを用いて震源及びマグニチュ

ードを素早く計算し、データベースとして保存された数値シ

ミュレーション結果を用いて、沿岸の予測地点における津波

の到達時刻及び高さを予測します。この結果をもとに「北西

太平洋津波情報」を作成し、関係各国の防災機関に提供しま

す。その後の地震観測データの解析により地震のメカニズム

が判明した場合には、それを用いて数値シミュレーションを

リアルタイムで実施し、その結果に基づき北西太平洋津波情

報の更新を行います。さらに、北西太平洋域の潮位データを

リアルタイムで収集・監視し、実際に津波が観測された場合

はその観測値もあわせて発表します。

また、気象庁は日本海で発生した津波についても、別途「日

本海津波情報」を周辺国に提供しています。

このようにして発表された国際的な津波情報は、それを受

領した関係各国の防災機関が、予想される津波に対する国内

への津波警報発表や住民への避難勧告などの緊急津波防災

措置を行うために活用されます。

北西太平洋津波情報センターによる監視・情報発表体制

23�

GUIDEBOOK2023_1220_1233�122�� GUIDEBOOK2023_1220_1233�1230�2022年12月24日 午後4時31分

ᶞ ྗڠࡍࠃ ᶞ ྗڠࡍࠃ



火山に関する国際協力

火山灰による航空機の被害を回避するため、国際民間航空機関

（ICAO）は世界に９か所の航空路火山灰情報センター（VAAC：

Volcanic Ash Advisory Center）を指名しています（下図）。気象庁

は東京 VAACの運用を担い、東アジア・北西太平洋域及び北極圏の一

部（赤線内）を責任領域として、火山灰の監視を行い、航空路火山

灰情報（P212-213参照）を提供しています。

国外の火山灰の監視においては、各国が運用する火山観測所から

の火山活動に関する情報や隣接する VAACからの火山灰に関する情

報が重要な役割を担っており、東京 VAACでは、これらを航空路火

山灰情報の発表に活用しています。なお、気象庁が運用する気象衛

星ひまわりの画像は、各国の火山灰監視にも活用されています。

他の VAACや関係機関とは、平常時から火山灰予測技術の向上や

国際的な情報提供サービスの改善に向けた国際協力の推進に取り組

んでいます。また、災害等により東京 VAACの運用が困難となった

場合に備え、ダーウィン VAACと協力関係を結び、VAACの機能不全

時に業務を相互に代行支援する体制を構築しています。

各 VAAC責任領域（青枠、●は VAAC所在地、▲は主要火山）
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火山に関する国際協力

航空機の火山灰による被害を回避するため、国際民間航空機関

（ICAO）は世界に９か所の航空路火山灰情報センター（VAAC：

Volcanic Ash Advisory Center）を指名しています（下図）。気象庁

は東京 VAACの運用を担い、東アジア・北西太平洋域及び北極圏の一

部（赤線内）を責任領域として、火山灰の監視を行い、航空路火山

灰情報（P212-213参照）を提供しています。

国外の火山灰の監視においては、各国が運用する火山観測所から

の火山活動に関する情報や隣接する VAACからの火山灰に関する情

報が重要な役割を担っており、東京 VAACでは、これらを航空路火

山灰情報の発表に活用しています。なお、気象庁が運用する気象衛

星ひまわりの画像は、各国の火山灰監視にも活用されています。

他 VAACや関係機関とは、平常時から火山灰予測技術の向上や国

際的な情報提供サービスの改善に向けた国際協力の推進に取り組ん

でいます。また、災害等により東京 VAACの運用が困難となった場

合に備え、ダーウィン VAACと協力関係を結び、VAACの機能不全時

に業務を相互に代行支援する体制を構築しています。

各 VAAC責任領域（青枠、●は VAAC所在地、▲は主要火山）

気象庁が担う主な国際的役割

センター名等（開始年） 担当地区 業 務 内 容

気
象
監
視
・
予
測

世界気象センター（2017 年～） 全世界 全球数値予報資料（数時間先から６か月先まで）の提供

気象衛星センター（1978 年～） アジア・太平洋 アジア・西太平洋域の衛星画像の提供

ナウキャスト RSMC（2018 年～） アジア・太平洋 アジア・西太平洋域の気象実況及び予測資料の提供

波浪数値予報 RSMC（2018 年～） 全世界 海上の波やうねりに関する数値予報資料の提供

海上気象サービス RSMC（2018年～） 北西太平洋 船舶の安全航行のための海上予報・警報等の情報の提供

熱帯低気圧 RSMC（1989 年～）
東アジア・

北西太平洋
台風の解析・予報資料の提供

熱帯低気圧情報センター（1993 年～）
東アジア・

北西太平洋

航空機の安全運航のための熱帯低気圧の観測・解析・予

報資料の提供

航空路火山灰情報センター（1997 年～）
東アジア・

北西太平洋等

航空機の安全運航のための火山噴火・大気中の火山灰の

位置等に関する情報の提供

環境緊急対応 RSMC（1997 年～） アジア
国際原子力機関等の要請に応じた、原子力事故時の有害

物質の拡散予測資料の提供

通
信
・
観
測
シ
ス
テ
ム

全球情報システムセンター（2011 年～） アジア
観測・解析・予報資料及び同資料に関するメタデータの

交換・提供

地区通信センター（1968 年～） 東アジア
東アジア地域の気象機関と他の地域の通信センターと

の中継

地区放射センター（1965 年～） アジア
基準となる日射計の管理、各国の日射計の比較較正及び

指導

地区地上観測データ品質管理リードセンター

（1991 年～）
アジア 地上観測データの入電状況や品質の監視

地区測器センター（1998 年～） アジア 各国の気象測器の校正、研修の実施及び専門家派遣

地区 WIGOS センター（2021 年～） アジア
各国の観測に関するメタデータ管理、観測データ通報・

品質改善の支援

全球気候観測システム地上観測網監視センタ

ー/リードセンター（1999 年～）
全世界 地上気候データの入電状況や品質の監視

地
球
環
境

温室効果ガス世界資料センター（1990 年～） 全世界 温室効果ガス等の観測データの収集・解析・提供

品質保証科学センター（1995年～） アジア・南西太平洋
二酸化炭素、メタン及びオゾン全量の観測データの品質

管理、測器の比較及び指導

全球大気監視世界較正センター（2002 年～） アジア・南西太平洋 メタンの標準ガスの精度維持及び各国観測標準の比較

全球大気監視地区較正センター（2002 年～） アジア
基準となるオゾン全量の測器の管理、各国の測器の比較

較正及び指導

地区気候センター（2009 年～） アジア
季節予報資料、エルニーニョ等気候監視予測情報等の提

供、人材育成支援

海
洋
・
津
波

NEAR-GOOS 地域リアルタイムデータベース

（1996 年～）
北東アジア

北東アジア海域の海洋・海上気象データの収集・解析・

提供

アルゴ計画国別データセンター（2002 年～） 北西太平洋
日本のアルゴフロートで取得した海水温・塩分データの

品質管理・国際交換

北西太平洋津波情報センター（2005 年～） 北西太平洋 北西太平洋沿岸諸国への津波予測情報の提供

RSMC ･･･ 世界気象機関（WMO）が定める地区特別気象センター
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開発途上国への技術支援

気象庁は、開発途上国の気象機関等に対し、世界気象機関（WMO）、

政府開発援助、二国間協力等の様々な枠組みを通じて専門家派遣や

研修等の技術支援を実施しています。

１．WMOを通じた協力

気象庁は、WMO のアジア地区/世界センター（235 ページ）の活動

の一部として、また WMO の様々なプログラムを通じて、途上国への

技術支援を行っています。アジア地区においては、台風の解析・予

測、気象データの国際交換、気候情報の利活用についての研修を定

期的に実施しています。また、アジア太平洋を中心に、地上気象・

高層気象・気象レーダーなどの観測、気象衛星「ひまわり」の利活

用、数値予報等の技術の向上を目的として、各種研修やワークショ

ップにも取り組んでいます。

２．政府開発援助の一環としての技術協力

気象、海洋、地震・火山関連業務における開発途上国への技術移

転を促進するため、気象庁は、外務省、国土交通省及び国際協力機

構（JICA）と協力して、研修員の受け入れや専門家の派遣を行って

います。このうち、気象庁で実施する JICA集団研修「気象業務能力

向上」コースにおいては、昭和 48 年度から令和４年度までに計 77

か国 377 名が研修に参加しており、研修員の多くは研修受講後、母

国の気象業務の発展に主導的な役割を果たしています。

３．二国間の技術協力

開発途上国における気象、海洋、地震・火山関連業務の高度化の

ため、気象庁は、開発途上国からの要望に応じて、気象庁が開発し

た解析・予報プログラムの提供や必要な研修を実施しています。

開発途上国への技術支援

気象庁は、開発途上国の気象機関等に対し、世界気象機関（WMO）、

政府開発援助、二国間協力等の様々な枠組みを通じて専門家派遣や

研修等の技術支援を実施しています。

１．WMOを通じた協力

気象庁は、WMO のアジア地区/世界センター（235 ページ）の活動

の一部として、また WMO の様々なプログラムを通じて、途上国への

技術支援を行っています。アジア地区においては、台風の解析・予

測、気象データの国際交換、気候情報の利活用についての研修を定

期的に実施しています。また、アジア太平洋を中心に、地上気象・

高層気象・気象レーダーなどの観測、気象衛星「ひまわり」の利活

用、数値予報等の技術の向上を目的として、各種研修やワークショ

ップにも取り組んでいます。

２．政府開発援助の一環としての技術協力

気象、海洋、地震・火山関連業務における開発途上国への技術移

転を促進するため、気象庁は、外務省、国土交通省及び国際協力機

構（JICA）と協力して、研修員の受け入れや専門家の派遣を行って

います。このうち、気象庁で実施する JICA集団研修「気象業務能力

向上」コースにおいては、昭和 48 年度から令和４年度までに計 77

か国 377 名が研修に参加しており、研修員の多くは研修受講後、母

国の気象業務の発展に主導的な役割を果たしています。

３．二国間の技術協力

開発途上国における気象、海洋、地震・火山関連業務の高度化の

ため、気象庁は、開発途上国からの要望に応じて、気象庁が開発し

た解析・予報プログラムの提供や必要な研修を実施しています。
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（単位：億円）

区分 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４
自動車安全特別会計 150.1 131.0 132.6 148.6 121.2 116.0
一　般　会　計 574.1 568.0 607.7 594.9 537.2 531.6

計 724.2 699.0 740.3 743.5 658.4 647.6
※本表には政府情報システムに係る経費（デジタル庁一括計上分）を含む。

（単位：億円）

区分 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

物  件  費 214.1 208.7 247.6 236.6 189.6 191.2

人  件  費 359.9 359.3 360.1 358.3 347.5 340.4

計 574.1 568.0 607.7 594.9 537.2 531.6

気 象 庁 の 予 算
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会 計 別 当初予算額 推移 自動車安全特別会計
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一般会計人件費・物件費別推移 物 件 費

人 件 費
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気象ᗇ⤌⧊(௧࿴㸲ᖺ 10᭶㸯᪥⌧ᅾ)

総 務 課

ே ஦ 課

௻ ⏬ 課

気 象 ⾨ ᫍ 課

⤒ 理 管 理 官

総 務 部

情 報 ᇶ ┙ 部

情 報 ᨻ ⟇ 課

情報฼⏝᥎㐍課

ᩘ ್ 予 報 課

情報通信ᇶ┙課

大 気 海 洋 部

業 務 課

気象リࢡࢫᑐ⟇課

予 報 課

地 震 火 山 部

管 理 課

地震津波監視課

課
火 山 監 視 課

課地震火山技術・調査課

観測整ഛ計⏬課

気 候 情 報 課

環境・海洋気象課

ᅜ ᅵ ஺ 通 ┬

気 象 ᗇ

次 長

ཧ஦官 (２ )

気 象 ◊ ✲ 所

気象⾨ᫍセンター

㧗 ᒙ 気 象 台

地 ☢ 気 観 測 所

気 象 大 Ꮫ ᰯ

஺通ᨻ⟇ᑂ㆟会

気 象 ศ ⛉ 会

気象防災監

ᅜ㝿・⯟✵気象管理官
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管 区 気 象 台

総 務 部

気 象 防 災 部

総 務 課

会 計 課

業 務 課

観 測 課

防 災 調 査 課

予 報 課

地 震 火 山 課

通 信 課

地球環境・海洋課

技 術 課

総 務 課

会 計 課

業 務 課

沖 縄 気 象 台

(札幌、仙台、東京、大阪、福岡)

地方気象台

測 候 所

（東京を除く。）

地 震 情 報 官

地方気象台

次  長 (２)

次  長

危 機 管 理 調 整 官

気象防災情報調整官

危 機 管 理 調 整 官

火山防災情報調整官

（東京・大阪を除く。）

防 災 調 査 課

予 報 課

観 測 課

地 震 火 山 課

地球環境・海洋課

課

気候変動・海洋情報調整官

地震津波火山防災情報調整官

気象防災情報調整官

地震津波火山防災情報調整官

気候変動・海洋情報調整官

（東京に限る。）

（東京を除く。）

（東京を除く。）

（東京に限る。）

（大阪に限る。）

（東京を除く。）

地域火山監視・
警 報 セ ン タ ー （東京、大阪を除く。）

情報セキュリティ管理官

情報セキュリティ管理官
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官 署 名
気象庁(本庁) 105-8431 東京都港区⹡ノ㛛3丁目6番9号

03-6758-3900
ᩘ್ணሗ㛤Ⓨࢭンࢱー 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番2

029-851-4782
㐠⏝ᐊ࣒ࢸࢫࢩ 204-0012 東京都Ύ瀬市中Ύ戸3丁目235番地

042-493-1104
∗島気象ほ測所 100-2101 東京都小笠ཎ村∗島字西町

04998-2-2321
南鳥島気象ほ測所 東京都小笠ཎ村南鳥島

෽㢼୸ 東京都港区台場1丁目2番ඛ�気象庁ᱞᶫ

ၨ㢼୸ 東京都港区台場1丁目2番ඛ�気象庁ᱞᶫ

航空஺通気象ࢭンࢱー 811-0204 福岡県福岡市東区大字奈多字小瀬ᢤ1302番地17
092-608-8191

航空஺通気象ࢭンࢱー᪂༓ṓ⌜ 066-0012 北海㐨༓ṓ市美ࠎ�᪂༓ṓ空港内

航空஺通気象ࢭンࢱー㤳都ᅪ⌜ 144-0041 東京都大田区⩚田空港3丁目3番1号

気象測ჾ᳨ᐃヨ㦂ࢭンࢱー 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番2
029-851-4121

日本海海ὒ気象ࢭンࢱー 624-0946 京都府⯙㭯市字下福井901番地(⯙㭯港‴合同庁舎)
0773-76-4113

大気⎔ቃほ測所 022-0211 ᒾ手県大⯪Ώ市୕㝣町⥤里字田浜下1番地25

ఀ㇋大島火山防災連絡事務所 100-0101 東京都大島町元町1丁目1番14号(大島町役場内)
04992-2-1166

୕Ꮿ島火山防災連絡事務所 100-1212 東京都୕Ꮿ島୕Ꮿ村阿古497番地(୕Ꮿ村役場⮫᫬庁舎内)
04994-5-0980

ὸ㛫山火山防災連絡事務所 389-0111 長野県北佐久郡㍍井ἑ町大字長಴字北ᾆ1706番地8(㍍井ἑᾘ防⨫内)

0267-45-2167
気象◊✲所 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番1

029-853-8552
気象⾨ᫍࢭンࢱー 204-0012 東京都Ύ瀬市中Ύ戸3丁目235番地

042-493-1111
高ᒙ気象台 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番2

029-851-4125
地☢気ほ測所 315-0116 Ⲉ城県石岡市ᰠ岡595番地

0299-43-1151
気象大Ꮫᰯ 277-0852 ༓ⴥ県᯽市᪫町7丁目4番81号

04-7144-7185
ᮐᖠ管区気象台 060-0002 北海㐨ᮐᖠ市中央区北2᮲西18丁目2番地

011-611-6127
ภ館地方気象台 041-0806 北海㐨ภ館市美ཎ3丁目4番4号(ภ館第2地方合同庁舎)

0138-46-2214
᪫川地方気象台 078-8391 北海㐨᪫川市宮前1᮲3丁目3番15号(᪫川合同庁舎)

0166-32-7101
ᐊ⹒地方気象台 051-0012 北海㐨ᐊ⹒市山手町2丁目6番8号

0143-22-2598
㔲㊰地方気象台 085-8586 北海㐨㔲㊰市ᖾ町10丁目3番地(㔲㊰地方合同庁舎)

0154-31-5145
ᖏ広測候所 080-0804 北海㐨ᖏ広市東4᮲南9丁目2番地1

0155-25-2334
⥙㉮地方気象台 093-0031 北海㐨⥙㉮市台町2丁目1番6号

0152-44-6891
⛶内地方気象台 097-0023 北海㐨⛶内市㛤㐠2丁目2番1号(⛶内港‴合同庁舎)

0162-23-6016
᪂༓ṓ航空測候所 066-0012 北海㐨༓ṓ市美ࠎ�᪂༓ṓ空港内

0123-45-7713

全国気象官署等一覧（令和5年3月31日現在）
所   在   地

官 署 名

全国気象官署等一覧（令和5年3月31日現在）
所   在   地

௝台管区気象台 983-0842 宮城県௝台市宮城野区஬㍯1丁目3番15号(௝台第3合同庁舎)
022-297-8100

㟷᳃地方気象台 030-0966 㟷᳃県㟷᳃市ⰼᅬ1丁目17番19号
017-741-7412

┒岡地方気象台 020-0821 ᒾ手県┒岡市山⋤町7番60号
019-622-7869

⛅田地方気象台 010-0951 ⛅田県⛅田市山⋤7丁目1番4号(⛅田第2合同庁舎)
018-824-0376

山ᙧ地方気象台 990-0041 山ᙧ県山ᙧ市⥳町1丁目5番77号
023-624-1946

福島地方気象台 960-8018 福島県福島市松ᮌ町1番9号
024-534-6724

௝台航空測候所 989-2401 宮城県名取市下ቑ田字南ཎ
022-383-3795

東京管区気象台 204-8501 東京都Ύ瀬市中Ύ戸3丁目235番地
042-497-7182

Ỉ戸地方気象台 310-0066 Ⲉ城県Ỉ戸市㔠町1丁目4番6号
029-224-1107

Ᏹ都宮地方気象台 320-0845 ᰣᮌ県Ᏹ都宮市᫂ಖ野町1番4号(Ᏹ都宮第2地方合同庁舎)
028-633-2766

前ᶫ地方気象台 371-0026 ⩌㤿県前ᶫ市大手町2丁目3番1号（前ᶫ地方合同庁舎）
027-896-1190

熊㇂地方気象台 360-0814 ᇸ⋢県熊㇂市ᱜ町1丁目6番10号
048-521-7911

㖯Ꮚ地方気象台 288-0001 ༓ⴥ県㖯Ꮚ市川口町2丁目6431番地(㖯Ꮚ港‴合同庁舎)
0479-22-0374

ᶓ浜地方気象台 231-0862 神奈川県ᶓ浜市中区山手町99番地
045-621-1563

᪂₲地方気象台 950-0954 ᪂₲県᪂₲市中央区美ဏ町1丁目2番1号(᪂₲美ဏ合同庁舎2号館)
025-281-5873

ᐩ山地方気象台 930-0892 ᐩ山県ᐩ山市石ᆏ2415
076-432-2332

㔠ἑ地方気象台 920-0024 石川県㔠ἑ市西ᛕ3丁目4番1号(㔠ἑ駅西合同庁舎)
076-260-1461

福井地方気象台 910-0857 福井県福井市㇏島2丁目5番2号
0776-24-0096

⏥府地方気象台 400-0035 山᲍県⏥府市㣤田4丁目7番29号
055-222-3634

長野地方気象台 380-0801 長野県長野市⟽ΎỈ1丁目8番18号
026-232-2738

ᒱ㜧地方気象台 500-8484 ᒱ㜧県ᒱ㜧市ຍ⣡஧அ୸6番地
058-271-4109

㟼岡地方気象台 422-8006 㟼岡県㟼岡市㥴Ἑ区᭤㔠2丁目1番5号
054-286-6919

名古屋地方気象台 464-0039 愛知県名古屋市༓✀区日和町2丁目18番地
052-751-5577

津地方気象台 514-0002 ୕㔜県津市島崎町327番地2(津第஧地方合同庁舎)
059-228-4745

ᡂ田航空地方気象台 282-0004 ༓ⴥ県ᡂ田市古㎸字㎸前133番地(ᡂ田ᅜ㝿空港管⌮ࣝࣅ内)
0476-32-6550

東京航空地方気象台 144-0041 東京都大田区⩚田空港3丁目3番1号
03-5757-9674

中部航空地方気象台 479-0881 愛知県ᖖ⁥市ࢭントࣞ1࢔丁目1番地
0569-38-0001
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官 署 名
気象庁(本庁) 105-8431 東京都港区⹡ノ㛛3丁目6番9号

03-6758-3900
ᩘ್ணሗ㛤Ⓨࢭンࢱー 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番2

029-851-4782
㐠⏝ᐊ࣒ࢸࢫࢩ 204-0012 東京都Ύ瀬市中Ύ戸3丁目235番地

042-493-1104
∗島気象ほ測所 100-2101 東京都小笠ཎ村∗島字西町

04998-2-2321
南鳥島気象ほ測所 東京都小笠ཎ村南鳥島

෽㢼୸ 東京都港区台場1丁目2番ඛ�気象庁ᱞᶫ

ၨ㢼୸ 東京都港区台場1丁目2番ඛ�気象庁ᱞᶫ

航空஺通気象ࢭンࢱー 811-0204 福岡県福岡市東区大字奈多字小瀬ᢤ1302番地17
092-608-8191

航空஺通気象ࢭンࢱー᪂༓ṓ⌜ 066-0012 北海㐨༓ṓ市美ࠎ�᪂༓ṓ空港内

航空஺通気象ࢭンࢱー㤳都ᅪ⌜ 144-0041 東京都大田区⩚田空港3丁目3番1号

気象測ჾ᳨ᐃヨ㦂ࢭンࢱー 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番2
029-851-4121

日本海海ὒ気象ࢭンࢱー 624-0946 京都府⯙㭯市字下福井901番地(⯙㭯港‴合同庁舎)
0773-76-4113

大気⎔ቃほ測所 022-0211 ᒾ手県大⯪Ώ市୕㝣町⥤里字田浜下1番地25

ఀ㇋大島火山防災連絡事務所 100-0101 東京都大島町元町1丁目1番14号(大島町役場内)
04992-2-1166

୕Ꮿ島火山防災連絡事務所 100-1212 東京都୕Ꮿ島୕Ꮿ村阿古497番地(୕Ꮿ村役場⮫᫬庁舎内)
04994-5-0980

ὸ㛫山火山防災連絡事務所 389-0111 長野県北佐久郡㍍井ἑ町大字長಴字北ᾆ1706番地8(㍍井ἑᾘ防⨫内)

0267-45-2167
気象◊✲所 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番1

029-853-8552
気象⾨ᫍࢭンࢱー 204-0012 東京都Ύ瀬市中Ύ戸3丁目235番地

042-493-1111
高ᒙ気象台 305-0052 Ⲉ城県ࡤࡃࡘ市長ᓠ1番2

029-851-4125
地☢気ほ測所 315-0116 Ⲉ城県石岡市ᰠ岡595番地

0299-43-1151
気象大Ꮫᰯ 277-0852 ༓ⴥ県᯽市᪫町7丁目4番81号

04-7144-7185
ᮐᖠ管区気象台 060-0002 北海㐨ᮐᖠ市中央区北2᮲西18丁目2番地

011-611-6127
ภ館地方気象台 041-0806 北海㐨ภ館市美ཎ3丁目4番4号(ภ館第2地方合同庁舎)

0138-46-2214
᪫川地方気象台 078-8391 北海㐨᪫川市宮前1᮲3丁目3番15号(᪫川合同庁舎)

0166-32-7101
ᐊ⹒地方気象台 051-0012 北海㐨ᐊ⹒市山手町2丁目6番8号

0143-22-2598
㔲㊰地方気象台 085-8586 北海㐨㔲㊰市ᖾ町10丁目3番地(㔲㊰地方合同庁舎)

0154-31-5145
ᖏ広測候所 080-0804 北海㐨ᖏ広市東4᮲南9丁目2番地1

0155-25-2334
⥙㉮地方気象台 093-0031 北海㐨⥙㉮市台町2丁目1番6号

0152-44-6891
⛶内地方気象台 097-0023 北海㐨⛶内市㛤㐠2丁目2番1号(⛶内港‴合同庁舎)

0162-23-6016
᪂༓ṓ航空測候所 066-0012 北海㐨༓ṓ市美ࠎ�᪂༓ṓ空港内

0123-45-7713

全国気象官署等一覧（令和5年3月31日現在）
所   在   地

官 署 名

全国気象官署等一覧（令和5年3月31日現在）
所   在   地

௝台管区気象台 983-0842 宮城県௝台市宮城野区஬㍯1丁目3番15号(௝台第3合同庁舎)
022-297-8100

㟷᳃地方気象台 030-0966 㟷᳃県㟷᳃市ⰼᅬ1丁目17番19号
017-741-7412

┒岡地方気象台 020-0821 ᒾ手県┒岡市山⋤町7番60号
019-622-7869

⛅田地方気象台 010-0951 ⛅田県⛅田市山⋤7丁目1番4号(⛅田第2合同庁舎)
018-824-0376

山ᙧ地方気象台 990-0041 山ᙧ県山ᙧ市⥳町1丁目5番77号
023-624-1946

福島地方気象台 960-8018 福島県福島市松ᮌ町1番9号
024-534-6724

௝台航空測候所 989-2401 宮城県名取市下ቑ田字南ཎ
022-383-3795

東京管区気象台 204-8501 東京都Ύ瀬市中Ύ戸3丁目235番地
042-497-7182

Ỉ戸地方気象台 310-0066 Ⲉ城県Ỉ戸市㔠町1丁目4番6号
029-224-1107

Ᏹ都宮地方気象台 320-0845 ᰣᮌ県Ᏹ都宮市᫂ಖ野町1番4号(Ᏹ都宮第2地方合同庁舎)
028-633-2766

前ᶫ地方気象台 371-0026 ⩌㤿県前ᶫ市大手町2丁目3番1号（前ᶫ地方合同庁舎）
027-896-1190

熊㇂地方気象台 360-0814 ᇸ⋢県熊㇂市ᱜ町1丁目6番10号
048-521-7911

㖯Ꮚ地方気象台 288-0001 ༓ⴥ県㖯Ꮚ市川口町2丁目6431番地(㖯Ꮚ港‴合同庁舎)
0479-22-0374

ᶓ浜地方気象台 231-0862 神奈川県ᶓ浜市中区山手町99番地
045-621-1563

᪂₲地方気象台 950-0954 ᪂₲県᪂₲市中央区美ဏ町1丁目2番1号(᪂₲美ဏ合同庁舎2号館)
025-281-5873

ᐩ山地方気象台 930-0892 ᐩ山県ᐩ山市石ᆏ2415
076-432-2332

㔠ἑ地方気象台 920-0024 石川県㔠ἑ市西ᛕ3丁目4番1号(㔠ἑ駅西合同庁舎)
076-260-1461

福井地方気象台 910-0857 福井県福井市㇏島2丁目5番2号
0776-24-0096

⏥府地方気象台 400-0035 山᲍県⏥府市㣤田4丁目7番29号
055-222-3634

長野地方気象台 380-0801 長野県長野市⟽ΎỈ1丁目8番18号
026-232-2738

ᒱ㜧地方気象台 500-8484 ᒱ㜧県ᒱ㜧市ຍ⣡஧அ୸6番地
058-271-4109

㟼岡地方気象台 422-8006 㟼岡県㟼岡市㥴Ἑ区᭤㔠2丁目1番5号
054-286-6919

名古屋地方気象台 464-0039 愛知県名古屋市༓✀区日和町2丁目18番地
052-751-5577

津地方気象台 514-0002 ୕㔜県津市島崎町327番地2(津第஧地方合同庁舎)
059-228-4745

ᡂ田航空地方気象台 282-0004 ༓ⴥ県ᡂ田市古㎸字㎸前133番地(ᡂ田ᅜ㝿空港管⌮ࣝࣅ内)
0476-32-6550

東京航空地方気象台 144-0041 東京都大田区⩚田空港3丁目3番1号
03-5757-9674

中部航空地方気象台 479-0881 愛知県ᖖ⁥市ࢭントࣞ1࢔丁目1番地
0569-38-0001
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官 署 名

全国気象官署等一覧（令和5年3月31日現在）
所   在   地

大阪管区気象台 540-0008 大阪府大阪市中央区大手前4丁目1番76号(大阪合同庁舎第4号館)
06-6949-6300

彦根地方気象台 522-0068 滋賀県彦根市城町2丁目5番25号
0749-23-2582

京都地方気象台 604-8482 京都府京都市中京区西ノ京笠殿町38番地（京都地方合同庁舎）
075-823-4302

神戸地方気象台 651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1丁目4番3号(神戸防災合同庁舎)
078-222-8901

奈良地方気象台 630-8307 奈良県奈良市西紀寺町12番地1
0742-22-4445

和歌山地方気象台 640-8230 和歌山県和歌山市男野芝丁4番地
073-432-0632

鳥取地方気象台 680-0842 鳥取県鳥取市吉方109番地(鳥取第3地方合同庁舎)
0857-29-1312

松江地方気象台 690-0017 島根県松江市西津田7丁目1番11号
0852-21-3794

岡山地方気象台 700-0984 岡山県岡山市北区桑田町1番36号(岡山地方合同庁舎)
086-223-1721

広島地方気象台 730-0012 広島県広島市中区上八丁堀6番30号(広島合同庁舎4号館)
082-223-3950

徳島地方気象台 770-0864 徳島県徳島市大和町2丁目3番36号
088-622-2265

高松地方気象台 760-0019 香川県高松市サンポート3番33号(高松サンポート合同庁舎南館)
087-826-6121

松山地方気象台 790-0873 愛媛県松山市北持田町102番地
089-941-6293

高知地方気象台 780-0870 高知県高知市本町4丁目3番41号(高知地方合同庁舎)
088-822-8883

関西航空地方気象台 549-0011 大阪府泉南郡田尻町泉州空港中1番地
072-455-1250

福岡管区気象台 810-0052 福岡県福岡市中央区大濠1丁目2番36号
092-725-3601

下関地方気象台 750-0025 山口県下関市竹崎町4丁目6番1号(下関地方合同庁舎)
083-234-4005

佐賀地方気象台 840-0801 佐賀県佐賀市駅前中央3丁目3番20号(佐賀第2合同庁舎)
0952-32-7025

長崎地方気象台 850-0931 長崎県長崎市南山手町11番51号
095-811-4863

熊本地方気象台 860-0047 熊本県熊本市西区春日2丁目10番1号(熊本地方合同庁舎A棟)
096-352-7740

大分地方気象台 870-0023 大分県大分市長浜町3丁目1番38号
097-532-0667

宮崎地方気象台 880-0032 宮崎県宮崎市霧島5丁目1番地4
0985-25-4033

鹿児島地方気象台 890-0068 鹿児島県鹿児島市東郡元町4番1号(鹿児島第2地方合同庁舎)
099-250-9911

名瀬測候所 894-0026 鹿児島県奄美市名瀬港町8番1号
0997-52-0204

福岡航空地方気象台 812-0005 福岡県福岡市博多区大字上臼井字屋敷295番地
092-621-3945

阿蘇山火山防災連絡事務所 869-2695 熊本県阿蘇市一の宮町宮地504番地1(阿蘇市役所北側別館内)
0967-22-3312

口永良部島火山防災連絡事務所 891-4207 鹿児島県熊毛郡屋久島町小瀬田849番地20(屋久島町役場庁舎内)
0997-49-4531

沖縄気象台 900-8517 沖縄県那覇市樋川1丁目15番15号(那覇第一地方合同庁舎)
098-833-4281

宮古島地方気象台 906-0013 沖縄県宮古島市平良字下里1020番地7
0980-72-3050

石垣島地方気象台 907-0004 沖縄県石垣市字登野城428番地
0980-82-2155

南大東島地方気象台 901-3805 沖縄県島尻郡南大東村字在所306番地
09802-2-2535

那覇航空測候所 901-0143 沖縄県那覇市安次嶺531番地3(那覇空港統合庁舎)
098-857-3192

気象庁ロゴマークとキャッチコピー

気象庁は平成 12年（2000年）創立 125周年を迎え、また 21世紀

を迎えた平成 13 年（2001 年）１月６日の中央省庁の再編に伴い、

国土交通省の外局となったことを契機として気象庁新世紀記念事業

を実施しました。この事業の一環として、気象庁のロゴマークとキ

ャッチコピーを職員から募集し、投票により以下のとおり決定しま

した。

中心の球は大気圏に包まれる地球を表し、表面に地

球を周回する大気の流れを描いています。

全体としては芽吹き、海の波など地球が抱える自

然現象をも表現するものとしています。

キャッチコピー 「 守ります 人と 自然と この地球 」

自然災害から国民の生命と財産を守るため、自然の変化を常に監

視し、自然災害の発生・拡大を未然に防ぐ役割を担う気象業務の重

要性をあらわしている標語です。

気象庁マスコットキャラクター「はれるん」

気象庁に対してより一層親近感を抱いていただくために、気象庁

マスコットキャラクターを作成しました。デザインはコンペ方式、

愛称は一般公募にて選考しました。

このマスコットは、「太陽」、「雲」、「雨」などをモチーフとしてお

り、「地球」をイメージすることのできるキャラクターです。また、

マスコットの手には、災害のない、調和のとれた地球への祈りを奏

でる緑のタクトが握られています。このマス

コットキャラクターは平成 16 年６月１日か

ら、気象庁の「気象科学館」や各地の気象台

等にお目見えするとともに、自然災害の防止・

軽減や地球環境問題などに取り組むための地

域の各種イベントで活躍しています。
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官 署 名

全国気象官署等一覧（令和5年3月31日現在）
所   在   地

大阪管区気象台 540-0008 大阪府大阪市中央区大手前4丁目1番76号(大阪合同庁舎第4号館)
06-6949-6300

彦根地方気象台 522-0068 滋賀県彦根市城町2丁目5番25号
0749-23-2582

京都地方気象台 604-8482 京都府京都市中京区西ノ京笠殿町38番地（京都地方合同庁舎）
075-823-4302

神戸地方気象台 651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1丁目4番3号(神戸防災合同庁舎)
078-222-8901

奈良地方気象台 630-8307 奈良県奈良市西紀寺町12番地1
0742-22-4445

和歌山地方気象台 640-8230 和歌山県和歌山市男野芝丁4番地
073-432-0632

鳥取地方気象台 680-0842 鳥取県鳥取市吉方109番地(鳥取第3地方合同庁舎)
0857-29-1312

松江地方気象台 690-0017 島根県松江市西津田7丁目1番11号
0852-21-3794

岡山地方気象台 700-0984 岡山県岡山市北区桑田町1番36号(岡山地方合同庁舎)
086-223-1721

広島地方気象台 730-0012 広島県広島市中区上八丁堀6番30号(広島合同庁舎4号館)
082-223-3950

徳島地方気象台 770-0864 徳島県徳島市大和町2丁目3番36号
088-622-2265

高松地方気象台 760-0019 香川県高松市サンポート3番33号(高松サンポート合同庁舎南館)
087-826-6121

松山地方気象台 790-0873 愛媛県松山市北持田町102番地
089-941-6293

高知地方気象台 780-0870 高知県高知市本町4丁目3番41号(高知地方合同庁舎)
088-822-8883

関西航空地方気象台 549-0011 大阪府泉南郡田尻町泉州空港中1番地
072-455-1250

福岡管区気象台 810-0052 福岡県福岡市中央区大濠1丁目2番36号
092-725-3601

下関地方気象台 750-0025 山口県下関市竹崎町4丁目6番1号(下関地方合同庁舎)
083-234-4005

佐賀地方気象台 840-0801 佐賀県佐賀市駅前中央3丁目3番20号(佐賀第2合同庁舎)
0952-32-7025

長崎地方気象台 850-0931 長崎県長崎市南山手町11番51号
095-811-4863

熊本地方気象台 860-0047 熊本県熊本市西区春日2丁目10番1号(熊本地方合同庁舎A棟)
096-352-7740

大分地方気象台 870-0023 大分県大分市長浜町3丁目1番38号
097-532-0667

宮崎地方気象台 880-0032 宮崎県宮崎市霧島5丁目1番地4
0985-25-4033

鹿児島地方気象台 890-0068 鹿児島県鹿児島市東郡元町4番1号(鹿児島第2地方合同庁舎)
099-250-9911

名瀬測候所 894-0026 鹿児島県奄美市名瀬港町8番1号
0997-52-0204

福岡航空地方気象台 812-0005 福岡県福岡市博多区大字上臼井字屋敷295番地
092-621-3945

阿蘇山火山防災連絡事務所 869-2695 熊本県阿蘇市一の宮町宮地504番地1(阿蘇市役所北側別館内)
0967-22-3312

口永良部島火山防災連絡事務所 891-4207 鹿児島県熊毛郡屋久島町小瀬田849番地20(屋久島町役場庁舎内)
0997-49-4531

沖縄気象台 900-8517 沖縄県那覇市樋川1丁目15番15号(那覇第一地方合同庁舎)
098-833-4281

宮古島地方気象台 906-0013 沖縄県宮古島市平良字下里1020番地7
0980-72-3050

石垣島地方気象台 907-0004 沖縄県石垣市字登野城428番地
0980-82-2155

南大東島地方気象台 901-3805 沖縄県島尻郡南大東村字在所306番地
09802-2-2535

那覇航空測候所 901-0143 沖縄県那覇市安次嶺531番地3(那覇空港統合庁舎)
098-857-3192

気象庁ロゴマークとキャッチコピー

気象庁は平成 12年（2000年）創立 125周年を迎え、また 21世紀

を迎えた平成 13 年（2001 年）１月６日の中央省庁の再編に伴い、

国土交通省の外局となったことを契機として気象庁新世紀記念事業

を実施しました。この事業の一環として、気象庁のロゴマークとキ

ャッチコピーを職員から募集し、投票により以下のとおり決定しま

した。

中心の球は大気圏に包まれる地球を表し、表面に地

球を周回する大気の流れを描いています。

全体としては芽吹き、海の波など地球が抱える自

然現象をも表現するものとしています。

キャッチコピー 「 守ります 人と 自然と この地球 」

自然災害から国民の生命と財産を守るため、自然の変化を常に監

視し、自然災害の発生・拡大を未然に防ぐ役割を担う気象業務の重

要性をあらわしている標語です。

気象庁マスコットキャラクター「はれるん」

気象庁に対してより一層親近感を抱いていただくために、気象庁

マスコットキャラクターを作成しました。デザインはコンペ方式、

愛称は一般公募にて選考しました。

このマスコットは、「太陽」、「雲」、「雨」などをモチーフとしてお

り、「地球」をイメージすることのできるキャラクターです。また、

マスコットの手には、災害のない、調和のとれた地球への祈りを奏

でる緑のタクトが握られています。このマス

コットキャラクターは平成 16 年６月１日か

ら、気象庁の「気象科学館」や各地の気象台

等にお目見えするとともに、自然災害の防止・

軽減や地球環境問題などに取り組むための地

域の各種イベントで活躍しています。
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気象研究所
気象研究所は、気象庁が発表する気象や地震火山、気候等の

各種情報の改善に向けた研究を実施しています。

研究課題は、基盤研究、課題解決型研究、地震・津波・火山

研究及び応用気象研究に分類した上で、外部有識者による研究

評価を取り入れつつ、重点的に実施しています。

また、重大な自然災害発生時には、機動的に研究を行い社会

にいち早く情報を発信するための緊急研究課題を、必要に応じ

て立ち上げます。

気象研究所の業務

気象研究所の研究成果は広く公開しており、国内外の研究者

の活動推進に役立てられています。また、研究成果の社会還元

のための広報イベント等も開催しています。

更に、気象研究所では、国際的な技術協力や技術支援等の活

動も積極的に推進しています。 現在研究に活用している

フェーズドアレイレーダー

令和元年度研究成果発表会

（令和 2年度から４年度はオンライン開催）

研究成果の活用

気象庁における業務化・業務改善への貢献

気象研究所の研究成果は、気象庁のさまざまな業務に活用されています。

（例）

・緊急地震速報 PLUM法の運用開始(平成 29年度)

・台風強度予報（5日先）の運用開始（平成 30年度）

・黄砂情報の改善（令和元年度）

・海洋情報の改善（令和２年度）

・季節アンサンブル予報システムの気象庁本庁との共同開発・現業運用（令和

３年度）

アウトリーチ及び広報活動

気象研究所における研究成果は、論文や学会発表等により国内外の研究者に供

されるとともに、一般向けの広報イベントや施設見学の受け入れを実施し、一

般への成果及び知識の普及に努めています。

・気象研究所研究成果発表会の実施

・一般公開（科学技術週間、お天気フェア）の実施

・気象研究所ホームページ内「学びのページ」等オンラインによる普及活動

・団体を対象とした施設見学

・科学関連イベントへの出展

・顕著な研究成果に関する報道発表・お知らせ（令和３年度４件）

社会への貢献

気象研究所の研究成果は、さまざまな形で社会へ貢献しています。

・地域防災への貢献

・地球温暖化適応策の地域支援

・IPCCをはじめとした各種委員会等を通じた国際貢献
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気象研究所
気象研究所は、気象庁が発表する気象や地震火山、気候等の

各種情報の改善に向けた研究を実施しています。

研究課題は、基盤研究、課題解決型研究、地震・津波・火山

研究及び応用気象研究に分類した上で、外部有識者による研究

評価を取り入れつつ、重点的に実施しています。

また、重大な自然災害発生時には、機動的に研究を行い社会

にいち早く情報を発信するための緊急研究課題を、必要に応じ

て立ち上げます。

気象研究所の業務

気象研究所の研究成果は広く公開しており、国内外の研究者

の活動推進に役立てられています。また、研究成果の社会還元

のための広報イベント等も開催しています。

更に、気象研究所では、国際的な技術協力や技術支援等の活

動も積極的に推進しています。 現在研究に活用している

フェーズドアレイレーダー

令和元年度研究成果発表会

（令和 2年度から４年度はオンライン開催）

研究成果の活用

気象庁における業務化・業務改善への貢献

気象研究所の研究成果は、気象庁のさまざまな業務に活用されています。

（例）

・緊急地震速報 PLUM法の運用開始(平成 29年度)

・台風強度予報（5日先）の運用開始（平成 30年度）

・黄砂情報の改善（令和元年度）

・海洋情報の改善（令和２年度）

・季節アンサンブル予報システムの気象庁本庁との共同開発・現業運用（令和

３年度）

アウトリーチ及び広報活動

気象研究所における研究成果は、論文や学会発表等により国内外の研究者に供

されるとともに、一般向けの広報イベントや施設見学の受け入れを実施し、一

般への成果及び知識の普及に努めています。

・気象研究所研究成果発表会の実施

・一般公開（科学技術週間、お天気フェア）の実施

・気象研究所ホームページ内「学びのページ」等オンラインによる普及活動

・団体を対象とした施設見学

・科学関連イベントへの出展

・顕著な研究成果に関する報道発表・お知らせ（令和３年度４件）

社会への貢献

気象研究所の研究成果は、さまざまな形で社会へ貢献しています。

・地域防災への貢献

・地球温暖化適応策の地域支援

・IPCCをはじめとした各種委員会等を通じた国際貢献

現在研究に活用している

フェーズドアレイレーダー

令和元年度研究成果発表会

（令和 2年度から４年度はオンライン開催）

研究成果の活用

気象庁における業務化・業務改善への貢献

気象研究所の研究成果は、気象庁のさまざまな業務に活用されています。

（例）

・緊急地震速報 PLUM法の運用開始(平成 29年度)

・台風強度予報（5日先）の運用開始（平成 30年度）

・黄砂情報の改善（令和元年度）

・海洋情報の改善（令和２年度）

・季節アンサンブル予報システムの気象庁本庁との共同開発・現業運用（令和

３年度）

アウトリーチ及び広報活動

気象研究所における研究成果は、論文や学会発表等により国内外の研究者に供

されるとともに、一般向けの広報イベントや施設見学の受け入れを実施し、一

般への成果及び知識の普及に努めています。

・気象研究所研究成果発表会の実施

・一般公開（科学技術週間、お天気フェア）の実施

・気象研究所ホームページ内「学びのページ」等オンラインによる普及活動

・団体を対象とした施設見学

・科学関連イベントへの出展

・顕著な研究成果に関する報道発表・お知らせ（令和３年度４件）

社会への貢献

気象研究所の研究成果は、さまざまな形で社会へ貢献しています。

・地域防災への貢献

・地球温暖化適応策の地域支援

・IPCCをはじめとした各種委員会等を通じた国際貢献
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気象衛星センター
気象衛星センターは、昭和 52 年 7 月に打ち上げられた我が国初の静

止気象衛星「ひまわり」により宇宙からの観測を開始して以来 40年以上

にわたり、歴代の「ひまわり」を運用して国内外の利用者に衛星画像等

を提供しています。また、情報基盤部のシステム運用室や東京管区気象

台も入居する気象庁清瀬庁舎全体の管理を受け持っています。

気象衛星センターの主な業務は、衛星本体及び関連の地上システム等

からなる「ひまわり」システム全体を運用・維持管理し、観測データか

ら衛星画像を作成して品質管理を行い、それを防災気象情報の作成や気

候・環境の監視などの気象業務に利用しやすい形（プロダクト）に加工

し、衛星画像とプロダクトを国内外の利用者に配信することです。

また、「ひまわり」システムとは別に、昭和 43年から外国の極軌道気

象衛星の観測データの受信と処理も行っています。

離島

船舶

震度計・
潮位計等

衛星運用事業者

気象庁 配信事業者

通報局
（DCP）

気象衛星センター

北海道 埼玉県

HimawariCastHimawariCloud

ひまわり8号(運用)

ユーザ

ユーザ

商用通信衛星

クラウド

ユーザユーザ

気象業務支援
センター

民間気象会社等

HimawariCloud

HimawariCast

ひまわり9号(待機)

「ひまわり」システム概念図

地上システム等

「ひまわり」による観測データは、ひまわり運用事業株式会社（HOPE）

の主局（埼玉県）と副局（北海道）の地上設備で受信され、地上回線を

ひまわり９号(運用)
ひまわり８号(待機)

経由して気象衛星センターに伝送されています。気象衛星センターでは、

衛星画像や様々なプロダクトを作成し、庁内の利用に供しているととも

に、静止気象衛星画像通報基盤（HimawariCast/HimawariCloud）や気象

業務支援センターを介して庁外の利用者（海外の気象機関等を含む）に

提供しています。

また、船舶や離島などで観測された気象データ、潮位データや計測震

度計の震度データなどについても「ひまわり」の DCP中継機能により収

集しており、HOPE施設を経由して気象衛星センターで編集処理し、海外

の気象関係機関等を含む利用者へ提供しています。

作成・提供しているプロダクトの例

「ひまわり」の観測データを計算機で処理することで、上空の風、雲

の高度や種類など様々な情報を算出し、各種プロダクトとして利用者に

提供しています。

     

上空の風の情報 雲の高度の情報 雲の種類の情報

海氷域の情報 黄砂の情報 火山灰の情報
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気象衛星センター
気象衛星センターは、昭和 52 年 7 月に打ち上げられた我が国初の静

止気象衛星「ひまわり」により宇宙からの観測を開始して以来 40年以上

にわたり、歴代の「ひまわり」を運用して国内外の利用者に衛星画像等

を提供しています。また、情報基盤部のシステム運用室や東京管区気象

台も入居する気象庁清瀬庁舎全体の管理を受け持っています。

気象衛星センターの主な業務は、衛星本体及び関連の地上システム等

からなる「ひまわり」システム全体を運用・維持管理し、観測データか

ら衛星画像を作成して品質管理を行い、それを防災気象情報の作成や気

候・環境の監視などの気象業務に利用しやすい形（プロダクト）に加工

し、衛星画像とプロダクトを国内外の利用者に配信することです。

また、「ひまわり」システムとは別に、昭和 43年から外国の極軌道気

象衛星の観測データの受信と処理も行っています。

離島

船舶

震度計・
潮位計等

衛星運用事業者

気象庁 配信事業者

通報局
（DCP）

気象衛星センター

北海道 埼玉県

HimawariCastHimawariCloud

ひまわり8号(運用)

ユーザ

ユーザ

商用通信衛星

クラウド

ユーザユーザ

気象業務支援
センター

民間気象会社等

HimawariCloud

HimawariCast

ひまわり9号(待機)

「ひまわり」システム概念図

地上システム等

「ひまわり」による観測データは、ひまわり運用事業株式会社（HOPE）

の主局（埼玉県）と副局（北海道）の地上設備で受信され、地上回線を

ひまわり９号(運用)
ひまわり８号(待機)

経由して気象衛星センターに伝送されています。気象衛星センターでは、

衛星画像や様々なプロダクトを作成し、庁内の利用に供しているととも

に、静止気象衛星画像通報基盤（HimawariCast/HimawariCloud）や気象

業務支援センターを介して庁外の利用者（海外の気象機関等を含む）に

提供しています。

また、船舶や離島などで観測された気象データ、潮位データや計測震

度計の震度データなどについても「ひまわり」の DCP中継機能により収

集しており、HOPE施設を経由して気象衛星センターで編集処理し、海外

の気象関係機関等を含む利用者へ提供しています。

作成・提供しているプロダクトの例

「ひまわり」の観測データを計算機で処理することで、上空の風、雲

の高度や種類など様々な情報を算出し、各種プロダクトとして利用者に

提供しています。

     

上空の風の情報 雲の高度の情報 雲の種類の情報

海氷域の情報 黄砂の情報 火山灰の情報
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GPSゾンデの飛揚

高層気象台

高層気象台では、地上と上空大気の気温、湿度、風や、オゾン、

紫外線及び日射放射などの観測を行っています。上空の大気の

状態は天気予報に大きく影響するため、防災情報の発表や気象

災害の軽減に上空の観測は不可欠です。高層気象台は 100 年以

上、世界でも有数の精密な観測を続けており、地球規模の気候変

動の監視のためにも、世界的に重要な観測地点となっています。

上空の気温、湿度、風などは、気球に取り付けた GPSゾンデを

使い、高度約 30kmまで毎日２回観測しています。また、国内で

唯一、高度約 35kmまでのオゾン濃度の鉛直分布を直接観測する

オゾンゾンデ観測を毎週１回行っています。この他、気温基準ゾ

ンデや水蒸気基準ゾンデのような特

殊ゾンデを含めた比較観測を行うな

ど、観測精度を向上させるための技

術開発を行っています。このような

取り組みが評価され、高層気象台は

世界の高層気象観測の基準となる

GRUAN 観測所として認証を受けてい

ます。
特殊ゾンデの比較観測

オゾン層保護のための地球環境監視に必要な、紫外線や上空

のオゾンの観測には、ブリューワー分光光度計を使用していま

す。紫外線は波長別に細かく分けて精密に強度を観測しており、

オゾンは全量と鉛直分布の観測を行っています。高層気象台で

は、オゾン観測のアジア地区の基準器であるドブソンオゾン分

光光度計も保有しています。これらの測器の観測精度の維持・向

上のため、測器の保守や相互比較を行うほか、アジア各国の測器

の校正も行っており、アジア地区全体の観測精度の向上に寄与

しています。

地球温暖化の評価に必要な日射量（直

達、散乱、地面反射の各成分）と、赤外

放射量（大気からの下向き、地表からの

上向き成分）、大気中のエーロゾルの観

測も行っています。また、これらの観測

精度の維持・向上のための比較・調査・

開発を行っています。エーロゾルの気候影響評価に必要な観測

を良好な環境で半世紀以上継続しているのは、高層気象台を含

め世界で数地点しかなく、貴重な観測データとなっています。

この他、高層気象台は、日本南極地域観測隊員の研修及び南極

昭和基地における観測の技術支援も行っています。また、世界各

国の気象機関や様々な組織（GUAN、GRUAN、GAW、BSRN など）に

関わり、研修・技術協力・情報交換などを通じて、世界の気象観

測の発展に貢献しています。

地表からの反射日射量、及
び上向き赤外放射量の観測

ドブソン分光光度計の
アジア地区相互比較観測

ブリューワー分光光度計の
相互比較観測
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GPSゾンデの飛揚

高層気象台

高層気象台では、地上と上空大気の気温、湿度、風や、オゾン、

紫外線及び日射放射などの観測を行っています。上空の大気の

状態は天気予報に大きく影響するため、防災情報の発表や気象

災害の軽減に上空の観測は不可欠です。高層気象台は 100 年以

上、世界でも有数の精密な観測を続けており、地球規模の気候変

動の監視のためにも、世界的に重要な観測地点となっています。

上空の気温、湿度、風などは、気球に取り付けた GPSゾンデを

使い、高度約 30kmまで毎日２回観測しています。また、国内で

唯一、高度約 35kmまでのオゾン濃度の鉛直分布を直接観測する

オゾンゾンデ観測を毎週１回行っています。この他、気温基準ゾ

ンデや水蒸気基準ゾンデのような特

殊ゾンデを含めた比較観測を行うな

ど、観測精度を向上させるための技

術開発を行っています。このような

取り組みが評価され、高層気象台は

世界の高層気象観測の基準となる

GRUAN 観測所として認証を受けてい

ます。
特殊ゾンデの比較観測

オゾン層保護のための地球環境監視に必要な、紫外線や上空

のオゾンの観測には、ブリューワー分光光度計を使用していま

す。紫外線は波長別に細かく分けて精密に強度を観測しており、

オゾンは全量と鉛直分布の観測を行っています。高層気象台で

は、オゾン観測のアジア地区の基準器であるドブソンオゾン分

光光度計も保有しています。これらの測器の観測精度の維持・向

上のため、測器の保守や相互比較を行うほか、アジア各国の測器

の校正も行っており、アジア地区全体の観測精度の向上に寄与

しています。

地球温暖化の評価に必要な日射量（直

達、散乱、地面反射の各成分）と、赤外

放射量（大気からの下向き、地表からの

上向き成分）、大気中のエーロゾルの観

測も行っています。また、これらの観測

精度の維持・向上のための比較・調査・

開発を行っています。エーロゾルの気候影響評価に必要な観測

を良好な環境で半世紀以上継続しているのは、高層気象台を含

め世界で数地点しかなく、貴重な観測データとなっています。

この他、高層気象台は、日本南極地域観測隊員の研修及び南極

昭和基地における観測の技術支援も行っています。また、世界各

国の気象機関や様々な組織（GUAN、GRUAN、GAW、BSRN など）に

関わり、研修・技術協力・情報交換などを通じて、世界の気象観

測の発展に貢献しています。

地表からの反射日射量、及
び上向き赤外放射量の観測

ドブソン分光光度計の
アジア地区相互比較観測

ブリューワー分光光度計の
相互比較観測
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地磁気観測所
地磁気観測所は、地球電磁気学的手法によって地球環境の変動を監視

しています。柿岡（茨城県石岡市）に本所をおき、女満別（北海道大空

町）、鹿屋（鹿児島県鹿屋市）、父島（東京都小笠原村）の計４地点で地

磁気の強さ（全磁力）と向きを定常観測しています。また、雌阿寒岳、

草津白根山、伊豆大島で全磁力を連続観測しています。柿岡は 1913年以

来、高精度の地磁気観測を続けており、国際的な地磁気観測網において

も、女満別、鹿屋とともに東アジア・西太平洋地域を代表する重要な観

測所となっています。

各観測点のデータは柿岡に伝送・集約し解析処理ののち、国内外の関

係機関に提供され、世界中で利用されています。その観測成果は、地球

内部（外核）の対流活動の解明、太陽活動の長期変動に関する研究、航

空機及び船舶の安全運航の確保、人工衛星の安定運用、無線通信障害の

警報、火山噴火予測等に役立てられています。

                            

地磁気観測室群（柿岡）

[火山噴火予測等への活用]

山体内部の温度変化に伴って岩

石がもつ磁気が変化する性質を利

用して、草津白根山等の活動的火

山の火口周辺で地磁気等の観測を

行い、火山活動状況の監視に貢献

しています。

[社会生活における利用]

太陽表面の爆発現象（太陽フレ

ア）が起こると、地球では磁気嵐

が発生し、電波通信や送電システ

ムの障害、人工衛星の運用トラブ

ルなど、社会生活に様々な影響が

生じます。これらの影響を軽減す

るため、地磁気観測所では地磁気

活動状況の情報を随時発信してい

ます。

雌阿寒岳での全磁力繰返し観測風景

磁気嵐情報
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地磁気観測所
地磁気観測所は、地球電磁気学的手法によって地球環境の変動を監視

しています。柿岡（茨城県石岡市）に本所をおき、女満別（北海道大空

町）、鹿屋（鹿児島県鹿屋市）、父島（東京都小笠原村）の計４地点で地

磁気の強さ（全磁力）と向きを定常観測しています。また、雌阿寒岳、

草津白根山、伊豆大島で全磁力を連続観測しています。柿岡は 1913年以

来、高精度の地磁気観測を続けており、国際的な地磁気観測網において

も、女満別、鹿屋とともに東アジア・西太平洋地域を代表する重要な観

測所となっています。

各観測点のデータは柿岡に伝送・集約し解析処理ののち、国内外の関

係機関に提供され、世界中で利用されています。その観測成果は、地球

内部（外核）の対流活動の解明、太陽活動の長期変動に関する研究、航

空機及び船舶の安全運航の確保、人工衛星の安定運用、無線通信障害の

警報、火山噴火予測等に役立てられています。

                            

地磁気観測室群（柿岡）

[火山噴火予測等への活用]

山体内部の温度変化に伴って岩

石がもつ磁気が変化する性質を利

用して、草津白根山等の活動的火

山の火口周辺で地磁気等の観測を

行い、火山活動状況の監視に貢献

しています。

[社会生活における利用]

太陽表面の爆発現象（太陽フレ

ア）が起こると、地球では磁気嵐

が発生し、電波通信や送電システ

ムの障害、人工衛星の運用トラブ

ルなど、社会生活に様々な影響が

生じます。これらの影響を軽減す

るため、地磁気観測所では地磁気

活動状況の情報を随時発信してい

ます。

雌阿寒岳での全磁力繰返し観測風景

磁気嵐情報
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気象大学校

気象大学校は、気象庁に勤務する学生・職員に対し、気象業務

に従事するために必要な教育及び訓練を行っています。修業期

間４年の大学部と修業期間１年以内の研修部があります。

大学部

将来の気象庁の中核となる職員として、その職務を遂行するのに必要な素養

を培い、また、気象業務に関する技術開発や企画・指導に寄与しうる能力を有

する人材を育成しています。

授業は、気象業務の基盤となる一般教養、基礎学術、気象学などの専門から

なる「教育課程」と、防災行政や実習などを中心とした「特修課程」からなり

ます。

教育課程                                         特修課程

研修部

全国の気象官署に勤務する職員を対象に、気象業務に必要な専門の知識及び

技術の向上を図ることを目的として教育及び訓練を実施しています。

教養

人文科学、社会科学、

外国語

基礎

数学、物理学、化学、

情報科学

専門

気象学、地震・火山学、

海洋学、セミナーなど

教育を支える教官 ◆専任教官 26名 ◆非常勤講師 13名

総合研修

職階級別の職員を対象に、それぞれの職階で

の業務遂行に必要な知識・能力の向上を図っ

ています。

管理者、気象技術総合（係長・技術専門官

級）、気象技術総合（係員級）、気象技術総

合（係員級（オンライン遠隔））、初任職員、

気象技術基礎１

それぞれの業務分野に従事する職員又は従

事を予定する職員を対象に、座学だけではな

く、演習や班別討議の時間を充実させて、各

業務分野での指導的な役割を担う職員を育

成しています。

専門別研修
６コース

予報業務（１、２）、情報管理（１）、火山

業務、マネジメント、地域防災支援業務

防災行政に関する科目、

業務演習、観測実習など

６コース

大正 11 年（1922）９月 中央気象台（現気象庁）附属測候技術官養成所設置

昭和 14 年（1939）10月 中央気象台附属気象技術官養成所と改称

  18 年（1943）４月 現在地（千葉県柏市 当時柏町）に移転

  31 年（1956）７月 中央気象台の気象庁昇格に伴い、気象庁研修所に改称

  34 年（1959）４月 ２年制高等部の設置

  37 年（1962）４月 気象大学校に改称、２年制大学部の設置

  39 年（1964）４月 大学部が４年制となる

  45 年（1970）４月 図書館完成

  50 年（1975）４月 寄宿舎（智明寮）建て直し

  62 年（1987）４月 第一校舎竣工

  63 年（1988）４月 第二校舎（実験棟）竣工

平成 元 年（1989）４月 体育館竣工

  ４ 年（1992）４月 卒業生に対し、学位授与機構より学士（理学）の学位授与

キャンパス

沿 革

③

①

②

④

②智明寮（寄宿舎）

③図書館

④第二校舎

①第一校舎
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気象大学校

気象大学校は、気象庁に勤務する学生・職員に対し、気象業務

に従事するために必要な教育及び訓練を行っています。修業期

間４年の大学部と修業期間１年以内の研修部があります。

大学部

将来の気象庁の中核となる職員として、その職務を遂行するのに必要な素養

を培い、また、気象業務に関する技術開発や企画・指導に寄与しうる能力を有

する人材を育成しています。

授業は、気象業務の基盤となる一般教養、基礎学術、気象学などの専門から

なる「教育課程」と、防災行政や実習などを中心とした「特修課程」からなり

ます。

教育課程                                         特修課程

研修部

全国の気象官署に勤務する職員を対象に、気象業務に必要な専門の知識及び

技術の向上を図ることを目的として教育及び訓練を実施しています。

教養

人文科学、社会科学、

外国語

基礎

数学、物理学、化学、

情報科学

専門

気象学、地震・火山学、

海洋学、セミナーなど

教育を支える教官 ◆専任教官 26名 ◆非常勤講師 13名

総合研修

職階級別の職員を対象に、それぞれの職階で

の業務遂行に必要な知識・能力の向上を図っ

ています。

管理者、気象技術総合（係長・技術専門官

級）、気象技術総合（係員級）、気象技術総

合（係員級（オンライン遠隔））、初任職員、

気象技術基礎１

それぞれの業務分野に従事する職員又は従

事を予定する職員を対象に、座学だけではな

く、演習や班別討議の時間を充実させて、各

業務分野での指導的な役割を担う職員を育

成しています。

専門別研修
６コース

予報業務（１、２）、情報管理（１）、火山

業務、マネジメント、地域防災支援業務

防災行政に関する科目、

業務演習、観測実習など

６コース

大正 11 年（1922）９月 中央気象台（現気象庁）附属測候技術官養成所設置

昭和 14 年（1939）10月 中央気象台附属気象技術官養成所と改称

  18 年（1943）４月 現在地（千葉県柏市 当時柏町）に移転

  31 年（1956）７月 中央気象台の気象庁昇格に伴い、気象庁研修所に改称

  34 年（1959）４月 ２年制高等部の設置

  37 年（1962）４月 気象大学校に改称、２年制大学部の設置

  39 年（1964）４月 大学部が４年制となる

  45 年（1970）４月 図書館完成

  50 年（1975）４月 寄宿舎（智明寮）建て直し

  62 年（1987）４月 第一校舎竣工

  63 年（1988）４月 第二校舎（実験棟）竣工

平成 元 年（1989）４月 体育館竣工

  ４ 年（1992）４月 卒業生に対し、学位授与機構より学士（理学）の学位授与

キャンパス

沿 革

③

①

②

④

②智明寮（寄宿舎）

③図書館

④第二校舎

①第一校舎
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1872 ໌࣏ 5 8 զ͕࠷ࠃॳͷ気象観測所として๺海ಓവؗʹ気ީ測量所開ઃ（വؗ
地方気象台ͷલ਎）

1875 8 6 東京෎ୈೋ大 （۠ͷͪ੺۠ࡔ）ྲཱྀ ஑Ѯொ಺຿ল地ཧྈߏ಺で気象ۀ຿
開 （࢝気象庁ͷલ਎東京気象台）ɺ地震観測と1೔3ճͷ気象観測開࢝

1883 16 2 気象ి報Λ開࢝しɺ東京気象台でఱ気ਤΛ࡞੡（ࢼ行）
3 ఱ気ਤΛ࡞੡ɺຖ೔ҹ࡮഑෍開࢝
5 東京気象台でॳΊて๫෩ܯ報Λൃද

1884 17 6 東京気象台でຖ೔3ճશࠃͷఱ気予報Λൃද（ఱ気予報開࢝）
12 શࠃ的ʹ地震ͷ震౓観測開࢝

1887 20 1 東京気象台Λதԝ気象台とվশ
1895 28 4 தԝ気象台Λจ෦লʹҠ管
1911 44 8 จ෦ল震災予防ௐࠪ会と௕໺測ީ所（現ࡏͷ௕໺地方気象台）͕ ɺΘ

ॳͷ火山観測所としてઙؒ山ʹઙؒ火山観測所Λ開ઃ（火山࠷ࠃ͕
観測ۀ຿ͷ開࢝）

1921 大ਖ਼ 10 観測船ʹΑΔ海༸気象観測開 （࢝ਆށɾ海༸ؙ）
1924 13 8 ॳΊてఱ気ਤ͕ࠃຽ৽ฉʹ͞ࡌܝΕΔ
1925 14 2 தԝ気象台で気象ແઢ௨報開࢝

3 ϥδΦʹΑΔఱ気予報開࢝
1928 ত࿨ 3 11 ϥδΦʹΑΔۀړ気象௨報開࢝
1930 5 8 ຿開࢝ۀ気象ۭߤ
1932 7 7 ಉ極地観測ͷͨΊ෋࢜山௖観測所ઃஔڠࡍࠃ
1935 10 7 ๫෩ܯ報Λɺ๫෩ܯ報ɾ気象ಛ報（現ࡏͷ஫ҙ報）ͷ２ͭʹ۠෼
1938 13 6 ϥδΦκンデʹΑΔ定ৗ的ͳ高層気象観測開࢝
1939 14 11 શࠃͷ気象׭ॺΛࠃӦʹҠ管
1941 16 9 報૊৫ൃ଍ܯΛର象ʹ௡೾؛཮Ԋࡾ

11 ఱ気ਤͷ৽ฉࡌܝと公ऺࣔܝΛࢭېɺ気象報ಓ管੍ཁྖΛ੍定
1942 17 8 1͔月予報ͷ࣮ࢪ（௕期予報開࢝）
1943 18 11 தԝ気象台Λӡ༌௨৴লʹҠ管
1946 21 2 ఱ気૬ஊ所開ઃ（本庁）
1949 24 12 શࠃ的ͳ௡೾ܯ報ମ੍ͷཱ֬
1952 27 12 気象ۀ຿๏ࢪ行
1953 28 2 テレϏʹΑΔఱ気予報開࢝

9 ੈք気象ػ （ؔWM0）ʹ Ճໍ
1954 29 9 大ࡕʹॳͷ現ۀ༻気象レーダーઃஔ

東京でࣗಈԠ౴ࣜి࿩ʹΑΔఱ気予報αーϏス開࢝
1955 30 3 ͘͞Βͷ開Ֆ予૝ͷൃද開 （࢝2009年ऴྃ）

気象庁のԊֵͱओͳग़དྷࣄ
੢ྐྵ 年号 月 ֓ɹɹɹɹɹɹɹɹɹཁ
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1956 31 7 தԝ気象台͔Β気象庁ʹঢ֨
1957 32 2 ୈҰ࣍南極観測ୂʹΑΓɺ南極（ত࿨ج地）ʹ ͓͚Δ気象観測開࢝
1959 34 6 ి子ػࢉܭΛ༻͍ͨ਺஋予報Λ開࢝
1965 40 1 火山情報ͷਖ਼ࣜͳఏڙΛ開࢝

3 ෋࢜山௖気象レーダー׬੒
1969 44 3 気象資料ࣗಈ編集தܧ૷ஔ（AD&44）ͷӡ༻開࢝
1970 45 7 で気象ロέット観測開（ࢢ現大船౉）཮ொҁཬࡾݝखؠ （࢝2001年ऴྃ）
1971 46 6 શ20͔ࠃ所ͷ気象レーダー観測໢ͷ׬੒
1972 47 5 沖縄ͷ本౔෮ؼʹ൐͍ླྀٿ気象庁Λ沖縄気象台とվশ
1974 49 11 地Ҭ気象観測γステϜ（AMeDA4）ͷӡ༻開࢝
1976 51 1 ʹ（ࢢ現大船౉）཮ொҁཬࡾݝखؠ ͓͍て大気όックグϥンドԚછ

観測（大気ࠞ୙౓ほ͔）開࢝
1978 53 4 行ࢪಛผાஔ๏ࡦಈ火山ର׆

ॳͷ੩ࢭ気象衛星GM4（ͻまΘΓ）ʹ ΑΔ観測開࢝
12 大ن໛地震ରࡦಛผાஔ๏ࢪ行

1979 54 4 海ఈ地震ৗ時ࢹ؂γステϜӡ༻開࢝
8 東海地震ʹ܎Δ地震防災ରࡦ強Խ地Ҭ͕ࢦ定͞Εͨ͜とΛड͚ɺ地

震予知情報ͷ಺ֳ૯ཧ大ਉ΁ͷ報告ٴͼ大ن໛地震ؔ連情報ͷӡ
༻Λ開࢝

1980 55 6 ߱ਫ֬཰予報開 （࢝東京地方）ʤ1986年3月ΑΓશࠃで開࢝ʥ
1984 59 7 地震火山෦ͷઃஔ
1987 62 1 ʹ（ࢢ現大船౉）཮ொҁཬࡾݝखؠ ͓͍てೋࢎԽ୸ૉೱ౓観測開࢝

3 地震׆ಈ౳૯߹ࢹ؂γステϜ（&P04）ͷӡ༻開࢝
1988 63 2 気象資料૯߹ॲཧγステϜ（C04M&54）ͷӡ༻開࢝

4 ߱ਫ୹時ؒ予報開࢝
10 िؒఱ気予報ͷຖ೔ൃද開 ຈɺઋ台ɺ東京管಺ɺۙࡳ࢝） 地ࠃɺதـ

方）ʤ1989年6月ΑΓશࠃで開࢝ʥ
1991 ฏ੒ 3 4 震౓ܭͷӡ༻開 （࢝ੈքॳͷ震౓ͷػց観測）
1992 4 4 Τルニーニϣۀࢹ؂຿開࢝
1993 5 5 気象予報੍࢜౓ٴͼʮຽؒ気象ۀ຿ࢧԉセンターʯࢦ定੍౓ͷ૑ઃ
1994 6 4 ௡೾地震ૣ期ݕ知໢ͷӡ༻開࢝
1995 7 7 ྇෩ （ؙᶙੈ）बߤ

地震防災ରࡦಛผાஔ๏ࢪ行
1996 8 3 ఱ気予報ʮ෼෍予報ʯٴͼʮ時ྻܥ予報ʯͷൃද開࢝

ྗ学的１͔月予報開࢝
7 気ީɾ海༸気象෦ͷઃஔ

気象庁のԊֵͱओͳग़དྷࣄ
੢ྐྵ 年号 月 ֓ɹɹɹɹɹɹɹɹɹཁ
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地ٿԹஆԽ予測情報ͷఏڙ開࢝
気象庁ϗーϜϖーδͷ開ઃ

10 震౓֊ڃͷվగ（̔֊ڃˠ10֊ڃ）
1997 9 4 5͔所ͷ測ީ所Λഇࢭしてಛผ地Ҭ気象観測所Λઃஔ

（2013年̐月までʹ95͔所で࣮ࢪ）
1998 10 1 ߱ઇ量෼෍予報開 ʤ2001年12月ΑΓ（ຈɺઋ台ɺ৽ׁͷ予報த਻ࡳ࢝）

߱ઇ͕ଟ͍શてͷ地Ҭʹ֦大ʥ
1999 11 4 ௡೾予報۠ͷࡉ෼Խٴͼ量的௡೾予報ͷӡ༻開࢝

8 Τルニーニϣ現象౳ͷݟ௨し情報ͷൃද開࢝
2000 12 3 શٿҟৗ気象ࢹ؂଎報ͷఏڙ開࢝

10 ෩ܒ （ؙᶘੈ）बߤ
2001 13 1 தԝল庁౳վֵʹ൐͍ࠃ౔ަ௨লͷ֎ہとͳΔ

3 海上ѱఱ48時ؒ予૝ਤͷൃද開࢝
ϝι਺஋予報Ϟデルͷӡ༻開࢝

4 気象庁ロΰϚークͷܾ定
γステϜ（W*/DA4：΢ΠンドϓロϑΝΠϥ）ͷӡࢹ地的気象؂ہ
༻開࢝

2002 14 3 Τーロκル観測γステϜ（ΤーロκルϥΠダー）ͷӡ༻開࢝	2011年ऴྃ

5 ౎ಓ෎ݝとڞಉして行͏ࢦ定Տ઒ߑਫ予報ͷӡ༻開࢝
8 気象庁ϗーϜϖーδʹΑΔ気象情報ͷఏڙ

2003 15 3 ３͔月予報（ಉ年̕月ʹはஆɾީפ期予報）ʹ ྗ学的ख๏ಋೖ
6 センターͷ開ઃ（ӡӦओମ：気象庁）ڙ౔ަ௨ল防災情報ఏࠃ

11 火山׆ಈ౓レϕルͷӡ༻開 （࢝2007年ഇࢭ）
2004 16 1 ԫ࠭ʹؔ͢Δ情報ͷఏڙ開࢝

3 ਪܭ震౓෼෍ਤͷఏڙ開࢝
6 気象庁ϚスίットキϟϥクターʮはΕΔΜʯͷ஀ੜ

߱ਫφ΢キϟストͷఏڙ開࢝
2005 17 5 開࢝ڙઢ情報ͷఏ֎ࢵ

7 地ڥ؀ٿɾ海༸෦ͷઃஔ
9 ౔࠭災ܯ֐ռ情報ͷӡ༻開 で開࢝ʥࠃʤ2008年３月ΑΓશ（ౡࣇࣛ࢝）

10ʮ海༸ͷ݈߁਍அදʯͷఏڙ開࢝
2006 18 5 ΠンターωットΛ׆༻しͨࢢொଜ౳΁ͷ防災気象情報ͷఏڙ開࢝
2007 19 6 ҟৗ気象෼析ݕ౼会ͷઃஔ

10 開࢝ڙ地震଎報ͷҰൠఏٸۓ
12 報ɾ予報ʹҐஔ෇͚ܯ地震଎報Λ地震ಈͷٸۓ

気象庁のԊֵͱओͳग़དྷࣄ
੢ྐྵ 年号 月 ֓ɹɹɹɹɹɹɹɹɹཁ
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噴火ܯ報ɾ予報ͷӡ༻開࢝ɺ噴火ܯռレϕルͷӡ༻開࢝ɺ火山ͷঢ়
況ʹؔ͢Δ解આ情報ͷൃද開࢝

2008 20 3 ҟৗఱީૣ期ܯռ情報ͷఏڙ開 （࢝2019年ऴྃ）
஫ҙ情報ͷൃද開࢝רཽ
খּݪॾౡ΁ͷܯ報ɾ஫ҙ報ɺिؒఱ気予報ɺ地Ҭ時ྻܥ予報ͷൃ
ද開࢝
߱փ予報ٴͼ火山Ψス予報ͷൃද開࢝

5 大雨ٴͼߑਫܯ報ɾ஫ҙ報౳ͷج४ʹ౔৕雨量ࢦ਺ɾྲྀҬ雨量ࢦ
਺Λಋೖ

10 気象庁ػಈௐࠪ൝（+MA�M05）ͷ૑ઃ
2009 21 2 大気தͷೋࢎԽ୸ૉೱ౓෼෍情報ͷఏڙ開࢝

4 台෩ਐ࿏予報ͷ予報期ؒΛ120時ؒʹԆ௕
2010 22 2 レーダーࣜԊ؛೾࿘観測開࢝

5 気象ʹؔ͢Δܯ報ٴͼ஫ҙ報ͷൃද୯ҐΛࢢொଜຖʹมߋ
ཕφ΢キϟストٴͼཽൃרੜ֬౓φ΢キϟストͷൃද開࢝

8 શൠスϞッグ気象情報ͷൃද開࢝
2011 23 2 ຿開࢝ۀΑΔ上ۭͷԹࣨޮՌΨス౳観測ʹػۭߤ

3 ҏ౾東෦ͷ地震׆ಈͷݟ௨しʹؔ͢Δ情報ͷӡ༻開࢝
4 公จॻ౳ͷ管ཧʹؔ͢Δ๏཯ࢪ行ʹରԠ͢ΔͨΊɺʮ気象庁行੓จ

ॻऔѻنଇʯ౳Λ੍定
5ʮ気象庁防災情報9M-ϑΥーϚットʯͷӡ༻開࢝
7 高Թ஫ҙ情報ͷൃද開 （࢝๺海ಓɺ沖縄ݝΛআ͘地Ҭ）ʤ2012年̑月

ΑΓશࠃで開࢝ʥ（2021年ऴྃ）
2012 24 2 海༸಺෦ͷਫԹมԽʹؔ͢Δ情報ͷఏڙ開࢝

上ۭ大気தͷೋࢎԽ୸ૉೱ౓෼෍情報ͷఏڙ開࢝
8 地Ϟデルͷӡ༻開࢝ہ

11 ๺੢ଠฏ༸ʹ͓͚Δද໘海ਫதͷ海༸ੑࢎԽʹؔ͢Δ情報ͷఏڙ開࢝
2013 25 3 ௡೾ܯ報౳ͷվળʹ൐͏定ੑ的ͳද現（ʮڊ大ʯ౳）Λ༻͍ͨ৽し͍

情報จͷӡ༻開࢝
શ20͔ࠃ所ͷ気象ドッϓϥーレーダー観測໢͕׬੒

5 気象データダ΢ンロードϖーδͷ開ઃ
6 ౔࠭災ܯ֐ռ൑定ϝッγュ情報ͷ気象庁ϗーϜϖーδ΁ͷࡌܝ開࢝
8 ಛผܯ報ͷӡ༻開࢝

10 海༸気象台ͷഇࢭとɺ೔本海海༸気象センターઃஔ
気象庁௕期࠶解析+RA�55ͷఏڙ開࢝

11 大ઇʹؔ͢Δҟৗఱީૣ期ܯռ情報ͷఏڙ開 （࢝2019年ऴྃ）

気象庁のԊֵͱओͳग़དྷࣄ
੢ྐྵ 年号 月 ֓ɹɹɹɹɹɹɹɹɹཁ
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શٿͷ海༸ʹΑΔೋࢎԽ୸ૉٵऩ量ʹؔ͢Δ情報ͷఏڙ開࢝
2014 26 8 高解૾౓߱ਫφ΢キϟストͷఏڙ開࢝

9 ໨ܸ情報Λ׆༻しཽͨר஫ҙ情報ͷఏڙ開࢝
11 ଠฏ༸Ҭʹ͓͚Δද໘海ਫதͷ海༸ੑࢎԽʹؔ͢Δ情報ͷఏڙ開࢝

2015 27 3 量的߱փ予報ͷӡ༻開࢝
地方海上෼෍予報ͷൃද開࢝

5ʮྟ時ʯΛ෇し ʮͨ火山ͷঢ়況ʹؔ͢Δ解આ情報ʯͷൃද開࢝
噴火ܯռレϕル１ʹ͓͚ΔキーϫードΛʮฏৗʯ͔ Βʮ׆火山で͋
Δ͜とʹཹҙʯʹ վΊΔ

8 噴火଎報ͷӡ༻開࢝
11 ๺੢ଠฏ༸ʹ͓͚Δ海༸಺෦ͷ海༸ੑࢎԽʹؔ͢Δ情報ͷఏڙ開࢝

2016 28 3 ਪܭ気象෼෍ͷఏڙ開࢝
4 ೔本൛վྑ౻ాスέールΛ༻ཽ͍ͨר౳ಥ෩ͷ強͞ͷධ定Λ開࢝

12 ৗ時観測火山として50火山Λࢦ定（ീాߕ山ɺे ࿨ాɺ໻ଫϲݪΛ
௥Ճ）

2017 29 1 શٿΞンαンブル予報γステϜͷӡ༻開 ʤ࢝2017年３月ʹ予報ର象時
ؒΛԆ௕ʥ

3 ΑΔʮ気象ϏδωスਪਐίンιーγΞϜ（W9BC）ʯʹܞ連׭学࢈
ઃ （気象庁：ہ຿ࣄཱ）

5 ͷՄೳڃ報ܯ （ੑ2019年͔Βૣ期஫ҙ情報）ɺݥة౓Λ৭෼͚しͨ
時ྻܥͷൃද開࢝

6 火山噴火予知連絡会ʹ͓͍て111火山Λ׆火山としてબ定（உମ山
Λ௥Ճ）

7 大雨ܯ報（ਁਫ֐）ɺߑਫܯ報ͷݥة౓෼෍ͷൃද開࢝
11 南海トϥϑ地震ʹؔ連͢Δ情報ͷӡ༻Λ開࢝

શٿʹ͓͚Δද໘海ਫதͷ海༸ੑࢎԽʹؔ͢Δ情報ͷఏڙ開࢝
2018 30 1 ΒͷϦクΤストʹԠͨ͡気象衛星観測ͷ開͔࢝ؔػ気象ࠃ֎

3 10෼ؒ隔ʹ高ස౓Խし ʮͨ଎報൛߱ਫ୹時ؒ予報ʯͷఏڙ開࢝
4 ͼ南ௗౡʹ͓͍てΤーロκル観測Λ開࢝ٴຈɺੴ֞ౡࡳ

福岡ۭߤ測ީ所ʹ୅͑て福岡ۭߤ地方気象台Λઃஔ
5 気象庁防災ରԠࢧԉνーϜ（+&55）Λ૑ઃ
6 スーύーίンϐュータγステϜͷߋ৽

2019 31 1ʮͻまΘΓԫ࠭ࢹ؂ը૾ʯͷ৽نఏڙΛ開࢝
2 ؔ東ߕ৴地方ͷ地方気象台ʹ͓͍て໨ࢹ観測௨報ͷࣗಈԽΛ開࢝
3 ௕प期地震ಈʹؔ͢Δ観測情報ͷ本֨ӡ༻Λ開࢝

台෩強౓予報ͷ予報期ؒΛ120時ؒʹԆ௕

気象庁のԊֵͱओͳग़དྷࣄ
੢ྐྵ 年号 月 ֓ɹɹɹɹɹɹɹɹɹཁ
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ྩ࿨ ݩ 5 南海トϥϑ地震ྟ時情報౳ͷӡ༻Λ開࢝
6 ２िؒ気Թ予報ٴͼૣ期ఱީ情報ͷఏڙ開࢝

খּݪॾౡपล海Ҭͷ෩΍೾ͷ෼෍ਤࣜܗͷ予報Λ開࢝
台෩ͷ予報ԁͷվળ（予報ԁͷॖখٴͼෳ਺Ξンαンブル予報ͷ
ར༻開࢝）
ϝιΞンαンブル予報γステϜͷӡ༻開࢝

9 ଟޠݴʹΑΔ気象情報ͷఏڙΛ開࢝
11 解析ੵઇਂɾ解析߱ઇ量ͷఏڙΛ開࢝
12 શٿϞデルͷॳ期஋࡞੒ॲཧͷ高౓Խ

ռ۠Ҭ౳ͷϦスク情ܯ֐ਫਁਫ૝定۠Ҭ΍౔࠭災ߑʹ౓෼෍ݥة
報ΛॏͶ߹Θͤてදࣔ

2020 ྩ࿨ 2 3 ೋॏภ೾気象ドッϓϥーレーダーΛ東京でӡ༻開࢝
6 大雨ಛผܯ報ͷܯ報΁ͷ੾ସʹ߹Θͤてɺߑਫ΁ͷܯռΛݺͼ͔͚

Δऔ૊Λ開࢝
࣏ࣗମ౳ʹΑΔ௡೾ϑϥッグͷӡ༻Λॱ࣍開࢝

7 ؔ東ߕ৴地方ʹ͓͍て೤த঱ܯռΞϥート（ࢼ行）Λ開࢝
9 24時ؒҎ಺ʹ台෩ʹൃୡ͢ΔࠐݟΈͷ೤ଳ௿気ѹͷ予報Λ１೔ઌ

まで͔Β̑೔ઌまでʹԆ௕
10 気象防災؂ɺ情報ج൫෦ɺ大気海༸෦ͷઃஔ

਺஋予報開ൃセンターͷઃஔ
೔本Ԋ؛海況ࢹ؂予測γステϜͷӡ༻開࢝

11 本庁庁ࣷΛઍ୅ా۠大खொ͔Βދ۠ߓϊ໳΁Ҡస
2021 ྩ࿨ 3 1 ੜ෺قઅ観測ͷछ໨ɾ現象Λ২෺̒छ໨̕現象ʹมߋ

2 気象データΞφϦストҭ੒࠲ߨೝ定੍౓Λ開࢝
気象庁ϗーϜϖーδΛϦニューΞル

3 地Ҭ気象観測所（AMeDA4）で૬ର࣪౓ͷ観測開࢝
ʹ౓෼෍ͷѪশΛʮキキクルʯݥة ܾ定
ைҐ観測報ͷఏڙ開࢝

4 ೤த঱ܯռΞϥートͷશࠃӡ༻開࢝
5 災֐ରجࡦ本๏౳ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ๏཯ࢪ行

௚しݟռレϕル૬౰情報ͷܯ
6 気象庁観測船ɺ海上อ҆庁測量船でG/44ਫৠ気観測Λ開࢝

顕著ͳ大雨ʹؔ͢Δ気象情報ͷఏڙ開࢝
ӡ༻Λվળしͨ߱փ予報ͷఏڙ開 （࢝噴火しͨ火ޱͷҐஔʹؔΘΒ
ͣ߱փ予報Λఏڙ）

11 ߱ઇ୹時ؒ予報ͷఏڙ開࢝

気象庁のԊֵͱओͳग़དྷࣄ
੢ྐྵ 年号 月 ֓ɹɹɹɹɹɹɹɹɹཁ
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12 海ණ予૝ਤͷ高解૾౓Խɺ高ස౓Խɺ予報時ؒԆ௕౳Λ࣮ࢪ
噴火ܯռレϕル̐ʹ͓͚ΔキーϫードΛʮආ೉४උʯ͔ Βʮ高ྸऀ౳
ආ೉ʯʹ վΊΔ

2022 ྩ࿨ 4 2 ৽し͍大気海༸݁߹ϞデルΛར༻しͨقઅΞンαンブル予報γス
テϜͷӡ༻開࢝

6 大雨ൃੜ֬཰ΨΠダンスͷӡ༻開࢝
ઢঢ়߱ਫଳʹΑΔ大雨ͷ൒೔ఔ౓લ͔Βͷݺͼ͔͚ͷ開࢝
キキクルͷܯռレϕル̑૬౰ʮࠇʯͷ৽ઃɺ大雨ಛผܯ報（ਁਫ֐）ͷ
վળ

9 ೔本Ҭ台෩時高ை֬཰予報γステϜͷӡ༻開࢝
高ைʹؔ͢Δૣ期஫ҙ情報ͷఏڙ開࢝

12 ੩ࢭ気象衛星ͻまΘΓ̕号ʹΑΔ観測開࢝
๺海ಓɾࡾ཮沖ൃޙ地震஫ҙ情報ͷӡ༻開࢝

気象庁のԊֵͱओͳग़དྷࣄ
੢ྐྵ 年号 月 ֓ɹɹɹɹɹɹɹɹɹཁ 気象庁図書館

気象庁図書館は、気象庁虎ノ門庁舎の 3階にある気象の専門図書館で、

国立国会図書館の支部図書館を兼ねています。

当館の所蔵は 12万冊以上で、主な分野は気象学、気候学（地球環境）、

海洋学、地震学、火山学です。蔵書の特色は、明治８年（1875年）の東

京気象台（気象庁の前身）創立から現在までの気象庁刊行物、外国気象

機関や、関連する分野の大学・研究所等の出版物です。

気象庁職員のほか、調査研究を目的として来館される一般の方も、予

約なしでご利用いただけます（閲覧のみ）。閉架式のため、書庫内の図書

資料をご利用の場合は、閲覧室に備え付けの端末にて検索の上、カウン

ターまでご請求ください。

新しい閲覧室で、

お待ちしています

図書館閲覧室
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気象庁図書館

気象庁図書館は、気象庁虎ノ門庁舎の 3階にある気象の専門図書館で、

国立国会図書館の支部図書館を兼ねています。

当館の所蔵は 12万冊以上で、主な分野は気象学、気候学（地球環境）、

海洋学、地震学、火山学です。蔵書の特色は、明治８年（1875年）の東

京気象台（気象庁の前身）創立から現在までの気象庁刊行物、外国気象

機関や、関連する分野の大学・研究所等の出版物です。

気象庁職員のほか、調査研究を目的として来館される一般の方も、予

約なしでご利用いただけます（閲覧のみ）。閉架式のため、書庫内の図書

資料をご利用の場合は、閲覧室に備え付けの端末にて検索の上、カウン

ターまでご請求ください。

新しい閲覧室で、

お待ちしています

図書館閲覧室
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天気相談所

天気相談所は、一般の天気相談、学校その他への講師派遣、

報道機関への対応などを目的に、昭和 21年２月 25日、当時

の中央気象台に設置されました。

現在、天気相談所は気象庁本庁のほか、各管区・沖縄気象

台に設置されています。天気相談所では、天気の経過や予報

に関する質問や相談を始め、気象現象や予報の用語に関する

こと、注意報や警報等の防災気象情報に関することなど、気

象業務全般に関する問い合わせに対応しています。

また、各地の気象観測データや各種気象資料の閲覧や照会

に応じているほか、気象庁ホームページに掲載されているデ

ータや情報の案内、ホームページの利用方法の解説なども行

っています。

気象庁ホームページ
平成８年７月に、気象庁ホームページ

(https://www.jma.go.jp/)を開設しました。

開設当初は、気象庁の組織や制度の概要、広

報誌などの一般的な行政情報をはじめ、気象

の知識などの情報の提供のみでしたが、その

後、随時充実をはかり、平成 14 年８月から

は、天気予報や気象警報・注意報、地震、津

波、火山などの防災気象情報を掲載していま

す。また、過去の気象や地震データを検索で

きるページの提供など、データアーカイブサイトとしても充実してきております。

令和３年２月には大幅なリニューアルを行い、スマートフォンでも見やすくなる

など改善しております。

気象科学館
気象科学館は、平成９年６月２日に気象業務の紹介や防災知識の普及・啓発を

目的に開館しました。令和元年９月まで千代田区大手町の気象庁庁舎内にて運営

してきましたが、気象庁庁舎の移転に伴い、令和２年７月に港区虎ノ門に新しく

オープンしました。

新しい科学館では、気象や地震の観測機器や自然災害に対する防災知識に関す

る展示のほか、日本の四季・自然・気象を体感できるシアターや、天気予報の体

験など、これまで以上にコンテンツが充実してい

ます。

また、併設する港区立みなと科学館では、大型

映像装置を使った体験型の展示やプラネタリウ

ムをお楽しみいただくこともできます。

開館時間等については、気象庁ホームページを

ご確認ください。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/kagakukan.html

新気象科学館
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天気相談所

天気相談所は、一般の天気相談、学校その他への講師派遣、

報道機関への対応などを目的に、昭和 21年２月 25日、当時

の中央気象台に設置されました。

現在、天気相談所は気象庁本庁のほか、各管区・沖縄気象

台に設置されています。天気相談所では、天気の経過や予報

に関する質問や相談を始め、気象現象や予報の用語に関する

こと、注意報や警報等の防災気象情報に関することなど、気

象業務全般に関する問い合わせに対応しています。

また、各地の気象観測データや各種気象資料の閲覧や照会

に応じているほか、気象庁ホームページに掲載されているデ

ータや情報の案内、ホームページの利用方法の解説なども行

っています。

気象庁ホームページ
平成８年７月に、気象庁ホームページ

(https://www.jma.go.jp/)を開設しました。

開設当初は、気象庁の組織や制度の概要、広

報誌などの一般的な行政情報をはじめ、気象

の知識などの情報の提供のみでしたが、その

後、随時充実をはかり、平成 14 年８月から

は、天気予報や気象警報・注意報、地震、津

波、火山などの防災気象情報を掲載していま

す。また、過去の気象や地震データを検索で

きるページの提供など、データアーカイブサイトとしても充実してきております。

令和３年２月には大幅なリニューアルを行い、スマートフォンでも見やすくなる

など改善しております。

気象科学館
気象科学館は、平成９年６月２日に気象業務の紹介や防災知識の普及・啓発を

目的に開館しました。令和元年９月まで千代田区大手町の気象庁庁舎内にて運営

してきましたが、気象庁庁舎の移転に伴い、令和２年７月に港区虎ノ門に新しく

オープンしました。

新しい科学館では、気象や地震の観測機器や自然災害に対する防災知識に関す

る展示のほか、日本の四季・自然・気象を体感できるシアターや、天気予報の体

験など、これまで以上にコンテンツが充実してい

ます。

また、併設する港区立みなと科学館では、大型

映像装置を使った体験型の展示やプラネタリウ

ムをお楽しみいただくこともできます。

開館時間等については、気象庁ホームページを

ご確認ください。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/kagakukan.html

新気象科学館
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報道発表

気象庁では、気象庁の施策等を国民の皆様にお知らせするため、報道

発表や記者会見を行っています。

報道発表には、毎月の天候のまとめや地震火山活動の概況等の定期的

な報道発表と、地震や津波、火山の噴火が発生した場合や大雨による特

別警報を発表した場合等に行う臨時の報道発表があります。令和４年は

計 334回の報道発表を行いました。

報道発表の内容は気象庁ホームページに掲載しますので、是非ご利用

ください。（トップページの「新着情報」からご確認ください。）

記者会見には、長官会見や３か月予報に関する会見等の毎月実施する

定例会見と、地震や津波、火山の噴火が発生した場合や大雨による特別

警報を発表した場合等に行う緊急会見があります。令和４年は計 69 回

の記者会見を行いました。

長官会見の様子

地球ウォッチャーズ -気象友の会-

気象友の会とは、自然現象に興味のある方々が集まり、気象庁職員

との交流や会員相互の親睦を通じて、気象知識の向上、地球環境への

関心と防災意識の向上を目的とする会です。

会員の方には、気象に関する話題や天気図などを掲載した会報をお

届けする他、気象庁・気象台施設の見学会や気象に関する講演会など

の行事をご案内しています。また、「気象業務はいま」、「気象庁ガイド

ブック」を毎年プレゼントしています。

入会方法は、気象友の会ホームページ（http://www.e-watcherstomo.com/）

またはお近くの気象台で配布している入会のしおりをご覧ください。

入会時には特典として「誕生日の天気図」や「十種雲形の写真集」を

お届けしています。

海洋気象観測船見学会                  気象台施設見学会

気象庁・気象台施設で開催される様々なイベントをご案内しています。

              

毎年プレゼント         友の会会報

（気象業務はいま、気象庁ガイドブック）

地球ウォッチャーズ -気象友の会-

気象友の会とは、自然現象に興味のある方々が集まり、気象庁職員

との交流や会員相互の親睦を通じて、気象知識の向上、地球環境への

関心と防災意識の向上を目的とする会です。

会員の方には、気象に関する話題や天気図などを掲載した会報をお

届けする他、気象庁・気象台施設の見学会や気象に関する講演会など

の行事をご案内しています。また、「気象業務はいま」、「気象庁ガイド

ブック」を毎年プレゼントしています。

入会方法は、気象友の会ホームページ（http://www.e-watcherstomo.com/）

またはお近くの気象台で配布している入会のしおりをご覧ください。

入会時には特典として「誕生日の天気図」や「十種雲形の写真集」を

お届けしています。

海洋気象観測船見学会                  気象台施設見学会

気象庁・気象台施設で開催される様々なイベントをご案内しています。

              

毎年プレゼント         友の会会報

（気象業務はいま、気象庁ガイドブック）
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報道発表

気象庁では、気象庁の施策等を国民の皆様にお知らせするため、報道

発表や記者会見を行っています。

報道発表には、毎月の天候のまとめや地震火山活動の概況などの定期

的な報道発表と、地震や津波、火山の噴火が発生した場合や大雨による

特別警報を発表した場合などに行う臨時の報道発表があり、令和４年は

回報道発表を行いました。

報道発表の内容は気象庁ホームページに掲載しますので、是非ご利用

ください。（トップページの「新着情報」からご確認ください。）

記者会見は、長官会見や３か月予報に関する会見などの毎月実施する

定例記者会見と、臨時の報道発表について説明する緊急記者会見などが

あり、令和４年は回記者会見を行いました。

長官会見の様子

地球ウォッチャーズ -気象友の会-

気象友の会とは、自然現象に興味のある方々が集まり、気象庁職員

との交流や会員相互の親睦を通じて、気象知識の向上、地球環境への

関心と防災意識の向上を目的とする会です。

会員の方には、気象に関する話題や天気図などを掲載した会報をお

届けする他、気象庁・気象台施設の見学会や気象に関する講演会など

の行事をご案内しています。また、「気象業務はいま」、「気象庁ガイド

ブック」を毎年プレゼントしています。

入会方法は、気象友の会ホームページ（http://www.e-watcherstomo.com/）

またはお近くの気象台で配布している入会のしおりをご覧ください。

入会時には特典として「誕生日の天気図」や「十種雲形の写真集」を

お届けしています。

海洋気象観測船見学会                  気象台施設見学会

気象庁・気象台施設で開催される様々なイベントをご案内しています。

              

毎年プレゼント         友の会会報

（気象業務はいま、気象庁ガイドブック）

地球ウォッチャーズ -気象友の会-

気象友の会とは、自然現象に興味のある方々が集まり、気象庁職員

との交流や会員相互の親睦を通じて、気象知識の向上、地球環境への

関心と防災意識の向上を目的とする会です。

会員の方には、気象に関する話題や天気図などを掲載した会報をお

届けする他、気象庁・気象台施設の見学会や気象に関する講演会など

の行事をご案内しています。また、「気象業務はいま」、「気象庁ガイド

ブック」を毎年プレゼントしています。

入会方法は、気象友の会ホームページ（http://www.e-watcherstomo.com/）

またはお近くの気象台で配布している入会のしおりをご覧ください。

入会時には特典として「誕生日の天気図」や「十種雲形の写真集」を

お届けしています。

海洋気象観測船見学会                  気象台施設見学会

気象庁・気象台施設で開催される様々なイベントをご案内しています。

              

毎年プレゼント         友の会会報

（気象業務はいま、気象庁ガイドブック）
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文書閲覧窓口制度と情報公開制度

気象庁が保有する情報（行政文書等）を求めるには二つの方法があり、

一つは文書閲覧窓口制度、もう一つは情報公開制度です。前者は、国民

生活に役立ち一般公開に適する文書を目録としてまとめてあり、申出に

より閲覧するものです。後者は、国民が開示請求を行い、不開示情報を

除き、気象庁が開示するものです。

以下、それぞれについて説明します。

（１）文書閲覧窓口制度について

全国の地方気象台などの窓口で閲覧することができます。

閲覧できる文書類の目録は、法規類、審議会等、業務データなどの各

分野毎に整備されていますので、この目録により、目的の文書類を検索・

閲覧することができます。

（２）情報公開制度について

情報公開窓口は、本庁、各管区・沖縄気象台、施設等機関に設置して

います。

行政文書等の開示請求は、この窓口に直接又は郵送等で行うことがで

きます。

請求する行政文書等の特定については、この窓口や気象庁に整備して

いる行政文書ファイル管理簿で調べることができます。

（注）詳細は気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp/）へアクセスし関連す

るコンテンツを閲覧することで、より具体的な情報が取得できます。

気象証明・鑑定

気象庁では、全国の気象官署において、気象業務法に基づき気象等に関

する証明書・鑑定書の発行を行っています。

証明と鑑定の違い

「証明」とは事実を観測記録から確認すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の東京都千代田区大手町における気温は△△度である。

「鑑定」とは各種観測資料をもとに科学的に事実を判断すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の○○町における天気は××だったと推定する。

※証明書は観測記録そのもの、あるいは観測記録を記載したものですが、鑑定書は各種観測資料

から科学的に推定・判断した結果を記載したものとなります。

気象証明・鑑定発行の流れ

証明書等に関するご相談や申請書の提出について、最寄りの気象台等

へお尋ねください。

気象台の担当窓口や発行までの詳細な流れなどは気象庁ホームページ

（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shinsei/shoumei/shoumei.html

）に掲載しています。

気象証明・鑑定

気象庁では、全国の気象官署において、気象業務法に基づき気象等に関

する証明書・鑑定書の発行を行っています。

証明と鑑定の違い

「証明」とは事実を観測記録から確認すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の東京都千代田区大手町における気温は△△度である。

「鑑定」とは各種観測資料をもとに科学的に事実を判断すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の○○町における天気は××だったと推定する。

※証明書は観測記録そのもの、あるいは観測記録を記載したものですが、鑑定書は各種観測資料

から科学的に推定・判断した結果を記載したものとなります。

気象証明・鑑定発行の流れ

証明書等に関するご相談や申請書の提出について、最寄りの気象台等

へお尋ねください。

気象台の担当窓口や発行までの詳細な流れなどは気象庁ホームページ

（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shinsei/shoumei/shoumei.html

）に掲載しています。
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文書閲覧窓口制度と情報公開制度

気象庁が保有する情報（行政文書等）を求めるには二つの方法があり、

一つは文書閲覧窓口制度、もう一つは情報公開制度です。前者は、国民

生活に役立ち一般公開に適する文書を目録としてまとめてあり、申出に

より閲覧するものです。後者は、国民が開示請求を行い、不開示情報を

除き、気象庁が開示するものです。

以下、それぞれについて説明します。

（１）文書閲覧窓口制度について

全国の地方気象台などの窓口で閲覧することができます。

閲覧できる文書類の目録は、法規類、審議会等、業務データなどの各

分野毎に整備されていますので、この目録により、目的の文書類を検索・

閲覧することができます。

（２）情報公開制度について

情報公開窓口は、本庁、各管区・沖縄気象台、施設等機関に設置して

います。

行政文書等の開示請求は、この窓口に直接又は郵送等で行うことがで

きます。

請求する行政文書等の特定については、この窓口や気象庁に整備して

いる行政文書ファイル管理簿で調べることができます。

（注）詳細は気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp/）へアクセスし関連す

るコンテンツを閲覧することで、より具体的な情報が取得できます。

気象証明・鑑定

気象庁では、全国の気象官署において、気象業務法に基づき気象等に関

する証明書・鑑定書の発行を行っています。

証明と鑑定の違い

「証明」とは事実を観測記録から確認すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の東京都千代田区大手町における気温は△△度である。

「鑑定」とは各種観測資料をもとに科学的に事実を判断すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の○○町における天気は××だったと推定する。

※証明書は観測記録そのもの、あるいは観測記録を記載したものですが、鑑定書は各種観測資料

から科学的に推定・判断した結果を記載したものとなります。

気象証明・鑑定発行の流れ

証明書等に関するご相談や申請書の提出について、最寄りの気象台等

へお尋ねください。

気象台の担当窓口や発行までの詳細な流れなどは気象庁ホームページ

（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shinsei/shoumei/shoumei.html

）に掲載しています。

気象証明・鑑定

気象庁では、全国の気象官署において、気象業務法に基づき気象等に関

する証明書・鑑定書の発行を行っています。

証明と鑑定の違い

「証明」とは事実を観測記録から確認すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の東京都千代田区大手町における気温は△△度である。

「鑑定」とは各種観測資料をもとに科学的に事実を判断すること。

例：平成○○年△△月□□日○○時の○○町における天気は××だったと推定する。

※証明書は観測記録そのもの、あるいは観測記録を記載したものですが、鑑定書は各種観測資料

から科学的に推定・判断した結果を記載したものとなります。

気象証明・鑑定発行の流れ

証明書等に関するご相談や申請書の提出について、最寄りの気象台等

へお尋ねください。

気象台の担当窓口や発行までの詳細な流れなどは気象庁ホームページ

（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shinsei/shoumei/shoumei.html

）に掲載しています。
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予報と㆙報࣭ὀព報ࡢ細分区域一ぴ⾲
㸦௧和�ᖺ�᭶�日᫬Ⅼ㸧

表中の㸨ࡣ市町村ࢆศ๭࡚ࡋタᐃ࡚ࡋいる஧ḟ⣽ศ区ᇦ

府県予報区名
一次細分区域

名

市町村等をま

とめた地域名
二次細分区域名

᐀谷地方 ᐀谷地方

᐀谷北部 ⛶内市、⊷ᡶ村、豊富町、ᖠ延町

᐀谷南部 ὾㡻ู町、中㡻ู町、ᯞᖾ町

฼ᑼ・♩ᩥ ♩ᩥ町、฼ᑼ町、฼ᑼ富ኈ町

ୖ川・␃ⴌ地方

ୖ川地方

ୖ川北部
ኈู市、名ᐤ市、和ᐮ町、๢ῡ町、ୗ川町、美῝町、㡢ጾ子ᗓ

村、中川町、ᖠຍ内町

ୖ川中部
᪫川市、㮚ᰨ町、東⚄ᴦ町、ᙜ㯞町、ẚ布町、ឡู町、ୖ 川町、

東川町、美⍛町

ୖ川南部 富良野市、ୖ富良野町、中富良野町、南富良野町、༨ෙ村

␃ⴌ地方

␃ⴌ北部 㐲ู町、天ሷ町

␃ⴌ中部 Ɫ๓町、⩚ᖠ町*、天኎↝ᑼ*、ึ山ู村

␃ⴌ南部 ␃ⴌ市、ቑẟ町、小平町

石⊁・✵知・ᚋ

志地方

石⊁地方

石⊁北部 石⊁市、ᙜู町、新⠛ὠ村

石⊁中部 ᮐᖠ市、江ู市

石⊁南部 千ṓ市、ᜨᗞ市、北ᗈ島市

✵知地方

北✵知 ῝川市、ጒ⫼∵町、⛛∗ู町、北❳町、἟⏣町

中✵知
ⰱู市、㉥平市、⁪川市、◁川市、ḷ志内市、ዉ஭江町、ୖ◁

川町、浦⮻町、新十ὠ川町、㞵❳町

南✵知
ኤᙇ市、ᒾ見ἑ市、美ှ市、三➟市、南ᖠ町、⏤仁町、長἟町、

ᰩ山町、᭶ᙧ町

ᚋ志地方

ᚋ志北部 小ᶡ市、✚୹町、古平町、仁木町、వ市町、㉥஭川村

⨺㋟山㯄 町、┿⊁村、␃ᑑ都村、喜ⱱู町、ிᴟ町、೜知Ᏻ町ࢥࢭࢽ

ᚋ志西部
島∾村、ᑑ都町、㯮ᯇ内町、⹒㉺町、ඹ和町、ᒾ内町、泊村、

⚄ᜨ内村

⥙㉮・北見・⣠

ู地方

⥙㉮地方

⥙㉮西部 北見市ᖖ࿅*、⥙㉮市、佐࿅間町、大✵町

⥙㉮東部 ᩳ㔛町、Ύ㔛町、小Ύ水町

⥙㉮南部 美ᖠ町、ὠู町

北見地方 (北見地方) 北見市北見*、カ子ᗓ町、置戸町

⣠ู地方
⣠ู北部 ⣠ู市、⁪ୖ町、⯆部町、西⯆部村、㞝武町

⣠ู南部 㐲㍍町、湧ู町

㔲㊰・根ᐊ・十

຾地方

㔲㊰地方

㔲㊰北部 ᘵ子ᒅ町

㔲㊰中部 㔲㊰市阿ᐮ*、ᶆⲔ町、㭯ᒃ村

㔲㊰南東部 ཌᓊ町、὾中町

㔲㊰南西部 㔲㊰市㔲㊰*、㔲㊰市㡢ู*、㔲㊰町、ⓑ⣇町

根ᐊ地方

根ᐊ北部 中ᶆὠ町、ᶆὠ町、⨶⮻町

根ᐊ中部 ูᾏ町

根ᐊ南部 根ᐊ市

十຾地方

十຾北部 ୖኈᖠ町、鹿㏣町、新ᚓ町、㊊ᐤ町、㝣ู町

十຾中部
ᖏᗈ市、㡢᭦町、ኈᖠ町、Ύ水町、ⱆᐊ町、ᖥู町、ụ⏣町、

豊㡭町、本ู町、浦ᖠ町

十຾南部 中ᮐ内村、᭦ู村、大ᶞ町、ᗈᑿ町

⫹᣺・日高地方
⫹᣺地方

⫹᣺西部 伊㐩市伊㐩*、伊㐩市大⁪*、豊浦町、ኊ▌町、Ὕ√†町

⫹᣺中部 ᐊ⹒市、Ɫ小∾市、Ⓩู市、ⓑ⪁町

⫹᣺東部 ཌ┿町、Ᏻ平町、ࢃ࠿ࡴ町

日高地方 日高西部 日高町日高*、日高町門ู*、平ྲྀ町
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日高中部 新ෙ町、新࠿ࡔࡦ町

日高東部 浦Ἑ町、ᵝఝ町、えࡶࡾ町

渡島・ᷓ山地方

渡島地方

渡島北部 八㞼町八㞼*、長୓部町

渡島東部 ภ㤋市、北ᩯ市、୐㣤町、鹿部町、᳃町

渡島西部 ᯇ๓町、⚟島町、知内町、木古内町

ᷓ山地方

ᷓ山北部 八㞼町⇃石*、今金町、࡞ࡓࡏ町

ᷓ山南部 江ᕪ町、ୖࣀ国町、ཌἑ部町、எ部町

ᷓ山ዟᑼ島 ዟᑼ町

㟷᳃県

ὠ㍍

東㟷ὠ㍍ 㟷᳃市、平内町、今ู町、ⶇ⏣村、እヶ὾町

北五ὠ㍍ 五ᡤ川原市、ᯈᰗ町、㭯⏣町、中泊町

西ὠ㍍ つࡀる市、㫏ヶἑ町、῝浦町

中南ὠ㍍
ᘯ๓市、㯮石市、平川市、西┠屋村、⸨崎町、大㪭町、⏣⯋㤋

村

ୗ北 (ୗ北) つ市、大間町、東㏻村、風間浦村、佐஭村ࡴ

三八ୖ北
三八

八戸市、三ἑ市、භ戸町、࠾いࡏࡽ町、三戸町、五戸町、⏣子

町、南部町、㝵ୖ町、新郷村

ୖ北 十和⏣市、野辺地町、୐戸町、ᶓ὾町、東北町、භヶᡤ村

⛅⏣県

沿ᓊ

⛅⏣中ኸ地ᇦ
⛅⏣市、⏨鹿市、₲ୖ市、五城┠町、八㑻₲町、஭川町、大₲

村

⬟௦山本地ᇦ ⬟௦市、⸨㔛町、三種町、八ᓠ町

本Ⲯ⏤฼地ᇦ ⏤฼本Ⲯ市、࡯࠿࡟市

内㝣

北⛅鹿ゅ地ᇦ 大㤋市、鹿ゅ市、北⛅⏣市、小ᆏ町、ୖ小阿仁村

仙北平鹿地ᇦ ᶓ手市、大仙市、仙北市、美郷町

ᇦ地຾㞝ἑ‮ 村瀬ᡂ東、町ᚋ⩚、市ἑ‮

ᒾ手県

内㝣

┒岡地ᇦ
┒岡市、八ᖭ平市、⁪ἑ市、㞸石町、ⴱᕳ町、ᒾ手町、⣸Ἴ町、

▮ᕵ町

஧戸地ᇦ ஧戸市、㍍米町、九戸村、୍戸町

ⰼ北地ᇦ ⰼᕳ市、北ୖ市、西和㈡町

㐲野地ᇦ 㐲野市

ዟ州金ࢣ崎地

ᇦ
ዟ州市、金ࢣ崎町

୧☬地ᇦ ୍㛵市、平Ἠ町

沿ᓊ北部
久ឿ地ᇦ 久ឿ市、ᬑ௦村、野⏣村、ὒ野町

宮古地ᇦ 宮古市、山⏣町、ᒾἨ町、⏣野⏿村

沿ᓊ南部
㔩石地ᇦ 㔩石市、大ᵔ町

大⯪渡地ᇦ 大⯪渡市、㝣๓高⏣市、ఫ⏣町

宮城県

東部

東部仙ྎ

仙ྎ市東部*、ሷ❤市、名ྲྀ市、多㈡城市、ᒾ἟市、富谷市、

ர⌮町、山ඖ町、ᯇ島町、୐ヶ὾町、฼ᗓ町、大和町東部*、

大郷町

石ᕳ地ᇦ 石ᕳ市、東ᯇ島市、ዪ川町

東部大崎 大崎市東部*、ᾛ谷町、美㔛町

Ẽ仙἟地ᇦ Ẽ仙἟市、南三㝣町

東部仙南 ゅ⏣市、大Ἑ原町、村⏣町、ᰘ⏣町、୸᳃町

Ⓩ米・東部ᰩ原 Ⓩ米市、ᰩ原市東部*

西部

西部仙ྎ 仙ྎ市西部*、大和町西部*、大⾮村

西部仙南 ⓑ石市、ⶶ⋤町、୐ヶ宿町、川崎町

西部大崎 大崎市西部*、Ⰽ㯞町、ຍ美町

西部ᰩ原 ᰩ原市西部*

山ᙧ県 村山 東南村山 山ᙧ市、ୖ山市、天❺市、山辺町、中山町
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北村山 村山市、東根市、ᑿⰼἑ市、大石⏣町

西村山 ᐮἙ江市、Ἑ北町、西川町、ᮅ日町、大江町

置㈷
東南置㈷ 米ἑ市、南㝧市、高␊町、川西町

西置㈷ 長஭市、小国町、ⓑ㮚町、㣤豊町

ᗉ内
ᗉ内北部 㓇⏣市、㐟佐町

ᗉ内南部 㭯岡市、三川町、ᗉ内町

᭱ୖ (᭱ୖ)
新ᗉ市、金山町、᭱ ୖ町、⯚ᙧ町、┿ᐊ川町、大ⶶ村、㩬川村、

戸ἑ村

⚟島県

中㏻ࡾ

中㏻ࡾ北部 ⚟島市、伊㐩市、᱓ᢡ町、国見町、川ಛ町

中㏻ࡾ中部
㒆山市*、㡲㈡川市、஧本ᯇ市、⏣村市、本宮市、大⋢村、㙾

石町、天ᰤ村*、三᫓町、小野町

中㏻ࡾ南部
ⓑἙ市、西郷村、Ἠ崎村、中島村、▮྿町、Ჴ಴町、▮⚍町、

ሮ町、㩪川村、石川町、⋢川村、平⏣村、ὸ川町、古Ẋ町

὾㏻ࡾ

὾㏻ࡾ北部 ┦㤿市、南┦㤿市、新地町、㣤⯓村

὾㏻ࡾ中部
ᗈ野町、ᴍ葉町、富岡町、川内村、大⇃町、཮葉町、ᾉ江町、

ⴱᑿ村

὾㏻ࡾ南部 いࢃき市

఍ὠ

఍ὠ北部 喜多方市、北ሷ原村、西఍ὠ町、☬Დ町、⊦ⱑ௦町

఍ὠ中部
఍ὠⱝᯇ市、㒆山市†南*、఍ὠᆏୗ町、三、町ὠᰗ、村川‮

島町、金山町、᫛和村、఍ὠ美㔛町

఍ὠ南部 天ᰤ村町ὠ఍南、町見ྈ、村ᒱᯞᷓ、町郷ୗ、*本‮

Ⲉ城県

北部

県ኸ地ᇦ 水戸市、➟間市、小美⋢市、Ⲉ城町、大Ὑ町、城㔛町

県北地ᇦ
日❧市、ᖖ㝣ኴ⏣市、高ⴗ市、北Ⲉ城市、ࡓࡦち࠿࡞市、ᖖ㝣

大宮市、那⌃市、東ᾏ村、大子町

南部

鹿⾜地ᇦ 鹿ᔱ市、₻᮶市、⚄ᰨ市、⾜方市、㖝⏣市

県南地ᇦ

ᅵ浦市、石岡市、龍ࢣ崎市、ྲྀ手市、∵久市、つࡤࡃ市、Ᏺ谷

市、✄敷市、ࡀࡳࡍ࠿うࡽ市、つࡽࡳࡤࡃい市、美浦村、阿見

町、Ἑ内町、฼根町

県西地ᇦ
古Ἑ市、⤖城市、ୗጔ市、ᖖ⥲市、⟃西市、ᆏ東市、ᱜ川市、

八千௦町、五㟘町、ቃ町

ᰣ木県

南部

県ኸ部 宇都宮市、さࡽࡃ市、ୖ三川町、高根ἑ町

南東部
┿岡市、那㡲ⅲ山市、┈子町、ⱱ木町、市㈅町、ⰾ㈡町、那⌃

川町

南西部
㊊฼市、ᰣ木市、佐野市、鹿἟市、小山市、ୗ野市、኉⏕町、

野木町

北部

那㡲地ᇦ 大⏣原市、▮ᯈ市、那㡲ሷ原市、ሷ谷町、那㡲町

日ග市
日ග市今市、日ග市日ග、日ග市⸨原、日ග市㊊ᑿ、日ග市ᰩ

山

⩌㤿県

南部

๓ ・ʟ᱒⏕地ᇦ ๓ᶫ市、᱒⏕市、῰川市、ࡾ࡝ࡳ市、ᴵ東村、ྜྷ岡町

伊ໃ崎・ኴ⏣地

ᇦ

伊ໃ崎市、ኴ⏣市、㤋林市、⋢村町、ᯈ಴町、᫂和町、千௦⏣

町、大Ἠ町、㑚ᴦ町

高崎・⸨岡地ᇦ
高崎市、⸨岡市、富岡市、Ᏻ中市、ୖ 野村、⚄ὶ町、ୗ仁⏣町、

南∾村、⏑ᴦ町

北部
฼根・἟⏣地ᇦ ἟⏣市、∦ရ村、川ሙ村、᫛和村、ࡳ࠿࡞ࡳ町

࿃ጔ地ᇦ 中之᮲町、長野原町、Ꮌᜊ村、ⲡὠ町、高山村、東࿃ጔ町

ᇸ⋢県 南部
南中部

さいࡓま市、川㉺市、川ཱྀ市、ᡤἑ市、⊃山市、ୖ ᑿ市、ⷘ市、

戸⏣市、ᮅ㟘市、志木市、和ග市、新座市、ᱩ川市、北本市、

富ኈ見市、ࡳࡌࡩ野市、伊ዉ町、三ⰾ町、川島町

南東部 ᫓日部市、ⲡຍ市、㉺谷市、八₻市、三郷市、ⶈ⏣市、ᖾ手市、
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ྜྷ川市、ⓑ岡市、宮௦町、ᮡ戸町、ᯇఅ町

南西部
㣤⬟市、ධ間市、ᆏ戸市、㭯ヶ島市、日高市、ẟ࿅山町、㉺⏕

町

北部

北東部 ⾜⏣市、ຍ㡲市、⩚⏕市、㬨ᕢ市、久喜市

北西部

⇃谷市、本ᗉ市、東ᯇ山市、̔̀ 谷市、⁥川町、ᔒ山町、小川町、

ྜྷ見町、㬀山町、࡜きࢃࡀ町、東⛛∗村、美㔛町、⚄川町、ୖ

㔛町、ᐤᒃ町

⛛∗地方 (⛛∗地方) ⛛∗市、ᶓ瀬町、ⓙ野町、長™町、小鹿野町

東ி都

東ி地方

㸰㸱区西部

千௦⏣区、中ኸ区、 区、新宿区、ᩥி区、ရ川区、┠㯮区、

大⏣区、ୡ⏣谷区、῰谷区、中野区、ᮡ୪区、豊島区、北区、

ᯈᶫ区、⦎㤿区

㸰㸱区東部 ྎ東区、ቚ⏣区、江東区、Ⲩ川区、㊊❧区、ⴱ㣭区、江戸川区

多摩北部

❧川市、武ⶶ野市、三㮚市、ᗓ中市、᫛島市、ㄪ布市、小金஭

市、小平市、東村山市、国ศᑎ市、国❧市、≻江市、東大和市、

Ύ瀬市、東久␃米市、武ⶶ村山市、西東ி市

多摩西部
㟷ᱵ市、⚟⏕市、⩚村市、࠶きる野市、⍞穂町、日の出町、ᷓ

原村、ዟ多摩町

多摩南部 八⋤子市、町⏣市、日野市、多摩市、✄城市

伊㇋諸島北部
大島 大島町

新島 ฼島村、新島村、⚄ὠ島村

伊㇋諸島南部
八୔島 八୔町、㟷ヶ島村

三Ꮿ島 三Ꮿ村、ᚚⶶ島村

小➟原諸島 (小➟原諸島) 小➟原村

千葉県

北西部

千葉中ኸ 千葉市、市原市

༳᪠
ᡂ⏣市、佐಴市、ᅄ⾤㐨市、八⾤市、༳西市、ⓑ஭市、富㔛市、

㓇ࠎ஭町、ᰤ町

東ⴱ㣭
市川市、⯪ᶫ市、ᯇ戸市、野⏣市、⩦志野市、᯽市、ὶ山市、

八千௦市、ᡃᏞ子市、㙊ࢣ谷市、浦Ᏻ市

北東部

㤶ྲྀ・ᾏ໳ 㖯子市、᪫市、໳⍰市、㤶ྲྀ市、⚄崎町、多古町、東ᗉ町

山武・長⏕
ⱱ原市、東金市、山武市、大⥙ⓑ㔛市、九十九㔛町、Ⱚ山町、

ᶓⰪග町、୍宮町、╬ἑ町、長⏕村、ⓑ子町、長᯶町、長南町

南部

ྩὠ 木᭦ὠ市、ྩὠ市、富ὠ市、⿇ࢣ浦市

ዀ隅・Ᏻᡣ
㤋山市、຾浦市、㬞川市、南ᡣ⥲市、いࡳࡍ市、大多喜町、ᚚ

宿町、㗬南町

⚄ዉ川県

東部

ᶓ὾・川崎 ᶓ὾市、川崎市

•南
平塚市、⸨ἑ市、ⱴヶ崎市、大和市、ᾏ⪁名市、座間市、⥤瀬

市、ᐮ川町、大☾町、஧宮町

三浦༙島 ᶓ㡲㈡市、㙊಴市、㏸子市、三浦市、葉山町

西部

┦ᶍ原 ┦ᶍ原市

県ኸ ⛙野市、ཌ木市、伊ໃ原市、ឡ川町、Ύ川村

㊊᯶ୖ 南㊊᯶市、中஭町、大஭町、ᯇ⏣町、山北町、㛤ᡂ町

西• 小⏣原市、⟽根町、┿㭯町、町原Ἑ‮

長野県

北部

長野地ᇦ
長野市、㡲ᆏ市、千᭤市、ᆏ城町、小布᪋町、高山村、ಙ⃰町、

小川村、㣤⥘町

中野㣤山地ᇦ 中野市、㣤山市、山ࣀ内町、木島平村、野ἑ Ἠ村、ᰤ村

大北地ᇦ 大町市、ụ⏣町、ᯇ川村、ⓑ㤿村、小谷村

中部

ୖ⏣地ᇦ ୖ⏣市、東ᚚ市、㟷木村、長和町

佐久地ᇦ
小諸市、佐久市、小ᾏ町、川ୖ村、南∾村、南┦木村、北┦木

村、佐久穂町、㍍஭ἑ町、ᚚ௦⏣町、❧⛉町
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一次細分区域
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市町村等をま

とめた地域名
二次細分区域名

ᯇ本地ᇦ
ᯇ本*、ሷᑼ*、Ᏻ᭎野市、㯞⦼村、⏕ᆏ村、山ᙧ村、ᮅ日村、

⟃北村

஌㠡ୖ高地地

ᇦ
஌㠡ୖ高地*

ㄶゼ地ᇦ 岡谷市、ㄶゼ市、ⱴ野市、ୗㄶゼ町、富ኈ見町、原村

南部

ୖ伊那地ᇦ
伊那市、㥖ヶ根市、㎮野町、⟪㍯町、㣤島町、南⟪㍯村、中川

村、宮⏣村

木曽地ᇦ ᴍ川*、ୖᯇ町、南木曽町、木♽村、⋤⁪村、大᱓村、木曽町

ୗ伊那地ᇦ
㣤⏣市、ᯇ川町、高᳃町、阿南町、阿ᬛ村、平谷村、根⩚村、

ୗᲄ村、኎木村、天龍村、Ὀ㜧村、ႛ木村、豊ୣ村、大鹿村

山᲍県

中・西部

中北地ᇦ
⏥ᗓ市、㡞崎市、南ࢫࣉࣝ࢔市、北ᮭ市、⏥ᩫ市、中ኸ市、᫛

和町

ᓙ東地ᇦ 山᲍市、➜྿市、⏥州市

ᓙ南地ᇦ 市川三郷町、᪩川町、㌟延町、南部町、富ኈ川町

東部・富ኈ五

†

東部 都␃市、大᭶市、ୖ野原市、㐨志村、小Ⳣ村、୹Ἴ山村

富ኈ五†
富ኈྜྷ⏣市、西᱇町、ᚸ野村、山中†村、㬆ἑ村、富ኈἙཱྀ†

町

㟼岡県

中部
中部南 㟼岡市南部*、島⏣市、↝ὠ市、⸨ᯞ市、∾之原市、ྜྷ⏣町

中部北 㟼岡市北部*、川根本町

伊㇋
伊㇋北 ⇕ᾏ市、伊東市、伊㇋市、伊㇋の国市、ภ南町

伊㇋南 ୗ⏣市、東伊㇋町、Ἑὠ町、南伊㇋町、ᯇ崎町、西伊㇋町

東部
富ኈ山南東 ἟ὠ市、三島市、ᚚẊሙ市、〈野市、Ύ水町、長Ἠ町、小山町

富ኈ山南西 富ኈ宮市、富ኈ市

西部

㐲州北 ὾ᯇ市北部*

㐲州南
὾ᯇ市南部*、☬⏣市、᥃川市、⿄஭市、†西市、ᚚ๓崎市、

⳥川市、᳃町

ឡ知県

西部

ᑿᙇ東部
名古屋市、瀬戸市、᫓日஭市、≟山市、小∾市、ᑿᙇ᪫市、豊

᫂市、日㐍市、長久手市、東郷町

ᑿᙇ西部

୍宮市、ὠ島市、江南市、✄ἑ市、ᒾ಴市、ឡ西市、Ύ㡲市、

北名古屋市、ᘺ富市、࠶ま市、豊山町、大ཱྀ町、ᢇ᱓町、大἞

町、⽣江町、㣕島村

知多地ᇦ
༙⏣市、ᖖ⁥市、東ᾏ市、大ᗓ市、知多市、阿久ẚ町、東浦町、

南知多町、美὾町、武豊町

西三Ἑ南部
岡崎市、☐南市、ส谷市、Ᏻ城市、西ᑿ市、知❧市、高὾市、

ᖾ⏣町

西三Ἑ北西部 豊⏣市西部*、ࡋࡼࡳ市

東部

西三Ἑ北東部 豊⏣市東部*

東三Ἑ北部 新城市、タᴦ町、東ᰤ町、豊根村

東三Ἑ南部 豊ᶫ市、豊川市、ⵦ㒆市、⏣原市

ᒱ㜧県

美⃰地方

ᒱ㜧・西⃰

ᒱ㜧市、大垣市、⩚島市、ྛ ົ原市、山県市、⍞穂市、本ᕢ市、

ᾏὠ市、ᒱ南町、➟ᯇ町、㣴⪁町、垂஭町、㛵ࢣ原町、⚄戸町、

㍯之内町、Ᏻ八町、ᥬᩫ川町、大野町、ụ⏣町、北方町

東⃰ 多἞見市、中ὠ川市、⍞ᾉ市、ᜨ那市、ᅵᒱ市

中⃰
㛵市、美⃰市、美⃰ຍⱱ市、ྍ 児市、㒆ୖ市、ᆏ⚃町、富ຍ町、

川辺町、୐᐀町、八ⓒὠ町、ⓑ川町、東ⓑ川村、ᚚᔞ町

㣕㦌地方
㣕㦌北部 高山市、㣕㦌市、ⓑ川村

㣕㦌南部 ୗ࿅市

三重県 北中部
中部 ὠ市、ᯇ㜰市、多Ẽ町、᫂和町

北部 ᅄ日市市、᱓名市、㕥鹿市、ட山市、い࡭࡞市、木曽ᓁ町、東
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一次細分区域

名

市町村等をま

とめた地域名
二次細分区域名

ဨ町、⳺野町、ᮅ日町、川㉺町

伊㈡ 名ᙇ市、伊㈡市

南部
伊ໃ志摩 伊ໃ市、㫽⩚市、志摩市、⋢城町、ᗘ఍町、南伊ໃ町

⣖ໃ・東⣖州 ᑿ㮖市、⇃野市、大ྎ町、大⣖町、⣖北町、ᚚ὾町、⣖ᐆ町

新₲県

ୗ㉺

新₲地ᇦ 新₲市、⇩市、阿㈡野市、ᘺᙪ村

ᒾ⯪地ᇦ 村ୖ市、㛵川村、粟島浦村

新Ⓨ⏣地ᇦ 新Ⓨ⏣市、⫾内市、⪷⡲町

五Ἠ地ᇦ 五Ἠ市、阿㈡町

中㉺

長岡地ᇦ 長岡市、小千谷市、見㝃市、出㞼崎町

三᮲地ᇦ 三᮲市、ຍⱱ市、⏣ୖ町

㨶἟市 㨶἟市

᯽崎地ᇦ ᯽崎市、ส⩚村

南㨶἟地ᇦ 南㨶἟市、町ἑ‮

十日町地ᇦ 十日町市、ὠ南町

ୖ㉺

ୖ㉺市 ୖ㉺市

糸㨶川市 糸㨶川市

ጁ高市 ጁ高市

佐渡 (佐渡) 佐渡市

富山県

東部
東部南 富山市、⯚ᶫ村、ୖ市町、❧山町

東部北 㨶ὠ市、⁥川市、㯮部市、ධၿ町、ᮅ日町

西部
西部北 高岡市、ị見市、小▮部市、ᑕ水市

西部南 ◝Ἴ市、南◝市

石川県

ຍ㈡
ຍ㈡北部 金ἑ市、ࡃ࡯࠿市、ὠᖭ町、内ℿ町

ຍ㈡南部 小ᯇ市、ຍ㈡市、ⓑ山市、野ࠎ市市、⬟美市、川北町

⬟Ⓩ
⬟Ⓩ北部 ㍯島市、⌔Ὢ市、✰水町、⬟Ⓩ町

⬟Ⓩ南部 ୐ᑿ市、⩚࿳市、志㈡町、ᐆ㐩志水町、中⬟Ⓩ町

⚟஭県

ᕊ北

ᕊ北北部 ⚟஭市、ࡽࢃ࠶市、ᆏ஭市、Ọ平ᑎ町、㉺๓町

ᕊ北南部 㪆江市、㉺๓市、ụ⏣町、南㉺๓町

ዟ㉺ 大野市、຾山市

ᕊ南
ᕊ南東部 ᩔ㈡市、美὾町、ⱝ⊃町

ᕊ南西部 小὾市、高὾町、࠾࠾い町

⁠㈡県

南部

㏆江南部 大ὠ市南部*、ⲡὠ市、Ᏺ山市、ᰩ東市、野Ὢ市

東㏆江 ㏆江八ᖭ市、東㏆江市、日野町、❳⋤町

⏥㈡ ⏥㈡市、†南市

北部

㏆江西部 大ὠ市北部*、高島市

†北 長὾市、米原市

†東 ᙪ根市、ឡⲮ町、豊郷町、⏥良町、多㈡町

ி都ᗓ

南部

ி都・ட岡 ி都市、ட岡市、向日市、長岡ி市、大山崎町

南୹・ி୹Ἴ 南୹市、ி୹Ἴ町

山城中部
宇἞市、城㝧市、八ᖭ市、ி⏣辺市、久ᚚ山町、஭手町、宇἞

⏣原町

山城南部 木ὠ川市、➟置町、和᮰町、⢭⳹町、南山城村

北部

୹ᚋ 宮ὠ市、ி୹ᚋ市、伊根町、与ㅰ野町

⯙㭯・⥤部 ⯙㭯市、⥤部市

⚟知山 ⚟知山市

大㜰ᗓ 大㜰ᗓ

大㜰市 大㜰市

北大㜰
豊中市、ụ⏣市、྿⏣市、高ᵳ市、Ⲉ木市、⟪㠃市、ᦤὠ市、

島本町、豊⬟町、⬟ໃ町

東部大㜰 Ᏺཱྀ市、ᯛ方市、八ᑿ市、ᐷ屋川市、大東市、᯽原市、門┿市、
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東大㜰市、ᅄᲄ␝市、஺野市

南Ἑ内
富⏣林市、Ἑ内長野市、ᯇ原市、⩚᭥野市、⸨஭ᑎ市、大㜰⊃

山市、ኴ子町、Ἑ南町、千᪩㉥㜰村

Ἠ州
ሜ市、ᓊ和⏣市、Ἠ大ὠ市、㈅塚市、Ἠ佐野市、和Ἠ市、高石

市、Ἠ南市、㜰南市、ᛅ岡町、⇃ྲྀ町、⏣ᑼ町、ᓁ町

රᗜ県

南部

㜰⚄
⚄戸市、ᑽ崎市、西宮市、ⰱ屋市、伊୹市、ᐆ塚市、川西市、

三⏣市、⊦名川町

北᧛୹Ἴ 西⬥市、୹Ἴ⠛山市、୹Ἴ市、多ྍ町

᧛☻北西部 ᏷粟市、市川町、⚟崎町、⚄Ἑ町、佐⏝町

᧛☻南東部
᫂石市、ຍ古川市、三木市、高◁市、小野市、ຍ西市、ຍ東市、

✄美町、᧛☻町

᧛☻南西部 ጲ㊰市、┦⏕市、㉥穂市、ࡓつの市、ኴ子町、ୖ㒆町

ῐ㊰島 Ὢ本市、南ࡌࢃ࠶市、ῐ㊰市

北部
ణ㤿北部 豊岡市、㤶美町、新 Ἠ町

ణ㤿南部 㣴∗市、ᮅ᮶市

ዉ良県

北部

北西部

ዉ良市、大和高⏣市、大和㒆山市、天⌮市、᷃原市、ᱜ஭市、

ᚚᡤ市、⏕㥖市、㤶Ⱚ市、ⴱ城市、平⩌町、三郷町、ᩬ㬀町、

Ᏻሚ町、川西町、三Ꮿ町、⏣原本町、高ྲྀ町、᫂日㤶村、ୖ∾

町、⋤ᑎ町、ᗈ㝠町、Ἑྜ町

北東部 宇㝀市、山添村

五ᲄ・北部ྜྷ野 五ᲄ市北部*、ྜྷ野町、大ᾷ町、ୗ市町

南部
南東部

曽∞村、ᚚ᮫村、㯮⁪村、天川村、ୗ北山村、ୖ北山村、川ୖ

村、東ྜྷ野村

南西部 五ᲄ市南部*、野㏕川村、十ὠ川村

和ḷ山県

北部

⣖北
和ḷ山市、ᾏ南市、ᶫ本市、⣖の川市、ᒾ出市、⣖美野町、࠿

つࡂࡽ町࠿つ࠿、*ࡂࡽつࡂࡽ町ⰼᅬ*、九ᗘ山町、高野町

⣖中

᭷⏣市、ᚚᆓ市、⏣᭷、*屋金ഛྜྷ町川⏣᭷、町川ᗈ、町ὸ‮

川町Ύ水*、美὾町、日高町、⏤良町、༳南町、࡭࡞ࡳ町、日

高川町川辺*、日高川町中ὠ*、日高川町美山*

南部
⏣辺・西∹፝

⏣辺市⏣辺*、⏣辺市龍⚄*、⏣辺市中辺㊰*、⏣辺市大ሪ*、⏣

辺市本宮*、ⓑ὾町、ୖ富⏣町、ࡍさࡳ町

新宮・東∹፝ 新宮市、那ᬛ຾浦町、ኴ地町、古座川町、北山村、串本町

岡山県

南部

岡山地ᇦ 岡山市、⋢野市、瀬戸内市、ྜྷഛ中ኸ町

東ഛ地ᇦ ഛ๓市、㉥☬市、和Ẽ町

಴敷地ᇦ ಴敷市、⥲♫市、᪩島町

஭➟地ᇦ ➟岡市、஭原市、ὸཱྀ市、㔛ᗉ町、▮᥃町

高ᱱ地ᇦ 高ᱱ市

北部

新見地ᇦ 新見市

┿ᗞ地ᇦ ┿ᗞ市、新ᗉ村

ὠ山地ᇦ ὠ山市、㙾野町、久米南町、美ဏ町

຾ⱥ地ᇦ 美స市、຾ኸ町、ዉ⩏町、西粟಴村

ᗈ島県

南部

ᗈ島・࿋

ᗈ島市中区*、ᗈ島市東区*、ᗈ島市南区*、ᗈ島市西区*、ᗈ島

市Ᏻ佐南区*、ᗈ島市Ᏻ佐北区*、ᗈ島市Ᏻⱁ区*、ᗈ島市佐఑

区*、࿋市、大竹市、ᘘ日市市、江⏣島市、ᗓ中町、ᾏ⏣町、

⇃野町、ᆏ町

⚟山・ᑿ三 三原市、ᑿ㐨市、⚟山市、ᗓ中市、ୡ⨶町、⚄石高原町

東ᗈ島・竹原 竹原市、東ᗈ島市、大崎ୖ島町

北部
ഛ北 三ḟ市、ᗉ原市

ⱁ北 Ᏻⱁ高⏣市、Ᏻⱁኴ⏣町、北ᗈ島町
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島根県

東部

ᯇ江地区 ᯇ江市、Ᏻ᮶市

出㞼地区 出㞼市

㞼南地区 㞼南市、ዟ出㞼町、㣤南町

西部

大⏣㑚ᬛ地区 大⏣市、川本町、美郷町、㑚南町

὾⏣地区 ὾⏣市、江ὠ市

┈⏣地区 ┈⏣市、ὠ和野町、ྜྷ㈡町

㞃ᒱ (㞃ᒱ) ᾏኈ町、西ࣀ島町、知ኵ村、㞃ᒱの島町

㫽ྲྀ県

東部
㫽ྲྀ地区 㫽ྲྀ市北部*、ᒾ美町

八頭地区 㫽ྲྀ市南部*、ⱝᱜ町、ᬛ頭町、八頭町

中・西部

಴ྜྷ地区 ಴ྜྷ市、三ᮅ町、町ᰤ北、町浦⍆、町὾᲍‮

米子地区 米子市、ቃ 市、日ྜྷὠ村、大山町、南部町、఑⪆町

日野地区 日南町、日野町、江ᗓ町

徳島県

北部

徳島・㬆門 徳島市、㬆門市、小ᯇ島市、ᯇⱱ町、北島町、⸛ఫ町、ᯈ野町

美㤿北部・阿北
ྜྷ野川市、阿Ἴ市、美㤿市⬥・美㤿・✰྿*、石஭町、ୖᯈ町、

つるࡂ町༙⏣・㈆ග*

美㤿南部・⚄山 美㤿市木屋平*、佐那Ἑ内村、⚄山町、つるࡂ町୍宇*

三ዲ 三ዲ市、東ࡋࡼࡳ町

南部

阿南 阿南市

那㈡・຾浦 ຾浦町、ୖ຾町、那㈡町

ᾏ部 ∹ᒱ町、美Ἴ町、ᾏ㝧町

㤶川県 㤶川県

高ᯇ地ᇦ 高ᯇ市、┤島町

小㇋ ᅵᗉ町、小㇋島町

東ㆭ さࡠき市、東ࢃࡀ࠿市、三木町

中ㆭ
୸ட市、ᆏ出市、ၿ㏻ᑎ市、宇多ὠ町、⥤川町、⍆平町、多ᗘ

ὠ町、まࢇのう町

西ㆭ ほ㡢ᑎ市、三豊市

ឡ፾県

中ண (中ண) ᯇ山市、伊ண市、東 市、久୓高原町、ᯇ๓町、◒部町

東ண
東ண東部 新ᒃ὾市、西᮲市、ᅄ国中ኸ市

東ண西部 今἞市、ୖ島町

南ண
南ண北部 八ᖭ὾市、大Ὢ市、西ண市、内子町、伊方町

南ண南部 宇和島市、ᯇ野町、㨣北町、ឡ南町

高知県

中部

高知中ኸ
高知市、南国市、ᅵ佐市、㡲崎市、㤶南市、㤶美市、いの町、

日高村

ᕊ北 本山町、大豊町、ᅵ佐町、大川村

高࿃北 仁ᾷ川町、佐川町、㉺知町

東部
ᐊ戸 ᐊ戸市、東ὒ町

Ᏻⱁ Ᏻⱁ市、ዉ༙฼町、⏣野町、Ᏻ⏣町、北川村、㤿㊰村、ⱁ西村

西部
ᖭ多 宿ẟ市、ᅵ佐Ύ水市、ᅄ୓十市、大᭶町、三原村、㯮₻町

高ᖭ 中ᅵ佐町、ᷟ原町、ὠ野町、ᅄ୓十町

山ཱྀ県

西部

ୗ㛵 ୗ㛵市

宇部・山㝧小野

⏣
宇部市、山㝧小野⏣市

中部
山ཱྀ・㜵ᗓ 山ཱྀ市、㜵ᗓ市

࿘南・ୗᯇ ୗᯇ市、࿘南市

東部
ᒾ国 ᒾ国市、和木町

ᰗ஭・ග ග市、ᰗ஭市、࿘㜵大島町、ୖ㛵町、⏣布᪋町、平⏕町

北部
ⴗ・美⚇ ⴗ市、美⚇市、阿武町

長門 長門市

⚟岡県 ⚟岡地方 (⚟岡地方) ⚟岡市、⟃⣸野市、᫓日市、大野城市、᐀ീ市、ኴᐓᗓ市、古
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府県予報区名
一次細分区域

名

市町村等をま

とめた地域名
二次細分区域名

㈡市、⚟ὠ市、糸島市、那⌃川市、宇美町、⠛ᰩ町、志ච町、

㡲ᜨ町、新宮町、久山町、⢑屋町

北九州地方

北九州・㐲㈡地

区
北九州市、中間市、ⰱ屋町、水ᕳ町、岡垣町、㐲㈡町

ி⠏ ⾜ᶫ市、豊๓市、ⱉ⏣町、ࡇࡸࡳ町、ྜྷ富町、ୖẟ町、⠏ୖ町

⟃豊地方 (⟃豊地方)

┤方市、㣤塚市、⏣川市、宮ⱝ市、嘉㯞市、小竹町、㠡手町、

᱇川町、㤶᫓町、添⏣町、糸⏣町、川崎町、大௵町、㉥村、⚟

ᬛ町

⟃ᚋ地方

⟃ᚋ北部
久␃米市、小㒆市、うきࡣ市、ᮅ಴市、⟃๓町、東ᓠ村、大ย

Ὑ町

⟃ᚋ南部
大∹⏣市、ᰗ川市、八ዪ市、⟃ᚋ市、大川市、ࡸࡳま市、大木

町、ᗈ川町

大ศ県

中部 (中部) 大ศ市、ูᗓ市、⮻ᯂ市、ὠ久見市、ᯂ⠏市、⏤布市、日出町

北部 (北部) 中ὠ市、豊ᚋ高⏣市、宇佐市、国東市、ጲ島村

西部
日⏣⋪⌔ 日⏣市、九重町、⋪⌔町

竹⏣市 竹⏣市

南部
佐఑市 佐఑市

豊ᚋ大野市 豊ᚋ大野市

長崎県

南部

島原༙島 島原市、㞼仙市、南島原市

長崎地区 長崎市、長与町、᫬ὠ町

ㅋ᪩・大村地区 ㅋ᪩市、大村市

西ᙼᯂ༙島 西ᾏ市㸦江島・平島ࢆ㝖ࡃ㸧*

北部

平戸・ᯇ浦地区 平戸市、ᯇ浦市

佐ୡಖ・東ᙼ地

区

佐ୡಖ市㸦宇久地ᇦࢆ㝖ࡃ㸧*、東ᙼᯂ町、川Ჴ町、Ἴ佐見町、

佐ࠎ町

ኍᒱ・ᑐ㤿

ኍᒱ ኍᒱ市

ୖᑐ㤿 ୖᑐ㤿*

ୗᑐ㤿 ୗᑐ㤿*

五島
ୖ五島

佐ୡಖ市㸦宇久地ᇦ㸧*、西ᾏ市㸦江島・平島㸧*、小್㈡町、

新ୖ五島町

ୗ五島 五島市

佐㈡県

南部

佐㈡多久地区 佐㈡市、多久市、小城市

㫽ᰨ地区 㫽ᰨ市、⚄ᇸ市、ྜྷ野ヶ㔛町、ᇶ山町、ୖᓠ町、ࡸࡳき町

武㞝地区 武㞝市、大町町、江北町、ⓑ石町

鹿島地区 鹿島市、Ꮀ野市、ኴ良町

北部
၈ὠ地区 ၈ὠ市、⋞ᾏ町

伊୓㔛地区 伊୓㔛市、᭷⏣町

⇃本県

⇃本地方

⇃本市 ⇃本市

山鹿⳥ụ 山鹿市、⳥ụ市、ྜ志市、大ὠ町、⳥㝧町

Ⲩᑿ⋢名 Ⲩᑿ市、⋢名市、⋢東町、南㛵町、長Ὢ町、和水町

ୖ┈城 西原村、ᚚ⯪町、嘉島町、┈城町、⏥佐町、山都町

宇城八௦ 八௦市、宇ᅵ市、宇城市、美㔛町、ị川町

阿⸽地方 (阿⸽地方) 阿⸽市、南小国町、小国町、⏘山村、高᳃町、南阿⸽村

天ⲡ・ⰱ北地

方

天ⲡ地方 ୖ天ⲡ市、天ⲡ市、ⱎ北町

ⰱ北地方 水ಛ市、ⰱ北町、ὠዉ木町

⌫☻地方 (⌫☻地方)
ேྜྷ市、錦町、多良木町、、村木五、村良┦、村ୖ水、町๓‮

山江村、⌫☻村、࠶さࡾࡂ町

宮崎県 南部平野部
宮崎地区 宮崎市、国富町、⥤町

日南・串間地区 日南市、串間市
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府県予報区名
一次細分区域

名

市町村等をま

とめた地域名
二次細分区域名

北部平野部
延岡・日向地区 延岡市、日向市、門川町

西都・高鍋地区 西都市、高鍋町、新富町、木城町、川南町、都農町

南部山沿い

小林・えびの地

区
小林市、えびの市、高原町

都城地区 都城市、三股町

北部山沿い
高千穂地区 高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町

椎葉・美郷地区 西米良村、諸塚村、椎葉村、美郷町

鹿児島県

薩摩地方

鹿児島・日置 鹿児島市、日置市、いちき串木野市

出水・伊佐 阿久根市、出水市、伊佐市、長島町

川薩・姶良 薩摩川内市*、霧島市、姶良市、さつま町、湧水町

甑島 薩摩川内市甑島*

指宿・川辺 枕崎市、指宿市、南さつま市、南九州市

大隅地方
曽於 曽於市、志布志市、大崎町

肝属 鹿屋市、垂水市、東串良町、錦江町、南大隅町、肝付町

種子島・屋久

島地方

種子島地方 西之表市、三島村、中種子町、南種子町

屋久島地方 屋久島町

奄美地方

北部 奄美市、大和村、宇検村、瀬戸内町、龍郷町、喜界町

南部 徳之島町、天城町、伊仙町、和泊町、知名町、与論町

十島村 十島村

沖縄本島地方

本島中南部

南部
那覇市、浦添市、糸満市、豊見城市、南城市、西原町、与那原

町、南風原町、八重瀬町

中部
宜野湾市、沖縄市、うるま市、読谷村、嘉手納町、北谷町、北

中城村、中城村

慶良間・粟国諸

島
渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村

本島北部

伊是名・伊平屋 伊平屋村、伊是名村

国頭地区 国頭村、大宜味村、東村

名護地区 名護市、今帰仁村、本部町、伊江村

恩納・金武地区 恩納村、宜野座村、金武町

久米島 (久米島) 久米島町

大東島地方 大東島地方 (大東島地方) 南大東村、北大東村

宮古島地方 宮古島地方
宮古島 宮古島市

多良間島 多良間村

八重山地方

石垣島地方
石垣市 石垣市

竹富町 竹富町

与那国島地方
(与那国島地

方)
与那国町
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過去の大きな気象災害（１）

種 別 期 間 地 域

死者・

行方

不明者

（人）

住家

全壊・

半壊

（棟）

床上･

床下

浸水

（棟）

枕崎台風 昭20.9.17～9.18 西日本(特に広島) 3,756 89,839 273,888

カスリーン台風 昭22.9.14～9.15 北海道～近畿、九州 1,930 9,298 384,743

アイオン台風 昭23.9.15～9.17 東北～近畿 838 18,016 120,035

ジェーン台風 昭25.9.3～9.4 北海道～中国･四国 539 120,923 402,076

ルース台風 昭26.10.10～10.15 全国 943 72,664 138,273

梅雨前線 昭28.6.23～6.30 近畿～九州 1,013 17,370 454,643

南紀豪雨 昭28.7.16～7.25 北海道～九州 1,124 9,829 86,479

洞爺丸台風 昭29.9.24～9.27 全国 1,761 30,167 103,533

低気圧 昭31.4.17～4.18 北海道～関東 100 12 2,407

諫早豪雨 昭32.7.25～7.28 近畿、中国、九州 722 4,366 72,565

狩野川台風 昭33.9.26～9.28 北海道～近畿 1,269 4,293 521,715

台風第7号 昭34.8.12～8.14 東北～近畿 235 14,228 148,607

宮古島台風 昭34.9.15～9.18 北海道、中国以西 99 16,632 14,360

伊勢湾台風 昭34.9.26～9.27 北海道～九州 5,098 153,890 363,611

昭和36年梅雨前線豪雨 昭36.6.24～7.5 全国(除く北海道) 357 3,666 414,362

第２室戸台風 昭36.9.15～9.17 全国 202 61,901 384,120

前線､台風第26号 昭36.10.25～10.28 関東～九州 109 678 60,748

梅雨前線 昭37.7.1～7.8 関東以西 127 548 108,556

昭和38年1月豪雪 昭37.12～38.2 東北～九州 231 1,735 6,978

昭和39年7月山陰北陸豪雨 昭39.7.17～7.20 東海、北陸、山陰 132 669 57,976

台風第23･24･25号 昭40.9.10～9.18 全国 181 5,408 304,422

第２宮古島台風 昭41.9.4～9.6 沖縄 0 7,765 30

台風第24･26号 昭41.9.23～9.25 全国(除く北海道) 317 10,853 51,626

昭和42年7月豪雨 昭42.7.8～7.9 関東･北陸～九州 369 2,266 301,445

羽越豪雨 昭42.8.26～8.29 新潟、山形 138 857 66,183

寒冷前線による大雨 昭43.8.17 東海、近畿 119 143 15,521

第３宮古島台風 昭43.9.22～9.27 近畿以西 11 5,715 15,322

昭和45年1月低気圧 昭45.1.30～2.2 中部以北 25 916 4,422

昭和47年7月豪雨 昭47.7.3～7.13 東北～九州 447 13,181 331,828

前線、低気圧、台風第8号 昭49.5.29～8.1 全国 146 1,788 395,556

台風第17号 昭51.9.8～9.14 全国 171 5,343 534,495

昭和52年豪雪 昭51.12～52.2 北海道～九州 101 139 1,544

沖永良部台風、前線 昭52.9.8～9.10 東北～沖縄 1 5,119 3,207

台風第20号 昭54.10.10～10.20 全国 115 1,426 56,099

昭和56年豪雪 昭55.12～56.3 北海道～九州 152 466 8,097

昭和57年7月豪雨、

台風第10号

昭57.7～8 北海道～九州

(特に九州)

439 3,039 211,840

昭和58年7月豪雨、前線 昭58.7.20～7.29 東北、北陸、中国 117 3,138 18,748

昭和59年豪雪 昭58.12～59.3 北海道～九州 131 189 922

台風第11･12･13号 平元.7.24～8.7 東北～九州 31 236 24,459

前線、低気圧 平元.8.31～9.16 北海道～九州 20 72 71,445

梅雨前線 平2.6.2～7.22 全国(除く北海道) 32 509 49,605

前線、台風第17･18･19号 平3.9.12～9.28 全国 86 15,464 89,400

過去の大きな気象災害（２）

種 別 期 間 地 域

死者・

行方

不明者

（人）

住家

全壊・

半壊

(棟）

床上･

床下

浸水

(棟）

梅雨前線、台風第4号 平5.5.13～7.25 北海道、関東～九州 26 122 1,025

以上

平成5年8月豪雨、

梅雨前線、台風第7･11号

平5.7.31～8.29 全国 93 950 16,496

以上

台風第13号 平5.9.1～9.5 全国 48 1,784 3,770

以上

梅雨前線、低気圧

(平成9年7月豪雨)

平9.7.1～7.17

(平9.7.6～7.13)

北海道～九州 26 56 9,174

前線、台風第4号

(平成10年8月末豪雨)

平10.8.26～8.31 北海道～近畿 22 264 14,849

梅雨前線、低気圧 平11.6.23～7.3 全国(除く南西諸島) 39 227 20,015

台風第18号 平11.9.21～9.25 北海道、中部以西 31 3,967 19,650

梅雨前線 平15.7.18～7.21 西日本(特に九州) 23 107 7,746

平成16年7月新潟･福島豪雨 平16.7.12～7.13 新潟・福島を中心 16 5,728 8,177

平成16年7月福井豪雨 平16.7.17～7.18 福井を中心 5 199 13,657

台風第18号 平16.9.4～9.8 全国 46 1,650 21,086

台風第21号、秋雨前線 平16.9.25～9.30 全国(除く北海道) 27 893 20,816

台風第23号、前線 平16.10.18～10.21 全国(除く北海道) 98 8,836 54,347

台風第14号、前線 平17.9.3～9.8 全国(主に、関東、中

国、四国、九州)

29 5,113 13,207

平成18年豪雪 平17.12～18.3 北海道～中国 152 46 113

平成18年7月豪雨 平18.7.15～7.24 東北～九州 33 1,770 10,139

平成20年8月末豪雨 平20.8.26～8.31 北海道～四国 2 13 22,461

平成21年7月中国・九州北部豪

雨

平21.7.19～7.26 中国・九州北部を中心 36 154 11,872

台風第9号 平21.8.8～8.11 東北～九州 27 1,313 5,619

平成23年7月新潟･福島豪雨 平23.7.27～7.30 新潟・福島を中心 6 1,074 8,940

台風第12号 平23.8.30～9.5 北海道～四国 98 3,538 22,094

台風第15号 平23.9.15～9.22 全国 20 1,558 8,567

平成24年7月九州北部豪雨 平24.7.11～7.14 九州北部を中心 33 2,582 10,983

台風第26号 平25.10.14～10.16 関東（特に大島） 43 147 6,142

低気圧による大雪・暴風雪 平26.2.14～2.19 関東甲信、東北、北海

道

26 62 32

平成26年8月豪雨 平26.7.30～8.26 全国 91 736 16,517

平成27年9月関東・東北豪雨 平27.9.9～9.11 関東、東北 8 7,115 12,282

台風第7･9･10･11号、前線 平28.8.16～8.31 北海道～東海 29 2,887 4,748

梅雨前線、台風第3号

（平成29年7月九州北部豪雨）

平29.6.30～7.10

(平29.7.5～7.6)

九州北部を中心 44 1,439 2,336

平成30年7月豪雨 平30.6.28～7.8 全国（特に西日本） 232 17,636 30,480

令和元年東日本台風 令元.10.10～10.13 全国（特に東北～東日

本）

88 27,822 34,739

令和2年7月豪雨 令2.7.3～7.31 全国（特に九州） 86 6,125 6,971

梅雨前線 令3.7.1～7.14 全国 29 177 2,970
気象庁が名称を定めた気象現象(「種別」を太字体で表記)及び死者･行方不明者数が昭和 20～29年は500人以上、昭和30～63

年は100人以上、平成以降は20人以上のものを掲載。被害状況は消防白書（消防庁）等による。
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過去の大きな気象災害（１）

種 別 期 間 地 域

死者・

行方

不明者

（人）

住家

全壊・

半壊

（棟）

床上･

床下

浸水

（棟）

枕崎台風 昭20.9.17～9.18 西日本(特に広島) 3,756 89,839 273,888

カスリーン台風 昭22.9.14～9.15 北海道～近畿、九州 1,930 9,298 384,743

アイオン台風 昭23.9.15～9.17 東北～近畿 838 18,016 120,035

ジェーン台風 昭25.9.3～9.4 北海道～中国･四国 539 120,923 402,076

ルース台風 昭26.10.10～10.15 全国 943 72,664 138,273

梅雨前線 昭28.6.23～6.30 近畿～九州 1,013 17,370 454,643

南紀豪雨 昭28.7.16～7.25 北海道～九州 1,124 9,829 86,479

洞爺丸台風 昭29.9.24～9.27 全国 1,761 30,167 103,533

低気圧 昭31.4.17～4.18 北海道～関東 100 12 2,407

諫早豪雨 昭32.7.25～7.28 近畿、中国、九州 722 4,366 72,565

狩野川台風 昭33.9.26～9.28 北海道～近畿 1,269 4,293 521,715

台風第7号 昭34.8.12～8.14 東北～近畿 235 14,228 148,607

宮古島台風 昭34.9.15～9.18 北海道、中国以西 99 16,632 14,360

伊勢湾台風 昭34.9.26～9.27 北海道～九州 5,098 153,890 363,611

昭和36年梅雨前線豪雨 昭36.6.24～7.5 全国(除く北海道) 357 3,666 414,362

第２室戸台風 昭36.9.15～9.17 全国 202 61,901 384,120

前線､台風第26号 昭36.10.25～10.28 関東～九州 109 678 60,748

梅雨前線 昭37.7.1～7.8 関東以西 127 548 108,556

昭和38年1月豪雪 昭37.12～38.2 東北～九州 231 1,735 6,978

昭和39年7月山陰北陸豪雨 昭39.7.17～7.20 東海、北陸、山陰 132 669 57,976

台風第23･24･25号 昭40.9.10～9.18 全国 181 5,408 304,422

第２宮古島台風 昭41.9.4～9.6 沖縄 0 7,765 30

台風第24･26号 昭41.9.23～9.25 全国(除く北海道) 317 10,853 51,626

昭和42年7月豪雨 昭42.7.8～7.9 関東･北陸～九州 369 2,266 301,445

羽越豪雨 昭42.8.26～8.29 新潟、山形 138 857 66,183

寒冷前線による大雨 昭43.8.17 東海、近畿 119 143 15,521

第３宮古島台風 昭43.9.22～9.27 近畿以西 11 5,715 15,322

昭和45年1月低気圧 昭45.1.30～2.2 中部以北 25 916 4,422

昭和47年7月豪雨 昭47.7.3～7.13 東北～九州 447 13,181 331,828

前線、低気圧、台風第8号 昭49.5.29～8.1 全国 146 1,788 395,556

台風第17号 昭51.9.8～9.14 全国 171 5,343 534,495

昭和52年豪雪 昭51.12～52.2 北海道～九州 101 139 1,544

沖永良部台風、前線 昭52.9.8～9.10 東北～沖縄 1 5,119 3,207

台風第20号 昭54.10.10～10.20 全国 115 1,426 56,099

昭和56年豪雪 昭55.12～56.3 北海道～九州 152 466 8,097

昭和57年7月豪雨、

台風第10号

昭57.7～8 北海道～九州

(特に九州)

439 3,039 211,840

昭和58年7月豪雨、前線 昭58.7.20～7.29 東北、北陸、中国 117 3,138 18,748

昭和59年豪雪 昭58.12～59.3 北海道～九州 131 189 922

台風第11･12･13号 平元.7.24～8.7 東北～九州 31 236 24,459

前線、低気圧 平元.8.31～9.16 北海道～九州 20 72 71,445

梅雨前線 平2.6.2～7.22 全国(除く北海道) 32 509 49,605

前線、台風第17･18･19号 平3.9.12～9.28 全国 86 15,464 89,400

過去の大きな気象災害（２）

種 別 期 間 地 域

死者・

行方

不明者

（人）

住家

全壊・

半壊

(棟）

床上･

床下

浸水

(棟）

梅雨前線、台風第4号 平5.5.13～7.25 北海道、関東～九州 26 122 1,025

以上

平成5年8月豪雨、

梅雨前線、台風第7･11号

平5.7.31～8.29 全国 93 950 16,496

以上

台風第13号 平5.9.1～9.5 全国 48 1,784 3,770

以上

梅雨前線、低気圧

(平成9年7月豪雨)

平9.7.1～7.17

(平9.7.6～7.13)

北海道～九州 26 56 9,174

前線、台風第4号

(平成10年8月末豪雨)

平10.8.26～8.31 北海道～近畿 22 264 14,849

梅雨前線、低気圧 平11.6.23～7.3 全国(除く南西諸島) 39 227 20,015

台風第18号 平11.9.21～9.25 北海道、中部以西 31 3,967 19,650

梅雨前線 平15.7.18～7.21 西日本(特に九州) 23 107 7,746

平成16年7月新潟･福島豪雨 平16.7.12～7.13 新潟・福島を中心 16 5,728 8,177

平成16年7月福井豪雨 平16.7.17～7.18 福井を中心 5 199 13,657

台風第18号 平16.9.4～9.8 全国 46 1,650 21,086

台風第21号、秋雨前線 平16.9.25～9.30 全国(除く北海道) 27 893 20,816

台風第23号、前線 平16.10.18～10.21 全国(除く北海道) 98 8,836 54,347

台風第14号、前線 平17.9.3～9.8 全国(主に、関東、中

国、四国、九州)

29 5,113 13,207

平成18年豪雪 平17.12～18.3 北海道～中国 152 46 113

平成18年7月豪雨 平18.7.15～7.24 東北～九州 33 1,770 10,139

平成20年8月末豪雨 平20.8.26～8.31 北海道～四国 2 13 22,461

平成21年7月中国・九州北部豪

雨

平21.7.19～7.26 中国・九州北部を中心 36 154 11,872

台風第9号 平21.8.8～8.11 東北～九州 27 1,313 5,619

平成23年7月新潟･福島豪雨 平23.7.27～7.30 新潟・福島を中心 6 1,074 8,940

台風第12号 平23.8.30～9.5 北海道～四国 98 3,538 22,094

台風第15号 平23.9.15～9.22 全国 20 1,558 8,567

平成24年7月九州北部豪雨 平24.7.11～7.14 九州北部を中心 33 2,582 10,983

台風第26号 平25.10.14～10.16 関東（特に大島） 43 147 6,142

低気圧による大雪・暴風雪 平26.2.14～2.19 関東甲信、東北、北海

道

26 62 32

平成26年8月豪雨 平26.7.30～8.26 全国 91 736 16,517

平成27年9月関東・東北豪雨 平27.9.9～9.11 関東、東北 8 7,115 12,282

台風第7･9･10･11号、前線 平28.8.16～8.31 北海道～東海 29 2,887 4,748

梅雨前線、台風第3号

（平成29年7月九州北部豪雨）

平29.6.30～7.10

(平29.7.5～7.6)

九州北部を中心 44 1,439 2,336

平成30年7月豪雨 平30.6.28～7.8 全国（特に西日本） 232 17,636 30,480

令和元年東日本台風 令元.10.10～10.13 全国（特に東北～東日

本）

88 27,822 34,739

令和2年7月豪雨 令2.7.3～7.31 全国（特に九州） 86 6,125 6,971

梅雨前線 令3.7.1～7.14 全国 29 177 2,970
気象庁が名称を定めた気象現象(「種別」を太字体で表記)及び死者･行方不明者数が昭和 20～29年は500人以上、昭和30～63

年は100人以上、平成以降は20人以上のものを掲載。被害状況は消防白書（消防庁）等による。
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大࡞ࡁ⅏害をࡓࡶらࡓࡋ気象஦౛

ᖹᡂ 27年９月㛵東・東໭豪雨

㸷月㸷日から 11日にかけ、台風➨ 18ྕからኚࢃった

低気ᅽや台風➨ 17ྕから、湿った空気が流れ込み続けた

たࡵ、多ᩘの線≧降水ᖏが次ࠎと発生しました。このた

関東地方と東北地方では記録的な大雨となり、３日、ࡵ

間の総雨量は、関東地方の多いところで 600ミリ、東北

地方の多いところで 400ミリを超えました。この大雨に

より、死者㸶名の人的被害が生じたほか、関東地方や東

北地方を中心に浸水家屋が 12,000 棟を超えるఫ家被害

が発生しました。

天気図（９月 10日９時）  気象衛星画像（赤外）（９月 10日９時）

総降水量分布図（９月９日～11日）

���

���

���

���

���

���

���

��
（ミリ）

（被害状況は内閣府「ᖹᡂ 27年 9月㛵東・東໭豪雨による被害状況等について」（ᖹᡂ 28年 2月 19日 12時

00分）による）

ᖹᡂ 28年台風第 10号

ᖹᡂ 28年台風➨ 10ྕは、㸶月 21日にᅄᅜの南海上で

発生しました。台風は南すに㐍ࢇだ後、27日௨降は北上

し、30日にᒾᡭ県大⯪Ώᕷ付近に上陸した後、31日に日

本海で ᖏ低気ᅽにኚࢃりました（東北地方ኴᖹὒഃ࡬

の上陸は 1951年の⤫ィ㛤ጞ௨᮶、ึࡵて）。台風や日本

付近に停滞した前線の影響で北日本を中心に大雨となり、

ᒾᡭ県ᒾἨ⏫で河川の氾濫により人的被害が生じる等、

死者࣭行方不明者は 27人、家屋の全半壊は約 2,800棟、

浸水家屋は約 2,000棟に達しました。

総降水量分布図（㸶月 26日～31日）

台風経路図
※経路の実線は台風、破線は熱帯低気圧・温帯低気圧の期間

気象衛星画像（赤外）
（㸶月 29日９時）

�ミリ�
��

���

���

���

���

���

���

���

（被害状況は内閣府「ᖹᡂ 28年台風第 10号による被害状況等について」（ᖹᡂ 28年 11月 16日 14時 00分）

による）
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大࡞ࡁ⅏害をࡓࡶらࡓࡋ気象஦౛

ᖹᡂ 27年９月㛵東・東໭豪雨

㸷月㸷日から 11日にかけ、台風➨ 18ྕからኚࢃった

低気ᅽや台風➨ 17ྕから、湿った空気が流れ込み続けた

たࡵ、多ᩘの線≧降水ᖏが次ࠎと発生しました。このた

関東地方と東北地方では記録的な大雨となり、３日、ࡵ

間の総雨量は、関東地方の多いところで 600ミリ、東北

地方の多いところで 400ミリを超えました。この大雨に

より、死者㸶名の人的被害が生じたほか、関東地方や東

北地方を中心に浸水家屋が 12,000 棟を超えるఫ家被害

が発生しました。

天気図（９月 10日９時）  気象衛星画像（赤外）（９月 10日９時）

総降水量分布図（９月９日～11日）

���

���

���

���

���

���

���

��
（ミリ）

（被害状況は内閣府「ᖹᡂ 27年 9月㛵東・東໭豪雨による被害状況等について」（ᖹᡂ 28年 2月 19日 12時

00分）による）

ᖹᡂ 28年台風第 10号

ᖹᡂ 28年台風➨ 10ྕは、㸶月 21日にᅄᅜの南海上で

発生しました。台風は南すに㐍ࢇだ後、27日௨降は北上

し、30日にᒾᡭ県大⯪Ώᕷ付近に上陸した後、31日に日

本海で ᖏ低気ᅽにኚࢃりました（東北地方ኴᖹὒഃ࡬

の上陸は 1951年の⤫ィ㛤ጞ௨᮶、ึࡵて）。台風や日本

付近に停滞した前線の影響で北日本を中心に大雨となり、

ᒾᡭ県ᒾἨ⏫で河川の氾濫により人的被害が生じる等、

死者࣭行方不明者は 27人、家屋の全半壊は約 2,800棟、

浸水家屋は約 2,000棟に達しました。

総降水量分布図（㸶月 26日～31日）

台風経路図
※経路の実線は台風、破線は熱帯低気圧・温帯低気圧の期間

気象衛星画像（赤外）
（㸶月 29日９時）

�ミリ�
��

���

���

���

���

���

���

���

（被害状況は内閣府「ᖹᡂ 28年台風第 10号による被害状況等について」（ᖹᡂ 28年 11月 16日 14時 00分）

による）
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ᖹᡂ 29年７月஑ᕞ໭㒊豪雨

７月㸳日から６日にかけ、ᑐ㤿海ᓙ付近に停滞した梅

雨前線にྥかって暖かく㠀ᖖに湿った空気が流れ込み、

線≧降水ᖏがᙧᡂ࣭⥔ᣢࡉれました。このたࡵ、九州北

部地方では、ྠじሙᡤに猛烈な雨が降り続２、ࡁ日間の

総雨量が多いところで 500ミリを超える記録的な大雨と

なりました。この大雨による中ᑠ河川の氾濫等で、死者

42名、行方不明者２名の人的被害が生じたほか、⚟岡県

や大ศ県を中心に家屋の全半壊は約 1,400棟、浸水家屋

は約 2,200棟に達しました。

ゎᯒ雨量（７月㸳日 17時～18時）   気象衛星画像（赤外）

（７月㸳日 18時）

総降水量分布図（７月㸳日～㸴日） （ミリ）

ミリ

���

���

���

���

���

���

���

��

（被害状況は内閣府「㸴月㸱㸮日からのᱵ雨๓線にక࠺大雨ཬࡧᖹᡂ２９年台風第㸱号による被害状況等に

ついて」（ᖹᡂ 30年 1月 17日 12時 00分）による）

ᖹᡂ 30年７月豪雨

６月 28日から７月㸶日にかけ、日本付近に停滞した梅

雨前線や台風➨ 7ྕの影響で暖かく㠀ᖖに湿った空気が

継続して流れ込み、総雨量が多いところで 1,800ミリを

超えるな࡝、す日本を中心に広い範囲で記録的な大雨と

なりました。この大雨による河川の氾濫、土砂災害等で、

死者 237名、行方不明者㸶名の人的被害が生じたほか、

家屋の全半壊は約 18,000棟、浸水家屋は約 28,000棟に

達しました。

天気図（７月㸴日９時）

総降水量分布図（㸴月 28日～７月㸶日）

（ミリ）

気象衛星画像（赤外）（７月㸴日９時）

（被害状況は内閣府「ᖹᡂ㸱㸮年７月豪雨による被害状況等について」（ᖹᡂ 31年 1月 9日 17時 00分）に

よる）
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ᖹᡂ 29年７月஑ᕞ໭㒊豪雨

７月㸳日から６日にかけ、ᑐ㤿海ᓙ付近に停滞した梅

雨前線にྥかって暖かく㠀ᖖに湿った空気が流れ込み、

線≧降水ᖏがᙧᡂ࣭⥔ᣢࡉれました。このたࡵ、九州北

部地方では、ྠじሙᡤに猛烈な雨が降り続２、ࡁ日間の

総雨量が多いところで 500ミリを超える記録的な大雨と

なりました。この大雨による中ᑠ河川の氾濫等で、死者

42名、行方不明者２名の人的被害が生じたほか、⚟岡県

や大ศ県を中心に家屋の全半壊は約 1,400棟、浸水家屋

は約 2,200棟に達しました。

ゎᯒ雨量（７月㸳日 17時～18時）   気象衛星画像（赤外）

（７月㸳日 18時）

総降水量分布図（７月㸳日～㸴日） （ミリ）

ミリ

���

���

���

���

���

���

���

��

（被害状況は内閣府「㸴月㸱㸮日からのᱵ雨๓線にక࠺大雨ཬࡧᖹᡂ２９年台風第㸱号による被害状況等に

ついて」（ᖹᡂ 30年 1月 17日 12時 00分）による）

ᖹᡂ 30年７月豪雨

６月 28日から７月㸶日にかけ、日本付近に停滞した梅

雨前線や台風➨ 7ྕの影響で暖かく㠀ᖖに湿った空気が

継続して流れ込み、総雨量が多いところで 1,800ミリを

超えるな࡝、す日本を中心に広い範囲で記録的な大雨と

なりました。この大雨による河川の氾濫、土砂災害等で、

死者 237名、行方不明者㸶名の人的被害が生じたほか、

家屋の全半壊は約 18,000棟、浸水家屋は約 28,000棟に

達しました。

天気図（７月㸴日９時）

総降水量分布図（㸴月 28日～７月㸶日）

（ミリ）

気象衛星画像（赤外）（７月㸴日９時）

（被害状況は内閣府「ᖹᡂ㸱㸮年７月豪雨による被害状況等について」（ᖹᡂ 31年 1月 9日 17時 00分）に

よる）
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令和元年東日本台風（台風第 19号）

令和元年東日本台風は、10月６日に南鳥島近海で発生

して、一時大型で猛烈な台風に発達した後、日本の南を

北上し、12 日 19 時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上

陸しました。この台風の影響で静岡県や新潟県、関東甲

信地方、東北地方を中心に記録的な大雨となりました。

この大雨により、広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、

土砂災害や浸水害が発生し、死者 99名、行方不明者３名

の人的被害が生じました。また、家屋の全半壊は約

33,000棟、浸水家屋は約 31,000棟に達しました。

気象衛星画像（赤外）

（10月 12日 19時）

（被害状況は内閣府「令和元年台風第 19号等に係る被害状況等について」（令和 2年 2月 12日 9時 00分）

による。この数値には 10月 25日からの大雨による被害状況を含む。）

台風経路図
※経路の実線は台風、破線は熱帯低気圧・温帯低気圧の期間

総降水量分布図（10月 10日～10月 13日）

（ミリ）

令和２年７月豪雨

７月３日から７月 31 日にかけて、日本付近に停滞し

た梅雨前線の影響で暖かく湿った空気が継続して流れ込

み、総雨量は多いところで 2,000ミリを超え、九州南部、

九州北部地方、東海地方、及び東北地方の多くの地点で、

24、48、72時間降水量が観測史上 1位の値を超える記録

的な大雨となりました。この大雨により、球磨川や筑後

川、飛騨川、江の川、最上川といった大河川での氾濫が

相次いだほか、土砂災害、低地の浸水等が発生し、死者

84 名、行方不明者２名の人的被害が生じました。また、

家屋の全半壊は約 6,000棟、浸水家屋は約 7,000棟に達

しました。
（被害状況は内閣府「令和２年７月豪雨による被害状況等について」（令和 3年 1月 7日 14時 00分）による）

天気図（７月４日９時） 気象衛星画像（赤外）

（７月４日９時）

総降水量分布図（7月 3日～7月 31日）

1200

800

500

300

200

100

（ミリ）
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令和元年東日本台風（台風第 19号）

令和元年東日本台風は、10月６日に南鳥島近海で発生

して、一時大型で猛烈な台風に発達した後、日本の南を

北上し、12 日 19 時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上

陸しました。この台風の影響で静岡県や新潟県、関東甲

信地方、東北地方を中心に記録的な大雨となりました。

この大雨により、広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、

土砂災害や浸水害が発生し、死者 99名、行方不明者３名

の人的被害が生じました。また、家屋の全半壊は約

33,000棟、浸水家屋は約 31,000棟に達しました。

気象衛星画像（赤外）

（10月 12日 19時）

（被害状況は内閣府「令和元年台風第 19号等に係る被害状況等について」（令和 2年 2月 12日 9時 00分）

による。この数値には 10月 25日からの大雨による被害状況を含む。）

台風経路図
※経路の実線は台風、破線は熱帯低気圧・温帯低気圧の期間

総降水量分布図（10月 10日～10月 13日）

（ミリ）

令和２年７月豪雨

７月３日から７月 31 日にかけて、日本付近に停滞し

た梅雨前線の影響で暖かく湿った空気が継続して流れ込

み、総雨量は多いところで 2,000ミリを超え、九州南部、

九州北部地方、東海地方、及び東北地方の多くの地点で、

24、48、72時間降水量が観測史上 1位の値を超える記録

的な大雨となりました。この大雨により、球磨川や筑後

川、飛騨川、江の川、最上川といった大河川での氾濫が

相次いだほか、土砂災害、低地の浸水等が発生し、死者

84 名、行方不明者２名の人的被害が生じました。また、

家屋の全半壊は約 6,000棟、浸水家屋は約 7,000棟に達

しました。
（被害状況は内閣府「令和２年７月豪雨による被害状況等について」（令和 3年 1月 7日 14時 00分）による）

天気図（７月４日９時） 気象衛星画像（赤外）

（７月４日９時）

総降水量分布図（7月 3日～7月 31日）
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台風の呼名一覧
下表の第Ⅰ列最上段から台風が発生した順に呼名をつけます。第Ⅰ

列が終了したら第Ⅱ列を使います。表の末尾（第Ⅴ列最下段）に達し

たら最初（第Ⅰ列最上段）に戻ります。この名称は気象庁から国際的

に発表する台風情報にのみ用い、国内向けの情報では年間を通しての

通し番号を台風に付しています。
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

呼名 読み 呼名 読み 呼名 読み 呼名 読み 呼名 読み

Damrey ダムレイ Kong-rey コンレイ Nakri ナクリー Krovanh クロヴァン Trases トローセス

Haikui ハイクイ Yinxing インシン Fengshen フンシェン Dujuan ドゥージェ

ン

Mulan ムーラン

Kirogi キロギー Toraji トラジー Kalmaegi カルマエギ Surigae スリゲ Meari メアリー

Yun-yeun
g

インニョン Man-yi マンニィ Fung-wong フォンウォ

ン

Choi-wan チョーイワ

ン

Ma-on マーゴン

Koinu コイヌ Usagi ウサギ Koto コト Koguma コグマ Tokage トカゲ

Bolaven ボラヴェン Pabuk パブーク Nokaen ノケーン Champi チャンパー Hinnamnor ヒンナムノ
ー

Sanba サンバ Wutip ウーティップ Penha ペンニャ In-fa インファ Muifa ムイファー

Jelawat ジェラワット Sepat セーパット Nuri ヌーリ Cempaka チャンパカ Merbok マールボ

ック

Ewiniar イーウィニャ Mun ムーン Sinlaku シンラコウ Nepartak ニパルタッ

ク

Nanmadol ナンマドル

Maliksi マリクシ Danas ダナス Hagupit ハグピート Lupit ルピート Talas タラス

Gaemi ケーミー Nari ナーリー Jangmi チャンミー Mirinae ミリネ Noru ノルー

Prapiroon プラピルー

ン

Wipha ウィパー Mekkhala メーカラー Nida ニーダ Kulap クラー

Maria マリア Francisco フランシスコ Higos ヒーゴス Omais オーマイス Roke ロウキー

Son-Tinh ソンティン Co-may コメイ Bavi バービー Conson コンソン Sonca ソンカー

Ampil アンピル Krosa クローサ Maysak メイサーク Chanthu チャンスー Nesat ネサット

Wukong ウーコン Bailu バイルー Haishen ハイシェン Dianmu ディアンム

ー

Haitang ハイタン

Jongdari ジョンダリ Podul ポードル Noul ノウル Mindulle ミンドゥル Nalgae ナルガエ

Shanshan サンサン Lingling レンレン Dolphin ドルフィン Lionrock ライオンロ

ック

Banyan バンヤン

Yagi ヤギ Kajiki カジキ Kujira クジラ Kompasu コンパス Yamaneko ヤマネコ

Leepi リーピ Nongfa ノンファ Chan-hom チャンホン Namtheun ナムセー

ウン

Pakhar パカー

Bebinca バビンカ Peipah ペイパー Peilou ペイロ― Malou マーロウ Sanvu サンヴー

Pulasan プラサン Tapah ターファー Nangka ナンカー Nyatoh ニヤトー Mawar マーワー

Soulik ソーリック Mitag ミートク Saudel ソウデル Rai ライ Guchol グチョル

Cimaron シマロン Ragasa ラガサ Narra ナーラ Malakas マラカス Talim タリム

Jebi チェービー Neoguri ノグリー Gaenari ケナリ Megi メーギー Doksuri トクスリ

Krathon クラトーン Bualoi ブアローイ Atsani アッサニー Chaba チャバ Khanun カーヌン

Barijat バリジャット Matmo マットゥモ Etau アータウ Aere アイレー Lan ラン

Trami チャーミー Halong ハーロン Bang-Lang バンラン Songda ソングダー Saola サオラー

令和５年１月１日現在 （大きな災害をもたらした台風などは、その名前を除外し、新たな名前を一覧に登録する場合があります。）

❳ᕳ➼✺風࡜日本版改良藤田スケール

発㐩した✚஘㞼からは、ࠕ❳ᕳ ダウンバーストࠕࠖ ガストフロンࠕࠖ

トࠖといった、⃭しい✺風をもたらす⌧㇟が発生します。

ᕳ❲ڦ

✚஘㞼に伴う強い上᪼Ẽὶにより発生する⃭しい ᕳきで、多く

の場合、₃ᩯ≧または柱≧の㞼を伴います。被害域は、ᖜ数十～数

ⓒメートルで、㛗さは数࢟ロメートルの範囲に集中しますが、数十

࢟ロメートルに㐩することもあります。

ダウンバーストڦ

✚஘㞼から吹き降ろすୗ降Ẽὶが地⾲に⾪✺してỈ平に吹きฟす

⃭しい空Ẽのὶれです。吹きฟしの広がりは数ⓒメートルから十࢟

ロメートル程度で、被害地域は෇形あるいはᴃ෇形など㠃的に広が

る≉ᚩがあります。

ガストフロントڦ

✚஘㞼のୗで形成された෭たい（㔜い）空Ẽのሢが、ࡑの㔜みに

より かい（軽い）空Ẽのഃにὶれฟすことによって発生します。

Ỉ平の広がりは❳ᕳやダウンバーストより大きく、数十࢟ロメート

ル以上に㐩することもあります。

これらはᴟࡵて狭い範囲の⌧㇟であるたࡵ、風㏿ィでほ できる

ことは࡯とんどありまࡏん。このたࡵ、⡿ᅜシカࢦ大Ꮫの⸨⏣ဴஓ

༤ኈにより、✺風の被害の≧ἣから風㏿を大まかに᥎ᐃするࠕ⸨⏣

スࢣール（Fスࢣール）ࠖ が⪃᱌され、ࡑの⡆౽ᛶから、ୡ⏺ྛᅜで

広くά⏝されてきました。被害が大きい࡯ど㹄の್が大きく、風㏿

が大きかったことを♧します。᪥ᮏで☜ㄆされた❳ᕳで᭱大のもの

は㹄３になります。

平成28ᖺ度からは、᭱ ᪂の風工Ꮫの▱ぢをもとに、ࠕ⸨⏣スࢣールࠖ

を᪥ᮏのᘓ⠏物等の被害にᑐᛂするようᨵⰋしたࠕ᪥ᮏ∧ᨵⰋ⸨⏣

スࢣール（JEFスࢣール）ࠖ をᑟධしています。これにより、᪥ᮏᅜ

ෆで発生する❳ᕳ等✺風の強さをより⢭度Ⰻく᥎ᐃできるようにな

ります。
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台風の呼名一覧
下表の第Ⅰ列最上段から台風が発生した順に呼名をつけます。第Ⅰ

列が終了したら第Ⅱ列を使います。表の末尾（第Ⅴ列最下段）に達し

たら最初（第Ⅰ列最上段）に戻ります。この名称は気象庁から国際的

に発表する台風情報にのみ用い、国内向けの情報では年間を通しての

通し番号を台風に付しています。
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

呼名 読み 呼名 読み 呼名 読み 呼名 読み 呼名 読み

Damrey ダムレイ Kong-rey コンレイ Nakri ナクリー Krovanh クロヴァン Trases トローセス

Haikui ハイクイ Yinxing インシン Fengshen フンシェン Dujuan ドゥージェ

ン

Mulan ムーラン

Kirogi キロギー Toraji トラジー Kalmaegi カルマエギ Surigae スリゲ Meari メアリー

Yun-yeun
g

インニョン Man-yi マンニィ Fung-wong フォンウォ

ン

Choi-wan チョーイワ

ン

Ma-on マーゴン

Koinu コイヌ Usagi ウサギ Koto コト Koguma コグマ Tokage トカゲ

Bolaven ボラヴェン Pabuk パブーク Nokaen ノケーン Champi チャンパー Hinnamnor ヒンナムノ
ー

Sanba サンバ Wutip ウーティップ Penha ペンニャ In-fa インファ Muifa ムイファー

Jelawat ジェラワット Sepat セーパット Nuri ヌーリ Cempaka チャンパカ Merbok マールボ

ック

Ewiniar イーウィニャ Mun ムーン Sinlaku シンラコウ Nepartak ニパルタッ

ク

Nanmadol ナンマドル

Maliksi マリクシ Danas ダナス Hagupit ハグピート Lupit ルピート Talas タラス

Gaemi ケーミー Nari ナーリー Jangmi チャンミー Mirinae ミリネ Noru ノルー

Prapiroon プラピルー

ン

Wipha ウィパー Mekkhala メーカラー Nida ニーダ Kulap クラー

Maria マリア Francisco フランシスコ Higos ヒーゴス Omais オーマイス Roke ロウキー

Son-Tinh ソンティン Co-may コメイ Bavi バービー Conson コンソン Sonca ソンカー

Ampil アンピル Krosa クローサ Maysak メイサーク Chanthu チャンスー Nesat ネサット

Wukong ウーコン Bailu バイルー Haishen ハイシェン Dianmu ディアンム

ー

Haitang ハイタン

Jongdari ジョンダリ Podul ポードル Noul ノウル Mindulle ミンドゥル Nalgae ナルガエ

Shanshan サンサン Lingling レンレン Dolphin ドルフィン Lionrock ライオンロ

ック

Banyan バンヤン

Yagi ヤギ Kajiki カジキ Kujira クジラ Kompasu コンパス Yamaneko ヤマネコ

Leepi リーピ Nongfa ノンファ Chan-hom チャンホン Namtheun ナムセー

ウン

Pakhar パカー

Bebinca バビンカ Peipah ペイパー Peilou ペイロ― Malou マーロウ Sanvu サンヴー

Pulasan プラサン Tapah ターファー Nangka ナンカー Nyatoh ニヤトー Mawar マーワー

Soulik ソーリック Mitag ミートク Saudel ソウデル Rai ライ Guchol グチョル

Cimaron シマロン Ragasa ラガサ Narra ナーラ Malakas マラカス Talim タリム

Jebi チェービー Neoguri ノグリー Gaenari ケナリ Megi メーギー Doksuri トクスリ

Krathon クラトーン Bualoi ブアローイ Atsani アッサニー Chaba チャバ Khanun カーヌン

Barijat バリジャット Matmo マットゥモ Etau アータウ Aere アイレー Lan ラン

Trami チャーミー Halong ハーロン Bang-Lang バンラン Songda ソングダー Saola サオラー

令和５年１月１日現在 （大きな災害をもたらした台風などは、その名前を除外し、新たな名前を一覧に登録する場合があります。）

❳ᕳ➼✺風࡜日本版改良藤田スケール

発㐩した✚஘㞼からは、ࠕ❳ᕳ ダウンバーストࠕࠖ ガストフロンࠕࠖ

トࠖといった、⃭しい✺風をもたらす⌧㇟が発生します。

ᕳ❲ڦ

✚஘㞼に伴う強い上᪼Ẽὶにより発生する⃭しい ᕳきで、多く

の場合、₃ᩯ≧または柱≧の㞼を伴います。被害域は、ᖜ数十～数

ⓒメートルで、㛗さは数࢟ロメートルの範囲に集中しますが、数十

࢟ロメートルに㐩することもあります。

ダウンバーストڦ

✚஘㞼から吹き降ろすୗ降Ẽὶが地⾲に⾪✺してỈ平に吹きฟす

⃭しい空Ẽのὶれです。吹きฟしの広がりは数ⓒメートルから十࢟

ロメートル程度で、被害地域は෇形あるいはᴃ෇形など㠃的に広が

る≉ᚩがあります。

ガストフロントڦ

✚஘㞼のୗで形成された෭たい（㔜い）空Ẽのሢが、ࡑの㔜みに

より かい（軽い）空Ẽのഃにὶれฟすことによって発生します。

Ỉ平の広がりは❳ᕳやダウンバーストより大きく、数十࢟ロメート

ル以上に㐩することもあります。

これらはᴟࡵて狭い範囲の⌧㇟であるたࡵ、風㏿ィでほ できる

ことは࡯とんどありまࡏん。このたࡵ、⡿ᅜシカࢦ大Ꮫの⸨⏣ဴஓ

༤ኈにより、✺風の被害の≧ἣから風㏿を大まかに᥎ᐃするࠕ⸨⏣

スࢣール（Fスࢣール）ࠖ が⪃᱌され、ࡑの⡆౽ᛶから、ୡ⏺ྛᅜで

広くά⏝されてきました。被害が大きい࡯ど㹄の್が大きく、風㏿

が大きかったことを♧します。᪥ᮏで☜ㄆされた❳ᕳで᭱大のもの

は㹄３になります。

平成28ᖺ度からは、᭱ ᪂の風工Ꮫの▱ぢをもとに、ࠕ⸨⏣スࢣールࠖ

を᪥ᮏのᘓ⠏物等の被害にᑐᛂするようᨵⰋしたࠕ᪥ᮏ∧ᨵⰋ⸨⏣

スࢣール（JEFスࢣール）ࠖ をᑟධしています。これにより、᪥ᮏᅜ

ෆで発生する❳ᕳ等✺風の強さをより⢭度Ⰻく᥎ᐃできるようにな

ります。
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藤田スケール
階級 風 速 被  害  状  況

F0
17～32m/s

(約 15秒間の平均)

テレビアンテナなどの弱い構造物が倒れる。小枝が折れ、根の浅い木が傾く

ことがある。非住家が壊れるかもしれない。

F1
33～49m/s

(約 10秒間の平均)

屋根瓦が飛び、ガラス窓が割れる。ビニールハウスの被害甚大。根の弱い木

は倒れ、強い木の幹が折れたりする。走っている自動車が横風を受けると、

道から吹き落とされる。

F2
50～69m/s

(約７秒間の平均)

住家の屋根がはぎとられ、弱い非住家は倒壊する。大木が倒れたり、ねじ切

られる。自動車が道から吹き飛ばされ、汽車が脱線することがある。

F3
70～92m/s

(約５秒間の平均)

壁が押し倒され住家が倒壊する。非住家はバラバラになって飛散し、鉄骨づ

くりでもつぶれる。汽車は転覆し、自動車はもち上げられて飛ばされる。森

林の大木でも、大半折れるか倒れるかし、引き抜かれることもある。

F4
93～116m/s

(約４秒間の平均)

住家がバラバラになって辺りに飛散し、弱い非住家は跡形なく吹き飛ばされ

てしまう。鉄骨づくりでもペシャンコ。列車が吹き飛ばされ、自動車は何十

メートルも空中飛行する。１トン以上ある物体が降ってきて、危険この上も

ない。

F5
117～142m/s

(約３秒間の平均)

住家は跡形もなく吹き飛ばされるし、立木の皮がはぎとられてしまったりす

る。自動車、列車などがもち上げられて飛行し、とんでもないところまで飛

ばされる。数トンもある物体がどこからともなく降ってくる。

日本版改良藤田スケール

階級
風速の範囲
（３秒平均）

主 な 被 害 の 状 況 （ 参 考 ）

JEF0 25～38m/s

木造の住宅において、目視でわかる程度の被害、飛散物による窓ガラスの損壊が発

生する。比較的狭い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。／園芸施設

において、被覆材（ビニルなど）がはく離する。パイプハウスの鋼管が変形したり、

倒壊する。／物置が移動したり、横転する。／自動販売機が横転する。／コンクリ

ートブロック塀（鉄筋なし）の一部が損壊したり、大部分が倒壊する。／樹木の枝

（直径２cm～８cm）が折れたり、広葉樹（腐朽有り）の幹が折損する。

JEF1 39～52m/s

木造の住宅において、比較的広い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。

屋根の軒先又は野地板が破損したり、飛散する。／園芸施設において、多くの地域

でプラスチックハウスの構造部材が変形したり、倒壊する。／軽自動車や普通自動

車（コンパクトカー）が横転する。／通常走行中の鉄道車両が転覆する。／地上広

告板の柱が傾斜したり、変形する。／道路交通標識の支柱が傾倒したり、倒壊する。

／コンクリートブロック塀（鉄筋あり）が損壊したり、倒壊する。／樹木が根返り

したり、針葉樹の幹が折損する。

JEF2 53～66m/s

木造の住宅において、上部構造の変形に伴い壁が損傷（ゆがみ、ひび割れ等）する。

また、小屋組の構成部材が損壊したり、飛散する。／鉄骨造倉庫において、屋根ふ

き材が浮き上がったり、飛散する。／普通自動車（ワンボックス）や大型自動車が

横転する。／鉄筋コンクリート製の電柱が折損する。／カーポートの骨組が傾斜し

たり、倒壊する。／コンクリートブロック塀（控壁のあるもの）の大部分が倒壊す

る。／広葉樹の幹が折損する。／墓石の棹石が転倒したり、ずれたりする。

JEF3 67～80m/s

木造の住宅において、上部構造が著しく変形したり、倒壊する。／鉄骨系プレハブ

住宅において、屋根の軒先又は野地板が破損したり飛散する、もしくは外壁材が変

形したり、浮き上がる。／鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によって

ベランダ等の手すりが比較的広い範囲で変形する。／工場や倉庫の大規模な庇にお

いて、比較的狭い範囲で屋根ふき材がはく離したり、脱落する。／鉄骨造倉庫にお

いて、外壁材が浮き上がったり、飛散する。／アスファルトがはく離・飛散する。

JEF4 81～94m/s
工場や倉庫の大規模な庇において、比較的広い範囲で屋根ふき材がはく離したり、

脱落する。

JEF5 95m/s～
鉄骨系プレハブ住宅や鉄骨造の倉庫において、上部構造が著しく変形したり、倒壊

する。／鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手す

りが著しく変形したり、脱落する。

近年発生した主な竜巻等突風
平成 3(1991)年～令和 2(2020)年

発生日時 被害地域
現象の

種類

藤田

スケール

被害状況

人的被害 住家被害

平成 3年 4月 7日

00時 03分
沖縄県島尻郡具志川村 竜巻 F2

死 者 0 全壊 3

負傷者 1 半壊 1

平成 3年 6月 12日

13時 30分頃
富山県魚津市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 1 半壊 0

平成 3年 6月 27日

13時 30分
岡山県岡山市

ダウン

バースト
F2

死 者 0 全壊 不明

負傷者 0 半壊 不明

平成 4年 5月 22日

14時頃
岩手県下閉伊郡川井村 不明 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 0

平成 4年 7月 9日

11時 25分
北海道札幌市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 5 半壊 0

平成 5年 9月 3日

20時 22分
高知県吾川郡春野町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 2

負傷者 9 半壊 16

平成 6年 8月 20日

10時 18分
沖縄県宮古郡伊良部町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 14 半壊 34

平成 8年 7月 5日

14時 40分頃
千葉県千葉市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 6 半壊 11

平成 9年 3月 29日

12時 00分頃
沖縄県糸満市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 5 半壊 2

平成 11年 9月 24日

08時 00分頃
山口県小野田市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 * 17

負傷者 13 半壊 * 63

平成 11年 9月 24日

11時 07分
愛知県豊橋市 竜巻 F3

死 者 0 全壊 40

負傷者 415 半壊 309

平成 11年 9月 24日

12時 10分
愛知県宝飯郡小坂井町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 38 半壊 2

平成 12年 9月 11日

17時 55分
愛知県知多郡南知多町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 * 5

負傷者 * 26 半壊 * 23

平成 12年 9月 11日

19時 55分
愛知県名古屋市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 * 5

平成 13年 6月 29日

14時 28分頃

北海道雨竜郡北竜町、雨竜

郡秩父別町
竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 3 半壊 2

平成 14 年 4 月 3 日

07時 50分頃
沖縄県沖縄市、うるま市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 1 半壊 0

平成 14年 7月 10日

16時 00分頃

埼玉県深谷市／群馬県佐

波郡境町
竜巻 F2

死 者 0 全壊 7

負傷者 11 半壊 0

平成 16年 6月 27日

07時 17分頃
佐賀県佐賀市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 15

負傷者 15 半壊 25

平成 16年 10月 22日

16時 50分頃
北海道沙流郡門別町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 4

平成 18年 9月 17日

14時 03分頃
宮崎県延岡市 竜巻 F2

死 者 3 全壊 * 79

負傷者 143 半壊 * 348
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藤田スケール
階級 風 速 被  害  状  況

F0
17～32m/s

(約 15秒間の平均)

テレビアンテナなどの弱い構造物が倒れる。小枝が折れ、根の浅い木が傾く

ことがある。非住家が壊れるかもしれない。

F1
33～49m/s

(約 10秒間の平均)

屋根瓦が飛び、ガラス窓が割れる。ビニールハウスの被害甚大。根の弱い木

は倒れ、強い木の幹が折れたりする。走っている自動車が横風を受けると、

道から吹き落とされる。

F2
50～69m/s

(約７秒間の平均)

住家の屋根がはぎとられ、弱い非住家は倒壊する。大木が倒れたり、ねじ切

られる。自動車が道から吹き飛ばされ、汽車が脱線することがある。

F3
70～92m/s

(約５秒間の平均)

壁が押し倒され住家が倒壊する。非住家はバラバラになって飛散し、鉄骨づ

くりでもつぶれる。汽車は転覆し、自動車はもち上げられて飛ばされる。森

林の大木でも、大半折れるか倒れるかし、引き抜かれることもある。

F4
93～116m/s

(約４秒間の平均)

住家がバラバラになって辺りに飛散し、弱い非住家は跡形なく吹き飛ばされ

てしまう。鉄骨づくりでもペシャンコ。列車が吹き飛ばされ、自動車は何十

メートルも空中飛行する。１トン以上ある物体が降ってきて、危険この上も

ない。

F5
117～142m/s

(約３秒間の平均)

住家は跡形もなく吹き飛ばされるし、立木の皮がはぎとられてしまったりす

る。自動車、列車などがもち上げられて飛行し、とんでもないところまで飛

ばされる。数トンもある物体がどこからともなく降ってくる。

日本版改良藤田スケール

階級
風速の範囲
（３秒平均）

主 な 被 害 の 状 況 （ 参 考 ）

JEF0 25～38m/s

木造の住宅において、目視でわかる程度の被害、飛散物による窓ガラスの損壊が発

生する。比較的狭い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。／園芸施設

において、被覆材（ビニルなど）がはく離する。パイプハウスの鋼管が変形したり、

倒壊する。／物置が移動したり、横転する。／自動販売機が横転する。／コンクリ

ートブロック塀（鉄筋なし）の一部が損壊したり、大部分が倒壊する。／樹木の枝

（直径２cm～８cm）が折れたり、広葉樹（腐朽有り）の幹が折損する。

JEF1 39～52m/s

木造の住宅において、比較的広い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。

屋根の軒先又は野地板が破損したり、飛散する。／園芸施設において、多くの地域

でプラスチックハウスの構造部材が変形したり、倒壊する。／軽自動車や普通自動

車（コンパクトカー）が横転する。／通常走行中の鉄道車両が転覆する。／地上広

告板の柱が傾斜したり、変形する。／道路交通標識の支柱が傾倒したり、倒壊する。

／コンクリートブロック塀（鉄筋あり）が損壊したり、倒壊する。／樹木が根返り

したり、針葉樹の幹が折損する。

JEF2 53～66m/s

木造の住宅において、上部構造の変形に伴い壁が損傷（ゆがみ、ひび割れ等）する。

また、小屋組の構成部材が損壊したり、飛散する。／鉄骨造倉庫において、屋根ふ

き材が浮き上がったり、飛散する。／普通自動車（ワンボックス）や大型自動車が

横転する。／鉄筋コンクリート製の電柱が折損する。／カーポートの骨組が傾斜し

たり、倒壊する。／コンクリートブロック塀（控壁のあるもの）の大部分が倒壊す

る。／広葉樹の幹が折損する。／墓石の棹石が転倒したり、ずれたりする。

JEF3 67～80m/s

木造の住宅において、上部構造が著しく変形したり、倒壊する。／鉄骨系プレハブ

住宅において、屋根の軒先又は野地板が破損したり飛散する、もしくは外壁材が変

形したり、浮き上がる。／鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によって

ベランダ等の手すりが比較的広い範囲で変形する。／工場や倉庫の大規模な庇にお

いて、比較的狭い範囲で屋根ふき材がはく離したり、脱落する。／鉄骨造倉庫にお

いて、外壁材が浮き上がったり、飛散する。／アスファルトがはく離・飛散する。

JEF4 81～94m/s
工場や倉庫の大規模な庇において、比較的広い範囲で屋根ふき材がはく離したり、

脱落する。

JEF5 95m/s～
鉄骨系プレハブ住宅や鉄骨造の倉庫において、上部構造が著しく変形したり、倒壊

する。／鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手す

りが著しく変形したり、脱落する。

㏆ᖺ発生した୺࡞❳ᕳ➼✺㢼
ᖹᡂ 3(1991)ᖺ㹼௧࿴ 4(2022)ᖺ

発生日時 被害地域
現象の

種類

藤田

スケール

被害状況

人的被害 住家被害

平成 3年 4月 7日

00時 03分
沖縄県島ᑼ郡ලᚿ川村 竜巻 F2

死 者 0 全壊 3

負傷者 1 半壊 1

平成 3年 6月 12日

13時 30分頃
ᐩ山県㨶ὠ市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 1 半壊 0

平成 3年 6月 27日

13時 30分
岡山県岡山市

ダウン

バースト
F2

死 者 0 全壊 ୙᫂

負傷者 0 半壊 ୙᫂

平成 4年 5月 22日

14時頃
岩手県ୗ㛢伊郡川஭村 ୙᫂ F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 0

平成 4年 7月 9日

11時 25分
北海道ᮐᖠ市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 5 半壊 0

平成 5年 9月 3日

20時 22分
高知県࿃川郡᫓野町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 2

負傷者 9 半壊 16

平成 6年 8月 20日

10時 18分
沖縄県宮ྂ郡伊Ⰻ㒊町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 14 半壊 34

平成 8年 7月 5日

14時 40分頃
千葉県千葉市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 6 半壊 11

平成 9年 3月 29日

12時 00分頃
沖縄県⣒‶市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 5 半壊 2

平成 11年 9月 24日

08時 00分頃
山ཱྀ県ᑠ野田市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 * 17

負傷者 13 半壊 * 63

平成 11年 9月 24日

11時 07分
愛知県豊橋市 竜巻 F3

死 者 0 全壊 40

負傷者 415 半壊 309

平成 11年 9月 24日

12時 10分
愛知県ᐆ㣤郡ᑠ坂஭町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 38 半壊 2

平成 12年 9月 11日

17時 55分
愛知県知ከ郡南知ከ町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 * 5

負傷者 * 26 半壊 * 23

平成 12年 9月 11日

19時 55分
愛知県名ྂᒇ市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 * 5

平成 13年 6月 29日

14時 28分頃

北海道㞵竜郡北竜町、㞵竜

郡⛛∗ู町
竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 3 半壊 2

平成 14 年 4 月 3 日

07時 50分頃
沖縄県沖縄市、ࡿ࠺ま市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 1 半壊 0

平成 14年 7月 10日

16時 00分頃

埼玉県῝谷市／⩌㤿県佐

Ἴ郡ቃ町
竜巻 F2

死 者 0 全壊 7

負傷者 11 半壊 0

平成 16年 6月 27日

07時 17分頃
佐賀県佐賀市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 15

負傷者 15 半壊 25

平成 16年 10月 22日

16時 50分頃
北海道Ἃὶ郡㛛ู町 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 4

平成 18年 9月 17日

14時 03分頃
宮崎県延岡市 竜巻 F2

死 者 3 全壊 * 79

負傷者 143 半壊 * 348
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発生日時 被害地域
現象の

種類

藤田

スケール

被害状況

人的被害 住家被害

平成 18年 9月 17日

15時 05分頃
大分県臼杵市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 0 半壊 5

平成 18年 11月 7日

13時 23分頃
北海道常呂郡佐呂間町 竜巻 F3

死 者 9 全壊 7

負傷者 31 半壊 7

平成 18年 11月 18日

12時 47分頃
沖縄県名護市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 3 半壊 0

平成 21年 7月 19日

19時 00分頃
岡山県美作市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 2

負傷者 2 半壊 11

平成 23年 11月 18日

19時 10分頃
鹿児島県大島郡徳之島町 竜巻 F2

死 者 3 全壊 1

負傷者 0 半壊 0

平成 24 年 5 月 6 日

12時 35分頃
茨城県常総市、つくば市 竜巻 F3

死 者 1 全壊 76

負傷者 37 半壊 158

平成 25 年 9 月 2 日

14時 00分頃

埼玉県さいたま市、越谷市、北葛

飾郡松伏町／千葉県野田市／茨城

県坂東市
竜巻 F2

死 者 0 全壊 32

負傷者 76 半壊 215

※1 藤田スケールがF2以上の事例を掲載。藤田スケールについては、前々ページ参照。

※2 被害状況で * を付した被害数は、同時に発生した他の災害分を含めて集計した数。

発生日時 被害地域
現象の

種類

日本版

改良藤田

スケール

被害状況

人的被害 住家被害

平成 28年 8月 22日

21時 50分頃
岩手県奥州市 竜巻

JEF2

約 60m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 0

平成 28年 9月 28日

20時 10分頃
福岡県筑後市、八女市 竜巻

JEF2

約 55m/s

死 者 0 全壊 1

負傷者 1 半壊 0

平成 28年 10月 5日

14時 20分頃
高知県高知市、南国市 竜巻

JEF2

約 60m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 4 半壊 1

平成 29 年 8 月 7 日

16時 30分頃
愛知県豊橋市、豊川市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死 者 0 全壊 3

負傷者 3 半壊 6

平成 29年 9月 20日

15時 20分頃
秋田県横手市

ダウン

バースト

JEF2

約 65m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 0

平成 30年 6月 16日

09時 30分頃
沖縄県国頭郡伊江村 竜巻

JEF3

約 70m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 2 半壊 0

平成 30年 6月 29日

13時 40分頃
滋賀県米原市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 8 半壊 0

令和元年 9月 22日

08時 30分頃
宮崎県延岡市 竜巻

JEF2

約 55m/s

死者 0 全壊 0

負傷者 18 半壊 1

令和元年 10月 12日

08時 08分頃
千葉県市原市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死者 1 全壊 12

負傷者 9 半壊 23

令和 3 年 5 月 1 日

18時 30分頃
静岡県菊川市、牧之原市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死者 0 全壊 0

負傷者 3 半壊 5

令和 4年 12月 13日

17時 00分頃
新潟県佐渡市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 2
※3 日本版改良藤田スケールがJEF2以上の事例を掲載。日本版改良藤田スケールについては、前々ページ参照。

日本の気象記録（極値）（令和 4年 12月 1日現在）

最高Ẽ  最పẼ  最ᑠ┦ᑐ‵ᗘ

（䉝） 年 月 日

統計

開始年 （䉝） 年 月 日

統計

開始年 （䠂） 年 月 日

統計

開始年

札幌 36.2 1994 8 7 1876 -28.5 1929 2 1 1876 8 2017 5 6 1950

青森 36.7 1994 8 12 1882 -24.7 1931 2 23 1882 9 2004 5 8 1950

秋田 38.2 1978 8 3 1882 -24.6 1888 2 5 1882 9 2002 4 24 1950

盛岡 37.2 1924 7 12 1923 -20.6 1945 1 26 1923 7 2008 4 22 1950

仙台 37.3 2018 8 1 1926 -11.7 1945 1 26 1926 7 2005 4 6 1950

山形 40.8 1933 7 25 1889 -20.0 1891 1 29 1889 7 2017 5 4 1950

福島 39.1 1942 8 15 1889 -18.5 1891 2 4 1889 5 2009 4 18 1950

水戸 38.4 1997 7 5 1897 -12.7 1952 2 5 1897 7 2019 4 6 1950

宇都宮 38.7 1997 7 5 1890 -14.8 1902 1 24 1890 6 1971 3 19 1950

前橋 40.0 2001 7 24 1896 -11.8 1923 1 3 1896 6 2003 2 28 1950

熊谷 41.1 2018 7 23 1896 -11.6 1919 2 9 1896 6 2018 3 30 1950

東京 39.5 2004 7 20 1875 -9.2 1876 1 13 1875 6 2003 2 28 1950

銚子 35.3 1962 8 4 1887 -7.3 1893 2 13 1887 15 2013 4 8 1950

横浜 37.4 2016 8 9 1896 -8.2 1927 1 24 1896 8 2003 2 28 1950

長野 38.7 1994 8 16 1889 -17.0 1934 1 24 1889 6 2006 3 25 1950

甲府 40.7 2013 8 10 1894 -19.5 1921 1 16 1894 3 2009 2 12 1950

静岡 38.7 1995 8 28 1940 -6.8 1960 1 25 1940 6 2013 3 10 1950

名古屋 40.3 2018 8 3 1890 -10.3 1927 1 24 1890 5 2019 5 4 1950

岐阜 39.8 2007 8 16 1883 -14.3 1927 1 24 1883 6 2021 4 22 1950

津 39.5 1994 8 5 1889 -7.8 1904 1 27 1889 8 1997 4 16 1950

新潟 39.9 2018 8 23 1881 -13.0 1942 2 12 1881 11 2013 5 9 1950

富山 39.5 2018 8 22 1939 -11.9 1947 1 29 1939 7 2013 5 9 1950

金沢 38.5 2022 9 6 1882 -9.7 1904 1 27 1882 4 2005 4 6 1950

福井 38.6 1942 7 19 1897 -15.1 1904 1 27 1897 6 2001 4 23 1950

彦根 37.7 2014 7 26 1893 -11.3 1904 1 27 1893 6 2001 4 23 1950

京都 39.8 2018 7 19 1880 -11.9 1891 1 16 1880 6 2001 4 23 1950

大阪 39.1 1994 8 8 1883 -7.5 1945 1 28 1883 8 1999 5 17 1950

神戸 38.8 1994 8 8 1896 -7.2 1981 2 27 1896 6 2012 4 2 1950

奈良 39.3 1994 8 8 1953 -7.8 1977 2 16 1953 8 2006 3 25 1953

和歌山 38.5 2013 8 11 1879 -6.0 1945 1 28 1879 6 2004 4 29 1950

岡山 39.3 1994 8 7 1891 -9.1 1981 2 27 1891 7 2021 4 11 1950

広島 38.7 1994 7 17 1879 -8.6 1917 12 28 1879 8 2021 5 9 1950

松江 38.5 1994 8 1 1940 -8.7 1977 2 19 1940 10 2000 4 1 1950

鳥取 39.2 2021 8 6 1943 -7.4 1981 2 26 1943 8 2009 5 9 1950

徳島 38.4 1994 7 15 1891 -6.0 1945 2 9 1891 8 2021 4 21 1950

高松 38.6 2013 8 11 1941 -7.7 1945 1 28 1941 5 1999 4 30 1950

松山 37.4 2018 8 7 1890 -8.3 1913 2 12 1890 6 2009 5 10 1950

高知 38.4 1965 8 22 1886 -7.9 1977 2 17 1886 9 2021 4 10 1950

下関 37.0 1960 8 10 1883 -6.5 1901 2 3 1883 7 2005 4 17 1950

福岡 38.3 2018 7 20 1890 -8.2 1919 2 5 1890 10 2014 5 18 1950

大分 37.8 2013 7 24 1887 -7.8 1918 2 19 1887 10 2007 4 28 1950

長崎 37.7 2013 8 18 1878 -5.6 1915 1 14 1878 8 2013 2 28 1950

佐賀 39.6 1994 7 16 1890 -6.9 1943 1 13 1890 5 2021 5 6 1950

熊本 38.8 1994 7 17 1890 -9.2 1929 2 11 1890 4 2002 4 5 1950

宮崎 38.0 2013 8 1 1886 -7.5 1904 1 26 1886 6 2002 4 4 1950

鹿児島 37.4 2016 8 22 1883 -6.7 1923 2 28 1883 3 1978 4 27 1950

那覇 35.6 2001 8 9 1890 4.9 1918 2 20 1890 10 2009 5 9 1957

注）各地の気象台の極値を掲載（一都道府県につき一地点）。
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発生日時 被害地域
現象の

種類

藤田

スケール

被害状況

人的被害 住家被害

平成 18年 9月 17日

15時 05分頃
大分県臼杵市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 1

負傷者 0 半壊 5

平成 18年 11月 7日

13時 23分頃
北海道常呂郡佐呂間町 竜巻 F3

死 者 9 全壊 7

負傷者 31 半壊 7

平成 18年 11月 18日

12時 47分頃
沖縄県名護市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 0

負傷者 3 半壊 0

平成 21年 7月 19日

19時 00分頃
岡山県美作市 竜巻 F2

死 者 0 全壊 2

負傷者 2 半壊 11

平成 23年 11月 18日

19時 10分頃
鹿児島県大島郡徳之島町 竜巻 F2

死 者 3 全壊 1

負傷者 0 半壊 0

平成 24 年 5 月 6 日

12時 35分頃
茨城県常総市、つくば市 竜巻 F3

死 者 1 全壊 76

負傷者 37 半壊 158

平成 25 年 9 月 2 日

14時 00分頃

埼玉県さいたま市、越谷市、北葛

飾郡松伏町／千葉県野田市／茨城

県坂東市
竜巻 F2

死 者 0 全壊 32

負傷者 76 半壊 215

※1 藤田スケールがF2以上の事例を掲載。藤田スケールについては、前々ページ参照。

※2 被害状況で * を付した被害数は、同時に発生した他の災害分を含めて集計した数。

発生日時 被害地域
現象の

種類

日本版

改良藤田

スケール

被害状況

人的被害 住家被害

平成 28年 8月 22日

21時 50分頃
岩手県奥州市 竜巻

JEF2

約 60m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 0

平成 28年 9月 28日

20時 10分頃
福岡県筑後市、八女市 竜巻

JEF2

約 55m/s

死 者 0 全壊 1

負傷者 1 半壊 0

平成 28年 10月 5日

14時 20分頃
高知県高知市、南国市 竜巻

JEF2

約 60m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 4 半壊 1

平成 29 年 8 月 7 日

16時 30分頃
愛知県豊橋市、豊川市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死 者 0 全壊 3

負傷者 3 半壊 6

平成 29年 9月 20日

15時 20分頃
秋田県横手市

ダウン

バースト

JEF2

約 65m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 0

平成 30年 6月 16日

09時 30分頃
沖縄県国頭郡伊江村 竜巻

JEF3

約 70m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 2 半壊 0

平成 30年 6月 29日

13時 40分頃
滋賀県米原市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死 者 0 全壊 0

負傷者 8 半壊 0

令和元年 9月 22日

08時 30分頃
宮崎県延岡市 竜巻

JEF2

約 55m/s

死者 0 全壊 0

負傷者 18 半壊 1

令和元年 10月 12日

08時 08分頃
千葉県市原市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死者 1 全壊 12

負傷者 9 半壊 23

令和 3 年 5 月 1 日

18時 30分頃
静岡県菊川市、牧之原市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死者 0 全壊 0

負傷者 3 半壊 5

令和 4年 12月 13日

17時 00分頃
新潟県佐渡市 竜巻

JEF2

約 65m/s

死者 0 全壊 0

負傷者 0 半壊 2
※3 日本版改良藤田スケールがJEF2以上の事例を掲載。日本版改良藤田スケールについては、前々ページ参照。

日本の気象記録（極値）（令和 5年 2月 1日現在）

最高Ẽ  最పẼ  最ᑠ┦ᑐ‵ᗘ

（䉝） 年 月 日

統計

開始年 （䉝） 年 月 日

統計

開始年 （䠂） 年 月 日

統計

開始年

札幌 36.2 1994 8 7 1876 -28.5 1929 2 1 1876 8 2017 5 6 1950

青森 36.7 1994 8 12 1882 -24.7 1931 2 23 1882 9 2004 5 8 1950

秋田 38.2 1978 8 3 1882 -24.6 1888 2 5 1882 9 2002 4 24 1950

盛岡 37.2 1924 7 12 1923 -20.6 1945 1 26 1923 7 2008 4 22 1950

仙台 37.3 2018 8 1 1926 -11.7 1945 1 26 1926 7 2005 4 6 1950

山形 40.8 1933 7 25 1889 -20.0 1891 1 29 1889 7 2017 5 4 1950

福島 39.1 1942 8 15 1889 -18.5 1891 2 4 1889 5 2009 4 18 1950

水戸 38.4 1997 7 5 1897 -12.7 1952 2 5 1897 7 2019 4 6 1950

宇都宮 38.7 1997 7 5 1890 -14.8 1902 1 24 1890 6 1971 3 19 1950

前橋 40.0 2001 7 24 1896 -11.8 1923 1 3 1896 6 2003 2 28 1950

熊谷 41.1 2018 7 23 1896 -11.6 1919 2 9 1896 6 2018 3 30 1950

東京 39.5 2004 7 20 1875 -9.2 1876 1 13 1875 6 2003 2 28 1950

銚子 35.3 1962 8 4 1887 -7.3 1893 2 13 1887 15 2013 4 8 1950

横浜 37.4 2016 8 9 1896 -8.2 1927 1 24 1896 8 2003 2 28 1950

長野 38.7 1994 8 16 1889 -17.0 1934 1 24 1889 6 2006 3 25 1950

甲府 40.7 2013 8 10 1894 -19.5 1921 1 16 1894 3 2009 2 12 1950

静岡 38.7 1995 8 28 1940 -6.8 1960 1 25 1940 6 2013 3 10 1950

名古屋 40.3 2018 8 3 1890 -10.3 1927 1 24 1890 5 2019 5 4 1950

岐阜 39.8 2007 8 16 1883 -14.3 1927 1 24 1883 6 2021 4 22 1950

津 39.5 1994 8 5 1889 -7.8 1904 1 27 1889 8 1997 4 16 1950

新潟 39.9 2018 8 23 1881 -13.0 1942 2 12 1881 11 2013 5 9 1950

富山 39.5 2018 8 22 1939 -11.9 1947 1 29 1939 7 2013 5 9 1950

金沢 38.5 2022 9 6 1882 -9.7 1904 1 27 1882 4 2005 4 6 1950

福井 38.6 1942 7 19 1897 -15.1 1904 1 27 1897 6 2001 4 23 1950

彦根 37.7 2014 7 26 1893 -11.3 1904 1 27 1893 6 2001 4 23 1950

京都 39.8 2018 7 19 1880 -11.9 1891 1 16 1880 6 2001 4 23 1950

大阪 39.1 1994 8 8 1883 -7.5 1945 1 28 1883 8 1999 5 17 1950

神戸 38.8 1994 8 8 1896 -7.2 1981 2 27 1896 6 2012 4 2 1950

奈良 39.3 1994 8 8 1953 -7.8 1977 2 16 1953 8 2006 3 25 1953

和歌山 38.5 2013 8 11 1879 -6.0 1945 1 28 1879 6 2004 4 29 1950

岡山 39.3 1994 8 7 1891 -9.1 1981 2 27 1891 7 2021 4 11 1950

広島 38.7 1994 7 17 1879 -8.6 1917 12 28 1879 8 2021 5 9 1950

松江 38.5 1994 8 1 1940 -8.7 1977 2 19 1940 10 2000 4 1 1950

鳥取 39.2 2021 8 6 1943 -7.4 1981 2 26 1943 8 2009 5 9 1950

徳島 38.4 1994 7 15 1891 -6.0 1945 2 9 1891 8 2021 4 21 1950

高松 38.6 2013 8 11 1941 -7.7 1945 1 28 1941 5 1999 4 30 1950

松山 37.4 2018 8 7 1890 -8.3 1913 2 12 1890 6 2009 5 10 1950

高知 38.4 1965 8 22 1886 -7.9 1977 2 17 1886 9 2021 4 10 1950

下関 37.0 1960 8 10 1883 -6.5 1901 2 3 1883 7 2005 4 17 1950

福岡 38.3 2018 7 20 1890 -8.2 1919 2 5 1890 10 2014 5 18 1950

大分 37.8 2013 7 24 1887 -7.8 1918 2 19 1887 10 2007 4 28 1950

長崎 37.7 2013 8 18 1878 -5.6 1915 1 14 1878 8 2013 2 28 1950

佐賀 39.6 1994 7 16 1890 -6.9 1943 1 13 1890 5 2021 5 6 1950

熊本 38.8 1994 7 17 1890 -9.2 1929 2 11 1890 4 2002 4 5 1950

宮崎 38.0 2013 8 1 1886 -7.5 1904 1 26 1886 6 2002 4 4 1950

鹿児島 37.4 2016 8 22 1883 -6.7 1923 2 28 1883 3 1978 4 27 1950

那覇 35.6 2001 8 9 1890 4.9 1918 2 20 1890 10 2009 5 9 1957

注）各地の気象台の極値を掲載（一都道府県につき一地点）。
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日本の気象記録（極値）（令和 5年 2月 1日現在）

1 時間降水量 日降水量 月降水量

（mm） 年 月 日

統計

開始年 （mm） 年 月 日

統計

開始年 （mm） 年 月

統計

開始年

札幌 50.2 1913 8 28 1889 207.0 1981 8 23 1876 644.0 1981 8 1876

青森 67.5 2000 7 25 1937 208.0 2007 11 12 1882 587.0 2022 8 1882

秋田 72.4 1964 8 13 1938 186.8 1937 8 31 1882 543.0 2013 7 1882

盛岡 62.7 1938 8 15 1923 198.0 2007 9 17 1923 467.0 2020 7 1923

仙台 94.3 1948 9 16 1937 312.7 1948 9 16 1926 644.5 2019 10 1926

山形 74.5 1981 8 3 1931 217.6 1913 8 27 1889 483.5 2020 7 1889

福島 71.0 2017 7 28 1937 233.5 2019 10 12 1889 576.5 1998 8 1889

水戸 81.7 1947 9 15 1906 276.6 1938 6 29 1897 635.5 1938 6 1897

宇都宮 100.5 1957 8 7 1930 325.5 2019 10 12 1890 628.6 1941 7 1890

前橋 114.5 1997 9 11 1912 357.4 1947 9 15 1896 734.5 1910 8 1896

熊谷 88.5 1943 9 3 1915 301.5 1982 9 12 1896 605.6 1941 7 1896

東京 88.7 1939 7 31 1886 371.9 1958 9 26 1875 780.0 2004 10 1875

銚子 140.0 1947 8 28 1912 311.6 1947 8 28 1887 707.5 1991 10 1887

横浜 92.0 1998 7 30 1937 287.2 1958 9 26 1896 761.5 2004 10 1896

長野 63.0 1933 8 13 1903 132.0 2019 10 12 1889 323.8 1897 7 1889

甲府 78.0 2004 8 7 1937 244.5 1945 10 5 1894 647.9 1910 8 1894

静岡 113.0 2003 7 4 1940 401.0 2019 10 12 1940 957.0 2004 10 1940

名古屋 97.0 2000 9 11 1890 428.0 2000 9 11 1890 779.5 1896 9 1890

岐阜 99.6 1914 7 24 1903 260.2 1961 6 26 1883 1055.8 1896 9 1883

津 118.0 1999 9 4 1916 427.0 2004 9 29 1889 705.0 1974 7 1889

新潟 97.0 1998 8 4 1914 265.0 1998 8 4 1881 649.5 2020 7 1881

富山 75.0 1970 8 23 1939 207.7 1948 7 25 1939 645.4 1940 1 1939

金沢 77.3 1950 9 18 1937 234.4 1964 7 18 1882 715.6 1963 1 1882

福井 75.0 2004 7 18 1940 201.4 1933 7 26 1897 684.0 2005 12 1897

彦根 63.5 2001 7 17 1894 596.9 1896 9 7 1893 1018.8 1896 9 1893

京都 88.0 2022 7 19 1906 288.6 1959 8 13 1880 626.9 1903 7 1880

大阪 77.5 2011 8 27 1889 250.7 1957 6 26 1883 660.0 1903 7 1883

神戸 87.7 1939 8 1 1897 319.4 1967 7 9 1896 628.0 1903 7 1896

奈良 79.0 2000 5 13 1953 196.5 2017 10 22 1953 496.0 1982 8 1953

和歌山 122.5 2009 11 11 1933 353.5 2000 9 11 1879 824.5 1989 9 1879

岡山 73.5 1994 7 7 1933 187.0 2011 9 3 1891 459.0 1976 9 1891

広島 79.2 1926 9 11 1888 339.6 1926 9 11 1879 768.5 2020 7 1879

松江 77.9 1944 8 25 1940 263.8 1964 7 18 1940 671.9 1964 7 1940

鳥取 68.0 1981 7 3 1943 204.0 2021 7 7 1943 617.0 2018 9 1943

徳島 90.5 2009 8 10 1901 471.5 1891 8 2 1891 1065.5 2014 8 1891

高松 68.5 1998 9 22 1941 210.5 2004 10 20 1941 629.1 1965 9 1941

松山 60.5 1992 8 2 1890 215.1 1943 7 23 1890 648.3 1943 7 1890

高知 129.5 1998 9 24 1937 628.5 1998 9 24 1886 1561.0 2014 8 1886

下関 77.4 1953 6 28 1908 336.7 1904 6 25 1883 937.5 1980 7 1883

福岡 96.5 1997 7 28 1896 307.8 1953 6 25 1890 1055.9 1953 6 1890

大分 81.5 1993 9 3 1937 443.7 1908 8 10 1887 946.5 1953 6 1887

長崎 127.5 1982 7 23 1897 448.0 1982 7 23 1878 1178.5 1982 7 1878

佐賀 110.0 2019 8 28 1926 366.5 1953 6 25 1890 1220.5 2021 8 1890

熊本 94.0 2016 6 20 1890 480.5 1957 7 25 1890 1263.0 1982 7 1890

宮崎 139.5 1995 9 30 1925 587.2 1939 10 16 1886 1259.3 1886 9 1886

鹿児島 104.5 1995 8 11 1902 375.0 2019 7 3 1883 1300.5 2015 6 1883

那覇 110.5 1998 7 17 1900 468.9 1959 10 16 1890 1095.5 2001 9 1890

注）各地の気象台の極値を掲載（一都道府県につき一地点）。
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日本の気象記録（極値）（令和 5年 2月 1日現在）

1 時間降水量 日降水量 月降水量

（mm） 年 月 日

統計

開始年 （mm） 年 月 日

統計

開始年 （mm） 年 月

統計

開始年

札幌 50.2 1913 8 28 1889 207.0 1981 8 23 1876 644.0 1981 8 1876

青森 67.5 2000 7 25 1937 208.0 2007 11 12 1882 587.0 2022 8 1882

秋田 72.4 1964 8 13 1938 186.8 1937 8 31 1882 543.0 2013 7 1882

盛岡 62.7 1938 8 15 1923 198.0 2007 9 17 1923 467.0 2020 7 1923

仙台 94.3 1948 9 16 1937 312.7 1948 9 16 1926 644.5 2019 10 1926

山形 74.5 1981 8 3 1931 217.6 1913 8 27 1889 483.5 2020 7 1889

福島 71.0 2017 7 28 1937 233.5 2019 10 12 1889 576.5 1998 8 1889

水戸 81.7 1947 9 15 1906 276.6 1938 6 29 1897 635.5 1938 6 1897

宇都宮 100.5 1957 8 7 1930 325.5 2019 10 12 1890 628.6 1941 7 1890

前橋 114.5 1997 9 11 1912 357.4 1947 9 15 1896 734.5 1910 8 1896

熊谷 88.5 1943 9 3 1915 301.5 1982 9 12 1896 605.6 1941 7 1896

東京 88.7 1939 7 31 1886 371.9 1958 9 26 1875 780.0 2004 10 1875

銚子 140.0 1947 8 28 1912 311.6 1947 8 28 1887 707.5 1991 10 1887

横浜 92.0 1998 7 30 1937 287.2 1958 9 26 1896 761.5 2004 10 1896

長野 63.0 1933 8 13 1903 132.0 2019 10 12 1889 323.8 1897 7 1889

甲府 78.0 2004 8 7 1937 244.5 1945 10 5 1894 647.9 1910 8 1894

静岡 113.0 2003 7 4 1940 401.0 2019 10 12 1940 957.0 2004 10 1940

名古屋 97.0 2000 9 11 1890 428.0 2000 9 11 1890 779.5 1896 9 1890

岐阜 99.6 1914 7 24 1903 260.2 1961 6 26 1883 1055.8 1896 9 1883

津 118.0 1999 9 4 1916 427.0 2004 9 29 1889 705.0 1974 7 1889

新潟 97.0 1998 8 4 1914 265.0 1998 8 4 1881 649.5 2020 7 1881

富山 75.0 1970 8 23 1939 207.7 1948 7 25 1939 645.4 1940 1 1939

金沢 77.3 1950 9 18 1937 234.4 1964 7 18 1882 715.6 1963 1 1882

福井 75.0 2004 7 18 1940 201.4 1933 7 26 1897 684.0 2005 12 1897

彦根 63.5 2001 7 17 1894 596.9 1896 9 7 1893 1018.8 1896 9 1893

京都 88.0 2022 7 19 1906 288.6 1959 8 13 1880 626.9 1903 7 1880

大阪 77.5 2011 8 27 1889 250.7 1957 6 26 1883 660.0 1903 7 1883

神戸 87.7 1939 8 1 1897 319.4 1967 7 9 1896 628.0 1903 7 1896

奈良 79.0 2000 5 13 1953 196.5 2017 10 22 1953 496.0 1982 8 1953

和歌山 122.5 2009 11 11 1933 353.5 2000 9 11 1879 824.5 1989 9 1879

岡山 73.5 1994 7 7 1933 187.0 2011 9 3 1891 459.0 1976 9 1891

広島 79.2 1926 9 11 1888 339.6 1926 9 11 1879 768.5 2020 7 1879

松江 77.9 1944 8 25 1940 263.8 1964 7 18 1940 671.9 1964 7 1940

鳥取 68.0 1981 7 3 1943 204.0 2021 7 7 1943 617.0 2018 9 1943

徳島 90.5 2009 8 10 1901 471.5 1891 8 2 1891 1065.5 2014 8 1891

高松 68.5 1998 9 22 1941 210.5 2004 10 20 1941 629.1 1965 9 1941

松山 60.5 1992 8 2 1890 215.1 1943 7 23 1890 648.3 1943 7 1890

高知 129.5 1998 9 24 1937 628.5 1998 9 24 1886 1561.0 2014 8 1886

下関 77.4 1953 6 28 1908 336.7 1904 6 25 1883 937.5 1980 7 1883

福岡 96.5 1997 7 28 1896 307.8 1953 6 25 1890 1055.9 1953 6 1890

大分 81.5 1993 9 3 1937 443.7 1908 8 10 1887 946.5 1953 6 1887

長崎 127.5 1982 7 23 1897 448.0 1982 7 23 1878 1178.5 1982 7 1878

佐賀 110.0 2019 8 28 1926 366.5 1953 6 25 1890 1220.5 2021 8 1890

熊本 94.0 2016 6 20 1890 480.5 1957 7 25 1890 1263.0 1982 7 1890

宮崎 139.5 1995 9 30 1925 587.2 1939 10 16 1886 1259.3 1886 9 1886

鹿児島 104.5 1995 8 11 1902 375.0 2019 7 3 1883 1300.5 2015 6 1883

那覇 110.5 1998 7 17 1900 468.9 1959 10 16 1890 1095.5 2001 9 1890

注）各地の気象台の極値を掲載（一都道府県につき一地点）。

日本の気象記録（極値）（令和 5年 2月 1日現在）

最大風速 最大瞬間風速 最深積雪

（m/s） 風向 年 月 日

統計

開始年 （m/s） 風向 年 月 日

統計

開始年 （cm） 年 月 日

統計

開始年

札幌 28.8 NNW 1912 3 19 1876 50.2 SW 2004 9 8 1943 169 1939 2 13 1890

青森 29.0 SW 1991 9 28 1882 53.9 SW 1991 9 28 1937 209 1945 2 21 1894

秋田 30.7 SW 1954 9 26 1882 51.4 SSW 1991 9 28 1937 117 1974 2 10 1890

盛岡 22.2 WNW 1951 4 10 1923 38.6 SW 2004 11 27 1941 81 1938 2 19 1923

仙台 24.0 WNW 1997 3 11 1926 41.2 WNW 1997 3 11 1937 41 1936 2 9 1926

山形 21.4 SW 1957 12 13 1889 32.6 SE 1959 9 27 1941 113 1981 1 8 1893

福島 22.9 W 1959 4 10 1889 32.2 W 1979 3 31 1947 80 1936 2 9 1901

水戸 28.3 N 1961 10 10 1897 44.2 NNE 1939 8 5 1937 32 1945 2 26 1897

宇都宮 24.2 N 1938 10 21 1890 42.7 SE 1966 9 25 1937 32 2014 2 15 1890

前橋 29.9 N 1900 9 28 1896 40.2 ESE 1966 9 25 1940 73 2014 2 15 1896

熊谷 31.7 W 1900 9 28 1896 41.0 SE 1966 9 25 1940 62 2014 2 15 1896

東京 31.0 S 1938 9 1 1875 46.7 S 1938 9 1 1937 46 1883 2 8 1875

銚子 48.0 SSE 1948 9 16 1887 52.2 S 2002 10 1 1937 17 1936 3 2 1887

横浜 37.4 NE 1938 9 1 1896 48.7 NE 1938 9 1 1938 45 1945 2 26 1896

長野 25.8 NW 1916 9 26 1889 31.4 NW 1948 8 23 1937 80 1946 12 11 1892

甲府 33.9 ESE 1959 8 14 1894 43.2 ESE 1959 8 14 1937 114 2014 2 15 1894

静岡 24.1 WSW 1959 8 14 1940 40.0 SE 1966 9 25 1940 10 1945 2 25 1940

名古屋 37.0 SSE 1959 9 26 1890 45.7 SSE 1959 9 26 1937 49 1945 12 19 1890

岐阜 32.5 SSE 1959 9 26 1886 44.2 ESE 1959 9 26 1918 58 1936 2 1 1891

津 36.8 ESE 1959 9 26 1889 51.3 ESE 1959 9 26 1937 26 1951 2 14 1889

新潟 40.1 SW 1929 4 21 1886 45.5 WSW 1991 9 28 1937 120 1961 1 18 1890

富山 26.0 SSE 1947 4 1 1939 42.7 S 2004 9 7 1939 208 1940 1 30 1939

金沢 32.8 SSW 1950 9 3 1882 44.3 SSW 2018 9 4 1937 181 1963 1 27 1882

福井 30.9 S 1950 9 3 1897 48.8 SSE 1991 9 27 1940 213 1963 1 31 1897

彦根 31.2 SSE 1934 9 21 1893 46.2 SE 2018 9 4 1920 93 1918 1 9 1893

京都 28.0 S 1934 9 21 1880 42.1 S 1934 9 21 1915 41 1954 1 26 1886

大阪 33.3 SSE 1961 9 16 1883 60.0] S 1934 9 21 1934 18 1907 2 11 1901

神戸 33.4 NE 1950 9 3 1897 48.5 SSE 1965 9 10 1937 17 1945 2 25 1914

奈良 25.0] SSE 1961 9 16 1953 47.2 S 1979 9 30 1953 21 1990 2 1 1953

和歌山 39.7 SSW 2018 9 4 1879 57.4 SSW 2018 9 4 1940 40 1883 2 8 1880

岡山 25.8 SE 1896 8 18 1891 41.4 NE 2004 10 20 1940 26 1945 2 25 1891

広島 36.0 S 1991 9 27 1879 60.2 S 2004 9 7 1937 31 1893 1 5 1883

松江 28.5 W 1991 9 27 1940 56.5 WNW 1991 9 27 1940 100 1971 2 4 1940

鳥取 29.2 NW 1961 9 16 1943 48.6 S 1991 9 27 1943 129 1947 2 22 1943

徳島 37.8 SE 1941 8 15 1891 67.0] SSE 1965 9 10 1940 42 1907 2 11 1891

高松 24.4 SW 1954 9 26 1941 39.5 NE 1965 9 10 1941 19 1984 1 31 1941

松山 25.4 SSE 1945 9 17 1890 42.1 SSE 1945 9 17 1937 34 1907 2 11 1890

高知 29.2 E 1970 8 21 1886 54.3 E 1970 8 21 1939 14 2022 12 23 1912

下関 34.2 E 1942 8 27 1883 45.3 ESE 1991 9 27 1937 39 1900 1 26 1883

福岡 32.5 N 1951 10 14 1890 49.3 S 1987 8 31 1937 30 1917 12 30 1894

大分 25.0 WNW 1945 9 18 1887 44.3 SSE 1999 9 24 1940 15 1997 1 22 1916

長崎 43.5 SSE 1900 8 24 1878 54.3 SW 1991 9 27 1951 17 2016 1 24 1906

佐賀 32.7 S 1930 7 18 1890 54.3 SE 1991 9 14 1941 21 1959 1 17 1893

熊本 38.7 E 1902 8 10 1890 52.6 S 1991 9 27 1937 13 1945 2 7 1890

宮崎 39.2 SSE 1945 9 17 1886 57.9 SE 1993 9 3 1937 3 1945 1 24 1886

鹿児島 39.3 SSE 1942 8 27 1883 58.5 SSE 1996 8 14 1940 29 1959 1 17 1892

那覇 49.5 ENE 1949 6 20 1927 73.6 S 1956 9 8 1953 － 1891

注）各地の気象台の極値を掲載（一都道府県につき一地点）。

] のついた値は統計値を求める対象となる資料が許容する資料数を満たさない値。

“－” は「現象なし」を表す。
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「平年値」とは

平年値とは、私たちが暮らしている現在の気候を表す値で、どこでど

の時季にどれくらいの気温になるのかといったことを示す基盤的な情報

であり、その時々の気象（日々の最高・最低気温等）や天候（冷夏・暖

冬、多雨・少雨等）を評価する基準としても利用されます。

国連の世界気象機関（WMO）では、西暦年の１の位が１の年から続く

30年間の平均値をもって平年値とし、10年ごとに更新することとしてい

ます。わが国では、2021年 5月から、1991年～2020年の観測値による

新たな平年値の利用を開始しました。

なお、気象官署（特別地域気象観測所を含む）における平年値作成の

際には、単純に 30年間の観測値を平均するだけでなく、観測方法の変更

や観測所の移転に対応した補正等を行い、現在の観測値に合った平年値

としています。

「平年値」の種類

気象官署（特別地域気象観測所を含む）では、平均気温、最高気温、

最低気温、相対湿度、平均風速、日照時間、降水量、降雪の深さ、積雪

の深さの最大等の平年値を作成します。また、日最高気温 30℃以上の日

数(真夏日)、日最低気温 0℃未満の日数(冬日)、日最大風速 10m/s以上

の日数、日降水量 100mm以上の日数等の階級別日数の他、霧日数、雪日

数、雪の初日・終日等の平年値もあります。統計の対象となる期間には、

年、3か月、月、旬、半旬、日別及び時別の種類があります。

これらの平年値は、気象庁ホームページで閲覧やデータのダウンロー

ドが可能です。

主な都市の平年値（月平ᆒẼ ：Υ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 -3.2 -2.7 1.1 7.3 13.0 17.0 21.1 22.3 18.6 12.1 5.2 -0.9 9.2

青森 -0.9 -0.4 2.8 8.5 13.7 17.6 21.8 23.5 19.9 13.5 7.2 1.4 10.7

秋田 0.4 0.8 4.0 9.6 15.2 19.6 23.4 25.0 21.0 14.5 8.3 2.8 12.1

盛岡 -1.6 -0.9 2.6 8.7 14.5 18.8 22.4 23.5 19.3 12.6 6.2 0.8 10.6

仙台 2.0 2.4 5.5 10.7 15.6 19.2 22.9 24.4 21.2 15.7 9.8 4.5 12.8

山形 -0.1 0.4 4.0 10.2 16.2 20.3 23.9 25.0 20.6 14.1 7.7 2.4 12.1

福島 1.9 2.5 5.9 11.7 17.2 20.7 24.3 25.5 21.6 15.6 9.5 4.3 13.4

水戸 3.3 4.1 7.4 12.3 17.0 20.3 24.2 25.6 22.1 16.6 10.8 5.6 14.1

宇都宮 2.8 3.8 7.4 12.8 17.8 21.2 24.8 26.0 22.4 16.7 10.6 5.1 14.3

前橋 3.7 4.5 7.9 13.4 18.6 22.1 25.8 26.8 22.9 17.1 11.2 6.1 15.0

熊谷 4.3 5.1 8.6 13.9 18.8 22.3 26.0 27.1 23.3 17.6 11.7 6.5 15.4

東京 5.4 6.1 9.4 14.3 18.8 21.9 25.7 26.9 23.3 18.0 12.5 7.7 15.8

銚子 6.6 6.9 9.7 13.8 17.4 20.2 23.5 25.5 23.4 19.2 14.4 9.3 15.8

横浜 6.1 6.7 9.7 14.5 18.8 21.8 25.6 27.0 23.7 18.5 13.4 8.7 16.2

長野 -0.4 0.4 4.3 10.6 16.4 20.4 24.3 25.4 21.0 14.4 7.9 2.3 12.3

甲府 3.1 4.7 8.6 14.0 18.8 22.3 26.0 27.1 23.2 17.1 10.8 5.4 15.1

静岡 6.9 7.7 10.7 15.2 19.2 22.4 26.1 27.4 24.5 19.4 14.3 9.3 16.9

名古屋 4.8 5.5 9.2 14.6 19.4 23.0 26.9 28.2 24.5 18.6 12.6 7.2 16.2

岐阜 4.6 5.4 9.0 14.5 19.4 23.2 27.0 28.3 24.5 18.7 12.5 7.0 16.2

津 5.7 5.9 9.0 14.2 19.0 22.7 26.8 27.9 24.4 18.8 13.2 8.1 16.3

新潟 2.5 3.1 6.2 11.3 16.7 20.9 24.9 26.5 22.5 16.7 10.5 5.3 13.9

富山 3.0 3.4 6.9 12.3 17.5 21.4 25.5 26.9 22.8 17.0 11.2 5.7 14.5

金沢 4.0 4.2 7.3 12.6 17.7 21.6 25.8 27.3 23.2 17.6 11.9 6.8 15.0

福井 3.2 3.7 7.2 12.8 18.1 22.0 26.1 27.4 23.1 17.1 11.3 5.9 14.8

彦根 3.9 4.2 7.3 12.4 17.6 21.8 26.1 27.5 23.6 17.7 11.7 6.5 15.0

京都 4.8 5.4 8.8 14.4 19.5 23.3 27.3 28.5 24.4 18.4 12.5 7.2 16.2

大阪 6.2 6.6 9.9 15.2 20.1 23.6 27.7 29.0 25.2 19.5 13.8 8.7 17.1

神戸 6.2 6.5 9.8 15.0 19.8 23.4 27.1 28.6 25.4 19.8 14.2 8.8 17.0

奈良 4.2 4.7 8.0 13.5 18.5 22.2 26.2 27.3 23.2 17.2 11.4 6.4 15.2

和歌山 6.2 6.7 9.9 15.1 19.7 23.2 27.2 28.4 24.9 19.3 13.8 8.6 16.9

岡山 4.6 5.2 8.7 14.1 19.1 22.7 27.0 28.1 23.9 18.0 11.6 6.6 15.8

広島 5.4 6.2 9.5 14.8 19.6 23.2 27.2 28.5 24.7 18.8 12.9 7.5 16.5

松江 4.6 5.0 8.0 13.1 18.0 21.7 25.8 27.1 22.9 17.4 12.0 7.0 15.2

鳥取 4.2 4.7 7.9 13.2 18.1 22.0 26.2 27.3 22.9 17.2 11.9 6.8 15.2

徳島 6.3 6.8 9.9 15.0 19.6 23.0 26.8 28.1 24.8 19.3 13.8 8.7 16.8

高松 5.9 6.3 9.4 14.7 19.8 23.3 27.5 28.6 24.7 19.0 13.2 8.1 16.7

松山 6.2 6.8 9.9 14.8 19.4 22.9 27.1 28.1 24.6 19.1 13.6 8.5 16.8

高知 6.7 7.8 11.2 15.8 20.0 23.1 27.0 27.9 25.0 19.9 14.2 8.8 17.3

下関 7.2 7.5 10.3 14.7 19.1 22.5 26.5 27.9 24.6 19.7 14.5 9.5 17.0

福岡 6.9 7.8 10.8 15.4 19.9 23.3 27.4 28.4 24.7 19.6 14.2 9.1 17.3

大分 6.5 7.2 10.2 14.8 19.3 22.6 26.8 27.7 24.2 19.1 13.8 8.7 16.8

長崎 7.2 8.1 11.2 15.6 19.7 23.0 26.9 28.1 24.9 20.0 14.5 9.4 17.4

佐賀 5.8 7.0 10.4 15.3 20.0 23.5 27.2 28.2 24.5 19.1 13.3 7.8 16.9

熊本 6.0 7.4 10.9 15.8 20.5 23.7 27.5 28.4 25.2 19.6 13.5 8.0 17.2

宮崎 7.8 8.9 12.1 16.4 20.3 23.2 27.3 27.6 24.7 20.0 14.7 9.7 17.7

鹿児島 8.7 9.9 12.8 17.1 21.0 24.0 28.1 28.8 26.3 21.6 16.2 10.9 18.8

那覇 17.3 17.5 19.1 21.5 24.2 27.2 29.1 29.0 27.9 25.5 22.5 19.0 23.3

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。
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「平年値」とは

平年値とは、私たちが暮らしている現在の気候を表す値で、どこでど

の時季にどれくらいの気温になるのかといったことを示す基盤的な情報

であり、その時々の気象（日々の最高・最低気温等）や天候（冷夏・暖

冬、多雨・少雨等）を評価する基準としても利用されます。

国連の世界気象機関（WMO）では、西暦年の１の位が１の年から続く

30年間の平均値をもって平年値とし、10年ごとに更新することとしてい

ます。わが国では、2021年 5月から、1991年～2020年の観測値による

新たな平年値の利用を開始しました。

なお、気象官署（特別地域気象観測所を含む）における平年値作成の

際には、単純に 30年間の観測値を平均するだけでなく、観測方法の変更

や観測所の移転に対応した補正等を行い、現在の観測値に合った平年値

としています。

「平年値」の種類

気象官署（特別地域気象観測所を含む）では、平均気温、最高気温、

最低気温、相対湿度、平均風速、日照時間、降水量、降雪の深さ、積雪

の深さの最大等の平年値を作成します。また、日最高気温 30℃以上の日

数(真夏日)、日最低気温 0℃未満の日数(冬日)、日最大風速 10m/s以上

の日数、日降水量 100mm以上の日数等の階級別日数の他、霧日数、雪日

数、雪の初日・終日等の平年値もあります。統計の対象となる期間には、

年、3か月、月、旬、半旬、日別及び時別の種類があります。

これらの平年値は、気象庁ホームページで閲覧やデータのダウンロー

ドが可能です。

主な都市の平年値（月平ᆒẼ ：Υ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 -3.2 -2.7 1.1 7.3 13.0 17.0 21.1 22.3 18.6 12.1 5.2 -0.9 9.2

青森 -0.9 -0.4 2.8 8.5 13.7 17.6 21.8 23.5 19.9 13.5 7.2 1.4 10.7

秋田 0.4 0.8 4.0 9.6 15.2 19.6 23.4 25.0 21.0 14.5 8.3 2.8 12.1

盛岡 -1.6 -0.9 2.6 8.7 14.5 18.8 22.4 23.5 19.3 12.6 6.2 0.8 10.6

仙台 2.0 2.4 5.5 10.7 15.6 19.2 22.9 24.4 21.2 15.7 9.8 4.5 12.8

山形 -0.1 0.4 4.0 10.2 16.2 20.3 23.9 25.0 20.6 14.1 7.7 2.4 12.1

福島 1.9 2.5 5.9 11.7 17.2 20.7 24.3 25.5 21.6 15.6 9.5 4.3 13.4

水戸 3.3 4.1 7.4 12.3 17.0 20.3 24.2 25.6 22.1 16.6 10.8 5.6 14.1

宇都宮 2.8 3.8 7.4 12.8 17.8 21.2 24.8 26.0 22.4 16.7 10.6 5.1 14.3

前橋 3.7 4.5 7.9 13.4 18.6 22.1 25.8 26.8 22.9 17.1 11.2 6.1 15.0

熊谷 4.3 5.1 8.6 13.9 18.8 22.3 26.0 27.1 23.3 17.6 11.7 6.5 15.4

東京 5.4 6.1 9.4 14.3 18.8 21.9 25.7 26.9 23.3 18.0 12.5 7.7 15.8

銚子 6.6 6.9 9.7 13.8 17.4 20.2 23.5 25.5 23.4 19.2 14.4 9.3 15.8

横浜 6.1 6.7 9.7 14.5 18.8 21.8 25.6 27.0 23.7 18.5 13.4 8.7 16.2

長野 -0.4 0.4 4.3 10.6 16.4 20.4 24.3 25.4 21.0 14.4 7.9 2.3 12.3

甲府 3.1 4.7 8.6 14.0 18.8 22.3 26.0 27.1 23.2 17.1 10.8 5.4 15.1

静岡 6.9 7.7 10.7 15.2 19.2 22.4 26.1 27.4 24.5 19.4 14.3 9.3 16.9

名古屋 4.8 5.5 9.2 14.6 19.4 23.0 26.9 28.2 24.5 18.6 12.6 7.2 16.2

岐阜 4.6 5.4 9.0 14.5 19.4 23.2 27.0 28.3 24.5 18.7 12.5 7.0 16.2

津 5.7 5.9 9.0 14.2 19.0 22.7 26.8 27.9 24.4 18.8 13.2 8.1 16.3

新潟 2.5 3.1 6.2 11.3 16.7 20.9 24.9 26.5 22.5 16.7 10.5 5.3 13.9

富山 3.0 3.4 6.9 12.3 17.5 21.4 25.5 26.9 22.8 17.0 11.2 5.7 14.5

金沢 4.0 4.2 7.3 12.6 17.7 21.6 25.8 27.3 23.2 17.6 11.9 6.8 15.0

福井 3.2 3.7 7.2 12.8 18.1 22.0 26.1 27.4 23.1 17.1 11.3 5.9 14.8

彦根 3.9 4.2 7.3 12.4 17.6 21.8 26.1 27.5 23.6 17.7 11.7 6.5 15.0

京都 4.8 5.4 8.8 14.4 19.5 23.3 27.3 28.5 24.4 18.4 12.5 7.2 16.2

大阪 6.2 6.6 9.9 15.2 20.1 23.6 27.7 29.0 25.2 19.5 13.8 8.7 17.1

神戸 6.2 6.5 9.8 15.0 19.8 23.4 27.1 28.6 25.4 19.8 14.2 8.8 17.0

奈良 4.2 4.7 8.0 13.5 18.5 22.2 26.2 27.3 23.2 17.2 11.4 6.4 15.2

和歌山 6.2 6.7 9.9 15.1 19.7 23.2 27.2 28.4 24.9 19.3 13.8 8.6 16.9

岡山 4.6 5.2 8.7 14.1 19.1 22.7 27.0 28.1 23.9 18.0 11.6 6.6 15.8

広島 5.4 6.2 9.5 14.8 19.6 23.2 27.2 28.5 24.7 18.8 12.9 7.5 16.5

松江 4.6 5.0 8.0 13.1 18.0 21.7 25.8 27.1 22.9 17.4 12.0 7.0 15.2

鳥取 4.2 4.7 7.9 13.2 18.1 22.0 26.2 27.3 22.9 17.2 11.9 6.8 15.2

徳島 6.3 6.8 9.9 15.0 19.6 23.0 26.8 28.1 24.8 19.3 13.8 8.7 16.8

高松 5.9 6.3 9.4 14.7 19.8 23.3 27.5 28.6 24.7 19.0 13.2 8.1 16.7

松山 6.2 6.8 9.9 14.8 19.4 22.9 27.1 28.1 24.6 19.1 13.6 8.5 16.8

高知 6.7 7.8 11.2 15.8 20.0 23.1 27.0 27.9 25.0 19.9 14.2 8.8 17.3

下関 7.2 7.5 10.3 14.7 19.1 22.5 26.5 27.9 24.6 19.7 14.5 9.5 17.0

福岡 6.9 7.8 10.8 15.4 19.9 23.3 27.4 28.4 24.7 19.6 14.2 9.1 17.3

大分 6.5 7.2 10.2 14.8 19.3 22.6 26.8 27.7 24.2 19.1 13.8 8.7 16.8

長崎 7.2 8.1 11.2 15.6 19.7 23.0 26.9 28.1 24.9 20.0 14.5 9.4 17.4

佐賀 5.8 7.0 10.4 15.3 20.0 23.5 27.2 28.2 24.5 19.1 13.3 7.8 16.9

熊本 6.0 7.4 10.9 15.8 20.5 23.7 27.5 28.4 25.2 19.6 13.5 8.0 17.2

宮崎 7.8 8.9 12.1 16.4 20.3 23.2 27.3 27.6 24.7 20.0 14.7 9.7 17.7

鹿児島 8.7 9.9 12.8 17.1 21.0 24.0 28.1 28.8 26.3 21.6 16.2 10.9 18.8

那覇 17.3 17.5 19.1 21.5 24.2 27.2 29.1 29.0 27.9 25.5 22.5 19.0 23.3

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。
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主な都市の平年値（᪥最㧗Ẽ ：Υ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 -0.4 0.4 4.5 11.7 17.9 21.8 25.4 26.4 22.8 16.4 8.7 2.0 13.1

青森 1.8 2.7 6.8 13.7 18.8 22.1 26.0 27.8 24.5 18.3 11.2 4.5 14.9

秋田 3.1 4.0 7.9 14.0 19.6 23.7 27.1 29.2 25.4 19.0 12.2 5.9 15.9

盛岡 2.0 3.2 7.5 14.4 20.3 24.1 27.1 28.4 24.3 17.9 10.9 4.5 15.4

仙台 5.6 6.5 10.0 15.5 20.2 23.1 26.6 28.2 25.0 19.8 14.1 8.3 16.9

山形 3.3 4.4 9.1 16.4 22.6 25.9 29.1 30.5 25.8 19.5 12.6 6.1 17.1

福島 5.8 7.1 11.2 17.7 23.1 25.9 29.1 30.5 26.2 20.5 14.5 8.6 18.3

水戸 9.2 9.8 13.0 17.8 22.0 24.5 28.5 30.0 26.4 21.2 16.3 11.4 19.2

宇都宮 8.6 9.7 13.4 18.8 23.3 25.9 29.5 30.9 27.0 21.4 15.9 10.8 19.6

前橋 9.1 10.0 13.5 19.3 24.2 26.8 30.5 31.7 27.3 21.7 16.4 11.5 20.2

熊谷 9.8 10.8 14.3 19.9 24.6 27.1 30.9 32.3 27.9 22.1 16.8 12.0 20.7

東京 9.8 10.9 14.2 19.4 23.6 26.1 29.9 31.3 27.5 22.0 16.7 12.0 20.3

銚子 10.1 10.3 12.8 17.0 20.5 23.0 26.6 28.6 25.9 21.5 17.3 12.7 18.9

横浜 10.2 10.8 14.0 18.9 23.1 25.5 29.4 31.0 27.3 22.0 17.1 12.5 20.2

長野 3.8 5.3 10.3 17.4 23.2 26.1 29.7 31.1 26.2 19.7 13.4 6.9 17.8

甲府 9.1 10.9 15.0 20.7 25.3 27.8 31.6 33.0 28.6 22.5 16.7 11.4 21.0

静岡 11.7 12.6 15.5 19.8 23.5 26.1 29.9 31.3 28.4 23.6 18.8 14.1 21.3

名古屋 9.3 10.5 14.5 20.1 24.6 27.6 31.4 33.2 29.1 23.3 17.3 11.7 21.1

岐阜 9.1 10.3 14.2 20.0 24.7 27.8 31.6 33.4 29.2 23.6 17.5 11.6 21.1

津 9.5 10.0 13.4 18.6 23.1 26.2 30.4 31.6 28.0 22.6 17.1 12.0 20.2

新潟 5.3 6.4 10.3 16.1 21.3 24.8 28.7 30.8 26.4 20.7 14.3 8.7 17.8

富山 6.3 7.4 11.8 17.6 22.7 25.7 29.8 31.4 27.0 21.6 15.7 9.5 18.9

金沢 7.1 7.8 11.6 17.3 22.3 25.6 29.5 31.3 27.2 21.8 15.9 10.2 19.0

福井 6.7 7.8 12.2 18.3 23.3 26.5 30.4 32.2 27.7 22.1 16.0 9.8 19.4

彦根 7.1 7.7 11.6 17.4 22.6 26.0 30.2 32.1 27.6 21.8 15.6 9.9 19.1

京都 9.1 10.0 14.1 20.1 25.1 28.1 32.0 33.7 29.2 23.4 17.3 11.6 21.1

大阪 9.7 10.5 14.2 19.9 24.9 28.0 31.8 33.7 29.5 23.7 17.8 12.3 21.3

神戸 9.4 10.1 13.5 18.9 23.6 26.7 30.4 32.2 28.8 23.2 17.5 12.0 20.5

奈良 9.0 10.0 14.0 20.0 24.7 27.4 31.3 33.0 28.5 22.6 16.8 11.4 20.7

和歌山 9.8 10.7 14.3 19.7 24.3 27.1 31.1 32.6 29.0 23.4 17.9 12.5 21.0

岡山 9.6 10.5 14.6 19.8 24.8 27.6 31.8 33.3 29.1 23.4 17.1 11.7 21.1

広島 9.9 10.9 14.5 19.8 24.4 27.2 30.9 32.8 29.1 23.7 17.7 12.1 21.1

松江 8.3 9.4 13.1 18.5 23.2 26.2 29.8 31.6 27.1 22.0 16.5 10.9 19.7

鳥取 8.1 9.1 13.1 18.9 23.8 26.9 30.9 32.6 27.8 22.4 16.8 10.9 20.1

徳島 10.0 10.8 14.3 19.6 24.0 26.8 30.6 32.3 28.5 23.1 17.7 12.5 20.9

高松 9.7 10.5 14.1 19.8 24.8 27.5 31.7 33.0 28.8 23.2 17.5 12.1 21.1

松山 10.2 11.0 14.4 19.6 24.2 27.0 31.2 32.6 29.1 23.8 18.1 12.6 21.1

高知 12.2 13.2 16.3 20.9 24.8 27.1 30.8 32.1 29.5 25.0 19.6 14.4 22.2

下関 9.7 10.5 13.7 18.4 22.7 25.8 29.7 31.3 27.8 23.0 17.5 12.3 20.2

福岡 10.2 11.6 15.0 19.9 24.4 27.2 31.2 32.5 28.6 23.7 18.2 12.6 21.3

大分 10.7 11.5 14.6 19.7 24.1 26.5 30.9 32.2 28.2 23.3 18.1 13.0 21.1

長崎 10.7 12.0 15.3 19.9 23.9 26.5 30.3 31.9 28.9 24.1 18.5 13.1 21.2

佐賀 10.1 11.8 15.2 20.7 25.6 28.0 31.6 32.9 29.4 24.3 18.2 12.4 21.7

熊本 10.7 12.4 16.1 21.4 26.0 28.1 31.8 33.3 30.1 25.0 18.8 12.9 22.2

宮崎 13.0 14.1 17.0 21.1 24.6 26.7 31.3 31.6 28.5 24.7 19.8 15.0 22.3

鹿児島 13.1 14.6 17.5 21.8 25.5 27.5 31.9 32.7 30.2 25.8 20.6 15.3 23.1

那覇 19.8 20.2 21.9 24.3 27.0 29.8 31.9 31.8 30.6 28.1 25.0 21.5 26.0

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。

主な都市の平年値（᪥最పẼ ：Υ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 -6.4 -6.2 -2.4 3.4 9.0 13.4 17.9 19.1 14.8 8.0 1.6 -4.0 5.7

青森 -3.5 -3.3 -0.8 4.1 9.4 14.1 18.6 20.0 15.8 9.1 3.4 -1.4 7.1

秋田 -2.1 -2.1 0.4 5.2 11.1 16.0 20.4 21.6 17.1 10.4 4.5 0.0 8.5

盛岡 -5.2 -4.8 -1.8 3.2 9.1 14.2 18.8 19.8 15.2 7.9 1.8 -2.5 6.3

仙台 -1.3 -1.1 1.4 6.3 11.7 16.1 20.2 21.6 18.0 11.9 5.6 0.9 9.3

山形 -3.1 -3.1 -0.3 4.7 10.7 15.7 20.0 20.9 16.6 9.8 3.6 -0.7 7.9

福島 -1.5 -1.2 1.3 6.4 12.1 16.6 20.8 21.9 18.0 11.7 5.2 0.7 9.3

水戸 -1.8 -1.2 2.1 7.0 12.5 17.0 21.0 22.2 18.6 12.5 5.9 0.5 9.7

宇都宮 -2.2 -1.3 2.1 7.4 13.0 17.4 21.4 22.5 18.8 12.6 5.7 0.2 9.8

前橋 -0.5 0.0 3.1 8.2 13.6 18.0 22.0 23.0 19.3 13.2 6.9 1.9 10.7

熊谷 -0.4 0.3 3.6 8.6 13.9 18.3 22.3 23.3 19.7 13.7 7.2 1.8 11.0

東京 1.2 2.1 5.0 9.8 14.6 18.5 22.4 23.5 20.3 14.8 8.8 3.8 12.1

銚子 2.9 3.3 6.4 10.7 14.8 17.9 21.2 23.3 21.3 16.8 11.1 5.7 13.0

横浜 2.7 3.1 6.0 10.7 15.5 19.1 22.9 24.3 21.0 15.7 10.1 5.2 13.0

長野 -3.9 -3.7 -0.5 4.9 10.9 16.1 20.5 21.5 17.2 10.3 3.4 -1.5 7.9

甲府 -2.1 -0.7 3.1 8.4 13.7 18.3 22.3 23.3 19.4 13.0 5.9 0.3 10.4

静岡 2.1 2.9 6.0 10.6 15.1 19.2 23.1 24.2 21.1 15.6 9.9 4.6 12.9

名古屋 1.1 1.4 4.6 9.7 14.9 19.4 23.5 24.7 21.0 14.8 8.6 3.4 12.3

岐阜 0.7 1.2 4.2 9.4 14.6 19.3 23.5 24.6 20.8 14.5 8.1 3.0 12.0

津 2.4 2.4 5.2 10.2 15.4 19.7 24.0 25.0 21.4 15.5 9.5 4.6 12.9

新潟 0.1 -0.1 2.4 7.0 12.7 17.7 21.8 23.3 19.0 12.8 6.9 2.4 10.5

富山 0.2 0.1 2.6 7.4 12.9 17.7 22.1 23.2 19.1 13.1 7.3 2.5 10.7

金沢 1.2 1.0 3.4 8.2 13.6 18.4 22.9 24.1 19.9 13.9 8.1 3.5 11.5

福井 0.5 0.3 2.8 7.8 13.4 18.2 22.7 23.7 19.4 13.1 7.3 2.7 11.0

彦根 1.0 1.0 3.5 8.1 13.5 18.4 22.9 24.1 20.2 14.0 8.0 3.2 11.5

京都 1.5 1.6 4.3 9.2 14.5 19.2 23.6 24.7 20.7 14.4 8.4 3.5 12.1

大阪 3.0 3.2 6.0 10.9 16.0 20.3 24.6 25.8 21.9 16.0 10.2 5.3 13.6

神戸 3.1 3.4 6.3 11.4 16.5 20.6 24.7 26.1 22.6 16.7 10.9 5.7 14.0

奈良 0.1 0.1 2.7 7.7 13.0 17.9 22.2 23.0 19.1 12.8 6.8 2.2 10.6

和歌山 2.9 3.1 5.8 10.7 15.6 20.1 24.3 25.1 21.5 15.6 9.9 5.1 13.3

岡山 0.1 0.5 3.5 8.5 14.8 18.7 23.4 24.6 20.0 13.4 6.8 2.1 11.4

広島 2.0 2.4 5.1 10.1 15.1 19.8 24.1 25.1 21.1 14.9 8.9 4.0 12.7

松江 1.5 1.3 3.6 8.2 13.5 18.2 22.8 23.8 19.6 13.4 8.0 3.6 11.4

鳥取 1.1 1.0 3.1 7.6 12.9 17.9 22.5 23.3 19.0 12.9 7.7 3.2 11.0

徳島 2.9 3.1 5.8 10.6 15.6 19.8 23.9 24.9 21.6 15.9 10.1 5.2 13.3

高松 2.1 2.2 5.0 9.9 15.1 19.8 24.1 25.1 21.2 15.1 9.1 4.3 12.8

松山 2.6 2.8 5.6 10.3 15.0 19.4 23.8 24.6 21.0 15.1 9.6 4.8 12.9

高知 2.1 3.1 6.4 10.9 15.5 19.7 23.9 24.5 21.4 15.6 9.7 4.2 13.1

下関 4.8 4.9 7.4 11.6 16.2 20.1 24.2 25.6 22.2 16.9 11.8 7.0 14.4

福岡 3.9 4.4 7.2 11.5 16.1 20.3 24.6 25.4 21.6 16.0 10.6 5.8 14.0

大分 2.6 3.0 5.9 10.3 15.0 19.3 23.5 24.3 20.9 15.2 9.5 4.6 12.8

長崎 4.0 4.5 7.5 11.7 16.1 20.2 24.5 25.3 21.9 16.5 11.0 6.0 14.1

佐賀 1.8 2.6 5.7 10.2 15.2 19.9 24.0 24.6 20.7 14.7 8.9 3.6 12.7

熊本 1.6 2.6 5.9 10.6 15.6 20.2 24.2 24.8 21.2 14.9 8.8 3.4 12.8

宮崎 3.0 4.0 7.4 11.7 16.3 20.1 24.1 24.5 21.4 15.8 10.1 5.0 13.6

鹿児島 4.9 5.8 8.7 12.9 17.3 21.3 25.3 26.0 23.2 18.0 12.2 6.9 15.2

那覇 14.9 15.1 16.7 19.1 22.1 25.2 27.0 26.8 25.8 23.5 20.4 16.8 21.1

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。
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主な都市の平年値（᪥最㧗Ẽ ：Υ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 -0.4 0.4 4.5 11.7 17.9 21.8 25.4 26.4 22.8 16.4 8.7 2.0 13.1

青森 1.8 2.7 6.8 13.7 18.8 22.1 26.0 27.8 24.5 18.3 11.2 4.5 14.9

秋田 3.1 4.0 7.9 14.0 19.6 23.7 27.1 29.2 25.4 19.0 12.2 5.9 15.9

盛岡 2.0 3.2 7.5 14.4 20.3 24.1 27.1 28.4 24.3 17.9 10.9 4.5 15.4

仙台 5.6 6.5 10.0 15.5 20.2 23.1 26.6 28.2 25.0 19.8 14.1 8.3 16.9

山形 3.3 4.4 9.1 16.4 22.6 25.9 29.1 30.5 25.8 19.5 12.6 6.1 17.1

福島 5.8 7.1 11.2 17.7 23.1 25.9 29.1 30.5 26.2 20.5 14.5 8.6 18.3

水戸 9.2 9.8 13.0 17.8 22.0 24.5 28.5 30.0 26.4 21.2 16.3 11.4 19.2

宇都宮 8.6 9.7 13.4 18.8 23.3 25.9 29.5 30.9 27.0 21.4 15.9 10.8 19.6

前橋 9.1 10.0 13.5 19.3 24.2 26.8 30.5 31.7 27.3 21.7 16.4 11.5 20.2

熊谷 9.8 10.8 14.3 19.9 24.6 27.1 30.9 32.3 27.9 22.1 16.8 12.0 20.7

東京 9.8 10.9 14.2 19.4 23.6 26.1 29.9 31.3 27.5 22.0 16.7 12.0 20.3

銚子 10.1 10.3 12.8 17.0 20.5 23.0 26.6 28.6 25.9 21.5 17.3 12.7 18.9

横浜 10.2 10.8 14.0 18.9 23.1 25.5 29.4 31.0 27.3 22.0 17.1 12.5 20.2

長野 3.8 5.3 10.3 17.4 23.2 26.1 29.7 31.1 26.2 19.7 13.4 6.9 17.8

甲府 9.1 10.9 15.0 20.7 25.3 27.8 31.6 33.0 28.6 22.5 16.7 11.4 21.0

静岡 11.7 12.6 15.5 19.8 23.5 26.1 29.9 31.3 28.4 23.6 18.8 14.1 21.3

名古屋 9.3 10.5 14.5 20.1 24.6 27.6 31.4 33.2 29.1 23.3 17.3 11.7 21.1

岐阜 9.1 10.3 14.2 20.0 24.7 27.8 31.6 33.4 29.2 23.6 17.5 11.6 21.1

津 9.5 10.0 13.4 18.6 23.1 26.2 30.4 31.6 28.0 22.6 17.1 12.0 20.2

新潟 5.3 6.4 10.3 16.1 21.3 24.8 28.7 30.8 26.4 20.7 14.3 8.7 17.8

富山 6.3 7.4 11.8 17.6 22.7 25.7 29.8 31.4 27.0 21.6 15.7 9.5 18.9

金沢 7.1 7.8 11.6 17.3 22.3 25.6 29.5 31.3 27.2 21.8 15.9 10.2 19.0

福井 6.7 7.8 12.2 18.3 23.3 26.5 30.4 32.2 27.7 22.1 16.0 9.8 19.4

彦根 7.1 7.7 11.6 17.4 22.6 26.0 30.2 32.1 27.6 21.8 15.6 9.9 19.1

京都 9.1 10.0 14.1 20.1 25.1 28.1 32.0 33.7 29.2 23.4 17.3 11.6 21.1

大阪 9.7 10.5 14.2 19.9 24.9 28.0 31.8 33.7 29.5 23.7 17.8 12.3 21.3

神戸 9.4 10.1 13.5 18.9 23.6 26.7 30.4 32.2 28.8 23.2 17.5 12.0 20.5

奈良 9.0 10.0 14.0 20.0 24.7 27.4 31.3 33.0 28.5 22.6 16.8 11.4 20.7

和歌山 9.8 10.7 14.3 19.7 24.3 27.1 31.1 32.6 29.0 23.4 17.9 12.5 21.0

岡山 9.6 10.5 14.6 19.8 24.8 27.6 31.8 33.3 29.1 23.4 17.1 11.7 21.1

広島 9.9 10.9 14.5 19.8 24.4 27.2 30.9 32.8 29.1 23.7 17.7 12.1 21.1

松江 8.3 9.4 13.1 18.5 23.2 26.2 29.8 31.6 27.1 22.0 16.5 10.9 19.7

鳥取 8.1 9.1 13.1 18.9 23.8 26.9 30.9 32.6 27.8 22.4 16.8 10.9 20.1

徳島 10.0 10.8 14.3 19.6 24.0 26.8 30.6 32.3 28.5 23.1 17.7 12.5 20.9

高松 9.7 10.5 14.1 19.8 24.8 27.5 31.7 33.0 28.8 23.2 17.5 12.1 21.1

松山 10.2 11.0 14.4 19.6 24.2 27.0 31.2 32.6 29.1 23.8 18.1 12.6 21.1

高知 12.2 13.2 16.3 20.9 24.8 27.1 30.8 32.1 29.5 25.0 19.6 14.4 22.2

下関 9.7 10.5 13.7 18.4 22.7 25.8 29.7 31.3 27.8 23.0 17.5 12.3 20.2

福岡 10.2 11.6 15.0 19.9 24.4 27.2 31.2 32.5 28.6 23.7 18.2 12.6 21.3

大分 10.7 11.5 14.6 19.7 24.1 26.5 30.9 32.2 28.2 23.3 18.1 13.0 21.1

長崎 10.7 12.0 15.3 19.9 23.9 26.5 30.3 31.9 28.9 24.1 18.5 13.1 21.2

佐賀 10.1 11.8 15.2 20.7 25.6 28.0 31.6 32.9 29.4 24.3 18.2 12.4 21.7

熊本 10.7 12.4 16.1 21.4 26.0 28.1 31.8 33.3 30.1 25.0 18.8 12.9 22.2

宮崎 13.0 14.1 17.0 21.1 24.6 26.7 31.3 31.6 28.5 24.7 19.8 15.0 22.3

鹿児島 13.1 14.6 17.5 21.8 25.5 27.5 31.9 32.7 30.2 25.8 20.6 15.3 23.1

那覇 19.8 20.2 21.9 24.3 27.0 29.8 31.9 31.8 30.6 28.1 25.0 21.5 26.0

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。

主な都市の平年値（᪥最పẼ ：Υ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 -6.4 -6.2 -2.4 3.4 9.0 13.4 17.9 19.1 14.8 8.0 1.6 -4.0 5.7

青森 -3.5 -3.3 -0.8 4.1 9.4 14.1 18.6 20.0 15.8 9.1 3.4 -1.4 7.1

秋田 -2.1 -2.1 0.4 5.2 11.1 16.0 20.4 21.6 17.1 10.4 4.5 0.0 8.5

盛岡 -5.2 -4.8 -1.8 3.2 9.1 14.2 18.8 19.8 15.2 7.9 1.8 -2.5 6.3

仙台 -1.3 -1.1 1.4 6.3 11.7 16.1 20.2 21.6 18.0 11.9 5.6 0.9 9.3

山形 -3.1 -3.1 -0.3 4.7 10.7 15.7 20.0 20.9 16.6 9.8 3.6 -0.7 7.9

福島 -1.5 -1.2 1.3 6.4 12.1 16.6 20.8 21.9 18.0 11.7 5.2 0.7 9.3

水戸 -1.8 -1.2 2.1 7.0 12.5 17.0 21.0 22.2 18.6 12.5 5.9 0.5 9.7

宇都宮 -2.2 -1.3 2.1 7.4 13.0 17.4 21.4 22.5 18.8 12.6 5.7 0.2 9.8

前橋 -0.5 0.0 3.1 8.2 13.6 18.0 22.0 23.0 19.3 13.2 6.9 1.9 10.7

熊谷 -0.4 0.3 3.6 8.6 13.9 18.3 22.3 23.3 19.7 13.7 7.2 1.8 11.0

東京 1.2 2.1 5.0 9.8 14.6 18.5 22.4 23.5 20.3 14.8 8.8 3.8 12.1

銚子 2.9 3.3 6.4 10.7 14.8 17.9 21.2 23.3 21.3 16.8 11.1 5.7 13.0

横浜 2.7 3.1 6.0 10.7 15.5 19.1 22.9 24.3 21.0 15.7 10.1 5.2 13.0

長野 -3.9 -3.7 -0.5 4.9 10.9 16.1 20.5 21.5 17.2 10.3 3.4 -1.5 7.9

甲府 -2.1 -0.7 3.1 8.4 13.7 18.3 22.3 23.3 19.4 13.0 5.9 0.3 10.4

静岡 2.1 2.9 6.0 10.6 15.1 19.2 23.1 24.2 21.1 15.6 9.9 4.6 12.9

名古屋 1.1 1.4 4.6 9.7 14.9 19.4 23.5 24.7 21.0 14.8 8.6 3.4 12.3

岐阜 0.7 1.2 4.2 9.4 14.6 19.3 23.5 24.6 20.8 14.5 8.1 3.0 12.0

津 2.4 2.4 5.2 10.2 15.4 19.7 24.0 25.0 21.4 15.5 9.5 4.6 12.9

新潟 0.1 -0.1 2.4 7.0 12.7 17.7 21.8 23.3 19.0 12.8 6.9 2.4 10.5

富山 0.2 0.1 2.6 7.4 12.9 17.7 22.1 23.2 19.1 13.1 7.3 2.5 10.7

金沢 1.2 1.0 3.4 8.2 13.6 18.4 22.9 24.1 19.9 13.9 8.1 3.5 11.5

福井 0.5 0.3 2.8 7.8 13.4 18.2 22.7 23.7 19.4 13.1 7.3 2.7 11.0

彦根 1.0 1.0 3.5 8.1 13.5 18.4 22.9 24.1 20.2 14.0 8.0 3.2 11.5

京都 1.5 1.6 4.3 9.2 14.5 19.2 23.6 24.7 20.7 14.4 8.4 3.5 12.1

大阪 3.0 3.2 6.0 10.9 16.0 20.3 24.6 25.8 21.9 16.0 10.2 5.3 13.6

神戸 3.1 3.4 6.3 11.4 16.5 20.6 24.7 26.1 22.6 16.7 10.9 5.7 14.0

奈良 0.1 0.1 2.7 7.7 13.0 17.9 22.2 23.0 19.1 12.8 6.8 2.2 10.6

和歌山 2.9 3.1 5.8 10.7 15.6 20.1 24.3 25.1 21.5 15.6 9.9 5.1 13.3

岡山 0.1 0.5 3.5 8.5 14.8 18.7 23.4 24.6 20.0 13.4 6.8 2.1 11.4

広島 2.0 2.4 5.1 10.1 15.1 19.8 24.1 25.1 21.1 14.9 8.9 4.0 12.7

松江 1.5 1.3 3.6 8.2 13.5 18.2 22.8 23.8 19.6 13.4 8.0 3.6 11.4

鳥取 1.1 1.0 3.1 7.6 12.9 17.9 22.5 23.3 19.0 12.9 7.7 3.2 11.0

徳島 2.9 3.1 5.8 10.6 15.6 19.8 23.9 24.9 21.6 15.9 10.1 5.2 13.3

高松 2.1 2.2 5.0 9.9 15.1 19.8 24.1 25.1 21.2 15.1 9.1 4.3 12.8

松山 2.6 2.8 5.6 10.3 15.0 19.4 23.8 24.6 21.0 15.1 9.6 4.8 12.9

高知 2.1 3.1 6.4 10.9 15.5 19.7 23.9 24.5 21.4 15.6 9.7 4.2 13.1

下関 4.8 4.9 7.4 11.6 16.2 20.1 24.2 25.6 22.2 16.9 11.8 7.0 14.4

福岡 3.9 4.4 7.2 11.5 16.1 20.3 24.6 25.4 21.6 16.0 10.6 5.8 14.0

大分 2.6 3.0 5.9 10.3 15.0 19.3 23.5 24.3 20.9 15.2 9.5 4.6 12.8

長崎 4.0 4.5 7.5 11.7 16.1 20.2 24.5 25.3 21.9 16.5 11.0 6.0 14.1

佐賀 1.8 2.6 5.7 10.2 15.2 19.9 24.0 24.6 20.7 14.7 8.9 3.6 12.7

熊本 1.6 2.6 5.9 10.6 15.6 20.2 24.2 24.8 21.2 14.9 8.8 3.4 12.8

宮崎 3.0 4.0 7.4 11.7 16.3 20.1 24.1 24.5 21.4 15.8 10.1 5.0 13.6

鹿児島 4.9 5.8 8.7 12.9 17.3 21.3 25.3 26.0 23.2 18.0 12.2 6.9 15.2

那覇 14.9 15.1 16.7 19.1 22.1 25.2 27.0 26.8 25.8 23.5 20.4 16.8 21.1

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。
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主な都市の平年値（月┦ᑐ‵ᗘ：㸣）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 69 68 65 61 65 72 75 75 71 67 67 68 69

青森 78 76 70 65 71 78 80 78 76 73 73 78 75

秋田 74 72 68 67 71 74 79 76 74 73 73 74 73

盛岡 73 71 67 65 68 74 80 79 80 78 76 75 74

仙台 66 64 61 63 70 79 83 81 78 72 68 68 71

山形 81 77 69 62 64 71 76 75 77 77 78 81 74

福島 68 65 61 58 63 72 77 76 76 73 70 70 69

水戸 63 63 66 70 74 81 82 81 81 79 75 68 74

宇都宮 61 59 60 64 69 76 79 78 77 74 71 66 70

前橋 54 52 52 55 60 70 73 72 72 68 62 57 62

熊谷 53 52 55 60 64 73 76 74 75 71 65 58 65

東京 51 52 57 62 68 75 76 74 75 71 64 56 65

銚子 62 64 68 74 82 88 90 87 84 77 72 66 76

横浜 53 54 60 65 70 78 78 76 76 71 65 57 67

長野 79 74 68 61 63 71 75 73 74 75 76 79 72

甲府 55 52 55 57 62 69 72 70 71 71 67 60 64

静岡 57 57 62 65 71 77 79 76 75 71 67 60 68

名古屋 64 60 58 59 64 71 73 69 70 68 66 66 66

岐阜 66 62 58 59 63 70 73 69 70 67 67 68 66

津 61 61 62 64 68 74 75 73 72 69 65 63 67

新潟 72 74 68 66 69 74 79 75 73 72 74 74 72

富山 82 78 72 68 70 78 79 77 78 77 77 81 76

金沢 74 70 66 64 67 74 75 72 73 70 70 72 70

福井 82 78 71 68 68 74 76 73 76 76 78 81 75

彦根 75 74 72 70 71 76 77 73 75 74 74 75 74

京都 67 65 61 59 60 66 69 66 67 68 68 68 65

大阪 61 60 59 58 61 68 70 66 67 65 64 62 63

神戸 62 61 61 61 64 72 74 71 67 64 63 62 65

奈良 70 69 67 65 68 75 76 73 76 77 76 73 72

和歌山 61 61 60 61 64 72 73 70 69 67 66 63 66

岡山 69 66 65 60 64 71 74 69 71 71 72 71 69

広島 66 65 62 61 63 71 73 69 68 66 67 68 67

松江 76 74 72 70 71 78 80 77 79 76 76 76 75

鳥取 76 74 70 67 68 74 76 74 77 76 75 76 74

徳島 61 61 61 62 67 75 77 73 72 69 66 63 67

高松 63 63 62 62 64 72 73 70 72 70 69 66 67

松山 63 63 63 62 64 73 72 70 70 68 67 65 67

高知 61 60 62 65 70 78 79 76 74 68 68 64 69

下関 63 63 65 67 70 78 79 75 73 67 66 63 69

福岡 63 62 63 64 67 75 75 72 73 68 66 63 68

大分 62 63 65 65 68 77 77 75 74 70 69 64 69

長崎 66 65 65 67 72 80 80 76 73 67 68 67 71

佐賀 69 67 65 65 66 74 76 73 72 68 70 70 70

熊本 70 67 66 65 67 76 76 72 71 69 72 71 70

宮崎 66 67 68 70 74 82 78 80 80 76 74 69 74

鹿児島 66 65 66 68 71 78 76 74 72 67 68 67 70

那覇 66 69 71 75 78 83 78 78 75 72 69 67 73

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。

主な都市の平年値（᪥↷᫬㛫ྜィ：㹦）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 90.4 103.5 144.7 175.8 200.4 180.0 168.0 168.1 159.3 145.9 99.1 82.7 1718.0

青森 48.5 72.3 126.0 179.1 201.4 180.0 161.4 178.0 162.4 144.4 85.4 50.4 1589.2

秋田 39.0 64.3 121.5 168.6 184.9 179.5 150.3 186.9 160.8 143.1 83.2 45.3 1527.4

盛岡 115.6 124.8 157.8 171.4 188.0 161.3 130.5 145.3 128.8 141.3 117.7 103.7 1686.3

仙台 149.0 154.7 178.6 193.7 191.9 143.7 126.3 144.5 128.0 147.0 143.4 136.3 1836.9

山形 79.6 99.6 140.4 175.9 196.5 165.0 144.5 171.8 136.6 132.1 102.2 73.8 1617.9

福島 132.2 144.8 175.1 189.7 193.2 141.4 125.2 148.7 122.9 133.7 128.3 118.7 1753.8

水戸 195.4 174.3 182.7 183.5 186.1 137.8 150.8 179.4 138.7 140.6 153.7 178.0 2000.8

宇都宮 211.7 193.3 194.2 184.9 175.4 118.5 118.9 140.9 119.8 140.3 165.9 197.4 1961.1

前橋 213.1 201.2 211.0 205.2 197.4 138.5 146.3 167.7 134.9 155.6 181.0 202.0 2153.7

熊谷 217.0 199.8 203.2 197.1 192.0 133.9 146.0 169.3 131.6 144.1 171.6 200.9 2106.6

東京 192.6 170.4 175.3 178.8 179.6 124.2 151.4 174.2 126.7 129.4 149.8 174.4 1926.7

銚子 179.8 159.0 168.9 183.0 188.9 142.3 174.0 221.3 159.0 137.9 140.1 163.7 2017.8

横浜 192.7 167.2 168.8 181.2 187.4 135.9 170.9 206.4 141.2 137.3 151.1 178.1 2018.3

長野 128.4 140.2 173.3 199.4 214.8 167.4 168.8 201.1 151.2 152.1 142.3 131.1 1969.9

甲府 209.1 195.4 206.3 206.1 203.9 149.9 168.2 197.0 150.9 159.6 178.6 200.9 2225.8

静岡 207.9 187.5 189.9 189.7 192.0 135.9 157.9 201.8 157.3 157.7 173.3 200.5 2151.5

名古屋 174.5 175.5 199.7 200.2 205.5 151.8 166.0 201.3 159.6 168.9 167.1 170.3 2141.0

岐阜 161.3 165.7 196.2 200.0 205.4 160.1 166.5 202.4 163.7 172.8 158.8 155.6 2108.6

津 162.9 156.2 186.1 192.7 197.8 146.9 180.2 220.7 165.3 164.5 163.7 171.5 2108.6

新潟 56.4 74.3 136.8 177.7 202.8 179.2 162.1 205.2 156.2 138.2 91.5 62.9 1639.6

富山 68.1 89.7 135.9 173.6 199.9 154.0 153.3 201.4 144.2 143.1 105.1 70.7 1647.2

金沢 62.3 86.5 144.8 184.8 207.2 162.5 167.2 215.9 153.6 152.0 108.6 68.9 1714.1

福井 65.4 88.4 136.3 172.3 191.1 146.8 155.4 205.7 151.2 154.4 114.4 72.2 1653.7

彦根 99.8 115.6 162.6 183.8 197.3 154.4 169.8 213.0 162.9 163.0 134.6 106.4 1863.3

京都 123.5 122.2 155.4 177.3 182.4 133.1 142.7 182.7 142.7 156.0 140.7 134.4 1794.1

大阪 146.5 140.6 172.2 192.6 203.7 154.3 184.0 222.4 161.6 166.1 152.6 152.1 2048.6

神戸 145.8 142.4 175.8 194.8 202.6 164.0 189.4 229.6 163.9 169.8 152.2 153.2 2083.7

奈良 115.2 116.8 156.4 179.0 189.5 136.6 158.8 204.4 152.8 152.1 135.1 124.4 1821.1

和歌山 135.8 143.1 179.6 196.9 207.6 157.6 206.1 239.9 173.2 169.9 147.7 135.4 2100.1

岡山 149.0 145.4 177.8 192.6 205.9 153.5 169.8 203.2 157.5 171.5 153.7 153.8 2033.7

広島 138.6 140.1 176.7 191.9 210.8 154.6 173.4 207.3 167.3 178.6 153.3 140.6 2033.1

松江 67.4 88.6 140.5 182.4 206.5 157.1 168.6 201.0 146.2 154.4 113.8 78.8 1705.2

鳥取 69.0 83.7 131.3 177.4 201.4 153.9 166.5 203.8 143.4 146.1 110.7 82.6 1669.9

徳島 160.3 152.5 179.8 197.9 205.7 151.9 192.0 230.6 162.0 163.6 150.4 160.1 2106.8

高松 141.4 143.8 175.0 194.5 210.1 158.2 191.8 221.2 159.6 164.6 145.5 142.7 2046.5

松山 129.2 142.2 175.1 190.8 205.9 151.1 189.0 218.1 164.3 174.1 144.9 129.8 2014.5

高知 190.7 177.2 192.2 197.3 195.7 133.8 173.7 204.0 162.0 179.6 168.8 184.6 2159.7

下関 95.8 116.1 162.9 187.6 207.1 146.6 172.4 207.2 161.9 176.3 134.7 102.6 1875.9

福岡 104.1 123.5 161.2 188.1 204.1 145.2 172.2 200.9 164.7 175.9 137.3 112.2 1889.4

大分 149.4 149.1 175.0 190.1 194.6 135.7 180.8 202.8 151.5 164.2 148.2 151.2 1992.4

長崎 103.7 122.3 159.5 178.1 189.6 125.0 175.3 207.0 172.2 178.9 137.2 114.3 1863.1

佐賀 128.2 139.5 169.0 186.7 197.1 131.4 164.8 200.4 174.1 188.0 153.2 137.9 1970.5

熊本 133.0 141.1 169.6 184.0 194.3 130.8 176.7 206.0 176.4 187.1 153.7 143.4 1996.1

宮崎 192.6 170.8 185.6 186.0 179.7 119.4 198.0 208.6 156.5 173.6 167.0 183.9 2121.7

鹿児島 132.6 139.3 163.2 175.6 178.2 109.3 185.5 206.9 176.4 184.0 157.7 143.2 1942.1

那覇 93.1 93.1 115.3 120.9 138.2 159.5 227.0 206.3 181.3 163.3 121.7 107.4 1727.1

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。
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主な都市の平年値（月┦ᑐ‵ᗘ：㸣）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 69 68 65 61 65 72 75 75 71 67 67 68 69

青森 78 76 70 65 71 78 80 78 76 73 73 78 75

秋田 74 72 68 67 71 74 79 76 74 73 73 74 73

盛岡 73 71 67 65 68 74 80 79 80 78 76 75 74

仙台 66 64 61 63 70 79 83 81 78 72 68 68 71

山形 81 77 69 62 64 71 76 75 77 77 78 81 74

福島 68 65 61 58 63 72 77 76 76 73 70 70 69

水戸 63 63 66 70 74 81 82 81 81 79 75 68 74

宇都宮 61 59 60 64 69 76 79 78 77 74 71 66 70

前橋 54 52 52 55 60 70 73 72 72 68 62 57 62

熊谷 53 52 55 60 64 73 76 74 75 71 65 58 65

東京 51 52 57 62 68 75 76 74 75 71 64 56 65

銚子 62 64 68 74 82 88 90 87 84 77 72 66 76

横浜 53 54 60 65 70 78 78 76 76 71 65 57 67

長野 79 74 68 61 63 71 75 73 74 75 76 79 72

甲府 55 52 55 57 62 69 72 70 71 71 67 60 64

静岡 57 57 62 65 71 77 79 76 75 71 67 60 68

名古屋 64 60 58 59 64 71 73 69 70 68 66 66 66

岐阜 66 62 58 59 63 70 73 69 70 67 67 68 66

津 61 61 62 64 68 74 75 73 72 69 65 63 67

新潟 72 74 68 66 69 74 79 75 73 72 74 74 72

富山 82 78 72 68 70 78 79 77 78 77 77 81 76

金沢 74 70 66 64 67 74 75 72 73 70 70 72 70

福井 82 78 71 68 68 74 76 73 76 76 78 81 75

彦根 75 74 72 70 71 76 77 73 75 74 74 75 74

京都 67 65 61 59 60 66 69 66 67 68 68 68 65

大阪 61 60 59 58 61 68 70 66 67 65 64 62 63

神戸 62 61 61 61 64 72 74 71 67 64 63 62 65

奈良 70 69 67 65 68 75 76 73 76 77 76 73 72

和歌山 61 61 60 61 64 72 73 70 69 67 66 63 66

岡山 69 66 65 60 64 71 74 69 71 71 72 71 69

広島 66 65 62 61 63 71 73 69 68 66 67 68 67

松江 76 74 72 70 71 78 80 77 79 76 76 76 75

鳥取 76 74 70 67 68 74 76 74 77 76 75 76 74

徳島 61 61 61 62 67 75 77 73 72 69 66 63 67

高松 63 63 62 62 64 72 73 70 72 70 69 66 67

松山 63 63 63 62 64 73 72 70 70 68 67 65 67

高知 61 60 62 65 70 78 79 76 74 68 68 64 69

下関 63 63 65 67 70 78 79 75 73 67 66 63 69

福岡 63 62 63 64 67 75 75 72 73 68 66 63 68

大分 62 63 65 65 68 77 77 75 74 70 69 64 69

長崎 66 65 65 67 72 80 80 76 73 67 68 67 71

佐賀 69 67 65 65 66 74 76 73 72 68 70 70 70

熊本 70 67 66 65 67 76 76 72 71 69 72 71 70

宮崎 66 67 68 70 74 82 78 80 80 76 74 69 74

鹿児島 66 65 66 68 71 78 76 74 72 67 68 67 70

那覇 66 69 71 75 78 83 78 78 75 72 69 67 73

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。

主な都市の平年値（᪥↷᫬㛫ྜィ：㹦）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 90.4 103.5 144.7 175.8 200.4 180.0 168.0 168.1 159.3 145.9 99.1 82.7 1718.0

青森 48.5 72.3 126.0 179.1 201.4 180.0 161.4 178.0 162.4 144.4 85.4 50.4 1589.2

秋田 39.0 64.3 121.5 168.6 184.9 179.5 150.3 186.9 160.8 143.1 83.2 45.3 1527.4

盛岡 115.6 124.8 157.8 171.4 188.0 161.3 130.5 145.3 128.8 141.3 117.7 103.7 1686.3

仙台 149.0 154.7 178.6 193.7 191.9 143.7 126.3 144.5 128.0 147.0 143.4 136.3 1836.9

山形 79.6 99.6 140.4 175.9 196.5 165.0 144.5 171.8 136.6 132.1 102.2 73.8 1617.9

福島 132.2 144.8 175.1 189.7 193.2 141.4 125.2 148.7 122.9 133.7 128.3 118.7 1753.8

水戸 195.4 174.3 182.7 183.5 186.1 137.8 150.8 179.4 138.7 140.6 153.7 178.0 2000.8

宇都宮 211.7 193.3 194.2 184.9 175.4 118.5 118.9 140.9 119.8 140.3 165.9 197.4 1961.1

前橋 213.1 201.2 211.0 205.2 197.4 138.5 146.3 167.7 134.9 155.6 181.0 202.0 2153.7

熊谷 217.0 199.8 203.2 197.1 192.0 133.9 146.0 169.3 131.6 144.1 171.6 200.9 2106.6

東京 192.6 170.4 175.3 178.8 179.6 124.2 151.4 174.2 126.7 129.4 149.8 174.4 1926.7

銚子 179.8 159.0 168.9 183.0 188.9 142.3 174.0 221.3 159.0 137.9 140.1 163.7 2017.8

横浜 192.7 167.2 168.8 181.2 187.4 135.9 170.9 206.4 141.2 137.3 151.1 178.1 2018.3

長野 128.4 140.2 173.3 199.4 214.8 167.4 168.8 201.1 151.2 152.1 142.3 131.1 1969.9

甲府 209.1 195.4 206.3 206.1 203.9 149.9 168.2 197.0 150.9 159.6 178.6 200.9 2225.8

静岡 207.9 187.5 189.9 189.7 192.0 135.9 157.9 201.8 157.3 157.7 173.3 200.5 2151.5

名古屋 174.5 175.5 199.7 200.2 205.5 151.8 166.0 201.3 159.6 168.9 167.1 170.3 2141.0

岐阜 161.3 165.7 196.2 200.0 205.4 160.1 166.5 202.4 163.7 172.8 158.8 155.6 2108.6

津 162.9 156.2 186.1 192.7 197.8 146.9 180.2 220.7 165.3 164.5 163.7 171.5 2108.6

新潟 56.4 74.3 136.8 177.7 202.8 179.2 162.1 205.2 156.2 138.2 91.5 62.9 1639.6

富山 68.1 89.7 135.9 173.6 199.9 154.0 153.3 201.4 144.2 143.1 105.1 70.7 1647.2

金沢 62.3 86.5 144.8 184.8 207.2 162.5 167.2 215.9 153.6 152.0 108.6 68.9 1714.1

福井 65.4 88.4 136.3 172.3 191.1 146.8 155.4 205.7 151.2 154.4 114.4 72.2 1653.7

彦根 99.8 115.6 162.6 183.8 197.3 154.4 169.8 213.0 162.9 163.0 134.6 106.4 1863.3

京都 123.5 122.2 155.4 177.3 182.4 133.1 142.7 182.7 142.7 156.0 140.7 134.4 1794.1

大阪 146.5 140.6 172.2 192.6 203.7 154.3 184.0 222.4 161.6 166.1 152.6 152.1 2048.6

神戸 145.8 142.4 175.8 194.8 202.6 164.0 189.4 229.6 163.9 169.8 152.2 153.2 2083.7

奈良 115.2 116.8 156.4 179.0 189.5 136.6 158.8 204.4 152.8 152.1 135.1 124.4 1821.1

和歌山 135.8 143.1 179.6 196.9 207.6 157.6 206.1 239.9 173.2 169.9 147.7 135.4 2100.1

岡山 149.0 145.4 177.8 192.6 205.9 153.5 169.8 203.2 157.5 171.5 153.7 153.8 2033.7

広島 138.6 140.1 176.7 191.9 210.8 154.6 173.4 207.3 167.3 178.6 153.3 140.6 2033.1

松江 67.4 88.6 140.5 182.4 206.5 157.1 168.6 201.0 146.2 154.4 113.8 78.8 1705.2

鳥取 69.0 83.7 131.3 177.4 201.4 153.9 166.5 203.8 143.4 146.1 110.7 82.6 1669.9

徳島 160.3 152.5 179.8 197.9 205.7 151.9 192.0 230.6 162.0 163.6 150.4 160.1 2106.8

高松 141.4 143.8 175.0 194.5 210.1 158.2 191.8 221.2 159.6 164.6 145.5 142.7 2046.5

松山 129.2 142.2 175.1 190.8 205.9 151.1 189.0 218.1 164.3 174.1 144.9 129.8 2014.5

高知 190.7 177.2 192.2 197.3 195.7 133.8 173.7 204.0 162.0 179.6 168.8 184.6 2159.7

下関 95.8 116.1 162.9 187.6 207.1 146.6 172.4 207.2 161.9 176.3 134.7 102.6 1875.9

福岡 104.1 123.5 161.2 188.1 204.1 145.2 172.2 200.9 164.7 175.9 137.3 112.2 1889.4

大分 149.4 149.1 175.0 190.1 194.6 135.7 180.8 202.8 151.5 164.2 148.2 151.2 1992.4

長崎 103.7 122.3 159.5 178.1 189.6 125.0 175.3 207.0 172.2 178.9 137.2 114.3 1863.1

佐賀 128.2 139.5 169.0 186.7 197.1 131.4 164.8 200.4 174.1 188.0 153.2 137.9 1970.5

熊本 133.0 141.1 169.6 184.0 194.3 130.8 176.7 206.0 176.4 187.1 153.7 143.4 1996.1

宮崎 192.6 170.8 185.6 186.0 179.7 119.4 198.0 208.6 156.5 173.6 167.0 183.9 2121.7

鹿児島 132.6 139.3 163.2 175.6 178.2 109.3 185.5 206.9 176.4 184.0 157.7 143.2 1942.1

那覇 93.1 93.1 115.3 120.9 138.2 159.5 227.0 206.3 181.3 163.3 121.7 107.4 1727.1

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。
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主な都市の平年値（㝆Ỉ㔞ྜィ：ｍｍ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 108.4 91.9 77.6 54.6 55.5 60.4 90.7 126.8 142.2 109.9 113.8 114.5 1146.1

青森 139.9 99.0 75.2 68.7 76.7 75.0 129.5 142.0 133.0 119.2 137.4 155.2 1350.7

秋田 118.9 98.5 99.5 109.9 125.0 122.9 197.0 184.6 161.0 175.5 189.1 159.8 1741.6

盛岡 49.4 48.0 82.1 85.4 106.5 109.4 197.5 185.4 151.7 108.7 85.6 70.2 1279.9

仙台 42.3 33.9 74.4 90.2 110.2 143.7 178.4 157.8 192.6 150.6 58.7 44.1 1276.7

山形 87.8 63.0 72.1 63.9 74.5 104.8 187.2 153.0 123.8 105.1 74.4 97.2 1206.7

福島 56.2 41.1 75.7 81.8 88.5 121.2 177.7 151.3 167.6 138.7 58.4 48.9 1207.0

水戸 54.5 53.8 102.8 116.7 144.5 135.7 141.8 116.9 186.3 185.4 79.7 49.6 1367.7

宇都宮 37.5 38.5 87.7 121.5 149.2 175.2 215.4 198.5 217.2 174.4 71.1 38.5 1524.7

前橋 29.7 26.5 58.3 74.8 99.4 147.8 202.1 195.6 204.3 142.2 43.0 23.8 1247.4

熊谷 36.5 32.3 69.0 90.7 115.1 149.5 169.8 183.3 198.2 177.1 53.5 30.9 1305.8

東京 59.7 56.5 116.0 133.7 139.7 167.8 156.2 154.7 224.9 234.8 96.3 57.9 1598.2

銚子 105.5 90.5 149.1 127.3 135.8 166.2 128.3 94.9 216.3 272.5 133.2 92.9 1712.4

横浜 64.7 64.7 139.5 143.1 152.6 188.8 182.5 139.0 241.5 240.4 107.6 66.4 1730.8

長野 54.6 49.1 60.1 56.9 69.3 106.1 137.7 111.8 125.5 100.3 44.4 49.4 965.1

甲府 42.7 44.1 86.2 79.5 85.4 113.4 148.8 133.1 178.7 158.5 52.7 37.6 1160.7

静岡 79.6 105.3 207.1 222.2 215.3 268.9 296.6 186.5 280.6 250.3 134.2 80.7 2327.3

名古屋 50.8 64.7 116.2 127.5 150.3 186.5 211.4 139.5 231.6 164.7 79.1 56.6 1578.9

岐阜 65.9 77.5 132.4 162.4 192.6 223.7 270.9 169.5 242.7 161.6 87.1 74.5 1860.7

津 48.5 57.1 104.5 129.0 167.3 201.8 173.9 144.5 276.6 186.1 76.4 47.2 1612.9

新潟 180.9 115.8 112.0 97.2 94.4 121.1 222.3 163.4 151.9 157.7 203.5 225.9 1845.9

富山 259.0 171.7 164.6 134.5 122.8 172.6 245.6 207.0 218.1 171.9 224.8 281.6 2374.2

金沢 256.0 162.6 157.2 143.9 138.0 170.3 233.4 179.3 231.9 177.1 250.8 301.1 2401.5

福井 284.9 167.7 160.7 137.2 139.1 152.8 239.8 150.7 212.9 153.8 196.1 304.0 2299.6

彦根 112.0 99.6 114.9 117.3 146.9 175.6 219.0 124.6 167.7 140.7 85.8 105.9 1610.0

京都 53.3 65.1 106.2 117.0 151.4 199.7 223.6 153.8 178.5 143.2 73.9 57.3 1522.9

大阪 47.0 60.5 103.1 101.9 136.5 185.1 174.4 113.0 152.8 136.0 72.5 55.5 1338.3

神戸 38.4 55.6 94.2 100.6 134.7 176.7 187.9 103.4 157.2 118.0 62.4 48.7 1277.8

奈良 52.4 63.1 105.1 98.9 138.5 184.1 173.5 127.9 159.0 134.7 71.2 56.8 1365.1

和歌山 48.7 62.0 96.9 98.4 146.6 183.5 175.8 101.8 181.3 160.8 95.9 62.7 1414.4

岡山 36.2 45.4 82.5 90.0 112.6 169.3 177.4 97.2 142.2 95.4 53.3 41.5 1143.1

広島 46.2 64.0 118.3 141.0 169.8 226.5 279.8 131.4 162.7 109.2 69.3 54.0 1572.2

松江 153.3 118.4 134.0 113.0 130.3 173.0 234.1 129.6 204.1 126.1 121.6 154.5 1791.9

鳥取 201.2 154.0 144.3 102.2 123.0 146.0 188.6 128.6 225.4 153.6 145.9 218.4 1931.3

徳島 41.9 53.0 87.8 104.3 146.6 192.6 177.0 193.0 271.2 199.5 89.2 63.9 1619.9

高松 39.4 45.8 81.4 74.6 100.9 153.1 159.8 106.0 167.4 120.1 55.0 46.7 1150.1

松山 50.9 65.7 105.1 107.3 129.5 228.7 223.5 99.0 148.9 113.0 71.3 61.8 1404.6

高知 59.1 107.8 174.8 225.3 280.4 359.5 357.3 284.1 398.1 207.5 129.6 83.1 2666.4

下関 80.0 75.9 121.2 130.8 154.2 253.6 309.4 190.0 162.6 83.7 81.9 69.1 1712.3

福岡 74.4 69.8 103.7 118.2 133.7 249.6 299.1 210.0 175.1 94.5 91.4 67.5 1686.9

大分 49.8 64.1 99.2 119.7 133.6 313.6 261.3 165.7 255.2 144.8 72.9 47.1 1727.0

長崎 63.1 84.0 123.2 153.0 160.7 335.9 292.7 217.9 186.6 102.1 100.7 74.8 1894.7

佐賀 54.1 77.5 120.6 161.7 182.9 327.0 366.8 252.4 169.3 90.1 89.4 59.5 1951.3

熊本 57.2 83.2 124.8 144.9 160.9 448.5 386.8 195.4 172.6 87.1 84.4 61.2 2007.0

宮崎 72.7 95.8 155.7 194.5 227.6 516.3 339.3 275.5 370.9 196.7 105.7 74.9 2625.5

鹿児島 78.3 112.7 161.0 194.9 205.2 570.0 365.1 224.3 222.9 104.6 102.5 93.2 2434.7

那覇 101.6 114.5 142.8 161.0 245.3 284.4 188.1 240.0 275.2 179.2 119.1 110.0 2161.0

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

1991～2020年の観測値に基づく。

主な都市の平年値（月最深積雪：ｃｍ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 76 95 82 22 - - - - - 1 15 47 97

青森 83 97 70 9 - - - - - - 14 51 101

秋田 30 32 14 1 - - - - - - 3 19 37

盛岡 27 32 21 3 - - - - - - 4 19 36

仙台 10 10 6 1 - - - - - - 0 6 16

山形 40 47 22 2 - - - - - - 3 26 51

福島 20 15 7 1 - - - - - - 0 12 26

水戸 3 5 1 - - - - - - - 0 1 7

宇都宮 5 6 2 0 - - - - - - 0 1 9

前橋 5 7 1 0 - - - - - - 0 1 11

熊谷 4 5 1 - - - - - - - 0 1 9

東京 3 3 0 0 - - - - - - 0 0 6

銚子 0 0 0 - - - - - - - - - 0

横浜 3 4 0 - - - - - - - - 0 7

長野 26 23 8 1 - - - - - - 1 16 33

甲府 7 9 1 - - - - - - - 0 1 15

静岡 - 0 - - - - - - - - - - 0

名古屋 3 3 0 - - - - - - - - 3 8

岐阜 10 6 1 - - - - - - - - 5 15

津 2 3 0 - - - - - - - - 0 4

新潟 23 23 5 0 - - - - - - 0 8 32

富山 40 39 10 0 - - - - - - 0 23 51

金沢 27 22 7 0 - - - - - - 0 11 32

福井 39 34 10 0 - - - - - - 0 14 48

彦根 19 15 4 - - - - - - - - 8 26

京都 3 4 1 - - - - - - - - 2 7

大阪 0 1 0 - - - - - - - - 0 1

神戸 0 0 - - - - - - - - - 0 1

奈良 1 3 0 - - - - - - - - 0 3

和歌山 0 1 - - - - - - - - - - 1

岡山 0 1 0 - - - - - - - - 0 1

広島 3 3 0 - - - - - - - - 2 5

松江 13 12 4 - - - - - - - - 7 20

鳥取 25 28 7 - - - - - - - 0 15 37

徳島 1 1 0 - - - - - - - - 0 1

高松 0 1 0 - - - - - - - - 0 1

松山 0 0 - - - - - - - - - - 0

高知 0 0 - - - - - - - - - 0 1

下関 1 1 0 - - - - - - - - - 2

福岡 1 1 0 - - - - - - - - 0 2

大分 1 0 - - - - - - - - - 0 1

長崎 2 0 0 - - - - - - - - 1 3

佐賀 1 1 0 - - - - - - - - 1 3

熊本 1 0 - - - - - - - - - 0 1

宮崎 - - - - - - - - - - - 0 0

鹿児島 2 0 0 - - - - - - - - 1 3

那覇 - - - - - - - - - - - - -

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

“－” は「現象なし」を表す。1991～2020年の観測値に基づく。
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主な都市の平年値（月最深積雪：ｃｍ）
地点 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

札幌 76 95 82 22 - - - - - 1 15 47 97

青森 83 97 70 9 - - - - - - 14 51 101

秋田 30 32 14 1 - - - - - - 3 19 37

盛岡 27 32 21 3 - - - - - - 4 19 36

仙台 10 10 6 1 - - - - - - 0 6 16

山形 40 47 22 2 - - - - - - 3 26 51

福島 20 15 7 1 - - - - - - 0 12 26

水戸 3 5 1 - - - - - - - 0 1 7

宇都宮 5 6 2 0 - - - - - - 0 1 9

前橋 5 7 1 0 - - - - - - 0 1 11

熊谷 4 5 1 - - - - - - - 0 1 9

東京 3 3 0 0 - - - - - - 0 0 6

銚子 0 0 0 - - - - - - - - - 0

横浜 3 4 0 - - - - - - - - 0 7

長野 26 23 8 1 - - - - - - 1 16 33

甲府 7 9 1 - - - - - - - 0 1 15

静岡 - 0 - - - - - - - - - - 0

名古屋 3 3 0 - - - - - - - - 3 8

岐阜 10 6 1 - - - - - - - - 5 15

津 2 3 0 - - - - - - - - 0 4

新潟 23 23 5 0 - - - - - - 0 8 32

富山 40 39 10 0 - - - - - - 0 23 51

金沢 27 22 7 0 - - - - - - 0 11 32

福井 39 34 10 0 - - - - - - 0 14 48

彦根 19 15 4 - - - - - - - - 8 26

京都 3 4 1 - - - - - - - - 2 7

大阪 0 1 0 - - - - - - - - 0 1

神戸 0 0 - - - - - - - - - 0 1

奈良 1 3 0 - - - - - - - - 0 3

和歌山 0 1 - - - - - - - - - - 1

岡山 0 1 0 - - - - - - - - 0 1

広島 3 3 0 - - - - - - - - 2 5

松江 13 12 4 - - - - - - - - 7 20

鳥取 25 28 7 - - - - - - - 0 15 37

徳島 1 1 0 - - - - - - - - 0 1

高松 0 1 0 - - - - - - - - 0 1

松山 0 0 - - - - - - - - - - 0

高知 0 0 - - - - - - - - - 0 1

下関 1 1 0 - - - - - - - - - 2

福岡 1 1 0 - - - - - - - - 0 2

大分 1 0 - - - - - - - - - 0 1

長崎 2 0 0 - - - - - - - - 1 3

佐賀 1 1 0 - - - - - - - - 1 3

熊本 1 0 - - - - - - - - - 0 1

宮崎 - - - - - - - - - - - 0 0

鹿児島 2 0 0 - - - - - - - - 1 3

那覇 - - - - - - - - - - - - -

注）各地の気象台の平年値を掲載（一都道府県につき一地点）。

“－” は「現象なし」を表す。1991～2020年の観測値に基づく。
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各地域の梅雨の時期
梅雨の入り明けには、平均的に５日間程度の「移り変わり」の期間があります。ここに掲載

した期日は、移り変わりの期間のおおむね中日を示しています。

地域     沖 縄   奄 美   九州南部  九州北部  四 国   中 国

      入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け

2013年    5.10-6.11   5.10-6.29   5.27-7. 8   5.27-7. 8   5.27-7. 8   5.27-7. 8

2014年    5. 5-6.26   5. 5-7. 4   6. 2-7.16   6. 2-7.20   6. 2-7.20   6. 2-7.20

2015年    5.20-6. 8   5.19-7. 6   6. 2-7.14   6. 2-7.29   6. 2-7.24   6. 2-7.24

2016年    5.16-6.16   5.16-6.18   5.24-7.18   6. 4-7.18   6. 4-7.18   6. 4-7.18

2017年    5.13-6.22   5.13-6.29   6. 6-7.13   6.20-7.13   6.20-7.13   6.20-7.13

2018年    6. 1-6.23   5.27-6.26   6. 5-7. 9   6. 5-7. 9   6. 5-7. 9   6. 5-7. 9

2019年   5.16-7.10   5.14-7.13   5.31-7.24   6.26-7.25   6.26-7.25   6.26-7.25

2020年   5.16-6.12   5.17-7.20   5.30-7.28   6.11-7.30   6.10-7.29   6.10-7.31

2021年      5. 5-7. 3   5. 5-7. 3   5.11-7.11   5.11-7.13   5.12-7.19   5.12-7.13  

2022年    5. 4-6.20   5. 5-6.22   6.10-7.22   6.11-7.22   6.11-7.22   6.11-7.26

平年 *2    5.10-6.21   5.12-6.29   5.30-7.15   6. 4-7.19   6. 5-7.17   6. 6-7.19

最も早かった日 *3

      4.20/6. 8   4.25/6.10   5. 1/6.24   5.11/7. 1   5.12/7. 1   5. 8/7. 3

最も遅かった日 *3

      6. 4/7.10   5.27/7.20   6.21/8. 8   6.26/8. 4   6.26/8. 2   6.26/8. 3

地域     近 畿   東 海  関東甲信   北 陸  東北南部 東北北部

      入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け

2013年    5.27-7. 8   5.28-7. 7   6.10-7. 6   6.18-8. 7   6.15-8. 7   6.15-8.10

2014年    6. 3-7.20   6. 4-7.21   6. 5-7.21   6. 5-7.21   6. 5-7.25   6. 6-7.25

2015年    6. 3-7.24   6. 3-7.24   6. 3-7.10   6.19-7.25   6.26-7.26   6.26-7.29

2016年    6. 4-7.18   6. 4-7.28   6. 5-7.29   6.13-7.19   6.13-7.29   6.13-7.29

2017年    6.20-7.13   6.21-7.15   6. 7-7. 6   6.25-8. 2   6.30-X *1   7. 1-X *1

2018年    6. 5-7. 9   6. 5-7. 9   6. 6-6.29   6. 9-7. 9   6.10-7.14   6.11-7.19

2019年   6.27-7.24   6. 7-7.24   6. 7-7.24   6. 7-7.24   6. 7-7.25   6.15-7.31

2020年   6.10-8. 1   6.10-8. 1   6.11-8. 1   6.11-8. 1   6.11-8. 2   6.25-X *1

2021年      6.12-7.17   6.13-7.17   6.14-7.16   6.13-7.14   6.19-7.16   6.19-7.16  

2022年    6.14-7.23   6.14-7.23   6. 6-7.23   6. 6-X *1   6. 6-X *1   6. 6-X *1

平年 *2    6. 6-7.19   6. 6-7.19   6. 7-7.19   6.11-7.23   6.12-7.24   6.15-7.28

最も早かった日 *3

      5.22/7. 3   5. 4/6.22   5. 6/6.29   5.22/7. 2   6. 1/7. 5   6. 2/7. 8

最も遅かった日 *3

      6.27/8. 3   6.28/8. 3   6.22/8. 4   6.28/8.14   6.30/8. 9   7. 3/8.14

*1 X印は、梅雨の入りまたは明けの時期がはっきりしなかったことを示す。

*2 平年は 1991年から 2020年の平均。

*3 1951年以降。

緊急地震速報や震度情報で用いる区域ࡢ名⛠୍ぴ⾲

㸦令和㸳ᖺ㸯᭶㸯日᫬Ⅼ㸧

緊急地震速報

で用いる府県

予報区名

緊急地震速報や震

度情報で用いる区

域名

震源・震度情報で用いる市町村名

北海道道ኸ

石⊁ᆅ᪉北部 石⊁市、ᙜู町、᪂⠛ὠ村

石⊁ᆅ᪉中部
ᮐᖠ中ኸ区、ᮐᖠ北区、ᮐᖠ東区、ᮐᖠⓑ石区、ᮐᖠ豊平区、ᮐᖠ南区、

ᮐᖠ西区、ᮐᖠཌู区、ᮐᖠ手✄区、ᮐᖠΎ⏣区、江ู市

石⊁ᆅ᪉南部 ༓ṓ市、ᜨᗞ市、北ᗈ島市

後志ᆅ᪉北部 ᑠᶡ市、✚丹町、古平町、仁木町、వ市町、㉥஭川村

後志ᆅ᪉東部 町、┿⊁村、␃ᑑ都村、喜ⱱู町、京ᴟ町、೜知Ᏻ町ࢥࢭࢽ

後志ᆅ᪉西部 島∾村、ᑑ都町、㯮ᯇ内町、⹒㉺町、ඹ和町、ᒾ内町、泊村、⚄ᜨ内村

✵知ᆅ᪉北部 ῝川市、ጒ⫼∵町、⛛∗ู町、北❳町、἟⏣町

✵知ᆅ᪉中部
ⰱู市、㉥平市、⁪川市、◁川市、ḷ志内市、ዉ஭江町、ୖ◁川町、浦⮻

町、᪂十ὠ川町、㞵❳町

✵知ᆅ᪉南部
ኤᙇ市、ᒾ見ἑ市、美ှ市、三➟市、南ᖠ町、⏤仁町、長἟町、ᰩ山町、

᭶ᙧ町

北海道道南

渡島ᆅ᪉北部 八㞼町、長୓部町

渡島ᆅ᪉東部 ภ㤋市、渡島北ᩯ市、୐㣤町、鹿部町、渡島᳃町

渡島ᆅ᪉西部 渡島ᯇ๓町、⚟島町、知内町、木古内町

ᷓ山ᆅ᪉ ᷓ山江ᕪ町、ୖࣀ国町、ཌἑ部町、எ部町、今金町、࡞ࡓࡏ町

北海道ዟᑼ島 ዟᑼ町

⫹᣺ᆅ᪉西部 ⫹᣺伊㐩市、豊浦町、ኊ▌町、Ὕ√†町

⫹᣺ᆅ᪉中東部 ᐊ⹒市、Ɫᑠ∾市、Ⓩู市、ⓑ⪁町、ཌ┿町、Ᏻ平町、むࢃ࠿町

日㧗ᆅ᪉西部 日㧗ᆅ᪉日㧗町、平取町

日㧗ᆅ᪉中部 ᪂ෙ町、᪂࠿ࡔࡦ町

日㧗ᆅ᪉東部 浦Ἑ町、ᵝఝ町、ࡶࡾ࠼町

北海道道北

ୖ川ᆅ᪉北部
ኈู市、名ᐤ市、和ᐮ町、๢ῡ町、ୗ川町、美῝町、㡢ጾ子ᗓ村、ୖ川中

川町、ᖠຍ内町

ୖ川ᆅ᪉中部
᪫川市、㮚ᰨ町、東⚄ᴦ町、ᙜ㯞町、ẚ布町、ឡู町、ୖ川ᆅ᪉ୖ川町、

東川町、美⍛町

ୖ川ᆅ᪉南部 富良野市、ୖ富良野町、中富良野町、南富良野町、༨ෙ村

␃ⴌᆅ᪉中北部 Ɫ๓町、⩚ᖠ町、ึ山ู村、㐲ู町、天ሷ町

␃ⴌᆅ᪉南部 ␃ⴌ市、ቑẟ町、ᑠ平町

᐀谷ᆅ᪉北部 ⛶内市、⊷ᡶ村、豊富町、ᖠᘏ町

᐀谷ᆅ᪉南部 ὾㡻ู町、中㡻ู町、᐀谷ᯞᖾ町

北海道฼ᑼ♩ᩥ ♩ᩥ町、฼ᑼ町、฼ᑼ富ኈ町

北海道道東

⥙㉮ᆅ᪉ ⥙㉮市、美ᖠ町、ὠู町、ᩳ㔛町、Ύ㔛町、ᑠΎ水町、大✵町

北見ᆅ᪉ 北見市、カ子ᗓ町、置戸町、佐࿅間町

⣠ูᆅ᪉ ⣠ู市、㐲㍍町、湧ู町、⁪ୖ町、⯆部町、西⯆部村、㞝武町

十຾ᆅ᪉北部 ୖኈᖠ町、鹿㏣町、᪂ᚓ町、㊊ᐤ町、㝣ู町

十຾ᆅ᪉中部
ᖏᗈ市、㡢᭦町、ኈᖠ町、十຾Ύ水町、ⱆᐊ町、ᖥู町、十຾ụ⏣町、豊

㡭町、本ู町、浦ᖠ町

十຾ᆅ᪉南部 中ᮐ内村、᭦ู村、十຾大ᶞ町、ᗈᑿ町

㔲㊰ᆅ᪉北部 ᘵ子ᒅ町

㔲㊰ᆅ᪉中南部 㔲㊰市、㔲㊰町、ཌᓊ町、὾中町、ᶆⲔ町、㭯ᒃ村、ⓑ⣇町

根ᐊᆅ᪉北部 中ᶆὠ町、ᶆὠ町、⨶⮻町

根ᐊᆅ᪉中部 ู海町
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北海道道ኸ

石⊁ᆅ᪉北部 石⊁市、ᙜู町、᪂⠛ὠ村

石⊁ᆅ᪉中部
ᮐᖠ中ኸ区、ᮐᖠ北区、ᮐᖠ東区、ᮐᖠⓑ石区、ᮐᖠ豊平区、ᮐᖠ南区、

ᮐᖠ西区、ᮐᖠཌู区、ᮐᖠ手✄区、ᮐᖠΎ⏣区、江ู市

石⊁ᆅ᪉南部 ༓ṓ市、ᜨᗞ市、北ᗈ島市

後志ᆅ᪉北部 ᑠᶡ市、✚丹町、古平町、仁木町、వ市町、㉥஭川村

後志ᆅ᪉東部 町、┿⊁村、␃ᑑ都村、喜ⱱู町、京ᴟ町、೜知Ᏻ町ࢥࢭࢽ

後志ᆅ᪉西部 島∾村、ᑑ都町、㯮ᯇ内町、⹒㉺町、ඹ和町、ᒾ内町、泊村、⚄ᜨ内村

✵知ᆅ᪉北部 ῝川市、ጒ⫼∵町、⛛∗ู町、北❳町、἟⏣町

✵知ᆅ᪉中部
ⰱู市、㉥平市、⁪川市、◁川市、ḷ志内市、ዉ஭江町、ୖ◁川町、浦⮻

町、᪂十ὠ川町、㞵❳町

✵知ᆅ᪉南部
ኤᙇ市、ᒾ見ἑ市、美ှ市、三➟市、南ᖠ町、⏤仁町、長἟町、ᰩ山町、

᭶ᙧ町

北海道道南

渡島ᆅ᪉北部 八㞼町、長୓部町

渡島ᆅ᪉東部 ภ㤋市、渡島北ᩯ市、୐㣤町、鹿部町、渡島᳃町

渡島ᆅ᪉西部 渡島ᯇ๓町、⚟島町、知内町、木古内町

ᷓ山ᆅ᪉ ᷓ山江ᕪ町、ୖࣀ国町、ཌἑ部町、எ部町、今金町、࡞ࡓࡏ町

北海道ዟᑼ島 ዟᑼ町

⫹᣺ᆅ᪉西部 ⫹᣺伊㐩市、豊浦町、ኊ▌町、Ὕ√†町

⫹᣺ᆅ᪉中東部 ᐊ⹒市、Ɫᑠ∾市、Ⓩู市、ⓑ⪁町、ཌ┿町、Ᏻ平町、むࢃ࠿町

日㧗ᆅ᪉西部 日㧗ᆅ᪉日㧗町、平取町

日㧗ᆅ᪉中部 ᪂ෙ町、᪂࠿ࡔࡦ町

日㧗ᆅ᪉東部 浦Ἑ町、ᵝఝ町、ࡶࡾ࠼町

北海道道北

ୖ川ᆅ᪉北部
ኈู市、名ᐤ市、和ᐮ町、๢ῡ町、ୗ川町、美῝町、㡢ጾ子ᗓ村、ୖ川中

川町、ᖠຍ内町

ୖ川ᆅ᪉中部
᪫川市、㮚ᰨ町、東⚄ᴦ町、ᙜ㯞町、ẚ布町、ឡู町、ୖ川ᆅ᪉ୖ川町、

東川町、美⍛町

ୖ川ᆅ᪉南部 富良野市、ୖ富良野町、中富良野町、南富良野町、༨ෙ村

␃ⴌᆅ᪉中北部 Ɫ๓町、⩚ᖠ町、ึ山ู村、㐲ู町、天ሷ町

␃ⴌᆅ᪉南部 ␃ⴌ市、ቑẟ町、ᑠ平町

᐀谷ᆅ᪉北部 ⛶内市、⊷ᡶ村、豊富町、ᖠᘏ町

᐀谷ᆅ᪉南部 ὾㡻ู町、中㡻ู町、᐀谷ᯞᖾ町

北海道฼ᑼ♩ᩥ ♩ᩥ町、฼ᑼ町、฼ᑼ富ኈ町

北海道道東

⥙㉮ᆅ᪉ ⥙㉮市、美ᖠ町、ὠู町、ᩳ㔛町、Ύ㔛町、ᑠΎ水町、大✵町

北見ᆅ᪉ 北見市、カ子ᗓ町、置戸町、佐࿅間町

⣠ูᆅ᪉ ⣠ู市、㐲㍍町、湧ู町、⁪ୖ町、⯆部町、西⯆部村、㞝武町

十຾ᆅ᪉北部 ୖኈᖠ町、鹿㏣町、᪂ᚓ町、㊊ᐤ町、㝣ู町

十຾ᆅ᪉中部
ᖏᗈ市、㡢᭦町、ኈᖠ町、十຾Ύ水町、ⱆᐊ町、ᖥู町、十຾ụ⏣町、豊

㡭町、本ู町、浦ᖠ町

十຾ᆅ᪉南部 中ᮐ内村、᭦ู村、十຾大ᶞ町、ᗈᑿ町

㔲㊰ᆅ᪉北部 ᘵ子ᒅ町

㔲㊰ᆅ᪉中南部 㔲㊰市、㔲㊰町、ཌᓊ町、὾中町、ᶆⲔ町、㭯ᒃ村、ⓑ⣇町

根ᐊᆅ᪉北部 中ᶆὠ町、ᶆὠ町、⨶⮻町

根ᐊᆅ᪉中部 ู海町
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各地域の梅雨の時期
梅雨の入り明けには、平均的に５日間程度の「移り変わり」の期間があります。ここに掲載

した期日は、移り変わりの期間のおおむね中日を示しています。

地域     沖 縄   奄 美   九州南部  九州北部  四 国   中 国

      入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け

2013年    5.10-6.11   5.10-6.29   5.27-7. 8   5.27-7. 8   5.27-7. 8   5.27-7. 8

2014年    5. 5-6.26   5. 5-7. 4   6. 2-7.16   6. 2-7.20   6. 2-7.20   6. 2-7.20

2015年    5.20-6. 8   5.19-7. 6   6. 2-7.14   6. 2-7.29   6. 2-7.24   6. 2-7.24

2016年    5.16-6.16   5.16-6.18   5.24-7.18   6. 4-7.18   6. 4-7.18   6. 4-7.18

2017年    5.13-6.22   5.13-6.29   6. 6-7.13   6.20-7.13   6.20-7.13   6.20-7.13

2018年    6. 1-6.23   5.27-6.26   6. 5-7. 9   6. 5-7. 9   6. 5-7. 9   6. 5-7. 9

2019年   5.16-7.10   5.14-7.13   5.31-7.24   6.26-7.25   6.26-7.25   6.26-7.25

2020年   5.16-6.12   5.17-7.20   5.30-7.28   6.11-7.30   6.10-7.29   6.10-7.31

2021年      5. 5-7. 3   5. 5-7. 3   5.11-7.11   5.11-7.13   5.12-7.19   5.12-7.13  

2022年    5. 4-6.20   5. 5-6.22   6.10-7.22   6.11-7.22   6.11-7.22   6.11-7.26

平年 *2    5.10-6.21   5.12-6.29   5.30-7.15   6. 4-7.19   6. 5-7.17   6. 6-7.19

最も早かった日 *3

      4.20/6. 8   4.25/6.10   5. 1/6.24   5.11/7. 1   5.12/7. 1   5. 8/7. 3

最も遅かった日 *3

      6. 4/7.10   5.27/7.20   6.21/8. 8   6.26/8. 4   6.26/8. 2   6.26/8. 3

地域     近 畿   東 海  関東甲信   北 陸  東北南部 東北北部

      入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け 入り－明け

2013年    5.27-7. 8   5.28-7. 7   6.10-7. 6   6.18-8. 7   6.15-8. 7   6.15-8.10

2014年    6. 3-7.20   6. 4-7.21   6. 5-7.21   6. 5-7.21   6. 5-7.25   6. 6-7.25

2015年    6. 3-7.24   6. 3-7.24   6. 3-7.10   6.19-7.25   6.26-7.26   6.26-7.29

2016年    6. 4-7.18   6. 4-7.28   6. 5-7.29   6.13-7.19   6.13-7.29   6.13-7.29

2017年    6.20-7.13   6.21-7.15   6. 7-7. 6   6.25-8. 2   6.30-X *1   7. 1-X *1

2018年    6. 5-7. 9   6. 5-7. 9   6. 6-6.29   6. 9-7. 9   6.10-7.14   6.11-7.19

2019年   6.27-7.24   6. 7-7.24   6. 7-7.24   6. 7-7.24   6. 7-7.25   6.15-7.31

2020年   6.10-8. 1   6.10-8. 1   6.11-8. 1   6.11-8. 1   6.11-8. 2   6.25-X *1

2021年      6.12-7.17   6.13-7.17   6.14-7.16   6.13-7.14   6.19-7.16   6.19-7.16  

2022年    6.14-7.23   6.14-7.23   6. 6-7.23   6. 6-X *1   6. 6-X *1   6. 6-X *1

平年 *2    6. 6-7.19   6. 6-7.19   6. 7-7.19   6.11-7.23   6.12-7.24   6.15-7.28

最も早かった日 *3

      5.22/7. 3   5. 4/6.22   5. 6/6.29   5.22/7. 2   6. 1/7. 5   6. 2/7. 8

最も遅かった日 *3

      6.27/8. 3   6.28/8. 3   6.22/8. 4   6.28/8.14   6.30/8. 9   7. 3/8.14

*1 X印は、梅雨の入りまたは明けの時期がはっきりしなかったことを示す。

*2 平年は 1991年から 2020年の平均。

*3 1951年以降。
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北海道道ኸ

石⊁ᆅ᪉北部 石⊁市、ᙜู町、᪂⠛ὠ村

石⊁ᆅ᪉中部
ᮐᖠ中ኸ区、ᮐᖠ北区、ᮐᖠ東区、ᮐᖠⓑ石区、ᮐᖠ豊平区、ᮐᖠ南区、

ᮐᖠ西区、ᮐᖠཌู区、ᮐᖠ手✄区、ᮐᖠΎ⏣区、江ู市

石⊁ᆅ᪉南部 ༓ṓ市、ᜨᗞ市、北ᗈ島市

後志ᆅ᪉北部 ᑠᶡ市、✚丹町、古平町、仁木町、వ市町、㉥஭川村

後志ᆅ᪉東部 町、┿⊁村、␃ᑑ都村、喜ⱱู町、京ᴟ町、೜知Ᏻ町ࢥࢭࢽ

後志ᆅ᪉西部 島∾村、ᑑ都町、㯮ᯇ内町、⹒㉺町、ඹ和町、ᒾ内町、泊村、⚄ᜨ内村

✵知ᆅ᪉北部 ῝川市、ጒ⫼∵町、⛛∗ู町、北❳町、἟⏣町

✵知ᆅ᪉中部
ⰱู市、㉥平市、⁪川市、◁川市、ḷ志内市、ዉ஭江町、ୖ◁川町、浦⮻

町、᪂十ὠ川町、㞵❳町

✵知ᆅ᪉南部
ኤᙇ市、ᒾ見ἑ市、美ှ市、三➟市、南ᖠ町、⏤仁町、長἟町、ᰩ山町、

᭶ᙧ町

北海道道南

渡島ᆅ᪉北部 八㞼町、長୓部町

渡島ᆅ᪉東部 ภ㤋市、渡島北ᩯ市、୐㣤町、鹿部町、渡島᳃町

渡島ᆅ᪉西部 渡島ᯇ๓町、⚟島町、知内町、木古内町

ᷓ山ᆅ᪉ ᷓ山江ᕪ町、ୖࣀ国町、ཌἑ部町、எ部町、今金町、࡞ࡓࡏ町

北海道ዟᑼ島 ዟᑼ町

⫹᣺ᆅ᪉西部 ⫹᣺伊㐩市、豊浦町、ኊ▌町、Ὕ√†町

⫹᣺ᆅ᪉中東部 ᐊ⹒市、Ɫᑠ∾市、Ⓩู市、ⓑ⪁町、ཌ┿町、Ᏻ平町、むࢃ࠿町

日㧗ᆅ᪉西部 日㧗ᆅ᪉日㧗町、平取町

日㧗ᆅ᪉中部 ᪂ෙ町、᪂࠿ࡔࡦ町

日㧗ᆅ᪉東部 浦Ἑ町、ᵝఝ町、ࡶࡾ࠼町

北海道道北

ୖ川ᆅ᪉北部
ኈู市、名ᐤ市、和ᐮ町、๢ῡ町、ୗ川町、美῝町、㡢ጾ子ᗓ村、ୖ川中

川町、ᖠຍ内町

ୖ川ᆅ᪉中部
᪫川市、㮚ᰨ町、東⚄ᴦ町、ᙜ㯞町、ẚ布町、ឡู町、ୖ川ᆅ᪉ୖ川町、

東川町、美⍛町

ୖ川ᆅ᪉南部 富良野市、ୖ富良野町、中富良野町、南富良野町、༨ෙ村

␃ⴌᆅ᪉中北部 Ɫ๓町、⩚ᖠ町、ึ山ู村、㐲ู町、天ሷ町

␃ⴌᆅ᪉南部 ␃ⴌ市、ቑẟ町、ᑠ平町

᐀谷ᆅ᪉北部 ⛶内市、⊷ᡶ村、豊富町、ᖠᘏ町

᐀谷ᆅ᪉南部 ὾㡻ู町、中㡻ู町、᐀谷ᯞᖾ町

北海道฼ᑼ♩ᩥ ♩ᩥ町、฼ᑼ町、฼ᑼ富ኈ町

北海道道東

⥙㉮ᆅ᪉ ⥙㉮市、美ᖠ町、ὠู町、ᩳ㔛町、Ύ㔛町、ᑠΎ水町、大✵町

北見ᆅ᪉ 北見市、カ子ᗓ町、置戸町、佐࿅間町

⣠ูᆅ᪉ ⣠ู市、㐲㍍町、湧ู町、⁪ୖ町、⯆部町、西⯆部村、㞝武町

十຾ᆅ᪉北部 ୖኈᖠ町、鹿㏣町、᪂ᚓ町、㊊ᐤ町、㝣ู町

十຾ᆅ᪉中部
ᖏᗈ市、㡢᭦町、ኈᖠ町、十຾Ύ水町、ⱆᐊ町、ᖥู町、十຾ụ⏣町、豊

㡭町、本ู町、浦ᖠ町

十຾ᆅ᪉南部 中ᮐ内村、᭦ู村、十຾大ᶞ町、ᗈᑿ町

㔲㊰ᆅ᪉北部 ᘵ子ᒅ町

㔲㊰ᆅ᪉中南部 㔲㊰市、㔲㊰町、ཌᓊ町、὾中町、ᶆⲔ町、㭯ᒃ村、ⓑ⣇町

根ᐊᆅ᪉北部 中ᶆὠ町、ᶆὠ町、⨶⮻町

根ᐊᆅ᪉中部 ู海町
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北海道道ኸ

石⊁ᆅ᪉北部 石⊁市、ᙜู町、᪂⠛ὠ村

石⊁ᆅ᪉中部
ᮐᖠ中ኸ区、ᮐᖠ北区、ᮐᖠ東区、ᮐᖠⓑ石区、ᮐᖠ豊平区、ᮐᖠ南区、

ᮐᖠ西区、ᮐᖠཌู区、ᮐᖠ手✄区、ᮐᖠΎ⏣区、江ู市

石⊁ᆅ᪉南部 ༓ṓ市、ᜨᗞ市、北ᗈ島市

後志ᆅ᪉北部 ᑠᶡ市、✚丹町、古平町、仁木町、వ市町、㉥஭川村

後志ᆅ᪉東部 町、┿⊁村、␃ᑑ都村、喜ⱱู町、京ᴟ町、೜知Ᏻ町ࢥࢭࢽ

後志ᆅ᪉西部 島∾村、ᑑ都町、㯮ᯇ内町、⹒㉺町、ඹ和町、ᒾ内町、泊村、⚄ᜨ内村

✵知ᆅ᪉北部 ῝川市、ጒ⫼∵町、⛛∗ู町、北❳町、἟⏣町

✵知ᆅ᪉中部
ⰱู市、㉥平市、⁪川市、◁川市、ḷ志内市、ዉ஭江町、ୖ◁川町、浦⮻

町、᪂十ὠ川町、㞵❳町

✵知ᆅ᪉南部
ኤᙇ市、ᒾ見ἑ市、美ှ市、三➟市、南ᖠ町、⏤仁町、長἟町、ᰩ山町、

᭶ᙧ町

北海道道南

渡島ᆅ᪉北部 八㞼町、長୓部町

渡島ᆅ᪉東部 ภ㤋市、渡島北ᩯ市、୐㣤町、鹿部町、渡島᳃町

渡島ᆅ᪉西部 渡島ᯇ๓町、⚟島町、知内町、木古内町

ᷓ山ᆅ᪉ ᷓ山江ᕪ町、ୖࣀ国町、ཌἑ部町、எ部町、今金町、࡞ࡓࡏ町

北海道ዟᑼ島 ዟᑼ町

⫹᣺ᆅ᪉西部 ⫹᣺伊㐩市、豊浦町、ኊ▌町、Ὕ√†町

⫹᣺ᆅ᪉中東部 ᐊ⹒市、Ɫᑠ∾市、Ⓩู市、ⓑ⪁町、ཌ┿町、Ᏻ平町、むࢃ࠿町

日㧗ᆅ᪉西部 日㧗ᆅ᪉日㧗町、平取町

日㧗ᆅ᪉中部 ᪂ෙ町、᪂࠿ࡔࡦ町

日㧗ᆅ᪉東部 浦Ἑ町、ᵝఝ町、ࡶࡾ࠼町

北海道道北

ୖ川ᆅ᪉北部
ኈู市、名ᐤ市、和ᐮ町、๢ῡ町、ୗ川町、美῝町、㡢ጾ子ᗓ村、ୖ川中

川町、ᖠຍ内町

ୖ川ᆅ᪉中部
᪫川市、㮚ᰨ町、東⚄ᴦ町、ᙜ㯞町、ẚ布町、ឡู町、ୖ川ᆅ᪉ୖ川町、

東川町、美⍛町

ୖ川ᆅ᪉南部 富良野市、ୖ富良野町、中富良野町、南富良野町、༨ෙ村

␃ⴌᆅ᪉中北部 Ɫ๓町、⩚ᖠ町、ึ山ู村、㐲ู町、天ሷ町

␃ⴌᆅ᪉南部 ␃ⴌ市、ቑẟ町、ᑠ平町

᐀谷ᆅ᪉北部 ⛶内市、⊷ᡶ村、豊富町、ᖠᘏ町

᐀谷ᆅ᪉南部 ὾㡻ู町、中㡻ู町、᐀谷ᯞᖾ町

北海道฼ᑼ♩ᩥ ♩ᩥ町、฼ᑼ町、฼ᑼ富ኈ町

北海道道東

⥙㉮ᆅ᪉ ⥙㉮市、美ᖠ町、ὠู町、ᩳ㔛町、Ύ㔛町、ᑠΎ水町、大✵町

北見ᆅ᪉ 北見市、カ子ᗓ町、置戸町、佐࿅間町

⣠ูᆅ᪉ ⣠ู市、㐲㍍町、湧ู町、⁪ୖ町、⯆部町、西⯆部村、㞝武町

十຾ᆅ᪉北部 ୖኈᖠ町、鹿㏣町、᪂ᚓ町、㊊ᐤ町、㝣ู町

十຾ᆅ᪉中部
ᖏᗈ市、㡢᭦町、ኈᖠ町、十຾Ύ水町、ⱆᐊ町、ᖥู町、十຾ụ⏣町、豊

㡭町、本ู町、浦ᖠ町

十຾ᆅ᪉南部 中ᮐ内村、᭦ู村、十຾大ᶞ町、ᗈᑿ町

㔲㊰ᆅ᪉北部 ᘵ子ᒅ町

㔲㊰ᆅ᪉中南部 㔲㊰市、㔲㊰町、ཌᓊ町、὾中町、ᶆⲔ町、㭯ᒃ村、ⓑ⣇町

根ᐊᆅ᪉北部 中ᶆὠ町、ᶆὠ町、⨶⮻町

根ᐊᆅ᪉中部 ู海町
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根ᐊᆅ᪉南部 根ᐊ市

㟷᳃

㟷᳃県ὠ㍍北部
㟷᳃市、஬ᡤ川原市、つࡀる市、平内町、今ู町、ⶇ⏣村、እࣨ὾町、ᯈ

ᰗ町、㭯⏣町、中泊町

㟷᳃県ὠ㍍南部
ᘯ๓市、㯮石市、平川市、㫏ࣨἑ町、῝浦町、西┠屋村、⸨崎町、大㪭

町、⏣⯋㤋村

㟷᳃県三八ୖ北

八戸市、十和⏣市、三ἑ市、野㎶ᆅ町、୐戸町、භ戸町、ᶓ὾町、東北

町、භࣨᡤ村、おいࡏࡽ町、三戸町、஬戸町、⏣子町、㟷᳃南部町、㝵ୖ

町、᪂郷村

㟷᳃県ୗ北 むつ市、大間町、東㏻村、風間浦村、佐஭村

ᒾ手

ᒾ手県ἢᓊ北部
宮古市、久ឿ市、山⏣町、ᒾἨ町、⏣野⏿村、ᬑ௦村、野⏣村、ᒾ手ὒ野

町

ᒾ手県ἢᓊ南部 大⯪渡市、㝣๓㧗⏣市、㔩石市、ఫ⏣町、大ᵔ町

ᒾ手県内㝣北部
┒ᒸ市、஧戸市、八ᖭ平市、⁪ἑ市、㞸石町、ⴱᕳ町、ᒾ手町、⣸Ἴ町、

▮ᕵ町、㍍米町、九戸村、୍戸町

ᒾ手県内㝣南部 ⰼᕳ市、北ୖ市、㐲野市、୍㛵市、ዟ州市、西和㈡町、金ࢣ崎町、平Ἠ町

宮城

宮城県北部
Ẽ仙἟市、Ⓩ米市、ᰩ原市、大崎市、色㯞町、宮城ຍ美町、ᾛ谷町、宮城

美㔛町、南三㝣町

宮城県中部

仙ྎ㟷ⴥ区、仙ྎ宮城野区、仙ྎⱝᯘ区、仙ྎኴⓑ区、仙ྎἨ区、石ᕳ

市、ሷ❤市、多㈡城市、東ᯇ島市、富谷市、ᯇ島町、୐ࣨ὾町、฼ᗓ町、

大和町、大郷町、大⾮村、ዪ川町

宮城県南部
ⓑ石市、名取市、ゅ⏣市、ᒾ἟市、ⶶ⋤町、୐ࣨ宿町、大Ἑ原町、村⏣

町、ᰘ⏣町、宮城川崎町、୸᳃町、ர⌮町、山ඖ町

⛅⏣

⛅⏣県ἢᓊ北部
⬟௦市、⏨鹿市、₲ୖ市、⸨㔛町、三種町、八ᓠ町、஬城┠町、八㑻₲

町、஭川町、大₲村

⛅⏣県ἢᓊ南部 ⛅⏣市、⏤฼本Ⲯ市、に࡯࠿市

⛅⏣県内㝣北部 大㤋市、鹿ゅ市、北⛅⏣市、ᑠᆏ町、ୖᑠ阿仁村

⛅⏣県内㝣南部 ᶓ手市、村瀬ᡂ東、町後⩚、町郷美⏣⛅、市北仙、市仙大、市ἑ‮

山ᙧ

山ᙧ県ᗉ内 㭯ᒸ市、㓇⏣市、三川町、ᗉ内町、㐟佐町

山ᙧ県᭱ୖ
᪂ᗉ市、山ᙧ金山町、᭱ୖ町、⯚ᙧ町、┿ᐊ川町、大ⶶ村、㩬川村、戸ἑ

村

山ᙧ県村山
山ᙧ市、ᐮἙ江市、ୖ山市、村山市、天❺市、東根市、ᑿⰼἑ市、山㎶

町、中山町、Ἑ北町、西川町、山ᙧᮅ日町、大江町、大石⏣町

山ᙧ県置㈷
米ἑ市、長஭市、南㝧市、㧗␊町、山ᙧ川西町、山ᙧᑠ国町、ⓑ㮚町、㣤

豊町

⚟島

⚟島県中㏻ࡾ

⚟島市、郡山市、ⓑἙ市、㡲㈡川市、஧本ᯇ市、⏣村市、⚟島伊㐩市、本

宮市、᱓ᢡ町、国見町、川ಛ町、大⋢村、㙾石町、天ᰤ村、西郷村、Ἠ崎

村、中島村、▮྿町、Ჴ಴町、▮⚍町、ሮ町、㩪川村、石川町、⋢川村、

平⏣村、ὸ川町、古Ẋ町、三᫓町、ᑠ野町

⚟島県὾㏻ࡾ
いࢃき市、┦㤿市、南┦㤿市、⚟島ᗈ野町、ᴍⴥ町、富ᒸ町、川内村、大

⇃町、཮ⴥ町、ᾉ江町、ⴱᑿ村、᪂ᆅ町、㣤⯓村

⚟島県఍ὠ

఍ὠⱝᯇ市、喜多᪉市、ୗ郷町、ᷓᯞᒱ村、ྈ見町、南఍ὠ町、北ሷ原

村、西఍ὠ町、☬Დ町、⊦ⱑ௦町、఍ὠᆏୗ町、島三、町ὠᰗ、村川‮

町、⚟島金山町、⚟島᫛和村、఍ὠ美㔛町

Ⲉ城

Ⲉ城県北部

水戸市、日❧市、ᖖ㝣ኴ⏣市、㧗ⴗ市、北Ⲉ城市、➟間市、ࡓࡦち࠿࡞

市、ᖖ㝣大宮市、那⌃市、ᑠ美⋢市、Ⲉ城町、大Ὑ町、城㔛町、東海村、

大子町

Ⲉ城県南部
ᅵ浦市、Ⲉ城古Ἑ市、石ᒸ市、⤖城市、龍ࢣ崎市、ୗጔ市、ᖖ⥲市、取手

市、∵久市、つࡤࡃ市、Ⲉ城鹿ᔱ市、₻᮶市、Ᏺ谷市、⟃西市、ᆏ東市、
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✄敷市、ࡀࡳࡍ࠿うࡽ市、ᱜ川市、⚄ᰨ市、⾜᪉市、㖝⏣市、つࡽࡳࡤࡃ

い市、美浦村、阿見町、Ἑ内町、八༓௦町、஬㟘町、ቃ町、฼根町

ᰣ木

ᰣ木県北部 日ග市、大⏣原市、▮ᯈ市、那㡲ሷ原市、ሷ谷町、那㡲町

ᰣ木県南部

宇都宮市、㊊฼市、ᰣ木市、佐野市、鹿἟市、ᑠ山市、┿ᒸ市、ᰣ木さࡃ

市、那㡲ⅲ山市、ୗ野市、ୖ三川町、┈子町、ⱱ木町、市㈅町、ⰾ㈡ࡽ

町、኉⏕町、野木町、㧗根ἑ町、ᰣ木那⌃川町

群㤿

群㤿県北部
἟⏣市、中之᮲町、長野原町、Ꮌᜊ村、ⲡὠ町、群㤿㧗山村、東࿃ጔ町、

∦ရ村、川ሙ村、群㤿᫛和村、ࡳ࠿࡞ࡳ町

群㤿県南部

๓ᶫ市、㧗崎市、᱒⏕市、伊ໃ崎市、ኴ⏣市、㤋ᯘ市、῰川市、⸨ᒸ市、

富ᒸ市、Ᏻ中市、ࡾ࡝ࡳ市、ᴵ東村、ྜྷᒸ町、群㤿ୖ野村、⚄ὶ町、ୗ仁

⏣町、群㤿南∾村、⏑ᴦ町、⋢村町、ᯈ಴町、群㤿᫂和町、༓௦⏣町、大

Ἠ町、㑚ᴦ町

ᇸ⋢

ᇸ⋢県北部

⇃谷市、⾜⏣市、ຍ㡲市、本ᗉ市、東ᯇ山市、⩚⏕市、㬨ᕢ市、῝谷市、

久喜市、⁥川町、ᔒ山町、ᑠ川町、ྜྷ見町、㬀山町、࡜きࢃࡀ町、東⛛∗

村、ᇸ⋢美㔛町、ᇸ⋢⚄川町、ୖ㔛町、ᐤᒃ町

ᇸ⋢県南部

さいࡓま西区、さいࡓま北区、さいࡓま大宮区、さいࡓま見἟区、さいࡓ

ま中ኸ区、さいࡓまᱜ区、さいࡓま浦和区、さいࡓま南区、さいࡓま⥳

区、さいࡓまᒾᵳ区、川㉺市、川ཱྀ市、ᡤἑ市、㣤⬟市、᫓日部市、⊃山

市、ୖᑿ市、ⲡຍ市、㉺谷市、ⷘ市、戸⏣市、ධ間市、ᮅ㟘市、志木市、

和ග市、᪂座市、ᱩ川市、北本市、八₻市、富ኈ見市、三郷市、ⶈ⏣市、

ᆏ戸市、ᖾ手市、㭯ࣨ島市、日㧗市、ྜྷ川市、ࡳࡌࡩ野市、ⓑᒸ市、伊ዉ

町、ᇸ⋢三ⰾ町、ẟ࿅山町、㉺⏕町、川島町、宮௦町、ᮡ戸町、ᯇఅ町

ᇸ⋢県⛛∗ ⛛∗市、ᶓ瀬町、ⓙ野町、長™町、ᑠ鹿野町

༓ⴥ

༓ⴥ県北東部

㖯子市、ⱱ原市、東金市、᪫市、໳⍰市、㤶取市、山武市、大⥙ⓑ㔛市、

⚄崎町、多古町、東ᗉ町、九十九㔛町、Ⱚ山町、ᶓⰪග町、୍宮町、╬ἑ

町、長⏕村、ⓑ子町、長᯶町、長南町

༓ⴥ県北西部

༓ⴥ中ኸ区、༓ⴥⰼ見川区、༓ⴥ✄ẟ区、༓ⴥⱝⴥ区、༓ⴥ⥳区、༓ⴥ美

὾区、市川市、⯪ᶫ市、ᯇ戸市、野⏣市、ᡂ⏣市、༓ⴥ佐಴市、⩦志野

市、᯽市、市原市、ὶ山市、八༓௦市、ᡃᏞ子市、㙊ࢣ谷市、浦Ᏻ市、ᅄ

⾤道市、八⾤市、༳西市、ⓑ஭市、富㔛市、㓇ࠎ஭町、ᰤ町

༓ⴥ県南部
㤋山市、木᭦ὠ市、຾浦市、㬞川市、ྩὠ市、富ὠ市、⿇ࢣ浦市、南ᡣ⥲

市、いࡳࡍ市、大多喜町、ᚚ宿町、㗬南町

東京

東京都㸰㸱区

東京༓௦⏣区、東京中ኸ区、東京 区、東京᪂宿区、東京ᩥ京区、東京ྎ

東区、東京ቚ⏣区、東京江東区、東京ရ川区、東京┠㯮区、東京大⏣区、

東京ୡ⏣谷区、東京῰谷区、東京中野区、東京ᮡ୪区、東京豊島区、東京

北区、東京Ⲩ川区、東京ᯈᶫ区、東京⦎㤿区、東京㊊❧区、東京ⴱ㣭区、

東京江戸川区

東京都多摩東部

八⋤子市、❧川市、武ⶶ野市、三㮚市、東京ᗓ中市、᫛島市、ㄪ布市、町

⏣市、ᑠ金஭市、ᑠ平市、日野市、東村山市、国ศᑎ市、国❧市、⚟⏕

市、≻江市、東大和市、Ύ瀬市、東久␃米市、武ⶶ村山市、多摩市、✄城

市、⩚村市、西東京市、⍞✑町

東京都多摩西部 㟷ᱵ市、࠶きる野市、日の出町、ᷓ原村、ዟ多摩町

伊㇋ㅖ島

伊㇋大島 伊㇋大島町

᪂島 東京฼島村、᪂島村

⚄ὠ島 ⚄ὠ島村

三Ꮿ島 三Ꮿ村、ᚚⶶ島村

八୔島 八୔町、㟷ࣨ島村

ᑠ➟原 ᑠ➟原 ᑠ➟原村
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根ᐊᆅ᪉南部 根ᐊ市

㟷᳃

㟷᳃県ὠ㍍北部
㟷᳃市、஬ᡤ川原市、つࡀる市、平内町、今ู町、ⶇ⏣村、እࣨ὾町、ᯈ

ᰗ町、㭯⏣町、中泊町

㟷᳃県ὠ㍍南部
ᘯ๓市、㯮石市、平川市、㫏ࣨἑ町、῝浦町、西┠屋村、⸨崎町、大㪭

町、⏣⯋㤋村

㟷᳃県三八ୖ北

八戸市、十和⏣市、三ἑ市、野㎶ᆅ町、୐戸町、භ戸町、ᶓ὾町、東北

町、භࣨᡤ村、おいࡏࡽ町、三戸町、஬戸町、⏣子町、㟷᳃南部町、㝵ୖ

町、᪂郷村

㟷᳃県ୗ北 むつ市、大間町、東㏻村、風間浦村、佐஭村

ᒾ手

ᒾ手県ἢᓊ北部
宮古市、久ឿ市、山⏣町、ᒾἨ町、⏣野⏿村、ᬑ௦村、野⏣村、ᒾ手ὒ野

町

ᒾ手県ἢᓊ南部 大⯪渡市、㝣๓㧗⏣市、㔩石市、ఫ⏣町、大ᵔ町

ᒾ手県内㝣北部
┒ᒸ市、஧戸市、八ᖭ平市、⁪ἑ市、㞸石町、ⴱᕳ町、ᒾ手町、⣸Ἴ町、

▮ᕵ町、㍍米町、九戸村、୍戸町

ᒾ手県内㝣南部 ⰼᕳ市、北ୖ市、㐲野市、୍㛵市、ዟ州市、西和㈡町、金ࢣ崎町、平Ἠ町

宮城

宮城県北部
Ẽ仙἟市、Ⓩ米市、ᰩ原市、大崎市、色㯞町、宮城ຍ美町、ᾛ谷町、宮城

美㔛町、南三㝣町

宮城県中部

仙ྎ㟷ⴥ区、仙ྎ宮城野区、仙ྎⱝᯘ区、仙ྎኴⓑ区、仙ྎἨ区、石ᕳ

市、ሷ❤市、多㈡城市、東ᯇ島市、富谷市、ᯇ島町、୐ࣨ὾町、฼ᗓ町、

大和町、大郷町、大⾮村、ዪ川町

宮城県南部
ⓑ石市、名取市、ゅ⏣市、ᒾ἟市、ⶶ⋤町、୐ࣨ宿町、大Ἑ原町、村⏣

町、ᰘ⏣町、宮城川崎町、୸᳃町、ர⌮町、山ඖ町

⛅⏣

⛅⏣県ἢᓊ北部
⬟௦市、⏨鹿市、₲ୖ市、⸨㔛町、三種町、八ᓠ町、஬城┠町、八㑻₲

町、஭川町、大₲村

⛅⏣県ἢᓊ南部 ⛅⏣市、⏤฼本Ⲯ市、に࡯࠿市

⛅⏣県内㝣北部 大㤋市、鹿ゅ市、北⛅⏣市、ᑠᆏ町、ୖᑠ阿仁村

⛅⏣県内㝣南部 ᶓ手市、村瀬ᡂ東、町後⩚、町郷美⏣⛅、市北仙、市仙大、市ἑ‮

山ᙧ

山ᙧ県ᗉ内 㭯ᒸ市、㓇⏣市、三川町、ᗉ内町、㐟佐町

山ᙧ県᭱ୖ
᪂ᗉ市、山ᙧ金山町、᭱ୖ町、⯚ᙧ町、┿ᐊ川町、大ⶶ村、㩬川村、戸ἑ

村

山ᙧ県村山
山ᙧ市、ᐮἙ江市、ୖ山市、村山市、天❺市、東根市、ᑿⰼἑ市、山㎶

町、中山町、Ἑ北町、西川町、山ᙧᮅ日町、大江町、大石⏣町

山ᙧ県置㈷
米ἑ市、長஭市、南㝧市、㧗␊町、山ᙧ川西町、山ᙧᑠ国町、ⓑ㮚町、㣤

豊町

⚟島

⚟島県中㏻ࡾ

⚟島市、郡山市、ⓑἙ市、㡲㈡川市、஧本ᯇ市、⏣村市、⚟島伊㐩市、本

宮市、᱓ᢡ町、国見町、川ಛ町、大⋢村、㙾石町、天ᰤ村、西郷村、Ἠ崎

村、中島村、▮྿町、Ჴ಴町、▮⚍町、ሮ町、㩪川村、石川町、⋢川村、

平⏣村、ὸ川町、古Ẋ町、三᫓町、ᑠ野町

⚟島県὾㏻ࡾ
いࢃき市、┦㤿市、南┦㤿市、⚟島ᗈ野町、ᴍⴥ町、富ᒸ町、川内村、大

⇃町、཮ⴥ町、ᾉ江町、ⴱᑿ村、᪂ᆅ町、㣤⯓村

⚟島県఍ὠ

఍ὠⱝᯇ市、喜多᪉市、ୗ郷町、ᷓᯞᒱ村、ྈ見町、南఍ὠ町、北ሷ原

村、西఍ὠ町、☬Დ町、⊦ⱑ௦町、఍ὠᆏୗ町、島三、町ὠᰗ、村川‮

町、⚟島金山町、⚟島᫛和村、఍ὠ美㔛町

Ⲉ城

Ⲉ城県北部

水戸市、日❧市、ᖖ㝣ኴ⏣市、㧗ⴗ市、北Ⲉ城市、➟間市、ࡓࡦち࠿࡞

市、ᖖ㝣大宮市、那⌃市、ᑠ美⋢市、Ⲉ城町、大Ὑ町、城㔛町、東海村、

大子町

Ⲉ城県南部
ᅵ浦市、Ⲉ城古Ἑ市、石ᒸ市、⤖城市、龍ࢣ崎市、ୗጔ市、ᖖ⥲市、取手

市、∵久市、つࡤࡃ市、Ⲉ城鹿ᔱ市、₻᮶市、Ᏺ谷市、⟃西市、ᆏ東市、
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✄敷市、ࡀࡳࡍ࠿うࡽ市、ᱜ川市、⚄ᰨ市、⾜᪉市、㖝⏣市、つࡽࡳࡤࡃ

い市、美浦村、阿見町、Ἑ内町、八༓௦町、஬㟘町、ቃ町、฼根町

ᰣ木

ᰣ木県北部 日ග市、大⏣原市、▮ᯈ市、那㡲ሷ原市、ሷ谷町、那㡲町

ᰣ木県南部

宇都宮市、㊊฼市、ᰣ木市、佐野市、鹿἟市、ᑠ山市、┿ᒸ市、ᰣ木さࡃ

市、那㡲ⅲ山市、ୗ野市、ୖ三川町、┈子町、ⱱ木町、市㈅町、ⰾ㈡ࡽ

町、኉⏕町、野木町、㧗根ἑ町、ᰣ木那⌃川町

群㤿

群㤿県北部
἟⏣市、中之᮲町、長野原町、Ꮌᜊ村、ⲡὠ町、群㤿㧗山村、東࿃ጔ町、

∦ရ村、川ሙ村、群㤿᫛和村、ࡳ࠿࡞ࡳ町

群㤿県南部

๓ᶫ市、㧗崎市、᱒⏕市、伊ໃ崎市、ኴ⏣市、㤋ᯘ市、῰川市、⸨ᒸ市、

富ᒸ市、Ᏻ中市、ࡾ࡝ࡳ市、ᴵ東村、ྜྷᒸ町、群㤿ୖ野村、⚄ὶ町、ୗ仁

⏣町、群㤿南∾村、⏑ᴦ町、⋢村町、ᯈ಴町、群㤿᫂和町、༓௦⏣町、大

Ἠ町、㑚ᴦ町

ᇸ⋢

ᇸ⋢県北部

⇃谷市、⾜⏣市、ຍ㡲市、本ᗉ市、東ᯇ山市、⩚⏕市、㬨ᕢ市、῝谷市、

久喜市、⁥川町、ᔒ山町、ᑠ川町、ྜྷ見町、㬀山町、࡜きࢃࡀ町、東⛛∗

村、ᇸ⋢美㔛町、ᇸ⋢⚄川町、ୖ㔛町、ᐤᒃ町

ᇸ⋢県南部

さいࡓま西区、さいࡓま北区、さいࡓま大宮区、さいࡓま見἟区、さいࡓ

ま中ኸ区、さいࡓまᱜ区、さいࡓま浦和区、さいࡓま南区、さいࡓま⥳

区、さいࡓまᒾᵳ区、川㉺市、川ཱྀ市、ᡤἑ市、㣤⬟市、᫓日部市、⊃山

市、ୖᑿ市、ⲡຍ市、㉺谷市、ⷘ市、戸⏣市、ධ間市、ᮅ㟘市、志木市、

和ග市、᪂座市、ᱩ川市、北本市、八₻市、富ኈ見市、三郷市、ⶈ⏣市、

ᆏ戸市、ᖾ手市、㭯ࣨ島市、日㧗市、ྜྷ川市、ࡳࡌࡩ野市、ⓑᒸ市、伊ዉ

町、ᇸ⋢三ⰾ町、ẟ࿅山町、㉺⏕町、川島町、宮௦町、ᮡ戸町、ᯇఅ町

ᇸ⋢県⛛∗ ⛛∗市、ᶓ瀬町、ⓙ野町、長™町、ᑠ鹿野町

༓ⴥ

༓ⴥ県北東部

㖯子市、ⱱ原市、東金市、᪫市、໳⍰市、㤶取市、山武市、大⥙ⓑ㔛市、

⚄崎町、多古町、東ᗉ町、九十九㔛町、Ⱚ山町、ᶓⰪග町、୍宮町、╬ἑ

町、長⏕村、ⓑ子町、長᯶町、長南町

༓ⴥ県北西部

༓ⴥ中ኸ区、༓ⴥⰼ見川区、༓ⴥ✄ẟ区、༓ⴥⱝⴥ区、༓ⴥ⥳区、༓ⴥ美

὾区、市川市、⯪ᶫ市、ᯇ戸市、野⏣市、ᡂ⏣市、༓ⴥ佐಴市、⩦志野

市、᯽市、市原市、ὶ山市、八༓௦市、ᡃᏞ子市、㙊ࢣ谷市、浦Ᏻ市、ᅄ

⾤道市、八⾤市、༳西市、ⓑ஭市、富㔛市、㓇ࠎ஭町、ᰤ町

༓ⴥ県南部
㤋山市、木᭦ὠ市、຾浦市、㬞川市、ྩὠ市、富ὠ市、⿇ࢣ浦市、南ᡣ⥲

市、いࡳࡍ市、大多喜町、ᚚ宿町、㗬南町

東京

東京都㸰㸱区

東京༓௦⏣区、東京中ኸ区、東京 区、東京᪂宿区、東京ᩥ京区、東京ྎ

東区、東京ቚ⏣区、東京江東区、東京ရ川区、東京┠㯮区、東京大⏣区、

東京ୡ⏣谷区、東京῰谷区、東京中野区、東京ᮡ୪区、東京豊島区、東京

北区、東京Ⲩ川区、東京ᯈᶫ区、東京⦎㤿区、東京㊊❧区、東京ⴱ㣭区、

東京江戸川区

東京都多摩東部

八⋤子市、❧川市、武ⶶ野市、三㮚市、東京ᗓ中市、᫛島市、ㄪ布市、町

⏣市、ᑠ金஭市、ᑠ平市、日野市、東村山市、国ศᑎ市、国❧市、⚟⏕

市、≻江市、東大和市、Ύ瀬市、東久␃米市、武ⶶ村山市、多摩市、✄城

市、⩚村市、西東京市、⍞✑町

東京都多摩西部 㟷ᱵ市、࠶きる野市、日の出町、ᷓ原村、ዟ多摩町

伊㇋ㅖ島

伊㇋大島 伊㇋大島町

᪂島 東京฼島村、᪂島村

⚄ὠ島 ⚄ὠ島村

三Ꮿ島 三Ꮿ村、ᚚⶶ島村

八୔島 八୔町、㟷ࣨ島村

ᑠ➟原 ᑠ➟原 ᑠ➟原村
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⚄ዉ川

⚄ዉ川県東部

ᶓ὾㭯見区、ᶓ὾⚄ዉ川区、ᶓ὾西区、ᶓ὾中区、ᶓ὾南区、ᶓ὾ಖᅵࢣ

谷区、ᶓ὾☾子区、ᶓ὾金ἑ区、ᶓ὾ 北区、ᶓ὾戸ሯ区、ᶓ὾ 南区、

ᶓ὾᪫区、ᶓ὾⥳区、ᶓ὾瀬谷区、ᶓ὾ᰤ区、ᶓ὾Ἠ区、ᶓ὾㟷ⴥ区、ᶓ

὾都⟃区、川崎川崎区、川崎ᖾ区、川崎中原区、川崎㧗ὠ区、川崎多摩

区、川崎宮๓区、川崎㯞⏕区、ᶓ㡲㈡市、平ሯ市、㙊಴市、⸨ἑ市、ⱴࣨ

崎市、㏸子市、三浦市、大和市、海⪁名市、座間市、⥤瀬市、ⴥ山町、ᐮ

川町、大☾町、஧宮町

⚄ዉ川県西部

┦ᶍ原⥳区、┦ᶍ原中ኸ区、┦ᶍ原南区、ᑠ⏣原市、⛙野市、ཌ木市、伊

ໃ原市、南㊊᯶市、中஭町、⚄ዉ川大஭町、ᯇ⏣町、山北町、㛤ᡂ町、⟽

根町、┿㭯町、村川Ύ、町川ឡ、町原Ἑ‮

᪂₲

᪂₲県ୖ㉺ 糸㨶川市、ጁ㧗市、ୖ㉺市

᪂₲県中㉺
長ᒸ市、三᮲市、᯽崎市、ᑠ༓谷市、ຍⱱ市、十日町市、見㝃市、㨶἟

市、南㨶἟市、⏣ୖ町、出㞼崎町、村⩚ส、町南ὠ、町ἑ‮

᪂₲県ୗ㉺

᪂₲北区、᪂₲東区、᪂₲中ኸ区、᪂₲江南区、᪂₲⛅ⴥ区、᪂₲南区、

᪂₲西区、᪂₲西ⵦ区、᪂発⏣市、村ୖ市、⇩市、஬Ἠ市、阿㈡野市、⫾

内市、⪷⡲町、ᘺᙪ村、阿㈡町、㛵川村、粟島浦村

᪂₲県佐渡 佐渡市

富山
富山県東部

富山市、㨶ὠ市、⁥川市、㯮部市、⯚ᶫ村、ୖ市町、❧山町、ධၿ町、富

山ᮅ日町

富山県西部 㧗ᒸ市、ị見市、◝Ἴ市、ᑠ▮部市、南◝市、ᑕ水市

石川

石川県⬟Ⓩ
୐ᑿ市、㍯島市、⌔Ὢ市、⩚࿳市、志㈡町、ᐆ㐩志水町、中⬟Ⓩ町、✰水

町、⬟Ⓩ町

石川県ຍ㈡
金ἑ市、ᑠᯇ市、ຍ㈡市、ࡃ࡯࠿市、ⓑ山市、⬟美市、野ࠎ市市、川北

町、ὠᖭ町、内ℿ町

⚟஭
⚟஭県ᕊ北

⚟஭市、大野市、຾山市、㪆江市、ࡽࢃ࠶市、㉺๓市、⚟஭ᆏ஭市、Ọ平

ᑎ町、⚟஭ụ⏣町、南㉺๓町、㉺๓町

⚟஭県ᕊ南 ᩔ㈡市、ᑠ὾市、⚟஭美὾町、㧗὾町、⚟஭おおい町、⚟஭ⱝ⊃町

山᲍

山᲍県東部・富ኈ

஬†

富ኈྜྷ⏣市、都␃市、大᭶市、ୖ野原市、道志村、西᱇町、ᚸ野村、山中

†村、㬆ἑ村、富ኈἙཱྀ†町、ᑠⳢ村、丹Ἴ山村

山᲍県中・西部

⏥ᗓ市、山᲍市、㡞崎市、南ࢫࣉࣝ࢔市、山᲍北ᮭ市、⏥ᩫ市、➜྿市、

⏥州市、中ኸ市、市川三郷町、᪩川町、㌟ᘏ町、山᲍南部町、富ኈ川町、

᫛和町

長野

長野県北部

長野市、㡲ᆏ市、中野市、大町市、㣤山市、༓᭤市、長野ụ⏣町、ᯇ川

村、ⓑ㤿村、ᑠ谷村、ᆏ城町、ᑠ布᪋町、長野㧗山村、山ࣀ内町、木島平

村、野ἑ Ἠ村、ಙ⃰町、ᑠ川村、㣤⥘町、ᰤ村

長野県中部

ᯇ本市、ୖ⏣市、ᒸ谷市、ㄶゼ市、ᑠㅖ市、ⱴ野市、ሷᑼ市、佐久市、東

ᚚ市、Ᏻ᭎野市、ᑠ海町、長野川ୖ村、長野南∾村、南┦木村、北┦木

村、佐久✑町、㍍஭ἑ町、ᚚ௦⏣町、❧⛉町、㟷木村、長和町、ୗㄶゼ

町、富ኈ見町、原村、㯞⦼村、⏕ᆏ村、山ᙧ村、ᮅ日村、⟃北村

長野県南部

㣤⏣市、伊那市、㥖ࣨ根市、㎮野町、⟪㍯町、㣤島町、南⟪㍯村、中川

村、宮⏣村、ᯇ川町、長野㧗᳃町、阿南町、阿ᬛ村、平谷村、根⩚村、ୗ

ᲄ村、኎木村、天龍村、Ὀ㜧村、ႛ木村、豊ୣ村、大鹿村、ୖᯇ町、南木

曽町、木♽村、⋤⁪村、大᱓村、木曽町

ᒱ㜧

ᒱ㜧県㣕㦌 㧗山市、㣕㦌市、ୗ࿅市、ⓑ川村

ᒱ㜧県美⃰東部
多἞見市、中ὠ川市、⍞ᾉ市、ᜨ那市、美⃰ຍⱱ市、ᅵᒱ市、ྍ児市、ᆏ

⚃町、富ຍ町、川㎶町、୐᐀町、八ⓒὠ町、ⓑ川町、東ⓑ川村、ᚚᔞ町

ᒱ㜧県美⃰中西部

ᒱ㜧市、大垣市、㛵市、美⃰市、⩚島市、ྛົ原市、ᒱ㜧山県市、⍞✑

市、本ᕢ市、郡ୖ市、海ὠ市、ᒱ南町、➟ᯇ町、㣴⪁町、垂஭町、㛵ࢣ原

町、⚄戸町、㍯之内町、Ᏻ八町、ᥬᩫ川町、大野町、ᒱ㜧ụ⏣町、北᪉町
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㟼ᒸ

㟼ᒸ県伊㇋
⇕海市、伊東市、ୗ⏣市、伊㇋市、伊㇋の国市、東伊㇋町、Ἑὠ町、南伊

㇋町、ᯇ崎町、西伊㇋町、ภ南町

㟼ᒸ県東部
἟ὠ市、三島市、富ኈ宮市、富ኈ市、ᚚẊሙ市、〈野市、㟼ᒸΎ水町、長

Ἠ町、ᑠ山町

㟼ᒸ県中部
㟼ᒸⵇ区、㟼ᒸ㥴Ἑ区、㟼ᒸΎ水区、島⏣市、↝ὠ市、⸨ᯞ市、∾之原

市、ྜྷ⏣町、川根本町

㟼ᒸ県西部
὾ᯇ中区、὾ᯇ東区、὾ᯇ西区、὾ᯇ南区、὾ᯇ北区、὾ᯇ὾北区、὾ᯇ

天❳区、☬⏣市、᥃川市、⿄஭市、†西市、ᚚ๓崎市、⳥川市、㟼ᒸ᳃町

ឡ知

ឡ知県東部 豊ᶫ市、豊川市、ⵦ郡市、᪂城市、⏣原市、タᴦ町、東ᰤ町、豊根村

ឡ知県西部

名古屋༓種区、名古屋東区、名古屋北区、名古屋西区、名古屋中村区、名

古屋中区、名古屋᫛和区、名古屋⍞✑区、名古屋⇕⏣区、名古屋中川区、

名古屋 区、名古屋南区、名古屋Ᏺ山区、名古屋⥳区、名古屋名東区、名

古屋天ⓑ区、ᒸ崎市、୍宮市、瀬戸市、༙⏣市、᫓日஭市、ឡ知ὠ島市、

☐南市、ส谷市、豊⏣市、Ᏻ城市、西ᑿ市、≟山市、ᖖ⁥市、ឡ知江南

市、ᑠ∾市、✄ἑ市、東海市、大ᗓ市、知多市、知❧市、ᑿᙇ᪫市、㧗὾

市、ᒾ಴市、豊᫂市、日㐍市、ឡ西市、Ύ㡲市、北名古屋市、ᘺ富市、ឡ

知ࡳよࡋ市、࠶ま市、長久手市、東郷町、豊山町、大ཱྀ町、ᢇ᱓町、大἞

町、⽣江町、㣕島村、阿久ẚ町、東浦町、南知多町、ឡ知美὾町、武豊

町、ᖾ⏣町

三重

三重県北部
ᅄ日市市、᱓名市、㕥鹿市、ட山市、い࡭࡞市、木曽ᓁ町、東ဨ町、⳺野

町、三重ᮅ日町、川㉺町

三重県中部 ὠ市、ᯇ㜰市、名ᙇ市、伊㈡市、多Ẽ町、三重᫂和町

三重県南部
伊ໃ市、ᑿ㮖市、㫽⩚市、⇃野市、志摩市、大ྎ町、⋢城町、度఍町、三

重大⣖町、南伊ໃ町、三重⣖北町、三重ᚚ὾町、⣖ᐆ町

⁠㈡

⁠㈡県北部 ᙪ根市、長὾市、㧗島市、米原市、ឡⲮ町、豊郷町、⏥良町、多㈡町

⁠㈡県南部
大ὠ市、㏆江八ᖭ市、ⲡὠ市、Ᏺ山市、ᰩ東市、⏥㈡市、野Ὢ市、†南

市、東㏆江市、⁠㈡日野町、❳⋤町

京都

京都ᗓ北部 ⚟知山市、⯙㭯市、⥤部市、宮ὠ市、京丹後市、伊根町、与ㅰ野町

京都ᗓ南部

京都北区、京都ୖ京区、京都ᕥ京区、京都中京区、京都東山区、京都ୗ京

区、京都南区、京都ྑ京区、京都అ見区、京都山⛉区、京都西京区、宇἞

市、டᒸ市、城㝧市、ྥ日市、長ᒸ京市、八ᖭ市、京⏣㎶市、南丹市、木

ὠ川市、大山崎町、久ᚚ山町、஭手町、宇἞⏣原町、➟置町、和᮰町、⢭

⳹町、南山城村、京丹Ἴ町

大㜰

大㜰ᗓ北部

大㜰都島区、大㜰⚟島区、大㜰Ṉⰼ区、大㜰西区、大㜰 区、大㜰大ṇ

区、大㜰天⋤ᑎ区、大㜰ᾉ㏿区、大㜰西ᾷ川区、大㜰東ᾷ川区、大㜰東ᡂ

区、大㜰⏕野区、大㜰᪫区、大㜰城東区、大㜰阿ಸ野区、大㜰ఫྜྷ区、大

㜰東ఫྜྷ区、大㜰西ᡂ区、大㜰ᾷ川区、大㜰㭯見区、大㜰ఫ之江区、大㜰

平野区、大㜰北区、大㜰中ኸ区、豊中市、ụ⏣市、྿⏣市、㧗ᵳ市、Ᏺཱྀ

市、ᯛ᪉市、Ⲉ木市、八ᑿ市、ᐷ屋川市、大東市、⟪㠃市、᯽原市、㛛┿

市、ᦤὠ市、東大㜰市、ᅄᲄ␝市、஺野市、島本町、豊⬟町、⬟ໃ町

大㜰ᗓ南部

大㜰ሜ市ሜ区、大㜰ሜ市中区、大㜰ሜ市東区、大㜰ሜ市西区、大㜰ሜ市南

区、大㜰ሜ市北区、大㜰ሜ市美原区、ᓊ和⏣市、Ἠ大ὠ市、㈅ሯ市、Ἠ佐

野市、富⏣ᯘ市、Ἑ内長野市、ᯇ原市、大㜰和Ἠ市、⩚᭥野市、㧗石市、

⸨஭ᑎ市、Ἠ南市、大㜰⊃山市、㜰南市、ᛅᒸ町、⇃取町、⏣ᑼ町、大㜰

ᓁ町、大㜰ኴ子町、Ἑ南町、༓᪩㉥㜰村

රᗜ

රᗜ県北部 豊ᒸ市、㣴∗市、ᮅ᮶市、රᗜ㤶美町、᪂ Ἠ町

රᗜ県南東部

⚄戸東ℿ区、⚄戸ℿ区、⚄戸රᗜ区、⚄戸長⏣区、⚄戸㡲☻区、⚄戸垂水

区、⚄戸北区、⚄戸中ኸ区、⚄戸西区、ᑽ崎市、᫂石市、西宮市、ⰱ屋

市、伊丹市、ຍ古川市、西⬥市、ᐆሯ市、三木市、㧗◁市、川西市、ᑠ野
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⚄ዉ川

⚄ዉ川県東部

ᶓ὾㭯見区、ᶓ὾⚄ዉ川区、ᶓ὾西区、ᶓ὾中区、ᶓ὾南区、ᶓ὾ಖᅵࢣ

谷区、ᶓ὾☾子区、ᶓ὾金ἑ区、ᶓ὾ 北区、ᶓ὾戸ሯ区、ᶓ὾ 南区、

ᶓ὾᪫区、ᶓ὾⥳区、ᶓ὾瀬谷区、ᶓ὾ᰤ区、ᶓ὾Ἠ区、ᶓ὾㟷ⴥ区、ᶓ

὾都⟃区、川崎川崎区、川崎ᖾ区、川崎中原区、川崎㧗ὠ区、川崎多摩

区、川崎宮๓区、川崎㯞⏕区、ᶓ㡲㈡市、平ሯ市、㙊಴市、⸨ἑ市、ⱴࣨ

崎市、㏸子市、三浦市、大和市、海⪁名市、座間市、⥤瀬市、ⴥ山町、ᐮ

川町、大☾町、஧宮町

⚄ዉ川県西部

┦ᶍ原⥳区、┦ᶍ原中ኸ区、┦ᶍ原南区、ᑠ⏣原市、⛙野市、ཌ木市、伊

ໃ原市、南㊊᯶市、中஭町、⚄ዉ川大஭町、ᯇ⏣町、山北町、㛤ᡂ町、⟽

根町、┿㭯町、村川Ύ、町川ឡ、町原Ἑ‮

᪂₲

᪂₲県ୖ㉺ 糸㨶川市、ጁ㧗市、ୖ㉺市

᪂₲県中㉺
長ᒸ市、三᮲市、᯽崎市、ᑠ༓谷市、ຍⱱ市、十日町市、見㝃市、㨶἟

市、南㨶἟市、⏣ୖ町、出㞼崎町、村⩚ส、町南ὠ、町ἑ‮

᪂₲県ୗ㉺

᪂₲北区、᪂₲東区、᪂₲中ኸ区、᪂₲江南区、᪂₲⛅ⴥ区、᪂₲南区、

᪂₲西区、᪂₲西ⵦ区、᪂発⏣市、村ୖ市、⇩市、஬Ἠ市、阿㈡野市、⫾

内市、⪷⡲町、ᘺᙪ村、阿㈡町、㛵川村、粟島浦村

᪂₲県佐渡 佐渡市

富山
富山県東部

富山市、㨶ὠ市、⁥川市、㯮部市、⯚ᶫ村、ୖ市町、❧山町、ධၿ町、富

山ᮅ日町

富山県西部 㧗ᒸ市、ị見市、◝Ἴ市、ᑠ▮部市、南◝市、ᑕ水市

石川

石川県⬟Ⓩ
୐ᑿ市、㍯島市、⌔Ὢ市、⩚࿳市、志㈡町、ᐆ㐩志水町、中⬟Ⓩ町、✰水

町、⬟Ⓩ町

石川県ຍ㈡
金ἑ市、ᑠᯇ市、ຍ㈡市、ࡃ࡯࠿市、ⓑ山市、⬟美市、野ࠎ市市、川北

町、ὠᖭ町、内ℿ町

⚟஭
⚟஭県ᕊ北

⚟஭市、大野市、຾山市、㪆江市、ࡽࢃ࠶市、㉺๓市、⚟஭ᆏ஭市、Ọ平

ᑎ町、⚟஭ụ⏣町、南㉺๓町、㉺๓町

⚟஭県ᕊ南 ᩔ㈡市、ᑠ὾市、⚟஭美὾町、㧗὾町、⚟஭おおい町、⚟஭ⱝ⊃町

山᲍

山᲍県東部・富ኈ

஬†

富ኈྜྷ⏣市、都␃市、大᭶市、ୖ野原市、道志村、西᱇町、ᚸ野村、山中

†村、㬆ἑ村、富ኈἙཱྀ†町、ᑠⳢ村、丹Ἴ山村

山᲍県中・西部

⏥ᗓ市、山᲍市、㡞崎市、南ࢫࣉࣝ࢔市、山᲍北ᮭ市、⏥ᩫ市、➜྿市、

⏥州市、中ኸ市、市川三郷町、᪩川町、㌟ᘏ町、山᲍南部町、富ኈ川町、

᫛和町

長野

長野県北部

長野市、㡲ᆏ市、中野市、大町市、㣤山市、༓᭤市、長野ụ⏣町、ᯇ川

村、ⓑ㤿村、ᑠ谷村、ᆏ城町、ᑠ布᪋町、長野㧗山村、山ࣀ内町、木島平

村、野ἑ Ἠ村、ಙ⃰町、ᑠ川村、㣤⥘町、ᰤ村

長野県中部

ᯇ本市、ୖ⏣市、ᒸ谷市、ㄶゼ市、ᑠㅖ市、ⱴ野市、ሷᑼ市、佐久市、東

ᚚ市、Ᏻ᭎野市、ᑠ海町、長野川ୖ村、長野南∾村、南┦木村、北┦木

村、佐久✑町、㍍஭ἑ町、ᚚ௦⏣町、❧⛉町、㟷木村、長和町、ୗㄶゼ

町、富ኈ見町、原村、㯞⦼村、⏕ᆏ村、山ᙧ村、ᮅ日村、⟃北村

長野県南部

㣤⏣市、伊那市、㥖ࣨ根市、㎮野町、⟪㍯町、㣤島町、南⟪㍯村、中川

村、宮⏣村、ᯇ川町、長野㧗᳃町、阿南町、阿ᬛ村、平谷村、根⩚村、ୗ

ᲄ村、኎木村、天龍村、Ὀ㜧村、ႛ木村、豊ୣ村、大鹿村、ୖᯇ町、南木

曽町、木♽村、⋤⁪村、大᱓村、木曽町

ᒱ㜧

ᒱ㜧県㣕㦌 㧗山市、㣕㦌市、ୗ࿅市、ⓑ川村

ᒱ㜧県美⃰東部
多἞見市、中ὠ川市、⍞ᾉ市、ᜨ那市、美⃰ຍⱱ市、ᅵᒱ市、ྍ児市、ᆏ

⚃町、富ຍ町、川㎶町、୐᐀町、八ⓒὠ町、ⓑ川町、東ⓑ川村、ᚚᔞ町

ᒱ㜧県美⃰中西部

ᒱ㜧市、大垣市、㛵市、美⃰市、⩚島市、ྛົ原市、ᒱ㜧山県市、⍞✑

市、本ᕢ市、郡ୖ市、海ὠ市、ᒱ南町、➟ᯇ町、㣴⪁町、垂஭町、㛵ࢣ原

町、⚄戸町、㍯之内町、Ᏻ八町、ᥬᩫ川町、大野町、ᒱ㜧ụ⏣町、北᪉町
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㟼ᒸ

㟼ᒸ県伊㇋
⇕海市、伊東市、ୗ⏣市、伊㇋市、伊㇋の国市、東伊㇋町、Ἑὠ町、南伊

㇋町、ᯇ崎町、西伊㇋町、ภ南町

㟼ᒸ県東部
἟ὠ市、三島市、富ኈ宮市、富ኈ市、ᚚẊሙ市、〈野市、㟼ᒸΎ水町、長

Ἠ町、ᑠ山町

㟼ᒸ県中部
㟼ᒸⵇ区、㟼ᒸ㥴Ἑ区、㟼ᒸΎ水区、島⏣市、↝ὠ市、⸨ᯞ市、∾之原

市、ྜྷ⏣町、川根本町

㟼ᒸ県西部
὾ᯇ中区、὾ᯇ東区、὾ᯇ西区、὾ᯇ南区、὾ᯇ北区、὾ᯇ὾北区、὾ᯇ

天❳区、☬⏣市、᥃川市、⿄஭市、†西市、ᚚ๓崎市、⳥川市、㟼ᒸ᳃町

ឡ知

ឡ知県東部 豊ᶫ市、豊川市、ⵦ郡市、᪂城市、⏣原市、タᴦ町、東ᰤ町、豊根村

ឡ知県西部

名古屋༓種区、名古屋東区、名古屋北区、名古屋西区、名古屋中村区、名

古屋中区、名古屋᫛和区、名古屋⍞✑区、名古屋⇕⏣区、名古屋中川区、

名古屋 区、名古屋南区、名古屋Ᏺ山区、名古屋⥳区、名古屋名東区、名

古屋天ⓑ区、ᒸ崎市、୍宮市、瀬戸市、༙⏣市、᫓日஭市、ឡ知ὠ島市、

☐南市、ส谷市、豊⏣市、Ᏻ城市、西ᑿ市、≟山市、ᖖ⁥市、ឡ知江南

市、ᑠ∾市、✄ἑ市、東海市、大ᗓ市、知多市、知❧市、ᑿᙇ᪫市、㧗὾

市、ᒾ಴市、豊᫂市、日㐍市、ឡ西市、Ύ㡲市、北名古屋市、ᘺ富市、ឡ

知ࡳよࡋ市、࠶ま市、長久手市、東郷町、豊山町、大ཱྀ町、ᢇ᱓町、大἞

町、⽣江町、㣕島村、阿久ẚ町、東浦町、南知多町、ឡ知美὾町、武豊

町、ᖾ⏣町

三重

三重県北部
ᅄ日市市、᱓名市、㕥鹿市、ட山市、い࡭࡞市、木曽ᓁ町、東ဨ町、⳺野

町、三重ᮅ日町、川㉺町

三重県中部 ὠ市、ᯇ㜰市、名ᙇ市、伊㈡市、多Ẽ町、三重᫂和町

三重県南部
伊ໃ市、ᑿ㮖市、㫽⩚市、⇃野市、志摩市、大ྎ町、⋢城町、度఍町、三

重大⣖町、南伊ໃ町、三重⣖北町、三重ᚚ὾町、⣖ᐆ町

⁠㈡

⁠㈡県北部 ᙪ根市、長὾市、㧗島市、米原市、ឡⲮ町、豊郷町、⏥良町、多㈡町

⁠㈡県南部
大ὠ市、㏆江八ᖭ市、ⲡὠ市、Ᏺ山市、ᰩ東市、⏥㈡市、野Ὢ市、†南

市、東㏆江市、⁠㈡日野町、❳⋤町

京都

京都ᗓ北部 ⚟知山市、⯙㭯市、⥤部市、宮ὠ市、京丹後市、伊根町、与ㅰ野町

京都ᗓ南部

京都北区、京都ୖ京区、京都ᕥ京区、京都中京区、京都東山区、京都ୗ京

区、京都南区、京都ྑ京区、京都అ見区、京都山⛉区、京都西京区、宇἞

市、டᒸ市、城㝧市、ྥ日市、長ᒸ京市、八ᖭ市、京⏣㎶市、南丹市、木

ὠ川市、大山崎町、久ᚚ山町、஭手町、宇἞⏣原町、➟置町、和᮰町、⢭

⳹町、南山城村、京丹Ἴ町

大㜰

大㜰ᗓ北部

大㜰都島区、大㜰⚟島区、大㜰Ṉⰼ区、大㜰西区、大㜰 区、大㜰大ṇ

区、大㜰天⋤ᑎ区、大㜰ᾉ㏿区、大㜰西ᾷ川区、大㜰東ᾷ川区、大㜰東ᡂ

区、大㜰⏕野区、大㜰᪫区、大㜰城東区、大㜰阿ಸ野区、大㜰ఫྜྷ区、大

㜰東ఫྜྷ区、大㜰西ᡂ区、大㜰ᾷ川区、大㜰㭯見区、大㜰ఫ之江区、大㜰

平野区、大㜰北区、大㜰中ኸ区、豊中市、ụ⏣市、྿⏣市、㧗ᵳ市、Ᏺཱྀ

市、ᯛ᪉市、Ⲉ木市、八ᑿ市、ᐷ屋川市、大東市、⟪㠃市、᯽原市、㛛┿

市、ᦤὠ市、東大㜰市、ᅄᲄ␝市、஺野市、島本町、豊⬟町、⬟ໃ町

大㜰ᗓ南部

大㜰ሜ市ሜ区、大㜰ሜ市中区、大㜰ሜ市東区、大㜰ሜ市西区、大㜰ሜ市南

区、大㜰ሜ市北区、大㜰ሜ市美原区、ᓊ和⏣市、Ἠ大ὠ市、㈅ሯ市、Ἠ佐

野市、富⏣ᯘ市、Ἑ内長野市、ᯇ原市、大㜰和Ἠ市、⩚᭥野市、㧗石市、

⸨஭ᑎ市、Ἠ南市、大㜰⊃山市、㜰南市、ᛅᒸ町、⇃取町、⏣ᑼ町、大㜰

ᓁ町、大㜰ኴ子町、Ἑ南町、༓᪩㉥㜰村

රᗜ

රᗜ県北部 豊ᒸ市、㣴∗市、ᮅ᮶市、රᗜ㤶美町、᪂ Ἠ町

රᗜ県南東部

⚄戸東ℿ区、⚄戸ℿ区、⚄戸රᗜ区、⚄戸長⏣区、⚄戸㡲☻区、⚄戸垂水

区、⚄戸北区、⚄戸中ኸ区、⚄戸西区、ᑽ崎市、᫂石市、西宮市、ⰱ屋

市、伊丹市、ຍ古川市、西⬥市、ᐆሯ市、三木市、㧗◁市、川西市、ᑠ野
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市、三⏣市、ຍ西市、丹Ἴ⠛山市、丹Ἴ市、ຍ東市、⊦名川町、多ྍ町、

රᗜ✄美町、᧛☻町

රᗜ県南西部
ጲ㊰市、┦⏕市、㉥✑市、᏷粟市、ࡓつの市、市川町、⚟崎町、රᗜ⚄Ἑ

町、රᗜኴ子町、ୖ郡町、佐用町

රᗜ県ῐ㊰島 Ὢ本市、南ࡌࢃ࠶市、ῐ㊰市

ዉ良 ዉ良県

ዉ良市、大和㧗⏣市、大和郡山市、天⌮市、᷃原市、ᱜ஭市、஬ᲄ市、ᚚ

ᡤ市、⏕㥖市、㤶Ⱚ市、ⴱ城市、宇㝀市、山添村、平群町、三郷町、ᩬ㬀

町、Ᏻሚ町、ዉ良川西町、三Ꮿ町、⏣原本町、曽∞村、ᚚ᮫村、㧗取町、

᫂日㤶村、ୖ∾町、⋤ᑎ町、ᗈ㝠町、Ἑྜ町、ྜྷ野町、大ᾷ町、ୗ市町、

㯮⁪村、天川村、野㏕川村、十ὠ川村、ୗ北山村、ୖ北山村、ዉ良川ୖ

村、東ྜྷ野村

和ḷ山

和ḷ山県北部

和ḷ山市、海南市、ᶫ本市、᭷⏣市、ᚚᆓ市、⣖の川市、ᒾ出市、⣖美野

町、࠿つࡂࡽ町、九度山町、㧗野町、、町川⏣᭷、町川ᗈ山ḷ和、町ὸ‮

和ḷ山美὾町、和ḷ山日㧗町、⏤良町、和ḷ山༳南町、࡭࡞ࡳ町、日㧗川

町

和ḷ山県南部
⏣㎶市、᪂宮市、ⓑ὾町、ୖ富⏣町、ࡍさࡳ町、那ᬛ຾浦町、ኴᆅ町、古

座川町、北山村、串本町

㫽取

㫽取県東部 㫽取市、ᒾ美町、㫽取ⱝᱜ町、ᬛ頭町、八頭町

㫽取県中部 ಴ྜྷ市、三ᮅ町、町ᰤ北、町浦⍆、町὾᲍‮

㫽取県西部
米子市、ቃ 市、日ྜྷὠ村、大山町、㫽取南部町、఑⪆町、日南町、㫽取

日野町、江ᗓ町

島根

島根県東部 ᯇ江市、出㞼市、Ᏻ᮶市、㞼南市、ዟ出㞼町、㣤南町

島根県西部
὾⏣市、┈⏣市、大⏣市、江ὠ市、川本町、島根美郷町、㑚南町、ὠ和野

町、ྜྷ㈡町

島根県㞃ᒱ 海ኈ町、西ࣀ島町、知ኵ村、㞃ᒱの島町

ᒸ山

ᒸ山県北部
ὠ山市、᪂見市、┿ᗞ市、美స市、᪂ᗉ村、㙾野町、຾ኸ町、ዉ⩏町、西

粟಴村、久米南町、ᒸ山美ဏ町

ᒸ山県南部

ᒸ山北区、ᒸ山中区、ᒸ山東区、ᒸ山南区、಴敷市、⋢野市、➟ᒸ市、஭

原市、⥲♫市、㧗ᱱ市、ഛ๓市、瀬戸内市、㉥☬市、ὸཱྀ市、和Ẽ町、᪩

島町、㔛ᗉ町、▮᥃町、ྜྷഛ中ኸ町

ᗈ島

ᗈ島県北部 ᗈ島三ḟ市、ᗉ原市、Ᏻⱁ㧗⏣市、Ᏻⱁኴ⏣町、北ᗈ島町

ᗈ島県南東部 三原市、ᑿ道市、⚟山市、ᗈ島ᗓ中市、ୡ⨶町、⚄石㧗原町

ᗈ島県南西部

ᗈ島中区、ᗈ島東区、ᗈ島南区、ᗈ島西区、ᗈ島Ᏻ佐南区、ᗈ島Ᏻ佐北

区、ᗈ島Ᏻⱁ区、ᗈ島佐఑区、࿋市、竹原市、大竹市、東ᗈ島市、ᘘ日市

市、江⏣島市、ᗓ中町、海⏣町、⇃野町、ᆏ町、大崎ୖ島町

山ཱྀ

山ཱྀ県北部 ⴗ市、長㛛市、美⚇市、阿武町

山ཱྀ県東部 ᒾ国市、ග市、ᰗ஭市、࿘㜵大島町、和木町、ୖ㛵町、⏣布᪋町、平⏕町

山ཱྀ県中部 山ཱྀ市、㜵ᗓ市、ୗᯇ市、࿘南市

山ཱྀ県西部 ୗ㛵市、宇部市、山㝧ᑠ野⏣市

徳島
徳島県北部

徳島市、㬆㛛市、ᑠᯇ島市、ྜྷ野川市、阿Ἴ市、美㤿市、徳島三ዲ市、佐

那Ἑ内村、石஭町、⚄山町、ᯇⱱ町、北島町、⸛ఫ町、ᯈ野町、ୖᯈ町、

つるࡂ町、東ࡳよࡋ町

徳島県南部 阿南市、຾浦町、ୖ຾町、那㈡町、∹ᒱ町、美Ἴ町、海㝧町

㤶川

㤶川県東部 㧗ᯇ市、さࡠき市、東ࢃࡀ࠿市、ᅵᗉ町、ᑠ㇋島町、三木町、┤島町

㤶川県西部
୸ட市、ᆏ出市、ၿ㏻ᑎ市、ほ㡢ᑎ市、三豊市、宇多ὠ町、⥤川町、⍆平

町、多度ὠ町、まࢇのう町

ឡ፾
ឡ፾県東ண 今἞市、᪂ᒃ὾市、西᮲市、ᅄ国中ኸ市、ୖ島町

ឡ፾県中ண ᯇ山市、伊ண市、東 市、久୓㧗原町、ឡ፾ᯇ๓町、◒部町
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ឡ፾県南ண
宇和島市、八ᖭ὾市、大Ὢ市、西ண市、内子町、伊᪉町、ᯇ野町、ឡ፾㨣

北町、ឡ南町

㧗知

㧗知県東部
ᐊ戸市、Ᏻⱁ市、東ὒ町、ዉ༙฼町、⏣野町、Ᏻ⏣町、北川村、㤿㊰村、

ⱁ西村

㧗知県中部
㧗知市、南国市、ᅵ佐市、㡲崎市、㧗知㤶南市、㤶美市、本山町、大豊

町、ᅵ佐町、大川村、いの町、仁ᾷ川町、佐川町、㉺知町、日㧗村

㧗知県西部
宿ẟ市、ᅵ佐Ύ水市、ᅄ୓十市、中ᅵ佐町、Პ原町、㧗知ὠ野町、ᅄ୓十

町、大᭶町、三原村、㯮₻町

⚟ᒸ

⚟ᒸ県⚟ᒸ

⚟ᒸ東区、⚟ᒸ༤多区、⚟ᒸ中ኸ区、⚟ᒸ南区、⚟ᒸ西区、⚟ᒸ城南区、

⚟ᒸ᪩良区、⟃⣸野市、᫓日市、大野城市、᐀ീ市、ኴᐓᗓ市、⚟ᒸ古㈡

市、⚟ὠ市、糸島市、那⌃川市、宇美町、⠛ᰩ町、志ච町、㡲ᜨ町、᪂宮

町、久山町、⢑屋町

⚟ᒸ県北九州

北九州㛛ྖ区、北九州ⱝᯇ区、北九州戸⏿区、北九州ᑠ಴北区、北九州ᑠ

಴南区、北九州八ᖭ東区、北九州八ᖭ西区、⾜ᶫ市、豊๓市、中間市、ⰱ

屋町、水ᕳ町、ᒸ垣町、㐲㈡町、ⱉ⏣町、ࡇࡸࡳ町、ྜྷ富町、ୖẟ町、⠏

ୖ町

⚟ᒸ県⟃豊
┤᪉市、㣤ሯ市、⏣川市、宮ⱝ市、嘉㯞市、ᑠ竹町、㠡手町、᱇川町、㤶

᫓町、添⏣町、糸⏣町、⚟ᒸ川崎町、大௵町、㉥村、⚟ᬛ町

⚟ᒸ県⟃後
大∹⏣市、久␃米市、ᰗ川市、八ዪ市、⟃後市、大川市、ᑠ郡市、うきは

市、ᮅ಴市、ࡸࡳま市、⟃๓町、東ᓠ村、大ยὙ町、大木町、⚟ᒸᗈ川町

佐㈡

佐㈡県北部 ၈ὠ市、伊୓㔛市、⋞海町、᭷⏣町

佐㈡県南部

佐㈡市、㫽ᰨ市、多久市、武㞝市、佐㈡鹿島市、ᑠ城市、Ꮀ野市、⚄ᇸ

市、ྜྷ野ࣨ㔛町、ᇶ山町、ୖᓠ町、ࡸࡳき町、大町町、江北町、ⓑ石町、

ኴ良町

長崎

長崎県北部 佐ୡಖ市、平戸市、ᯇ浦市、東ᙼᯂ町、川Ჴ町、Ἴ佐見町、佐ࠎ町

長崎県南西部 長崎市、ㅋ᪩市、大村市、西海市、長与町、᫬ὠ町

長崎県島原༙島 島原市、㞼仙市、南島原市

長崎県ᑐ㤿 長崎ᑐ㤿市

長崎県ኍᒱ ኍᒱ市

長崎県஬島 佐ୡಖ市宇久島、஬島市、ᑠ್㈡町、᪂ୖ஬島町

⇃本

⇃本県阿⸽ 阿⸽市、南ᑠ国町、⇃本ᑠ国町、⏘山村、⇃本㧗᳃町、南阿⸽村

⇃本県⇃本

⇃本中ኸ区、⇃本東区、⇃本西区、⇃本南区、⇃本北区、八௦市、Ⲩᑿ

市、⋢名市、山鹿市、⳥ụ市、宇ᅵ市、宇城市、ྜ志市、⇃本美㔛町、⋢

東町、南㛵町、長Ὢ町、和水町、大ὠ町、⳥㝧町、西原村、ᚚ⯪町、嘉島

町、┈城町、⏥佐町、山都町、ị川町

⇃本県⌫☻
ேྜྷ市、錦町、多良木町、⌫、村江山、村木஬、村良┦、村ୖ水、町๓‮

☻村、࠶さࡾࡂ町

⇃本県天ⲡ・ⰱ北 水ಛ市、ୖ天ⲡ市、天ⲡ市、ⰱ北町、ὠዉ木町、ⱎ北町

大ศ

大ศ県北部 中ὠ市、豊後㧗⏣市、宇佐市、国東市、ጲ島村

大ศ県中部 大ศ市、ูᗓ市、⮻ᯂ市、ὠ久見市、ᯂ⠏市、⏤布市、日出町

大ศ県南部 佐఑市、豊後大野市

大ศ県西部 日⏣市、竹⏣市、九重町、⋪⌔町

宮崎

宮崎県北部平野部
ᘏᒸ市、日ྥ市、西都市、㧗㘠町、᪂富町、木城町、川南町、宮崎都㎰

町、㛛川町

宮崎県北部山ἢい 西米良村、ㅖሯ村、᳝ⴥ村、宮崎美郷町、㧗༓✑町、日之ᙳ町、஬ࣨ瀬町

宮崎県南部平野部 宮崎市、日南市、串間市、国富町、⥤町

宮崎県南部山ἢい 都城市、ᑠᯘ市、࠼びの市、三⫤町、㧗原町
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市、三⏣市、ຍ西市、丹Ἴ⠛山市、丹Ἴ市、ຍ東市、⊦名川町、多ྍ町、

රᗜ✄美町、᧛☻町

රᗜ県南西部
ጲ㊰市、┦⏕市、㉥✑市、᏷粟市、ࡓつの市、市川町、⚟崎町、රᗜ⚄Ἑ

町、රᗜኴ子町、ୖ郡町、佐用町

රᗜ県ῐ㊰島 Ὢ本市、南ࡌࢃ࠶市、ῐ㊰市

ዉ良 ዉ良県

ዉ良市、大和㧗⏣市、大和郡山市、天⌮市、᷃原市、ᱜ஭市、஬ᲄ市、ᚚ

ᡤ市、⏕㥖市、㤶Ⱚ市、ⴱ城市、宇㝀市、山添村、平群町、三郷町、ᩬ㬀

町、Ᏻሚ町、ዉ良川西町、三Ꮿ町、⏣原本町、曽∞村、ᚚ᮫村、㧗取町、

᫂日㤶村、ୖ∾町、⋤ᑎ町、ᗈ㝠町、Ἑྜ町、ྜྷ野町、大ᾷ町、ୗ市町、

㯮⁪村、天川村、野㏕川村、十ὠ川村、ୗ北山村、ୖ北山村、ዉ良川ୖ

村、東ྜྷ野村

和ḷ山

和ḷ山県北部

和ḷ山市、海南市、ᶫ本市、᭷⏣市、ᚚᆓ市、⣖の川市、ᒾ出市、⣖美野

町、࠿つࡂࡽ町、九度山町、㧗野町、、町川⏣᭷、町川ᗈ山ḷ和、町ὸ‮

和ḷ山美὾町、和ḷ山日㧗町、⏤良町、和ḷ山༳南町、࡭࡞ࡳ町、日㧗川

町

和ḷ山県南部
⏣㎶市、᪂宮市、ⓑ὾町、ୖ富⏣町、ࡍさࡳ町、那ᬛ຾浦町、ኴᆅ町、古

座川町、北山村、串本町

㫽取

㫽取県東部 㫽取市、ᒾ美町、㫽取ⱝᱜ町、ᬛ頭町、八頭町

㫽取県中部 ಴ྜྷ市、三ᮅ町、町ᰤ北、町浦⍆、町὾᲍‮

㫽取県西部
米子市、ቃ 市、日ྜྷὠ村、大山町、㫽取南部町、఑⪆町、日南町、㫽取

日野町、江ᗓ町

島根

島根県東部 ᯇ江市、出㞼市、Ᏻ᮶市、㞼南市、ዟ出㞼町、㣤南町

島根県西部
὾⏣市、┈⏣市、大⏣市、江ὠ市、川本町、島根美郷町、㑚南町、ὠ和野

町、ྜྷ㈡町

島根県㞃ᒱ 海ኈ町、西ࣀ島町、知ኵ村、㞃ᒱの島町

ᒸ山

ᒸ山県北部
ὠ山市、᪂見市、┿ᗞ市、美స市、᪂ᗉ村、㙾野町、຾ኸ町、ዉ⩏町、西

粟಴村、久米南町、ᒸ山美ဏ町

ᒸ山県南部

ᒸ山北区、ᒸ山中区、ᒸ山東区、ᒸ山南区、಴敷市、⋢野市、➟ᒸ市、஭

原市、⥲♫市、㧗ᱱ市、ഛ๓市、瀬戸内市、㉥☬市、ὸཱྀ市、和Ẽ町、᪩

島町、㔛ᗉ町、▮᥃町、ྜྷഛ中ኸ町

ᗈ島

ᗈ島県北部 ᗈ島三ḟ市、ᗉ原市、Ᏻⱁ㧗⏣市、Ᏻⱁኴ⏣町、北ᗈ島町

ᗈ島県南東部 三原市、ᑿ道市、⚟山市、ᗈ島ᗓ中市、ୡ⨶町、⚄石㧗原町

ᗈ島県南西部

ᗈ島中区、ᗈ島東区、ᗈ島南区、ᗈ島西区、ᗈ島Ᏻ佐南区、ᗈ島Ᏻ佐北

区、ᗈ島Ᏻⱁ区、ᗈ島佐఑区、࿋市、竹原市、大竹市、東ᗈ島市、ᘘ日市

市、江⏣島市、ᗓ中町、海⏣町、⇃野町、ᆏ町、大崎ୖ島町

山ཱྀ

山ཱྀ県北部 ⴗ市、長㛛市、美⚇市、阿武町

山ཱྀ県東部 ᒾ国市、ග市、ᰗ஭市、࿘㜵大島町、和木町、ୖ㛵町、⏣布᪋町、平⏕町

山ཱྀ県中部 山ཱྀ市、㜵ᗓ市、ୗᯇ市、࿘南市

山ཱྀ県西部 ୗ㛵市、宇部市、山㝧ᑠ野⏣市

徳島
徳島県北部

徳島市、㬆㛛市、ᑠᯇ島市、ྜྷ野川市、阿Ἴ市、美㤿市、徳島三ዲ市、佐

那Ἑ内村、石஭町、⚄山町、ᯇⱱ町、北島町、⸛ఫ町、ᯈ野町、ୖᯈ町、

つるࡂ町、東ࡳよࡋ町

徳島県南部 阿南市、຾浦町、ୖ຾町、那㈡町、∹ᒱ町、美Ἴ町、海㝧町

㤶川

㤶川県東部 㧗ᯇ市、さࡠき市、東ࢃࡀ࠿市、ᅵᗉ町、ᑠ㇋島町、三木町、┤島町

㤶川県西部
୸ட市、ᆏ出市、ၿ㏻ᑎ市、ほ㡢ᑎ市、三豊市、宇多ὠ町、⥤川町、⍆平

町、多度ὠ町、まࢇのう町

ឡ፾
ឡ፾県東ண 今἞市、᪂ᒃ὾市、西᮲市、ᅄ国中ኸ市、ୖ島町

ឡ፾県中ண ᯇ山市、伊ண市、東 市、久୓㧗原町、ឡ፾ᯇ๓町、◒部町

緊急地震速報
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緊急地震速報や震
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震源・震度情報で用いる市町村名

ឡ፾県南ண
宇和島市、八ᖭ὾市、大Ὢ市、西ண市、内子町、伊᪉町、ᯇ野町、ឡ፾㨣

北町、ឡ南町

㧗知

㧗知県東部
ᐊ戸市、Ᏻⱁ市、東ὒ町、ዉ༙฼町、⏣野町、Ᏻ⏣町、北川村、㤿㊰村、

ⱁ西村

㧗知県中部
㧗知市、南国市、ᅵ佐市、㡲崎市、㧗知㤶南市、㤶美市、本山町、大豊

町、ᅵ佐町、大川村、いの町、仁ᾷ川町、佐川町、㉺知町、日㧗村

㧗知県西部
宿ẟ市、ᅵ佐Ύ水市、ᅄ୓十市、中ᅵ佐町、Პ原町、㧗知ὠ野町、ᅄ୓十

町、大᭶町、三原村、㯮₻町

⚟ᒸ

⚟ᒸ県⚟ᒸ

⚟ᒸ東区、⚟ᒸ༤多区、⚟ᒸ中ኸ区、⚟ᒸ南区、⚟ᒸ西区、⚟ᒸ城南区、

⚟ᒸ᪩良区、⟃⣸野市、᫓日市、大野城市、᐀ീ市、ኴᐓᗓ市、⚟ᒸ古㈡

市、⚟ὠ市、糸島市、那⌃川市、宇美町、⠛ᰩ町、志ච町、㡲ᜨ町、᪂宮

町、久山町、⢑屋町

⚟ᒸ県北九州

北九州㛛ྖ区、北九州ⱝᯇ区、北九州戸⏿区、北九州ᑠ಴北区、北九州ᑠ

಴南区、北九州八ᖭ東区、北九州八ᖭ西区、⾜ᶫ市、豊๓市、中間市、ⰱ

屋町、水ᕳ町、ᒸ垣町、㐲㈡町、ⱉ⏣町、ࡇࡸࡳ町、ྜྷ富町、ୖẟ町、⠏

ୖ町

⚟ᒸ県⟃豊
┤᪉市、㣤ሯ市、⏣川市、宮ⱝ市、嘉㯞市、ᑠ竹町、㠡手町、᱇川町、㤶

᫓町、添⏣町、糸⏣町、⚟ᒸ川崎町、大௵町、㉥村、⚟ᬛ町

⚟ᒸ県⟃後
大∹⏣市、久␃米市、ᰗ川市、八ዪ市、⟃後市、大川市、ᑠ郡市、うきは

市、ᮅ಴市、ࡸࡳま市、⟃๓町、東ᓠ村、大ยὙ町、大木町、⚟ᒸᗈ川町

佐㈡

佐㈡県北部 ၈ὠ市、伊୓㔛市、⋞海町、᭷⏣町

佐㈡県南部

佐㈡市、㫽ᰨ市、多久市、武㞝市、佐㈡鹿島市、ᑠ城市、Ꮀ野市、⚄ᇸ

市、ྜྷ野ࣨ㔛町、ᇶ山町、ୖᓠ町、ࡸࡳき町、大町町、江北町、ⓑ石町、

ኴ良町

長崎

長崎県北部 佐ୡಖ市、平戸市、ᯇ浦市、東ᙼᯂ町、川Ჴ町、Ἴ佐見町、佐ࠎ町

長崎県南西部 長崎市、ㅋ᪩市、大村市、西海市、長与町、᫬ὠ町

長崎県島原༙島 島原市、㞼仙市、南島原市

長崎県ᑐ㤿 長崎ᑐ㤿市

長崎県ኍᒱ ኍᒱ市

長崎県஬島 佐ୡಖ市宇久島、஬島市、ᑠ್㈡町、᪂ୖ஬島町

⇃本

⇃本県阿⸽ 阿⸽市、南ᑠ国町、⇃本ᑠ国町、⏘山村、⇃本㧗᳃町、南阿⸽村

⇃本県⇃本

⇃本中ኸ区、⇃本東区、⇃本西区、⇃本南区、⇃本北区、八௦市、Ⲩᑿ

市、⋢名市、山鹿市、⳥ụ市、宇ᅵ市、宇城市、ྜ志市、⇃本美㔛町、⋢

東町、南㛵町、長Ὢ町、和水町、大ὠ町、⳥㝧町、西原村、ᚚ⯪町、嘉島

町、┈城町、⏥佐町、山都町、ị川町

⇃本県⌫☻
ேྜྷ市、錦町、多良木町、⌫、村江山、村木஬、村良┦、村ୖ水、町๓‮

☻村、࠶さࡾࡂ町

⇃本県天ⲡ・ⰱ北 水ಛ市、ୖ天ⲡ市、天ⲡ市、ⰱ北町、ὠዉ木町、ⱎ北町

大ศ

大ศ県北部 中ὠ市、豊後㧗⏣市、宇佐市、国東市、ጲ島村

大ศ県中部 大ศ市、ูᗓ市、⮻ᯂ市、ὠ久見市、ᯂ⠏市、⏤布市、日出町

大ศ県南部 佐఑市、豊後大野市

大ศ県西部 日⏣市、竹⏣市、九重町、⋪⌔町

宮崎

宮崎県北部平野部
ᘏᒸ市、日ྥ市、西都市、㧗㘠町、᪂富町、木城町、川南町、宮崎都㎰

町、㛛川町

宮崎県北部山ἢい 西米良村、ㅖሯ村、᳝ⴥ村、宮崎美郷町、㧗༓✑町、日之ᙳ町、஬ࣨ瀬町

宮崎県南部平野部 宮崎市、日南市、串間市、国富町、⥤町

宮崎県南部山ἢい 都城市、ᑠᯘ市、࠼びの市、三⫤町、㧗原町
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鹿児島

鹿児島県薩摩

鹿児島市、枕崎市、阿久根市、鹿児島出水市、指宿市、薩摩川内市、日置

市、霧島市、いちき串木野市、南さつま市、南九州市、伊佐市、姶良市、

さつま町、長島町、湧水町

鹿児島県大隅
鹿屋市、垂水市、曽於市、志布志市、大崎町、東串良町、錦江町、南大隅

町、肝付町

鹿児島県十島村 鹿児島十島村

鹿児島県甑島 薩摩川内市甑島

鹿児島県種子島 西之表市、三島村、中種子町、南種子町

鹿児島県屋久島 屋久島町

奄美群島
鹿児島県奄美北部 奄美市、大和村、宇検村、瀬戸内町、龍郷町、喜界町

鹿児島県奄美南部 徳之島町、天城町、伊仙町、和泊町、知名町、与論町

沖縄本島

沖縄県本島北部
名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、恩納村、宜野座

村、金武町、伊江村、粟国村、伊平屋村、伊是名村

沖縄県本島中南部

那覇市、宜野湾市、浦添市、糸満市、沖縄市、豊見城市、うるま市、南城

市、読谷村、嘉手納町、北谷町、北中城村、中城村、西原町、与那原町、

南風原町、渡嘉敷村、座間味村、渡名喜村、八重瀬町

沖縄県久米島 久米島町

大東島 沖縄県大東島 南大東村、北大東村

宮古島 沖縄県宮古島 宮古島市、多良間村

八重山

沖縄県石垣島 石垣市

沖縄県与那国島 与那国町

沖縄県西表島 竹富町

※北海道道東には、色丹郡、国後郡、択捉郡、紗那郡及び蕊取郡を含む。

※「震源・震度情報で用いる市町村名」の東京都区部および政令指定都市は区単位で発表。

津波予報区
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鹿児島

鹿児島県薩摩

鹿児島市、枕崎市、阿久根市、鹿児島出水市、指宿市、薩摩川内市、日置

市、霧島市、いちき串木野市、南さつま市、南九州市、伊佐市、姶良市、

さつま町、長島町、湧水町

鹿児島県大隅
鹿屋市、垂水市、曽於市、志布志市、大崎町、東串良町、錦江町、南大隅

町、肝付町

鹿児島県十島村 鹿児島十島村

鹿児島県甑島 薩摩川内市甑島

鹿児島県種子島 西之表市、三島村、中種子町、南種子町

鹿児島県屋久島 屋久島町

奄美群島
鹿児島県奄美北部 奄美市、大和村、宇検村、瀬戸内町、龍郷町、喜界町

鹿児島県奄美南部 徳之島町、天城町、伊仙町、和泊町、知名町、与論町

沖縄本島

沖縄県本島北部
名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、恩納村、宜野座

村、金武町、伊江村、粟国村、伊平屋村、伊是名村

沖縄県本島中南部

那覇市、宜野湾市、浦添市、糸満市、沖縄市、豊見城市、うるま市、南城

市、読谷村、嘉手納町、北谷町、北中城村、中城村、西原町、与那原町、

南風原町、渡嘉敷村、座間味村、渡名喜村、八重瀬町

沖縄県久米島 久米島町

大東島 沖縄県大東島 南大東村、北大東村

宮古島 沖縄県宮古島 宮古島市、多良間村

八重山

沖縄県石垣島 石垣市

沖縄県与那国島 与那国町

沖縄県西表島 竹富町

※北海道道東には、色丹郡、国後郡、択捉郡、紗那郡及び蕊取郡を含む。

※「震源・震度情報で用いる市町村名」の東京都区部および政令指定都市は区単位で発表。

津波予報区
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図内番号 津波予報区 図内番号 津波予報区

1 オホーツク海沿岸 34 兵庫県瀬戸内海沿岸

2 北海道太平洋沿岸東部 35 淡路島南部

3 北海道太平洋沿岸中部 36 大阪府

4 北海道太平洋沿岸西部 37 和歌山県

5 北海道日本海沿岸北部 38 鳥取県

6 北海道日本海沿岸南部 39 島根県出雲・石見

7 陸奥湾 40 隠岐

8 青森県日本海沿岸 41 岡山県

9 青森県太平洋沿岸 42 広島県

10 岩手県 43 香川県

11 宮城県 44 愛媛県瀬戸内海沿岸

12 福島県 45 愛媛県宇和海沿岸

13 秋田県 46 徳島県

14 山形県 47 高知県

15 茨城県 48 山口県瀬戸内海沿岸

16 千葉県九十九里・外房 49 山口県日本海沿岸

17 千葉県内房 50 福岡県瀬戸内海沿岸

18 東京湾内湾 51 福岡県日本海沿岸

19 伊豆諸島 52 佐賀県北部

20 小笠原諸島 53 長崎県西方

21 相模湾・三浦半島 54 壱岐・対馬

22 静岡県 55 有明・八代海

23 愛知県外海 56 熊本県天草灘沿岸

24 伊勢・三河湾 57 大分県瀬戸内海沿岸

25 三重県南部 58 大分県豊後水道沿岸

26 佐渡 59 宮崎県

27 新潟県上中下越 60 鹿児島県東部

28 富山県 61 鹿児島県西部

29 石川県能登 62 種子島・屋久島地方

30 石川県加賀 63 奄美群島・トカラ列島

31 福井県 64 沖縄本島地方

32 京都府 65 宮古島・八重山地方

33 兵庫県北部 66 大東島地方

主なプレートと最近の世界の地震活動

過去 10 年間（2012～2021 年）の地震活動を示します（震源は

アメリカ地質調査所による）。地震の発生する場所は、海溝や海嶺

などプレート境界付近に集中しています。

南極プレート

ナスカ
プレート

太平洋プレート

インド・オーストラリア
プレート

ユーラシアプレート

アフリカプレート

北米プレート

南米プレート

フィリピン海
プレート

※点線は主要なプレート境界
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図内番号 津波予報区 図内番号 津波予報区

1 オホーツク海沿岸 34 兵庫県瀬戸内海沿岸

2 北海道太平洋沿岸東部 35 淡路島南部

3 北海道太平洋沿岸中部 36 大阪府

4 北海道太平洋沿岸西部 37 和歌山県

5 北海道日本海沿岸北部 38 鳥取県

6 北海道日本海沿岸南部 39 島根県出雲・石見

7 陸奥湾 40 隠岐

8 青森県日本海沿岸 41 岡山県

9 青森県太平洋沿岸 42 広島県

10 岩手県 43 香川県

11 宮城県 44 愛媛県瀬戸内海沿岸

12 福島県 45 愛媛県宇和海沿岸

13 秋田県 46 徳島県

14 山形県 47 高知県

15 茨城県 48 山口県瀬戸内海沿岸

16 千葉県九十九里・外房 49 山口県日本海沿岸

17 千葉県内房 50 福岡県瀬戸内海沿岸

18 東京湾内湾 51 福岡県日本海沿岸

19 伊豆諸島 52 佐賀県北部

20 小笠原諸島 53 長崎県西方

21 相模湾・三浦半島 54 壱岐・対馬

22 静岡県 55 有明・八代海

23 愛知県外海 56 熊本県天草灘沿岸

24 伊勢・三河湾 57 大分県瀬戸内海沿岸

25 三重県南部 58 大分県豊後水道沿岸

26 佐渡 59 宮崎県

27 新潟県上中下越 60 鹿児島県東部

28 富山県 61 鹿児島県西部

29 石川県能登 62 種子島・屋久島地方

30 石川県加賀 63 奄美群島・トカラ列島

31 福井県 64 沖縄本島地方

32 京都府 65 宮古島・八重山地方

33 兵庫県北部 66 大東島地方

主なプレートと最近の世界の地震活動

過去 10 年間（2013～2022 年）の地震活動を示します（震源は

アメリカ地質調査所による）。地震の発生する場所は、海溝や海嶺

などプレート境界付近に集中しています。

南極プレート

ナスカ
プレート

太平洋プレート

インド・オーストラリア
プレート

ユーラシアプレート

アフリカプレート

北米プレート

南米プレート

フィリピン海
プレート

※点線は主要なプレート境界

地震の規模
（マグニチュード）
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2022年の日本の地震活動

マグニチュード 3.0以上の地震の震央分布

（この領域内で約 6,800個）

地震の規模
（マグニチュード）

深さ
（ｋｍ）
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2022年の日本の地震活動

マグニチュード 3.0以上の地震の震央分布

（この領域内で約 6,800個）

地震の規模
（マグニチュード）

深さ
（ｋｍ）

日ᮏ௜㏆࡛発生ࡓࡋ୺࡞被害地震
㸦ᖹᡂ25年㹼31年ཬࡧ௧࿴ඖ年㹼4年㸧

発生年月日 Ｍ
震央地名

地震名

人的

被害
物的被害

最大

震度
津波

平成25. 1.31 4.7 茨城県北部 負 １ なし ５弱

2. 2 6.5 ༑຾地方南部 負 14 住家一部破損 １ ５強

4.13 6.3 ῐ㊰島௜㏆ 負 35

住家全壊 ８

〃 半壊 101

〃 一部破損 8,305 等

６弱

4.17 6.2 ୕Ꮿ島㏆海 負 １ なし ５強 7cm

4.17 5.9 宮城県沖 負 ２ なし ５弱

8. 4 6.0 宮城県沖 負 ４ なし ５強

9.20 5.9 福島県὾通り 負 ２ 住家一部破損 ２ ５強

10.26 7.1 福島県沖 負 １ なし ４ 36cm

平成26. 3.14 6.2 伊ண灘 負 21 住家一部破損 57 ５強

5. 5 6.0 伊㇋大島㏆海 負 15 なし ５弱

7. 5 5.9 岩手県沖 負 １ なし ５弱

7. 8 5.6 胆振地方中東部 負 ３ なし ５弱

7.12 7.0 福島県沖 負 １ なし ４ 17cm

9.16 5.6 茨城県南部 負 10  住家一部破損1,060 等 ５弱

11.22 6.7 㛗㔝県北部 負 46

住家全壊 77 

〃 半壊 137

〃 一部破損 1,626 等

６弱

平成27. 5.25 5.5 ᇸ⋢県北部 負 ３ 住家一部破損 ２等 ５弱

5.30 8.1 ᑠ➟ཎㅖ島西方沖 負 ８ 住家一部破損 ２等 ５強

7.10 5.7 岩手県ෆ㝣北部 負 ２ なし ５弱

7.13 5.7 大分県南部 負 ３ 住家一部破損 ３等 ５強

9.12 5.2 東ி湾 負 11 㠀住家බඹᘓ物࡛被害 １ ５弱

平成28. 1.14 6.7 ᾆἙ沖 負 ２ 㠀住家බඹᘓ物࡛被害 １ ５弱

4.14㹼
7.3
(*1)

熊本県熊本地方

「平成28年（2016年）

熊本地震」

死 273

負 2,809

住家全壊 8,667

〃 半壊 34,719

〃 一部破損 163,500 等

７
(*2)

5.16 5.5 茨城県南部 負 １ 住家一部破損 ２ ５弱

6.16 5.3 ෆᾆ湾 負 １ 住家一部破損 ３ ６弱

10.21 6.6 㫽ྲྀ県中部 負 32

住家全壊 18

〃 半壊 312

〃 一部破損 15,095 等

６弱

11.22 7.4 福島県沖 負 21 住家一部破損 ９ ５弱 144cm

12.28 6.3 茨城県北部 負 ２
住家半壊 １

〃 一部破損 25
６弱

平成29. 6.25 5.6 㛗㔝県南部 負 ２
住家全壊 １

〃一部破損 30
５強

7. 1 5.1 胆振地方中東部 負 １ なし ５弱
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発生年月日 Ｍ
震央地名

地震名

人的

被害
物的被害

最大

震度
津波

7.11 5.3 鹿児島湾 負 １ 住家一部破損 ３ ５強

10. 6 5.9 福島県沖 負 １ なし ５弱

平成30. 4. 9 6.1 島根県西部 負 ９

住家全壊 16

〃 半壊 58

〃 一部破損 556 等

５強

6.18 6.1 大阪府北部
死 ６

負 462

住家全壊 21

〃 半壊 483

〃 一部破損 61,266 等

６弱

9. 6 6.7

胆振地方中東部

「平成30年北海道胆振

東部地震」

死 43

負 782

住家全壊 469

〃 半壊 1,660

〃 一部破損 13,849 等

７

平成31. 1. 3 5.1 熊本県熊本地方 負 ４ 住家一部破損 60 ６弱

2.21 5.8 胆振地方中東部 負 ６ 住家一部破損 19 ６弱

令和元. 5.10 6.3 日向灘 負 ３ なし ５弱

5.25 5.1 千葉県北東部 負 １ なし ５弱

6.18 6.7 山形県沖 負 43
住家半壊 28

〃 一部破損 1,580
６強 11cm

8. 4 6.4 福島県沖 負 １ 住家一部破損 １ ５弱

令和2. 3.13 5.5 石川県能登地方 負 ２ なし ５強

6.25 6.1 千葉県東方沖 負 ２ 住家一部破損 ６ ５弱

9. 4 5.0 福井県嶺北 負 13 なし ５弱

9.12 6.2 宮城県沖 負 １ (*3) なし ４

12.21 6.5 青森県東方沖 負 １ なし ５弱

令和3. 2.13 7.3 福島県沖
死 3

負 184
(*4)

住家全壊 144

〃 半壊 3,070

〃 一部破損 35,361 等

６強 22cm

3.20 6.9 宮城県沖 負 11 (*4) 住家一部破損 12 ５強

5. 1 6.8 宮城県沖 負 ４ (*4)
住家半壊 １

〃 一部破損 ８
５強

10. 6 5.9 岩手県沖 負 ３ (*4) なし ５強

10. 7 5.9 千葉県北西部 負 49 (*4) 住家一部破損 72 ５強

12. 3 5.4 紀伊水道 負 ５ (*5) 住家一部破損 ２ ５弱

令和4. 1.22 6.6 日向灘 負 13 (*4) 住家一部破損 ２ ５強

3.16 7.4 福島県沖
死 ４

負 247
(*4)

住家全壊 217

〃 半壊 4,556

〃 一部破損 52,162

６強 31cm

6.19 5.4 石川県能登地方 負 ７ (*4) 住家一部破損 62 ６弱

11. 9 4.9 茨城県南部 負 １ (*6) なし ５強

・ 人的被害があった地震を掲載した。

・ 津波の観測値は、津波観測施設における最大の高さを示す。

・ 以下にことわりのあるものを除き、人的被害と物的被害は総務省消防庁（消防白書、消防庁

災害情報）による。人的被害と物的被害についての補足は以下の通り。

*1「平成28年（2016年）熊本地震」における最大規模の地震（平成28年４月16日01時25分熊

本県熊本地方の地震）を記載している。

*2 平成28年４月14日21時26分熊本県熊本地方の地震及び平成28年４月16日01時25分熊本県熊

本地方の地震の最大震度を記載している。

*3 宮城県による。

*4 令和４年11月18日現在。*5 令和３年12月13日現在。*6 令和４年11月16日現在。
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発生年月日 Ｍ
震央地名

地震名

人的

被害
物的被害

最大

震度
津波

7.11 5.3 鹿児島湾 負 １ 住家一部破損 ３ ５強

10. 6 5.9 福島県沖 負 １ なし ５弱

平成30. 4. 9 6.1 島根県西部 負 ９

住家全壊 16

〃 半壊 58

〃 一部破損 556 等

５強

6.18 6.1 大阪府北部
死 ６

負 462

住家全壊 21

〃 半壊 483

〃 一部破損 61,266 等

６弱

9. 6 6.7

胆振地方中東部

「平成30年北海道胆振

東部地震」

死 43

負 782

住家全壊 469

〃 半壊 1,660

〃 一部破損 13,849 等

７

平成31. 1. 3 5.1 熊本県熊本地方 負 ４ 住家一部破損 60 ６弱

2.21 5.8 胆振地方中東部 負 ６ 住家一部破損 19 ６弱

令和元. 5.10 6.3 日向灘 負 ３ なし ５弱

5.25 5.1 千葉県北東部 負 １ なし ５弱

6.18 6.7 山形県沖 負 43
住家半壊 28

〃 一部破損 1,580
６強 11cm

8. 4 6.4 福島県沖 負 １ 住家一部破損 １ ５弱

令和2. 3.13 5.5 石川県能登地方 負 ２ なし ５強

6.25 6.1 千葉県東方沖 負 ２ 住家一部破損 ６ ５弱

9. 4 5.0 福井県嶺北 負 13 なし ５弱

9.12 6.2 宮城県沖 負 １ (*3) なし ４

12.21 6.5 青森県東方沖 負 １ なし ５弱

令和3. 2.13 7.3 福島県沖
死 3

負 184
(*4)

住家全壊 144

〃 半壊 3,070

〃 一部破損 35,361 等

６強 22cm

3.20 6.9 宮城県沖 負 11 (*4) 住家一部破損 12 ５強

5. 1 6.8 宮城県沖 負 ４ (*4)
住家半壊 １

〃 一部破損 ８
５強

10. 6 5.9 岩手県沖 負 ３ (*4) なし ５強

10. 7 5.9 千葉県北西部 負 49 (*4) 住家一部破損 72 ５強

12. 3 5.4 紀伊水道 負 ５ (*5) 住家一部破損 ２ ５弱

令和4. 1.22 6.6 日向灘 負 13 (*4) 住家一部破損 ２ ５強

3.16 7.4 福島県沖
死 ４

負 247
(*4)

住家全壊 217

〃 半壊 4,556

〃 一部破損 52,162

６強 31cm

6.19 5.4 石川県能登地方 負 ７ (*4) 住家一部破損 62 ６弱

11. 9 4.9 茨城県南部 負 １ (*6) なし ５強

・ 人的被害があった地震を掲載した。

・ 津波の観測値は、津波観測施設における最大の高さを示す。

・ 以下にことわりのあるものを除き、人的被害と物的被害は総務省消防庁（消防白書、消防庁

災害情報）による。人的被害と物的被害についての補足は以下の通り。

*1「平成28年（2016年）熊本地震」における最大規模の地震（平成28年４月16日01時25分熊

本県熊本地方の地震）を記載している。

*2 平成28年４月14日21時26分熊本県熊本地方の地震及び平成28年４月16日01時25分熊本県熊

本地方の地震の最大震度を記載している。

*3 宮城県による。

*4 令和４年11月18日現在。*5 令和３年12月13日現在。*6 令和４年11月16日現在。
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過去の地震災害
★明治以降、我が国で 100人以上の死者・行方不明者が出た地震・津波

発生年月日 Ｍ*1 地震名 死者*2 津波

明治 5(1872). 2. 6

              3.14*3
7.1 浜田地震   約550 ○

明治24(1891).10.28 8.0 濃尾地震   7,273

明治27(1894).10.22 7.0 庄内地震     726

明治29(1896). 6.15 8.2 明治三陸地震 21,959 ○

明治29(1896). 8.31 7.2 陸羽地震     209

大正12(1923). 9. 1 7.9 関東地震（関東大震災）
死・不明

10万5千余
○

大正14(1925). 5.23 6.8 北但馬地震     428

昭和 2(1927). 3. 7 7.3 北丹後地震   2,925 ○

昭和 5(1930).11.26 7.3 北伊豆地震   272

昭和 8(1933). 3. 3 8.1 昭和三陸地震
死・不明

3,064
○

昭和18(1943). 9.10 7.2 鳥取地震   1,083

昭和19(1944).12. 7 7.9 東南海地震
死・不明

1,223
○

昭和20(1945). 1.13 6.8 三河地震   2,306 ○

昭和21(1946).12.21 8.0 南海地震   1,330 ○

昭和23(1948). 6.28 7.1 福井地震   3,769

昭和35(1960). 5.23*4 9.5 「チリ地震津波」
死・不明

142
○

昭和58(1983). 5.26 7.7 「昭和 58年（1983年）日本海中部地震」 104 ○

平成 5(1993). 7.12 7.8
「平成５年（1993年）

北海道南西沖地震」

202

   28
○

平成 7(1995). 1.17 7.3
「平成７年（1995年）兵庫県南部地震」

(阪神・淡路大震災)

  6,434

  3
○

平成23(2011). 3.11 9.0
「平成 23年（2011年）東北地方太平洋

沖地震」（東日本大震災）

19,759  

2,553

*5

○

平成28(2016). 4.14～
7.3

*6
「平成 28年（2016年）熊本地震」

273

*7

*1 地震の規模（マグニチュード） *2 上段は死者数、下段は行方不明者数（各数値は理科年表、総務省消防庁の資料による）

*3 グレゴリオ暦改暦前であり、上段は和暦、下段は西暦での日付を表す

*4 発生年月日は地震が発生した日付（日本時間）で、日本各地への津波到達は５月24日の02時頃から

*5 総務省消防庁の資料による（令和４年３月１日現在）

*6 「平成28年（2016年）熊本地震」における最大規模の地震（平成28年４月16日01時25分熊本県熊本地方の地震）を記載

*7 総務省消防庁の資料による（平成31年４月12日現在）
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過去の地震災害
★明治以降、我が国で 100人以上の死者・行方不明者が出た地震・津波

発生年月日 Ｍ*1 地震名 死者*2 津波

明治 5(1872). 2. 6

              3.14*3
7.1 浜田地震   約550 ○

明治24(1891).10.28 8.0 濃尾地震   7,273

明治27(1894).10.22 7.0 庄内地震     726

明治29(1896). 6.15 8.2 明治三陸地震 21,959 ○

明治29(1896). 8.31 7.2 陸羽地震     209

大正12(1923). 9. 1 7.9 関東地震（関東大震災）
死・不明

10万5千余
○

大正14(1925). 5.23 6.8 北但馬地震     428

昭和 2(1927). 3. 7 7.3 北丹後地震   2,925 ○

昭和 5(1930).11.26 7.3 北伊豆地震   272

昭和 8(1933). 3. 3 8.1 昭和三陸地震
死・不明

3,064
○

昭和18(1943). 9.10 7.2 鳥取地震   1,083

昭和19(1944).12. 7 7.9 東南海地震
死・不明

1,223
○

昭和20(1945). 1.13 6.8 三河地震   2,306 ○

昭和21(1946).12.21 8.0 南海地震   1,330 ○

昭和23(1948). 6.28 7.1 福井地震   3,769

昭和35(1960). 5.23*4 9.5 「チリ地震津波」
死・不明

142
○

昭和58(1983). 5.26 7.7 「昭和 58年（1983年）日本海中部地震」 104 ○

平成 5(1993). 7.12 7.8
「平成５年（1993年）

北海道南西沖地震」

202

   28
○

平成 7(1995). 1.17 7.3
「平成７年（1995年）兵庫県南部地震」

(阪神・淡路大震災)

  6,434

  3
○

平成23(2011). 3.11 9.0
「平成 23年（2011年）東北地方太平洋

沖地震」（東日本大震災）

19,759  

2,553

*5

○

平成28(2016). 4.14～
7.3

*6
「平成 28年（2016年）熊本地震」

273

*7

*1 地震の規模（マグニチュード） *2 上段は死者数、下段は行方不明者数（各数値は理科年表、総務省消防庁の資料による）

*3 グレゴリオ暦改暦前であり、上段は和暦、下段は西暦での日付を表す

*4 発生年月日は地震が発生した日付（日本時間）で、日本各地への津波到達は５月24日の02時頃から

*5 総務省消防庁の資料による（令和４年３月１日現在）

*6 「平成28年（2016年）熊本地震」における最大規模の地震（平成28年４月16日01時25分熊本県熊本地方の地震）を記載

*7 総務省消防庁の資料による（平成31年４月12日現在）

最近の最大震度別の年間地震回数

西暦
震 度

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 計

2013年 1524 612 187 52 5 6 1 0 0 2387

2014年 1328 535 134 46 7 1 1 0 0 2052

2015年 1174 474 149 34 5 5 0 0 0 1841

2016年 4018 1776 601 159 18 5 6 2 2 6587

2017年 1324 519 142 32 4 4 0 0 0 2025

2018年 1379 544 178 67 7 2 1 0 1 2179

2019年 1015 391 118 31 6 0 2 1 0 1564

2020年 1138 412 119 38 6 1 0 0 0 1714

2021年 1584 605 181 44 4 5 0 1 0 2424

2022年 1282 475 156 36 7 6 1 1 0 1964

2022年の月別最大震度別の地震回数

月
震 度

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 計

１月 108 43 14 0 0 2 0 0 0 167

２月 85 51 8 1 0 0 0 0 0 145

３月 172 71 19 8 1 1 0 1 0 273

４月 113 45 9 7 1 0 0 0 0 175

５月 97 31 17 3 1 0 0 0 0 149

６月 121 44 13 3 1 1 1 0 0 184

７月 89 35 9 2 0 0 0 0 0 135

８月 106 30 14 5 1 1 0 0 0 157

９月 102 35 13 2 0 0 0 0 0 152

10月 96 29 12 0 2 0 0 0 0 139

11月 104 23 17 2 0 1 0 0 0 147

12月 89 38 11 3 0 0 0 0 0 141

過去に発生した地震の震度は、気象庁ホームページの「震度データベース検

索」で調べることができます。

(https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/index.php)
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全国の火山の噴火状況（過去30年間）

西暦 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07

平成 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

雌 阿 寒 岳 ▲ ▲ ▲

十 勝 岳 ▲

有 珠 山 ▲ ▲

北 海 道 駒 ヶ 岳 ▲ ▲ ▲

秋 田 焼 山 ▲

草津白根山（本白根山）

浅 間 山 ▲ ▲

新 潟 焼 山

焼 岳 ▲

御 嶽 山 ▲

箱 根 山

三 宅 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

伊 豆 鳥 島 ▲

西 之 島

噴 火 浅 根

硫 黄 島 ▲ ▲ ▲

福 徳 岡 ノ 場 ▲

九 重 山 ▲ ▲

阿 蘇 山 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

雲 仙 岳▲▲ ▲ ▲

霧 島 山 （ 新 燃 岳 ）

霧島山（えびの高原）

桜 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

薩 摩 硫 黄 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

口 永 良 部 島

諏 訪 之 瀬 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

茂 世 路 岳 ▲

択 捉 焼 山

▲㸸㢧ⴭ࡞⿕ᐖࢆకࡓࡗ噴火ࠊ▲㸸ࡑの௚の噴火

西暦 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

平成/令和 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4

雌 阿 寒 岳 ▲

十 勝 岳

有 珠 山

北 海 道 駒 ヶ 岳

秋 田 焼 山

草津白根山（本白根山） ▲
浅 間 山 ▲ ▲ ▲ ▲

新 潟 焼 山 ▲

焼 岳

御 嶽 山 ▲
箱 根 山 ▲

三 宅 島 ▲ ▲ ▲ ▲

伊 豆 鳥 島

西 之 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

噴 火 浅 根 ▲

硫 黄 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

福 徳 岡 ノ 場 ▲ ▲
九 重 山

阿 蘇 山 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

雲 仙 岳

霧 島 山 （ 新 燃 岳 ） ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

霧島山（えびの高原） ▲

桜 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

薩 摩 硫 黄 島 ▲ ▲ ▲

口 永 良 部 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

諏 訪 之 瀬 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

茂 世 路 岳

択 捉 焼 山 ▲ ▲

（令和4年12月31日現在）

全国の火山の噴火状況（過去30年間）

西暦 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07

平成 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

雌 阿 寒 岳 ▲ ▲ ▲

十 勝 岳 ▲

有 珠 山 ▲ ▲

北 海 道 駒 ヶ 岳 ▲ ▲ ▲

秋 田 焼 山 ▲

草津白根山（本白根山）

浅 間 山 ▲ ▲

新 潟 焼 山

焼 岳 ▲

御 嶽 山 ▲

箱 根 山

三 宅 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

伊 豆 鳥 島 ▲

西 之 島

噴 火 浅 根

硫 黄 島 ▲ ▲ ▲

福 徳 岡 ノ 場 ▲

九 重 山 ▲ ▲

阿 蘇 山 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

雲 仙 岳▲▲ ▲ ▲

霧 島 山 （ 新 燃 岳 ）

霧島山（えびの高原）

桜 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

薩 摩 硫 黄 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

口 永 良 部 島

諏 訪 之 瀬 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

茂 世 路 岳 ▲

択 捉 焼 山

▲㸸㢧ⴭ࡞⿕ᐖࢆకࡓࡗ噴火ࠊ▲㸸ࡑの௚の噴火
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西暦 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

平成/令和 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4

雌 阿 寒 岳 ▲

十 勝 岳

有 珠 山

北 海 道 駒 ヶ 岳

秋 田 焼 山

草津白根山（本白根山） ▲
浅 間 山 ▲ ▲ ▲ ▲

新 潟 焼 山 ▲

焼 岳

御 嶽 山 ▲
箱 根 山 ▲

三 宅 島 ▲ ▲ ▲ ▲

伊 豆 鳥 島

西 之 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

噴 火 浅 根 ▲

硫 黄 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

福 徳 岡 ノ 場 ▲ ▲
九 重 山

阿 蘇 山 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

雲 仙 岳

霧 島 山 （ 新 燃 岳 ） ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

霧島山（えびの高原） ▲

桜 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

薩 摩 硫 黄 島 ▲ ▲ ▲

口 永 良 部 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

諏 訪 之 瀬 島 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

茂 世 路 岳

択 捉 焼 山 ▲ ▲

（令和4年12月31日現在）

3��

GUIDEBOOK2023_12���32�_2L�1317� GUIDEBOOK2023_12���32�_2L�131��2023年1月2�日 午後3時41分

Ⅹ ֤छࢿྉ Ⅹ ֤छࢿྉ



過去の主な噴火災害
★18世紀以降、我が国で 10人以上の死者・行方不明者が出た火山活動

噴火年 火山名 死者 記事
1707（宝永 4） 富士山 不明 餓死者多数

1721（享保 6） 浅間山 15 噴石による

1741（寛保元） 渡島大島 1,467 津波による

1764（宝暦13） 恵山 多数 噴気による

1779（安永 8） 桜島 150余
噴石、溶岩流などによる
「安永大噴火」

1781（天明元） 桜島
8、
不明7

高免沖の島で噴火、津波による

1783（天明 3） 浅間山 1,151
火砕流、土石なだれ、吾妻川・利
根川の洪水による

1785（天明 5） 青ヶ島 130～140
当時の島民は327人、以後50余年
無人島となる

1792（寛政 4） 雲仙岳 約15,000
山崩れと津波による
「島原大変肥後迷惑」

1822（文政 5） 有珠山 103 火砕流による
1841（天保11） 口永良部島 多数 噴火による
1846（弘化 2） 恵山 多数 泥流による

1856（安政 3）
北海道
駒ヶ岳

21～29 降下軽石、火砕流による

1888（明治21） 磐梯山
461

（477とも）
岩屑なだれにより村落埋没

1900（明治33） 安達太良山 72 火口の硫黄採掘所全壊
1902（明治35） 伊豆鳥島 125 全島民が死亡

1914（大正 3） 桜島 58
溶岩流、地震などによる
「大正大噴火」

1926（大正15） 十勝岳
144

（不明を含む）

融雪型火山泥流による
「大正泥流」

1940（昭和15） 三宅島 11 火山弾・溶岩流などによる

1952（昭和27） ベヨネース列岩 31
海底噴火（明神礁）、観測船第5海
洋丸遭難により全員殉職

1958（昭和33） 阿蘇山 12 噴石による

1991（平成 3） 雲仙岳
43

（不明を含む）

火砕流による
「平成3年(1991年)雲仙岳噴火」

2014（平成26） 御嶽山
63

（不明を含む）
噴石等による

「日本活火山総覧(第４版)」(気象庁編 平成25年)に加筆

Ẽ象ᗇࡀ名称ࢆᐃࡓࡵẼ象・地震・火山現象

Ẽ        象        災        害
名称 期間・現象など

１ Ὕ√୸ྎ㢼 昭和 29年９月㸦ྎ㢼➨ 15ྕ㸧

２ ⊁野ᕝྎ㢼 昭和 33年９月㸦ྎ㢼➨ 22ྕ㸧

３ 宮ྂ島ྎ㢼 昭和 34年９月㸦ྎ㢼➨ 14ྕ㸧

４ 伊ໃ‴ྎ㢼 昭和 34年９月㸦ྎ㢼➨ 15ྕ㸧

５ 昭和 36年ᱵ㞵前⥺㇦㞵 昭和 36年６月 24日～７月 10日

６ ➨２室ᡞྎ㢼 昭和 36年９月㸦ྎ㢼➨ 18ྕ㸧

７ 昭和 38年１月㇦㞷 北陸地方を中ᚰࡍ࡜る大㞷

８ 昭和 39年７月山㝜北陸㇦㞵 昭和 39年７月 18日～19日

９ ➨２宮ྂ島ྎ㢼 昭和 41年９月㸦ྎ㢼➨ 18ྕ㸧

10 昭和 42年７月㇦㞵 昭和 42年７月７日～10日

11 ➨３宮ྂ島ྎ㢼 昭和 43年９月㸦ྎ㢼➨ 16ྕ㸧

12 昭和 45年１月పẼᅽ 昭和 45年１月 30日～２月２日

13 昭和 47年７月㇦㞵 昭和 47年７月３日～13日

14 沖永良部ྎ㢼 昭和 52年９月㸦ྎ㢼➨９ྕ㸧

15 昭和 57年７月㇦㞵 昭和 57年７月 23日～25日

16 昭和 58年７月㇦㞵 昭和 58年７月 20日～23日

17 平成５年８月㇦㞵 平成５年７月 31日～８月７日

18 平成 16年７月新潟・⚟島㇦㞵 平成 16年７月 12日～13日

19 平成 16年７月⚟஭㇦㞵 平成 16年７月 17日～18日

20 平成 18年㇦㞷 平成 18年の෤に発⏕ࡋた大㞷

21 平成 18年７月㇦㞵 平成 18年７月 15日～24日

22 平成 20年８月ᮎ㇦㞵 平成 20年８月 26日～31日

23 平成 21年７月中ᅜ・஑ᕞ北部㇦㞵 平成 21年７月 19日～26日

24 平成 23年７月新潟・⚟島㇦㞵 平成 23年７月 27日～30日

25 平成 24年 7月஑ᕞ北部㇦㞵 平成 24年７月 11日～14日

26 平成 26年８月㇦㞵 平成 26年７月 30日～８月 26日

27 平成 27年９月㛵東・東北㇦㞵 平成 27年９月９日～11日

28 平成 29年７月஑ᕞ北部㇦㞵 平成 29年７月５日～６日

29 平成 30年７月㇦㞵 平成 30年６月 28日～７月８日

30 ௧和ඖ年ᡣ⥲半島ྎ㢼 ௧和ඖ年９月㸦ྎ㢼➨ 15ྕ㸧

31 ௧和ඖ年東日本ྎ㢼 ௧和ඖ年 10月㸦ྎ㢼➨19ྕ㸧

32 ௧和２年７月㇦㞵 ௧和２年７月３日～31日
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過去の主な噴火災害
★18世紀以降、我が国で 10人以上の死者・行方不明者が出た火山活動

噴火年 火山名 死者 記事
1707（宝永 4） 富士山 不明 餓死者多数

1721（享保 6） 浅間山 15 噴石による

1741（寛保元） 渡島大島 1,467 津波による

1764（宝暦13） 恵山 多数 噴気による

1779（安永 8） 桜島 150余
噴石、溶岩流などによる
「安永大噴火」

1781（天明元） 桜島
8、
不明7

高免沖の島で噴火、津波による

1783（天明 3） 浅間山 1,151
火砕流、土石なだれ、吾妻川・利
根川の洪水による

1785（天明 5） 青ヶ島 130～140
当時の島民は327人、以後50余年
無人島となる

1792（寛政 4） 雲仙岳 約15,000
山崩れと津波による
「島原大変肥後迷惑」

1822（文政 5） 有珠山 103 火砕流による
1841（天保11） 口永良部島 多数 噴火による
1846（弘化 2） 恵山 多数 泥流による

1856（安政 3）
北海道
駒ヶ岳

21～29 降下軽石、火砕流による

1888（明治21） 磐梯山
461

（477とも）
岩屑なだれにより村落埋没

1900（明治33） 安達太良山 72 火口の硫黄採掘所全壊
1902（明治35） 伊豆鳥島 125 全島民が死亡

1914（大正 3） 桜島 58
溶岩流、地震などによる
「大正大噴火」

1926（大正15） 十勝岳
144

（不明を含む）

融雪型火山泥流による
「大正泥流」

1940（昭和15） 三宅島 11 火山弾・溶岩流などによる

1952（昭和27） ベヨネース列岩 31
海底噴火（明神礁）、観測船第5海
洋丸遭難により全員殉職

1958（昭和33） 阿蘇山 12 噴石による

1991（平成 3） 雲仙岳
43

（不明を含む）

火砕流による
「平成3年(1991年)雲仙岳噴火」

2014（平成26） 御嶽山
63

（不明を含む）
噴石等による

「日本活火山総覧(第４版)」(気象庁編 平成25年)に加筆

Ẽ象ᗇࡀ名称ࢆᐃࡓࡵẼ象・地震・火山現象

Ẽ        象        災        害
名称 期間・現象など

１ Ὕ√୸ྎ㢼 昭和 29年９月㸦ྎ㢼➨ 15ྕ㸧

２ ⊁野ᕝྎ㢼 昭和 33年９月㸦ྎ㢼➨ 22ྕ㸧

３ 宮ྂ島ྎ㢼 昭和 34年９月㸦ྎ㢼➨ 14ྕ㸧

４ 伊ໃ‴ྎ㢼 昭和 34年９月㸦ྎ㢼➨ 15ྕ㸧

５ 昭和 36年ᱵ㞵前⥺㇦㞵 昭和 36年６月 24日～７月 10日

６ ➨２室ᡞྎ㢼 昭和 36年９月㸦ྎ㢼➨ 18ྕ㸧

７ 昭和 38年１月㇦㞷 北陸地方を中ᚰࡍ࡜る大㞷

８ 昭和 39年７月山㝜北陸㇦㞵 昭和 39年７月 18日～19日

９ ➨２宮ྂ島ྎ㢼 昭和 41年９月㸦ྎ㢼➨ 18ྕ㸧

10 昭和 42年７月㇦㞵 昭和 42年７月７日～10日

11 ➨３宮ྂ島ྎ㢼 昭和 43年９月㸦ྎ㢼➨ 16ྕ㸧

12 昭和 45年１月పẼᅽ 昭和 45年１月 30日～２月２日

13 昭和 47年７月㇦㞵 昭和 47年７月３日～13日

14 沖永良部ྎ㢼 昭和 52年９月㸦ྎ㢼➨９ྕ㸧

15 昭和 57年７月㇦㞵 昭和 57年７月 23日～25日

16 昭和 58年７月㇦㞵 昭和 58年７月 20日～23日

17 平成５年８月㇦㞵 平成５年７月 31日～８月７日

18 平成 16年７月新潟・⚟島㇦㞵 平成 16年７月 12日～13日

19 平成 16年７月⚟஭㇦㞵 平成 16年７月 17日～18日

20 平成 18年㇦㞷 平成 18年の෤に発⏕ࡋた大㞷

21 平成 18年７月㇦㞵 平成 18年７月 15日～24日

22 平成 20年８月ᮎ㇦㞵 平成 20年８月 26日～31日

23 平成 21年７月中ᅜ・஑ᕞ北部㇦㞵 平成 21年７月 19日～26日

24 平成 23年７月新潟・⚟島㇦㞵 平成 23年７月 27日～30日

25 平成 24年 7月஑ᕞ北部㇦㞵 平成 24年７月 11日～14日

26 平成 26年８月㇦㞵 平成 26年７月 30日～８月 26日

27 平成 27年９月㛵東・東北㇦㞵 平成 27年９月９日～11日

28 平成 29年７月஑ᕞ北部㇦㞵 平成 29年７月５日～６日

29 平成 30年７月㇦㞵 平成 30年６月 28日～７月８日

30 ௧和ඖ年ᡣ⥲半島ྎ㢼 ௧和ඖ年９月㸦ྎ㢼➨ 15ྕ㸧

31 ௧和ඖ年東日本ྎ㢼 ௧和ඖ年 10月㸦ྎ㢼➨19ྕ㸧

32 ௧和２年７月㇦㞵 ௧和２年７月３日～31日
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地     震     火     山     災     害
名称 期間・現象など

１ チリ地震津波 昭和 35年５月 23日

２ 北美濃地震 昭和 36年８月 19日

３ 宮城県北部地震 昭和 37年４月 30日

４ 越前岬沖地震 昭和 38年３月 27日

５ 新潟地震 昭和 39年６月 16日

６ 松代群発地震 昭和 40年８月３日～

７ えびの地震 昭和 43年２月 21日

８ 1968年日向灘地震 昭和 43年４月１日

９ 1968年十勝沖地震 昭和 43年５月 16日

10 1972年 12月４日八丈島東方沖地震 昭和 47年 12月４日

11 1973年６月 17日根室半島沖地震 昭和 48年６月 17日

12 1974年伊豆半島沖地震 昭和 49年５月９日

13 1977年有珠山噴火 昭和 52年８月７日

14 1978年伊豆大島近海の地震 昭和 53年１月 14日

15 1978年宮城県沖地震 昭和 53年６月 12日

16 昭和 57年(1982年)浦河沖地震 昭和 57年３月 21日

17 昭和 58年(1983年)日本海中部地震 昭和 58年５月 26日

18 昭和 58年(1983年)三宅島噴火 昭和 58年 10月３日

19 昭和 59年(1984年)長野県西部地震 昭和 59年９月 14日

20 昭和 61年(1986年)伊豆大島噴火 昭和 61年 11月 15日

21 平成３年(1991年)雲仙岳噴火 平成３年６月３日

22 平成５年(1993年)釧路沖地震 平成５年１月 15日

23 平成５年(1993年)北海道南西沖地震 平成５年７月 12日

24 平成６年(1994年)北海道東方沖地震 平成６年 10月４日

25 平成６年(1994年)三陸はるか沖地震 平成６年 12月 28日

26 平成７年(1995年)兵庫県南部地震 平成７年１月 17日

27 平成 12年(2000年)有珠山噴火 平成 12年３月 31日

28 平成 12年(2000年)三宅島噴火 平成 12年７月８日

29 平成 12年(2000年)鳥取県西部地震 平成 12年 10月６日

30 平成 13年(2001年)芸予地震 平成 13年３月 24日

31 平成 15年(2003年)十勝沖地震 平成 15年９月 26日

32 平成 16年(2004年)新潟県中越地震 平成 16年 10月 23日

33 平成 19年(2007年)能登半島地震 平成 19年３月 25日

34 平成 19年(2007年)新潟県中越沖地震 平成 19年７月 16日

35 平成 20年(2008年)岩手・宮城内陸地震 平成 20年６月 14日

36 平成 23年(2011年)東北地方太平洋沖地震 平成 23年３月 11日

37 平成 26年(2014年)御嶽山噴火 平成 26年９月 27日

38 平成 27年(2015年)口永良部島噴火 平成 27年５月 29日

39 平成 28年(2016年)熊本地震 平成 28年４月 14日

40 平成 30年北海道胆振東部地震 平成 30年９月６日

※ 地震については、一連の地震活動が始まった日を記載
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地     震     火     山     災     害
名称 期間・現象など

１ チリ地震津波 昭和 35年５月 23日

２ 北美濃地震 昭和 36年８月 19日

３ 宮城県北部地震 昭和 37年４月 30日

４ 越前岬沖地震 昭和 38年３月 27日

５ 新潟地震 昭和 39年６月 16日

６ 松代群発地震 昭和 40年８月３日～

７ えびの地震 昭和 43年２月 21日

８ 1968年日向灘地震 昭和 43年４月１日

９ 1968年十勝沖地震 昭和 43年５月 16日

10 1972年 12月４日八丈島東方沖地震 昭和 47年 12月４日

11 1973年６月 17日根室半島沖地震 昭和 48年６月 17日

12 1974年伊豆半島沖地震 昭和 49年５月９日

13 1977年有珠山噴火 昭和 52年８月７日

14 1978年伊豆大島近海の地震 昭和 53年１月 14日

15 1978年宮城県沖地震 昭和 53年６月 12日

16 昭和 57年(1982年)浦河沖地震 昭和 57年３月 21日

17 昭和 58年(1983年)日本海中部地震 昭和 58年５月 26日

18 昭和 58年(1983年)三宅島噴火 昭和 58年 10月３日

19 昭和 59年(1984年)長野県西部地震 昭和 59年９月 14日

20 昭和 61年(1986年)伊豆大島噴火 昭和 61年 11月 15日

21 平成３年(1991年)雲仙岳噴火 平成３年６月３日

22 平成５年(1993年)釧路沖地震 平成５年１月 15日

23 平成５年(1993年)北海道南西沖地震 平成５年７月 12日

24 平成６年(1994年)北海道東方沖地震 平成６年 10月４日

25 平成６年(1994年)三陸はるか沖地震 平成６年 12月 28日

26 平成７年(1995年)兵庫県南部地震 平成７年１月 17日

27 平成 12年(2000年)有珠山噴火 平成 12年３月 31日

28 平成 12年(2000年)三宅島噴火 平成 12年７月８日

29 平成 12年(2000年)鳥取県西部地震 平成 12年 10月６日

30 平成 13年(2001年)芸予地震 平成 13年３月 24日

31 平成 15年(2003年)十勝沖地震 平成 15年９月 26日

32 平成 16年(2004年)新潟県中越地震 平成 16年 10月 23日

33 平成 19年(2007年)能登半島地震 平成 19年３月 25日

34 平成 19年(2007年)新潟県中越沖地震 平成 19年７月 16日

35 平成 20年(2008年)岩手・宮城内陸地震 平成 20年６月 14日

36 平成 23年(2011年)東北地方太平洋沖地震 平成 23年３月 11日

37 平成 26年(2014年)御嶽山噴火 平成 26年９月 27日

38 平成 27年(2015年)口永良部島噴火 平成 27年５月 29日

39 平成 28年(2016年)熊本地震 平成 28年４月 14日

40 平成 30年北海道胆振東部地震 平成 30年９月６日

※ 地震については、一連の地震活動が始まった日を記載
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શࠃ ֤管۠管಺気象研究会ࢽ CD 年１ ֤管۠౳
શࠃ ೶ۀ気象଎報 A4 10 ०１ ֤ಓ෎ݝ
શࠃ ෎ݝとͦͷपลͷ地震׆ಈਤ ○ 月１ ֤ಓ෎ݝ
શࠃ ෎ݝͷఱީɺ෎ݝͷ気象 A4 10 2000.3～ 月１ ֤ಓ෎ݝ

本庁 CliNate Change Monitoring
Report ○ 1997～ 年１ 冊子：～2020

本庁 R4MC技術ࢦಋॻ ○ 1995.3～ 年１
本庁 R4MC年報 ○ 1990～ 年１

本庁 WM0 WDCGG DA5A 46MMAR: ○ 1995～ 年１ 隔年：～2002
冊子：～2016

本庁
0Vtline oG the operational
/VNerical Xeather
prediction at the +apan
Meteorological Agency

A4 200 ○ 1974～ 年１
ほぼ̑年ຖ：

～2019
年1：2022～

本庁 Φκン層ɾࢵ֎ઢͷ年ͷまとΊ ○ 2012～ 年１
本庁 気ީมಈࢹ؂レポート ○ 1996～ 年１ 冊子：～2021

本庁 気象庁技術報告 A4 不定 ○ 1960～ 不定期 冊子：
1960～2018

本庁 気象庁研究時報 A4 不定 ○ 1949～ 年１ 冊子：
1949～2020

本庁 気象庁ఱ気ਤ ○ 月１ CD：～2016
本庁 અ予報研修テキストق ○ 1988.9～ ほぼ年1 冊子：～2020
本庁 気象ϊートۭߤ CD 1970～ 年１
本庁 上観測ௐࠪ報告ػ࿏ۭߤ CD 1957～ 年１
本庁 気ީදۭߤ ○ 1976～ ほぼ年１ CD：2000～2012
本庁 気象ۀ຿は͍ま A4 不定 ○ 2002～ 年１ Ұ෦CD෇

本庁
਺஋予報開ൃセンター年報

（1960年～2020年まで਺஋予
報՝報告ɾผ冊として刊行）

A4 200 ○ 2021～ 年１

本庁
਺஋予報解આ資料集

（1975年～2019年まで਺஋予
報研修テキストとして刊行）

○ 2021～ 年１

本庁
શࠃ災֐時気象֓況

（1953年～2014年までશࠃҟ
ৗ気象֓況として刊行）

○ 2015～ 年１ 冊子：～2018

本庁 測ީ時報 A4 不定 ○ 1930～ 年１ 冊子：
1930～2021

本庁
大気ɾ海༸ڥ؀観測年報

（2001年～2011年まで大気ɾ海
༸ڥ؀観測報告として刊行）

○ 2012～ 年１
CD：2001～2009 
DVD：2010～

2017

主な定期刊行物
官署 名  称 版 頁数 HP 発行年 回数 備考
全国 各管区管内気象研究会誌 CD 年１ 各管区等

全国 農業気象速報 A4 10 旬１ 各道府県

全国 府県とその周辺の地震活動図 A4 週１ 各道府県

全国 府県の天候、府県の気象 A4 10 2000.3～ 月１ 各道府県

本庁
Climate Change Monitoring 
Report

A4 80 ○ 1997～ 年１

本庁 RSMC技術指導書 ○ 1995.3～ 年１

本庁 RSMC年報 A4 不定 ○ 1990～ 年１

本庁 WMO WDCGG DATA SUMMARY ○ 1995～ 年１
隔年:～2002

冊子:～2016

本庁

Outline of the operational 
N u m e r i c a l  w e a t h e r 
prediction at the Japan 
Meteorological Agency

A4 200 ○ 1974～ 年１

ほぼ５年毎：

～2019

年１：2022～

本庁
オゾン層・紫外線の年のまと

め
○ 2012～ 年１

本庁 気候変動監視レポート A4 80 ○ 1996～ 年１

本庁 気象庁技術報告 A4 不定 ○ 1960～ 不定期
冊子：1960～

2018

本庁 気象庁研究時報 A4 不定 ○ 1949～ 年１
冊子：1949～

2020

本庁 気象庁天気図 ○ 月１ CD:～2016

本庁 季節予報研修テキスト A4 不定 1988.9～
ほぼ 年

１
冊子:～2020

本庁 エルニーニョ監視速報 A4 不定 ○ 1992.10～ 月１

本庁 航空気象ノート CD 1970～ 年１

本庁 航空路機上観測調査報告 CD 1957～ 年１

本庁 航空気候表 ○ 1976～ ほぼ年１
CD：2000～

2012

本庁 気象業務はいま A4 不定 ○ 2002～ 年１ 一部 CD付

本庁

数値予報開発センター年報

（1960年～2020年まで数値予
報課報告・別冊として刊行）

A4 200 ○ 2021～ 年１

本庁

数値予報解説資料集（1975 年
～2019 年まで数値予報研修テ

キストとして刊行）

○ 2021～ 年１
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本庁 南極気象資料 ○ 2014.3～ 年１ CD：1997～2014
本庁 船と海上気象 A4 20 ○ 1957～ 年２

本庁
予報技術研修テキスト

（1996年～2008年まで量的予
報研修テキストとして刊行）

A4 100 ○ 2009～ 年１

本庁 解析雨量データ DVD 年１ 解析雨量年報：
～2016

本庁 レーダー観測技術資料 A4 50 1962～ 年１ B5：～42号

本庁 火山噴火予知連絡会会報 A4 500 ○ 1974～ 年３ 冊子：
1974～2016.3

本庁 強震観測報告
CD
又は
DVD

1988～ 年１ 冊子：
1988～1996

本庁 験震時報 A4 不定 ○ 1925.3～ 年１ 冊子：
1925.3～2016.3

本庁 地震月報（カタログ編） ○ 2013.1～ 月１ CD：
1997～2013

冊子：
1997～2004本庁 火山月報（カタログ編） ○ 2013.1～ 月１

本庁 地震･火山月報（防災編） A4 50～
100 ○ 1997.10～ 月１

本庁 海況解析データ DVD 2005～ 年1

研究
Papers in Meteorology and
Geophysics

（気象研究所研究報告）
A4 40 ○ 1950～ 不定期

研究 気象研究所技術報告 A4 不定 ○ 1978～ 不定期
研究 気象研究所年報 A4 250 2003～ 年１
高層 高層気象台彙報 A4 60 ○ 1923～ 年１

衛星 気象衛星観測月報
（Monthly Report） DVD 1978.4～ 月１

CD：1996.7～
2015.6

DVD：2015.7～
衛星 気象衛星センター技術報告 A4 不定 ○ 1980.3～ ほぼ年１

地磁 地磁気観測所テクニカルレ
ポート A4 不定 ○ 2003～ 不定期 随時Web公開

気大 気象大学校研究集報 A4 200 1960～ 隔年
東京 東管技術ニュース CD 1968～ 年１ CD：2003～
福岡 防災気象情報ハンドブック A4 140 ○ 2003～ 年１
沖縄 沖縄地方顕著現象報告 A4 50 ○ 1972～ 年１ B5：～21号
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注１：刊行物の発行形態は現状を示す。「官署」は刊行物の発行官署を、「版」は冊子で発行し
ている場合そのサイズを、CD-ROM、DVD-ROMで発行している場合「CD」、「DVD」と
記載している。「頁数」は概数。

注２：「備考」で、各管区等は各管区気象台・沖縄気象台を、各道府県は当該管内を管轄してい
る各管区気象台・沖縄気象台・各地方気象台が道府県毎に発行していることを示す。
「HP」欄に「○」を記した刊行物は、気象庁や各官署のホームページに掲載しているこ
とを示す。ただし、ホームページには発行開始年から全ての版を掲載していないもの
もある。

注３：「官署」で示した発行官署は「本庁」以外は以下のとおり。
研究：気象研究所、高層：高層気象台、衛星：気象衛星センター、地磁：地磁気観測所、気
大：気象大学校、東京：東京管区気象台、福岡：福岡管区気象台、沖縄：沖縄気象台
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予報業務許可事業者

令和５年１月１日現在、予報業務許可を受けている 134

者※の内訳は、気象・波浪が 88者、地震動が 48者、火山現

象が２者、津波が３者、高潮が５者です。

※重複して予報業務許可を受けている事業者があるため、総数は一致しません。

予報業務許可事業者一覧（許可番号順）

(気象・波浪)
2 日立市 87 (大)岐阜大学

5 (一財)日本気象協会 88 (株)気象工学研究所

6
(株)日本気象コンサルティング・カンパ

ニー
91 北海道テレビ放送(株)

12 いであ(株) 92 信越放送(株)

13 国際気象海洋(株) 93 梶原徳和

17 (株)応用気象エンジニアリング 94 伊藤忠テクノソリューションズ(株)

22 防衛省 96 (株)気象サービス

25 (株)ウェザーニューズ 107 明星電気(株)

29 札幌総合情報センター(株) 108 (株)ハレックス

32 (株)ウェザーテック 149 (株)ポッケ

33 (株)フランクリン･ジャパン 154 田平耕治

35 (株)ＭＴＳ雪氷研究所 157 気象情報通信(株)

37 (株)アース・ウェザー 158 （非公開）

40 (株)ウェザーマップ 166 総合気象計画(株)

41 (株)南日本放送 167 (株)Ｓｎｏｗ Ｃａｓｔ

47 (株)テレビ東京 168 鹿児島テレビ放送(株)

50 (有)ファインウェザー 172 (株)ヤマテン

51 シスメット(株) 175 (株)風見屋

53 日本気象(株) 178 (株)エナリス

54 (一財)沿岸技術研究センター 179 山口放送(株)

61 (株)吉田産業 183 (国研)土木研究所

64 (有)アップルウェザー 187 福島テレビ(株)

65 (株)島津ビジネスシステムズ 188 (株)スポーツウェザー

68 北海道放送(株) 192 (株)建設技術研究所

70 (株)サーフレジェンド 193 (株)愛媛朝日テレビ

71 東北放送(株) 195 小川和幸

72 (有)ウェザープランニング 199 ＲＳＫ山陽放送（株）

74 (株)テレビ新広島 201 (国研)農業・食品産業技術総合研究機構

78 広島市 202 (株)毎日放送

79 四国放送(株) 203 (株)湘南 DIVE.com

80 (株)中電シ－ティーアイ 204 (国研)理化学研究所

83 (株)ライフビジネスウェザー 205 日本アイ・ビー・エム(株)

85 (株)サニースポット 206 (株)エムティーアイ

86 (株)メテオテック・ラボ 207 福井テレビジョン放送(株)

208 北海道文化放送(株) 222 (株)ライズシステム

209 大阪ガス(株) 223 (株)中国放送

210 (株)熊本放送 225 秋田朝日放送(株)

211 (株)日本ネットワークサービス 226 (株)うみどり

213 (株)サイバード 227 (株)風力エネルギー研究所

215 富士防災警備(株) 228 (株)山陰放送

216 青山シビルエンジニヤリング(株) 230 (株)北海道気象技術センター

217 アイウェザー(株) 231 札幌テレビ放送(株)

219 オフィス気象キャスター(株) 232 (株)Nobest

221 テレビ山口(株) 233 (株)南気象予報士事務所

(地震動)
5 (一財)日本気象協会 139 (株)J-POWER ビジネスサービス

25 (株)ウェザーニューズ 147 Ｔａｋｕｓｕ(株)

33 (株)フランクリン･ジャパン 148 (株)ドリームウェア

97
(株)トータル・ライフサービスコミュニ

ティー
150 (有)電脳組

98 (株)エイツー 152 三菱電機ビルテクノサービス(株)

100 情報事務資材(株) 156 (株)チャレンジ

101 (株)ＡＮＥＴ 160 エーアイテクノロジー(株)

103 三菱スペース・ソフトウエア(株) 162 日本酸素(株)

104 清水建設(株) 164 (株)センチュリー

106 (株)テックス 170 (株)日立アイイーシステム

107 明星電気(株) 173 パナソニック(株)

108 (株)ハレックス 176 (株)コミュニケーションネット

110 富士通 Japan(株) 180 東洋テック(株)

111 白山工業(株) 186 (株)シンワテック

113 (株)レッツ・コーポレーション 189 (株)アイザック

116 アイホン(株) 190 (株)かなめ技術開発

120 大成建設(株) 196 ＤＸアンテナ(株)

121 アールシーソリューション(株) 197 東海警備保障(株)

122
(特非)リアルタイム地震・防災情報利用

協議会
198 ストラテジー(株)

124 (大)東京大学 200 (株)ミエルカ防災

126 (株)ＮＴＴファシリティーズ 212 レキオスソフト(株)

131 JCOM(株) 214 ゲヒルン(株)

136 (学)名古屋電気学園 218 (国研)防災科学技術研究所

138 安全・安心サポート(株) 224 (株)ソフトテックス

(火山現象)
5 (一財)日本気象協会 25 (株)ウェザーニューズ

(津波)
194 和歌山県 229 千葉県

220 三重県

(高潮)
5 (一財)日本気象協会 108 (株)ハレックス

25 (株)ウェザーニューズ

※高潮では、このほか２事業者（非公開）が許可を取得しています。
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予報業務許可事業者

令和５年１月１日現在、予報業務許可を受けている 134

者※の内訳は、気象・波浪が 88者、地震動が 48者、火山現

象が２者、津波が３者、高潮が５者です。

※重複して予報業務許可を受けている事業者があるため、総数は一致しません。

予報業務許可事業者一覧（許可番号順）

(気象・波浪)
2 日立市 87 (大)岐阜大学

5 (一財)日本気象協会 88 (株)気象工学研究所

6
(株)日本気象コンサルティング・カンパ

ニー
91 北海道テレビ放送(株)

12 いであ(株) 92 信越放送(株)

13 国際気象海洋(株) 93 梶原徳和

17 (株)応用気象エンジニアリング 94 伊藤忠テクノソリューションズ(株)

22 防衛省 96 (株)気象サービス

25 (株)ウェザーニューズ 107 明星電気(株)

29 札幌総合情報センター(株) 108 (株)ハレックス

32 (株)ウェザーテック 149 (株)ポッケ

33 (株)フランクリン･ジャパン 154 田平耕治

35 (株)ＭＴＳ雪氷研究所 157 気象情報通信(株)

37 (株)アース・ウェザー 158 （非公開）

40 (株)ウェザーマップ 166 総合気象計画(株)

41 (株)南日本放送 167 (株)Ｓｎｏｗ Ｃａｓｔ

47 (株)テレビ東京 168 鹿児島テレビ放送(株)

50 (有)ファインウェザー 172 (株)ヤマテン

51 シスメット(株) 175 (株)風見屋

53 日本気象(株) 178 (株)エナリス

54 (一財)沿岸技術研究センター 179 山口放送(株)

61 (株)吉田産業 183 (国研)土木研究所

64 (有)アップルウェザー 187 福島テレビ(株)

65 (株)島津ビジネスシステムズ 188 (株)スポーツウェザー

68 北海道放送(株) 192 (株)建設技術研究所

70 (株)サーフレジェンド 193 (株)愛媛朝日テレビ

71 東北放送(株) 195 小川和幸

72 (有)ウェザープランニング 199 ＲＳＫ山陽放送（株）

74 (株)テレビ新広島 201 (国研)農業・食品産業技術総合研究機構

78 広島市 202 (株)毎日放送

79 四国放送(株) 203 (株)湘南 DIVE.com

80 (株)中電シ－ティーアイ 204 (国研)理化学研究所

83 (株)ライフビジネスウェザー 205 日本アイ・ビー・エム(株)

85 (株)サニースポット 206 (株)エムティーアイ

86 (株)メテオテック・ラボ 207 福井テレビジョン放送(株)

208 北海道文化放送(株) 222 (株)ライズシステム

209 大阪ガス(株) 223 (株)中国放送

210 (株)熊本放送 225 秋田朝日放送(株)

211 (株)日本ネットワークサービス 226 (株)うみどり

213 (株)サイバード 227 (株)風力エネルギー研究所

215 富士防災警備(株) 228 (株)山陰放送

216 青山シビルエンジニヤリング(株) 230 (株)北海道気象技術センター

217 アイウェザー(株) 231 札幌テレビ放送(株)

219 オフィス気象キャスター(株) 232 (株)Nobest

221 テレビ山口(株) 233 (株)南気象予報士事務所

(地震動)
5 (一財)日本気象協会 139 (株)J-POWER ビジネスサービス

25 (株)ウェザーニューズ 147 Ｔａｋｕｓｕ(株)

33 (株)フランクリン･ジャパン 148 (株)ドリームウェア

97
(株)トータル・ライフサービスコミュニ

ティー
150 (有)電脳組

98 (株)エイツー 152 三菱電機ビルテクノサービス(株)

100 情報事務資材(株) 156 (株)チャレンジ

101 (株)ＡＮＥＴ 160 エーアイテクノロジー(株)

103 三菱スペース・ソフトウエア(株) 162 日本酸素(株)

104 清水建設(株) 164 (株)センチュリー

106 (株)テックス 170 (株)日立アイイーシステム

107 明星電気(株) 173 パナソニック(株)

108 (株)ハレックス 176 (株)コミュニケーションネット

110 富士通 Japan(株) 180 東洋テック(株)

111 白山工業(株) 186 (株)シンワテック

113 (株)レッツ・コーポレーション 189 (株)アイザック

116 アイホン(株) 190 (株)かなめ技術開発

120 大成建設(株) 196 ＤＸアンテナ(株)

121 アールシーソリューション(株) 197 東海警備保障(株)

122
(特非)リアルタイム地震・防災情報利用

協議会
198 ストラテジー(株)

124 (大)東京大学 200 (株)ミエルカ防災

126 (株)ＮＴＴファシリティーズ 212 レキオスソフト(株)

131 JCOM(株) 214 ゲヒルン(株)

136 (学)名古屋電気学園 218 (国研)防災科学技術研究所

138 安全・安心サポート(株) 224 (株)ソフトテックス

(火山現象)
5 (一財)日本気象協会 25 (株)ウェザーニューズ

(津波)
194 和歌山県 229 千葉県

220 三重県

(高潮)
5 (一財)日本気象協会 108 (株)ハレックス

25 (株)ウェザーニューズ

※高潮では、このほか２事業者（非公開）が許可を取得しています。
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略　語・用　語
"SHP
際的な࿮૊Έの中で「Ξルΰϑローτ」を全世界の海洋にల։し、海面から水ਂࠃ
�
���̼程度までのද૚から中૚の水温、Ԙ分౳の観測をするܭը。気候に大きくӨ
をリΞルタイムで೺Ѳする。"SHP（Ξルΰ）とはΪリγϟਆ࿩にग़گする海洋の状ڹ
てくるધの໊前にͪなΜでいる。

$04.ET4ʢ$PNQVUFS 4ZTUFN GPS .FUFPSPMPHJDBM 4FSWJDFTʣ
気象ࢿྉ૯߹ॲ理γスςム。ࠃ಺֎の気象౳の観測データをू信し、大気の状態を解
析・予測し、その݁果をࠃ಺֎に഑信する気象庁本庁及び大؅۠ࡕ気象୆にઃ置され
た૯߹的な電子ࢉܭ機γスςムのこと。気象ࢿྉのฤ ・ू中ܧなどの通信ॲ理、୺຤
でのデータ利用のための業務ॲ理をするための気象情報఻ૹॲ理γスςム（Ξデス）
と、解析・予測をするためのスーパーίンϐϡータγスςムとからߏ੒されている。

%$1$ʢ%BUB $PMMFDUJPO PS 1SPEVDUJPO $FOUSFʣ
データऩू࡞੒センター。8.0情報γスςム（8*4）において、気象にؔする֤छ
データのऩूやࢿྉの࡞੒をߦう。

E104ʢEBSUIRVBLF 1IFOPNFOB 0CTFSWBUJPO 4ZTUFNʣ
地਒活動౳૯߹ࢹ؂γスςム。気象庁本庁及び大؅۠ࡕ気象୆において日本全ࠃに
おける地਒や௡波の観測データをリΞルタイムでࢹ؂し、ٸۓ地਒଎報、௡波ܯ報・
஫意報や地਒・௡波にؔする情報、南海τラϑ地਒ྟ時情報౳を๷ࡂ機ؔ、報道機ؔ
౳にਝ଎にఏڙするγスςム。

("8ʢ(MPCBM "UNPTQIFSF 8BUDIʣ
全球大気ࢹ؂。温ࣨ効果Ψス、Φゾン૚、エーロゾル、ੑࢎ雨など地球ڥ؀にؔΘる大
気੒分にͭいて、地球規模で高ਫ਼度に観測し、Պֶ的な情報をఏڙすることを໨的
に、8.0が����年に։࢝したࠃ際観測ܭը。

($04ʢ(MPCBM $MJNBUF 0CTFSWJOH 4ZTUFNʣ
全球気候観測γスςム。気候ܥのࢹ؂、気候変動のݕग़やӨڹධՁ౳の実ࢪにඞ要
な気候ؔ࿈データや情報をऩूし、෯޿く利用できるようにするため、様々な観測
γスςムやωッτϫーΫをࠃ際的にௐ੔するγスςムとして����年にઃཱされた。
ҭՊֶจ化機ڭ࿈ࠃ、8.0 （ؔ6/&4$0）੓෎間海洋ֶҕһ会（*0$）、ࠃ࿈ܭڥ؀ը
際Պֶ会ࠃ、（1&/6） （ٞ*$46）がڞ同支援機ؔである。

(%1'4ʢ(MPCBM %BUB 1SPDFTTJOH BOE 'PSFDBTUJOH 4ZTUFNʣ
全球データॲ理・予報γスςム。世界気象ܭ（888）ࢹ؂ըのもとで、8.0加ໍࠃ
の利用にڙするために気象の解析、予報ࢿྉを࡞੒する体੍とそのためのγスςム。

('$4ʢ(MPCBM 'SBNFXPSL GPS $MJNBUF 4FSWJDFTʣ
気候サーϏスのための世界的࿮૊Έ。気候変動΁のదԠࡦをは͡めとするあらΏる
レϕルの੓ࡦや意ܾࢥ定に気候情報を活用し、社会が気候リスΫ（気候によͬてӨڹ
を受ける可能ੑ）をద੾に؅理し対Ԡできるようにすることを໨指す࿮૊Έ。8.0
౳がਪ進している。

(*4$ʢ(MPCBM *OGPSNBUJPO 4ZTUFN $FOUSFʣ
全球情報γスςムセンター。8.0情報γスςム（8*4）において世界の気象通信໢
の中֩をなし、気象にؔする֤छデータの交׵やࢿྉの؅理をߦう。気象庁は8.0
からの指໊を受け、世界にઌۦけて平੒�3年�݄から運用を։࢝した。
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(/44ʢ(MPCBM /BWJHBUJPO 4BUFMMJUF 4ZTUFNʢTʣʣ
全球測ҐӴ੕γスςム。Ӵ੕を用いてҐ置をܾ定するγスςムで、一ൠにはΧーφ
Ϗήーγョンγスςム΁の利用でೃછΈਂい。高いਫ਼度でのҐ置ܾ定が可能で、
高૚大気における風の観測や地਒あるいはՐࢁ現象などに൐う地֪変動を観測す
ることが可能である。また、最近では、水ৠ気により電波の஗Ԇがੜ͡ることを利
用して、このγスςムから大気中の水ৠ気分布をਪ定することもߦΘれている。
(/44は、(14（(MPCBM�1PTJUJPOJOH�4ZTUFm）をは͡めとするӴ੕測Ґγスςム全ൠ
をࣔす呼称である。

(004ʢ(MPCBM 0DFBO 0CTFSWJOH 4ZTUFNʣ
全球海洋観測γスςム。全世界の海洋のڥ؀や変動をࢹ؂して、その予測を可能にす
るための௕ظ的でܥ౷的な海洋観測γスςムをߏஙするࠃ際的なܭը。Ϣωスί੓
෎間海洋ֶҕһ会（*0$）、8.0౳がਪ進している。

(04ʢ(MPCBM 0CTFSWJOH 4ZTUFNʣ
全球観測γスςム。世界気象ܭ（888）ࢹ؂ըのもとでల։されている地球規模の
観測໢。地上気象観測所、高૚気象観測所、ધഫ、ϒイ、ߤ空機、気象Ӵ੕౳からߏ੒さ
れる。

(14ʢ(MPCBM 1PTJUJPOJOH 4ZTUFNʣ
米ࠃによͬて։発・運用されている൚地球測Ґγスςム。ৄ 。は(/44の項を参照ࡉ

(17ʢ(SJE 1PJOU 7BMVFʣ
֨子఺値の項を参照。

(T4ʢ(MPCBM TFMFDPNNVOJDBUJPO 4ZTUFNʣ
全球通信γスςム。気象ࢿྉのࠃ際的な交׵、഑信をߦうためにߏஙされた全世界的
な気象通信ωッτϫーΫ。

*$"0ʢ*OUFSOBUJPOBM $JWJM "WJBUJPO 0SHBOJ[BUJPOʣ
いてͮج空৚໿（γΧΰ৚໿）にߤ際民間ࠃ空機ؔ。ত࿨��年（��44年）のߤ際民間ࠃ
ઃཱされた、民間ߤ空にؔするࠃ際࿈߹のઐ໳機ؔの一ͭ。

*$(�1T84ʢ*OUFSHPWFSONFOUBM $PPSEJOBUJPO (SPVQ GPS UIF 1BDJpD 
TTVOBNJ 8BSOJOH BOE .JUJHBUJPO 4ZTUFNʣ
太平洋௡波ܯռ・ࡂݮγスςムのための੓෎間ௐ੔άループ。ত࿨3�年（����年）のν
リ地਒௡波では、Θがࠃを含め太平洋पลのൣ޿ғにΘたり௡波による大きなඃ֐
がੜ͡た。この܇ڭから地਒・௡波にؔする情報をؔࠃ܎間で૬ޓ交׵し、௡波֐ࡂ
の๷ࢭ・ܰ を図ることを໨的として、ত࿨43年（����年）にϢωスί੓෎間海洋ֶҕݮ
һ会（*0$）にଐする੓෎間૊৫として発଍した。平੒��年（����年）��݄に現在の໊
称に変更された（چ称は、*$(�*546）。ྩ ࿨̐年（����年）�݄現在、太平洋पลの4�の
。または地域が参加しているࠃ

*1$$ʢ*OUFSHPWFSONFOUBM 1BOFM PO $MJNBUF $IBOHFʣ
気候変動にؔする੓෎間パωル。8.0とࠃ࿈ܭڥ؀ը（6/&1）がত࿨�3年（����年）
にઃཱ。世界中のՊֶ者のྗڠの下、気候変動の（�）ࣗ વՊֶ的ࠜڌ、（�）Өڹ・దԠ
ॻをऔりまとめていࠂい、報ߦ的ଆ面のධՁをࡁܦ・の社会的ࡦ੬ऑੑ、（3）؇࿨・ࡦ
る。*1$$の報ࠂは、気候変動にؔするࠃ際交বの場などで、交বのج൫となるՊֶ的
஌ݟとしてѻΘれている。
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L*%E/ʢLJHIUOJOH %FUFDUJPO /FUXPSL 4ZTUFNʣ
ཕࢹ؂γスςム。ཕにより発ੜする電波を受信し、そのҐ置、発ੜ時刻౳の情報を࡞
੒するγスςム。

/E"3-(004
ʢ/PSUI-EBTU "TJBO 3FHJPOBM (MPCBM 0DFBO 0CTFSWJOH 4ZTUFNʣ

๺౦ΞδΞ地域海洋観測γスςム。(004の๺౦ΞδΞ地域プロδΣΫτであり、参
加֤ࠃの海洋観測データ౳をଈ時的にࠃ際交׵するためのデータϕースを運用して
いる。日本、中ࠃ、ؖ 。ロγΞが参加している、ࠃ

1L6.๏ʢ1SPQBHBUJPO PG LPDBM 6OEBNQFE .PUJPO ๏ʣ
で強い༳ܭ地਒଎報の਒度予測に用いるख๏のͻとͭ。「予測地఺の付近の地਒ٸۓ
れが観測されると、その予測地఺も同͡ように強く༳れる」という考えํにैͬてい
る。

3$$ʢ3FHJPOBM $MJNBUF $FOUSFʣ
地۠気候センター。8.0の֤地۠಺の気象機ؔに対して気候業務の支援をߦうた
め、ࢹ؂・予測ࢿྉのఏڙやڭҭ܇࿅౳を実ࢪする。気象庁は平੒��年（����年）にΞ
δΞ地۠の3$$となͬた。

34.$ʢ3FHJPOBM 4QFDJBMJ[FE .FUFPSPMPHJDBM $FOUSFʣ
地۠ಛผ気象センター。୲౰地域಺の気象機ؔを支援するため、気象・୆風の解析・予
報ࢿྉのఏݚ、ڙम、ٸۓڥ؀対Ԡの活動౳をͬߦている。気象庁はओにΞδΞ地۠
で34.$を୲ͬている。

8*/%"4ʢ8JOE 1SPpMFS /FUXPSL BOE %BUB "DRVJTJUJPO 4ZTUFNʣ
局地的気象ࢹ؂γスςム。全33ࠃか所にઃ置した無ਓのウΟンドプロϑΝイラ観測
局とこれを੍ޚする中ԝࢹ؂局及びデータをࣗ動的にऩूする中ԝॲ理局でߏ੒す
るγスςム。

8*4ʢ8.0 *OGPSNBUJPO 4ZTUFNʣ
8.0情報γスςム。ै དྷの全球通信γスςム（(54）によるଈ時 ・ੑ֬ 実ੑがඞ要な
データ交׵の効཰化を進めるのに加え、֤ ྉを効཰ࢿՈセンターに対して֤छࠃࠃ
ྑくࡧݕ・औ得できるようにするために౷一した情報Χタロάを੔備・ఏڙする౷߹
気象情報通信໢。中֩をなす全球情報γスςムセンター（(*4$）、データऩू࡞੒セ
ンター（%$1$）、֤ 。੒されるߏՈセンター（/$）からࠃࠃ

8.0ʢ8PSME .FUFPSPMPHJDBM 0SHBOJ[BUJPOʣ
世界気象機ؔ。世界の気象事業のௐ࿨的発లを໨ඪとしたࠃ際ܭըのਪ進・ௐ੔を
いてઃཱされ、ཌত࿨��年ͮجうため、ত࿨��年（����年）に世界気象機ؔ৚໿にߦ
（����年）にࠃ際࿈߹のઐ໳機ؔとなͬた。ྩ ࿨̐年（����年）�݄現在、���かࠃと�ྖ
域がߏ੒һとして加ໍしている。（日本はত࿨��年（���3年）に加ໍ）。事務局本෦はス
イスのδϡωーϒに置かれている。

888ʢ8PSME 8FBUIFS 8BUDIʣ
世界気象ܭ888。ࢹ؂ըは8.0の中֩をなす活動であり、世界֤ࠃにおいて気象
業務の਱ߦのためඞ要となる気象データを的֬にೖखできることを໨的とする。全
世界的な気象観測໢（全球観測γスςムɿ(04）、通信໢（全球通信γスςムɿ(54）、
データॲ理γスςム（全球データॲ理・予報γスςムɿ(%1'4）の੔備強化がこのܭ
ըのࠜװとなͬている。
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Ξσス
気象庁本庁γスςム運用 （ࣨ౦ژ౎ਗ਼੉ࢢ）及び大؅۠ࡕ気象୆にઃ置された気象情
報఻ૹॲ理γスςムのこと。気象ࢿྉのฤ ・ू中ܧなどの通信ॲ理、୺຤でのデータ
利用のための業務ॲ理をͬߦている。

Ξϝμス
ʢ".F%"4ɿ "VUPNBUFE .FUFPSPMPHJDBM %BUB "DRVJTJUJPO 4ZTUFNʣ

全ࠃ໿�
3��か所の観測所でߏ੒された、気温や降水量などをࣗ動的に観測するγス
ςムをいう。Ξメダスはこのγスςム（地域気象観測γスςム）のӳ໊ޠの಄ޠࣈで
ある。

Ξンサンブルख๏
ॳظ値に含まれるޡ差や数値予報モデルが׬全ではないことによりੜ͡る、予測݁
果のෆ֬実ੑにؔする情報を、ଟ数の予測ࢉܭからநग़するํ๏。ॳظ値のޡ差を考
慮するख๏を「ॳظ値Ξンサンϒルख๏」、数値予報モデルのෆ׬全ੑを考慮するख
๏を「モデルΞンサンϒルख๏」と呼Ϳ。

ҟৗ気象
一ൠに、աڈにݧܦした現象から大きく֎れた現象のこと。大雨や強風౳のܹしい数
時間の現象から数か݄もଓくׯばͭ、ۃ୺なྫྷՆ・ஆౙなども含Ή。また、気象֐ࡂも
異常気象に含Ή場߹がある。気象庁では、気温や降水量などの異常を൑அする場߹、
݄、ि）ظଇとして「ある場所（地域）・ある時ݪ અ౳）において3��年間に̍ճ以下ق、
のස度で発ੜする現象」を異常気象としている。

ҟৗைҐ
高ைや௡波とは異なり、ൺֱ的௕ظ間（̍ि間から3か݄程度）ܧଓして、ைҐが平常
より数十センνメーτル程度高く（もしくは低く）なる現象。ݪ因は、気圧഑置・海水
温・海ྲྀの変動などଟذにΘたり、これらがෳ߹して発ੜすると考えられている。

΢ΟンドγΞーʢXJOE TIFBSʣ
大気中の異なる�఺間で、風の強さや޲きがٸ変する状態、またはそのٸ変域。

΢ΟンドϓϩϑΝイϥʢXJOEQSPpMFS SBEBSʣ
電波を地上から上空に޲けて発射して、大気により散乱される電波をॲ理すること
により観測఺上空の風޲・風଎を測定するレーダー。

ΤーϩκルʢBFSPTPMʣ
大気中にු༡しているݻ体あるいはӷ体のඍ粒子。地දや海洋から෣い上がるもの
や、޻業活動によͬてഉग़されるഗԎなどがある。太ཅ光のٵऩŋ散乱や雲のੜ੒な
どにӨڹする。

Τルχーχϣݱ象ʢEM /JÑPʣ
太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年より高くな
り、その状態が̍年程度ଓく現象で数年おきに発ੜする。これに൐ͬて、日本を含め
世界中の異常な天候の要因となり得ると考えられている。

Φκンશ ʢྔUPUBM DPMVNO P[POFʣ
地දから大気ݍ上୺までの気பに含まれる全てのΦゾンを積ࢉした量。Ծに大気中
のΦゾンを全て̍気圧、�ˆとして地දにूめたときに、Φゾンͩけからなる૚のް
Έをセンνメーτル୯Ґで測り、この数値を����ഒしてදΘす。୯Ґはm�BUm�Dm（ϛ
リΞτムセンνメーτル）または%6（%PCTPO�6OJU�ドϒソン୯Ґ）である。
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ΦκンϗールʢP[POF IPMFʣ
南൒球のय़に南ۃ域上空のΦゾン量がۃ୺にগなくなる現象。

ԹࣨޮՌガスʢHSFFOIPVTF HBTFTʣ
地ද面から์ग़される赤֎線をٵऩして大気をஆめる効果（温ࣨ効果）をもͭ気体
（Ψス）の૯称。ೋࢎ化୸素、メタン、一ࢎ化ೋ஠素などがある。また、水ৠ気も温ࣨ効
果を࣋ͭことが஌られている。

ղੳӍྔ
Ξメダスや࣏ࣗ体౳の雨量ܭによる雨量観測とレーダーによる面的な雨の分布・強
さの観測とのそれͧれの௕所を૊Έ߹Θͤて、よりਫ਼度が高い、面的な雨量を̍km
֨子解析したもの。

ւྲྀ
海洋の΄΅ܾまͬた場所を΄΅定常的にྲྀれる大規模なྲྀれ。୅ද的なものに日本
の南岸をྲྀれるࠇைや๺大੢洋のメΩγί࿷ྲྀがある。

Րྲྀࡅ
෾Րにより์ग़されたഁย状のݻ体物࣭とՐࢁΨス౳がࠞ߹状態で、地දに沿ͬて
ྲྀれる現象。Րྲྀࡅの଎度は時଎ඦkm以上、温度は数ඦˆに達することもあり、ഁ յ
ྗが大きく、ॏ要な֐ࡂ要因となりえる。

Ր山෾Ր༧஌࿈བྷ会
Րࢁ෾Ր予஌ܭըにͮجきত࿨4�年に૊৫。Րࢁにؔする観測ڀݚをߦう気象庁、大
ؔ、੒されߏ者やઐ໳Ոからݧܦ機ؔ౳のֶࣝڀݚཱࠃ、ֶ 及び業務にڀݚ機ؔの܎
ؔする੒果及び情報の交׵、Րࢁ現象にͭいての૯߹的൑அをͬߦている。事務局は
気象庁が୲౰している。

ガスτϑϩンτ
積雲や積乱雲からਧきग़したྫྷ気のઌ୺とपғの空気とのڥ界を指し、前線状のߏ
଄を࣋ͭ。降水域からपғに޿がることがଟく、数��kmあるいはそれ以上཭れた地
఺まで進ߦする場߹がある。地上では、ಥ風と風޲のٸ変、気温のٸ下降と気圧のٸ
上ঢが観測される。

気ީϞσル
気候をܗ੒する大気、海洋、཮面౳のॾ因子を数値モデル化（それͧれ大気大॥؀モ
デル、海洋モデル、཮面モデルという）し、これを૊Έ߹Θͤࢉܭ機上で実ߦして気候
を予測する数値予報モデル。

気象๷ࡂΞドόイβー
気象๷ࡂΞドόイザーは、気象୆0#�0(や所定のݚमをमྃした気象予報࢜にࠃ౔
交通大ਉがҕ৤する気象と๷ࡂのスϖγϟリスτである。地ํެஂڞ体の৬һとし
て、平常時のී及ܒ発や֐ࡂ発ੜがࠐݟまれる際の地域のಛੑを౿まえたආ೉情報
発ྩのॿݴや気象解આをߦうなど、気象୆と࿈ܞして地域の๷ࡂ業務を支援してい
る。
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஍਒଎ใٸۓ
地਒波には、ൺֱ的ૣく౸達する̥波（ॳظඍ動）と、஗れて౸ணしओ要なഁյ現象を
Ҿきىこす̨波（ओ要動）がある。ٸۓ地਒଎報とは、਒ݯ近๣の観測఺の̥波の観測
データをॲ理することにより、਒ݯからある程度཭れた地域において̨波が౸達す
る前に、地਒が発ੜしたこと、਒ݯとϚάニνϡードのਪ定値、̨ 波の౸達予૝時刻、
予૝਒度、予૝௕पظ地਒動֊ڃなどにͭいて、可能なݶりଈ時的に発දする情報の
こと。また、観測఺に༳れが౸達し、पล地域に強い༳れがདྷることが予૝される場
߹は、そのࢫあΘͤて発දする。

ۭৼ
෾Րなどによͬてपғの空気がৼ動してিܸ波となͬて大気中に఻೻する現象。෾
Րの΄か、Րྲྀࡅのྲྀ下などに൐い発ੜする。

ܭࣼ܏
地൫の܏きを測定する機器で、地਒やՐࢁ活動に൐う地֪変動のࢹ؂に用いる。

έーブル式ւఈ஍਒ܭ
海ఈにઃ置する地਒ܭで、地਒ܭのデータを、信߸ケーϒルを通͡て཮上までૹるํ
ࣜのもの。地਒ܭやデータ఻ૹ෦は高い水圧に଱えられるよう଱圧ᝑ体಺に෧ೖさ
れる。機器とケーϒルを海ఈにෑઃするため、ࣗ にൺ΂අ用がかܭ上ࣜ海ఈ地਒ුݾ
かるが、常時観測が可能である。

֨子఺஋ʢ(17ɿ(SJE 1PJOU 7BMVFʣ
数値予報の݁ࢉܭ果を、大気中のԾ૝的な౦੢・南๺・高さでදした࠲ඪ（ཱ体的な֨
子）にׂり౰てた、気温、気圧、風౳の大気状態（物理量）。ίンϐϡータで気象状態の
ը૾දࣔやԠ用ॲ理にదしたデータのܗ態である。数値予報のࢉܭもこのようなཱ
体的な֨子上で物理量の予測をߦう。

ܭ式ւఈ஍਒্ුݾࣗ
海ఈにઃ置する地਒ܭで、ધഫ౳から౤下し海ఈに௜めて、観測したޙに海面上にු
上さͤճऩするํࣜのもの。地਒ܭやデータه࿥装置は高い水圧に଱えられるよう
଱圧༰器（Ψラス球౳）಺に֨ೲされている。観測データをه࿥できるظ間は数か݄
から̍年程度。௕ظ間のࢹ؂には޲かないが、ケーϒルࣜ海ఈ地਒ܭより҆Ձで、ま
た機動的な観測が可能である。

஍਒ܭ
地਒によͬて発ੜした地਒波をܭ測するܭ器である。ଟくの地఺での地਒波が౸達
した時刻や地਒波のৼ෯などから、地਒の発ੜ場所、ਂ さ、規模（Ϛάニνϡード）が
。められるٻ

஍਒೾
こり、このিܸが地中を波のىいがͣれるようにޓにڥੴのഁյは通常ある面をؠ
ૄ、態によͬてܗで఻Θる。これを地਒波といい、その఻೻のܗ ີの状態が఻Θるॎ
波（̥波）、ͣ れの状態が఻Θるԣ波（̨波）、地球のද面に沿ͬて఻Θる波（ද面波）に
大ผできる。
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஍਒๷ࡂରڧࡦԽ஍Ҭ൑ఆ会
౦海地਒の発ੜのおそれの༗無にͭいて൑定をߦうための૊৫。会௕以下ෳ数໊ҕ
һ（いͣれもֶࣝݧܦ者）でߏ੒される。ຖ݄定例に։࠵される΄か、気象庁がࢹ؂す
る౦海地域のデータにج४以上の異常が現れた場߹、ྟ 時に։࠵され、その൑定݁果
は気象庁௕׭に報ࠂされる。

਒ݯ
地਒発ੜ時には、地球಺෦でؠੴのܹٸなഁյが࢝まり、それがある޿さまで֦大す
る。਒ݯとはそのഁյの։࢝したϙインτをࣔす。਒ݯの௚上の地දを਒ԝといい、
ഁյされたྖ域全体を਒ݯ域という。

਒度
地਒によりੜ͡た地面の༳れのことを地਒動という。地਒動は、地਒、地਒波が఻
Θͬてくるܦ࿏、その地域の地൫やݐ物のܗ状౳の要因により、その大きさ、पظ及
びܧଓ時間౳、様々なੑ࣭がある。਒度は、これら地਒動のੑ࣭を考慮にೖれ、地਒に
よるඃ֐と地਒動とをؔ࿈ͮけるとともに؆୯な数ࣈで༳れの強ऑの程度をදす指
ඪである。

ਫৠ気෾Ր
Րࢁの地下にある水が加೤され、またはݮ圧により、ܹٸに水ৠ気となͬて๲ுする
ことをۦ動ྗする෾Րである。

਺஋༧ใ
物理๏ଇにͮجき、কདྷの気温、気圧、風などの大気の状態を数値として予測する技
術。このࢉܭには、๲大なԋࢉॲ理がඞ要であるため、スーパーίンϐϡータが使Θ
れる。

੩ࢭ気象Ӵ੕
赤道上空໿3�
���kmの高さにあͬて、地球のࣗసと同一पظで地球のपりをެసし
ているため、常に同͡場所から地球を観測する気象Ӵ੕。Θがࠃの「ͻまΘり」の΄
か、米ࠃの(0&4、Ԥभの.&5&04"5౳が運用されている。

成૚ݍ
対ྲྀݍと中間ݍの間にある大気ݍ。����年に8.0は、「対ྲྀݍ界面（�ʙ��km）と੒
૚ݍ界面（��ʙ��km）との間にあり、気温が一ൠに高さとともに高くなるྖ域」と定
ٛした。

ઢঢ়߱ਫଳ
次々と発ੜする発達した雨雲（積乱雲）がྻをなした、૊৫化した積乱雲群によͬて、
数時間にΘたͬて΄΅同͡場所を通աまたはఀ଺することで࡞りग़される、線状に
৳びる௕さ��ʙ3��km程度、෯��ʙ��km程度の強い降水をともなう雨域。

୆෩
๺੢太平洋または南γφ海にଘ在する೤ଳ低気圧のうͪ、低気圧域಺の最大風଎が
およそ��m�T以上のもの。

μ΢ンόースτ
積雲や積乱雲からੜ͡る強い下降気ྲྀを指し、地面にিಥしपғにਧきग़すಥ風を
ੜ͡る。地上では、発散ੑのಥ風の΄か強雨・ᯔとともに࿐఺温度の下降を൐うこと
がある。ඃ֐域はԁまたはପԁ状となることがଟい。また、強い低૚ウΟンドγΞー
をىこす現象の一ͭであり、ߤ空機の཭発ணに大きなӨڹを༩える。पғ΁のਧきग़
しが4kmະຬのものをϚイΫロόースτ、4km以上のものをϚΫロόースτとも呼
Ϳ。
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高ை
୆風や発達した低気圧に൐う気圧降下による海面のٵい上͛効果とԭから海岸に޲
かͬてਧく風によるਧきͤد効果のため、海面が異常に上ঢする現象。

רཽ
積雲や積乱雲に൐ͬて発ੜするԖ௚࣠をܹ࣋ͭしいӔ巻きで、࿙ే状またはப状の
雲や、཮上では巻き上がる࠭ਖ、海上では水பを൐うことがある。地上では、ऩଋੑや
ճసੑを࣋ͭಥ風や気圧降下が観測され、ඃ֐域はଳ状・線状となることがଟい。

஍֪ؠੴͻͣΈܭ
地下数ඦ̼にຒめられたԁ౵ܗのݕग़෦が、पғのؠ൫から受けるྗによͬて変ܗ
する様子をۃめて高いਫ਼度でݕग़し、それによりؠ൫の৳ॖをとらえる観測装置。୯
にͻͣΈܭとも呼Ϳ。

ைҐ
波࿘などपظの短い変動をऔりআいた海面の高さを、あるج४の高さから測ͬたも
のをいう。݄ や太ཅなどのҾྗによͬてੜ͡るຬை・ׯைのような海面の上下動がை
ࣚである。

௡೾
大きな地਒によͬて、海ఈに地֪変動がੜ͡た݁果、海水がԡし上͛られ、あるいは
Ҿき下͛られ、これが波となͬてपғに޿がͬていく現象。通常の波とは異なり、ڊ
大な水のմが一気に沿岸にԡしͤدるので、ඇ常にݥةである。௡波が཮地に近ͮき
水ਂがઙくなると、଎度は஗くなるとともに、௡波の高さはٸ଎に高くなる。

௡೾஍਒ૣݕظ஌໢
௡波の発ੜの༗無をଈ࠲に൑定するための地਒観測໢。֤ 観測఺からの地਒波ܗ
データは本庁及び大؅۠ࡕ気象୆に఻ૹされ、地਒のҐ置・規模をਝ଎にਪ定するこ
とにより௡波の༗無の൑定をͬߦている。

σータಉԽ
気象୆౳がߦう地上気象観測や高૚気象観測のように、あるܾまͬた時刻にߦΘれ
る観測に加えて、يۃ道Ӵ੕観測などのಛに観測時刻が定まͬていない観測など、
様々な観測データを数値予報の「ॳظ値」（予測ࢉܭを։࢝する時刻の気温や風଎な
どの大気の状態）として活用するためのख๏。

ಛผܯใ、ܯใ、஫ҙใ
ಛผܯ報とは、予૝される現象がಛに異常であるためॏ大な֐ࡂのىこるおそれが
ஶしく大きい場߹に発දするܯ報である。ܯ報とは、予૝される現象によͬてॏ大な
こるおそれがある場߹に発දする予報である。஫意報とは、予૝される現象ىの֐ࡂ
によͬて֐ࡂがىこるおそれがある場߹に発දする予報である。

ೆւτϥϑڊେ஍਒
౦海地਒の૝定਒ݯ域に࿈なる遠भಿから日޲ಿԭまでの南海τラϑのプレーτڥ
界を਒ݯとするڊ大地਒。平੒��年�݄に中ԝ๷ࡂ会ٞで「南海τラϑڊ大地਒対ࡦ
にͭいて」がऔりまとめられた。౦海地਒・౦南海地਒・南海地਒の発ੜ域もこの中に
含まれる。
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ೆւτϥϑԊ͍の஍਒ʹؔするධՁݕ౼会
南海τラϑ全域を対象として地਒発ੜの可能ੑをධՁするにあたͬて、༗ࣝ者から
ॿݴいたͩくために։࠵。会௕以下ෳ数໊ҕһ（いͣれもֶࣝݧܦ者）でߏ੒され、ै
དྷの౦海地域を対象とした地਒๷ࡂ対ࡦ強化地域൑定会と一体となͬてݕ౼をͬߦ
ている。ຖ݄定例に։࠵される΄か、南海τラϑ沿いで異常な現象が観測された場
߹、ྟ 時に։࠵される。

೤ଳ௿気ѹ
೤ଳまたはѥ೤ଳ地ํに発ੜする低気圧の૯称。低気圧域಺の最大風଎がおよそ
��m�Tະຬで୆風にຬたないものを指すこともある。

ϋβードϚッϓʢIB[BSE NBQʣ
ある֐ࡂに対するݥةな地۠がهೖされている地図。Րࢁ෾Ր、地す΂り、่ࢁれ、ߑ
水、高ை、౔ੴྲྀ、なͩれなどの現象に対して、それͧれ࡞੒されている。

೾࿘
その場所でਧいている風によͬてͬىた「風࿘」と、他の場所で風によͬてੜ͡た波
がその場所まで఻Θͬてདྷた「うͶり」がॏなり߹Θさͬたもの。

ώーτΞイϥンドݱ象ʢ)FBU *TMBOE 1IFOPNFOPOʣ
ਓ޻的な೤のഉग़や、ਓ޻的な地ද面及びݐங物の૿加により、౎ࢢの気温がपғよ
りも高い状態になる現象。౳温線が౎ࢢをؙくऔりғΜで、気温分布がౡのようなܗ
になることから、このように呼ばれる。

ͻͣΈܭ
地֪ؠੴͻͣΈܭの項を参照。

ඇ੩ྗ学Ϟσル、੩ྗ学Ϟσル
大規模な大気の運動においては、Ԗ௚ํ޲の大気の運動は、水平ํ޲の運動にൺ΂て
૬対的に小さい。このため、大規模な大気のྲྀれを予報するための水平分解能（֨子
間隔）のૈいモデルでは、Ԗ௚ํ޲の大気の運動を水平の気ྲྀのྲྀれから間઀的にٻ
めている。このようなԖ௚ํ޲のऔりѻいをする数値予報モデルを੩ྗֶモデルと
呼Ϳ。一ํ、規模の小さな大気の運動では、Ԗ௚ํ޲の大気の運動が૬対的に大きく
なͬてくる。このため、規模の小さな大気の運動を予報するための水平分解能がࡉか
い数値予報モデルでは、降水現象などに൐うԖ௚の大気の運動（上ঢ気ྲྀ、下降気ྲྀ）
を௚઀ࢉܭすることがඞ要になる。このような数値予報モデルをඇ੩ྗֶモデルと
呼Ϳ。

ϓϨーτʢQMBUFʣ
地球ද面を෴うްさ十数kmからඦkm程度のݎいؠੴの૚をプレーτと呼Ϳ。

ϓϨーτςクτχクスʢQMBUF UFDUPOJDTʣ
地਒活動、Րࢁ活動、地֪変動などの地球ද面の地ֶ現象を、地球ද面を෴ͬている
ෳ数のプレーτの૬対的な運動からੜ͡るものとして౷一的にઆ ・໌解໌するֶઆ。

෾Ր
Րޱから༹ؠがྲྀग़する、もしくはՐޱの֎΁Րࢁփ౳のܗݻ物を์ग़する現象。

ϚάχνϡードʢNBHOJUVEFʣ
地਒の規模をදす指数で、一ൠに̢というه߸でදす。1���ʙ���参照。
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ຽؒ気象ۀ຿ࢧԉηンター
気象庁は、予報業務許可事業者その他民間における気象業務の健全な発達を支援し、
及び産業、交通その他の社会活動における気象情報の利用促進を図るため、「民間気
象業務支援センター」を指定することができる。現在、（一財）気象業務支援センター
を指定している。

ϝιスέール
高・低気圧や梅雨前線など、天気図上で解析される数千km規模の大気現象のスケー
ルより小さく、竜巻など局所現象（数km以下）より大きいスケールを意味する。大雨
をもたらす積乱雲群などは数十km規模でありメソスケールに分類される。なお、気
象庁ではメソスケールの現象を対象とする数値予報モデルとして「メソモデル」を運
用している。

ม෼๏ݩ4࣍
数値予報モデルが短時間（例えば3時間程度）に予測する、風、気温、降水量などの様々
な物理量と、地上の様々な場所や時刻に実際に観測される物理量との差が最小にな
るようにするデータ同化技術。空間（3次元）の観測値の分布に加えて、時間的な分布
も考慮されることから4次元と称される。

ϥイμーʢMJEBS�LJHIU %FUFDUJPO BOE 3BOHJOHʣ、ドッϓϥーϥイμー
レーザー光の短いパルスを大気中に発射し、雲、エーロゾル、大気分子からの散乱光
を受信することによりそれらの濃度の高度分布を遠隔測定する装置のことをいう。
レーザーレーダーとも呼ばれる。また、ドップラー効果を利用して上空の風の情報を
得る機能を備えた装置をドップラーライダーという。

ϥδΦκンσʢSBEJPTPOEFʣ
センサーと無線発信器を一体とした気象測器で、水素またはヘリウムを詰めた気球
に吊るして上空に飛揚し、気温・気圧・湿度・風など大気の状態の測定に使用する。

ϥχーχϟݱ象ʢLB /JÑBʣ
エルニーニョ現象とは逆に、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて
海面水温が平年より低くなる現象（エルニーニョ現象の項を参照）。この現象も、日本
を含め世界中の異常な天候の要因となり得ると考えられている。

ϨーμーʢSBEBS�3BEJP %FUFDUJPO BOE 3BOHJOHʣ、ドッϓϥーϨーμー
パルス状の電波を大気中に発射し、雨粒や雪からの反射波を受信することにより降
水の水平分布や高度などを遠隔測定する装置のことをいう。また、降水の分布や強さ
などの観測に加え、電波のドップラー効果を利用して上空の風の情報を得る機能を
備えたレーダーをドップラーレーダーという。
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ղੳੵઇ ・ਂղੳੵઇྔ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 34
35
256
ガイμンス ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 61
ւఈ஍਒ܭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 332

ւఈ௡೾ܭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ131
160
161
։発్্ࠃへのٕज़ࢧԉ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 233
ւණ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 51
81
108
115
244
257
ւ໘্ঢ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 93
161
ւ໘ਫԹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 108
115
ւ໘มಈ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 132
133
ւ༸؍ଌγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 113
ւ༸؍ଌϥイン ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 112
ւ༸気象؍ଌધ ŋŋŋŋŋ90
110
111
112
113
228
ւ༸ੑࢎԽ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 91
ւ༸৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 108
109
242
ւ༸の݈߁਍அ表 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 108
ւྲྀ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 1108
115
331
Րྲྀࡅ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 183
185
331
Ր山ガス ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 181
183
185
Ր山ガス༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 185
253
Ր山ػಈ؍ଌ൝ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 179
Ր山ܯ・ࢹ؂ใηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 182
213
Ր山؍ଌࢪઃ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 181
Ր山のঢ়گʹؔするղઆ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 179
182
185
254
Ր山փ࣮گਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
212
Ր山փʹؔする৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
231
Ր山෾Ր༧஌࿈བྷ会 ŋŋ179
181
188
255
331
ガスτϑϩンτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 331
෩・気Թ༧૝ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
Լ૚ѱఱ༧૝ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
211
式ূ໌ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋܕ 86
Ր山 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ׆ 179
182
255
ಛผાஔ๏ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋࡦಈՐ山ର׆ 187
252
཭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋڑࢹ૸࿏׈ 199
200
ཕࢹ؂γスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋ 32
68
200
202
329
ཕ࣮گਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
ཕφ΢キϟスτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 32
44
254
ଌ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ؍気象ڥ؀ 117
ରԠ஍区ಛผ気象ηンター ŋٸۓڥ؀ 232
329
༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋظީפ 96
98
Χϝϥ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋࢹ؂ 179
181
67
ଌγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ65؍
71
気ѹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 43
51
54
68
70
78
208
気Թ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ45
57

68
70
78
88
92
94
96
101
103
107
195
200

208
245
330
331
332
333
334
335
336
気Թのܦ年มԽ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 92
キキクルʢݥة度෼෍ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
4
7
9
10
11
12
13
14
15
23
37
38
39
256
257
気ީࢹ؂ܥ଎ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 95
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気ީ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 95
227
気ީσータಉԽ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 60
気ީϞσル ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 94
101
気象Ӵ੕ηンター ŋŋŋŋŋŋŋ232
237
243
324
気象Պ学ؗ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 240
気象ܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ6
10
26
気象研ڀ所 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 235
241
気象ޫ学ڑ཭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 199
気象৘ใ఻ૹॲཧγスςϜ ŋŋŋŋ 65
327
330
気象ࢿྉ૯߹ॲཧγスςϜŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 65
193
252
327
気象େ学校 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ237
249
気象庁๷ࡂରԠࢧԉνーϜʢ+ETTʣ ŋŋŋŋŋŋŋ 5
気象௨৴ωッτϫーク ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 328
気象σータΞφリスτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ228
229
気象ϏδωスਪਐコンιーγΞϜŋŋŋŋŋŋŋ 230
気象ແઢ໛ࣸ௨ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 52
54
108
気象༧ใ࢜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 233
અ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋق 95
96
97
અΞンサンブル༧ใγスςϜ ŋŋŋŋŋŋق 59
64
ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋگҬѱఱ࣮ڱ 195
211
Ҭѱఱ༧૝ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋڱ 195
211
෩Ҭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋڧ 40
気象௨ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋۀړ 51
52
஍ղੳ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋہ 59
60

.'஍ϞσルʢLہ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ58
59
61
64
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ܭଌ؍େ௡೾ڊ 160
஍਒଎ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋٸۓ
ŋŋŋŋ 2
3
131
135
137
157
300
327
329
332
଎ใϝール ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋٸۓ 2
135
ۭҬ気象৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 210
ۭ港気象ドッϓϥーϥイμー ŋŋŋŋŋŋ200
206
ۭ港気象ドッϓϥーϨーμー ŋŋŋŋŋŋ200
204
ۭৼܭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 181
182
15
ռϨϕル ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ4ܯ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ܭࣼ܏ 181
182
332
117
෩ؙ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ111ܒ
237
253
ை所 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋݕ 93
ఆ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋݕ 85
86
158
226
ҬӢը૾৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ޿ 195
高ղ૾度߱ਫφ΢キϟスτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 36
ޫԽ学スϞッά ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 128
ॺ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ׭気象ۭߤ 196
197
198
201
຿ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋۀ気象ۭߤ 191
251
191
気象৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ59ۭߤ
193
195
γスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋڙ気象৘ใఏۭߤ 193
௨؅ཧηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋަۭߤ 192
༧૝ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋྻܥ௨気象࣌ަۭߤ 195
௨気象ηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋަۭߤ 192
237

࿏Ր山փ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋۭߤ 195
212
213
231
࿏Ր山փ৘ใηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋۭߤ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ191
212
213
231
ԫ࠭ղੳ༧ଌγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 116
ԫ࠭ʹؔする৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 125
253
֨子఺஋	(17
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 60
328
332
߱ਫڧ度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 36
߱ਫ୹࣌ؒ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 34
59
߱ਫφ΢キϟスτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 36
߱ઇ୹࣌ؒ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 35
44
256
24
ਫ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ13ߑ
25
27
253
߱ਫྔ ŋŋ36
44
94
96
102
103
107
200
330
高૚気象؍ଌ ŋŋŋ54
77
78
113
245
251
334
高૚気象୆ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ235
245
高度نܭਖ਼஋ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 199
߱փ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 185
189
190
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ߏػྗڠࡍࠃ 233
ѱఱ༧૝ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ༺ۭߤࡍࠃ 195
ଌ年 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ؍ٿ஍ࡍࠃ 129
ŋŋŋŋŋŋŋ ؔػۭߤຽؒࡍࠃ 191
224
231
328
಺ѱఱղੳਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋࠃ 195
211
ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋگ಺ѱఱ࣮ࠃ 195
211
಺ѱఱ༧૝ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋࠃ 195
210
211
࿏6ŋ12࣌ؒ༧૝அ໘ਤ ŋŋŋŋŋŋŋۭߤ಺ࠃ 195

˖ ͞ ˖
෼区Ҭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋࡉ 16
3͔月༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 96
98
ม෼๏ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋݩ3࣍ 60
෼େ気ղੳ৘ใਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋेࡾ 195
ཚ日ࣹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋࢄ 127
γΞーϥインŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ205
207
γーリンά ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 208
γーϩϝーター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 198
200
ଌ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ؍Ҭ日ࣹ֎ࢵ 117
ઢ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ֎ࢵ 119
123
124
245
246
253
ઢ༧ଌγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ֎ࢵ 116
γάϝッτ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
210
஍਒׆ಈ౳૯߹ࢹ؂γスςϜ ŋŋŋ 65
252
327
஍਒ܭ ŋŋŋŋŋŋ156
157
158
174
184
321
324
஍਒৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 133
஍਒೾ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 136
169
171
332
஍਒๷ࡂରڧࡦԽ஍Ҭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 148
஍਒๷ࡂରڧࡦԽ஍Ҭ൑ఆ会 ŋŋŋŋŋ 148
332
68
ఔ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ61ࢹ
70
200
208
211
24
ਫ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋ13ߑఆՏ઒ࢦ
25
27
253
िؒఱ気༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 44
49
50
ट都௚Լ஍਒ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 178
ओཁಈʢ4೾ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 136
331
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ৗ࣌؍ଌՐ山 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 179
184
৘ใެ։੍度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 263
ॳظඍಈʢ1೾ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 136
331
২෺৭ૉ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 113
਒ݯ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 133
136
141
156
171
173
178
਒ݯ・਒度৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 133
਒度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ131

133
135
139
145
158
159
164
165
168
300
਒度ܭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 158
165
਒度଎ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 133
158
ਐ入؅੍区 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 211
৴པ度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 49
ਫԹʗւਫԹ ŋŋŋŋ 108
110
113
115
116
228
ਪܭ਒度෼෍ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 133
139
ਫৠ気෾Ր ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 333
ਫૉイΦンೱ度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ91
113
ਫฏ෼ղೳ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ59
63
116
਺஋༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 56
59
61
63
98
116
333
਺஋༧ใϞσル ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 57
58
スーύーコンϐϡータ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ56
66
68
77
スΧイϥδΦϝーター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 126
੩ࢭ気象Ӵ੕ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 80
82
223
243
333
成૚ݍ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ119
121
122
333
੓෎։発ԉॿ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 233
ੜ෺قઅ؍ଌ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 83
ηーϑςΟωッτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 52
ੈք気ީܭը ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 220
ੈք気象ܭࢹ؂ը ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 220
ੈք気象ؔػ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 122
191

220
221
222
223
225
226
227
228
233
251
ੈք気象ηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 227
ੈքۭҬ༧ใγスςϜインターωッτϑΝイル
サーϏス ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 193
ੈքۭҬ༧ใηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 193
195
ੈքࢿྉηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ225
232
੺֎์ࣹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 127
ੵઇのਂさ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 35
શٿΞンサンブル༧ใγスςϜʢ(E14

ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ49
58
59
64
શٿҟৗ気象ࢹ؂଎ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 95
99
શٿղੳ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 59
60
શ؍ٿଌγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 221
328
શٿ気ީ؍ଌγスςϜ஍্؍ଌ໢ࢹ؂ηン
ター�リードηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 232
શٿେ気ࢹ؂ʢ("8
225
ը ŋŋŋŋŋ220ܭ
327
શٿେ気ੈࢹ؂քֱਖ਼ηンター ŋŋŋŋ225
232
શٿେ気ࢹ؂஍区ֱਖ਼ηンター ŋŋŋŋ225
232
શٿ௨৴γスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 65
328
329
શٿσータॲཧ・༧ใγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 327

શٿϞσルʢ(4.ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ49
58
59
63
શۭߤࠃ気象ղઆใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
ઢঢ়߱ਫଳ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 9
333
શ୸ࢎ・ΞルΧリ度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 113
શఱ日ࣹྔ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 127
ધഫ͚޲気象৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 52
ધഫ͚޲ఱ気ਤఏڙϖーδ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 109
ધഫ͚޲༧ใܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 51
શൠւ্ܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 51
52
શൠւ্༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 51
52
10
のՄೳੑʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋ9ڃใܯ஫ҙ৘ใʢظૣ
ఱީ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋظૣ 96
૬ର࣪度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 291
૝ఆ਒ݯҬ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ141
142
143
146

˖ ͨ ˖
େ気Ԛછ気象༧ଌγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 116
େ気ݱ象 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 68
129
198
200
336
୆෩ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ3
40
41
42
223
275
333
୆෩委員会 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ223
224
୆෩৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 40
283
୆෩の໊ݺ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 283
太ฏ༸௡೾ܯռ・ࡂݮγスςϜのͨΊの੓෎ؒ
ௐ੔άルーϓ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ229
328
太ฏ༸௡೾ܯใηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 229
μ΢ンόースτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 31
32
284
333
高ை ŋŋŋ3
30
42
43
161
257
325
330
334
335
高ைϞσル ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 116
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ רཽ 31
32
253
254
284
334
஫ҙ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋרཽ 31
253
254
32
発ੜ֬度φ΢キϟスτ ŋŋŋŋ31רཽ
44
254
タンクϞσル ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 37
38
39
ஆީظ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 96
98
஍Ҭ気象؍ଌγスςϜ ŋŋ 65
71
73
252
330
஍Ҭ気象؍ଌγスςϜ؍ଌ໢ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 71
஍Ҭۭߤ気象ղઆใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
஍Ҭ࣌ྻܥ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 44
小さͳ෾ੴ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 183
஍ٿ΢Υッνϟーζ-気象友の会- ŋŋŋŋŋŋŋ 262
஍区気ީηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 227
஍区ଌثηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ226
232
஍区஍্؍ଌσータ品࣭؅ཧリードηンター
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 232
஍区௨৴ηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 232
஍区ಛผ気象ηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 223
஍区์ࣹηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 232
஍区8*(04ηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 221
஍࣓気؍ଌ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 247
஍࣓気؍ଌ所 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ235
247
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஍্気象؍ଌछ໨ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 68
஍্気象؍ଌ૷ஔ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 70
஍্気象؍ଌ໢ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 69
஍ํւ্ܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 51
52
஍ํւ্༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ51
52
108
஍ํւ্༧ใ区ࡉ෼ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 53
ண陸༻ඈ行৔༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
208
ைҐ ŋŋŋŋŋ 42
43
161
176
230
244
330
334
ைҐܭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 160
௕पظ஍਒ಈ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 138
169
௕पظ஍਒ಈ֊ڃ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ3
133
135
170
௕࠶ظղੳ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 103
௚ୡ日ࣹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 127
௡೾ ŋŋŋŋ3
131
133
145
160
173
174
319
334
௡೾ܭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ131
160
161
௡೾ܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 131
132
134
௡೾஫ҙใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ131
132
174
௡೾৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 131
132
134
230
232
௡೾༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 51
134
173
308
௡೾༧ใ区 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 51
134
308
௡೾༧ใσータϕース ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 173
കӍ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 301
௿૚΢ΟンドγΞー ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ204
206
333
σータಉԽ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 56
59
60
334
ఱ気ਤ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 54
55
ఱ気૬ஊ所 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 259
ఱ気෼෍༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 44
ఱ気༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 44
46
東ւ஍਒ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ252
333
東京Φϓϝッτσータόンク ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 191
東京Ϙルϝッτ์ૹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 191
193
東ೆւ・ೆ ւ஍਒ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 141
315
334
ొ࿥ݕఆؔػ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 86
ಛผܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
3
6
7
8
24
134
185
187
188
254
256
257
334
౔࠭ܯ֐ࡂռ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ11
23
37
253
౔৕Ӎྔࢦ਺ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ11
37
254
ਤॻ ʢؗ気象庁ਤॻؗʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 258
ドッϓϥーϥイμー ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ200
206
336
ドッϓϥーϨーμー ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋ 32
36
74
75
200
204
206
254
256
336
ಧग़ʢ؍ଌࢪઃʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 85

˖ ͳ ˖
φブςックスŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 52
ೆւτϥϑ஍਒ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ141
143
145
147
ೆւτϥϑ஍਒ʹؔ࿈する৘ใ・ೆ ւτϥϑ஍
਒ྟ࣌৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 142
143
163
255
ೆւτϥϑԊ͍の஍਒ʹؔするධՁݕ౼会 ŋŋŋ

ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 143
148
334
ೆۃত和ج஍ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 121
123
129
ೋࢎԽ୸ૉղੳγスςϜŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 116
ೋࢎԽ୸ૉೱ度 ŋ 89
90
91
113
118
252
254
2िؒ気Թ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 96
日ࣹ์ࣹ؍ଌ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 127
日র࣌ؒ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 70
296
日ຊԊ؛ւࢹ؂گ༧ଌγスςϜʢ+1/γスςϜʣ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 116
日ຊւߔ・ઍౡւߔपลւܕߔ஍਒ ŋŋŋŋŋ 149
日ຊ൛վ良౻ాスέール ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 255
೤ଳ௿気ѹ ŋŋ 191
195
223
232
256
333
335
೤ଳ௿気ѹ৘ใηンター ŋŋŋ 191
195
224
232
೤ଳ௿気ѹʹؔするγάϝッτࢧԉ৘ใ ŋŋŋ 195
೤中঱ܯռΞϥーτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 33
256

˖ ͸ ˖
ϋβードϚッϓ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 335
೾࿘ ŋŋ3
6
42
52
110
114
161
218
325
334
335
೾࿘Ξンサンブル༧ใγスςϜ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 116
೾࿘Ϟσル ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 116
ώーτΞイϥンドݱ象 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 95
101
ඈ行৔気象ղઆ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
ඈ行৔気象৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ195
208
209
ඈ行৔ܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ195
208
209
ඈ行৔࣌ྻܥ৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
ඈ行৔࣌ྻܥ༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ195
208
209
ඈ行৔৘ใ์ૹۀ຿ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 193
ඈ行৔༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 193
195
208
ͻͣΈܭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 142
143
162
333
335
ඇ੩ྗ学Ϟσル、੩ྗ学Ϟσル ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 335
ͻまΘΓ ŋŋ 80
81
82
125
223
233
243
333
表૚ਫԹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 109
113
表໘Ӎྔࢦ਺ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ12
38
39
ඬྲྀブイ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 110
品࣭อূՊ学ηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ225
232
෱岡ඈ行৘ใ区 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 210
෎ݝఱ気༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 44
ϓϨーτʢQMBUFʣ ŋŋŋŋŋŋ141
143
178
310
335
ϑϩン ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 121
122
123
෾ՐܯռϨϕル ŋŋŋŋŋŋŋŋ3
179
187
185
186
෾Րܯใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ3
182
184
185
186
෾Ր଎ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 186
187
෾Ր༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 185
186
ฏ年஋ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ41
97
291
๷ࡂ気象৘ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1
2
4
5
6
259
260
๷ࡂ৘ใఏڙηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 84
253
ใಓ発表 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 261
๫෩Ҭ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 40
41
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๫෩Ҭʹ入る֬཰ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 40
41
๫෩ܯռҬ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 40
41
北ւಓ・ࡾ陸ԭޙ発஍਒஫ҙ৘ใ ŋ 151
153
155
北東ΞδΞ஍Ҭւ༸؍ଌγスςϜ ŋŋŋŋŋŋ 329
北੢太ฏ༸௡೾৘ใηンター ŋŋ 229
230
231

˖ ·˖
Ϛイクϩόースτ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ205
333
ϚάχνϡードʢNBHOJUVEFʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ133
135
149
171
173
335
ೆௗౡ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 126
127
130
ຽؒ気象ۀ຿ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 217
ຽؒ気象ۀ຿ࢧԉηンター ŋŋ56
217
252
336
ϝιΞンサンブル༧ใγスςϜʢ.E14ʣ ŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 58
59
64
ϝιղੳ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 59
60
ϝιスέール ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 336
ϝιϞσルʢ.4.ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 58
59
63
ϝンόー ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ49
59
116
ϞンτリΦールٞఆॻ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 121
122
Ϟーϝンτ・Ϛάχνϡード ŋŋŋŋŋŋŋŋ 173
174

˖ ΍ ˖
༥ઇܕՐ山టྲྀ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 183
187
Ώͬ Γ͘す΂Γ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 142
143
147
162
Ϣωスコ੓෎ؒւ༸学委員会 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 228
༹ଘࢎૉྔ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 113
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ྲྀؠ༹ 183
319
ม෼๏ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋݩ4࣍ 60
336
༧ใԁ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 40
41
༧ใۀ຿ڐՄۀࣄ者 ŋŋŋŋŋ 135
217
218
325
༧ใۀ຿ڐՄ੍度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 218
༧ใ区 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 97
༧ใ༻ޠ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 46

˖Β˖
ϥイμー ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ200
206
253
336
ϥδΦκンσ ŋŋŋŋŋŋ 36
77
78
245
251
336
ϥχーχϟݱ象 ŋŋŋŋŋŋŋ98
104
105
106
107
ཚ気ྲྀ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ191
193
195
210
211
リΞルタイϜӍྔ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 84
リΞルタイϜϨーμー ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 84
ྲྀҬӍྔࢦ਺ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ6
13
34
39
254
྇෩ؙ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ111
117
237
253
཭陸༻ඈ行৔༧ใ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
208
Ϩーμー ŋŋ 32
34
36
60
65
67
68
74
75
76

84
200
204
206
211
233
251
254
256
330

331
336
࿐఺Թ度 ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 68
200
333

˖ " ˖
".F%"4ʢ஍Ҭ気象؍ଌγスςϜʢΞϝμスʣʣ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ252
256
330
"SHPʢΞルΰʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 228
"T*4ʢඈ行৔৘ใ์ૹۀ຿ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 193
"T.$ʢަۭߤ௨؅ཧηンターʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 192
"T.FU$ʢަۭߤ௨気象ηンターʣŋŋŋŋŋŋŋ 192

˖ # ˖
#43/ʢج४஍্์ࣹ؍ଌ໢ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 246

˖ $ ˖
$04.ET4ʢ気象ࢿྉ૯߹ॲཧγスςϜʣ ŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 65
252
327

˖ % ˖
%$1$ʢσータऩ集作成ηンターʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ222
327
329

˖ & ˖
E104ʢ஍਒׆ಈ౳૯߹ࢹ؂γスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 65
252
327

˖ ' ˖

˖ ( ˖
("8ʢશٿେ気ࢹ؂ʣŋŋŋŋŋ220
225
246
327
($04ʢશٿ気ީ؍ଌγスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 327
(%1'4ʢશٿσータॲཧ・༧ใγスςϜʣ ŋŋŋ 327
(E14ʢશٿΞンサンブル༧ใγスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ49
58
59
64
(*4$ʢશٿ৘ใγスςϜηンターʣ ŋŋ 222
327
329
(.%44ʢւ্ʹお͚るૺ೉ٴͼ҆શʹؔする
ੈքతͳ੍度ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 52
(.4ʢ੩ࢭ気象Ӵ੕ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 82
(/44ʢશٿଌҐӴ੕γスςϜʣ ŋŋŋŋ 113
328
(004ʢશٿւ༸؍ଌγスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 328
(04ʢશ؍ٿଌγスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 328
(14ʢશٿଌҐγスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 78
328
(14κンσ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 78
113
245
(17ʢ֨子఺஋ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 60
328
332
(4.ʢશٿϞσルʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ49
58
59
63
(T4ʢશٿ௨৴γスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋŋ 65
328
329

˖ ) ˖
)JNBXBSJʢ੩ࢭ気象Ӵ੕ͻまΘΓ8号・9号ʣ ŋŋŋ 82

˖ * ˖
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*$"0ʢࡍࠃຽؒؔػۭߤʣ ŋŋ 191
224
231
328
*$(�1T84ʢ太ฏ༸௡೾ܯռ・ࡂݮのγスςϜ
のͨΊの੓෎ؒௐ੔άルーϓʣ ŋŋŋŋŋ229
328
*0$ʢϢωスコ੓෎ؒւ༸学委員会ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 228
*1$$ʢ気ީมಈʹؔする੓෎ؒύωルʣ ŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 88
94
242
328

˖ + ˖
+*$"ʢߏػྗڠࡍࠃʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 233

˖ K ˖

˖ L ˖
L'.ʢہ஍Ϟσルʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ58
59
61
64
L*%"3ʢϥイμーʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ200
206
336
L*%E/ʢཕࢹ؂γスςϜʣ ŋŋŋŋŋŋ200
202
329

˖ M ˖
.E14ʢϝιΞンサンブル༧ใγスςϜʣ ŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 58
59
64
.03ʢ気象ޫ学ڑ཭ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 199
.4.ʢϝιϞσルʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 58
59
63
.T4"Tʢӡ༌ଟ໨తӴ੕ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 82

˖ N ˖
/E"3-(004ʢ北東ΞδΞ஍Ҭւ༸؍ଌγスς
Ϝʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ109
232
329

˖ O ˖

˖ 1 ˖
1T8$ʢ太ฏ༸௡೾ܯใηンターʣ ŋŋŋŋŋŋ 229
1೾ʢॳظඍಈʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 136

˖ Q ˖
2"�4"$ʢ品࣭อূՊ学ηンターʣ ŋŋ225
232
2/)ʢ高度نܭਖ਼஋ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 199
208

˖ R ˖
3"%"3ʢϨーμーʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ330
336
3$$ʢશٿେ気ࢹ؂஍区ֱਖ਼ηンターʣ ŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ227
329
3$$શٿେ気ࢹ؂஍区ֱਖ਼ηンター ŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ225
232
3*$ʢ஍区ଌثηンターʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 226
34.$ʢ஍区ಛผ気象ηンターʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ223
224
232
322
329
373ʢ׈૸࿏ڑࢹ཭ʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 199
200

˖ S ˖
4*(.ETʢγάϝッτ৘ใʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
210
4೾ʢओཁಈʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 136

˖ T ˖
T"'ʢӡߤ༻ඈ行৔༧ใʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195
T$"$ʢ೤ଳ௿気ѹ৘ใηンターʣ ŋ191
195
224
TPLZP $MJNBUF $FOUFSʢ3$$東京ηンターʣ ŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 227
TPLZP TZQIPPO $FOUFSʢ೤ଳ௿気ѹ34.$の
東京ηンターʣŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 223
T3E/%ʢண陸༻ඈ行৔༧ใʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 195

˖ U ˖
67インσックス ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 124

˖ V ˖
7""$ʢۭߤ࿏Ր山փ৘ใηンターʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ191
212
213
231

˖ 8 ˖
8"'$ʢੈքۭҬ༧ใηンターʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 193
8$$ʢશٿେ気ੈࢹ؂քֱਖ਼ηンターʣ ŋŋ225
232
8$1ʢੈք気ީܭըʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 220
8%$ʢੈքࢿྉηンターʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ225
232
8%$((ʢԹࣨޮՌガスੈքࢿྉηンターʣ ŋŋŋ
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ225
232
8*'4ʢੈքۭҬ༧ใγスςϜインターωッτ
ϑΝイルサーϏスʣ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 193
8*(04ʢ8.0౷߹શ؍ٿଌγスςϜʣ ŋŋ 221
8*/%"4ʢہ஍త気象ࢹ؂γスςϜʣ ŋŋŋŋ 329
8*4ʢ8.0৘ใγスςϜʣ ŋŋŋŋŋ222
327
329
8.0ʢੈք気象ؔػʣ ŋŋŋŋ 122
191
220
221

222
223
225
226
227
228
233
251
327
329
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【表紙】

令和4年度

気象庁・港区教育委員会・気象友の会ポスターコンクール

入選作品

「使おうキキクル」 芝小学校 小林 良太郎さん

【裏表紙】

令和4年度

気象庁・港区教育委員会・気象友の会ポスターコンクール

入選作品

「キキクルで命を守る」 御成門中学校 茂木 陸さん
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